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Amazon EC2 とは

Abstract

ハードウェアの制約を受けずにアプリケーションを開発およびデプロイできるように、AmazonEC2を使用して、
AWS クラウドでサイズ変更可能なコンピューティングキャパシティを実現します。

Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）は、アマゾンウェブサービス（AWS）クラウドでサ
イズが変更できるコンピューティングキャパシティを提供します。Amazon EC2 の使用により、ハー
ドウェアに事前投資する必要がなくなり、アプリケーションをより速く開発およびデプロイできます。
Amazon EC2 を使用すると、必要な数（またはそれ以下）の仮想サーバーを起動でき、セキュリティ
およびネットワーキングを構成でき、ストレージを管理できます。Amazon EC2 により、要件変更や
需要増に対応して拡張または縮小できるため、トラフィック予測が不要になります。

Amazon EC2 の機能
Amazon EC2 には次の機能があります。

• インスタンスと呼ばれる仮想コンピューティング環境
• サーバーに必要なビットをパッケージ化した（オペレーティングシステムおよび追加のソフトウェア
を含む）、Amazonマシンイメージ（AMI）と呼ばれる、インスタンス用に事前に構成されたテンプ
レート

• インスタンスタイプと呼ばれる、インスタンス用の CPU、メモリ、ストレージ、ネットワーキング
キャパシティのさまざまな構成

• キーペアを使用したインスタンス用の安全なログイン情報（AWS はパブリックキーを保存し、ユー
ザーはプライベートキーを安全な場所に保存します）。

• インスタンスストアボリュームと呼ばれる、インスタンスを停止または終了するときに削除される一
時データ用のストレージボリューム

• Amazon EBS ボリュームと呼ばれる、Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）を使用したデー
タ用の永続的ストレージボリューム

• リージョンおよびアベイラビリティゾーンと呼ばれる、インスタンスや Amazon EBS ボリュームな
どのリソース用の複数の物理的な場所

• セキュリティグループを使用してインスタンスに到達可能で、プロトコル、ポート、ソース IP 範囲
を指定できるファイアウォール

• Elastic IP アドレスと呼ばれる、動的クラウドコンピューティング用の静的な IP アドレス
• タグと呼ばれ、作成して Amazon EC2 リソースに割り当てることができるメタデータ
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• 残りのAWSクラウドから論理的に分離され、ユーザー独自のネットワークにオプションで接続でき
る、仮想プライベートクラウド（VPC）と呼ばれる仮想ネットワーク

Amazon EC2 の機能詳細については、Amazon EC2 製品ページを参照してください。

Amazon EC2 の使用を開始する方法
最初に必要なことは、Amazon EC2 を使用するようにセットアップすることです。セットアップが終
了したら、Amazon EC2 の使用開始チュートリアルを完了する準備が整います。Amazon EC2 の機能
について詳細情報が必要なときは、技術ドキュメントを参照できます。

使用開始

• Amazon EC2 でのセットアップ (p. 21)
• Amazon EC2 Linux インスタンスの使用開始 (p. 27)
• &EC2 Windows インスタンスの使用開始

基礎

• インスタンスと AMI (p. 4)
• インスタンスタイプ (p. 109)
• リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8)
• タグ (p. 662)

ネットワークとセキュリティ

• Amazon EC2 のキーペア (p. 470)
• セキュリティグループ (p. 477)
• Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540)
• &EC2 と Amazon VPC (p. 524)

ストレージ

• Amazon EBS (p. 566)
• インスタンスストア (p. 631)

AWS がお客様に合っているかどうか検討中の場合は、AWS セールスまでお問い合わせください。
Amazon EC2 について質問がある場合は、Amazon EC2 forum をご利用ください。

関連サービス
インスタンスやボリュームなど、Amazon EC2 のリソースは Amazon EC2 を使用して直接プロビジョ
ニングできます。また、AWSのその他のサービスを使用してAmazon EC2リソースをプロビジョニン
グすることもできます。詳細については、次のドキュメントを参照してください。

• Auto Scaling 開発者ガイド
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• AWS CloudFormation ユーザーガイド
• AWS Elastic Beanstalk Developer Guide
• AWS OpsWorks ユーザーガイド

受信アプリケーショントラフィックを複数のインスタンスに自動的に分散するには、Elastic Load
Balancingを使用します。詳細については、「Elastic LoadBalancing開発者ガイド」を参照してくださ
い。

インスタンスと Amazon EBS ボリュームの基本的な統計情報をモニタリングするには、Amazon
CloudWatchを使用します。詳細については、「CloudWatchによるインスタンスのモニタリング(p.395)」
を参照してください。

アカウントのAmazon EC2 API 宛ての呼び出し（AWSマネジメントコンソール、コマンドラインツー
ル、その他のサービスによって行われる呼び出しを含む）をモニタリングするには、AWS CloudTrail
を使用します。詳細については、AWS CloudTrail User Guide を参照してください。

クラウドで管理されたリレーショナルデータベースを取得するには、Amazon Relational Database
Service（Amazon RDS）を使用してデータベースインスタンスを起動します。EC2 インスタンス上で
データベースをセットアップできますが、AmazonRDSには、ソフトウェアのパッチ処理、バックアッ
プ、バックアップの保存など、データベース管理タスクを処理できるという利点があります。詳細につ
いては、「Amazon Relational Database Service Developer Guide」を参照してください。

Amazon EC2 へのアクセス
Amazon EC2 には、Amazon EC2 コンソールというウェブベースのユーザーインターフェイスがあり
ます。AWSアカウントにサインアップ済みの場合は、AWSマネジメントコンソールにサインインし、
コンソールのホームページから [EC2] を選択すると、Amazon EC2 コンソールにアクセスできます。

コマンドラインインターフェイスを使用する場合は、以下のいくつかのオプションがあります。

AWS コマンドラインインターフェイス（CLI）
一連のさまざまなAWS製品用のコマンドを提供し、Windows、Mac、およびLinux/UNIXでサポー
トされています。開始するには、AWSCommand Line Interfaceユーザーガイドを参照してくださ
い。Amazon EC2 のコマンドの詳細については、ec2 を参照してください。

Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール
Amazon EC2、Amazon EBS、および Amazon VPC 用のコマンドを提供し、Windows、Mac、お
よびLinux/UNIXでサポートされています。開始するには、Amazon Elastic Compute Cloudコマン
ドラインリファレンスの Setting Up the Amazon EC2 Command Line Interface Tools on Linux お
よび Commands (CLI Tools) を参照してください。

AWS Tools for Windows PowerShell
PowerShell環境でスクリプティングを行うユーザーに対して、一連のさまざまなAWS製品用のコ
マンドを提供します。開始するには、AWS Tools for Windows PowerShell ユーザーガイドを参照
してください。

Amazon EC2 はクエリ API を提供します。このリクエストは、HTTP 動詞（GET または POST）とク
エリパラメータ Actionで記述する HTTP または HTTPS リクエストです。Amazon EC2 用の API ア
クションの詳細については、「Amazon Elastic Compute Cloud API Reference」の「Actions」を参照
してください。

HTTPまたはHTTPSを介してリクエストを送信する代わりに、言語固有のAPI を使用してアプリケー
ションを構築することを希望する場合に備えて、AWS には、ソフトウェア開発者向けのライブラリ、
サンプルコード、チュートリアル、その他のリソースが用意されています。これらのライブラリには、
リクエストの暗号化署名、リクエストの再試行、エラーレスポンスの処理などのタスクを自動処理する
基本機能が用意されているので、開発を簡単に始められます。AWSSDKのダウンロードの詳細につい
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ては、アマゾンウェブサービスのツールを参照してください。Amazon EC2の使用可能なAPI のリス
トについては、Amazon EC2 に対して使用可能な API (p. 722) を参照してください。

Amazon EC2 の料金表
AWS にサインアップすると、AWS 無料利用枠を利用して、Amazon EC2 を無料で使い始めることが
できます。

Amazon EC2 では、インスタンス用に次の購入オプションが用意されています。

オンデマンドインスタンス
時間単位で使用するインスタンスに対して支払いを行い、長期的な確約や予約金支払いはありませ
ん。

リザーブドインスタンス
インスタンスに対して低額の予約金支払いを行い、1年または3年間それを予約することで、その
インスタンスを実行する時間料金を大幅に削減できます。

スポットインスタンス
特定のインスタンスタイプを実行するためにお客様が支払いたい最大時間料金を指定することがで
きます。スポット料金は需要と供給に基づいて変動しますが、お客様が指定した上限価格を超えた
支払いが発生することはありません。スポット価格が上限価格を超えた場合、スポットインスタン
スはシャットダウンされます。

Amazon EC2 の課金および特定の価格の詳細な一覧については、「Amazon EC2 料金表」を参照して
ください。

プロビジョニングされたサンプル環境のコストを計算するには、AWS エコノミクスセンターを参照し
てください。

請求書を確認するには、AWS アカウントアクティビティページを参照してください。請求書には、料
金の明細が記載された使用状況レポートへのリンクが記載されています。AWS アカウント請求の詳細
については、AWS Account Billing を参照してください。

AWSの請求、アカウント、イベントについてご質問がある場合は、AWSサポートにお問い合わせくだ
さい。

AWS 環境のコスト、セキュリティ、およびパフォーマンスを最適化できるサービスである Trusted
Advisor の概要については、AWS Trusted Advisor を参照してください。

インスタンスと AMI
Abstract

Amazon EC2 の核となる概念であるインスタンスと AMI について学習します。

Amazonマシンイメージ（AMI）は、ソフトウェア構成（オペレーティングシステム、アプリケーショ
ンサーバー、アプリケーションなど）を記録したテンプレートです。AMI から、クラウドで仮想サー
バーとして実行される AMI のコピーであるインスタンスを起動します。以下の図に示すように、1 つ
の AMI の複数のインスタンスを起動することができます。
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インスタンスは、停止または終了させるか、エラーが発生するまで実行を続けます。インスタンスがエ
ラーで終了した場合は、元の AMI から新しいインスタンスを起動できます。

インスタンス
1 つの AMI から、複数の異なるタイプのインスタンスを起動することもできます。インスタンスタイ
プによって、インスタンスに使用するホストコンピュータのハードウェアが実質的に決まります。イン
スタンスタイプごとに異なる処理内容やメモリの機能が提供されます。インスタンスタイプは、インス
タンス上で実行するアプリケーションやソフトウェアに必要なメモリの量と処理能力に応じて選択しま
す。各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を
参照してください。

インスタンスの起動後は、通常のホストのように表示され、任意のコンピュータと同じように操作でき
ます。インスタンスは完全に制御でき、sudo を使用して、ルート権限を必要とするコマンドを実行で
きます。

AWS アカウントでは、稼動できるインスタンスの数に制限があります。この制限の詳細、および増加
を要求する方法については、Amazon EC2 の全般的なよくある質問の「 Amazon EC2 ではいくつのイ
ンスタンスを稼動できますか」を参照してください。

実行中インスタンス数が制限され、保有できるインスタンスの合計数も制限されます（実行中、停止済
み、または終了済みを除くその他の状態を含む）。この全体的なインスタンス制限は、実行中インスタ
ンス制限の 2 倍です。

インスタンスのストレージ
インスタンスのルートデバイスには、インスタンスの起動に使用されるイメージが含まれています。詳
細については、「Amazon EC2 ルートデバイスボリューム (p. 15)」を参照してください。

インスタンスには、インスタンスストアボリュームと呼ばれるローカルストレージボリュームを含める
ことができます。これはブロックデバイスマッピングによって起動時に設定できます。詳細について
は、ブロックデバイスマッピング(p. 643)を参照してください。これらのボリュームがインスタンスに
追加およびマッピングされたら、マウントして使用することができます。インスタンスが失敗、停止、
または終了した場合、それらのボリュームのデータは失われます。したがって、これらのボリュームは
一時データとして使用するのが最適です。重要なデータの場合、データの安全を維持するには、複数の
インスタンスにわたるレプリケーション方法を使用する必要があります。あるいは、永続的なデータを
Amazon S3 または Amazon EBS ボリュームに格納してください。詳細については、「ストレー
ジ (p. 564)」を参照してください。
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セキュリティのベストプラクティス
• AWS Identity and Access Management（IAM）を使用して、ご利用のインスタンスを含め、AWS リ
ソースへのアクセスを制御します。AWSアカウントで IAMユーザーとグループを作成し、それぞれ
にセキュリティ認証情報を割り当て、それぞれがAWSのリソースとサービスに対して持つアクセス
を制御できます。詳細については、「Amazon EC2のリソースに対するアクセスの制御 (p. 485)」を
参照してください。

• 信頼されたホストまたはネットワークのみがインスタンスのポートにアクセスできるように制限しま
す。例えば、ポート 22 の受信トラフィックを制限することで SSH アクセスを制限できます。詳細
については、「Amazon EC2 セキュリティグループ (p. 477)」を参照してください。

• セキュリティグループのルールを定期的に確認し、最小権限の原則を適用してください。つまり、必
要なアクセス許可のみを開きます。また、さまざまなセキュリティグループを作成して、異なるセ
キュリティ要件を持つ各インスタンスに対応することもできます。外部ログインが許可された基本と
なるセキュリティグループの作成を検討し、外部ログインが許可されていないグループで残りのイン
スタンスを管理してください。

• AMIから起動されるインスタンスについてはパスワードベースのログインを無効にしてください。パ
スワードは検知または解読される恐れがあり、セキュリティ上のリスクです。詳細については、「ルー
トのパスワードベースログインの無効化 (p. 70)」を参照してください。AMI の安全な共有の詳細に
ついては、「共有 AMI (p. 62)」を参照してください。

インスタンスの停止、開始、および終了
インスタンスの停止

インスタンスが停止されると、インスタンスは通常のシャットダウンを実行してから、stopped状態
に移行します。そのすべての Amazon EBS ボリュームはアタッチされたままになり、後でインスタン
スを再び開始することができます。

インスタンスが停止状態にあるとき、追加のインスタンス時間分が課金されることはありません。イン
スタンスを停止状態から実行状態に移行するたびに1時間分のインスタンス時間が課金されます。この
ような移行が1時間の間に何度も行われる場合であっても、その回数ごとに1時間分が課金されます。
インスタンスが停止状態にあるときにインスタンスタイプを変更した場合、インスタンスを起動すると
同時に新しいインスタンスタイプの料金が課金されます。ルートデバイスの使用を含め、インスタンス
に関連する Amazon EBS の使用はすべて、Amazon EBS 料金で課金されます。

インスタンスが停止状態の場合は、Amazon EBS ボリュームをアタッチおよびデタッチできます。イ
ンスタンスからAMIを作成し、カーネル、RAMディスク、インスタンスタイプを変更することもでき
ます。

インスタンスを終了した

インスタンスを終了すると、そのインスタンスは標準のシャットダウンを実行します。その後、ボリュー
ムの deleteOnTermination属性が falseに設定されない限り、アタッチされている Amazon EBS
ボリュームが削除されます。インスタンスそのものも削除され、後でインスタンスを再度起動すること
はできません。

間違って終了しないようにするため、インスタンスの終了を無効にすることができます。この場合、イ
ンスタンスの disableApiTermination属性は必ず trueにします。インスタンスのシャットダウン
時の動作を制御するには（Linux の shutdown -hやWindows の shutdownなど）、
instanceInitiatedShutdownBehaviorインスタンス属性を必要に応じて stopまたは terminate
に設定します。AmazonEBSボリュームをルートデバイスに持つインスタンスはデフォルトでstopに
設定されます。インスタンスストアをルートデバイスに持つインスタンスはシャットダウンの結果とし
て常に終了されます。

詳細については、インスタンスのライフサイクル (p. 321) を参照してください。
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AMI
アマゾンウェブサービス（AWS）は、一般的な用途のための共通のソフトウェア設定を含む多くの
Amazon マシンイメージ（AMI）を公開しています。加えて、AWS 開発者コミュニティのメンバーに
よって作成された、独自のカスタム AMI もあります。お客様自身でカスタム AMI を作成することもで
きます。必要なものがすべて含まれた新しいインスタンスを、すばやく簡単に起動できるようになりま
す。例えば、ウェブサイトまたはウェブサービスに使用する場合は、AMIに含まれるものとして、ウェ
ブサーバー、関連する静的コンテンツ、動的ページ用のコードが考えられます。この AMI からインス
タンスを起動すると、ウェブサーバーが起動し、アプリケーションはリクエストを受け付け可能な状態
になります。

すべての AMI は、Amazon EBS-backed（AMI からインスタンスを起動するときのルートデバイスは
Amazon EBS ボリュームである）と Instance-store backed（AMI からインスタンスを起動するときの
ルートデバイスは、Amazon S3 に格納されているテンプレートから作成されたインスタンスストアボ
リュームである）のいずれかに分類されます。

AMI の説明には、ルートデバイスの種類（ebsか instance storeか）も明記されています。この違
いが重要なのは、AMIのタイプによって、実行できる機能が大きく異なるからです。違いについての詳
細はルートデバイスのストレージ (p. 57) を参照してください。
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リージョンとアベイラビリティーゾーン
Abstract

インスタンスをホストできる世界各地のリージョンとアベイラビリティーゾーンを説明します。

Amazon EC2 は、世界各地のロケーションでホスティングされています。これらのロケーションは、
リージョンとアベイラビリティーゾーンから構成されています。リージョンはそれぞれ、地理的に離れ
た領域です。1 つのリージョンに複数のそれぞれ独立したロケーションがあり、このロケーションを
「アベイラビリティーゾーン」といいます。Amazon EC2 では、お客様がインスタンスなどのリソー
スとデータを複数のロケーションに配置できます。複数のリージョンにまたがってリソースのレプリ
ケーションを行うには、お客様がそのように指定する必要があります。

Amazonは、アベイラビリティーの高い最新のデータセンターを運用しています。しかし、非常にまれ
ですが、同じ場所にあるインスタンスすべての可用性に影響する障害が発生することもあります。も
し、すべてのインスタンスを1か所でホストしている場合、そのような障害が起きたとき、インスタン
スがすべて利用できなくなります。

Note

一部の AWS リソースは、リージョンおよびアベイラビリティーゾーンによっては利用できな
い場合があります。アプリケーションをデプロイする前に、目的のリージョンまたはアベイラ
ビリティーゾーンで必要なリソースを作成できることを確認してください。

Topics
• リージョンとアベイラビリティーゾーンに関する概念 (p. 8)
• リージョンとアベイラビリティーゾーンの記述 (p. 10)
• リソースのリージョンの指定 (p. 12)
• アベイラビリティーゾーンでのインスタンスの起動 (p. 13)
• 別のアベイラビリティゾーンへのインスタンスの移行 (p. 14)

リージョンとアベイラビリティーゾーンに関する概
念
各リージョンは完全に独立しています。各アベイラビリティーゾーンは独立していますが、同じリー
ジョン内のアベイラビリティーゾーンどうしは低レイテンシーのリンクで接続されています。次の図
に、リージョンとアベイラビリティーゾーンの関係を示します。
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Amazon EC2 リソースには、グローバルなもの、リージョンに結び付けられているもの、アベイラビ
リティーゾーンに結び付けられているものがあります。詳細については、「リソースの場所 (p. 658)」
を参照してください。

リージョン
各Amazon EC2リージョンは、他のAmazon EC2リージョンと完全に分離されるように設計されてい
ます。これにより、最大限の耐障害性と安定性が達成されます。

Amazon EC2 では複数のリージョンが提供されるため、それぞれの要件に合った場所で Amazon EC2
インスタンスを起動できます。例えば、ヨーロッパの顧客に近づけるため、または法的要件を満たすた
めに、ヨーロッパでインスタンスを起動することができます。次の表は、Amazon EC2 をサポートす
るリージョンのリストです。

名前コード

アジアパシフィック（東京）リージョンap-northeast-1

アジアパシフィック（シンガポール）リージョンap-southeast-1

アジアパシフィック（シドニー）リージョンap-southeast-2

欧州（アイルランド）リージョンeu-west-1

南米（サンパウロ）リージョンsa-east-1

米国東部（バージニア北部）リージョンus-east-1

米国西部（北カリフォルニア）リージョンus-west-1

米国西部（オレゴン）リージョンus-west-2

リソースを表示すると、指定したリージョンに結び付けられているリソースだけが表示されます。これ
は、リソースは相互に分離されており、リージョン間のリソースのレプリケーションは自動的に行われ
ないためです。

コマンドラインインターフェイスまたは API アクションを使用してインスタンスを操作するときは、
そのリージョンエンドポイントを指定する必要があります。Amazon EC2 のリージョンおよびエンド
ポイントについては、『Amazon Web Services General Reference』の「Regions and Endpoints」を
参照してください。

インスタンスを起動するときは、同じリージョン内にある AMI を選択する必要があります。AMI が別
のリージョンにある場合は、使用しているリージョンに AMI をコピーできます。詳細については、
「AMI のコピー (p. 90)」を参照してください。

リージョン間のすべての通信は、パブリックインターネットを通して行われます。したがって、適切な
暗号方式を使用してデータを保護する必要があります。リージョン間でデータを転送すると、送信側と
受信側の両方のインスタンスで、インターネットデータ転送速度に応じて料金が発生します。詳細につ
いては、「Amazon EC2 Pricing – Data Transfer」を参照してください。

アベイラビリティーゾーン
自分のアカウントで使用できるアベイラビリティーゾーンをリストできます。詳細については、「リー
ジョンとアベイラビリティーゾーンの記述 (p. 10)」を参照してください。

インスタンスを起動するときに、アベイラビリティーゾーンを自分で選択するか、自動的に選択される
ようにできます。インスタンスを複数のアベイラビリティーゾーンに配布する場合は、1つのインスタ
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ンスで障害が発生したら別のアベイラビリティーゾーンのインスタンスが要求を処理するように、アプ
リケーションを設計できます。

また、伸縮自在なIPアドレスを使用すると、あるアベイラビリティーゾーンのインスタンスの障害を、
別のアベイラビリティーゾーンのインスタンスにアドレスをすばやく再マッピングすることによってマ
スクできます。詳細については、「Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540)」を参照してください。

リソースがリージョンの複数のアベイラビリティーゾーンに分散されるようにするため、アベイラビリ
ティーゾーンは各アカウントの識別子に個別にマップされます。例えば、あるアカウントのアベイラビ
リティーゾーンは別のアカウントのus-east-1aアベイラビリティーゾーンと同じ場所にはない可能性
がありますus-east-1a。ユーザーがアカウント間でアベイラビリティーゾーンを調整する手段はあり
ません。

アベイラビリティーゾーンが拡大すると、アベイラビリティーゾーンを拡張しにくくなる場合がありま
す。その場合、ユーザーがアベイラビリティーゾーンに既にインスタンスを持っているのでない場合
は、制約のあるアベイラビリティーゾーンでのインスタンスの起動を制限する場合があります。最終的
に、制約のあるアベイラビリティーゾーンを新しいお客様に対するアベイラビリティーゾーンのリスト
から削除することもあります。したがって、アカウントによってリージョン内で使用できるアベイラビ
リティーゾーンの数が異なる場合があります。

リージョンとアベイラビリティーゾーンの記述
AWS Management Console またはコマンドラインインターフェイスを使用して、使用できるリージョ
ンおよびアベイラビリティーゾーンを特定できます。これらのコマンドラインインターフェイスについ
ての詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

AWS Management Console を使用してリージョンとアベイラビリティーゾーンを検索するに
は

1. AWS Management Console を開きます。
2. ナビゲーションバーから、リージョンセレクターのオプションを表示します。

3. Amazon EC2 コンソールを開きます。アベイラビリティーゾーンは、ダッシュボードの [Service
Health] の [Availability Zone Status] に一覧表示されます。
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AWS CLI を使用してリージョンとアベイラビリティーゾーンを見つけるには

1. 次のように describe-regions コマンドを使用してリージョンを記述します。

PROMPT> aws ec2 describe-regions
{
    "Regions": [
        {
            "Endpoint": "ec2.us-east-1.amazonaws.com",
            "RegionName": "us-east-1"
        },
        {
            "Endpoint": "ec2.ap-southeast-1.amazonaws.com",
            "RegionName": "ap-southeast-1"
        },
        {
            "Endpoint": "ec2.ap-southeast-2.amazonaws.com",
            "RegionName": "ap-southeast-2"
        },
        ...
    ]
}

2. 次のようにdescribe-availability-zonesコマンドを使用してリージョン内のアベイラビリティーゾー
ンを記述します。us-east-1

PROMPT> aws ec2 describe-availability-zones --region us-east-1
{
    "AvailabilityZones": [
        {
            "State": "available",
            "RegionName": "us-east-1",
            "Messages": [],
            "ZoneName": "us-east-1b"
        },
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        {
            "State": "available",
            "RegionName": "us-east-1",
            "Messages": [],
            "ZoneName": "us-east-1c"
        },
        {
            "State": "available",
            "RegionName": "us-east-1",
            "Messages": [],
            "ZoneName": "us-east-1d"
        }
    ]
}

Amazon EC2 CLI を使用してリージョンとアベイラビリティーゾーンを見つけるには

1. 次のように ec2-describe-regions コマンドを使用してリージョンを記述します。

PROMPT> ec2-describe-regions
REGION  ap-northeast-1       ec2.ap-northeast-1.amazonaws.com
REGION  ap-southeast-1       ec2.ap-southeast-1.amazonaws.com
..

2. 次のようにec2-describe-availability-zonesコマンドを使用してリージョン内のアベイラビリティー
ゾーンを記述します。us-east-1

PROMPT> ec2-describe-availability-zones --region us-east-1
AVAILABILITYZONE us-east-1a available us-east-1
AVAILABILITYZONE us-east-1b available us-east-1
AVAILABILITYZONE us-east-1c available us-east-1
AVAILABILITYZONE us-east-1d available us-east-1

リソースのリージョンの指定
AmazonEC2リソースを作成するたびに、リソースのリージョンを指定できます。リソースのリージョ
ンは AWS Management Console またはコマンドラインを使用して指定できます。

コンソールを使用してリソースのリージョンを指定するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーのリージョンセレクターを使用します。
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コマンドラインを使用してデフォルトのリージョンを指定するには

環境変数の値を、目的のリージョンエンドポイント（例:https://ec2.us-west-1.amazonaws.com）
に設定できます。

• AWS_DEFAULT_REGION（AWS CLI）
• EC2_URL（Amazon EC2 CLI）

または、各コマンドで --regionコマンドラインオプションを使用することもできます。例えば、
--region us-west-1と指定します。

Amazon EC2のエンドポイントの詳細については、「Amazon Elastic Compute Cloud Endpoints」を参
照してください。

アベイラビリティーゾーンでのインスタンスの起動
インスタンスを起動するときは、特定のお客様にインスタンスを近付けるリージョン、または法律や他
の要件を満たすリージョンを選択します。個別のアベイラビリティーゾーンでインスタンスを起動する
ことにより、1 つの場所で障害が発生しても、アプリケーションを保護することができます。

インスタンスを起動するときは、必要に応じて、使用するリージョン内のアベイラビリティーゾーンを
指定できます。アベイラビリティーゾーンを指定しないと、自動的に選択されます。初期インスタンス
を起動するときには、デフォルトのアベイラビリティーゾーンを受け入れることをお勧めします。これ
によりAmazonEC2が、システムの状態と利用可能な機能に基づいて、最適なアベイラビリティーゾー
ンを選択できます。追加インスタンスを起動する場合、新しいインスタンスが実行中のインスタンスに
近いか、分かれている必要がある場合は、アベイラビリティーゾーンだけを指定します。

コンソールを使用してインスタンスのアベイラビリティーゾーンを指定するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
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3. ウィザードの指示にしたがって操作します。[Configure Instance Details] ページで以下の操作を実
行します。

• [EC2-Classic]リストからアベイラビリティーゾーンのオプションを選択するか、[NoPreference]
を選択して最善のアベイラビリティーゾーンを自動的に選択します。

• [EC2-VPC] リストからサブネットオプションを選択するか、[No preference (default subnet in
any Availability Zone)] を選択して最善のサブネットを自動的に選択します。

AWS CLI を使用してインスタンスのアベイラビリティーゾーンを指定するには

run-instances コマンドと次のいずれかのオプションを使用できます。

• [EC2-Classic] --placement
• [EC2-VPC] --subnet-id

Amazon EC2 CLI を使用してインスタンスのアベイラビリティーゾーンを指定するには

ec2-run-instances コマンドと次のいずれかのオプションを使用できます。

• [EC2-Classic] --availability-zone
• [EC2-VPC] --subnet

別のアベイラビリティゾーンへのインスタンスの移
行
必要な場合は、1つのアベイラビリティゾーンから別のアベイラビリティゾーンにインスタンスを移行
できます。たとえば、インスタンスのインスタンスタイプを変更しようとしたときに、現在のアベイラ
ビリティゾーンでは新しいタイプのインスタンスを起動できない場合は、そのタイプのインスタンスを
起動できるアベイラビリティゾーンにインスタンスを移行することもできます。

移行プロセスでは、次の手順に示すように、元のインスタンスから AMI を作成し、新しいアベイラビ
リティゾーンでインスタンスを起動して、新しいインスタンスの設定を更新します。

別のアベイラビリティゾーンにインスタンスを移行するには

1. インスタンスから AMI を作成します。手順は、オペレーティングシステムとインスタンスのルー
トデバイスボリュームの種類によって異なります。詳細については、使用しているオペレーティン
グシステムとルートデバイスボリュームに対応するドキュメントを参照してください。

• Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)
• Instance Store-Backed Linux AMI の作成 (p. 81)
• Amazon EBS-backed Windows AMI の作成
• Instance Store-Backed Windows AMI の作成

2. [EC2-VPC] インスタンスのプライベート IP アドレスを維持する必要がある場合は、現在のアベイ
ラビリティゾーンのサブネットを削除してから、新しいアベイラビリティゾーンに元のサブネット
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と同じ IP アドレス範囲のサブネットを作成する必要があります。サブネットを削除する前に、そ
の中のすべてのインスタンスを終了する必要があります。したがって、現在のサブネット内のすべ
てのインスタンスを新しいサブネットに移動しなければなりません。

3. 新しいアベイラビリティゾーンまたはサブネットを指定して、作成した AMI からインスタンスを
起動します。インスタンスタイプは、元のインスタンスと同じにすることも、新しいインスタンス
タイプを選択することもできます。詳細については、「アベイラビリティーゾーンでのインスタン
スの起動 (p. 13)」を参照してください。

4. 元のインスタンスに Elastic IP アドレスが関連付けられていた場合は、それを新しいインスタンス
に関連付けます。詳細については、「Elastic IP アドレスを別の実行中のインスタンスに関連付け
る (p. 543)」を参照してください。

5. 元のインスタンスがリザーブドインスタンスの場合、予約のアベイラビリティゾーンを変更しま
す。（また、インスタンスタイプも変更する場合は、予約のインスタンスタイプも変更できます）。
詳細については、「変更リクエストの送信 (p. 257)」を参照してください。

6. （オプション）元のインスタンスを終了します。詳細については、「インスタンスを終了す
る (p. 353)」を参照してください。

Amazon EC2 ルートデバイスボリューム
Abstract

インスタンスのブートボリュームのタイプを選択します。

インスタンスを起動するときは、ルートデバイスボリュームに格納されているイメージを使用してイン
スタンスがブートされます。Amazon EC2 のサービス開始当初は、すべての AMI が「Amazon EC2 イ
ンスタンスストア backed」でした。つまり、AMI から起動されるインスタンスのルートデバイスは、
Amazon S3 に格納されたテンプレートから作成されるインスタンスストアボリュームです。Amazon
EBS の導入後は Amazon EBS を基にした AMI も導入されました。つまり、AMI から起動されるイン
スタンスのルートデバイスが、Amazon EBS スナップショットから作成される Amazon EBS ボリュー
ムであるということです。お客様は、「AmazonEC2インスタンスストアbacked」のAMIと「Amazon
EBS backed」の AMI から選択できます。推奨されるのは「Amazon EBS backed」です。この AMI は
起動が高速であり、永続的ストレージを使用しているからです。

Topics
• ルートデバイスストレージの概念 (p. 15)
• ルートデバイスタイプによる AMI の選択 (p. 17)
• インスタンスのルートデバイスタイプの判別 (p. 18)
• 永続的ルートデバイスボリュームへの変更 (p. 18)

ルートデバイスストレージの概念
Instance store-Backed AMI と Amazon EBS-Backed AMI という 2種類の AMI のいずれかからインスタ
ンスを起動できます。AMIの説明にはそのタイプが含まれており、場所によってルートデバイスがebs
（Amazon EBS-Backed の場合）または instance store（Instance store-Backed の場合）と表示さ
れます。各タイプの AMI を使用して実行できることには大きな違いがあるため、タイプを区別できる
ことは重要です。違いについての詳細はルートデバイスのストレージ (p. 57) を参照してください。

instance store-backed のインスタンス

インスタンスストアをルートデバイスに使用するインスタンスでは自動的に、インスタンスストアボ
リュームを利用できるようになり、その1つがルートデバイスボリュームとなります。インスタンスを
起動すると、インスタンスのブートに使用されるイメージがルートボリューム（通常はsda1）にコピー
されます。インスタンスストアボリュームのデータはインスタンスが実行している間は維持されます
が、インスタンスが終了すると（Instance store-Backed インスタンスは [Stop] アクションをサポート
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していません）、またはインスタンスが失敗すると（基盤となるドライブに問題がある場合など）、削
除されます。

障害が発生したり終了されたりした instance store-backed インスタンスは復元できません。Amazon
EC2 instance store-backed インスタンスの使用を予定している場合は、インスタンスストアのデータ
を複数のアベイラビリティーゾーンにまたがって分散させることを強くお勧めします。また、インスタ
ンスストアボリュームのデータを永続的ストレージに定期的にバックアップする必要があります。

詳細については、「Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631)」を参照してください。

Amazon EBS-backed インスタンス

Amazon EBS をルートデバイスに使用するインスタンスには自動的に、Amazon EBS ボリュームがア
タッチされます。AmazonEBSBackedインスタンスを起動するときに、AMIで参照されているAmazon
EBS スナップショットごとに 1 つの Amazon EBS ボリュームが作成されます。他の Amazon EBS ボ
リュームやインスタンスストアボリュームを使用することもできます。

Amazon EBS-backedインスタンスは、停止後に再起動できます。アタッチされているボリュームに格
納されているデータに影響を及ぼすこともありません。Amazon EBS-backedインスタンスが停止状態
にあるときは、インスタンス関連およびボリューム関連の様々なタスクを実行できます。例えば、イン
スタンスのプロパティの変更、インスタンスのサイズの変更、使用しているカーネルの更新が可能で
す。また、デバッグなどの目的で別の実行中インスタンスにルートボリュームをアタッチすることもで
きます。

デフォルトでは、Amazon EBS-backed インスタンスを起動するとアタッチされるルートデバイスボ
リュームおよびその他の Amazon EBS ボリュームは、インスタンスが終了すると自動的に削除されま
す。インスタンス起動時のこの動作を変更する方法については、「永続的ルートデバイスボリュームへ
の変更 (p. 18)」を参照してください。

デフォルトでは、実行中のインスタンスにお客様が接続したすべての Amazon EBS ボリュームは、イ
ンスタンスが終了すると、データはそのままの状態でデタッチされます。デタッチされたボリューム
を、実行中の任意のインスタンスにアタッチできます。
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Amazon EBS-backedインスタンスに障害が発生した場合は、以下のいずれかの方法によってセッショ
ンを復元できます。

• いったん停止して再起動します。
• 関連するすべてのボリュームのスナップショットを自動的に作成し、新しい AMI を作成します。詳
細については、「Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」を参照してください。

• 以下の手順に従って、ボリュームを新しいインスタンスにアタッチします。
1. ルートボリュームのスナップショットを作成します。
2. 作成したスナップショットを使用して新しい AMI を登録します。
3. 新しい AMI から新しいインスタンスを起動します。
4. 残りの Amazon EBS ボリュームを古いインスタンスからデタッチします。
5. Amazon EBS ボリュームを新しいインスタンスに再アタッチします。

通常のボリュームサイズを持つインスタンスに障害が発生した場合は 1 つ目か 2 つ目の方法、大容量
のボリュームを持つインスタンスに障害が発生した場合は 3 つ目の方法を使用することをお勧めしま
す。

ルートデバイスタイプによる AMI の選択
インスタンスの起動時に指定する AMI によって、インスタンスのルートデバイスボリュームのタイプ
が決まります。

Amazon EBS-Backed AMI を選択するにはコンソールを使用する

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. フィルタリストから、イメージタイプ（[Public images] など）、オペレーティングシステム

（[Amazon Linux] など）、および [EBS images] を選択します。
4. （オプション）選択の参考になる追加情報を表示するには、[Show/Hide Columns] アイコンをク

リックし、表示する列を更新して、[Close] をクリックします。
5. AMI を選択し、その AMI ID を記録します。

Instance store-Backed AMI を選択するにはコンソールを使用する

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. フィルタリストから、イメージタイプ（[Public images] など）、オペレーティングシステム

（[Amazon Linux] など）、および [Instance store images] を選択します。
4. （オプション）選択の参考になる追加情報を表示するには、[Show/Hide Columns] アイコンをク

リックし、表示する列を更新して、[Close] をクリックします。
5. AMI を選択し、その AMI ID を記録します。

コマンドラインを使用して AMI のルートデバイスボリュームの種類を確認するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-images（AWS CLI）
• ec2-describe-images（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）
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インスタンスのルートデバイスタイプの判別
コンソールを使用してインスタンスのルートデバイスタイプを判別するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Instances] をクリックし、インスタンスを変更します。
3. 次のように、[Description] タブで [Root device type] の値を確認します。

• 値が ebsの場合、これは Amazon EBS-Backed インスタンスです。
• 値が instance storeの場合、これは Instance store-Backed インスタンスです。

コマンドラインを使用してインスタンスのルートデバイスタイプを判別するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、
「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」を参照してください。

• describe-instances（AWS CLI）
• ec2-describe-instances（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

永続的ルートデバイスボリュームへの変更
デフォルトでは、Amazon EBS-backed AMIのルートデバイスボリュームは、インスタンスを終了する
と削除されます。デフォルトの動作を変更するには、ブロックデバイスマッピングを使用して、
DeleteOnTermination属性を falseに設定します。

コンソールを使用したルートボリュームの永続的な変更
コンソールを使用して、インスタンスの起動時に DeleteOnTermination属性を変更できます。実行
中のインスタンスのこの属性を変更するには、コマンドラインを使用する必要があります。

コンソールを使用して、起動時にインスタンスのルートデバイスボリュームが存続するように
変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. Amazon EC2 コンソールダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
3. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページで、使用する AMI を選択し、[Select] をクリッ

クします。
4. ウィザードにしたがって [Choose an Instance Type] ページと [Configure Instance Details] ページ

を設定します。
5. [Add Storage] ページで、ルートボリュームの [Delete On Termination] チェックボックスの選択を

解除します。
6. ウィザードの残りのページを完了した後、[Launch ] をクリックします。

インスタンスの詳細ペインでルートデバイスボリュームの詳細を表示することにより、設定を確認でき
ます。[Block devices]の隣にあるルートデバイスボリュームのエントリをクリックします。デフォルト
では、[Delete on termination]は [True]です。デフォルトの動作を変更した場合は、[Delete on termination]
が [False] になっています。
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AWSCLIを使用して、インスタンスのルートボリュームが存続
するように変更するには
AWS CLI を使用して、インスタンスの起動時またはインスタンスの実行中に DeleteOnTermination
属性を変更することができます。ルートデバイスは通常、/dev/sda1（Linux）またはxvda（Windows）
です。

Example 起動時

run-instances コマンドを使用して、DeleteOnTermination属性を falseに設定するブロックデバ
イスマッピングを含めることにより、ルートボリュームを保持します。

aws ec2 run-instances --image-id ami-1a2b3c4d --block-device-mappings 
"[{\"DeviceName\":\"/dev/sda1\",\"Ebs\":{\"DeleteOnTermination\":false}}]" 
other parameters...

describe-instances コマンドを使用して、次に示すようにコマンド出力の /dev/sda1で
BlockDeviceMappingsエントリを探すことで、DeleteOnTerminationが falseであることを確
認します。

...
"BlockDeviceMappings": [
    {
        "DeviceName": "/dev/sda1",
        "Ebs": {
            "Status": "attached",
            "DeleteOnTermination": false,
            "VolumeId": "vol-877166c8",
            "AttachTime": "2013-07-19T02:42:39.000Z"
        }
    }              
...

Example インスタンスの実行中

modify-instance-attribute コマンドを使用して、DeleteOnTermination属性を falseに設定するブ
ロックデバイスマッピングを含めることにより、ルートボリュームを保持します。

aws ec2 modify-instance-attribute --instance-id i-5203422c --block-device-map 
pings  "[{\"DeviceName\": \"/dev/sda1\",\"Ebs\":{\"DeleteOnTermina 
tion\":false}}]"

Amazon EC2 CLI を使用して、インスタンスのルートデバイス
ボリュームが存続するように変更するには
Amazon EC2 CLI を使用して、インスタンスの起動時またはインスタンスの実行中に
DeleteOnTermination属性を変更することができます。ルートデバイスは通常、/dev/sda1（Linux）
または xvda（Windows）です。

Example 起動時

ec2-run-instances コマンドを使用して、ルートデバイスの DeleteOnTerminationフラグを false
に設定するブロックデバイスマッピングを含めます。コマンドを詳細モードで実行するための -vオプ
ションを追加します。
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ec2-run-instances ami-1a2b3c4d  -b /dev/sda1=::false other parameters... -v

Windows システム上でコマンドラインツールを使用している場合は、ブロックデバイスマッピングの
値を引用符で囲む必要があります。

ec2-run-instances ami-1a2b3c4d  -b "xvda=::false" other parameters... -v

詳細モードでコマンドを実行すると、基になるリクエストとレスポンスを見ることができ、ここで示す
ように、DeleteOnTerminationが falseであることを確認できます。

...
<blockDeviceMapping>
   <item>
     <deviceName>/dev/sda1</deviceName>
     <ebs>
       <deleteOnTermination>false</deleteOnTermination>
     </ebs>
   </item>
</blockDeviceMapping>
...

Example インスタンスの実行中

ec2-modify-instance-attributeコマンドを使用して、DeleteOnTermination属性を falseに設定する
ことにより、ルートボリュームを保持します。

ec2-modify-instance-attribute i-5203422c -b /dev/sda1=::false

Windows システム上でコマンドラインツールを使用している場合は、ブロックデバイスマッピングの
値を引用符で囲む必要があります。

ec2-modify-instance-attribute i-5203422c -b "xvda=::false"
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Amazon EC2 でのセットアップ

Abstract

Amazon EC2 を初めて使用する準備を整えるには、以下の手順を実行します。

Amazon EC2 を初めて使用する場合は、事前に以下のタスクをすべて実行してください。

1. 今すぐ無料アカウント作成 (p. 21)
2. IAM ユーザーを作成する (p. 22)
3. キーペアを作成する (p. 23)
4. セキュリティグループの作成 (p. 25)

今すぐ無料アカウント作成
アマゾンウェブサービス（AWS）にサインアップすると、AWSアカウントがAWS内のすべてのサー
バー（Amazon EC2 など）に自動的にサインアップされます。料金が発生するのは、実際に使用した
サービスの分のみです。

Amazon EC2 については、お客様が利用された分のみのお支払いとなります。AWSの新規の顧客であ
る場合は、Amazon EC2 を無料で使い始めることができます。詳細については、「AWS Free Usage
Tier」を参照してください。

既に AWS アカウントをお持ちの場合は次のタスクに進んでください。AWS アカウントをお持ちでな
い場合は、次に説明する手順にしたがってアカウントを作成してください。

AWS アカウントを作成するには

1. http://aws.amazon.com にアクセスし、[サインアップ] をクリックします。
2. 画面上の指示に従ってください。

サインアップ手順の一環として、通話呼び出しを受け取り、電話のキーパッドを用いて PIN を入
力することが求められます。

次のタスクで AWS アカウント番号が必要となるので、メモしておいてください。
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IAM ユーザーを作成する
AWSのサービス（Amazon EC2 など）の場合は、サービスにアクセスする際に認証情報を提供する必
要があります。このため、サービスのリソースにアクセスする権限があるかどうかがサービスによって
判定されます。コンソールを使用するにはパスワードが必要です。AWS アカウントのアクセスキーを
作成して、コマンドラインインターフェイスまたはAPIにアクセスすることができます。ただし、AWS
アカウントの認証情報を使って AWS にアクセスすることはお勧めしません。代わりに AWS Identity
andAccessManagement（IAM）を使用することをお勧めします。IAMユーザーを作成して、管理権限
を使ってこのユーザーを IAMグループに追加するか、管理権限を付与します。これで、特殊なURLと
IAM ユーザーの認証情報を使って、AWS にアクセスできます。

AWSにサインアップしても、ご自分の IAMユーザーをまだ作成していない場合は、IAMコンソールを
使用して作成できます。

IAM ユーザーの管理グループを作成するには

1. IAM コンソール（https://console.aws.amazon.com/iam/）を開きます。

AWS へのサインアップ時に使用したメールアドレスとパスワードを入力します。
2. ダッシュボードから [Create a New Group of Users] をクリックします。
3. [Group Name] ボックスに Administratorsを入力します。
4. [Administrator Access] ポリシーテンプレートを選択します。これにより、AWSリソースの任意の

アクションを使用する権限がグループ内のユーザーに付与されます。選択したら [Continue] をク
リックします。

5. [Create New Users] タブのボックス [1] に自分の IAMユーザー名を入力し、[Continue] をクリック
します。

6. メッセージが表示されたら、[Continue] をクリックします。
7. Amazon EC2 の CLI または API を使用する予定がある場合は、[Download Credentials] または

[ShowUser Security Credentials] をクリックして、アクセスキーを安全な場所に保存します。完了
したら、[Close Window] をクリックします。このウィンドウを閉じると、秘密のアクセスキーが
取得できなくなることに注意してください。

8. AWS マネジメントコンソールを使用する予定がある場合は、ナビゲーションペインの [Users] を
クリックし、以下の手順に従います。

a. 作成したばかりのユーザーを選択します。
b. 詳細ペインの [Security Credentials] タブをクリックします。
c. [Sign-In Credentials] で、[Manage Password] をクリックします。
d. [Manage Password] ダイアログボックスで、オプションを選択して [Apply] をクリックしま

す。
e. 自動生成されたパスワードを割り当てた場合、[Download Credentials] または [Show User

Security Credentials] をクリックし、パスワードを安全な場所に保存します。

新規の IAM ユーザーとしてサインインするには、AWS コンソールからサインアウトし、次の URL を
使用します。このとき、your_aws_account_id はハイフンを除いた AWS アカウント番号です（たとえ
ば AWS アカウント番号が 1234-5678-9012であれば、AWS アカウント ID は 123456789012とな
ります）。

https://your_aws_account_id.signin.aws.amazon.com/console/

作成した IAM ユーザー名とパスワードを入力します。サインインすると、ナビゲーションバーに
「your_user_name @ your_aws_account_id」が表示されます。
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サインページの URL に AWS アカウント ID を含めない場合は、アカウントのエイリアスを作成しま
す。IAM ダッシュボードから [Create Account Alias] をクリックし、エイリアス（会社名など）を入力
します。アカウントエイリアスを作成した後、サインインするには、次の URL を使用します。

https://your_account_alias.signin.aws.amazon.com/console/

アカウントのIAMユーザーのサインインリンクを確認するには、IAMコンソールを開き、ダッシュボー
ドの [AWS Account Alias] の下を確認します。

IAM の詳細については、IAM と Amazon EC2 (p. 486) を参照してください。

キーペアを作成する
AWS ではパブリックキー暗号化を使用して、お客様のインスタンスのログイン情報を保護します。
Linux インスタンスにはパスワードがありませんが、キーペアを使用することでインスタンスに安全に
ログインできます。インスタンスを起動するときにキーペアの名前を指定し、ログインするときに秘密
キーを指定します。

キーペアをまだ作成していない場合は、AmazonEC2コンソールを使用して作成できます。複数のリー
ジョンでインスタンスを起動する予定がある場合は、各リージョンでキーペアを作成する必要がありま
す。リージョンの詳細については、「リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8)」を参照してく
ださい。

キーペアを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーで、キーペアを生成するリージョンを選択します。お客様は場所に関係なく、

使用できるリージョンをどれでも選択できます。ただし、キーペアはリージョンに固有です。たと
えば、米国西部（オレゴン）リージョンでインスタンスを起動する予定がある場合、米国西部（オ
レゴン）リージョンのインスタンス用にキーペアを作成する必要があります。

3. ナビゲーションペインで [Key Pairs] をクリックします。
4. [Create Key Pair] をクリックします。
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5. [Create Key Pair] ダイアログボックスの [Key Pair Name] フィールドに新しいキーペアの名前を入
力し、[Create] をクリックします。覚えやすい名前（IAM ユーザー名など）を選び、その後に
-key-pairを続け、さらにリージョン名を続けます。たとえば、me-key-pair-uswest2などです。

6. ブラウザによって秘密キーファイルが自動的にダウンロードされます。ベースファイル名はキーペ
アの名前として指定した名前となり、ファイル名の拡張子は.pemとなります。プライベートキー
ファイルを安全な場所に保存します。

Important

これは、プライベートキーを保存する唯一のチャンスです。インスタンスと対応するプラ
イベートキーの起動時には、毎回インスタンスに接続するたびに、キーペアの名前を入力
する必要があります。

7. Mac または Linux コンピュータの SSH クライアントを使用して Linux インスタンスに接続する場
合は、次のコマンドを使用してプライベートキーファイルの権限を設定すると、お客様以外のユー
ザーはそれを読み取ることができないようになります。

$ chmod 400 your_user_name-key-pair-region_name.pem

詳細については、Amazon EC2 のキーペア (p. 470) を参照してください。

Mac または Linux を実行しているコンピュータから Linux インスタンスに接続する場合、-iオプショ
ンとプライベートキーへのパスを指定して、SSHクライアントに対する.pemファイルを指定します。
Windowsを実行するコンピュータからLinuxインスタンスに接続する場合は、MindTermまたはPuTTY
のいずれも使用できます。PuTTY を使用する予定がある場合は、それをインストールしてから、次の
プロシージャを使用して .pemファイルを .ppkファイルに変換します。

（オプション）PuTTY を使用してWindows から Linux インスタンスに接続するには

1. http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/ から PuTTYをダウンロードしてインストール
します。必ずスイート全体をインストールします。

2. PuTTYgenを開始します（例:[Start]メニューでAll Programs > PuTTY >PuTTYgenをクリック）。
3. [Type of key to generate] の下で、[SSH-2 RSA] を選択します。

4. [Load]をクリックします。デフォルトでは、PuTTYgenには拡張子 .ppkを持つファイルだけが表
示されます。.pemファイルの場所を特定するには、すべてのタイプのファイルを表示するオプショ
ンを選択します。

5. 前の手順で作成した作成した秘密キーファイルを選択し、[Open]をクリックします。[OK]をクリッ
クして、確認ダイアログボックスを閉じます。

6. [Save private key] をクリックします。PuTTYgen に、パスフレーズなしでキーを保存することに
関する警告が表示されます。[Yes] をクリックします。

7. キーペアに使用した名前と同じ名前をキーに指定します。PuTTYは自動的にファイル拡張子.ppk
を加えます。
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セキュリティグループの作成
セキュリティグループは、関連付けられたインスタンスのファイアウォールとして動作し、インバウン
ドトラフィックとアウトバウンドトラフィックの両方をインスタンスレベルでコントロールします。
SSHを使用して IPアドレスからインスタンスに接続できるようにするためのルールをセキュリティグ
ループに追加します。さらに、任意の場所からのインバウンドおよびアウトバウンドの HTTP アクセ
スおよび HTTPS アクセスを可能にするルールを追加できます。

複数のリージョンでインスタンスを起動する予定がある場合は、各リージョンでセキュリティグループ
を作成する必要があります。リージョンの詳細については、「リージョンとアベイラビリティーゾー
ン (p. 8)」を参照してください。

Tip

ローカルコンピュータのパブリック IP アドレスが必要になります。このアドレスはサービス
を使って取得できます。例えば、次のサービスが提供されています。
http://checkip.amazonaws.com/IP アドレスを提供する別のサービスを検索するには、検索フ
レーズ「what ismy IP address」を使用します。インターネットサービスプロバイダ（ISP）経
由で、またはファイアウォールの内側から静的な IP アドレスなしで接続する場合は、クライ
アントコンピュータで使用されている IP アドレスの範囲を見つける必要があります。

最小限の権限でセキュリティグループを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーで、セキュリティグループのリージョンを選択します。セキュリティグループ

はリージョンに固有です。たとえば、米国西部（オレゴン）リージョンでインスタンスを起動す
る予定がある場合、米国西部（オレゴン）リージョンのインスタンス用にセキュリティグループ
を作成する必要があります。

3. ナビゲーションペインで [Security Groups] をクリックします。
4. [Create Security Group] をクリックします。
5. 新しいセキュリティグループの名前と説明を入力します。覚えやすい名前（IAMユーザー名など）

を選び、その後に _SG_を続け、さらにリージョン名を続けます。たとえば、me_SG_uswest2 な
どです。
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6. [Inbound] タブで、次のルールを作成（新しいルールごとに [Add Rule] をクリック）し、終了した
ら、[Create] をクリックします。

• [Protocol] リストから [HTTP] を選択し、[Source] を [Anywhere]（0.0.0.0/0）に設定します。
• [Type]リストから [HTTPS]を選択し、[Source]が [Anywhere]（0.0.0.0/0）に設定されている
ことを確認します。

• [Type] リストから [SSH] を選択します。[Source] ボックスで、[Custom IP] が選択されているこ
とを確認し、コンピュータまたはネットワークのパブリック IP アドレスを CIDR 表記で指定し
ます。CIDR 表記で個々の IP アドレスを指定するには、ルーティングプレフィックスを追加し
ます。/32例えば、IP アドレスが 216.182.234.123の場合は、216.182.234.123/32を指
定します。会社が特定の範囲からアドレスを割り当てている場合、範囲全体（203.0.113.0/24
など）を指定します。

Caution

セキュリティ上の理由で、すべての IP アドレス（0.0.0.0/0）からインスタンスへの
SSHアクセスを許可することはお勧めしません。ただし、それがテスト目的で短期間の
場合は例外です。

詳細については、「Amazon EC2 セキュリティグループ (p. 477)」を参照してください。
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Amazon EC2 Linux インスタンスの
使用開始

Abstract

Linux インスタンスを起動、接続、使用して Amazon EC2 の使用を開始しましょう。

Linux インスタンスを起動、接続、使用してAmazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）の使用を
開始しましょう。AWS マネジメントコンソール、ポイントアンドクリックウェブベースインターフェ
イスを使用して、次の図に示す例のアーキテクチャを完成させます。

インスタンスはAmazon EBSバックトインスタンスです（ルートボリュームがAmazon EBSボリュー
ムであることを意味します）。また、追加の Amazon EBS ボリュームを作成およびアタッチします。
インスタンスが実行されるアベイラビリティゾーンを指定するか、Amazonがアベイラビリティゾーン
を選択します。インスタンスを起動するときは、キーペアとセキュリティグループを指定してインスタ
ンスをセキュリティで保護します（この演習では、セットアップ時にキーペアとセキュリティグループ
を作成したことを前提としています。「Get Set Up for Amazon EC2」を参照してください）。インス
タンスに接続するときは、インスタンスの起動時に指定したキーペアの秘密キーを指定する必要があり
ます。

この演習を完了するには、次のタスクを実行します。

1. Amazon EC2 インスタンスの起動 (p. 28)
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2. インスタンスへの接続 (p. 29)
3. インスタンスへのボリュームの追加 (p. 32)
4. インスタンスとボリュームのクリーンアップ (p. 36)

Related Topics

Windowsインスタンスを起動する方法については、チュートリアルGettingStartedwithAmazonAmazon
EC2 Windows Instances を参照してください。

AWS CLI を使用する方法については、AWS Command Line Interface ユーザーガイドのチュートリア
ル Using Amazon EC2 through the AWS CLI を参照してください。

Amazon EC2 CLI を使用する方法については、Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファ
レンスのチュートリアル Launching an Instance Using the Amazon EC2 CLI を参照してください。

他の AWS 製品や Amazon EC2 によるサービスの使用方法を説明するチュートリアルについては、
Getting Started with AWS を参照してください。

Amazon EC2 インスタンスの起動
Abstract

AWS マネジメントコンソールを使って Amazon EC2 Linux インスタンスの起動します。

このトピックで説明しているように、AWS マネジメントコンソールを使用して Linux インスタンスを
起動できます。開始する前に、Get Set Up for Amazon EC2 のステップを完了していることを確認して
ください。インスタンスを起動した後、インスタンスに接続して使用できます。詳細については、イン
スタンスへの接続 (p. 29) を参照してください。

Windows インスタンスを起動して接続する方法をご希望の場合は、Getting Started with Amazon EC2
Windows Instances を参照してください。

Important

AWS にサインアップすると、AWS 無料利用枠を利用して、Amazon EC2 を無料で使い始め
ることができます。AWS アカウントを作成したのが過去 12 か月以内で、Amazon EC2 と
AmazonEBSの無料利用枠を使い切っていない場合、無料利用枠内で利用できるオプションを
選択することで、このチュートリアルでは一切費用がかかりません。それ以外の場合、インス
タンスを起動したときから、インスタンスを終了するまで（このチュートリアルの最終タス
ク）、アイドル状態のままでも標準のAmazonEC2使用料が発生します。無料利用枠の範囲外
でこのチュートリアルを完了するための合計費用は最少です（通常は数ドルのみです）。

次の手順の目的は最初のインスタンスをすばやく起動することで、実行可能なすべての操作を説明する
ことではありません。高度なオプションの詳細については、Launching an Instance を参照してくださ
い。

インスタンスを起動するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. コンソールダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
3. [Select an Amazon Machine Image (AMI)] ページには、インスタンスのテンプレートとして機能す

る「Amazonマシンイメージ（AMI）」と呼ばれる基本構成リストが表示されます。[64-bit Amazon
Linux AMI] を選択します。この設定は「Free tier eligible」と表示されます。
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4. [Select an Instance Type] ページで、インスタンスのハードウェア構成を選択できます。デフォル
トでは、t1.microインスタンスが選択されます。[ReviewandLaunch]をクリックして、ウィザー
ドが他の構成設定を完了し、すばやく起動できるようにします。

5. [Review Instance Launch] ページで、インスタンスの設定を確認できます。

[Security Group] に、ウィザードが作成および選択したセキュリティグループが表示されます。代
わりに、次のステップを使ってセットアップ時に作成したセキュリティグループを選択します。

a. [Edit security groups] をクリックします。
b. [Configure Security Group] ページで、[Select an existing security group] オプションが選択さ

れていることを確認します。
c. 既存のセキュリティグループのリストからセキュリティグループを選択し、[ReviewandLaunch]

をクリックします。

6. [Review Instance Launch] ページで、[Launch] をクリックします。
7. [Select an existing key pair or create a new key pair] ダイアログボックスで、[Choose an existing

key pair] を選択し、設定時に作成したキーペアを選択します。

別の方法として、新しいキーペアを作成できます。[Create a new key pair] を選択し、キーペアの
名前を入力して、[Download Key Pair] をクリックします。これは、プライベートキーファイルを
保存できる唯一のチャンスなので、必ずダウンロードしてください。プライベートキーファイルを
安全な場所に保存します。インスタンスと対応するプライベートキーの起動時には、毎回インスタ
ンスに接続するたびに、キーペアの名前を入力する必要があります。

キーペアは、SSH 経由で Linux インスタンスに接続できるようにします。したがって、[Proceed
without a Key Pair] オプションは選択しないでください。キーペアを使用せずにインスタンスを起
動すると、インスタンスに接続できません。

準備ができたら、確認チェックボックスをオンにして、[Launch Instances] をクリックします。
8. インスタンスを起動することを知らせる確認ページが表示されます。[View Instances] をクリック

して確認ページを閉じ、コンソールに戻ります。
9. [Instances]画面で、インスタンスの状態を確認できます。インスタンスはすぐに起動します。イン

スタンスを起動すると、初期状態は pendingになります。インスタンスを起動した後は、状態が
runningに変わり、パブリック DNS 名を受け取ります（[Public DNS] 列が非表示の場合は、
[Show/Hide] アイコンをクリックし、[Public DNS] を選択します）。

インスタンスへの接続
Abstract

Linux インスタンスに接続します。

インスタンスを起動したら、これに接続し、普通のコンピュータと同じように使用できます。

インスタンスの接続でエラーが発生した場合は、「TroubleshootingConnecting to Your Instance」を参
照してください。

インスタンスに接続を試みる前に、次のタスクを完了したことを確認します。

• インスタンスのパブリック DNS 名を取得する
AmazonEC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[PublicDNS]
列を確認します。この列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして [Public DNS]を選
択します）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• プライベートキーを見つける
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インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド SSH トラフィックを有効にする
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信SSHトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

Linux インスタンスに接続するにはいくつかの方法があります。ニーズに合った方法を選択します。

• オプション 1: ブラウザを使用した接続 (p. 30)
• オプション 2: PuTTY を使用したWindows からの接続 (p. 31)
• オプション 3: SSH クライアントを使用した Mac または Linux からの接続 (p. 32)

次のステップ

インスタンスの起動と接続が正常に完了したら、以下のいずれかの操作を実行できます。

• このチュートリアルの次の手順インスタンスへのボリュームの追加 (p. 32) に進んでください。
• Installing a LAMP Web Server や Hosting a WordPress Blog など、別のチュートリアルで、このイン
スタンスを続けて使用します。

• このチュートリアルの最後の手順インスタンスとボリュームのクリーンアップ (p. 36) にスキップし
て、インスタンスを終了し、料金の発生が継続しないようにします。

オプション 1: ブラウザを使用した接続
ブラウザに Java がインストールされて有効になっている必要があります。Java を持っていない場合
は、システム管理者に連絡してインストールしてもらうか、「Install Java」および「Enable Java in
your web browser」の各ページに説明されているステップに従います。

ウェブブラウザを使用して Linux インスタンスに接続するには

1. Amazon EC2 コンソールから、ナビゲーションペインで [Instances] をクリックします。
2. インスタンスを選択し、[Connect] をクリックします。
3. [A Java SSH client directly from my browser（Java required）] をクリックします。
4. Amazon EC2 は、インスタンスのパブリックDNS名を自動的に検出し、[Public DNS] に自動入力

します。また、インスタンスの起動時に指定したキーペアも検出します。次のように入力し、
[Launch SSH Client] をクリックします。

a. [User name] に「ec2-user」と入力します。

Tip

Amazon Linuxの場合は、デフォルトのユーザー名は ec2-userです。RHEL5の場合
は、ほとんどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。Ubuntu
の場合は、ユーザー名は ubuntuです。SUSE Linux の場合は、ユーザー名は root
です。それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

b. [Private key path] に、プライベートキー（.pem）ファイルの完全修飾パスを入力します。
c. ブラウザキャッシュにプライベートキーの場所を格納するには、[Store in browser cache]をク

リックします。これにより、Amazon EC2 はユーザーがブラウザのキャッシュをクリアする
まで、以降のブラウザセッションでプライベートキーの場所を検出します。
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5. このホストを既知のホストに追加するかどうかの確認を求められたら、[No] をクリックします。
6. 必要に応じて、証明書を信頼するかどうかを指定する画面で [Yes] をクリックします。
7. [Run] をクリックして MindTerm クライアントを実行します。
8. ライセンス契約書に同意する場合は、[Accept] をクリックします。
9. MindTermを実行するのが初めての場合、ホームディレクトリなどの設定を確認するための一連の

ダイアログボックスが表示されます。これらの設定を確認します。ウィンドウが開き、インスタン
スに接続した状態になります。

オプション 2: PuTTY を使用したWindows からの接
続
PuTTY は .pemファイルを使用せず、.ppkファイルを使用します。.ppkファイルを生成していない
場合は、ここで生成します。詳細については、「Toprepare to connect to a Linux instance fromWindows
using PuTTY」を参照してください。

PuTTY を使用して Linux インスタンスに接続するには

1. PuTTY を開始します（[Start] メニューで All Programs > PuTTY > PuTTY をクリックします）。
2. [Category] ペインで [Session] を選択し、次のフィールドに入力します。

a. [Host Name] ボックスに「ec2-user@public_dns_name」と入力します。
b. [Connection type] で [SSH] を選択します。
c. [Port] が 22 であることを確認します。

3. [Category] ペインで、[Connection]、[SSH] の順に展開し、[Auth] を選択します。次のように入力
します。

a. [Browse] をクリックします。
b. キーペア用に生成した .ppkファイルを選択し、[Open] をクリックします。
c. [Open] をクリックして PuTTY セッションを開始します。
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4. このインスタンスに接続するのが初めての場合は、接続先のホストを信頼するかどうかを尋ねるセ
キュリティアラートダイアログボックスが表示されます。[Yes] をクリックします。ウィンドウが
開き、インスタンスに接続した状態になります。

オプション 3: SSH クライアントを使用した Mac ま
たは Linux からの接続
ほとんどの場合、Mac または Linux コンピュータにはデフォルトで SSH クライアントがあります。
SSH クライアントがあるかどうかを確認するには、コマンドラインで ssh と入力します。使用してい
るコンピュータでコマンドが認識されない場合は、OpenSSHプロジェクトから、SSHツールの完全な
スイートの無料実装が提供されています。詳細については、http://www.openssh.orgを参照してくださ
い。

コマンドシェルを開き、次のコマンドを実行します。

$ ssh -i /path/key_pair.pem ec2-user@public_dns_name

Tip

Amazon Linuxの場合は、デフォルトのユーザー名は ec2-userです。RHEL5の場合は、ほと
んどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。Ubuntuの場合は、ユー
ザー名はubuntuです。SUSELinuxの場合は、ユーザー名はrootです。それ以外の場合は、
AMI プロバイダーに確認してください。

インスタンスへのボリュームの追加
Abstract

Amazon EBS ボリュームを Linux インスタンスに追加します。

これでLinuxインスタンスを起動および接続したので、インスタンスで次のコマンドを実行して、マウ
ントされたボリュームを表示することができます。
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[ec2-user ~]$ df -h

マイクロインスタンスの場合、出力は次のようになるはずです。

Filesystem             Size   Used  Avail Use% Mounted on
/dev/xvda1             8.0G   1.1G   6.9G  14% /
tmpfs                  298M      0   298M   0% /dev/shm

/dev/xvda1ボリュームはルートデバイスボリュームです。インスタンスの起動に使用されるイメージ
が含まれています。インスタンスには追加のソフトウェアをいくつかインストールすることができま
す。例えば、yum コマンドを使ってパッケージをダウンロードおよびインストールできます。

データに追加のストレージが必要な場合、簡単な方法として Amazon EBS ボリュームをインスタンス
に追加できます。Amazon EBS ボリュームは、インスタンスのネットワークアタッチドストレージと
して機能します。起動したLinuxインスタンスにボリュームを追加しましょう。最初に、EC2コンソー
ルを使ってボリュームを作成し、インスタンスにアタッチしてから、ボリュームをマウントして使用で
きるようにします。

Amazon EBS ボリュームを作成してアタッチするには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーで、インスタンスを作成したリージョンを選択し、ナビゲーションペインで

[Instances] をクリックします。
選択したリージョンの現在のインスタンス一覧がコンソールに表示されます。Linux インスタンス
を選択します。下部のペインの [Description] タブで、インスタンスの [Availability Zone] を書き留
めます。

3. ナビゲーションペインの [Elastic Block Store] で [Snapshots] をクリックします。フィルタリスト
から[PublicSnapshots]を選択します。リストからスナップショットを選択し、そのスナップショッ
ト ID を書きとめておきます。Amazon Elastic Block Storage の無料利用枠は最大 30 GB までなの
で、このチュートリアルでは料金が発生しないように、30GB以下のスナップショットを選択しま
す。
このチュートリアルでは、この手順で説明したスナップショットを使って、ボリュームを作成する
ことを前提としています。代わりに空のボリュームを作成した場合、次の追加の手順を実行してく
ださい。

4. [Create Volume] をクリックします。
5. [Create Volume] ダイアログボックスは、選択したスナップショットのスナップショット ID とボ

リュームサイズであらかじめ設定されています。次のように設定し、[Create]をクリックします。

• [Standard] ボリュームタイプを選択して、標準的な EBS ボリュームを作成します。
• インスタンスの作成時に使用した [Availability Zone] を選択します。別のゾーンを選択すると、
インスタンスにボリュームをアタッチできません。

6. ナビゲーションペインの [Elastic Block Store] で、[Volumes] をクリックします。新しく作成した
ボリュームがそこに表示され、ボリュームの状態は availableなので、インスタンスにアタッチ
する準備ができています。

7. 新しく作成したボリュームを右クリックし、[Attach Volume] を選択します。
8. [AttachVolume]ダイアログボックスで、以下のとおり設定を行ってから、[Attach]をクリックしま

す。

• インスタンスの名前または ID を入力して、提案されたオプションのリストからインスタンスを
選択します。
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• そのインスタンスの未使用のデバイス名を指定します。このチュートリアルでは、/dev/sdfを
使用します。別のデバイス名を選択した場合、必ずそのデバイス名を書き留めてください。この
情報は次の手順で必要になります。

ボリュームの [Details] ペインで、ボリュームの状態が in-useになっているので、ボリュームがイン
スタンスにデバイス名 /dev/sdfとしてアタッチされているのがわかります。ただし、インスタンス
に戻って df -h コマンドをもう一度実行しても、ボリュームはまだ表示されません。これは、df -h 用に
ボリュームをマウントして、表示する必要があるためです。ただし、lsblk コマンドを実行すると、イ
ンスタンスに接続されているすべてのブロックデバイスが表示されます。

Note

一部のLinuxのディストリビューションは、lsblkコマンドをデフォルトで提供していません。
lsblk コマンドが機能しない場合は、代わりに sudo fdisk -l | grep Disk コマンドを使用できま
す。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME    MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf    202:80   0  100G  0 disk
  xvdf1 202:81   0   10G  0 part
xvda1   202:1    0    8G  0 disk /

上の例では、lsblk によって、インスタンスに 2 つのブロックデバイスがアタッチされていることが報
告されます。xvda1はルートファイルシステムのとしてマウントされ（/の MOUNTPOINT値を書き留
めます）、xvdf（ディスクパーティション xvdf1が含まれます）はマウントされません。

ボリュームを使用できるようにするには

1. マウントするデバイスを特定します。前の手順で、新しいボリュームが /dev/sdfにアタッチさ
れました。インスタンスのオペレーティングシステムのブロックデバイスドライバに応じて、デバ
イスはコンソールで指定した場所（前の例では /dev/sdf）とは異なる場所（/dev/xvdfなど）
に表示されることがあります。一部のケースでは、末尾の文字が変更されることもあります
（/dev/xvdjなど）。常に Amazon Linux インスタンスは、コンソールで指定したデバイスパス
から新しいデバイスパスへのリンクを作成しますが、他の配布版（Ubuntu や Red Hat など）は予
想できません。

使用できるデバイスのリストを表示するには、lsblk コマンドを使用します。

Note

一部のLinuxのディストリビューションは、lsblkコマンドをデフォルトで提供していませ
ん。lsblk コマンドが機能しない場合は、代わりに sudo fdisk -l | grep Disk コマンドを使用
できます。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME    MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf    202:80   0  100G  0 disk
  xvdf1 202:81   0   10G  0 part
xvda1   202:1    0    8G  0 disk /

xvdfデバイスはマウントされず、xvdf1に 10 GB のパーティションが存在します。スナップ
ショットからボリュームを作成した場合、このようなボリュームのデータには、ボリュームのルー
トの代わりに、パーティションが含まれることがあります。この場合、/dev/xvdf1パーティショ
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ンをマウントします（lsblk コマンドの出力では、ファイルパスの /dev/部分が省略されます）。
xvdfにパーティションが存在しない場合、/dev/xvdfがマウントされます。

2. （オプション）前の手順でスナップショットからボリュームを作成する代わりに空のボリュームを
作成した場合、そのボリュームをマウントする前に、mkfs を使ってボリュームをフォーマットす
る必要があります。次のコマンドを使って、ボリュームに ext4 ファイルシステムを作成します。
device_nameにデバイス名（/dev/xvdfなど）を置換します。

Caution

この手順では、空のボリュームをマウントすることを前提としています。既にデータが含
まれるボリューム（スナップショットから復元したボリュームなど）をマウントする場合
は、ボリュームのマウント前に mkfs を使用しないでください（代わりに、次の手順に移
動します）。ステップ1を実行した場合、ボリュームがフォーマットされ、既存のデータ
が削除されます。詳細については、Making the Volume Available on Linux を参照してくだ
さい。

Note

SUSE Linux Enterprise Server 11は、ext4ファイルシステムを完全にはサポートしていま
せん。インスタンスにSLES 11 AMIを選択する場合は、次のコマンドで ext3を代わりに
使用します。

[ec2-user ~]$ sudo mkfs -t ext4 device_name

3. デバイスを /mnt/my-dataとしてマウントするために、次のコマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ sudo mkdir /mnt/my-data
[ec2-user ~]$ sudo mount /dev/xvdf1 /mnt/my-data

Step 1 (p. 34) で特定したデバイス名を必ず指定してください。指定しない場合、このマウントコ
マンドを実行すると、次のエラーが表示される可能性があります。「mount: you must specify
the filesystem type」。このエラーが表示された場合、Step 1 (p. 34) を繰り返して、正しい
デバイスパスを使用します（lsblk コマンドで取得したデバイス名に /dev/を追加することを忘れ
ないでください）。

4. df -h コマンドを実行すると、次のような出力が表示されます。

[ec2-user ~]$ df -h
Filesystem            Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/xvda1            7.9G  1.1G  6.8G  14% /
tmpfs                 298M     0  298M   0% /dev/shm
/dev/xvdf1             10G   76M   10G   1% /mnt/my-data

5. 新しいボリュームの内容を表示するには、次のコマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ ls /mnt/my-data

この時点で、このチュートリアルの例のアーキテクチャを作成しました。必要に応じて、インスタンス
を引き続きカスタマイズして使用できます。
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Important

インスタンスを無料利用枠内で起動する限り、料金はかかりません。それ以外の場合、インス
タンスが起動するとすぐに、インスタンスの実行時間に応じて、インスタンスがアイドル状態
の場合でも課金されます。通常のインスタンスのステータスが shutting downまたは
terminatedになると、インスタンスの使用料は発生しなくなります。

インスタンスの使用を終えるときは、必ず使用したリソースをクリーンアップします。手順は次のス
テップインスタンスとボリュームのクリーンアップ (p. 36) で説明します。

インスタンスとボリュームのクリーンアップ
Abstract

Linux インスタンスを終了し、作業を行ったボリュームを削除すると、インスタンスがクリーンアップされます。

このチュートリアル用に作成したインスタンスとAmazonEBSボリュームを終了したら、クリーンアッ
プする必要があります。最初に、インスタンスを終了します。これにより、ボリュームがインスタンス
からデタッチされ、ボリュームが削除されます。

インスタンスを終了するということは、実質的には、そのインスタンスを削除するということです。
いったん終了したインスタンスに再接続することはできません。これは、インスタンスを停止するのと
は異なります。インスタンスを停止すると、そのインスタンスはシャットダウンし、再開するまで時間
使用料やデータ転送料はかかりません（アタッチされている Amazon EBS ボリュームストレージの使
用料はかかります）。また、停止したインスタンスはいつでも再開できます。インスタンスの停止と終
了の違いに関する詳細は、インスタンスの停止を参照してください。

インスタンスを終了するには

1. [Instances]ページのインスタンス一覧からインスタンスを見つけます。インスタンスが見つからな
い場合は、正しいリージョンを選択したことを確認します。

2. インスタンスを右クリックしてから、[Terminate] をクリックします。
3. 確認を求められたら、[Yes, Terminate] をクリックします。

EBS ボリュームは、インスタンスの終了後も持続可能です。前のステップで作成しアタッチしたのが
EBS ボリュームなら、インスタンスの終了時にボリュームはデタッチされています。ただし、このボ
リュームを削除しない限り、ストレージ容量が無料利用枠の上限を超えた時点でボリュームストレージ
の使用料が発生します。ボリュームを削除すると、中のデータは消去され、そのボリュームはどのイン
スタンスにもアタッチできなくなります。

ボリュームを削除するには

1. [Volumes]ページのボリューム一覧から、自分が作成したボリュームを見つけます。ボリュームが
見つからない場合は、正しいリージョンを選択したことを確認します。

2. ボリュームを右クリックしてから、[Delete Volume] をクリックします。
3. 確認プロンプトが表示されたら、[Yes, Delete] をクリックします。

Amazon EC2 がボリュームの削除を開始します。
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Amazon EC2 のベストプラクティス

Abstract

このチェックリストを使用して、Amazon EC2 の使用を評価します。

このチェックリストは、Amazon EC2 のメリットと満足感を最大限に引き出せるようにするためのも
のです。

• IDフェデレーション、IAMユーザー、IAMロールを使用して、AWSリソースおよびAPIへのアクセ
スを管理します。AWS アクセス認証情報の作成、配布、ローテーション、および取り消しを行うた
めの認証情報管理のポリシーおよび手順を確立します。詳細については、『IAMを使用する』ガイド
の「IAM ベストプラクティス」を参照してください。

• EC2-ClassicではなくVPCでインスタンスを起動します。この動作を行う利点については、「Amazon
EC2 と Amazon Virtual Private Cloud（VPC） (p. 524)」を参照してください。

• セキュリティグループに対して、最も制限のないルールを適用します。詳細については、「セキュリ
ティグループのルール (p. 479)」を参照してください。

• データの永続性、バックアップ、および復元に対するルートデバイスタイプの影響について理解しま
す。詳細については、「ルートデバイスのストレージ (p. 57)」を参照してください。

• オペレーティングシステム用およびデータ用として個別に Amazon EBS ボリュームを使用します。
• インスタンスが再開したときに、動的な IP アドレスを処理するアプリケーションを設計します。詳
細については、「Amazon EC2 インスタンスの IP アドレッシング (p. 529)」を参照してください。

• 定期的にインスタンスのオペレーティングシステムやアプリケーションに対してパッチ処理、更新、
および保護を行います。AmazonLinuxの更新の詳細については、「ソフトウェアの管理(p. 360)」を
参照してください。Windowsサーバーの更新の詳細については、Microsoftウェブサイトの[Windows
Server Update Services] にアクセスしてください。

• Amazon EBSスナップショット (p. 605)またはバックアップツールを使用して、定期的にインスタン
スをバックアップします。

• 複数のアベイラビリティゾーンにアプリケーションの重要なコンポーネントをデプロイし、データを
適切にレプリケートします。

• イベントを管理し、対応します。詳細については、「Amazon EC2のモニタリング (p. 383)」を参照
してください。

• フェイルオーバーを処理する準備が整っていることを確認します。基本的な解決策として、手動で
ネットワークインターフェイスをアタッチすることも、代替インスタンスに Elastic IP アドレスを関
連付けることもできます。詳細については、「Elastic Network Interface（ENI） (p. 545)」を参照して
ください。自動化されたソリューションとしてAutoScalingを使用できます。詳細については、Auto
Scaling 開発者ガイドを参照してください。
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• 障害が発生した場合にインスタンスと Amazon EBS ボリュームを復元するプロセスを定期的にテス
トします。

• AWS リソースを追跡および識別するために、インスタンスメタデータおよびリソースのカスタムタ
グを使用します。詳細については、インスタンスメタデータとユーザーデータ(p.289)およびAmazon
EC2 リソースにタグを付ける (p. 662) を参照してください。
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チュートリアル: LAMP ウェブサー
バーのインストール

Abstract

チュートリアル – Apache ウェブサーバーを PHP と MySQL のサポートとともに Amazon EC2 インスタンスにイ
ンストールします。

次の手順では、Apache ウェブサーバーを PHP と MySQL のサポートとともに Amazon EC2 インスタ
ンスにインストールします（LAMPウェブサーバーまたはLAMPスタックとも呼ばれます）。このサー
バーを使用して静的ウェブサイトをホストしたり、データベースとの情報の読み取りと書き込みを行う
動的な PHP アプリケーションをデプロイしたりできます。

前提条件

このチュートリアルでは、インターネットからアクセス可能なパブリック DNS 名を持つインスタンス
を既に起動したことを前提にしています。詳細については、「AmazonEC2インスタンスの起動(p.28)」
を参照してください。また、セキュリティグループを設定して、SSH（ポート 22）、HTTP（ポート
80）、HTTPS（ポート 443）接続を有効にしている必要もあります。前提条件の詳細については、
Amazon EC2 でのセットアップ (p. 21) を参照してください。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。UbuntuインスタンスでのLAMPウェブサーバーのセットアッ
プは、このチュートリアルの範囲外です。UbuntuのLAMPウェブサーバーについては、Ubuntu
コミュニティのドキュメントの ApacheMySQLPHP トピックを参照してください。

LAMP ウェブサーバーをインストールおよび起動するには

1. インスタンスに接続します (p. 29)。
2. すべてのソフトウェアパッケージが最新の状態であることを確認するため、インスタンスでソフト

ウェアの更新を実行します。この処理には数分かかりますが、最新の更新とバグ修正を確実に適用
することが重要です。
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Note

-yオプションを指定すると、確認メッセージを表示せずに更新をインストールできます。
インストール前に更新を検査する場合は、このオプションを省略できます。

[ec2-user ~]$ sudo yum update -y

3. これでインスタンスが最新状態になったので、Apacheウェブサーバー、MySQL、PHPソフトウェ
アパッケージをインストールできます。yumgroupinstallコマンドを使用すると、複数のソフトウェ
アパッケージと関連するすべての依存関係を同時にインストールできます。

[ec2-user ~]$ sudo yum groupinstall -y "Web Server" "MySQL Database" "PHP 
Support"

Note

非 Amazon Linux インスタンスは、グループ名にわずかな違いがある場合があります。無
効なグループ名が原因で上記のコマンドが失敗する場合は、yumgrouplistコマンドを使用
し、「MySQL Database」ではなく「MySQL Database server」などの類似したグルー
プを出力でスキャンし、ディストリビューション用の適切なグループ名を使用します。

4. php-mysqlパッケージをインストールします。

[ec2-user ~]$ sudo yum install -y php-mysql

5. Apache ウェブサーバーを起動します。

[ec2-user ~]$ sudo service httpd start
Starting httpd:                                            [  OK  ]

6. chkconfig コマンドを使用して、システムがブートするたびに Apache ウェブサーバーが起動する
ように設定します。

[ec2-user ~]$ sudo chkconfig httpd on

Tip

chkconfig コマンドでは、サービスを正常に有効にしたときに確認メッセージは一切表示
されません。httpd が有効であることは、次のコマンドを実行して確認できます。

[ec2-user ~]$ chkconfig --list httpd
httpd           0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off

ここで、httpd は実行レベル 2、3、4、および 5で  です（これらの値である必要があります）。
7. ウェブサーバーをテストします。ウェブブラウザで、インスタンスのパブリック DNS アドレス

（またはパブリック IPアドレス）を入力すると、Apacheテストページが表示されます。Amazon
EC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[Public DNS] 列を
チェックします。列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして、[Public DNS] を選
択します）。
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Tip

Apacheテストページが表示されない場合、使用しているセキュリティグループに、HTTP
（ポート 80）トラフィックを許可するルールが含まれていることを確認します。HTTP
ルールをセキュリティグループに追加する方法については、セキュリティグループへの
ルールの追加 (p. 482) を参照してください。

Important

Amazon Linux を使用していない場合は、それらの接続を許可するようにインスタンスの
ファイアウォールを設定する必要があるかもしれません。ファイアウォールの設定方法の
詳細については、ディストリビューション用のドキュメントを参照してください。

Note

このテストページが表示されるのは、/var/www/htmlにコンテンツがない場合のみです。
ドキュメントルートにコンテンツを追加すると、コンテンツはこのテストページではな
く、インスタンスのパブリック DNS アドレスに表示されます。

Apache httpdは、Apacheドキュメントルートと呼ばれるディレクトリに維持されるファイルを提供し
ます。Amazon Linux Apache ドキュメントルートは /var/www/htmlであり、デフォルトでは root
によって所有されます。

[ec2-user ~]$ ls -l /var/www
total 16
drwxr-xr-x 2 root root 4096 Jul 12 01:00 cgi-bin
drwxr-xr-x 3 root root 4096 Aug  7 00:02 error
drwxr-xr-x 2 root root 4096 Jan  6  2012 html
drwxr-xr-x 3 root root 4096 Aug  7 00:02 icons
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ec2-userがこのディレクトリで複数のファイルを操作できるようにするには、ディレクトリの所有権
と許可を変更する必要があります。このタスクを完了するには多くの方法があります。このチュートリ
アルでは、wwwグループをインスタンスに追加し、そのグループに /var/wwwディレクトリの所有権
を与え、グループの書き込み許可を追加します。そのグループの任意のメンバーは、ウェブサーバーに
対してファイルの追加、削除、および変更ができるようになります。

ファイルの許可を設定するには

1. wwwグループをインスタンスに追加します。

[ec2-user ~]$ sudo groupadd www

2. ユーザー（この場合は ec2-user）を wwwグループに追加します。

[ec2-user ~]$ sudo usermod -a -G www ec2-user

Important

新しいグループを取得するには、ログアウトしてから再度ログインする必要があります。
exit コマンドを使用するか、ターミナルウィンドウを閉じることができます。

3. ログアウトし、再度ログインして wwwグループでメンバーシップを確認します。

a. ログアウトします。

[ec2-user ~]$ exit

b. インスタンスに再接続し、次のコマンドを実行して wwwグループのメンバーシップを検証し
ます。

[ec2-user ~]$ groups
ec2-user wheel www

4. /var/wwwとそのコンテンツのグループ所有権を wwwグループに変更します。

[ec2-user ~]$ sudo chown -R root:www /var/www

5. /var/wwwおよびそのサブディレクトリのディレクトリ許可を変更してグループの書き込み許可を
設定し、将来のサブディレクトリにグループ ID を設定します。

[ec2-user ~]$ sudo chmod 2775 /var/www
[ec2-user ~]$ find /var/www -type d -exec sudo chmod 2775 {} +

6. /var/wwwおよびそのサブディレクトリのファイル許可を繰り返し変更してグループの書き込み許
可を追加します。

[ec2-user ~]$ find /var/www -type f -exec sudo chmod 0664 {} +
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ここで、ec2_user（および wwwグループの将来のメンバー）は、Apache ドキュメントルートでファ
イルを追加、削除、編集できるようになります。これで、静的なウェブサイトや PHP アプリケーショ
ンなどのコンテンツを追加できます。

LAMP ウェブサーバーをテストするには

サーバーがインストールおよび実行されており、ファイルの許可が正しく設定されている場合、ec2-user
アカウントはインターネットから使用できる /var/www/htmlディレクトリにシンプルなPHPファイ
ルを作成できます。

1. Apache ドキュメントルートでシンプルな PHP ファイルを作成します。

[ec2-user ~]$ echo "<?php phpinfo(); ?>" > /var/www/html/phpinfo.php

Tip

このコマンドを実行しようとしたときに「          」というエラーが表示された場合
は、ログアウトし、再度ログインして、ファイルの許可を設定するには (p. 42) で設定し
た正しいグループ許可を取得します。

2. ウェブブラウザで、作成したファイルの URL を入力します。この URL は、インスタンスのパブ
リック DNS アドレスにスラッシュとファイル名を追加したものです。例:

http://my.public.dns.amazonaws.com/phpinfo.php

PHP 情報ページが表示されます。

3. phpinfo.phpファイルを削除します。これは有用な情報である可能性がありますが、セキュリ
ティ上の理由から、インターネットにブロードキャストしないようにしてください。

[ec2-user ~]$ rm /var/www/html/phpinfo.php

MySQL サーバーをセキュリティで保護するには

MySQL サーバーのデフォルトのインストールには、テストおよび開発に役立ついくつかの機能があり
ますが、実稼働サーバーでは無効にするか削除する必要があります。mysql_secure_installation コマン
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ドを使用すると、ルートパスワードを設定し、安全でない機能をインストールから削除する手順が案内
されます。MySQLサーバーを使用する予定がない場合でも、この手順を実行することをお勧めします。

1. MySQL サーバーを起動し、mysql_secure_installation を実行できるようにします。

[ec2-user ~]$ sudo service mysqld start
Initializing MySQL database:  Installing MySQL system tables...
OK
Filling help tables...
OK

To start mysqld at boot time you have to copy
support-files/mysql.server to the right place for your system

PLEASE REMEMBER TO SET A PASSWORD FOR THE MySQL root USER !
...

Starting mysqld:                                           [  OK  ]

2. mysql_secure_installation を実行します。

[ec2-user ~]$ sudo mysql_secure_installation

a. プロンプトが表示されたら、   アカウントのパスワードを入力します。

i. 現在の   パスワードを入力します。デフォルトでは、   アカウントにはパスワードが
設定されていないので、Enter を押します。

ii. 「Y」と入力してパスワードを設定し、安全なパスワードを2回入力します。安全なパス
ワードの作成の詳細については、http://www.pctools.com/guides/password/ を参照してく
ださい。このパスワードは必ず安全な場所に保管します。

b. 「Y」と入力して匿名ユーザーアカウントを削除します。
c. 「Y」と入力して   ログインを無効にします。
d. 「Y」と入力してテストデータベースを削除します。
e. 「Y」と入力して権限テーブルを再ロードし、変更を保存します。

3. （オプション）すぐに使用する予定がない場合は、MySQLサーバーを停止します。再び必要になっ
たときに、サーバーを再起動できます。

[ec2-user ~]$ sudo service mysqld stop
Stopping mysqld:                                           [  OK  ]

4. （オプション）ブート時に必ず MySQL サーバーを起動させる場合は、次のコマンドを入力しま
す。

[ec2-user ~]$ sudo chkconfig mysqld on

これで、完全に機能するLAMPウェブサーバーを設定しました。/var/www/htmlのApacheドキュメ
ントルートにコンテンツを追加する場合、そのコンテンツはインスタンスのパブリック DNS アドレス
で表示できます。
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関連トピック

インスタンスへのファイルの転送、またはウェブサーバーへのWordPress ブログのインストールの詳
細については、次のトピックを参照してください。

• WinSCP を使った、インスタンスへのファイルの転送 (p. 342)
• SCP による Linux/Unix から Linux/Unix インスタンスへのファイルの転送 (p. 336)
• チュートリアル: Amazon EC2 を使ったWordPress ブログのホスティング (p. 46)

Apacheウェブサーバーの詳細については、http://httpd.apache.org/ を参照してください。MySQLデー
タベースサーバーの詳細については、http://www.mysql.com/ を参照してください。PHP プログラミン
グ言語の詳細については、http://php.net/ を参照してください。
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チュートリアル:AmazonEC2を使っ
たWordPressブログのホスティング

Abstract

チュートリアル – Amazon EC2 インスタンスでのWordPress ブログのインストール、構成、およびセキュリティ
の確保。

次の手順では、お客様の Amazon EC2 インスタンスで、WordPress ブログのインストール、構成を実
行し、安全性を確立します。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

このチュートリアルは、WordPress ブログをホストするウェブサーバーを完全に制御する（これは従
来のホスティングサービスでは一般的なことではありません）という点で、Amazon EC2 を使用する
ための優れた手引きになります。もちろんこれは、サーバーに対するソフトウェアパッケージの更新
と、セキュリティパッチの維持は、お客様の責任であることも意味します。ウェブサーバー構成との直
接的な対話操作を必要としない、より自動化されたWordPress をインストールする場合、AWS
CloudFormationサービスは、迅速に始められるWordPressテンプレートを提供します。詳細について
は、AWS CloudFormation ユーザーガイド の Get Started を参照してください。Windows インスタン
スでWordPressブログをホスティングする場合は、Amazon Elastic Compute CloudMicrosoftWindows
Guide の Deploying a WordPress Blog on Your Amazon EC2 Windows Instance を参照してください。

前提条件

このチュートリアルでは、PHP と MySQL をサポートする機能的なウェブサーバーを使って、インス
タンスを起動したことを前提としています。また、Amazon EC2 セキュリティグループが、HTTPと
HTTPSトラフィックを許可していることも必要です。機能的なウェブサーバーがまだない場合、チュー
トリアル: LAMPウェブサーバーのインストール (p. 39)を参照してウェブサーバーを作成してから、こ
のチュートリアルに戻って、WordPressをインストールしてください。セキュリティグループへのルー
ル追加の詳細については、セキュリティグループへのルールの追加 (p. 482) を参照してください。
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WordPress インストールパッケージをダウンロードして解凍するには

1. wgetコマンドを使って、最新のWordPressインストールパッケージをダウンロードします。次の
コマンドを実行すると、最新リリースが必ずダウンロードされます。

[ec2-user ~]$ wget https://wordpress.org/latest.tar.gz
--2013-08-09 17:19:01--  https://wordpress.org/latest.tar.gz
Resolving wordpress.org (wordpress.org)... 66.155.40.249, 66.155.40.250
Connecting to wordpress.org (wordpress.org)|66.155.40.249|:443... connected.
HTTP request sent, awaiting response... 200 OK
Length: 4028740 (3.8M) [application/x-gzip]
Saving to: latest.tar.gz

100%[======================================>] 4,028,740   20.1MB/s   in 0.2s

2013-08-09 17:19:02 (20.1 MB/s) - latest.tar.gz saved [4028740/4028740]

2. インストールパッケージを解凍します。インストールフォルダは、wordpressという名前のフォ
ルダに解凍されます。

[ec2-user ~]$ tar -xzf latest.tar.gz
[ec2-user ~]$ ls
latest.tar.gz  wordpress

WordPress インストール用に MySQL ユーザーとデータベースを作成するには

WordPress インストールは、ブログの投稿エントリ、ユーザーコメントなどの情報をデータベースに
格納する必要があります。この手順を実行すると、ブログ用にデータベースを作成するのに役立ち、こ
のデータベースに対して情報の読み取りや保存を許可されたユーザーにも有用です。

1. MySQL サーバーを起動します。

[ec2-user ~]$ sudo service mysqld start

2. MySQL サーバーに rootユーザーとしてログインします。メッセージが表示されたら、MySQL
rootパスワードを入力します。これは通常の rootシステムパスワードと異なることもあれば、
MySQL サーバーのセキュリティ確保を実行していない場合は、空のときもあります。

Important

MySQL サーバーのセキュリティを確保していない場合、セキュリティ確保を行うことは
非常に重要です。詳細については、MySQLサーバーをセキュリティで保護するには(p. 43)
を参照してください。

[ec2-user ~]$ mysql -u root -p
Enter password:

3. MySQLデータベースのユーザーとパスワードを作成します。WordPressインストールは、これら
の値を使って、MySQL データベースと通信を行います。一意のユーザー名とパスワードを入力し
て、次のコマンドを入力します。
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mysql> CREATE USER 'wordpress-user'@'localhost' IDENTIFIED BY 
'your_strong_password';
Query OK, 0 rows affected (0.00 sec)

ユーザー用に強力なパスワードを作成してください。パスワードに一重引用符（'）を使用しない
でください。この文字は前述のコマンドを中断させるためです。安全なパスワード作成の詳細につ
いては、http://www.pctools.com/guides/password/ を参照してください。既存のパスワードを再利
用しないでください。また、このパスワードは必ず安全な場所に保管してください。

4. データベースを作成します。wordpress-dbなど、データベースには分かりやすい名前を使用し
ます。

Note

次のコマンドのデータベース名を囲む区切り記号は、「バックティック」と呼ばれていま
す。バックティック（`）キーは通常、標準キーボードの Tab キーの上に配置されていま
す。バックティックは必ずしも必要ではありませんが、データベース名では使用できない
文字（ハイフンなど）の代わりに使用できます。

mysql> CREATE DATABASE `wordpress-db`;
Query OK, 1 row affected (0.01 sec)

5. データベースに対して、以前作成したWordPress ユーザーに対する完全な権限を付与します。

mysql> GRANT ALL PRIVILEGES ON `wordpress-db`.* TO "wordpress-user"@"local 
host";
Query OK, 0 rows affected (0.00 sec)

6. すべての変更を有効にするため、MySQL 権限をフラッシュします。

mysql> FLUSH PRIVILEGES;
Query OK, 0 rows affected (0.01 sec)

7. mysqlクライアントを終了します。

mysql> exit
Bye

wp-config.php ファイルの作成と編集を行うには

WordPress インストールフォルダには、wp-config-sample.phpという名前の構成ファイル例が格
納されています。この手順では、このファイルをコピーして、特定の構成に合うように編集します。

1. wp-config-sample.phpファイルを wp-config.phpという名前でコピーします。この操作を
実行すると、新しい構成ファイルが作成され、元のファイルがバックアップとしてそのまま保持さ
れます。

[ec2-user ~]$ cd wordpress/
[ec2-user wordpress]$ cp wp-config-sample.php wp-config.php
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2. お好みのテキストエディタ（nano、vim など）を使って wp-config.phpファイルを編集し、イ
ンストール用の値を入力します。お好みのテキストエディタがない場合は、nanoが非常に使いや
すくてお勧めです。

[ec2-user wordpress]$ nano wp-config.php

a. DB_NAMEを定義する行を探して、database_name_hereをWordPress インストール用に
MySQLユーザーとデータベースを作成するには(p. 47)のStep 4 (p. 48)で作成したデータベー
ス名に変更します。

define('DB_NAME', 'wordpress-db');

b. DB_USERを定義する行を探して、username_hereをWordPress インストール用に MySQL
ユーザーとデータベースを作成するには (p. 47) の Step 3 (p. 47) で作成したデータベースユー
ザーに変更します。

define('DB_USER', 'wordpress-user');

c. DB_PASSWORDを定義する行を探して、password_hereをWordPress インストール用に
MySQL ユーザーとデータベースを作成するには (p. 47) の Step 3 (p. 47) で作成した強力なパ
スワードに変更します。

define('DB_PASSWORD', 'your_strong_password');

d. Authentication Unique Keys and Saltsというセクションを探します。これらの KEY
とSALTの値は、WordPressユーザーがローカルマシンに保存したブラウザクッキーに対する
暗号化レイヤーを提供します。基本的に、ここで長くてランダムな値を指定すると、サイトの
セキュリティが向上します。https://api.wordpress.org/secret-key/1.1/salt/にアクセスして、ラ
ンダムに生成されるキーセット値を取得し、wp-config.phpファイルにコピーして貼り付け
ることができます。PuTTY 端末にテキストを貼り付けるには、テキストを貼り付ける場所に
カーソルを置き、PuTTY 端末内でマウスを右クリックします。

セキュリティキーの詳細については、
http://codex.wordpress.org/Editing_wp-config.php#Security_Keys にアクセスしてください。

Note

次の値はサンプル専用です。これらの値を実際のインストールには使わないでくださ
い。

define('AUTH_KEY',         ' #U$$+[RXN8:b^-L 0(WU_+ c+WFkI~c]o]-
bHw+)/Aj[wTwSiZ<Qb[mghEXcRh-');
define('SECURE_AUTH_KEY',  'Zsz._P=l/|y.Lq)XjlkwS1y5NJ76E6EJ.AV0pCK 
ZZB,*~*r ?6OP$eJT@;+(ndLg');
define('LOGGED_IN_KEY',    'ju}qwre3V*+8f_zOWf?{LlGsQ]Ye@2Jh^,8x>)Y 
|;(^[Iw]Pi+LG#A4R?7N`YB3');
define('NONCE_KEY',        
'P(g62HeZxEes|LnI^i=H,[XwK9I&[2s|:?0N}VJM%?;v2v]v+;+^9eXUahg@::Cj');
define('AUTH_SALT',        
'C$DpB4Hj[JK:?{ql`sRVa:{:7yShy(9A@5wg+`JJVb1fk%_-Bx*M4(qc[Qg%JT!h');
define('SECURE_AUTH_SALT', 
'd!uRu#}+q#{f$Z?Z9uFPG.${+S{n~1M&%@~gL>U>NV<zpD-@2-Es7Q1O-bp28EKv');
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define('LOGGED_IN_SALT',   ';j{00P*owZf)kVD+FVLn-~ 
>.|Y%Ug4#I^*LVd9QeZ^&XmK|e(76miC+&W&+^0P/');
define('NONCE_SALT',       
'-97r*V/cgxLmp?Zy4zUU4r99QQ_rGs2LTd%P;|_e1tS)8_B/,.6[=UK<J_y9?JWG');

e. ファイルを保存し、テキストエディタを終了します。

WordPress インストールを Apache ドキュメントルートに移動するには

インストールフォルダの解凍、MySQLデータベースとユーザーの作成、WordPress構成ファイルのカ
スタマイズが終了したため、インストールファイルをウェブサーバーのドキュメントルートに移動し、
インストールスクリプトを実行して、インストールを終了する準備ができました。これらのファイルの
場所は、ウェブサーバーのルートでWordPress ブログを使用できるようにするかどうか
（my.public.dns.amazonaws.comなど）、またはサブディレクトリやフォルダに格納するか
（my.public.dns.amazonaws.com/blogなど）によって異なります。

Important

ブログが使用できる場所を選択し、その場所に関係する mv だけを実行します。以下の両方の
コマンドセットを実行する場合、2 番目の mv コマンドでエラーメッセージが表示されます。
これは、移動しようとしたファイルが存在していないことを意味します。

1. my.public.dns.amazonaws.comでブログを使用できるようにするには、wordpressフォルダ
内のファイル（フォルダ自体ではありません）を Apache ドキュメントルート（Amazon Linux イ
ンスタンスの /var/www/html）に移動します。

[ec2-user wordpress]$ mv * /var/www/html/

2. または、その代わりにブログを my.public.dns.amazonaws.com/blogで使用できるようにす
るには、Apacheドキュメントルート内に blogという名前の新規フォルダを作成し、wordpress
フォルダ内のファイル（フォルダ自体ではありません）を新しい blogフォルダに移動します。

[ec2-user wordpress]$ mkdir /var/www/html/blog
[ec2-user wordpress]$ mv * /var/www/html/blog

Important

次の手順にすぐに進まない場合は、セキュリティ上の理由から、Apache ウェブサーバーを直
ちに停止してください（httpd）。インストールをApacheドキュメントルートに移動すると、
WordPress インストールスクリプトは保護されなくなり、Apache ウェブサーバーが実行して
いる場合、攻撃者はブログへのアクセス権を取得する可能性があります。Apache ウェブサー
バーを停止するには、sudo service httpd stop コマンドを入力します。次の手順に移動する場
合、Apache ウェブサーバーを停止する必要はありません。

Apache ウェブサーバーのファイル許可を修正するには

WordPressで使用できる機能の中には、Apacheドキュメントルートへの書き込み権限が必要なものが
あります（管理画面を使った、メディアのアップロードなど）。ウェブサーバーはapacheユーザーと
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して実行されるため、そのユーザーを LAMPウェブサーバーチュートリアル (p. 39)で作成した wwwグ
ループに追加する必要があります。

1. apacheユーザーを wwwグループに追加します。

[ec2-user wordpress]$ sudo usermod -a -G www apache

2. /var/wwwとそのコンテンツのグループ所有権を wwwグループに変更します。

[ec2-user wordpress]$ sudo chgrp -R www /var/www

3. /var/wwwおよびそのサブディレクトリのディレクトリ許可を変更してグループの書き込み許可を
設定し、将来のサブディレクトリにグループ ID を設定します。

[ec2-user wordpress]$ sudo chmod 2775 /var/www
[ec2-user wordpress]$ find /var/www -type d -exec sudo chmod 2775 {} +

4. /var/wwwおよびそのサブディレクトリのファイル許可を繰り返し変更してグループの書き込み許
可を追加します。

[ec2-user wordpress]$ find /var/www -type f -exec sudo chmod 0664 {} +

5. Apache ウェブサーバーを再起動して、新しいグループと許可を有効にします。

[ec2-user wordpress]$ sudo service httpd restart
Stopping httpd:                                            [  OK  ]
Starting httpd:                                            [  OK  ]

WordPress インストールスクリプトを実行するには

1. chkconfig コマンドを使って、httpdサービスと mysqldサービスがシステムブート時に起動する
ことを確認します。

[ec2-user wordpress]$ sudo chkconfig httpd on
[ec2-user wordpress]$ sudo chkconfig mysqld on

2. MySQL サーバー（mysqld）が実行中であることを確認します。

[ec2-user wordpress]$ sudo service mysqld status
mysqld (pid  4746) is running...

mysqldサービスが実行されていない場合は、起動します。

[ec2-user wordpress]$ sudo service mysqld start
Starting mysqld:                                           [  OK  ]

3. Apache ウェブサーバー（httpd）が実行中であることを確認します。
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[ec2-user wordpress]$ sudo service httpd status
httpd (pid  502) is running...

httpdサービスが実行されていない場合は、起動します。

[ec2-user wordpress]$ sudo service httpd start
Starting httpd:                                            [  OK  ]

4. phpパッケージと php-mysqlパッケージがインストールされていることを確認します。出力の表
示は少し異なっていることはありますが、[Installed Packages]セクションを探してください。

[ec2-user wordpress]$ yum list installed php php-mysql
Loaded plugins: priorities, security, update-motd, upgrade-helper
amzn-main                                                | 2.1 kB     00:00
amzn-updates                                             | 2.3 kB     00:00
Installed Packages
php.x86_64                       5.3.27-1.0.amzn1                  @amzn-
updates
php-mysql.x86_64                 5.3.27-1.0.amzn1                  @amzn-
updates

Note

これらのパッケージのどちらかがインストール済みとして表示されない場合、次のコマン
ドを使ってパッケージをインストールし、httpd サービスを再起動します。

[ec2-user wordpress]$ sudo yum install -y php php-mysql
[ec2-user wordpress]$ sudo service httpd restart

5. ウェブブラウザでWordPress ブログの URL を入力します（インスタンスのパブリック DNS アド
レス、またはblogフォルダに続くアドレス）。WordPressインストール画面が表示されるはずで
す。

http://my.public.dns.amazonaws.com
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6. 残りのインストール情報をWordPress インストールウィザードに入力します。

値フィールド

WordPress サイトの名前を入力します。[Site Title]

WordPress管理者の名前を入力します。セキュ
リティ上の理由から、このユーザーには一意の
名前を選択します。これにより、デフォルトの
ユーザー名である adminよりも悪用される可
能性が低くなるためです。

[Username]

強力なパスワードを入力し、確認のために再入
力します。既存のパスワードを再利用しないで
ください。また、このパスワードは必ず安全な
場所に保管してください。

[Password]

通知に使用する E メールアドレスを入力しま
す。

[Your E-mail]

7. [Install WordPress] をクリックして、インストールを完了します。

これで、WordPress ブログにログインして、エントリの投稿を開始することができます。

お客様のWordPress ブログの人気が高まり、コンピューティング能力の拡張が必要になった場合、よ
り大きなインスタンスタイプへの移行を検討する必要が生じることがあります。詳細は、インスタンス
のサイズ変更(p. 131)を参照してください。最初に割り当てたストレージ容量より大きな容量がブログ
で必要になった場合、インスタンスのストレージ容量を拡張することができます。詳細については、ボ
リュームのストレージ領域を拡張する(p. 593)を参照してください。MySQLデータベースの拡張が必要
になった場合、データベースを Amazon RDS に移動して、サービスの自動拡張機能を活用することを
ご検討ください。
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WordPress の詳細については、http://codex.wordpress.org/ にあるWordPress Codex ヘルプ文書を参
照してください。インストールのトラブルシューティングについては、
http://codex.wordpress.org/Installing_WordPress#Common_Installation_Problems にアクセスしてくだ
さい。WordPress ブログのセキュリティ向上の詳細については、
http://codex.wordpress.org/Hardening_WordPress にアクセスしてください。WordPress ブログを最新
状態に維持する方法についての詳細は、http://codex.wordpress.org/Updating_WordPressにアクセスし
てください。
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Amazon マシンイメージ（AMI）

Abstract

AMI はインスタンスのソフトウェア設定を提供します。

Amazonマシンイメージ（AMI）は、クラウドの仮想サーバーであるインスタンスの起動に必要な情報
を提供します。インスタンスを起動するときに AMI を指定します。AMI からは、必要な数のインスタ
ンスを起動できます。

AMI には次が含まれています。

• インスタンスのルートボリュームのテンプレート（オペレーティングシステム、アプリケーション
サーバー、アプリケーションなど）

• 起動許可（AMI を使用してインスタンスを起動する権限を特定の AWS アカウントに与える）
• インスタンスの起動時にインスタンスにアタッチするボリュームを指定するブロックデバイスマッピ
ング

AMI の使用
次の図は AMI のライフサイクルをまとめたものです。AMI を作成し、登録したら、それを使用して新
しいインスタンスを起動できます（AMI所有者から起動許可を与えられた場合、AMIからインスタンス
を起動することもできます）。AMIは同じリージョンにコピーすることも、異なるリージョンにコピー
することもできます。AMI からインスタンスを起動したら、AMI の登録を解除できます。

ご自分のインスタンスの基準に一致する AMI を検索できます。AWS が提供する AMI またはコミュニ
ティが提供する AMI を検索できます。詳細については、AMI タイプ (p. 57) および適切な AMI の検
索 (p. 60) を参照してください。
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インスタンスに接続したら、そのインスタンスを他のサーバーとまったく同じように使用できます。イ
ンスタンスの起動、接続、使用に関する詳細については、AmazonEC2インスタンス(p. 108)を参照し
てください。

独自の AMI の作成
パブリック AMI から起動するインスタンスをカスタマイズし、その設定をお客様が使用するためのカ
スタム AMI として保存できます。ご自分の AMI から起動するインスタンスでは、お客様が行ったすべ
てのカスタマイズを使用します。

AMIの作成プロセスは、インスタンスのルートストレージデバイスにより決まります。インスタンスの
ルートボリュームは、Amazon EBS ボリュームかインスタンスストアボリュームのいずれかになりま
す。詳細については、Amazon EC2 ルートデバイスボリューム (p. 15) を参照してください。

Amazon EBS-Backed AMI; の作成については、Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77) を参照
してください。Instance Store-Backed AMI の作成については、Instance Store-Backed Linux AMI の作
成 (p. 81) を参照してください。

AMI には分類や管理のために任意のタグを付けられます。詳細については、Amazon EC2 リソースに
タグを付ける (p. 662) を参照してください。

AMI の購入、共有、販売
AMI を作成したら、自分だけがそれを使用できるようにプライベートとして保存したり、あるいは、
AWS アカウントの指定リストと共有したりできます。コミュニティで利用できるように、カスタム
AMI を公開することもできます。安全で信頼性が高く、便利な AMI を作成して、一般公開する手順は
きわめて単純で、いくつかのシンプルなガイドラインにしたがうだけです。共有 AMI の作成および使
用方法の詳細については、共有 AMI (p. 62) を参照してください。

RedHatのような組織のサービス契約に付属するAMIなど、サードパーティからAMIを購入できます。
また、AMI を作成し、他の Amazon EC2 ユーザーに販売することもできます。AMI の購入と販売に関
する詳細については、有料 AMI (p. 73) を参照してください。

AMI の登録解除
AMIの利用が終わったら、その登録を解除できます。AMIの登録を解除すると、それを使用して新しい
インスタンスを起動できなくなります。詳細については、AMIの登録解除(p. 92)を参照してください。

Amazon Linux
Amazon Linux AMI は、AWS がサポートおよび保守管理している Linux イメージの 1 つです。次に示
すのは Amazon Linux の特徴の一部です。

• Amazon EC2 で実行されるアプリケーションのため、安定性があり、安全で高性能な実行環境。
• Amazon EC2 ユーザーには追加料金なしで提供。
• Linux3.4、AWSツールを含むAmazonEBSバックトのPV-GRUBAM。また、MySQL、PostgreSQL、
Python、Ruby、Tomcat の複数のバージョンへのリポジトリアクセスが可能。

• 定期的な更新で最新のコンポーネントが追加される。更新は、インスタンスを実行するインストール
の yum リポジトリでも利用可能。
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• Amazon EC2 API および AMI ツール、Python 用の Boto ライブラリ、Elastic Load Balancing ツール
など、AWS サービスとの統合を簡単にするパッケージが含まれる。

詳細については、Amazon Linux (p. 94) を参照してください。

AMI タイプ
Abstract

リージョン、オペレーティングシステム、アーキテクチャ、ルートボリュームタイプに基づいて AMI を選択しま
す。

次の特性に基づき、使用する AMI を選択できます。

• リージョン（リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8) を参照）
• オペレーティングシステム
• アーキテクチャ（32 ビットまたは 64 ビット）
• 起動許可 (p. 57)
• ルートデバイスのストレージ (p. 57)

起動許可
AMI の所有者は、起動許可を指定することで可用性を決定します。起動許可は次のように分類されま
す。

説明起動許可

所有者はすべての AWS アカウントに起動許可を与えます。パブリック

所有者は特定の AWS アカウントに起動許可を与えます。明示的

所有者には AMI の暗示的起動許可があります。暗示的

Amazon と Amazon EC2 コミュニティはさまざまなパブリック AMI を提供しています。詳細について
は、共有AMI (p. 62) を参照してください。開発者は自分のAMI に料金を請求できます。詳細について
は、「有料 AMI (p. 73)」を参照してください。

ルートデバイスのストレージ
すべてのAMIがAmazon EBS-Backedと Instance Store-Backedのいずれかに分類されます。前者は、
AMI から起動されるインスタンスのルートデバイスが、Amazon EBS スナップショットから作成され
る Amazon EBS ボリュームであるということです。後者は、AMI から起動されるインスタンスのルー
トデバイスが、Amazon S3 に格納されたテンプレートから作成されるインスタンスストアボリューム
であるということです。詳細については、Amazon EC2 ルートデバイスボリューム (p. 15) を参照して
ください。

このセクションでは、2 種類の AMI の重要な相違点をまとめています。以下の表は、これらの相違点
についてまとめたものです。
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Amazon Instance Store-BackedAmazon EBS-Backed特徴

通常 5 分以内通常 1 分以内起動時間

10 GiB1 TiBサイズ制限

インスタンスストアボリュームAmazon EBS ボリュームルートデバイスボリュー
ム

インスタンスストアボリュームのデー
タは、そのインスタンスの存続中の
み保持されます。インスタンス終了
後、保持される Amazon EBS ボ
リュームをアタッチすることもでき
ます。

Amazon EBS ボリュームのデータ
は、インスタンス終了後も保持され
ます。* インスタンス終了後、保持
されないインスタンスストアボ
リュームをアタッチすることもでき
ます。

データの永続性

インスタンスの属性は、インスタン
スを終了するまで固定。

インスタンスの停止中に、インスタ
ンスタイプ、カーネル、RAM ディ
スク、およびユーザーデータが変更
可能

アップグレード

インスタンスの使用量や Amazon S3
に保存した AMI に対して料金が発生
します。

インスタンスの使用量、Amazon
EBS ボリューム、また、Amazon
EBSスナップショットとして保存し
たAMIに対して料金が発生します。

料金

AMI ツールをインストールして使用
する必要があります

単一のコマンドまたは呼び出しを使
用

AMI の作成/バンドル

インスタンスが実行中も終了後も、
停止状態にすることはできません

インスタンスが実行されていない停
止状態にできます。ただし、ルート
ボリュームは Amazon EBS に保持
されます。

停止状態

*デフォルトでは、Amazon EBS-Backedインスタンスのルートボリュームの DeleteOnTermination
フラグは、trueに設定されます。そのため、インスタンスの終了時にボリュームが削除されます。こ
の設定を変更し、終了後もボリュームが保持する方法に関する詳細については、永続的ルートデバイス
ボリュームへの変更 (p. 18) を参照してください。

AMI のルートデバイスタイプの判別
コンソールを使用して AMI のルートデバイスタイプを判別するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[AMI] をクリックし、AMI を選択します。
3. 次のように、[Details] タブで [Root Device Type] の値を確認します。

• 値が ebsの場合、これは Amazon EBS-Backed AMI です。
• 値が instance storeの場合、これは Instance Store-Backed AMI です。
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コマンドラインを使用して AMI のルートデバイスタイプを判別するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-images（AWS CLI）
• ec2-describe-images（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）

サイズ制限
Amazon EC2 Instance Store-Backed AMI は、ルートデバイスで 10 GiB のストレージに制限され、
Amazon EBS-Backed AMI は 1 TiB に制限されます。多くのWindows AMI は 10 GiB 制限に近づくた
め、Windows AMI は EBS ボリュームによりサポートされるケースがよくあります。

Note

すべてのWindows Server 2008、Windows Server 2008 R2、およびWindows Server 2012 AMI
はサイズが大きいため、デフォルトで Amazon EBS ボリュームによってサポートされます。

停止状態
Amazon EBS-Backed インスタンスは停止できますが、Amazon EC2 Instance store-Backed インスタ
ンスは停止できません。停止すると、インスタンスの実行が停止します（ステータスが runningから
stoppingを経て stoppedに進む）。stoppedインスタンスはAmazon EBSに存続するため、再起動
できます。stopping（停止）はterminating（終了）と異なります。terminatedインスタンスは再起動で
きません。Amazon EC2 Instance store-Backed AMI は停止できないため、実行中か終了のいずれかに
なります。インスタンスが停止している場合に何が行われ、何を実行できるかの詳細については、「イ
ンスタンスの停止と起動 (p. 346)」を参照してください。

デフォルトのデータストレージと永続性
ルートデバイスにインスタンスストアボリュームを使用するインスタンスでは、自動的にインスタンス
ストアが利用できます（ルートボリュームにルートパーティションが含まれ、追加のデータを保存でき
ます）。インスタンスが失敗するか終了すると、インスタンスストアボリューム上のすべてのデータが
削除されます（ルートデバイス上のデータを除く）。1 つまたは複数の Amazon EBS ボリュームをア
タッチすることで、永続的ストレージをインスタンスに追加できます。

Amazon EBS をルートデバイスに使用するインスタンスには自動的に、Amazon EBS ボリュームがア
タッチされます。ボリュームは、他のボリュームと同様に、ボリュームのリストに表示されます。デ
フォルトでは、インスタンスは利用可能なインスタンスストアボリュームを一切使用しません。ブロッ
クデバイスマッピングを使用して、インスタンスストレージまたは追加の Amazon EBS ボリュームを
追加できます。詳細については、「ブロックデバイスマッピング (p. 643)」を参照してください。イン
スタンスを停止すると、インスタンスストアボリュームに何が発生するかについては、「インスタンス
の停止と起動 (p. 346)」を参照してください。

起動時間
AmazonEBS-BackedAMIは、AmazonEC2 Instance store-BackedAMIよりも速く起動します。Amazon
EC2 Instance store-Backed AMI を起動するときには、Amazon S3からすべての部分を取得しないとイ
ンスタンスを利用できません。AmazonEBS-BackedAMIの場合、インスタンスの起動に必要な部分だ
けをスナップショットから取得するとインスタンスを利用できます。ただし、ルートデバイスにAmazon
EBS ボリュームを使用するインスタンスのパフォーマンスは、残りの部分がスナップショットから取
得され、ボリュームにロードされる少しの時間、遅くなります。インスタンスを停止し、再起動する場
合は、状態が Amazon EBS ボリュームに保存されているため早く起動します。
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AMI の作成
Instance Store-Backedの Linux/Unix AMI を作成するには、インスタンス自体にインスタンスのAMIを
作成する必要があります。ただし、それを支援するAPIアクションはありません。InstanceStore-Backed
の Windows AMI を作成する場合、AMI を作成する API アクションと、作成した AMI を登録する別の
API アクションがあります。

AMI の作成は、EBS Backed の AMI の方がはるかに簡単です。CreateImage API アクションは、
Linux/Unix と Windows の両方で AMI を作成します。この API アクションは、Amazon EBS-Backed
AMIを作成し、登録します。AWSManagement Consoleにも、実行中のインスタンスからAMIを作成
できるボタンがあります。詳細については、「Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」を参照
してください。

課金方法
Instance Store-Backed の AMI の場合、AMI ストレージとインスタンスの使用量に対して課金されま
す。AmazonEBS-BackedのAMIの場合、AMIとインスタンスの使用料に加えて、ボリュームストレー
ジおよび使用量に対して課金されます。

Amazon EC2 Instance Store-Backed の AMI の場合、AMI をカスタマイズしたり、新しい AMI を作成
したりするたびに、各AMIのすべての部分がAmazon S3に保存されます。そのため、カスタマイズし
た各 AMI のストレージフットプリントは、AMI の完全なサイズになります。Amazon EBS-Backed の
AMI の場合、AMI をカスタマイズしたり、新しい AMI を作成したりするたびに、変更のみが保存され
ます。そのため、最初の AMI の後にカスタマイズする後続の AMI のストレージフットプリントははる
かに小さくなり、AMI ストレージ料金が少なくなります。

Amazon EBS-backed instance が停止した場合、インスタンスの使用については課金されませんが、ボ
リュームストレージについては引き続き課金されます。stopped（停止）状態から running（実行中）
状態へのすべての移行に対して、1時間内に複数回インスタンスを移行した場合でも、完全インスタン
ス時間が課金されます。例えば、インスタンスの時間当たりのインスタンス料金が0.10 USDであると
します。そのインスタンスを停止せずに実行した場合、0.10 USD 課金されます。その時間中に、その
インスタンスを2回停止し、再起動した場合、その使用時間に対して0.30 USD課金されます（最初の
0.10 USD に再起動ごとの 2 x 0.10 USD をたす）。

適切な AMI の検索
Abstract

要件に一致する AMI を検索します。

AMI を選択する前に、起動するインスタンスに関して、次の要件を検討します。

• リージョン
• オペレーティングシステム
• アーキテクチャ: 32 ビット（i386）または 64 ビット（x86_64）

• ルートデバイスタイプ: Amazon EBS またはインスタンスストア
• プロバイダ: Amazon Web Services、Oracle、IBM、Microsoft、またはコミュニティ
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Amazon EC2コンソールを使用してAMI を見つける
コンソールを使用して適切な AMI を見つけるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーから、リージョンを選択します。お客様の居住地に関係なく、使用できるリー

ジョンはどれでも選択できます。これは、お客様がインスタンスを起動するリージョンです。
3. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
4. （オプション）[Filter] オプションを使用して、一覧表示された AMI を興味のある AMI に限定しま

す。例えば、AWS が提供するすべての AMI を一覧表示するには、[Public images] を選択して、
[Amazon images] を選択します。

5. （オプション）[Show/HideColumns]アイコンをクリックして、ルートデバイスタイプなど、表示
するイメージ属性を選択します。あるいは、一覧から AMI を選択し、[Details] タブにそのプロパ
ティを表示できます。

6. AMI を選択する前に、その AMI が Instance Store-Backed と Amazon EBS-Backed のどちらであ
るかを確認し、その違いを認識しておくことが重要です。詳細については、「ルートデバイスのス
トレージ (p. 57)」を参照してください。

7. このAMIからインスタンスを起動するには、インスタンスを選択し、[Launch]をクリックします。
詳細については、インスタンスの起動(p. 324)を参照してください。まだインスタンスを起動する
準備が整っていない場合は、後で使用するためにAMI ID（ami-xxxxxxxx）を書き留めておきます。

コマンドラインを使用した AMI の検索
AMI および Amazon のパブリック AMI を検索するには、以下のいずれかのコマンドを使用できます。

• describe-images （AWS CLI）

aws ec2 describe-images --owners self amazon

• ec2-describe-images （Amazon EC2 CLI）

ec2-describe-images -o self -o amazon

表示される AMI の数を減らすには、フィルタを使用して、興味のある種類の AMI に限定して表示しま
す。たとえば、次のフィルタを追加して、Amazon EBS-Backed Windows AMI のみを表示します。

• describe-images （AWS CLI）

--filters "Name=platform,Values=Windows,Name=root-device-type,Values=ebs"

• ec2-describe-images （Amazon EC2 CLI）

--filter "platform=windows" --filter "root-device-type=ebs"

ニーズに合った AMI を見つけたら、その ID を書き留めます。ID の形式は ami-xxxxxxxx です。この
AMI を使用して、インスタンスを起動できます。詳細については、『AWS Command Line Interface
ユーザーガイド』の「Launching an Instance Using the AWS CLI」または『Amazon Elastic Compute
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Cloud コマンドラインリファレンス』の「Launching an Instance Using the Amazon EC2 CLI」を参照
してください。

共有 AMI
Abstract

パブリック AMI を検索または共有します。

共有AMI は、開発者が作成し、他の開発者が利用できるようにしたAMI です。Amazon EC2 を始める
最も簡単な方法は、必要なコンポーネントが含まれている共有 AMI を使用して、カスタムコンテンツ
を追加することです。

共有 AMI は、ご自分の判断で使用してください。Amazon は、他の Amazon EC2 ユーザーとの間で共
有される AMI の統合性や安全性を保証できません。そのため、共有 AMI を取り扱う際は、ご自分の
データセンターに外部のコードをデプロイすることを検討するのと同じように、充分な注意を払う必要
があります。

信頼できる開発元の AMI を入手することをお勧めします。共有 AMI に関してご質問やお気付きになっ
たことがあれば、AWS フォーラムをご利用ください。

Amazon のパブリックイメージにはエイリアスの所有者が設定されており、アカウントフィールドに
amazonとして表示されます。これを利用すれば、Amazon から AMI を簡単に見つけられます。他の
ユーザーは、AMI にエイリアスを設定できません。

Topics
• 共有 AMI を見つける (p. 62)
• AMI を一般公開する (p. 65)
• 特定の AWS アカウントと AMI を共有する (p. 67)
• ブックマークの使用 (p. 68)
• 共有 Linux AMI のガイドライン (p. 69)

共有 AMI を見つける
Abstract

共有 AMI を見つけます。

Amazon EC2 コンソールまたは Amazon EC2 CLI を使用して、共有 AMI を検索できます。

コンソールを使用して共有 AMI を見つける
コンソールを使用して、共有しているプライベート AMI を見つけるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. 最初のフィルタで、[Private images] を選択します。お客様が共有を受けているすべてのAMI が一

覧表示されます。

コンソールを使用して、共有しているパブリック AMI を見つけるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
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2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. 共有 AMI を見つけるには、[Filter] リストから [Public images] を選択します。
4. 興味のある種類のAMIのみを一覧表示するには、フィルタを使用します。例えば、[Amazon images]

を選択すると、Amazon のパブリックイメージのみが表示されます。

AWS CLI を使用して共有 AMI を見つける
コマンドラインツールを使用して共有パブリック AMI を見つけるには

AMIを一覧表示するには、-describe-imagesコマンドを使用します。次の例のように、興味のある種類
の AMI に絞って一覧表示できます。

次のコマンドを使用すると、--executable-usersオプションを使用するすべてのパブリック AMI
が一覧表示されます。このリストには、お客様が所有するパブリック AMI が含まれます。

aws ec2 describe-images --executable-users all

次のコマンドを使用すると、お客様が明示的な起動許可を持つ AMI が一覧表示されます。このリスト
では、お客様が所有するパブリック AMI が除外されています。

aws ec2 describe-images -executable-users self

次のコマンドを使用すると、Amazon が所有する AMI が一覧表示されます。Amazon のパブリックイ
メージにはエイリアスの所有者が設定されており、アカウントフィールドにamazonとして表示されま
す。これを利用すれば、Amazon から AMI を簡単に見つけられます。他のユーザーは、AMI にエイリ
アスを設定できません。

aws ec2 describe-images --owners amazon

次のコマンドを使用すると、指定した AWS アカウントが所有する AMI が一覧表示されます。

aws ec2 describe-images --owners 123456789012

表示される AMI の数を減らすには、フィルタを使用して、興味のある種類の AMI に限定して表示しま
す。たとえば、次のフィルタを使用すると、Windows ベースの AMI のみ表示されます。

--filters "Name=platform,Values=windows"

Amazon EC2 CLI を使用して共有 AMI を見つける
[To find a shared public AMI using the command line tools]

AMI を一覧表示するには、ec2-describe-images コマンドを使用します。次の例のように、興味のある
種類の AMI に絞って一覧表示できます。

次のコマンドを使用すると、-x allオプションを使用するすべてのパブリックAMIが一覧表示されま
す。このリストには、お客様が所有するパブリック AMI が含まれます。

ec2-describe-images -x all
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次のコマンドを使用すると、お客様が明示的な起動許可を持つ AMI が一覧表示されます。このリスト
では、お客様が所有するパブリック AMI が除外されています。

ec2-describe-images -x self

次のコマンドを使用すると、Amazon が所有する AMI が一覧表示されます。Amazon のパブリックイ
メージにはエイリアスの所有者が設定されており、アカウントフィールドにamazonとして表示されま
す。これを利用すれば、Amazon から AMI を簡単に見つけられます。他のユーザーは、AMI にエイリ
アスを設定できません。

ec2-describe-images -o amazon

次のコマンドを使用すると、指定した AWS アカウントが所有する AMI が一覧表示されます。

ec2-describe-images -o <target_uid>

<target_uid>は、検索対象の AMI を所有しているアカウント ID です。

表示される AMI の数を減らすには、フィルタを使用して、興味のある種類の AMI に限定して表示しま
す。たとえば、次のフィルタを使用すると、Windows ベースの AMI のみ表示されます。

--filter "platform=windows"

共有 AMI を使用する
共有 AMI を使用する前に、次の手順を実行して、インスタンスへの好ましくないアクセスを許可する
認証情報が第三者により事前にインストールされていないことと、機密データを第三者に送信する可能
性があるリモートロギングが事前設定されていないことを確認します。システムセキュリティ改善につ
いての詳細は、AMI で使用される Linux ディストリビューションの文書を確認してください。

インスタンスへのアクセスを誤って失わないように、SSH セッションを 2 つ開始して、見覚えのない
認証情報を削除し、その後も SSH を使用してインスタンスにログインできることが確認されるまで、
2 つ目のセッションを開いておくことをお勧めします。

1. 未許可のパブリックSSHキーを特定し、無効にします。ファイル内の唯一のキーは、AMIの起動に
使用したキーである必要があります。次のコマンドを使用すると、authorized_keysファイルが
見つかります。

sudo find / -name "authorized_keys" -print -exec cat {} \;

2. ルートユーザーにはパスワードベースの認証を無効にします。ssh_configファイルを開き、次の
ように PermitRootLogin 行を編集します。

PermitRootLogin without-password

あるいは、ルートとしてインスタンスにログインする機能を無効にできます。

PermitRootLogin No

次に、sshd サービスを再起動します。
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3. インスタンスにログインできるユーザーアカウントが他にないか確認します。スーパーユーザー権
限を持つアカウントが特に危険です。不明のアカウントがあれば、そのパスワードを削除するか、
ロックします。

4. 開いていても使用していないポートと、着信接続をリスニングしている実行中のネットワークサー
ビスをチェックします。

5. 事前設定されているリモートロギングを防ぐには、既存の設定ファイルを削除し、rsyslog サービス
を再起動してください。以下に例を示します。

sudo rm /etc/rsyslog.config
sudo service rsyslog restart

6. すべての cron ジョブが正当であることを確認します。

セキュリティ上のリスクとして考えられるパブリックAMIを発見した場合、AWSセキュリティチーム
にご連絡ください。詳細については、AWS セキュリティセンターを参照してください。

AMI を一般公開する
Abstract

ご自分の AMI をすべての Amazon EC2 ユーザーと共有します。

Amazon EC2 では、自分の AMI を他の AWS アカウントと共有できます。すべての AWS アカウント
に AMI の起動を許可（AMI を一般公開する）することも、特定の少数のアカウントだけに AMI の起動
を許可することもできます。お客様の AMI が他の AWS アカウントによって起動されても、お客様に
料金は請求されません。AMI を起動するアカウントのみに料金が請求されます。

AMI を共有する前に、共有 Linux AMI のガイドライン (p. 69) のセキュリティ考慮事項をお読みくださ
い。

Note

AMI に製品コードがある場合、それを一般公開することはできません。AMI は、特定の AWS
アカウントとのみ共有する必要があります。

コンソールを使用してパブリック AMI を共有する
コンソールを使用してパブリック AMI を共有するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. リストで AMI を選択し、[Actions] リストから [Modify Image Permissions] を選択します。
4. [Public] ラジオボタンを選択し、[Save] をクリックします。

AWS CLI を使用してパブリック AMI を共有する
各 AMI には、所有者以外でその AMI を使用してインスタンスを起動できる AWS アカウントを制御す
る launchPermissionプロパティがあります。AMIの launchPermissionプロパティを変更するこ
とで、AMIを一般公開できます。この場合、すべてのAWSアカウントに起動許可を与えたり、あるい
は指定した AWS アカウントとのみ AMI を共有したりできます。
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AMI の起動許可を持つアカウントのリストにアカウント ID を追加したり、削除したりできます。AMI
を一般公開するには、allグループを指定します。パブリック起動許可と明示的起動許可の両方を指定
できます。

[To make an AMI public]

-modify-image-attribute コマンドを次のように使用して、指定したAMI の launchPermissionリスト
に allグループを追加します。

aws ec2 modify-image-attribute --image-id ami-2bb65342 --launch-permission 
"{\"Add\":[{\"Group\":\"all\"}]}"

AMI の起動許可を確認するには、次の describe-image-attribute コマンドを使用します。

aws ec2 describe-image-attribute --image-id ami-2bb65342 --attribute launchPer 
mission

（オプション）AMI をプライベートに戻すには、その起動許可から allグループを削除します。AMI
の所有者には常に起動許可が与えられるため、このコマンドの影響を受けないことにご注意ください。

aws ec2 modify-image-attribute --image-id ami-2bb65342 "{\"Re 
move\":[{\"Group\":\"all\"}]}"

Amazon EC2 CLI を使用してパブリック AMI を共有する
各 AMI には、所有者以外でその AMI を使用してインスタンスを起動できる AWS アカウントを制御す
る launchPermissionプロパティがあります。AMIの launchPermissionプロパティを変更するこ
とで、AMIを一般公開できます。この場合、すべてのAWSアカウントに起動許可を与えたり、あるい
は指定した AWS アカウントとのみ AMI を共有したりできます。

AMI の起動許可を持つアカウントのリストにアカウント ID を追加したり、削除したりできます。AMI
を一般公開するには、allグループを指定します。パブリック起動許可と明示的起動許可の両方を指定
できます。

[To make an AMI public]

ec2-modify-image-attribute コマンドを次のように使用して、指定した AMI の launchPermissionリ
ストに allグループを追加します。

ec2-modify-image-attribute ami-2bb65342  --launch-permission -a all

AMI の起動許可を検証するには、次のコマンドを使用します。

ec2-describe-image-attribute ami-2bb65342 -l

AMI をプライベートに戻すには、その起動許可から allグループを削除します。AMI の所有者には常
に起動許可が与えられるため、このコマンドの影響を受けないことにご注意ください。

ec2-modify-image-attribute ami-2bb65342 -l -r all
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特定の AWS アカウントと AMI を共有する
Abstract

お客様の AMI を特定の Amazon EC2 ユーザーと共有します。

AMI を一般公開せず、特定の AWSアカウントとだけ共有することもできます。必要なものは AWSア
カウント ID だけです。

コンソールを使用して AMI を共有する
コンソールを使用して明示的な起動許可を与えるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. リストで AMI を選択し、[Actions] リストから [Modify Image Permissions] を選択します。
4. [AWS Account Number] フィールドにAMIを共有するユーザーのAWSアカウント番号を指定し、

[Add Permission] をクリックします。

この AMI を複数のユーザーと共有するには、上記の手順を繰り返して、必要なすべてのユーザー
を追加します。

5. スナップショットのボリューム作成アクセス許可を与えるには、[Add "create volume" permissions
to the following associated snapshots when creating permissions] をオンにします。

Note

AMI を共有するために、AMI が参照する Amazon EBS スナップショットを共有する必要
はありません。共有する必要があるのはAMI自体だけです。起動の際に、参照先のAmazon
EBS スナップショットへのインスタンスアクセスが自動的に提供されます。

6. 完了したら [Save] をクリックします。

AWS CLI を使用して AMI を共有する
AMI を共有するには、次の例のように modify-image-attribute コマンドを使用します。

明示的な起動許可を与えるには

次のコマンドを使用すると、指定した AWS アカウントに指定した AMI の起動許可が与えられます。

aws ec2 modify-image-attribute --image-id ami-2bb65342
"{\"Add\":[{\"UserId\":\"123456789012\"}]}"

[To remove launch permissions for an account]

次のコマンドを使用すると、指定したAWSアカウントから指定したAMIの起動許可が削除されます。

aws ec2 modify-image-attribute --image-id ami-2bb65342 "{\"Re 
move\":[{\"UserId\":\"123456789012\"}]}"

[To remove all launch permissions]
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次のコマンドを使用すると、指定したAWSアカウントからパブリック起動許可と明示的起動許可がす
べて削除されます。AMIの所有者には常に起動許可が与えられるため、このコマンドの影響を受けない
ことにご注意ください。

aws ec2 reset-image-attribute --image-id ami-2bb65342 --attribute launchPermis 
sion

Amazon EC2 CLI を使用して AMI を見つける
AMI を共有するには、次の例のように、ec2-modify-image-attribute コマンドを使用します。

明示的な起動許可を与えるには

次のコマンドを使用すると、指定した AWS アカウントに指定した AMI の起動許可が与えられます。

ec2-modify-image-attribute ami-2bb65342 -l -a 111122223333

[To remove launch permissions for an account]

次のコマンドを使用すると、指定したAWSアカウントから指定したAMIの起動許可が削除されます。

ec2-modify-image-attribute ami-2bb65342 -l -r 111122223333

[To remove all launch permissions]

次のコマンドを使用すると、指定したAWSアカウントからパブリック起動許可と明示的起動許可がす
べて削除されます。AMIの所有者には常に起動許可が与えられるため、このコマンドの影響を受けない
ことにご注意ください。

ec2-reset-image-attribute ami-2bb65342 -l

ブックマークの使用
Abstract

他の Amazon EC2 ユーザーがお客様の共有 AMI にアクセスし、使用することを許可します。

パブリック AMI を作成した場合、あるいは AMI を別の AWS ユーザーと共有した場合は、ブックマー
クを作成できます。ブックマークを作成すると、ユーザーは自分のアカウントですばやく AMI にアク
セスし、インスタンスを起動できます。これにより AMI リファレンスを簡単に共有できるため、時間
をかけず、使用する AMI を見つけることができます。

AMI はパブリックであるか、ブックマークの送信先ユーザーと共有している必要があります。

AMI のブックマークを作成するには

1. 次の情報が含まれるURLを入力します。<region>にはAMI のリージョン、<ami_id>にはAMI
の ID を指定します。

https://console.aws.amazon.com/ec2/v2/home?region=<region>#LaunchInstanceWiz 
ard:ami=<ami_id>

例えば、この URL は、us-east-1 リージョンの ami-2bb65342 AMI からインスタンスを起動しま
す。
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https://console.aws.amazon.com/ec2/v2/home?region=us-east-1#LaunchInstanceWiz 
ard:ami=ami-2bb65342

2. AMI を使用するユーザーにリンクを配信します。
3. ブックマークを使用するには、リンクをクリックするか、そのリンクをコピーしてブラウザに貼り

付けます。起動ウィザードが開きます。AMI が既に選択されています。

共有 Linux AMI のガイドライン
Abstract

共有 Linux AMI を作成するときは、これらのガイドラインにしたがいます。

これらのガイドラインにしたがった場合、ユーザーの使い勝手が向上し、セキュリティ上の問題にユー
ザーのインスタンスがさらされるリスクが減ります。

Topics
• 起動時に AMI ツールを更新する (p. 69)
• ルートのパスワードベースログインの無効化 (p. 70)
• ルートアクセスを無効にする (p. 70)
• SSH ホストキーペアの削除 (p. 70)
• パブリックキー認証情報のインストール (p. 71)
• sshd DNS チェックの無効化（オプション） (p. 72)
• 自身の情報の公開 (p. 72)
• お客様の保護 (p. 72)

AWS Marketplace 向けの AMI を作成する場合、Building AMIs for AWS Marketplace のガイドライン、
ポリシー、ベストプラクティスを参照してください。

AMI の安全な共有についての詳細は、次の記事を参照してください。

• パブリック AMI を安全に共有し使用する方法
• パブリック AMI の公開: セキュリティ強化とクリーンアップの要件

起動時に AMI ツールを更新する
Instance Store-Backed の AMI の場合、起動時に、AMI で Amazon EC2 AMI 作成ツールをダウンロー
ドして、アップグレードすることをお勧めします。これにより、共有 AMI に基づく新しい AMI に最新
の AMI ツールが与えられます。

Amazon Linux の場合は、次を /etc/rc.localに追加します。

# Update the Amazon EC2 AMI tools
echo " + Updating EC2 AMI tools"
yum update -y aws-amitools-ec2
echo " + Updated EC2 AMI tools"

この方法では、イメージ上の他のソフトウェアが自動的に更新されます。
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Note

自動更新するソフトウェアを決定するときは、更新によって発生するWAN トラフィックの量
（お客様のユーザーはそれに対して課金されます）と、更新によりAMI上の他のソフトウェア
が中断されるというリスクについて考慮してください。

他のディストリビューションの場合は、AMI ツールが最新版であることを確認してください。

ルートのパスワードベースログインの無効化
パブリック AMI に固定のルートパスワードを使用することは、セキュリティの面で危険であり、すぐ
に知られるおそれがあります。初回ログイン後のパスワード変更をユーザーに任せていますが、変更さ
れるまでの一瞬の間にパスワードが悪用される危険性があります。

この問題を解決するには、ルートユーザーのパスワードベースログインを無効にします。さらに、ルー
トアクセスは無効にすることをお勧めします。

ルートのパスワードベースログインを無効にするには

1. テキストエディタで /etc/ssh/sshd_configファイルを開き、次の行を見つけ出します:

#PermitRootLogin yes

2. 行を次のように変更します:

PermitRootLogin without-password

この構成ファイルの場所は、ディストリビューションに応じて、またはOpenSSHを実行していな
い場合は、異なることがあります。このような場合は、関連資料を参照してください。

ルートアクセスを無効にする
これは、共有AMIを操作する場合に安全な環境を確保するベストプラクティスとして知られています。
安全な環境に関連する要素の1つとして、ルートパスワードを空のままに設定しないことが挙げられま
す。これを行うには、実行中のインスタンスにログインし、

[ec2-user ~]$ sudo passwd -l root

コマンドを発行して、ルートアクセスを無効にします。

Note

この操作が sudoの使用に影響を及ぼすことはありません。

SSH ホストキーペアの削除
パブリック AMI から派生した AMI を共有する場合は、/etc/sshにある既存の SSH ホストキーペア
を削除します。これにより、他のユーザーがお客様のAMIを使用してインスタンスを起動したときに、
SSH は、新しい固有の SSH キーペアを生成するように強制されるため、セキュリティが強化され、
「中間者」攻撃の可能性を減らします。

次のリストに、削除する SSH ファイルを示します。
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• ssh_host_dsa_key
• ssh_host_dsa_key.pub
• ssh_host_key
• ssh_host_key.pub
• ssh_host_rsa_key
• ssh_host_rsa_key.pub

次のコマンドを使用して、これらのファイルをすべて確実に削除できます。

[ec2-user ~]$ sudo shred -u /etc/ssh/*_key /etc/ssh/*_key.pub

Important

パブリック AMI から既存の SSH ホストキーペアを削除することを忘れた場合、ルーチン監査
プロセスから、AMIのインスタンスを実行するすべての顧客に向けて、セキュリティ上のリス
クがある可能性について通知されます。短い猶予期間の後に、AMIにプライベートのマークが
付けられます。

パブリックキー認証情報のインストール
パスワードを使用したログインを防ぐように AMI を構成したら、ユーザーが別のメカニズムを使用し
てログインできるようにしておく必要があります。

ユーザーは、Amazon EC2 を使用すると、インスタンスの起動時にパブリックプライベートキーペア
名を指定できます。RunInstances API 呼び出し（またはコマンドライン API ツール）で有効なキー
ペア名を指定すると、パブリックキー（CreateKeyPairまたは ImportKeyPairの呼び出し後に
Amazon EC2 がサーバー上に保持するキーペアの一部）を、インスタンスメタデータに対する HTTP
Query を介してインスタンスで使用できるようになります。

SSH を使用してログインするには、AMI が起動時にキー値を取得し、それを
/root/.ssh/authorized_keys（または AMI 上のその他のユーザーアカウントの同等項目）に付加
する必要があります。ユーザーはキーペアを使用して AMI のインスタンスを起動し、ルートパスワー
ドを入力せずにログインできます。

Amazon Linux や Ubuntu を初めとする多くのディストリビューションでは、cloud-initパッケージ
を使用して、設定されたユーザーのパブリックキー認証情報を挿入します。cloud-initをサポートし
ていないディストリビューションの場合は、システムスタートアップスクリプト（たとえ
ば、/etc/rc.local）に次のコードを追加して、起動時に rootユーザーに対して指定したパブリッ
クキーを取り込みます。

if [ ! -d /root/.ssh ] ; then
        mkdir -p /root/.ssh
        chmod 700 /root/.ssh
fi
# Fetch public key using HTTP
curl http://169.254.169.254/latest/public-keys/0/openssh-key > /tmp/my-key
if [ $? -eq 0 ] ; then
        cat /tmp/my-key >> /root/.ssh/authorized_keys
        chmod 700 /root/.ssh/authorized_keys
        rm /tmp/my-key
fi

この設定は、あらゆるユーザーアカウントに適用できます。rootに限定する必要はありません。
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Note

このAMIに基づいたインスタンスを再バンドルすると、起動時に使用されたキーが組み込まれ
ます。キーへの組み込みを阻止するには、authorized_keysファイルの内容を空にする（ファ
イルを削除する）か、またはこのファイルを再バンドルから除外します。

sshd DNS チェックの無効化（オプション）
sshd DNS チェックを無効にすると、sshd セキュリティが若干低下します。ただし、DNS の解決策が
失敗した場合は、SSHログインが引き続き機能します。sshdチェックを無効にしなかった場合、DNS
の解決策が失敗すると、すべてのログインが阻止されます。

sshd DNS チェックを無効にするには

1. テキストエディタで /etc/ssh/sshd_configファイルを開き、次の行を見つけ出します。

#UseDNS yes

2. 行を次のように変更します:

UseDNS no

Note

この構成ファイルの場所は、ディストリビューションに応じて、またはOpenSSHを実行して
いない場合は、異なることがあります。このような場合は、関連資料を参照してください。

自身の情報の公開
現在のところ、AMIはそれぞれアカウント IDで表されるため、共有AMIを提供したのが誰かを簡単に
特定する方法はありません。

お客様の AMI の説明と AMI ID を Amazon EC2 forum に投稿することをお勧めします。これにより、
新しい共有AMIの使用に関心があるユーザーに便利な中心となる場所が提供されます。AMIをAmazon
マシンイメージ（AMIs）ページに投稿することもできます。

お客様の保護
前のセクションでは、共有 AMI を起動するユーザーに対して、共有 AMI をセキュアで安全にし、ま
た、便利にする方法について説明しました。このセクションでは、お客様の AMI を利用するユーザー
から、お客様ご自身を保護するためのガイドラインを説明します。

共有する AMI に、機密性のあるデータやソフトウェアは保管しないことをお勧めします。共有 AMI を
起動するユーザーは、それを再バンドルしたり、自分のものとして登録したりできる可能性がありま
す。以下のガイドラインに従って、見落としやすいセキュリティ上のリスクを回避してください。

• バンドルの前に必ずシェル履歴を削除してください。同じ AMI で複数のバンドルのアップロードを
試行すると、シェル履歴にシークレットアクセスキーが含まれます。次の例は、インスタンス内から
のバンドルの前に実行される最後のコマンドとなる必要があります。

[ec2-user ~]$ shred -u ~/.*history
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AWSでは、ec2-bundle-volに --exclude directoryオプションを使用して、バンドル操作に含
めたくない機密情報が入っているディレクトリおよびサブディレクトリをスキップすることをお勧めし
ています。詳細については、『Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス』の
「ec2-bundle-vol」を参照してください。

• 実行中のインスタンスをバンドルするには、プライベートキーと X.509 証明書が必要です。これら
の認証情報およびその他の認証情報を、バンドルされていない場所（インスタンスストアなど）に書
き込みます。

• イメージをバンドルするときには、SSH承認キーを除外します。AmazonパブリックAMIには、SSH
承認キーファイルとともに、インスタンスの起動に使用されるパブリックキーが保管されます。

Note

残念ながら、ガイドラインのこのリストに記載されている内容をすべて実践することはできま
せん。共有AMIを注意深く作成し、機密データが漏洩される可能性について十分考慮してくだ
さい。

有料 AMI
Abstract

有料 AMI と呼ばれるカスタム AMI を購入または販売します。

Amazon Kernel Image は、開発者から購入できる有料 AMI です。

Amazon EC2 は Amazon DevPay および AWS Marketplace と統合されており、開発者は自身が開発し
た AMI を他の Amazon EC2 ユーザーに有償で提供したり、インスタンスにサポートを提供したりでき
ます。Amazon DevPay の詳細については、Amazon DevPay サイトを参照してください。

AWSMarketplaceは、EC2インスタンスの起動に使用できるAMIなど、AWSで実行されるソフトウェ
アを購入できるオンラインストアです。AWS Marketplace AMI は、開発者ツールなど、カテゴリ別に
整理されており、要件にあった製品を見つけることができます。AWSMarketplaceについての詳細は、
AWS Marketplace サイトを参照してください。

有料 AMI からのインスタンスの起動は、他の AMI からのインスタンスの起動と同じです。追加パラ
メータは必要ありません。インスタンスは、AMI の所有者が設定した料金と、Amazon EC2 でスモー
ルインスタンスタイプを実行する場合の1時間あたりの料金など、関連ウェブサービスの標準使用料に
基づいて課金されます。有料 AMI の所有者は、特定のインスタンスがその有料 AMI から起動されたか
どうかを確認できます。

Important

Amazon DevPay の有料 AMI はすべて Instance Store-Backed です。AWS Marketplace は
Amazon EBS-Backed AMI をサポートします。

Topics
• ご自分の AMI を販売する (p. 74)
• 有料 AMI を見つける (p. 74)
• 有料 AMI の購入 (p. 75)
• インスタンスの製品コードを取得する (p. 76)
• 有料サポートの利用 (p. 76)
• 有料およびサポート対象の AMI の請求書 (p. 77)
• AWS Marketplace 受信登録を管理する (p. 77)
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ご自分の AMI を販売する
AWS Marketplace と Amazon DevPay のいずれかを利用して、ご自分の AMI を販売できます。AWS
Marketplace と Amazon DevPay のどちらでも、AWS で実行されるソフトウェアをお客様が購入でき
るようにサポートしています。ただしAWSMarketplace は、お客様に適したAMIを見つけやすくなっ
ているため、より購入しやすくなっています。また、AWSMarketplaceは、AmazonEBS-BackedAMI、
リザーブドインスタンス、スポットインスタンスなど、Amazon DevPay がサポートしていない AWS
機能をサポートします。

AWS Marketplace でご自分の AMI を販売する詳細については、Selling on AWS Marketplace を参照し
てください。

Amazon DevPay で自分のAMI を販売する詳細については、Using DevPay with Your Amazon EC2 AMI
を参照してください。

有料 AMI を見つける
購入できる AMI を検索する方法はいくつかあります。例えば、AWS Marketplace、Amazon EC2 コン
ソール、Amazon EC2 CLI を使用できます。あるいは、開発者が有料 AMI に関する情報をお客様にお
知らせすることがあります。

コンソールを使用して有料 AMI を見つける
コンソールを使用して有料 AMI を見つけるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. 最初の [Filter] リストから [Public images] を選択して、2 番目の [Filter] から [Marketplace images]

を選択し、3 番目の [Filter] リストからオペレーティングシステムを選択します。

AWS Marketplace を使用して有料 AMI を見つける
AWS Marketplace を使用して有料 AMI を見つけるには

1. AWS Marketplace を開きます。
2. 検索ボックスにオペレーティングシステムの名前を入力して、[Go] をクリックします。
3. 検索結果をさらに絞るには、カテゴリまたはフィルタを利用します。
4. 各製品には AMIか Software as a Serviceのいずれかの製品タイプのラベルが付いています。

AWS CLI を使用して有料Windows AMI を見つける
[To find a paid Windows AMI using the AWS CLI]

また次のように、describe-images コマンドを使用して、有料Windows AMI を見つけることもできま
す。

ec2-describe-images --owners aws-marketplace

このコマンドは、有料 AMI の製品コードなど、各 AMI を説明するさまざまな詳細を返します。
describe-imagesからの出力には、次のような製品コードのエントリがあります:
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"ProductCodes": [
    {
        "ProductCodeId": "product_code",
        "ProductCodeType": "marketplace"
    }
],

Amazon EC2 CLI を使用して有料Windows AMI を見つける
[To find a paid Windows AMI using the Amazon EC2 CLI]

また次のように、ec2-describe-images コマンドを使用して、有料Windows AMI を見つけることもで
きます。

ec2-describe-images -o aws-marketplace

このコマンドは、有料 AMI の製品コードなど、各 AMI を説明するさまざまな詳細を返します。
ec2-describe-imagesからの次の出力例に製品コードが含まれています。

IMAGE   ami-a5bf59cc    image_source    123456789012    available public   
product_code        x86_64    machine                     instance-store

有料 AMI の購入
AMI を使用してインスタンスを起動するには、有料 AMI にサインアップする（購入する）必要があり
ます。

通常、有料 AMI の販売者は、価格や購入サイトへのリンクなど、AMI に関する情報を提供します。リ
ンクをクリックすると、最初に AWS へのログインが求められます。ログイン後、AMI を購入できま
す。

Important

Amazon DevPay から購入した有料 AMI を使用する場合、リザーブドインスタンスの割引は得
られません。つまり、リザーブドインスタンスを購入した場合、有料AMIを起動するとき、イ
ンスタンスに関連付けられている低価格が適用されません。お客様は、有料AMIの販売者が指
定した価格を常に支払います。

コンソールを使用して有料 AMI を購入する
AmazonEC2起動ウィザードを使用して有料AMIを購入できます。詳細については、AWSMarketplace
インスタンスの起動 (p. 332) を参照してください。

AWS Marketplace を使用して製品の受信登録をする
AWSMarketplaceを利用するには、AWSアカウントが必要です。AWSMarketplace製品からインスタ
ンスを起動するには、Amazon EC2 サービスの利用にサインアップして、インスタンスの起動元から
製品の受信登録をする必要があります。AWSMarketplaceの製品を受信登録するには、2つの方法があ
ります。

• AWS Marketplace ウェブサイト: 1-Click デプロイメント機能で、事前に設定したソフトウェアをす
ばやく起動できます。
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• Amazon EC2 起動ウィザード: AMI を検索し、ウィザードからインスタンスを直接起動できます。詳
細については、AWS Marketplace インスタンスの起動 (p. 332) を参照してください。

開発者から有料 AMI を購入する
有料AMIの開発者は、AWSMarketplace のリストにない有料AMIをユーザーが購入できるように手配
できます。開発者は、Amazonから製品を購入できるように、お客様にリンクを送ります。お客様がご
自分の Amazon.com 認証情報でサインインして、Amazon.com アカウントに保存しているクレジット
カードを選択すると、AMI の購入時に使用できます。

インスタンスの製品コードを取得する
インスタンスのメタデータを利用すれば、ご自分のインスタンスの製品コードが Amazon DevPay と
AWS Marketplace のどちらであるのかが判断できます。メタデータの取得については、インスタンス
メタデータとユーザーデータ (p. 289) を参照してください。

製品コードを取得するには、次のクエリを使用します。

GET http://169.254.169.254/2007-03-01/meta-data/product-codes

インスタンスに製品コードが含まれる場合、Amazon EC2 はそれを返します。以下に例を示します。

774F4FF8

有料サポートの利用
Amazon EC2 は、開発者がソフトウェア（またはそれに由来する AMI）のサポートを提供できるよう
に手配します。開発者は、お客様がサインアップして使用できるサポート製品を提供することができま
す。サポート製品にサインアップすると、開発者はお客様に製品コードを渡します。お客様はそのコー
ドをご自分の AMI に関連付ける必要があります。これにより、開発者は、お客様のインスタンスがサ
ポート対象であることを確認できます。また、お客様が製品からインスタンスを実行すると、開発者が
定めた製品の利用規約にしたがい、お客様に課金されます。

Important

リザーブドインスタンスとともにサポート製品を使用することはできません。お客様は常に、
サポート製品の販売者が指定した価格を支払います。

製品コードと自分の AMI を関連付けるには、次のコマンドの 1 つを使用します。ami_id は AMI の ID
で、product_code は製品コードです。

• modify-image-attribute（AWS CLI）

aws ec2 modify-image-attribute --image-id ami_id --product-codes "product_code"

• ec2-modify-image-attribute（Amazon EC2 CLI）

ec2-modify-image-attribute ami_id --product-code product_code

一度設定した製品コード属性を変更したり、削除したりすることはできません。
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有料およびサポート対象の AMI の請求書
有料またはサポートされた AMI の使用料金がお客様のクレジットカードに請求され、その金額を記載
した Eメールが毎月末に届きます。これは通常の Amazon EC2 使用料金とは別に請求されます。詳細
については、Paying For AWS Marketplace Products を参照してください。

AWS Marketplace 受信登録を管理する
AWS Marketplace ウェブサイトでは、ご自分の受信登録の詳細を確認したり、ベンダーの取扱説明を
表示したり、ご自分の受信登録を管理したりできます。

ご自分の受信登録の詳細を確認するには

1. AWS Marketplace にログインします。
2. [Your Account] をクリックします。
3. [Manage Your Software Subscriptions] をクリックします。
4. 現在の受信登録がすべて表示されます。実行中のインスタンスに接続するためのユーザー名など、

製品の使用に関する特定の取扱説明を表示するには、[ Usage Instructions] をクリックします。

AWS Marketplace 受信登録をキャンセルするには

1. 受信登録から実行しているインスタンスがあれば、それをすべて終了します。

a. Amazon EC2 コンソールを開きます。
b. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
c. インスタンスを選択し、[Actions] メニューから [Terminate] を選択します。メッセージが表示

されたら、[Yes, Terminate] をクリックします。

2. AWS Marketplace にログインして、[Your Account] をクリックし、[Manage Your Software
Subscriptions] をクリックします。

3. [Cancel subscription] をクリックします。キャンセルを確認するメッセージが表示されます。

Note

受信登録をキャンセルすると、そのAMIからインスタンスを起動できなくなります。その
AMI を再度使用するには、AWS Marketplace ウェブサイトか、Amazon EC2 コンソール
の起動ウィザードで、再度キャンセルした AMI を受信登録する必要があります。

Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成
Abstract

カスタマイズした Amazon EBS-Backed Linux インスタンスから、独自の AMI を作成します。

Amazon EBS-Backed Linux AMI を作成するには、既存の Amazon EBS-Backed Linux AMI から起動し
たインスタンスから始めます。ニーズに合わせてインスタンスをカスタマイズしたら、新しい AMI を
作成し、登録します。新しいAMIを使用して、カスタマイズした新しいインスタンスを起動できます。

Amazon EBS-Backed Windows AMI を作成する場合、「Amazon Elastic Compute Cloud Microsoft
Windows Guide」の「Creating an Amazon EBS-Backed Windows AMI」を参照してください。
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AMI の作成プロセスは、Instance Store-Backed AMI の場合とは異なります。Amazon EBS-Backed イ
ンスタンスと Instance Store-Backed インスタンスの違いの詳細と、インスタンスのルートデバイスタ
イプを判別する方法については、「ルートデバイスのストレージ(p.57)」を参照してください。Instance
Store-Backed Linux AMIを作成する必要がある場合は、Instance Store-Backed Linux AMIの作成 (p. 81)
を参照してください。

Topics
• Amazon EBS-Backed AMI の作成プロセスの概要 (p. 78)
• インスタンスから AMI を作成する (p. 79)
• スナップショットから AMI を作成する (p. 80)

Amazon EBS-Backed AMI の作成プロセスの概要
次の図は、Amazon EBS-Backed AMI の作成プロセスについてまとめたものです。

最初に、作成する AMI に似ている AMI からインスタンスを起動します。インスタンスに接続し、それ
をカスタマイズできます。インスタンスのカスタマイズが終わったら、データの整合性を維持するため
に、AMIを作成する前にいったんインスタンスを停止することをお勧めします。その後、イメージを作
成できます。作成した Amazon EBS-Backed AMI は自動的に登録されます。

インスタンス上のすべてを停止し、作成プロセス中に一貫した状態が維持されるように、AmazonEC2
は AMI を作成する前にインスタンスの電源を落とします。インスタンスが一貫した状態にあり、適切
に AMI を作成できる場合、インスタンスの電源を落として再起動しないように、Amazon EC2 に指定
できます。xfs などの一部のファイルシステムでは、アクティビティのフリーズおよびフリーズ解除が
可能なため、インスタンスを再起動しなくてもイメージを安全に作成することが可能です。

AMI 作成プロセスの間、Amazon EC2 はインスタンスのルートボリュームとインスタンスにアタッチ
されているその他の Amazon EBS ボリュームのスナップショットを作成します。ボリュームのサイズ
によっては、AMI 作成プロセス全体の完了に数分かかる場合があります（最長で 24 時間かかることも
あります）。このプロセスをスピードアップするには、AMI を作成する直前にボリュームのスナップ
ショットを作成することをお勧めします。詳細については、AmazonEBSスナップショットの作成(p.606)
を参照してください。

プロセスが完了すると、新しい AMI と、インスタンスのルートボリュームから作成されたスナップ
ショットが与えられます。ユーザーが新しい AMI を使用してインスタンスを起動すると、Amazon は
スナップショットを使用して、そのルートボリュームのために新しい Amazon EBS ボリュームを作成
します。AMIとスナップショットはどちらも削除されるまで、ユーザーのアカウントに料金を発生させ
ます。詳細については、AMI の登録解除 (p. 92) を参照してください。

ルートデバイスボリュームに加えて、インスタンスストアボリュームまたは Amazon EBS ボリューム
をインスタンスに追加した場合、新しい AMI のブロックデバイスマッピングにこれらのボリュームの
情報が含まれ、新しい AMI から起動するインスタンスのブロックデバイスマッピングに自動的にこれ
らのボリュームの情報が含まれます。新しいインスタンスのブロックデバイスマッピングに指定されて
いるインスタンスストアボリュームは新しく、AMIの作成に使用したインスタンスのインスタンススト
アボリュームからのデータは含まれていません。Amazon EBS ボリュームのデータは永続的です。詳
細については、ブロックデバイスマッピング (p. 643) を参照してください。
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インスタンスから AMI を作成する
AWS Management Console またはコマンドラインを利用して AMI を作成できます。

コンソールを使用してインスタンスから AMI を作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ルートデバイスに Amazon EBS ボリュームを使用する実行中のインスタンスがない場合、インス

タンスを起動する必要があります。手順については、「インスタンスの起動 (p. 325)」を参照して
ください。

3. （オプション）インスタンスに接続し、それをカスタマイズします。例えば、ソフトウェアとアプ
リケーションをインストールしたり、データをコピーしたり、追加の Amazon EBS ボリュームを
アタッチしたりできます。インスタンスへの接続の詳細については、インスタンスへの接続(p.334)
を参照してください。

4. （オプション）インスタンスにアタッチされているすべてのボリュームのスナップショットを作成
します。これにより、AMIの作成時間が短縮される場合があります。スナップショット作成につい
ての詳細は、Amazon EBS スナップショットの作成 (p. 606) を参照してください。

5. ナビゲーションペインの[Instances]をクリックし、インスタンスを選択します。[Actions]をクリッ
クし、[Create Image] をクリックします。

Tip

このオプションが無効になっている場合、そのインスタンスはAmazon EBS-Backedイン
スタンスではありません。

6. [Create Volume] ダイアログボックスで、以下を指定し、[Create Image] をクリックします。

a. イメージの一意な名前。
b. （オプション）イメージの説明（最大 255 文字）。
c. デフォルトでは、Amazon EC2 はインスタンスをシャットダウンし、アタッチされているボ

リュームのスナップショットを作成して、AMIを作成して登録し、インスタンスを再起動しま
す。インスタンスをシャットダウンしない場合、[No reboot] を選択します。

Warning

[No reboot] を選択した場合、Amazonでは作成されたイメージのファイルシステムの
整合性を保証できません。

d. （オプション）ルートボリューム、Amazon EBS ボリューム、インスタンスストアボリュー
ムを次のように変更できます。

• ルートボリュームのサイズを変更するには、[Type] 列で [Root] ボリュームを見つけ、[Size]
フィールドに入力します。

• インスタンスの起動に使用されたAMIのブロックデバイスマッピングで指定されたAmazon
EBS ボリュームを非表示にするには、リストから EBS ボリュームを見つけ、[Delete] をク
リックします。

• Amazon EBSボリュームを追加するには、[Add New Volume] をクリックし、[Type] リスト
から [EBS] を選択して、フィールドに入力します。その後新しい AMI からインスタンスを
起動すると、追加されたボリュームは自動的にインスタンスにアタッチされます。空のボ
リュームはフォーマットしてマウントする必要があります。スナップショットベースのボ
リュームはマウントする必要があります。
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• インスタンスの起動に使用された AMI のブロックデバイスマッピングで指定されたインス
タンスストアボリュームを非表示にするには、リストからボリュームを見つけ、[Delete] を
クリックします。

• インスタンスストアボリュームを追加するには、[Add New Volume] をクリックし、[Type]
リストから [Instance Store] を選択して、[Device] リストからデバイス名を選択します。そ
の後新しい AMI からインスタンスを起動すると、追加されたボリュームは自動的に初期化
されてマウントされます。これらのボリュームには、AMIの作成に使用された実行中のイン
スタンスのインスタンスストアボリュームのデータは含まれません。

7. ナビゲーションペインの [AMI] をクリックして、AMI のステータスを表示します。新しい AMI が
作成される間、そのステータスは pendingです。通常、このプロセスが完了するには数分かかり
ます。完了後、AMI のステータスは availableになります。

8. （オプション）ナビゲーションペインの [Snapshots] をクリックして、新しい AMI に作成された
スナップショットを表示します。ユーザーがこの AMI からインスタンスを起動すると、Amazon
はこのスナップショットを使用して、ルートデバイスボリュームを作成します。

コマンドラインを使用してインスタンスから AMI を作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-image（AWS CLI）
• ec2-create-image（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）

スナップショットから AMI を作成する
インスタンスのルートデバイスボリュームのスナップショットがある場合、AWSManagementConsole
またはコマンドラインを使用して、そのスナップショットから AMI を作成できます。

コンソールを使用してスナップショットから AMI を作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Elastic Block Store] の [Snapshots] をクリックします。
3. スナップショットを選択し、[Actions] リストから [Create Image] を選択します。
4. [Create Image from EBS Snapshot] ダイアログボックスで、次の操作を行います。

a. [Architecture] リスト（32 ビットの場合は i386、64 ビットの場合は x86_64）からアーキテ
クチャを選択します。

b. [Kernel ID] リストから AKI を選択します。デフォルトの AKI を選択するか、AKI を選択しな
い場合、この AMI を使用してインスタンスの起動するたびに AKI を指定するように要求され
ます。また、デフォルトの AKI にインスタンスとの互換性がない場合、インスタンスのヘル
スチェックが失敗する可能性があります。

c. [Create] をクリックします。

コマンドラインを使用してスナップショットから AMI を作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

API Version 2014-02-01
80

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
スナップショットから AMI を作成する

http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/create-image.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-CreateImage.html
http://docs.aws.amazon.com/powershell/latest/reference/items/New-EC2Image.html


• register-image（AWS CLI）
• ec2-register（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）

Instance Store-Backed Linux AMI の作成
Abstract

カスタマイズした Instance Store-Backed Linux インスタンスから独自の AMI を作成します。

Instance Store-Backed Linux AMI を作成するには、既存の Instance Store-Backed Linux AMI から起動
したインスタンスから始めます。ニーズに合わせてインスタンスをカスタマイズしたら、ボリュームを
バンドルし、新しい AMI を登録します。新しい AMI を使用して、カスタマイズした新しいインスタン
スを起動できます。

instance store-backed Windows AMI を作成する場合、『Amazon Elastic Compute Cloud Microsoft
Windows Guide』の「Instance Store-Backed Windows AMI の作成」を参照してください。

AMI の作成プロセスは、Instance Store-Backed AMI の場合とは異なります。Amazon EBS-Backed イ
ンスタンスと Instance Store-Backed インスタンスの違いの詳細と、インスタンスのルートデバイスタ
イプを判別する方法については、「ルートデバイスのストレージ(p.57)」を参照してください。Amazon
EBS-backed LinuxAMIを作成する必要がある場合は、「AmazonEBS-Backed LinuxAMIの作成(p. 77)」
を参照してください。

Topics
• Instance Store-Backed AMI の作成プロセスの概要 (p. 81)
• 前提条件 (p. 82)
• インスタンスから AMI を作成するStore-Backed Linux インスタンス (p. 82)
• Instance Store-Backed AMI を Amazon EBS-Backed AMI に変換する (p. 87)

Instance Store-Backed AMI の作成プロセスの概要
次の図は、Instance Store-Backed インスタンスから AMI を作成するプロセスをまとめたものです。

最初に、作成する AMI に似ている AMI からインスタンスを起動します。インスタンスに接続し、それ
をカスタマイズできます。インスタンスのカスタマイズが終わったら、それをバンドルできます。バン
ドルプロセスが完了するには数分間かかります。プロセスが完了すると、バンドルが与えられます。バ
ンドルは、イメージマニフェスト（image.manifest.xml）と、ルートボリュームのテンプレートを
含むファイル（image.part.）から構成されます。次に、バンドルを Amazon S3 バケットにアップ
ロードし、AMI を登録します。
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お客様が新しいAMIを使用してインスタンスを起動すると、AmazonはユーザーがAmazon S3にアッ
プロードしたバンドルを使用してインスタンスのルートボリュームを作成します。Amazon S3 のバン
ドルで使用されるストレージ領域については、お客様がその領域を削除するまでアカウントに料金が発
生します。詳細については、「AMI の登録解除 (p. 92)」を参照してください。

ルートデバイスボリュームに加えて、インスタンスストアボリュームをインスタンスに追加した場合、
新しい AMI のブロックデバイスマッピングにこれらのボリュームの情報が含まれ、新しい AMI から起
動するインスタンスのブロックデバイスマッピングに自動的にこれらのボリュームの情報が含まれま
す。詳細については、ブロックデバイスマッピング (p. 643) を参照してください。

前提条件
AMI を作成するには、最初に次のタスクを完了する必要があります。

• AMI ツールをインストールします。詳細については、Set Up the AMI Tools を参照してください。
• API ツールをインストールします。詳細については、「Setting Up the Amazon EC2 Command Line
Interface Tools on Linux」を参照してください。

• バンドルに Amazon S3 バケットがあることを確認します。Amazon S3 バケットを作成するには、
Amazon S3 コンソールを開き、[Create Bucket] をクリックします。

Note

AWSCLImbコマンドを使用して、バケットを作成することもできます。AWSCLIの使用を
開始するには、『AWS Command Line Interface ユーザーガイド』を参照してください。

• 次の認証情報があることを確認します。
• AWSアカウント ID。アカウント IDを取得するには、Your Security Credentials に進み、[Account
Identifiers] を展開します。

• X.509証明書とプライベートキー。X.509証明を作成する必要がある場合、YourSecurityCredentials
にアクセスして、[X.509 Certificates]を展開し、[Create NewCertificate]をクリックします。X.509
証明書とプライベートキーは、AMI の暗号化/復号化に使用されます。

• お客様のアクセスキー ID。アクセスキー IDを取得または作成する必要がある場合、Your Security
Credentials にアクセスして、[Access Keys] を展開します。

• お客様のシークレットアクセスキー。シークレットアクセスキーは取得できません。そのため、
シークレットアクセスキーを見つけられない場合、新規作成する必要があります。シークレットア
クセスキーを作成するには、Your Security Credentialsにアクセスして、[AccessKeys]を展開し、
[Create New Access Key] をクリックします。

• インスタンスに接続し、カスタマイズします。例えば、ソフトウェアとアプリケーションをインス
トールしたり、データをコピーしたり、一時ファイルを削除したり、Linux 設定を変更したりできま
す。

インスタンスからAMIを作成するStore-BackedLinux
インスタンス
Amazon EC2 AMI ツールの使用準備を整えるには（HVM インスタンスのみ）

Amazon EC2 AMI ツールでは、GRUB のレガシーが正常に起動する必要があります。一部の AMI （特
に Ubuntu）は GRUB 2.を使用するように設定されています。インスタンスで GRUB のレガシーを使
用しているかどうか確認し、使用していない場合はインストールして設定する必要があります。

AMI ツールが正常に機能するためには、HVM インスタンスにパーティションツールがインストールさ
れている必要もあります。
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1. インスタンスで GRUB のレガシーを使用しているかどうかを確認します。

a. ブロックデバイスの一覧を表示し、ルートブロックデバイスを探します。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME    MAJ:MIN RM SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvda    202:0    0   8G  0 disk
  xvda1 202:1    0   8G  0 part /
xvdb    202:16   0  30G  0 disk /media/ephemeral0

この例では、ルートデバイス（/ の MOUNTPOINTで示される）は /dev/xvda1です。ルート
ブロックデバイスは、その親である /dev/xvdaです。

b. ルートブロックデバイス GRUB のバージョンを確認します。

[ec2-user ~]$ sudo file -s /dev/xvda
/dev/xvda: x86 boot sector; GRand Unified Bootloader, stage1 version 
0x3, stage2 address 0x2000, 1st sector stage2 0x800, stage2 segment 
0x200, GRUB version 0.94; partition 1: ID=0xee, starthead 254, 
startsector 1, 16777215 sectors, extended partition table (last)\011, 
code offset 0x48

前述の例では、GRUB バージョンは GRUB のレガシーである 0.94 です。GRUB バージョン
が 0.9x以下の場合は、Step 3 (p. 83) に進むことができます。この出力で GRUB バージョン
を確認できない場合は、grub-install -v コマンドを試してください。

ubuntu:~$ grub-install -v
grub-install (GRUB) 1.99-21ubuntu3.10

この例では、GRUBバージョンが0.9xよりも大きいため、GRUBのレガシーをインストール
する必要があります。Step 2 (p. 83) に進みます。

2. お使いのディストリビューションのパッケージマネージャを使用して grubパッケージをインス
トールし、GRUB のレガシーをインストールします。Ubuntu インスタンスの場合は、次のコマン
ドを使用します。

ubuntu:~$ sudo apt-get install -y grub

インスタンスでGRUBのレガシーを使用していることの検証は、grub --versionコマンドを使用し
て行えます。

ubuntu:~$ grub --version
grub (GNU GRUB 0.97)

3. お使いのディストリビューションのパッケージマネージャを使用して、次のパーティション管理
パッケージをインストールします。

• gdisk（ディストリビューションによっては代わりにパッケージ gptfdisk が呼び出される場
合があります）。

• kpartx

Ubuntu インスタンスの場合は、次のコマンドを使用します。
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ubuntu:~$ sudo apt-get install -y gdisk kpartx

4. インスタンスのカーネルパラメータを確認します。

ubuntu:~$ cat /proc/cmdline
BOOT_IMAGE=/boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=UUID=4f392932-ed93-4f8f-aee7-
72bc5bb6ca9d ro console=ttyS0 xen_emul_unplug=unnecessary

カーネルおよびルートデバイスのパラメータ  console=ttyS0と
xen_emul_unplug=unnecessaryを書き留めます。

5. /boot/grub/menu.lstのカーネルエントリを確認します。

ubuntu:~$ grep ^kernel /boot/grub/menu.lst
kernel  /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs ro con 
sole=hvc0
kernel  /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs ro single
kernel  /boot/memtest86+.bin

consoleパラメータが hvc0をポイントしている（ttyS0ではない）こと、および
xen_emul_unplug=unnecessaryパラメータが未指定であることに注意してください。

6. /boot/grub/menu.lstファイルを任意のテキストエディタで（vimや nanoなど）で編集して、
コンソールを変更し、先ほど確認したパラメータをブートエントリに追加します。

title           Ubuntu 12.04.3 LTS, kernel 3.2.0-54-virtual
root            (hd0)
kernel          /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs 
ro console=ttyS0 xen_emul_unplug=unnecessary
initrd          /boot/initrd.img-3.2.0-54-virtual

title           Ubuntu 12.04.3 LTS, kernel 3.2.0-54-virtual (recovery mode)
root            (hd0)
kernel          /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs 
ro single console=ttyS0 xen_emul_unplug=unnecessary
initrd          /boot/initrd.img-3.2.0-54-virtual

title           Ubuntu 12.04.3 LTS, memtest86+
root            (hd0)
kernel          /boot/memtest86+.bin

7. カーネルエントリに適切なパラメータが含まれていることを確認します。

ubuntu:~$ grep ^kernel /boot/grub/menu.lst
kernel  /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs ro con 
sole=ttyS0 xen_emul_unplug=unnecessary
kernel  /boot/vmlinuz-3.2.0-54-virtual root=LABEL=cloudimg-rootfs ro single
 console=ttyS0 xen_emul_unplug=unnecessary
kernel  /boot/memtest86+.bin

Instance Store-Backed Linux インスタンスから AMI を作成するには

この手順では、「前提条件(p. 82)」に記載された前提条件が満たされていることを前提としています。
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1. インスタンスに認証情報をアップロードします。Amazonではこれらの認証情報を使用して、お客
様と Amazon EC2 だけがお客様の AMI にアクセスできるようにします。

a. 次のように、認証情報のための一時ディレクトリをインスタンスに作成します。

[ec2-user ~]$ mkdir /tmp/cert

それにより、作成したイメージから認証情報を除外できます。
b. scp(p.336)などの安全なコピーツールを使用して、コンピュータからインスタンスの/tmp/cert

ディレクトリに X.509 証明書とプライベートキーをコピーします。次の scp コマンドの -i
my-private-key.pemオプションは、X.509プライベートキーではなく、SSHでインスタン
スに接続するために使用するプライベートキーです。以下に例を示します。

you@your_computer:~ $ scp -i my-private-key.pem /path/to/pk-HKZYK 
TAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem /path/to/cert-HKZYKTAIG2ECMXY 
IBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem ec2-user@ec2-67-202-51-223.compute-1.amazon 
aws.com:/tmp/cert/
pk-HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem  100%  717     0.7KB/s   00:00
cert-HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem  100%  685     0.7KB/s   00:00

2. ec2-bundle-vol コマンドを使用して、バンドルを Amazon S3 にアップロードする準備をします。
-eオプションを指定して、認証情報を保存するディレクトリを除外します。デフォルトでは、バ
ンドルプロセスで機密情報を含んでいる可能性があるファイルを除外します。そのようなファイル
には、*.sw、*.swo、*.swp、*.pem、*.priv、*id_rsa*、*id_dsa*、*.gpg、*.jks、
*/.ssh/authorized_keys、*/.bash_historyがあります。これらのファイルをすべて含める
には、--no-filterオプションを使用します。これらのファイルの一部を含めるには、--include
オプションを使用します。

Important

AMIバンドルプロセスは、デフォルトで、ルートボリュームを表す/tmpディレクトリに、
圧縮され暗号化された一連のファイルを作成します。バンドルを格納するのに十分な空き
ディスク領域が/tmpにない場合、-d /path/to/bundle/storageオプションを使用し
て、バンドルを格納する別の場所を指定する必要があります。インスタンスによっては、
エフェメラルストレージが/mntまたは/media/ephemeral0にマウントされて使用可能
になっている場合があります。あるいは、バンドルを格納する新しい Amazon EBS ボ
リュームを作成(p. 570)、アタッチ(p. 573)、およびマウント(p. 576)することもできます。

a. ec2-bundle-vol コマンドは、rootとして実行する必要があります。ほとんどのコマンドで、
sudo を使用することでアクセス許可を昇格させることができますが、この場合は、環境変数
を維持するために sudo -E su を実行する必要があります。

[ec2-user ~]$ sudo -E su

b. 次の引数を指定してec2-bundle-volコマンドを実行します。バンドルを格納するのに十分な空
きディスク領域が /tmpにない場合は、-d /path/to/bundle/storageオプションを使用
して、利用可能な領域がある場所を指定します。HVM インスタンスの場合は、必ず
--partitionフラグを追加します。そうしないと、AMIが起動しません。このコマンドと使
用可能なオプションの詳細については、『Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリ
ファレンス』の「ec2-bundle-vol」を参照してください。
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[root ec2-user]# $EC2_AMITOOL_HOME/bin/ec2-bundle-vol -k /tmp/cert/pk-
HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem -c /tmp/cert/cert-HKZYKTAIG2ECMXY 
IBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem -u your_aws_account_id -r x86_64 -e /tmp/cert

イメージの作成には数分かかります。このコマンドが完了すると、tmpディレクトリにバンド
ル（image.manifest.xmlと複数の image.part.xxファイル）が含まれます。

c. rootシェルを終了します。

[root ec2-user]# exit

3. ec2-upload-bundle コマンドを使用して、バンドルを Amazon S3 にアップロードします。バケッ
トにバンドルのプレフィックス（ディレクトリ）が存在しない場合、このコマンドを実行すること
によって作成されることに注意してください。

Note

Step 2.b (p. 85) で -d /path/to/bundle/storageオプションを使用してパスを指定し
た場合は、次のコマンドで /tmpではなく -mオプションで同じパスを使用します。

[ec2-user ~]$ ec2-upload-bundle -b my-s3-bucket/bundle_folder/bundle_name
-m /tmp/image.manifest.xml -a your_access_key_id -s your_secret_access_key
 --region us-west-2

4. （オプション）バンドルを Amazon S3 にアップロードしたら、次の rm コマンドを使用して、イ
ンスタンスの /tmpディレクトリからバンドルを削除できます。

Note

Step 2.b (p. 85) で -d /path/to/bundle/storageオプションを使用してパスを指定し
た場合は、次のコマンドで /tmpではなく同じパスを使用します。

[ec2-user ~]$ sudo rm /tmp/image.manifest.xml /tmp/image.part.* /tmp/image

5. ec2-registerコマンドを使用して、AMIを登録します。-Oと-Wは、環境変数のAWS_ACCESS_KEY
と AWS_SECRET_KEYを設定している場合は必要ありません。

Important

HVM AMI の場合は、--virtualization-type hvmフラグを追加します。

[ec2-user ~]$ ec2-register my-s3-bucket/bundle_folder/bundle_name/image.mani 
fest.xml -n AMI_name -O your_access_key_id -W your_secret_access_key --region
us-west-2
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Instance Store-Backed AMI を Amazon EBS-Backed
AMI に変換する
Instance Store-Backed Linux AMI は、Amazon EBS-Backed Linux AMI に変換できます。

Important

Instance Store-Backed Windows AMI から Amazon EBS-Backed Windows AMI への変換、およ
び所有していない AMI の変換はできません。

Instance Store-Backed AMI を Amazon EBS-Backed AMI に変換するには

1. Amazon EBS-Backed AMI から Amazon Linux インスタンスを起動します。詳細については、「イ
ンスタンスの起動(p. 325)」を参照してください。AmazonLinuxインスタンスには、AmazonEC2
コマンドラインと AMI ツールがプリインストールされています。

2. Instance Store-Backed AMI をバンドルするのに使用した X.509 プライベートキーをインスタンス
にアップロードします。Amazon はこのキーを使用して、お客様と Amazon EC2 だけがお客様の
AMI にアクセスできるようにします。

a. 次のように、X.509 プライベートキーのインスタンスに一時ディレクトリを作成します。

[ec2-user ~]$ mkdir /tmp/cert

b. scpなどの安全なコピーツールを使用して、コンピュータから/tmp/cert (p. 336)ディレクトリ
に X.509 プライベートキーをコピーします。次のコマンドの my-private-keyパラメータ
は、SSH でインスタンスに接続するために使用するプライベートキーです。以下に例を示し
ます。

you@your_computer:~ $ scp -i my-private-key.pem /path/to/pk-HKZYK 
TAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem ec2-user@ec2-67-202-51-223.compute-
1.amazonaws.com:/tmp/cert/
pk-HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem  100%  717     0.7KB/s   00:00

3. AWS アクセスキーおよび秘密キーの環境変数を設定します。

[ec2-user ~]$ export AWS_ACCESS_KEY=your_access_key_id
[ec2-user ~]$ export AWS_SECRET_KEY=your_secret_access_key

4. 新しい AMI の Amazon EBS ボリュームを準備します。

a. ec2-create-volume コマンドを使用して、インスタンスと同じアベイラビリティーゾーンに空
のAmazon EBSボリュームを作成します。コマンド出力のボリューム IDを書き留めてくださ
い。

Important

この Amazon EBS ボリュームは、元のインスタンスストアのルートボリュームと同
じサイズ以上である必要があります。
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[ec2-user ~]$ ec2-create-volume --size 10 --region us-west-2 --availab 
ility-zone us-west-2b
VOLUME volume_id 10  us-west-2b creating 2014-01-24T23:11:45+0000 
standard

b. ec2-attach-volume コマンドを使用して、Amazon EBS-Backed インスタンスにボリュームを
アタッチします。

[ec2-user ~]$ ec2-attach-volume volume_id -i instance_id --device /dev/sdb
 --region us-west-2
ATTACHMENT volume_id instance_id /dev/sdb attaching 2014-01-
24T23:15:34+0000

5. バンドルのフォルダを作成します。

[ec2-user ~]$ mkdir /tmp/bundle

6. ec2-download-bundleコマンドを使用して、Instance Store-Backe AMIのバンドルを /tmp/bundle
にダウンロードします。

[ec2-user ~]$ ec2-download-bundle -b my-s3-bucket/bundle_folder/bundle_name
 -m image.manifest.xml -a $AWS_ACCESS_KEY -s $AWS_SECRET_KEY --privatekey 
/path/to/pk-HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem -d /tmp/bundle

7. ec2-unbundle コマンドを使用して、バンドルからイメージファイルを再作成します。

a. バンドルフォルダにディレクトリを変更します。

[ec2-user ~]$ cd /tmp/bundle/

b. ec2-unbundle コマンドを実行します。

[ec2-user bundle]$ ec2-unbundle -m image.manifest.xml --privatekey 
/path/to/pk-HKZYKTAIG2ECMXYIBH3HXV4ZBEXAMPLE.pem

8. バンドルを解除したイメージから新しい Amazon EBS ボリュームにファイルをコピーします。

[ec2-user bundle]$ sudo dd if=/tmp/bundle/image of=/dev/sdb bs=1M

9. 新しい Amazon EBS ボリュームのマウントポイントを作成し、ボリュームをマウントします。

[ec2-user bundle]$ sudo mkdir /mnt/ebs
[ec2-user bundle]$ sudo mount /dev/sdb /mnt/ebs

10. EBSボリュームの/etc/fstabファイルを任意のテキストエディタ（vimやnanoなど）で開き、
インスタンスストア（エフェメラル）ボリュームのエントリがあれば削除します。Amazon EBS
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ボリュームは /mnt/ebsにマウントされているため、fstabファイルは /mnt/ebs/etc/fstab
に配置されています。

[ec2-user bundle]$ sudo nano /mnt/ebs/etc/fstab
#
LABEL=/     /           ext4    defaults,noatime  1   1
tmpfs       /dev/shm    tmpfs   defaults        0   0
devpts      /dev/pts    devpts  gid=5,mode=620  0   0
sysfs       /sys        sysfs   defaults        0   0
proc        /proc       proc    defaults        0   0
/dev/sdb        /media/ephemeral0       auto    defaults,comment=cloudconfig
    0       2

前述の例では、最後の行を削除する必要があります。
11. ボリュームをアンマウントし、インスタンスからデタッチします。

[ec2-user bundle]$ sudo umount /mnt/ebs
[ec2-user bundle]$ ec2-detach-volume volume_id --region us-west-2
ATTACHMENT volume_id instance_id /dev/sdb detaching 2014-01-24T23:15:34+0000

12. 次のように、新しい Amazon EBS ボリュームから AMI を作成します。

a. 新しい Amazon EBS ボリュームのスナップショットを作成します。

[ec2-user bundle]$ ec2-create-snapshot --region us-west-2 -d 
"your_snapshot_description" -O $AWS_ACCESS_KEY -W $AWS_SECRET_KEY 
volume_id
SNAPSHOT snapshot_id volume_id pending 2014-01-25T00:18:48+000  
1234567891011 10 your_snapshot_description

b. スナップショットが完了していることを確認します。

[ec2-user bundle]$ ec2-describe-snapshots --region us-west-2 snapshot_id
SNAPSHOT snapshot_id volume_id completed 2014-01-25T00:18:48+0000 100% 
1234567891011 10 your_snapshot_description

c. 元の AMI で使用されたアーキテクチャとカーネルイメージ（aki）を、ec2-describe-images
コマンドを使用して特定します。このステップでは、元の Instance Store-Backed AMI の AMI
ID が必要です。

[ec2-user bundle]$ ec2-describe-images --region us-west-2 ami-id
IMAGE ami-8ef297be amazon/amzn-ami-pv-2013.09.2.x86_64-s3 amazon available
 public  x86_64 machine aki-fc8f11cc   instance-store paravirtual xen

この例では、アーキテクチャは x86_64で、カーネルイメージ ID は aki-fc8f11ccです。
次のステップでこれらの値を使用します。前述のコマンドの出力では ari ID もリストされま
すので、これも書き留めます。

d. 新しいAmazon EBSボリュームのスナップショット IDと前のステップで書き留めた値を使用
して、新しいAMIを登録します。前述のコマンド出力に ari IDがリストされていた場合は、
その ID を次のコマンドで --ramdisk ari_idを使用して指定します。
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[ec2-user bundle]$ ec2-register --region us-west-2 -n your_new_ami_name
 -s snapshot_id -a x86_64 --kernel aki-fc8f11cc
IMAGE new-ami-id

13. （オプション）新しい AMI からインスタンスを起動できることをテストした後で、この手順で作
成した Amazon EBS ボリュームを削除できます。

$ ec2-delete-volume volume_id

AMI のコピー
Abstract

独自の AMI を別の AWS リージョンにコピーします。

所有しているAmazonマシンイメージ（AMI）を他のAWSリージョンに簡単にコピーし、アプリケー
ションを拡大して AWS の地理的に多様なリージョンを活用できます。

AMI をコピーすると、次の利点があります。

• 一貫性のあるグローバルなデプロイメント: 1 つのリージョンから別のリージョンに AMI をコピー
し、同じ AMI を基にして一貫性のあるインスタンスを別のリージョンに起動できます。

• スケーラビリティ: ユーザーの場所にかかわらず、ユーザーのニーズに合った世界規模のアプリケー
ションをより簡単に設計できます。

• パフォーマンス: アプリケーションを配布したり、アプリケーションの重要なコンポーネントをユー
ザーの近くに配置したりすることでパフォーマンスを向上できます。また、インスタンスの種類やそ
の他の AWS サービスなど、リージョン固有の機能を活用することもできます。

• 高可用性:アプリケーションを設計し、AWSリージョン全体にわたってデプロイして可用性を高める
ことができます。

AMI コピー
Amazon EBS-Backed AMI と Instance Store-Backed AMI の両方をコピーできます。AMI をコピーでき
るリージョンの数に制限はありません。AMIを同じリージョンにコピーすることもできます。AMIの各
コピーは新しい AMI になり、固有の AMI ID を持ちます。ユーザーが AMI からインスタンスを起動す
るとき、下の図のように、Amazon はユーザーが選択した AMI と同じリージョンにそのインスタンス
を起動します。
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AMI をコピーするとき、新しい AMI は、元の AMI から完全に独立しており、元の（ソース）AMI への
リンクはありません。元の AMI に影響を与えずに、新しい AMI を変更できます。その逆もまた真で
す。新しいAMIに影響を与えずに、元のAMIを変更できます。そのため、元のAMIを変更し、それら
の変更を対象リージョンの AMI に反映させる場合、元の AMI を対象のリージョンに再度コピーする必
要があります。

Amazonは元のAMIから新しいAMIに起動許可、ユーザー定義のタグ、Amazon S3バケット許可をコ
ピーしません。コピー操作が完了すると、起動許可、ユーザー定義のタグ、Amazon S3 バケット許可
を新しい AMI に適用できます。

Amazon は、新しい AMI に合った AKI と ARI の検索を選択された対象リージョンで試行します。合致
する AKI または ARI が見つからない場合、Amazon は AMI をコピーしません。Amazon が推奨する
AKI と ARI を使用している場合は、コピー操作によって、適切な AKI と ARI とともに AMI が対象の
リージョンに登録されます。「Failed to find matching AKI/ARI」というエラーメッセージが表示された
場合、対象のリージョンに元の AMI で指定されたものに一致する AKI または ARI が含まれていないこ
とを意味します。AMI で PV-GRUB AKI を使用している場合は、AMI を更新して、最新バージョンの
PV-GRUBを利用できます。PV-GRUBとAKIの詳細については、独自のLinuxカーネルの使用(p. 102)
を参照してください。

AMIのコピーには課金されません。ただし、標準のストレージ料金とデータ転送料金が適用されます。

Amazon EC2 AMI のコピー
AMI をコピーする前に、ソース AMI のすべてのコンテンツが、異なるリージョンでの実行をサポート
するように更新されていることを確認する必要があります。例えば、データベース接続文字列や同様の
アプリケーション設定データが、適切なリソースを指すように更新する必要があります。それ以外の場
合、対象のリージョンの新しい AMI から起動したインスタンスは元のリージョンのリソースをまだ使
用している可能性があり、それによりパフォーマンスとコストに影響が及ぶことがあります。

AWS Management Console またはコマンドラインを利用して AMI をコピーできます。

コンソールを使用して AMI をコピーするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーから、AMI を含むリージョンを選択して、コピーします。
3. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
4. コピーする AMI を選択し、[Actions] をクリックし、[Copy AMI] を選択します。
5. [AMI Copy] ページで、次のフィールドを設定し、[Copy AMI] をクリックします。

• [Destination region]: AMI をコピーするリージョンを選択します。
• [Name]: 新しい AMI の名前を指定します。
• [Description]: デフォルトでは、元のAMI と新しい AMIを見分けられるよう、元のAMI に関する
情報が説明に含まれています。この説明は、必要に応じて変更できます。

6. コピー操作が開始したことを知らせる確認ページが表示され、新しいAMIの IDが提供されます。

コピー操作の進捗状況をすぐに確認するには、与えられたリンクをクリックし、対象のリージョン
に切り替えます。進捗状況を後で確認するには、[Done] をクリックします。進捗状況を確認する
段階に入ったら、ナビゲーションペインを使用して、対象のリージョンに切り替えます。

対象のAMI の初期ステータスは pendingです。ステータスが availableになると、操作は完了
します。
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コマンドラインを使用して AMI をコピーするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• copy-image（AWS CLI）
• ec2-copy-image（Amazon EC2 CLI）
• Copy-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）

保留中の AMI コピー操作を中止する
AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して、保留中のAMIコピーを中止できます。

コンソールを使用して AMI のコピー操作を中止するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーのリージョンセレクターから対象のリージョンを選択します。
3. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
4. コピーを中止する AMI を選択し、[Actions] をクリックし、[Deregister] をクリックします。
5. 確認を求められたら、[Continue] をクリックします。

コマンドラインを使用して AMI コピー操作を中止するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• deregister-image（AWS CLI）
• ec2-deregister（Amazon EC2 CLI）
• Unregister-EC2Image（AWS Tools for Windows PowerShell）

AMI の登録解除
Abstract

AMI の利用が終わったら、その登録を解除します。

AMIの利用が終わったら、その登録を解除できます。AMIの登録を解除すると、それを使用して新しい
インスタンスを起動できなくなります。

AMIの登録を解除しても、AMIから既に起動したインスタンスに影響を与えることはありません。その
ようなインスタンスの使用に対しては引き続き課金されます。そのため、使用が終わったら、インスタ
ンスを終了することをお勧めします。

AMI のクリーンアップに使用する手順は、Amazon EBS-Backed と Instance Store-Backed で異なりま
す。

Topics
• Amazon EBS-Backed AMI をクリーンアップする (p. 93)
• Instance Store-Backed AMI をクリーンアップする (p. 93)

API Version 2014-02-01
92

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
保留中の AMI コピー操作を中止する

http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/copy-image.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-CopyImage.html
http://docs.aws.amazon.com/powershell/latest/reference/items/Copy-EC2Image.html
http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/deregister-image.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-DeregisterImage.html
http://docs.aws.amazon.com/powershell/latest/reference/items/Unregister-EC2Image.html


Amazon EBS-Backed AMI をクリーンアップする
Amazon EBS-Backed AMIの登録を解除しても、AMIの作成時に作成したスナップショットに影響を与
えることはありません。Amazon EBS のこのスナップショットの使用に対しては引き続き課金されま
す。そのため、使用が終わったら、スナップショットは削除することをお勧めします。

次の図は、Amazon EBS-Backed AMI のクリーンアッププロセスについてまとめたものです。

Amazon EBS-Backed AMI をクリーンアップするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。AMI を選択し、[Actions] をクリックして、

[Deregister] をクリックします。確認を求められたら、[Continue] をクリックします。

AMI の現在のステータスは unavailableです。
3. ナビゲーションペインで、[Snapshots] をクリックします。スナップショットを選択し、[Delete

Snapshot] をクリックします。確認を求めるメッセージが表示されたら、[Yes, Delete] をクリック
します。

4. （オプション）AMIから起動したインスタンスの使用が終わったら、それを終了します。ナビゲー
ションペインの[Instances]をクリックします。インスタンスを選択して、[Actions]をクリックし、
[Terminate.] をクリックします。確認を求めるメッセージが表示されたら、[Yes, Terminate] をク
リックします。

Instance Store-Backed AMI をクリーンアップする
Instance Store-Backed AMIの登録を解除しても、AMIの作成時にAmazon S3にアップロードしたファ
イルに影響を与えることはありません。Amazon S3 のそれらのファイルの使用に対しては引き続き課
金されます。そのため、使用が終わったら、それらのファイルは削除することをお勧めします。

次の図は、Instance Store-Backed AMI のクリーンアッププロセスをまとめたものです。
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Instance Store-Backed AMI をクリーンアップするには

1. 次のように、ec2-deregister コマンドを使用して AMI の登録を解除します。

ec2-deregister ami_id

AMI の現在のステータスは unavailableです。
2. 次のように、ec2-delete-bundle コマンドを使用してバンドルを削除します。

ec2-delete-bundle -b myawsbucket/myami -a your_access_key_id -s 
your_secret_access_key -p image

3. （オプション）AMI から起動したインスタンスの使用が終わったら、次のように、
ec2-terminate-instances コマンドを使用してそれを終了します。

ec2-terminate-instances instance_id

4. （オプション）バンドルをアップロードした Amazon S3 バケットの使用が終わったら、バケット
を削除できます。Amazon S3バケットを削除するには、Amazon S3コンソールを開き、バケット
を選択して、[Actions] をクリックし、[Delete] をクリックします。

Amazon Linux
Abstract

Amazon Linux は Amazon EC2 で使用するために AWS が提供する Linux イメージです。

Amazon Linux はアマゾンウェブサービス（AWS）が提供します。これはAmazon EC2 上で実行する
アプリケーションのために安定した安全で高性能な実行環境を提供できるよう設計されています。また
これには、起動設定ツールおよび多くの AWS 人気ライブラリやツールなど、AWS の統合を容易にす
るいくつかのパッケージも含まれています。AWS は Amazon Linux を実行しているすべてのインスタ
ンスに、現行のセキュリティとメンテナンスの更新を提供します。

Amazon Linux インスタンスを起動するには、LinuxAMI; を使用します。AWS は、Amazon Linux AMI
を Amazon EC2 ユーザーに追加料金なしで提供しています。

Topics
• Amazon Linux AMI の検索 (p. 95)
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• Amazon Linux インスタンスを起動し、それに接続する (p. 95)
• Amazon Linux AMI イメージの特定 (p. 95)
• 組み込まれている AWS コマンドラインツール (p. 96)
• cloud-init (p. 97)
• リポジトリの設定 (p. 98)
• パッケージの追加 (p. 99)
• 参照のためのソースパッケージへのアクセス (p. 99)
• アプリケーションの開発 (p. 100)
• インスタンスストアアクセス (p. 100)
• 製品ライフサイクル (p. 100)
• セキュリティの更新 (p. 101)
• サポート (p. 101)

Amazon Linux AMI の検索
最新の Amazon Linux AMI のリストについては、「Amazon Linux AMI」を参照してください。

Amazon Linuxインスタンスを起動し、それに接続す
る
希望するAMIが見つかったら、AMI IDを控えておきます。AMI IDを使ってインスタンスを起動し、そ
のインスタンスに接続することができます。

デフォルトでは、Amazon Linux はリモートルート SSH を許可しません。また、パスワード認証は、
パスワードのブルートフォース攻撃を防ぐために無効になっています。Amazon Linux インスタンスへ
の SSH ログインを有効にするには、起動時にキーペアをインスタンスに提供する必要があります。ま
た、インスタンスを起動するときに使用するセキュリティグループで、SSH アクセスを許可するよう
設定する必要もあります。デフォルトでは、SSH を使用してリモートログインできる唯一のアカウン
トはec2-userです。このアカウントにはsudo特権もあります。リモートルートログインを有効にす
る場合は、このログインが、キーペアおよびセカンダリユーザーを使用する場合よりも安全性が低いこ
とに注意してください。

AmazonLinuxインスタンスの起動と使用についての詳細は、インスタンスの起動(p. 324)を参照してく
ださい。Amazon Linux インスタンスへの接続についての詳細は、Linux/Unix インスタンスへの接
続 (p. 335) を参照してください。

Amazon Linux AMI イメージの特定
各イメージにはAMIを特定する一意の/etc/image-idが含まれています。このファイルには、イメー
ジに関する情報が含まれています。

次は、/etc/image-idファイルの例です。

[ec2-user ~]$ cat /etc/image-id
image_name="amzn-ami-pv"
image_version="2014.03"
image_arch="x86_64"
image_file="amzn-ami-pv-2014.03.rc-1.x86_64.ext4"
image_stamp="6270-181c"
image_date="20140320044105"
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recipe_name="amzn ami"
recipe_id="5f291ea8-31de-0e3c-05c2-8f26-942c-852a-0d5f98fa"

image_name、image_version、および image_arch項目は、イメージを作成するときにAmazonが
使用したビルドレシピに基づいています。image_stampは、イメージの作成中に生成されたランダム
な一意の16進値にすぎません。image_date項目の形式はYYYYMMDDhhmmssで、イメージを作成
した UTC 時間です。recipe_nameと recipe_idは、イメージを作成するときに Amazon が使用し
たビルドレシピの名前と ID を参照し、これにより、現在実行中の Amazon Linux バージョンが特定さ
れます。このファイルは、yum リポジトリから更新をインストールしても変更されません。

Amazon Linux には、インストールされている現在のリリースを示す /etc/system-releaseファイ
ルが含まれています。このファイルは、yumによって更新され、system-releaseRPMの一部です。

次は、/etc/system-releaseファイルの例です。

[ec2-user ~]$ cat /etc/system-release
Amazon Linux AMI release 2014.03

Amazon Linux には、/etc/system-release-cpe内の機械による読み取りが可能なバージョンの
/etc/system-releaseファイルも含まれます。また、MITREのCPE仕様に準拠しています（CPE）。

組み込まれている AWS コマンドラインツール
Amazon Linux またはデフォルトリポジトリには、AWS の統合および使用量によく使用される次のコ
マンドラインツールが含まれています。

• aws-amitools-ec2

• aws-apitools-as

• aws-apitools-cfn

• aws-apitools-common

• aws-apitools-ec2

• aws-apitools-elb

• aws-apitools-iam

• aws-apitools-mon

• aws-apitools-rds

• aws-cfn-bootstrap

• aws-cli

• aws-scripts-ses

これらのツールの設定を簡素化するために、認証情報ファイルのインストール後、
AWS_CREDENTIAL_FILE、JAVA_HOME、AWS_PATH、PATH、および製品固有の環境変数を準備するた
めのシンプルなスクリプトが組み込まれます。

また、次に説明するように、複数のバージョンの API と AMI ツールをインストールできるように、こ
れらのツールの希望するバージョンにアクセスするシンボリックリンクを/opt/awsに配置しました。

/opt/aws/bin
インストールされている各ツールディレクトリにある、/binディレクトリへのシンボリックリン
ク。

/opt/aws/{apitools|amitools}
インストールされた最新バージョンにアタッチされている name-versionフォームと nameシン
ボリックリンクのディレクトリに製品がインストールされます。
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/opt/aws/{apitools|amitools}/name/environment.sh
/etc/profile.d/aws-apitools-common.shにより使用され、EC2_HOMEなどの製品固有の環
境変数を設定します。

cloud-init

cloud-initパッケージは、Canonicalによって構築されたオープンソースアプリケーションであり、
AmazonEC2などのクラウドコンピューティング環境でLinuxイメージをブートストラップするときに
使用されます。Amazon Linuxにはカスタマイズされたバージョンの cloud-initが含まれています。
これにより、起動時のインスタンスに対するアクションを指定することができます。インスタンスの起
動時に、ユーザーデータフィールドを使用して必要なアクションを cloud-initに渡すことができま
す。つまり、さまざまなユースケースに対して共通の AMI を使用し、起動時にその AMI を動的に設定
できます。また、Amazon Linux は cloud-init を使用して、ec2-userアカウントの初期設定を実
行します。

cloud-initの詳細については、https://help.ubuntu.com/community/CloudInit を参照してください。

Amazon Linux は次の cloud-initアクションを使用します（/etc/sysconfig/cloudinitで設定
できます）。

• action: INIT（常に実行）
• デフォルトロケールの設定
• ホスト名の設定
• ユーザーデータの解析と処理を行う

• action: CONFIG_SSH
• ホストプライベート SSH キーを生成する
• 容易にログインおよび管理できるように、ユーザーのパブリック SSH キーを
.ssh/authorized_keysに追加する

• action: PACKAGE_SETUP
• yum repo を準備する
• ユーザーデータで定義されたパッケージアクションの処理

• action: RUNCMD
• シェルコマンドの実行

• action: RUN_USER_SCRIPTS
• ユーザーデータにあるユーザースクリプトの実行

• action: CONFIG_MOUNTS
• エフェメラルドライブのマウント

• action: CONFIG_LOCALE
• ユーザーデータに基づく、ロケール設定ファイルのロケールを設定する

サポートされているユーザーデータ形式
cloud-initパッケージでは、さまざまな形式のユーザーデータを処理できます。

• Gzip
• ユーザーデータが gzip で圧縮されている場合、cloud-initはデータを解凍し、適切に処理しま
す。

• MIME マルチパート
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• MIMEマルチパートファイルを使用して、複数のデータタイプを指定できます。例えば、ユーザー
データスクリプトとクラウド設定タイプの両方を指定できます。マルチパートファイルのパートの
形式がサポートされている形式のいずれかの場合、そのパートは cloud-initで処理できます。

• Base64 デコード
• ユーザーデータがbase64でエンコードされている場合、cloud-initは、デコードされたデータ
をサポートされているタイプのいずれかとして認識できるか確認します。デコードされたデータを
認識できる場合、データをデコードし、適切に処理します。認識できない場合、base64 データは
変更されません。

• ユーザーデータスクリプト
• 「#!」または「Content-Type: text/x-shellscript」で始まります。
• このスクリプトは、初回の起動サイクル時に/etc/init.d/cloud-init-user-scriptsによっ
て実行されます。これは起動プロセスの後半（初期設定アクションが実行された後）に実行されま
す。

• インクルードファイル
• 「#include」または「Content-Type: text/x-include-url」で始まります。
• このコンテンツはインクルードファイルです。ファイルにはURL の一覧（1行に 1つの URL）が
含まれます。各 URL が読み取られ、そのコンテンツが同じルールセットを使用して渡されます。
URL から読み取られたコンテンツは gzip、MIME マルチパート、またはプレーンテキスト形式に
なります。

• クラウド設定データ
• 「#cloud-config」または「Content-Type: text/cloud-config」で始まります。
• このコンテンツはクラウド設定データです。サポートされている設定形式のコメント付きサンプル
については、例を参照してください。

• クラウドブートフック
• 「#cloud-boothook」または「Content-Type: text/cloud-boothook」で始まります。
• このコンテンツはブートフックデータです。このデータは /var/lib/cloudにあるファイルに保
存され、すぐに実行されます。

• これは最初に使用可能な「フック」です。1回だけ実行するためのメカニズムはありません。ブー
トフックは自身でこの点に対処する必要があります。環境変数 INSTANCE_IDでインスタンス ID
が指定されています。この変数を使用して、インスタンスあたり1つのブートフックデータのセッ
トを提供します。

リポジトリの設定
2011 年 9 月リリースの Amazon Linux より、Amazon Linux AMI はスナップショットとして扱われる
ようになり、yum update -yの実行時には、最新のパッケージを常に提供するリポジトリおよび更新
構造を備えるようになりました。

このリポジトリ構造は、Amazon Linux のあるバージョンから次のバージョンへのローリング更新を可
能にするように、連続的な更新が配信されるように設定されています。たとえば、前のバージョンの
AmazonLinuxAMI（2013.09やそれより前のバージョンなど）からインスタンスを起動し、yum update
-yを実行する場合でも、最新のパッケージが利用できます。

AmazonLinuxのローリング更新を無効にするには、lock-on-launch機能を有効にします。lock-on-launch
機能は、新たに起動したインスタンスが、指定したリリースの AMI からのみ更新を受け取れるように
ロックします。たとえば、2014.03 AMIに移行する準備ができるまでは、2013.09 AMIを起動したとき
に、2014.03AMIより前にリリースされた更新のみを受け取るよう指定できます。新しいインスタンス
で lock-on-launch を有効にするには、EC2 コンソールまたは -fフラグが設定された
ec2-run-instancesコマンドを使用して、次のユーザーデータを cloud-initに渡してインスタン
スを起動します。
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#cloud-config
repo_releasever: 2013.09

既存のインスタンスを現在の AMI リリースバージョンにロックするには

1. /etc/yum.confを編集します。
2. releasever=latestをコメントアウトします。
3. yum clean all を実行し、キャッシュを消去します。

パッケージの追加
Amazon Linuxは、各Amazon EC2のリージョンでホストされているオンラインパッケージリポジトリ
と一緒に使用するように設計されています。これらのリポジトリは、Amazon Linux AMI パッケージの
継続的な更新だけでなく、何百もの一般的なオープンソースのサーバーアプリケーションへのアクセス
を提供します。リポジトリはすべてのリージョンに存在し、yum 更新ツールを使用してアクセスでき
るほか、Amazon Linux AMI パッケージのサイトでもアクセスできます。各リージョンでリポジトリを
ホストしているため、データ転送料金なしで、更新を迅速にデプロイできます。パッケージをインス
トールするには、次の yum コマンドを発行します。

[ec2-user ~]$ sudo yum install httpd

EnterpriseLinux（EPEL）リポジトリの追加パッケージへのアクセスが設定されていますが、デフォル
トでは有効になっていません。EPEL は、Amazon Linux リポジトリのパッケージのほか、サードパー
ティ製のパッケージを提供します。AWS はサードパーティ製のパッケージをサポートしていません。

必要なアプリケーションが Amazon Linux に含まれていない場合は、そのアプリケーションを直接
Amazon Linux インスタンスにインストールできます。Amazon Linux は、RPM および yum を使用し
てパッケージを管理します。これが最も簡単に新しいアプリケーションをインストールする方法になる
でしょう。Amazon Linux 中央リポジトリで利用可能なアプリケーションは多数あるので、アプリケー
ションがそのリポジトリで利用できるかどうかを最初に必ず確認する必要があります。これらのアプリ
ケーションは、Amazon Linux インスタンスに簡単に追加できます。

実行中の Amazon Linux インスタンスにアプリケーションをアップロードするには、scpまたは sftp
を使用し、インスタンスにログオンしてアプリケーションを設定します。組み込みのcloud-initパッ
ケージからPACKAGE_SETUPアクションを使用して、インスタンスの起動時にアプリケーションをアッ
プロードすることもできます。詳細については、cloud-init (p. 97) を参照してください。

Important

VPC（VirtualPrivateCloud）でインスタンスを実行している場合、yumリポジトリにアクセス
するために、インターネットゲートウェイを VPC にアタッチする必要があります。詳細につ
いては、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドのインターネットゲートウェイを参照
してください。

参照のためのソースパッケージへのアクセス
Amazon Linux で提供されているツールを使用して、インスタンスにインストールしたパッケージソー
スを参照するために表示できます。ソースパッケージは、Amazon Linux およびオンラインパッケージ
リポジトリに含まれるすべてのパッケージで利用できます。インストールするソースパッケージのパッ
ケージ名を確認し、get_reference_sourceコマンドを使用して実行中のインスタンス内にソースを
表示します。以下に例を示します。
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[ec2-user ~]$ get_reference_source -p bash

レスポンスの例を次に示します。

Requested package: bash
Found package from local RPM database: bash-4.1.2-15.17.amzn1.x86_64
Corresponding source RPM to found package :
bash-4.1.2-15.17.amzn1.src.rpm

Are these parameters correct? Please type 'yes' to continue: yes
Source RPM downloaded to:
/usr/src/srpm/debug/bash-4.1.2-15.17.amzn1.src.rpm

ソース RPM は、インスタンスの /usr/src/srpm/debugディレクトリにあります。ソース RPM は
この場所から解凍されます。そして、標準のRPMツールを使用して、参照するためにソースツリーを
表示できます。デバッグが完了したら、パッケージを利用できます。

Important

VPC（VirtualPrivateCloud）でインスタンスを実行している場合、yumリポジトリにアクセス
するために、インターネットゲートウェイを VPC にアタッチする必要があります。詳細につ
いては、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドのインターネットゲートウェイを参照
してください。

アプリケーションの開発
Amazon Linux の yum リポジトリには、Linux 開発ツールのフルセットが用意されています。Amazon
Linuxでアプリケーションを開発するには、yumで必要な開発ツールを選択します。あるいは、CentOS
および他の同様のディストリビューションで開発された多くのアプリケーションは、Amazon Linux で
実行できるはずです。

インスタンスストアアクセス
インスタンスストアドライブ ephemeral0は、Amazon Instance Store-Backed AMI での
み、/media/ephemeral0にマウントされます。これは、インスタンスストアドライブを /mntにマ
ウントする他の多くのイメージとは異なります。

製品ライフサイクル
Amazon Linux AMI のセキュリティと機能強化は定期的に更新されます。Amazon Linux インスタンス
でデータまたはカスタム設定を保存する必要がない場合は、最新のAmazon Linux AMIで新しいインス
タンスを再起動できます。Amazon Linux インスタンスでデータまたはカスタム設定を保存する必要が
ある場合は、Amazon Linux yumリポジトリを介してこれらのインスタンスを維持できます。yumリポ
ジトリには、更新されたすべてのパッケージが含まれます。実行中のインスタンスにこれらの更新を適
用するよう選択できます。

新しいバージョンの AMI がリリースされても、古いバージョンの AMI と更新パッケージは引き続き利
用できます。AWSサポートを介して古いバージョンのAmazonLinux;サポートをお求めの場合、Amazon
では、サポートプロセスの一環として、新しいバージョンに移行するようお客様にお願いすることがあ
ります。
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セキュリティの更新
セキュリティの更新は、Amazon Linux AMI yum リポジトリと更新された Amazon Linux AMI を介して
提供されます。セキュリティアラートは、Amazon Linux AMI セキュリティセンターで公開されます。
AWS セキュリティポリシーの詳細については、またはセキュリティの問題を報告するには、AWS セ
キュリティセンターにアクセスしてください。

Amazon Linux AMI は、起動時にセキュリティの更新をダウンロードおよびインストールするよう設定
されています。これは repo_upgradeと呼ばれる cloud-init設定を介して制御されます。次の
cloud-init設定のスニペットは、インスタンス初期化に渡すユーザーデータテキストで設定を変更す
る方法を示しています。

#cloud-config
repo_upgrade: security

repo_upgrade設定に使用できる値は次のようになります。

      
Amazon によってセキュリティ更新としてマークされた保留中の更新を適用します。

bugfix
Amazonによってバグフィックスとしてマークされた更新を適用します。バグフィックスは大きな
サイズの更新セットで、セキュリティ更新および他のさまざまな小さなバグに対する修正が含まれ
ます。

   
分類に関係なく、使用できる適切な更新すべてを適用します。

none
起動時に更新をインスタンスに適用しません。

repo_upgradeのデフォルトの設定は security です。つまり、ユーザーデータで別の値を指定しない
場合、Amazon Linux AMI は、デフォルトにより、インストールされているすべてのパッケージに対し
て、起動時にセキュリティを更新します。Amazon Linux AMI はまた、/etc/motdファイルを利用し
て、ログイン時に利用できる更新の数を表示し、インストールされているパッケージすべての更新をお
知らせします。これらの更新をインストールするには、インスタンスで sudo yum upgradeを実行する
必要があります。

Important

VPC（VirtualPrivateCloud）でインスタンスを実行している場合、yumリポジトリにアクセス
するために、インターネットゲートウェイを VPC にアタッチする必要があります。詳細につ
いては、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドのインターネットゲートウェイを参照
してください。

サポート
基本的な Amazon Linux AMI のインストールと使用に関するサポートは、AWS サポートの加入者向け
サービスとなっています。詳細については、AWS サポートを参照してください。

Amazon Linux についてご質問がありましたら、Amazon EC2 forum に投稿することをお勧めします。

API Version 2014-02-01
101

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
セキュリティの更新

http://aws.amazon.com/amazon-linux-ami/security-bulletins/
http://aws.amazon.com/security/
http://aws.amazon.com/security/
http://docs.aws.amazon.com/AmazonVPC/latest/UserGuide/VPC_Internet_Gateway.html
http://aws.amazon.com/premiumsupport/
https://forums.aws.amazon.com/forum.jspa?forumID=30


独自の Linux カーネルの使用
Abstract

AMI を作成するとき、PV-GRUB を使用するカーネルを提供します。

インスタンスでユーザー指定カーネルを有効にするために、AmazonはPV-GRUBというシステムを使
用する Amazon カーネルイメージ（AKI）を公開しました。PV-GRUB は、パッチが適用されたバー
ジョンのGNUGRUB0.97を実行する準仮想ブートローダです。インスタンスを開始するとき、PV-GRUB
は、お客様のイメージの menu.lstファイルが指定するカーネルを読み込みます。

PV-GRUBは標準の grub.confまたは menu.lstコマンドを認識しますこれにより、現在サポートさ
れているすべての Linux ディストリビューションとともに利用できます。Ubuntu 10.04 LTS、Oracle
Enterprise Linux、CentOS 5.xなど、古いディストリビューションでは特別な「ec2」や「xen」カーネ
ルパッケージが必要です。新しいディストリビューションでは、デフォルトのカーネルパッケージに必
要なドライバが含まれています。

最新の準仮想 AMI では、デフォルトで PV-GRUB AKI を使用します（Amazon EC2 Launch Wizard
Quick Start メニューで利用できるすべての準仮想 Linux AMI が含まれています）。そのため、使用す
るカーネルにディストリビューションとの互換性がある場合、インスタンスで別のカーネルを使用する
ために必要な追加の手順はありません。AMIのカーネルイメージがPV-GRUBAKIであることをAmazon
EC2 コマンドラインツール（チェックするカーネルイメージ ID を代用します）で検証できます。

$ ec2-describe-images -a -F image-id=aki-880531cd
IMAGE   aki-880531cd    amazon/pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gz ...

出力の [name] フィールドに pv-grubが入っている必要があります。

Topics
• PV-GRUB の制約事項 (p. 102)
• GRUB の設定 (p. 103)
• Amazon PV-GRUB カーネルイメージ ID (p. 104)
• PV-GRUB の更新 (p. 106)

PV-GRUB の制約事項
PV-GRUB には次の制約事項があります。

• PV-GRUB の 64 ビットバージョンを使用して 32 ビットカーネルを起動したり、PV-GRUB の 32
ビットバージョンを使用して 64 ビットカーネルを起動したりすることはできません。

• PV-GRUB AKI の使用時には、Amazon ラムディスクイメージ（ARI）を指定できません。
• AWS は、PV-GRUB が EXT2、EXT3、EXT4、JFS、XFS、ReiserFS のファイルシステム形式で動
作することをテストし、確認しています。その他のファイルシステム形式では動作しない場合があり
ます。

• PV-GRUB は、gzip、bzip2、lzo、xz 圧縮形式を利用して圧縮されたカーネルを起動できます。
• ClusterAMIはPV-GRUBをサポートせず、また、必要としません。完全ハードウェア仮想化（HVM）
が使用されるためです。準仮想インスタンスは PV-GRUB を使用して起動します。一方、HVM イン
スタンスボリュームは実際のディスクのように扱われ、その起動プロセスはパーティション分割ディ
スクとブートローダーを備えるベアメタルオペレーティングシステムの起動プロセスに似ています。

• PV-GRUBバージョン1.03以前では、GPTパーティショニングをサポートしません。MBRパーティ
ショニングがサポートされています。

• Amazon EBSで Logical Volume Manager（LVM）を使用する場合、LVMの外側に別の起動パーティ
ションが必要です。その場合、LVM で論理ボリュームを作成できます。
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GRUB の設定
PV-GRUBを起動するには、GRUBmenu.lstファイルがイメージに含まれている必要があります。こ
のファイルの最も一般的な場所は /boot/grub/menu.lstです。

次の例は、PV-GRUB AKI を使用して AMI を起動する menu.lst設定ファイルです。この例では、
Amazon Linux 2013.09（この AMI の元々のカーネル）と Vanilla Linux 3.11.6
（https://www.kernel.org/ の新しいバージョンの Vanilla Linux カーネル）の 2つのカーネルエントリを
選択できます。Vanilla エントリは、この AMI の元々のエントリからコピーされました。kernelと
initrdパスは新しい場所に更新されました。[default 0]パラメータは、ブートローダをそれが検出
した最初のエントリ（この場合、Vanillaエントリ）にポイントします。[fallback 1]パラメータは、
最初のエントリの起動に問題が発生した場合、次のエントリにブートローダをポイントします。

default 0
fallback 1
timeout 0
hiddenmenu

title Vanilla Linux 3.11.6
root (hd0)
kernel /boot/vmlinuz-3.11.6 root=LABEL=/ console=hvc0
initrd /boot/initrd.img-3.11.6

title Amazon Linux 2013.09 (3.4.62-53.42.amzn1.x86_64)
root (hd0)
kernel /boot/vmlinuz-3.4.62-53.42.amzn1.x86_64 root=LABEL=/ console=hvc0
initrd /boot/initramfs-3.4.62-53.42.amzn1.x86_64.img

menu.lstファイルにフォールバックカーネルを指定する必要はありません。ただし、新しいカーネル
をテストするときは、フォールバックを設定することをお勧めします。PV-GRUBでは、新しいカーネ
ルにエラーがあった場合に別のカーネルにフォールバックできます。フォールバックカーネルを設定す
ると、新しいカーネルが見つからない場合でもインスタンスを起動できます。

PV-GRUBは、次の場所でmenu.lstをチェックします。その際、それが検出した最初の場所が利用さ
れます。

• (hd0)/boot/grub

• (hd0,0)/boot/grub

• (hd0,0)/grub

• (hd0,1)/boot/grub

• (hd0,1)/grub

• (hd0,2)/boot/grub

• (hd0,2)/grub

• (hd0,3)/boot/grub

• (hd0,3)/grub

PV-GRUB 1.03 以前では、このリストの最初の 2 つの場所うちの 1 つのみがチェックされることに注
意してください。
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Amazon PV-GRUB カーネルイメージ ID
PV-GRUB AKI はすべての Amazon EC2 リージョンで利用できます。32 ビットと 64 ビットの両方の
アーキテクチャタイプに AKI があります。最新の AMI では、デフォルトで PV-GRUB AKI が使用され
ます。

すべてのバージョンの PV-GRUB AKI がすべてのインスタンスタイプと互換性があるとは限らないた
め、常に最新バージョンのPV-GRUBAKIを使用することをお勧めします。次のコマンドを使用し、現
在のリージョンの PV-GRUB AKI のリストを取得します。

$ ec2-describe-images -o amazon --filter "name=pv-grub-*.gz"

PV-GRUB は、ap-southeast-2リージョンで利用できる唯一の AKI であることにご注意ください。
このリージョンにコピーする AMI が、このリージョンで利用できる PV-GRUB のバージョンを使用し
ていることを確認してください。

各リージョンの現在のAKI ID は次のとおりです。現在、hd0 AKI と hd00 AKI には違いがありません。
ただし、下位互換性のために両方の命名体系を引き続き提供します。新しい AMI は、hd0 AKI を使用
して登録する必要があります。

ap-northeast-1, アジアパシフィック（東京）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-136bf512

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-176bf516

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-196bf518

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-1f6bf51e

ap-southeast-1, アジアパシフィック（シンガポール）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-ae3973fc

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-503e7402

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-563e7404

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-5e3e740c

ap-southeast-2, アジアパシフィック（シドニー）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-cd62fff7

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-c362fff9

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-c162fffb

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-3b1d8001
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eu-west-1, 欧州（アイルランド）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-68a3451f

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-52a34525

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-5ea34529

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-58a3452f

sa-east-1, 南米（サンパウロ）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-5b53f446

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-5553f448

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-5753f44a

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-5153f44c

us-east-1, 米国東部（バージニア北部）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-8f9dcae6

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-919dcaf8

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-659ccb0c

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-499ccb20

us-gov-west-1, AWS GovCloud（米国）

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-1fe98d3c

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-1de98d3e

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-63e98d40

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-61e98d42

us-west-1, 米国西部（北カリフォルニア）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-8e0531cb

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-880531cd

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-960531d3
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イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-920531d7

us-west-2, 米国西部（オレゴン）リージョン

イメージ名イメージ ID

pv-grub-hd0_1.04-i386.gzaki-f08f11c0

pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gzaki-fc8f11cc

pv-grub-hd00_1.04-i386.gzaki-e28f11d2

pv-grub-hd00_1.04-x86_64.gzaki-e68f11d6

PV-GRUB の更新
すべてのバージョンの PV-GRUB AKI がすべてのインスタンスタイプと互換性があるとは限らないた
め、常に最新バージョンの PV-GRUB AKI を使用することをお勧めします。また、古いバージョンの
PV-GRUB はすべてのリージョンで使用できるわけではないため、旧バージョンを使用する AMI を、
そのバージョンをサポートしないリージョンにコピーした場合、カーネルのイメージを更新するまで、
その AMI から起動されたインスタンスを起動できなくなります。次の手順を使用してインスタンスの
PV-GRUB のバージョンを確認し、必要に応じて更新します。

PV-GRUB のバージョンを確認するには

1. インスタンスのカーネル ID を見つけます。

$ ec2-describe-instance-attribute instance_id --kernel --region region
kernel instance_id aki-fc8f11cc

このインスタンスのカーネル ID は、aki-fc8f11ccです。
2. このカーネル ID のバージョン情報を表示します。

$ ec2-describe-images aki-fc8f11cc --region region
IMAGE aki-fc8f11cc amazon/pv-grub-hd0_1.04-x86_64.gz ...

このカーネルイメージはPV-GRUB1.04です。PV-GRUBのバージョンが最新バージョン（Amazon
PV-GRUBカーネルイメージID (p. 104)を参照）でない場合、次の手順を使用して更新する必要が
あります。

PV-GRUB のバージョンを更新するには

インスタンスが古いバージョンのPV-GRUBを使用している場合は、最新バージョンに更新する必要が
あります。

1. Amazon PV-GRUBカーネルイメージ ID (p. 104)で、使用するリージョンとプロセッサアーキテク
チャーの最新の PV-GRUB AKI を特定します。

2. インスタンスを停止します。使用されるカーネルイメージを変更するには、インスタンスを停止す
る必要があります。
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$ ec2-stop-instances instance_id --region region
INSTANCE instance_id stopped stopped

3. インスタンスに使用するカーネルイメージを変更します。

$ ec2-modify-instance-attribute --kernel kernel_id --region region instance_id

4. インスタンスを再起動します。

$ ec2-start-instances --region region instance_id
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Amazon EC2 インスタンス

Abstract

インスタンスの設定、起動、接続、および管理。

Amazon EC2 を初めて使用する場合は、次のトピックを参照して使用を開始してください。

• Amazon EC2 とは (p. 1)
• Amazon EC2 でのセットアップ (p. 21)
• Amazon EC2 Linux インスタンスの使用開始 (p. 27)
• &EC2 Windows インスタンスの使用開始
• インスタンスのライフサイクル (p. 321)

実稼働環境を起動する前に、以下の質問に答える必要があります。

Q: ニーズに最も合っている購入オプションはどれですか。
Amazon EC2はオンデマンドインスタンス（デフォルト）、スポットインスタンス (p. 134)、、お
よびリザーブドインスタンス(p. 218)をサポートしています。詳細については、AmazonEC2料金
表を参照してください。

Q: ニーズに最も合っているインスタンスタイプはどれですか。
Amazon EC2 には、アプリケーションを実行するために必要な CPU、メモリ、ストレージ、ネッ
トワークキャパシティを選択できるようにするため、さまざまなインスタンスタイプが用意されて
います。詳細については、「インスタンスタイプ (p. 109)」を参照してください。

Q: ニーズに合っているルートボリュームのタイプはどれですか。
各インスタンスは Amazon EBS またはインスタンスストアによってサポートされています。必要
なルートボリュームのタイプに基づいて AMI を選択します。詳細については、「ルートデバイス
のストレージ (p. 57)」を参照してください。

Q. 仮想プライベートクラウドを使用するとメリットがありますか。
EC2-Classic または EC2-VPC でインスタンスを起動できる場合は、どちらのプラットフォームが
ニーズに合っているかを判断する必要があります。詳細については、「サポートされているプラッ
トフォーム(p. 527)」および「Amazon EC2とAmazon Virtual Private Cloud（VPC） (p. 524)」を参
照してください。
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インスタンスタイプ
Abstract

AmazonEC2では、コンピューティング、メモリ、ストレージ、ネットワークの能力が異なるさまざまなインスタ
ンスタイプが提供されています。

インスタンスを起動するときは、指定したインスタンスタイプによって、インスタンスに使用するホス
トコンピュータのハードウェアが決まります。インスタンスタイプごとに、コンピューティング、メモ
リ、ストレージの能力が異なります。インスタンスタイプは、インスタンス上で実行するアプリケー
ションやソフトウェアの要件に基づいて選択します。

Amazon EC2 は、基になっているハードウェアに関係なく、各インスタンスに、一貫した予測可能な
CPU 能力を提供します。

Amazon EC2 は、CPU、メモリ、インスタンスストレージなどのホストコンピュータの一部のリソー
スを、特定のインスタンス専用に割り当てます。ネットワークやディスクサブシステムなどの他のホス
トコンピュータリソースは、インスタンス間で共有されます。ホストコンピュータの各インスタンス
が、これらの共有リソースの1つを可能な限り利用しようとする場合、それぞれのインスタンスは、そ
のリソースの共有分を等しく受け取ります。ただし、リソースの使用率が低い場合は、1つのインスタ
ンスがそのリソースを多く使用できます。

各インスタンスタイプは、共有リソースからからより高い、またはより低い最小性能を提供します。例
えば、高速のI/Oパフォーマンスを実行するインスタンスタイプは、共有リソースに対してより大きな
割り当てを取得します。共有リソースをより大きく配分することによって、I/O 性能のばらつきを抑え
ることもできます。ほとんどのアプリケーションでは、中程度のI/O性能があれば十分です。ただし、
より高い、またはより一貫した I/O パフォーマンスを必要とするアプリケーションの場合は、より I/O
パフォーマンスの高いインスタンスタイプを使用することを検討してください。

インスタンスの最大トランスミッション単位（MTU）はインスタンスタイプに依存します。CC2、C3、
R3、CG1、CR1、G2、HS1、HI1、I2、M3 の各インスタンスタイプは、9001 MTU（ジャンボフレー
ム）を提供します。他のインスタンスタイプは、1500 MTU（Ethernet v2 フレーム）を提供します。

Amazon EBS I/O 用にさらに多くの専用容量を取得するには、一部のインスタンスタイプを Amazon
EBS最適化インスタンスとして起動できます。詳細については、AmazonEBS最適化インスタンス(p.127)
を参照してください。

高パフォーマンスコンピューティング（HPC）アプリケーション用にインスタンスを最適化するには、
一部のインスタンスタイプをプレイスメントグループで起動できます。詳細については、プレイスメン
トグループ (p. 128) を参照してください。

インスタンスを起動すると、準仮想（PV）とハードウェア仮想マシン（HVM）の 2種類のうち 1つが
使用されます。仮想化タイプは、インスタンスの起動に使用される AMI によって決まります。インス
タンスタイプには、PV と HVM の両方をサポートしているものと、どちらか一方のみをサポートして
いるものもあります。HVM仮想化は、AWSプラットフォームによって提供されるハードウェアアシス
トテクノロジーを使用します。HVM仮想化を使用すると、ゲストVMはネイティブハードウェアプラッ
トフォーム上で動作しているかのように動作します。ただし、パフォーマンスの向上のためにPVネッ
トワークとストレージドライバは使用します。

利用可能なインスタンスタイプ
Amazon EC2 では、次の表で示すインスタンスタイプが提供されます。

インスタンスタイプインスタンスファミリー

m1.small | m1.medium | m1.large | m1.xlarge | m3.medium |
m3.large | m3.xlarge | m3.2xlarge

汎用
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インスタンスタイプインスタンスファミリー

c1.medium | c1.xlarge | c3.large | c3.xlarge | c3.2xlarge
| c3.4xlarge | c3.8xlarge | cc2.8xlarge

コンピューティングの最適化

m2.xlarge | m2.2xlarge | m2.4xlarge | r3.large | r3.xlarge
| r3.2xlarge | r3.4xlarge | r3.8xlarge | cr1.8xlarge

メモリを最適化

hi1.4xlarge | hs1.8xlarge | i2.xlarge | i2.2xlarge |
i2.4xlarge | i2.8xlarge

ストレージの最適化

t1.microマイクロインスタンス

cg1.4xlarge | g2.2xlargeGPU インスタンス

ハードウェア仕様
各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

お客様のニーズに最適なインスタンスタイプを決定するには、インスタンスを起動し、独自のベンチ
マークアプリケーションを使用することをお勧めします。支払いはインスタンス時間単位なので、決定
する前に複数のインスタンスタイプをテストすると、便利なうえ、コストを抑えることができます。
ニーズが変化した場合は、後でインスタンスのサイズを変更できます。詳細については、インスタンス
のサイズ変更 (p. 131) を参照してください。

マイクロインスタンス
Abstract

マイクロインスタンスは、非常に低コストなオプションで、小規模なコンピューティングリソースを提供します。

マイクロインスタンス（t1.micro）は、少量かつ一定量の CPU リソースを提供し、追加サイクルが
利用可能であるときは、CPU 処理能力を短期バーストとして増大させることができます。このタイプ
が適しているのは、低スループットのアプリケーションやウェブサイトが定期的に追加計算サイクルを
必要とする場合です。

t1.microインスタンスは、Amazon EBS-Backed インスタンスとしてのみ利用できます。

このドキュメントでは、t1.microインスタンスの動作とその適用方法について説明します。ここで
は、特定の動作の詳細を説明するのではなく、インスタンスの動作の様子を描いて示すことを重視しま
す。インスタンスの動作が理解できれば、マルチテナント型共有ウェブホストシステムなどの場合に比
べて、パフォーマンスをより正確に掌握することができます。

Topics
• ハードウェア仕様 (p. 111)
• マイクロインスタンスの最適なアプリケーション (p. 111)
• スパイク中に利用可能な CPU リソース (p. 113)
• インスタンスが割り当てられたリソースを使用する場合 (p. 113)
• m1.small インスタンスタイプとの比較 (p. 115)
• マイクロインスタンスの AMI 最適化 (p. 117)
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ハードウェア仕様
各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

マイクロインスタンスの最適なアプリケーション
t1.microインスタンスは、ワークロードの CPU 使用率のスパイク期間（次の図を参照）に対応する
ための CPU リソースを提供します。

インスタンスは、2 つの基本レベルの CPU 使用率のみで機能するように設計されています。1 つは通
常の低バックグラウンドレベルで、もう1つはバックグラウンドレベルよりはるかに高い短期スパイク
レベルです。インスタンスは、最大 2つの EC2 コンピューティングユニット（ECU）で動作すること
が許可されています（1 つの ECU が 1.0～1.2 GHz 2007 Opteron、または 2007 Xeon プロセッサと同
等の CPU 能力を提供）。最大レベルとバックグラウンドレベルとの比率は大きくなるように設計され
ています。t1.microインスタンスは、アプリケーションで1分あたり数十のリクエストをサポートす
るように設計されています。ただし実際のパフォーマンスは、アプリケーションで申請された各リクエ
ストが必要とする CPU リソースの量に応じて、大幅に変わる可能性があります。

アプリケーションの CPU 使用率プロファイルは、上記の図に示すプロファイルと同じとは限りませ
ん。次の図は、t1.microインスタンスに適していないアプリケーションのプロファイルを表示してい
ます。アプリケーションには、リクエストごとに連続したデータ処理 CPU リソースが必要であるた
め、CPU 使用率が長時間にわたって高レベルを維持する結果となり、t1.microインスタンスでは対
処できません。
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次の図は、t1.microインスタンスに不適切なもう1つのプロファイルを示しています。ここではCPU
利用率のスパイクの 1 つ 1 つは短期間ですが、マイクロインスタンスで対処できないほど頻発してい
ます。

次の図は、t1.microインスタンスに不適切なもう1つのプロファイルを示しています。ここではスパ
イクは頻発していませんが、スパイク間のバックグラウンドレベルが t1.microインスタンスで対処
できないほど高くなっています。
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t1.microインスタンスに適切ではない前記の各ワークロードのケースでは、異なるインスタンスタイ
プの使用をご検討いただくことをお勧めします。インスタンスタイプの詳細については、「インスタン
スタイプ (p. 109)」を参照してください。

スパイク中に利用可能な CPU リソース
計算リソースの要求のスパイクに対応するためにインスタンスがバーストすると、ホスト上の未使用の
リソースが使用されます。利用可能な量は、スパイク発生時の競合の程度に応じて異なります。ホスト
上の他のインスタンスがスパイク中であるかどうかに関係なく、インスタンスには必ず CPU リソース
が適用されます。

インスタンスが割り当てられたリソースを使用する場合
ある期間内にはアプリケーションは CPU リソースの一部のみを使用するものと想定しています。アプ
リケーションが、インスタンスに割り当てられたCPUリソースを超える量を使用する場合は、CPUの
使用レベルが低レベルになるように、一時的にインスタンスを制限します。インスタンスが割り当てら
れたすべてのリソースを使用し続けると、パフォーマンスが低下します。CPU の使用レベルを制限す
る時間を延長することで、インスタンスの再バーストが許可されるまでの時間を長くします。

t1.microインスタンスの CloudWatch モニタリングを有効にすると、AWS Management Console で
「CPU平均利用率」グラフを使用して、インスタンスが割り当てられているすべてのCPUリソースを
定期的に使用しているかどうかを判別できます。各期間の最大値を確認することをお勧めします。最大
値が100%である場合は、Auto Scalingを使用してスケールアウトする（t1.microインスタンスを追
加し、ロードバランサーを使用する）か、またはより大きいサイズのインスタンスタイプに移行するこ
とをお勧めします。詳細については、Auto Scaling 開発者ガイドを参照してください。

次の図は、前のセクションで使用した十分最適化されていない3つのプロファイルを示しており、イン
スタンスが割り当てられたリソースをすべて使用するため、その CPU レベルを制限しなければならな
い例です。インスタンスが割り当てられたリソースをすべて使用する場合は、そのレベルを低バックグ
ラウンドレベルに制限します。

次の図は、データ処理CPU使用率が長時間にわたり高レベルを維持する場合を示しています。CPUは
許可される最大レベルに達し、その期間にインスタンスに割り当てられているリソースがすべて使用さ
れるまで、そのレベルを維持しています。その時点で、低バックグラウンドレベルで機能するようにイ
ンスタンスを制限します。そのレベルより高いレベルまでバーストすることを許可するまで、低レベル
が維持されます。インスタンスは、割り当てられているリソースをすべて使用し、制限されるまで、そ
のレベルを維持します（グラフには示されていません）。
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次の図では、要求が頻繁すぎる状況を示します。このインスタンスでは、ごくわずかのリクエストが出
されただけで割り当てソースが使い尽くされ、CPU レベルが制限されます。制限を解除すると、イン
スタンスはリクエストの処理に追いつくように CPU 使用率を最大限にするため、再度インスタンスを
制限します。

次の図では、バックグラウンドレベルが高すぎる状況を示します。インスタンスは、制限されることを
目的として、最大 CPU レベルで機能し続けなければならないわけではありません。インスタンスを制
限するのは、通常のバックグラウンドレベルを上回るレベルで機能し続け、割り当てられているリソー
スが一定期間にすべて使用される場合です。このような場合も（前の例を参照）、インスタンスの作業
に遅れが出るため、インスタンスを制限します。
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m1.small インスタンスタイプとの比較
t1.microインスタンスは、時間によって異なるレベルのCPUリソースを提供します（最大2ECU）。
比較すると、m1.smallインスタンスタイプは常時 1つの ECUを提供します。次の図は、相違点を示
しています。

次の図では、t1.microインスタンスの CPU 使用率を、これまでのセクションで説明したさまざまな
シナリオの m1.smallインスタンスと比較しています。

最初の図は、t1.microインスタンスの最適なシナリオ（左側のグラフ）と、m1.smallインスタンス
の場合の状態（右側のグラフ）を示しています。この場合は、t1.microインスタンスを制限する必要
はありません。m1.smallインスタンスでの処理時間は、t1.microインスタンスと比較すると、CPU
要求のスパイクごとに長くなっています。
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次の図は、t1.microインスタンスに割り当てられたリソースがすべて使い切られたためにデータ処理
リクエストが出されたというシナリオと、m1.smallインスタンスの場合の状態を示しています。

次の図は、データ処理リクエストが頻繁に出されたため t1.microインスタンスの割り当てリソース
がすべて使い果たされたというシナリオと、m1.smallインスタンスの場合の状態を示しています。

次の図は、バックグラウンドレベルで t1.microインスタンスに割り当てられたリソースがすべて使
い切られた状況と、m1.smallインスタンスの場合の状態を示しています。
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マイクロインスタンスの AMI 最適化
t1.microインスタンスタイプに合わせて AMI を最適化するときは、以下のベストプラクティスにし
たがうことをお勧めします。

• 600 MB の RAM で実行されるように AMI を設計する
• CPU 時間を使用する定期プロセス（例: cron ジョブ、デーモン）の数を制限する

Linux の場合は、スワップ領域と仮想メモリを使用してパフォーマンスを最適化できます（例えば、
ルートファイルシステムから個別のパーティションでスワップ領域を設定できます）。

Windowsの場合は、AMIまたはインスタンスの重要な構成変更を行う（例:サーバーの役割を有効にす
る、サイズの大きいアプリケーションをインストールする）ときに、インスタンスのパフォーマンスが
制限されることがあります。これは、このような変更ではメモリの使用量が増加して、CPU リソース
を長時間実行しなければならない可能性があるためです。AMIにこのような変更を加えるときには、ま
ず、より大きいインスタンスタイプを使用し、次に、通常のオペレーション用の t1.microインスタ
ンスで AMI を実行することをお勧めします。

I2 インスタンス
Abstract

I2 インスタンスは、非常に高速な SSD-Backed インスタンスストレージを提供します。このインスタンスは、非
常に高いランダム I/O パフォーマンスと IOPS あたりの安価なコストに最適化されています。

I2 インスタンスは、数万回の低レイテンシーとランダム I/O オペレーション/秒（IOPS）をアプリケー
ションに提供するように最適化されています。このインスタンスは、以下のシナリオに最適です。

• NoSQL データベース（Cassandra や MongoDB など）
• クラスター化データベース
• オンライントランザクション処理（OLTP）システム

I2インスタンスをプレイスメントグループにクラスター化できます。クラスタープレイスメントグルー
プは、1つのアベイラビリティーゾーン内で、インスタンス間の低レイテンシーで高帯域幅の接続を提
供します。詳細については、プレイスメントグループ (p. 128) を参照してください。

I2 インスタンス用の拡張ネットワーキング機能を有効にできます。詳細については、VPC 内の Linux
インスタンスでの拡張ネットワーキングの有効化 (p. 559) または Enabling Enhanced Networking on
Windows Instances in a VPC を参照してください。

Topics
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• ハードウェア仕様 (p. 118)
• I2 インスタンスの制限 (p. 118)
• SSD ストレージ (p. 118)
• SSD I/O パフォーマンス (p. 118)

ハードウェア仕様
各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

I2 インスタンスの制限
I2 インスタンスは、HVM AMIを使用して起動する必要があります。Amazon Linux、Ubuntu、Red Hat
Enterprise Linux、およびSUSE Enterprise Linux の各 Linux ディストリビューションがサポートされて
います。Microsoft Windows Server 2012 および Microsoft Windows Server 2008 R2 の各バージョンの
Windows がサポートされています。その他のオペレーティングシステムで HVM AMI の使用をご希望
の場合は、Amazon EC2 forum に投稿してお知らせください。

実行できる I2 インスタンスの数は制限されています。次の表に示すデフォルトの制限よりも多くの I2
インスタンスが必要な場合は、Amazon EC2 インスタンス申請フォームを使用して、I2 インスタンス
の増加を申請できます。

デフォルトのインスタンス制限インスタンスサイズ

8i2.xlarge

8i2.2xlarge

4i2.4xlarge

2i2.8xlarge

SSD ストレージ
I2インスタンスのプライマリデータストレージは、SSD-Backedインスタンスストレージです。すべて
のインスタンスストレージのように、これらのボリュームはインスタンスの運用期間中のみ永続化され
ます。インスタンスを終了すると、アプリケーションとそのインスタンスストアのデータは消去されま
す。AmazonEBS-BackedAMIを使用するときは、インスタンスを開始して停止できます。ただし、イ
ンスタンスを停止すると、Amazon EBS ボリュームに保存されたデータは永続化されますが、インス
タンスストアボリュームのデータは永続化されません。インスタンスストレージに保存したデータは、
定期的にバックアップするかレプリケートすることをお勧めします。

インスタンスストアボリュームの詳細については、AmazonEC2インスタンスストア(p. 631)を参照し
てください。

SSD I/O パフォーマンス
I2 インスタンスから最高の IOPS 性能を得るには、最新バージョンの Amazon Linux AMI、またはカー
ネルバージョン 3.8 以降の別の Linux AMI を使用することをお勧めします。カーネルバージョン 3.8 以
降の Linux AMI を使用して、インスタンスで利用できるすべての SSD-Backed インスタンスストアボ
リュームを利用する場合は、少なくとも次の表に一覧表示されている最小のランダム IOPS（4,096 バ
イトブロックサイズ）を取得できます。それ以外の場合は、IOPS 性能は表に示されているよりも低く
なります。

API Version 2014-02-01
118

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
I2 インスタンス

http://aws.amazon.com/ec2/instance-types/#instance-details
https://forums.aws.amazon.com/forum.jspa?forumID=30
https://aws.amazon.com/support/createCase?type=service_limit_increase&serviceLimitIncreaseType=ec2-instances
http://aws.amazon.com/amazon-linux-ami/


最初の書き込み IOPS読み取り IOPSインスタンスサイズ

35,00035,000i2.xlarge

75,00075,000i2.2xlarge

155,000175,000i2.4xlarge

315,000365,000i2.8xlarge

インスタンス用に SSD ベースのインスタンスストレージを使用するにつれて、アーカイブできる書き
込み IOPS の数は減ります。これは、SSD コントローラーが実行する必要がある追加の作業が原因で
す。SSD コントローラーは、利用可能な領域を見つけ、既存のデータを再書き込みし、未使用の領域
を消去して、再書き込みができるようにします。このガベージコレクションというプロセスにより、
SSDへの内部的な書き込み増幅が発生し、ユーザーの書き込み操作に対するSSD書き込み操作の割合
として表示されます。書き込み操作が4,096バイトの倍数でないか、4,096バイトの境界に整合してい
ない場合、パフォーマンスの低下はさらに大きくなります。少量のバイト数または整合していないバイ
ト数で書き込む場合、SSD コントローラーは周辺のデータを読み取り、その結果を新しい場所に保存
する必要があります。このパターンにより、書き込み増幅が大幅に増え、レイテンシーが増加し、I/O
パフォーマンスが大きく低下します。

SSD コントローラーは、複数の方法を利用すると、書き込み増幅の影響を減らすことができます。こ
のような方法の 1 つには、SSD インスタンスストレージに領域を予約し、コントローラーが書き込み
操作に利用できる領域をより効率的に管理できるようにすることです。これをオーバープロビジョニン
グと呼びます。I2 インスタンスに提供された SSDベースのインスタンスストアボリュームには、オー
バープロビジョニングに対して予約された領域がありません。書き込み増幅を減らすには、ボリューム
の10%を未使用の状態のままにし、SSDコントローラーがこれをオーバープロビジョニングに使用で
きるようにします。これにより、使用できるストレージが減りますが、パフォーマンスは向上します。

また、TRIM コマンドを使用して、書き込んだデータが不要になるたびに SSD コントローラーに通知
することもできます。これにより、より多くの空き領域がコントローラーに与えられ、その結果書き込
み増幅が減り、パフォーマンスが向上します。TRIMコマンドの使用の詳細については、インスタンス
用のオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

HI1 インスタンス
Abstract

HI1 インスタンスは、非常に高速の SSD-Backed インスタンスストレージを提供します。このインスタンススト
レージは、非常に高いランダム I/O パフォーマンスと、IOPS あたりの安価なコストに最適化されています。

HI1 I/Oインスタンス（hi1.4xlarge）は、数万回の低レイテンシーとランダムI/Oオペレーション/秒
（IOPS）をアプリケーションに提供します。このインスタンスは、以下のシナリオに最適です。

• NoSQL データベース（Cassandra や MongoDB など）
• クラスター化データベース
• オンライントランザクション処理（OLTP）システム

HI1インスタンスは、プレイスメントグループでクラスター化できます。詳細については、プレイスメ
ントグループ (p. 128) を参照してください。

デフォルトでは、最大 2 つのインスタンスを実行できます。hi1.4xlargehi1.4xlargeインスタン
スが 2つ以上必要な場合は、Amazon EC2 Instance Request Formを使用して、インスタンスの追加を
申請できます。

Topics
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• ハードウェア仕様 (p. 120)
• ディスク I/O パフォーマンス (p. 120)
• SSD ストレージ (p. 120)

ハードウェア仕様
hi1.4xlargeインスタンスタイプは、Solid State Drive（SSD）テクノロジーに基づいています。

各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

ディスク I/O パフォーマンス
Linux 準仮想（PV）AMI を使用すると、HI1 I/O インスタンスは、4 KB ランダム読み取りについては
120,000 IOPS 以上、4 KB ランダム書き込みについては 10,000～85,000 IOPS（アクティブな論理ブ
ロックアドレス指定範囲によって異なる）を、2 つの SSD データボリューム全体でアプリケーション
に提供できます。ハードウェア仮想マシン（HVM）とWindows の AMI でのパフォーマンスは、4 KB
ランダム読み取りについては約90,000 IOPS、4 KBランダム書き込みについては9,000～75,000 IOPS
となります。

最大シーケンシャルスループットは、どの AMI タイプでも（Linux PV、Linux HVM、Windows）、読
み取りについては 2 GB/秒程度、書き込みについては 1.1 GB/秒程度です。

SSD ストレージ
このセクションでは、SSD ストレージについて知っておく必要がある重要な情報を示します。SSD ス
トレージ

• 主要なデータソースは、SSD ストレージを含むインスタンスストアです。
• 読み取りパフォーマンスは一貫し、書き込みパフォーマンスは多様です。
• 書き込み増幅が発生する可能性があります。
• TRIM コマンドは現在サポートされていません。

SSD ストレージによるインスタンスストア

hi1.4xlargeインスタンスはAmazon EBS-Backedルートデバイスを使用できます。ただし、その主
要なデータストレージは、インスタンスストア内の SSD ボリュームによって提供されます。他のイン
スタンスストアボリュームと同様に、これらのインスタンスストアボリュームはインスタンスの運用期
間中のみ永続化されます。hi1.4xlargeインスタンスのルートデバイスはAmazon EBS-Backedであ
るため、インスタンスを起動/停止できます。インスタンスを停止すると、アプリケーションは永続化
されますが、インスタンスストアの運用データは永続化されません。インスタンスストアボリュームの
詳細については、「Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631)」を参照してください。

多様な書き込みパフォーマンス

書き込みパフォーマンスは、アプリケーションがどのように論理ブロックアドレス指定（LBA）空間を
指定するかによって異なります。アプリケーションが LBA 空間全体を使用している場合、書き込みパ
フォーマンスが約 90% 低下する可能性があります。アプリケーションを評価し、キューの深さ（ボ
リュームに対する保留中の I/O リクエストの数）と I/O サイズを監視します。

書き込み増幅

書き込み増幅とは、フラッシュメモリと SSD に関連する望ましくない状況を指し、実際に書き込まれ
る物理的情報量が、意図した論理的書き込み量の倍数になることを意味します。フラッシュメモリは再
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書き込みする前に消去する必要があるので、これらのオペレーションを実行するプロセスでは、ユー
ザーデータとメタデータを 1 回以上移動（または再書き込み）することになります。この増幅効果に
よって、SSD の運用期間中、必要な書き込みの数が増加し、信頼できる動作を実行する時間が短くな
ります。hi1.4xlargeインスタンスは、書き込み増幅を最小化することを目的とするプロビジョニン
グモデルを使用して設計されています。

ランダム書き込みは、シリアル書き込みよりも書き込み増幅に与える影響が大きくなります。書き込み
増幅が懸念される場合は、ストレージの全テビバイト数よりも少ない容量をアプリケーションに割り当
てます（オーバープロビジョニングとも呼ばれます）。

TRIM コマンド

TRIMコマンドによって、オペレーティングシステムは、以前に保存されたデータのブロックが使用さ
れなくなったと見なされることを SSD に通知できます。TRIM によって、書き込み増幅の影響が制限
されます。

TRIM のサポートは HI1 インスタンスでは利用できません。TRIM のサポートには、I2 インスタンスを
使用します。詳細については、I2 インスタンス (p. 117) を参照してください。

HS1 インスタンス
Abstract

HS1インスタンスは、高密度ストレージ、低いストレージコスト、高シーケンシャル I/Oパフォーマンスを提供し
ます。

HS1 インスタンス（hs1.8xlarge）はストレージ密度がきわめて高く、インスタンスあたりの順次読
み取り/書き込みのパフォーマンスの高さが特徴です。このインスタンスは、以下のシナリオに最適で
す。

• データウェアハウス
• Hadoop/MapReduce
• 並列ファイルシステム

HS1 インスタンスはプレイスメントグループでクラスター化できます。詳細については、プレイスメ
ントグループ (p. 128) を参照してください。

デフォルトでは、最大 2つのHS1インスタンスを実行できます。HS1インスタンスが 2つ以上必要な
場合は、Amazon EC2 インスタンス申請フォームを使用して、インスタンスの追加を申請できます。

Topics
• ハードウェア仕様 (p. 121)
• ディスク I/O パフォーマンス (p. 122)
• ストレージ情報 (p. 122)

ハードウェア仕様
HS1インスタンスは、AmazonElastic BlockStore（AmazonEBS）-BackedおよびInstance store-Backed
Amazonマシンイメージ（AMI）の両方をサポートしています。HS1インスタンスサポートは、準仮想
化（PV）およびハードウェア仮想マシン（HVM）AMIの両方をサポートしています。HS1インスタン
スは、ブロックサイズ 2 MiB を使用するときに、2.4 GB/秒の順次読み取りおよび 2.6 GB/秒の順次書
き込みパフォーマンスを実現できます。

Microsoft Windows Server を使用する場合は、HS1 インスタンスがサポートされるのは、Microsoft
Windows Server AMI for Cluster Instance Typeのみとなります。HS1インスタンスは現在Amazon EBS
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の最適化をサポートしていませんが、高帯域幅ネットワークを提供しており、AmazonEBSプロビジョ
ニング IOPS（I/O オペレーション/秒）ボリュームとともに使用して、一貫性とパフォーマンスの向上
を図ることができます。

各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

ディスク I/O パフォーマンス
HS1 インスタンスは、ブロックサイズ 2 MiB を使用するときに、2.6 GB/秒の順次読み取りおよび書き
込みパフォーマンスを実現できます。

ストレージ情報
このセクションでは、HS1 インスタンスと組み合わせて使用するストレージについて知っておく必要
がある重要な情報を示します。

インスタンスストアと HS1 インスタンス

HS1 インスタンスは、インスタンスストアと Amazon EBS ルートデバイスボリュームの両方をサポー
トしています。ただし、Amazon EBS-Backed インスタンスを使用する場合でも、主要なデータスト
レージは、インスタンスストア内のハードディスクドライブによって提供されます。他のインスタンス
ストアボリュームと同様に、これらのインスタンスストアボリュームはインスタンスの運用期間中のみ
永続化されます。したがって、AmazonEBS-Backedルートボリュームを使用するときにインスタンス
を停止すると、アプリケーションは維持されますが、インスタンスストア内の本番データは維持されま
せん。インスタンスストアボリュームの詳細については、「AmazonEC2インスタンスストア(p.631)」
を参照してください。

ディスクの初期化

HS1インスタンスを安定した状態で長期間使用する場合は、パフォーマンスの向上のために、まずハー
ドディスクを初期化することをお勧めします。このプロセスの完了には6時間程度もかかる可能性があ
ります。

メモリ制限の設定

多くの場合、AMI ベースでの Linux では CONFIG_XEN_MAX_DOMAIN_MEMORYが 70 に設定されていま
す。117 GiB のメモリに適合するように、この値を設定することをお勧めします。

ユーザー制限（ulimit）の設定

多くの場合、AMI ベースでの Linux はデフォルトの ulimit 1024 に設定されています。ulimit を 2048 に
引き上げることをお勧めします。

R3 インスタンス
Abstract

優れたメモリパフォーマンスと、高持続性帯域幅を実現するには、R3 インスタンスを使用します。

優れたメモリパフォーマンスと、高持続性帯域幅を実現するには、R3 インスタンスが最適です。この
インスタンスは、以下のシナリオに最適です。

• リレーショナルデータベースおよび NoSQL データベース（たとえば、MongoDB など）
• インメモリ分析
• Memcache/Redis アプリケーション（たとえば、Elasticache）
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R3インスタンスはプレイスメントグループでクラスター化できます。クラスタープレイスメントグルー
プは、1つのアベイラビリティーゾーン内で、インスタンス間の低レイテンシーで高帯域幅の接続を提
供します。詳細については、プレイスメントグループ (p. 128) を参照してください。

R3 インスタンス用に拡張ネットワーキング機能を有効にすることができます。詳細については、VPC
内のLinuxインスタンスでの拡張ネットワーキングの有効化(p.559)またはEnablingEnhancedNetworking
on Windows Instances in a VPC を参照してください。

Topics
• ハードウェア仕様 (p. 123)
• オペレーティングシステムのサポート (p. 123)
• HVM AMI のサポート (p. 123)
• R3 インスタンスのデフォルトの制限 (p. 123)
• SSD ストレージ (p. 124)
• SSD I/O パフォーマンス (p. 124)
• TRIM サポート (p. 124)

ハードウェア仕様
各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

オペレーティングシステムのサポート
次のLinuxオペレーティングシステムをサポートします。Amazon Linux、Ubuntu、Red Hat Enterprise
Linux、およびSUSEEnterprise Linux。さらに、Microsoft Windows Server 2012およびMicrosoft Server
2008 R2 AMI を使用して、R3 インスタンスを起動できます。その他のオペレーティングシステムで
HVM AMI の使用をご希望の場合は、Amazon EC2 forum に投稿してお知らせください。

HVM AMI のサポート
R3 インスタンスにはハイメモリ（最大 244 GiB の RAM）があり、その処理能力を活用するためには
64ビットのオペレーティングシステムが必要です。HVMAMIは、ハイメモリインスタンスタイプの準
仮想化（PV） AMI よりも優れたパフォーマンスを提供します。これらの理由から、R3 インスタンス
は 64 ビットの HVM AMI のみをサポートします。さらに、拡張ネットワーキングのメリットを活用す
るには、HVM AMI が必要です。

R3 インスタンスのデフォルトの制限
同時に実行できるR3インスタンスの数を制限しています。次の表に示すデフォルトの制限よりも多く
のR3インスタンスが必要な場合は、Amazon EC2インスタンス申請フォームを使用して、増加を申請
できます。

デフォルトのインスタンス制限インスタンスタイプ

20r3.large

20r3.xlarge

20r3.2xlarge

10r3.4xlarge

5r3.8xlarge
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SSD ストレージ
R3インスタンスのプライマリデータストレージは、SSDベースのインスタンスストレージです。すべ
てのインスタンスストレージのように、これらのボリュームはインスタンスの運用期間中のみ永続化さ
れます。インスタンスを終了すると、アプリケーションとそのインスタンスストアのデータは消去され
ます。AmazonEBS-BackedAMIを使用するときは、インスタンスを停止して、後で再起動することが
できます。ただし、インスタンスを停止すると、Amazon EBS ボリュームに保存されているデータは
保持されますが、インスタンスストアボリュームのデータは保持されません。インスタンスストレージ
に保存したデータは、定期的にバックアップするかレプリケートすることをお勧めします。

インスタンスストアボリュームの詳細については、AmazonEC2インスタンスストア(p. 631)を参照し
てください。

SSD I/O パフォーマンス
最大の R3 インスタンス（r3.8xlarge）では、150,000 以上の 4 キロバイト（KB）ランダムリード
IOPSおよび 130,000 以上の 4 KBランダム初回書き込み IOPSが可能です。R3インスタンスから最高
の IOPS 性能を得るには、最新バージョンの Amazon Linux AMI、またはカーネルバージョン 3.8 以降
の別の Linux AMI を使用することをお勧めします。カーネルバージョン 3.8 以降の Linux AMI を使用し
ないと、このインスタンスタイプで可能な最高の IOPS パフォーマンスを実現できません。

TRIM サポート
また、TRIM コマンドを使用して、書き込んだデータが不要になるたびに SSD コントローラーに通知
することもできます。これにより、より多くの空き領域がコントローラーに与えられ、その結果書き込
み増幅が減り、パフォーマンスが向上します。TRIMコマンドの使用に関する詳細は、使用するインス
タンスのオペレーティングシステム固有のドキュメントを参照してください。

GPU インスタンス
Abstract

GPU インスタンスは、グラフィックスや汎用的な GPU コンピューティングアプリケーションを対象としていま
す。

高度な並列処理機能を必要とする場合は、GPUインスタンスを使用するのが適しています。GPUイン
スタンスは、最大 1,536 個の CUDA コアと 4 GB のビデオメモリを備える NVIDIA GPU にアクセスで
きます。GPU インスタンスを使用すると、Compute Unified Device Architecture（CUDA）または
OpenCLパラレルコンピューティングフレームワークを活用することにより、多数のサイエンス、エン
ジニアリング、およびレンダリングアプリケーションを高速化することができます。また、ゲームスト
リーミング、3D アプリケーションストリーミング、およびその他のグラフィックスワークロードを含
む、グラフィックアプリケーションにも使用できます。

GPU インスタンスは、HVM ベースのインスタンスとして実行されます。ハードウェア仮想マシン
（HVM）仮想化は、AWSプラットフォームによって提供されるハードウェアアシストテクノロジーを
使用します。ゲスト VM は、性能の向上のために準仮想化（PV）ネットワークおよびストレージドラ
イバをまだ使用している点を除き、HVM 仮想化を使用して、ネイティブハードウェアプラットフォー
ム上で動作しているかのように動作します。これにより、Amazon EC2 は、各 GPU インスタンスで 1
つ以上の個別の GPU への専用アクセス権を提供できます。

GPU インスタンスをクラスタープレイスメントグループにクラスター化できます。クラスタープレイ
スメントグループは、1つのアベイラビリティーゾーン内で、インスタンス間の低レイテンシーで高帯
域幅の接続を提供します。詳細については、プレイスメントグループ (p. 128) を参照してください。

Topics
• ハードウェア仕様 (p. 125)
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• GPU インスタンスの制限 (p. 125)
• GPU インスタンスの AMI (p. 125)
• Linux での NVIDIA ドライバのインストール (p. 125)
• Windows での NVIDIA ドライバのインストール (p. 126)

ハードウェア仕様
各Amazon EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様については、「Instance Type Details」を参照
してください。

GPU インスタンスの制限
現在、GPU インスタンスには以下の制限があります。

• すべてのリージョンで利用できません。
• HVM AMI から起動する必要があります。
• NVIDIA ドライバがインストールされていない限り、GPU にアクセスできません。
• Amazon DevPay で使用することはできません。
• 実行できるインスタンス数は制限されています。詳細については、Amazon EC2 のよくある質問の
How many instances can I run in Amazon EC2? を参照してください。これらの制限の拡大を申請す
るには、Request to Increase Amazon EC2 Instance Limit というフォームを使用してください。

GPU インスタンスの AMI
NVIDIA では、すぐに使用を開始できるように、Amazon Linux およびWindows 向けに GPU インスタ
ンス用の AMI を提供しています。これらのリファレンス AMI には、NVIDIA GPU の完全な機能とパ
フォーマンスを有効にするNVIDIA ドライバが含まれています。NVIDIA ドライバがあるAMI の一覧に
ついては、AWS Marketplace（NVIDIA GRID）を参照してください。

CG1 インスタンスは任意の HVM AMI を使用して起動できます。

Windows Server 2012 およびWindows Server 2008 R2 AMI を使用して、G2 インスタンスを起動でき
ます。さらに、Linux HVM AMI は、Amazon Linux、SUSE Enterprise Linux や Ubuntu の各オペレー
ティングシステムで起動できます。別のオペレーティングシステム用の AMI から G2 インスタンスを
起動するときに次のエラーが発生した場合は、カスタマーサービスにお問い合わせいただくか、Amazon
EC2 forum を通じてお問い合わせください。

Client.UnsupportedOperation: Instances of type 'g2.2xlarge' may not be launched
from AMI <ami-id>。

G2インスタンスを起動した後で、インスタンスから独自のAMIを作成できます。ただし、インスタン
スのルートボリュームのスナップショットを作成する場合は、インスタンスを AMI として登録してか
ら G2 インスタンスを起動すると、Client.UnsupportedOperationエラーが発生します。独自の
AMI から G2 インスタンスを起動するには、コンソールを使用して G2 インスタンスから AMI を作成
（インスタンスを選択して [Actions]、[Create Image] の順にクリック）するか、 create-image （AWS
CLI）または ec2-create-image （Amazon EC2 CLI）を使用してG2インスタンスから AMI を作成する
必要があります。

Linux での NVIDIA ドライバのインストール
GPUインスタンスには、適切なNVIDIAドライバが必要です。インストールするNVIDIAドライバは、
インスタンスで実行するカーネルに対してコンパイルされる必要があります。
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Amazon は、公式の各カーネル更新のために、NVIDIA カーネルドライバの互換性のある更新済みビル
ドを提供しています。Amazonが提供するバージョン以外のNVIDIAドライババージョンを使用する場
合、あるいは公式の Amazon ビルド以外のカーネルを使用する場合は、インストールするドライバの
バージョンとの競合を回避するために、Amazonが提供するNVIDIAパッケージをシステムからアンイ
ンストールする必要があります。

このコマンドを使用して、Amazon が提供する NVIDIA パッケージをアンインストールします。

$ sudo yum erase nvidia cudatoolkit

Amazon が提供する CUDA ツールキットパッケージは、NVIDIA ドライブに依存します。NVIDIA パッ
ケージをアンインストールすると、CUDA ツールキットが消去されます。NVIDIA ドライバをインス
トールした後に、CUDA ツールキットを再インストールする必要があります。

NVIDIA ドライバは、 http://www.nvidia.com/Download/Find.aspx からダウンロードできます。NVIDIA
GRID K520（G2 インスタンス）、または Linux 64 ビットシステム用の Tesla M-Class M2050（CG1
インスタンス）のドライバを選択します。ドライバのインストールと設定の詳細については、NVIDIA
ウェブサイトのドライバのダウンロードページで[ADDITIONAL INFORMATION]タブを開き、[README]
リンクをクリックします。

NVIDIA ドライバを手動でインストールします。

Amazon Linux AMI 用のドライバをインストールするには

1. kernel-develパッケージがインストールされており、現在実行しているカーネルのバージョン
と一致することを確認してください。

$ yum install kernel-devel-`uname -r`

2. NVIDIA ドライバをインストールするための自己インストールスクリプトを実行します。以下に例
を示します。

$ /root/NVIDIA-Linux-x86_64_319.60.run

3. インスタンスを再起動します。詳細については、インスタンスの再起動(p. 349)を参照してくださ
い。

4. ドライバが機能していることを確認します。次のコマンドのレスポンスに、インストールされた
NVIDIA ドライババージョンおよび GPU に関する詳細が表示されます。

$ /usr/bin/nvidia-smi -q -a

Windows での NVIDIA ドライバのインストール
Windows インスタンスに NVIDIA ドライバをインストールするには、リモートデスクトップを使用し
て、管理者としてインスタンスにログオンします。NVIDIA ドライバは、
http://www.nvidia.com/Download/Find.aspx からダウンロードできます。使用しているバージョンの
Windows Server 用の NVIDIA GRID K520（G2 インスタンス）または Tesla M-Class M2050（CG1 イ
ンスタンス）のドライバを選択します。ドライバをダウンロードしたフォルダを開き、インストール
ファイルをダブルクリックして起動します。ドライバをインストールする手順にしたがい、必要に応じ
てインスタンスを再起動します。GPUが正しく動作していることを確認するには、デバイスマネージャ
をチェックします。
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リモートデスクトップを使用すると、WDDM ドライバモデルを使用している GPU は、高速化されて
いないリモートデスクトップディスプレイドライバに置き換えられます。GPU ハードウェアにアクセ
スするには、VNC などの異なるリモートアクセスツールを使用する必要があります。また、AWS
MarketplaceからいずれかのGPUAMIを使用することもできます。これは、3D高速化をサポートする
リモートアクセスツールを提供するためです。

Amazon EBS 最適化インスタンス
Abstract

Amazon EBS 最適化インスタンスを使用して、Amazon EBS ボリュームに最善のパフォーマンスを提供します。

AmazonEBS最適化インスタンスは、最適化された設定スタックを使用し、追加の専用の容量をAmazon
EBS I/Oに提供します。この最適化により、AmazonEBS I/Oとインスタンスからのその他のトラフィッ
クの間での競合を最小化して、Amazon EBS ボリュームで最良のパフォーマンスが提供されます。

Amazon EBS 最適化インスタンスを使用すると、専用の容量について、安価な時間単位の料金を追加
でお支払いいただきます。

Amazon EBS 最適化により、Amazon EBS ボリュームでプロビジョニングされた IOPS を、インスタ
ンスで完全に利用することが可能になります。Amazon EBS 最適化インスタンスは、Amazon EBS に
対して所定のスループットを実現するものであり、インスタンスタイプに応じて 500～2,000 Mbps の
範囲内で選択できます。Amazon EBS 最適化インスタンスにアタッチした場合、Provisioned IOPS ボ
リュームは、プロビジョニングされた10パーセント内のパフォーマンスを、1年の99.9パーセントの
時間にわたり提供します。詳細については、Provisioned IOPS ボリューム (p. 569) を参照してくださ
い。

次の表では、Amazon EBS 最適化インスタンスとして起動できるインスタンスタイプ、インスタンス
が提供する専用 Amazon EBS スループット、および Amazon EBS 接続で実行できる IOPS（1 秒あた
りの入力/出力操作数）の最大値を示します。

最大 16K IOPS**専用 EBS スループット（Mbps）*インスタンス
タイプ

8,0001,000c1.xlarge

4,000500c3.xlarge

8,0001,000c3.2xlarge

16,0002,000c3.4xlarge

8,0001,000g2.2xlarge

4,000500i2.xlarge

8,0001,000i2.2xlarge

16,0002,000i2.4xlarge

4,000500m1.large

8,0001,000m1.xlarge

4,000500m2.2xlarge

8,0001,000m2.4xlarge

4,000500m3.xlarge
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最大 16K IOPS**専用 EBS スループット（Mbps）*インスタンス
タイプ

8,0001,000m3.2xlarge

4,000500r3.xlarge

8,0001,000r3.2xlarge

16,0002,000r3.4xlarge

AmazonEBS最適化インスタンスを起動するには、起動ウィザードで[LaunchasEBS-optimized instance]
オプションを選択します。選択したインスタンスタイプが Amazon EBS 最適化インスタンスとして起
動できない場合、このオプションは使用できません。

AWS CLI を使用して Amazon EBS 最適化インスタンスを起動するには、run-instances コマンドを使
用し、--ebs-optimizedオプションを指定します。

Amazon EC2 CLI を使用して Amazon EBS 最適化インスタンスを起動するには、ec2-run-instances コ
マンドを使用し、--ebs-optimizedオプションを指定します。

プレイスメントグループ
Abstract

密結合ノード間通信には、単一のアベイラビリティーゾーンを使ったインスタンスの論理グループである、プレイ
スメントグループを使用します。

プレイスメントグループは、単一のアベイラビリティーゾーン内のインスタンスを論理的にグループ化
したものです。プレイスメントグループを使用すると、アプリケーションが低レイテンシーの10Gbps
ネットワークに参加できるようになります。ネットワークレイテンシーが低い場合、ネットワークス
ループットが高い場合、またはその両方の場合にメリットがあるアプリケーションでは、プレイスメン
トグループの使用をお勧めします。プレイスメントグループで、最も低いレイテンシーと最も高いネッ
トワークパフォーマンス（1 秒あたりパケット数）を実現するためには、拡張ネットワーキングをサ
ポートするインスタンスタイプを選択します。詳細については、「拡張ネットワーキング (p. 559)」を
参照してください。

最初にプレイスメントグループを作成してから、そのプレイスメントグループ内で複数のインスタンス
を起動します。単一のリクエストで起動するインスタンス数は、プレイスメントグループ内で必要な数
にすることをお勧めします。後でプレイスメントグループ内にさらにインスタンスを追加しようとする
と、容量不足のエラーを受け取る可能性が高くなります。

プレイスメントグループ内のインスタンスを停止して再起動しても、そのインスタンスは同じプレイス
メントグループ内で実行されます。ただし、インスタンスに対して十分な容量がない場合、起動は失敗
します。

プレイスメントグループ内のインスタンスを起動するときに容量エラーを受け取った場合は、プレイス
メントグループ内のインスタンスを停止して再起動してから、もう一度起動してください。

Topics
• プレイスメントグループの制限 (p. 129)
• プレイスメントグループへのインスタンスの起動 (p. 129)
• プレイスメントグループを削除する (p. 130)
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プレイスメントグループの制限
プレイスメントグループには次の制限があります。

• プレイスメントグループを、複数のアベイラビリティーゾーンにまたがって設定することはできませ
ん。

• プレイスメントグループ名に指定する名前は、AWS アカウント内で固有である必要があります。
• プレイスメントグループにインスタンスを起動するときに使用できるインスタンスタイプは、次に示
すもののみです。
• コンピューティングを最適化: c3.large | c3.xlarge | c3.2xlarge | c3.4xlarge | c3.8xlarge
| cc2.8xlarge

• GPU: cg1.4xlarge | g2.2xlarge
• メモリを最適化: cr1.8xlarge | r3.large | r3.xlarge | r3.2xlarge | r3.4xlarge | r3.8xlarge
• ストレージを最適化: hi1.4xlarge | hs1.8xlarge | i2.xlarge | i2.2xlarge | i2.4xlarge |
i2.8xlarge

• プレイスメントグループをマージすることはできません。代わりに、一方のプレイスメントグループ
でインスタンスを終了してから、他方のプレイスメントグループ内でインスタンスを再起動する必要
があります。

• プレイスメントグループはピア接続された VPC にわたって使用できますが、ピア接続された VPC
のインスタンス間では完全な二分帯域幅が得られません。VPC のピア接続の詳細については、
『Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイド』の「VPC Peering」を参照してください。

プレイスメントグループへのインスタンスの起動
プレイスメントグループに起動するインスタンス専用の AMI を作成することをお勧めします。

コンソールを使用してプレイスメントグループにインスタンスを起動するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. インスタンス用の AMI を作成します。

a. Amazon EC2 ダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。ウィザードを完了し
たら、[Launch] をクリックします。

b. インスタンスに接続します（詳しくは、インスタンスへの接続(p.334)を参照してください）。
c. ソフトウェアとアプリケーションをインスタンスにインストールし、データをコピーするか、

追加の Amazon EBS ボリュームをアタッチします。
d. ナビゲーションペインで、[Instances] をクリックしてインスタンスを選択し、[Actions] をク

リックして、[Create Image] をクリックします。[Create Image] ダイアログボックスで要求さ
れた情報を入力し、[Create Image] をクリックします。

e. （オプション）それ以上使用しない場合、このインスタンスを終了できます。

3. プレイスメントグループを作成します。

a. ナビゲーションペインで、[Placement Groups] をクリックします。
b. [Create Placement Group] をクリックします。
c. [Create Placement Group]ダイアログボックスで、プレイスメントグループに対して、使用中

の AWS アカウント内で一意の名前を入力し、[Create] をクリックします。

プレイスメントグループのステータスが availableであれば、インスタンスをプレイスメン
トグループに起動できます。
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4. インスタンスをプレイスメントグループに起動します。

a. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
b. [Launch Instance] をクリックします。指示どおりにウィザードを完了し、次の項目を選択す

るように注意します。

• 作成した AMI
• 必要なインスタンスの数
• 作成したプレイスメントグループ

コマンドラインを使用してプレイスメントグループを作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-placement-group（AWS CLI）
• ec2-create-placement-group（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2PlacementGroup（AWS Tools for Windows PowerShell）

お好みに応じて、ec2-create-image コマンドを使用して AMI を作成し、ec2-create-placement-group
コマンドを使用してプレイスメントグループを作成し、ec2-run-instances コマンドを使用してインス
タンスをプレイスメントグループに起動できます。

プレイスメントグループを削除する
置き換えが必要になったり、プレイスメントグループが不要になったりした場合は、プレイスメントグ
ループを削除できます。プレイスメントグループを削除する前に、プレイスメントグループに起動した
すべてのインスタンスを終了する必要があります。

コンソールを使用してプレイスメントグループを削除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. プレイスメントグループのすべてのインスタンスを選択して終了します（インスタンスを終了する

前に、そのインスタンスがプレイスメントグループ内にあることを確認できます。そのためには、
詳細ペインで [Placement Group] の値をチェックします）。

4. ナビゲーションペインで、[Placement Groups] をクリックします。
5. プレイスメントグループを選択し、[Delete Placement Group] をクリックします。
6. 確認を求めるメッセージが表示されたら、[Yes, Delete] をクリックします。

コマンドラインを使用してプレイスメントグループを削除するには

次のいずれかのコマンドセットを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての
詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• terminate-instances および delete-placement-group（AWS CLI）
• ec2-terminate-instances および ec2-delete-placement-group（Amazon EC2 CLI）
• Stop-EC2Instance および Remove-EC2PlacementGroup（AWS Tools for Windows PowerShell）
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インスタンスのサイズ変更
Abstract

ワークロードに合わせてインスタンスのサイズを変更します。

ニーズが変わるにつれて、インスタンスの利用率が高すぎたり（インスタンスタイプが小さすぎる）、
低すぎたりする（インスタンスタイプが大きすぎる）ことに気付く場合があります。このような場合
は、インスタンスのサイズを変更できます。例えば、t1.microインスタンスがワークロードに対して
小さすぎる場合は、m1.smallインスタンスに変更できます。

インスタンスのサイズ変更のプロセスは、次のようにルートデバイスボリュームのタイプによって異な
ります。

• インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームの場合は、インスタンスタイプを変更す
ることで、インスタンスのサイズを簡単に変更できます。

• インスタンスのルートデバイスがインスタンスストアボリュームである場合は、新しいインスタンス
に移行する必要があります。

インスタンスのルートデバイスタイプを判断するには、Amazon EC2 コンソールを開き、[Instances]
をクリックしてインスタンスを選択し、詳細ペインで [Root device type] の値をチェックします。この
値は ebsまたは instance storeのどちらかです。

ルートデバイスボリュームの詳細については、ルートデバイスのストレージ (p. 57) を参照してくださ
い。

Topics
• Amazon EBS-Backed インスタンスのサイズ変更 (p. 131)
• Instance Store-Backed インスタンスのサイズ変更 (p. 132)

Amazon EBS-Backed インスタンスのサイズ変更
AmazonEBS-Backedインスタンスタイプを変更するには、そのインスタンスを停止する必要がありま
す。インスタンスを停止して開始すると、インスタンスは新しいハードウェアに移動されます。インス
タンスがEC2-Classicで実行している場合、新しいパブリック IPアドレスとプライベート IPアドレス
が与えられ、インスタンスに関連付けられている Elastic IP アドレスの関連付けが解除されます。した
がって、インスタンスでホストしているアプリケーションをユーザーが中断なく継続して使用できるよ
うにするには、インスタンスの再起動後、Elastic IP アドレスを再度関連付ける必要があります。詳細
については、インスタンスの停止と起動 (p. 346) を参照してください。

AWS Management Console を使って Amazon EBS-Backed インスタンスのサイズを変更するには、次
の手順を行います。

Amazon EBS-Backed インスタンスのサイズを変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Instances] をクリックし、インスタンスを変更します。
3. [EC2-Classic]インスタンスに関連付けられたElastic IPアドレスがある場合は、詳細ペインに表示

された Elastic IP アドレスとインスタンス ID を書き留めます。
4. [Actions] をクリックして、[Stop] をクリックします。
5. 確認ダイアログボックスで [Yes, Stop ] をクリックします。インスタンスが停止するまで、数分か

かる場合があります。
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[EC2-Classic]インスタンスの状態が stoppedになると、詳細ペインの[Elastic IP]、[Public DNS]、
[Private DNS]、および [Private IPs]の各フィールドは空白になり、古い値がインスタンスと関連付
けられなくなったことを示します。

6. インスタンスが選択されている状態で [Actions] をクリックし、[Change Instance Type] をクリッ
クします。インスタンスの状態が stoppedではない場合、このアクションは無効になるので注意
してください。

7. [Change Instance Type] ダイアログボックスの [Instance Type] リストで、必要なインスタンスの
タイプを選択し、[Apply] をクリックします。

8. 停止されているインスタンスを再起動するには、インスタンスを選択して、[Actions] をクリック
し、次に [Start] をクリックします。

9. 確認ダイアログボックスで、[Yes, Start] をクリックします。インスタンスが running状態になる
まで、数分かかる場合があります。

[EC2-Classic] インスタンスの状態が runningになると、詳細ペインの [Public DNS]、[Private
DNS]、および [Private IPs] の各フィールドには、インスタンスに割り当てられた新しい値が含ま
れます。

10. [EC2-Classic]インスタンスに関連するElastic IPアドレスがある場合は、次のようにして再び関連
付ける必要があります。

a. ナビゲーションペインで、[Elastic IPs] をクリックします。
b. インスタンスを停止する前に書き留めた Elastic IP アドレスを選択します。
c. [Associate Address] をクリックします。
d. インスタンスを停止する前に書き留めたインスタンス ID を選択し、[Associate] をクリックし

ます。

Instance Store-Backed インスタンスのサイズ変更
現在のインスタンスからイメージを作成し、そのイメージから必要なインスタンスタイプで新しいイン
スタンスを起動した後で、不要になった元のインスタンスを終了できます。インスタンスでホストして
いるアプリケーションをユーザーが中断なく継続して使用できるようにするには、現在のインスタンス
に関連付けられた Elastic IP アドレスを新しいインスタンスに関連付ける必要があります。

Instance Store-Backed インスタンスのサイズを変更するには

1. （オプション）サイズ変更を実行するインスタンスに Elastic IP アドレスが関連付けられている場
合は、サイズ変更した後でインスタンスに関連付けることができるように Elastic IP アドレスを書
き留めます。

2. Instance Store-Backed インスタンスから AMI を作成するには、「Instance Store-Backed Linux
AMI の作成 (p. 81)」に記載された前提条件と手順に従います。インスタンスから新しい AMI を作
成したら、この手順に戻ります。

3. ナビゲーションペインで Amazon EC2 コンソールを開き、[AMIs] を選択します。フィルタリスト
で [Owned by me] を選択し、前のステップで作成したイメージを選択します。[AMI Name] は、イ
メージを登録したときに指定した名前であり、[Source] は Amazon S3 バケットです。

Note

前のステップで作成した AMI が表示されない場合は、AMI を作成したリージョンがコン
ソールに表示されていることを確認します。

4. [Launch]をクリックします。起動ウィザードでオプションを指定するときは、必要な新しいインス
タンスタイプを必ず指定します。インスタンスが running状態になるまで、数分かかる場合があ
ります。
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5. （オプション）起動に使用したインスタンスに Elastic IP アドレスが関連付けられている場合は、
次のようにして新しいインスタンスに関連付ける必要があります。

a. ナビゲーションペインで、[Elastic IPs] をクリックします。
b. この手順の最初に書き留めた Elastic IP アドレスを選択します。
c. [Associate Address] をクリックします。
d. 新しいインスタンスのインスタンス ID を選択し、[Associate] をクリックします。

6. （オプション）不要になった場合は、起動したインスタンスを終了できます。インスタンスを選択
し、この手順の最初に書き留めたインスタンス ID と一致しているかをチェックして、正しいイン
スタンスを終了しようとしていることを確認します。[Actions] をクリックし、次に [Terminate] を
クリックします。
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スポットインスタンス
Abstract

スポットインスタンスと呼ばれる未使用の Amazon EC2 のコンピューティング能力に入札し、コストを大幅に下
げることができます。

アプリケーションを実行するタイミングに融通が利く場合は、スポットインスタンスと呼ばれる未使用
の Amazon EC2 のコンピュート能力に入札し、コストを大幅に下げることができます。Amazon EC2
で定められているこれらのインスタンスのスポット価格は、スポットインスタンス能力の需要と供給に
応じて定期的に変動します。

スポットインスタンスを使用するには、1時間ごとに各インスタンスに払うことができる上限価格を指
定するスポットインスタンスリクエスト（入札）を行います。お客様の最高入札価格が現在のスポット
価格よりも高い場合、リクエストが実行され、インスタンスを終了させるまで、またはスポット価格が
お客様の上限価格を超えるまで、インスタンスが実行されます。市場価格が上昇していなくても、お客
様の入札価格が市場価格と同じになった場合、インスタンスは終了します。これは容量に対する需要が
上昇したり、供給が変動した場合に生じる可能性があります。

Note

Amazon EC2スポットインスタンスは、Amazon Linux/UNIX、SUSE Linux Enterprise Server、
Windows（SQL Server なし）の各プラットフォームで実行できます。AWS無料利用枠プログ
ラムでは、スポットインスタンスを使用できません。

お客様の最大入札価格よりも、時間あたりの支払いが少なくなる場合が多くあります。リクエストが行
われ、インスタンスで利用可能な供給量が変化するにしたがって、スポット価格は定期的に調整されま
す。最高入札価格の方が高いかどうかに関係なく、全員がその期間に対する同じスポット価格を支払
い、お客様の 1 時間ごとの最高入札価格よりも多く支払うことはありません。

製品と料金の詳細については、以下のページを参照してください。

• Amazon EC2 スポットインスタンス
• AWS サービス料金の概要
• Amazon EC2 On-Demand Instances Pricing

動画クイックルック:スポットインスタンスの使用を
開始する
以下の動画は、AWS マネジメントコンソールを使用して初めてスポットインスタンスを起動する方法
について説明しています。この動画には入札方法、インスタンスが満たされたときの判断方法、インス
タンスのキャンセル方法についての指示が含まれています。スポットインスタンスの使用を開始する

スポットインスタンスの使用を開始するためのチェッ
クリスト
スポットインスタンスの使用を開始するには、以下のリソースを使用する必要があります。

• スポットインスタンスの使用を開始する (p. 135)
• スポットインスタンス価格履歴の表示 (p. 138)
• スポットインスタンスリクエストの作成 (p. 140)
• 実行中のスポットインスタンスの検索 (p. 144)
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• スポットインスタンスリクエストのキャンセル (p. 146)
• スポットインスタンスの基本 (p. 148)
• スポットリクエストの発行 (p. 149)
• スポットインスタンスリクエストのタグ付け (p. 160)
• スポットインスタンスのプロビジョニング、価格設定、中断を理解する (p. 161)
• スポットインスタンスデータを中断から保護する (p. 164)

• ウォークスルー: AWS サービスでのスポットインスタンスの使用 (p. 165)
• Auto Scaling によるスポットインスタンスの管理 (p. 166)
• CloudFormation テンプレートを使用してスポットインスタンスを起動する (p. 182)
• スポットインスタンスで Amazon Elastic MapReduce のジョブフローを起動 (p. 183)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)

• 高度なタスク (p. 186)
• スポットインスタンスのデータフィードの購読 (p. 186)
• AWS Java SDK を使用したスポットインスタンスのプログラミング (p. 190)
• スポットインスタンスでのクラスターの開始 (p. 216)

スポットインスタンスの最新情報
以下は、スポットインスタンスの最新情報の概要です。

• スポットインスタンスの制限 (p. 150)

スポットインスタンスの使用を開始する
Abstract

スポットインスタンスの使用を開始する前に知っておく必要があること、および使用を開始するために必要な前提
条件について説明します

このセクションでは、スポットインスタンスの使用を開始します。使用を開始する前に把握しておく必
要があること、および使用を開始するために必要な前提条件について説明します。特定のスポットイン
スタンスタスクに使用するツールについて説明し、メインタスクに進みます。

スポットインスタンスを初めて使用する場合は、この Amazon EC2 製品の利点を最大限に活用できる
ように「スポットインスタンスを使用するための前提条件(p.136)」を参照してください。AmazonEC2
を使用しており、続行できる場合は、次のリストのいずれかの項目をクリックして先に進みます。

Topics
• スポットインスタンスを使用するための前提条件 (p. 136)
• スポットインスタンス用に AWS Management Console を使用する (p. 136)
• スポットインスタンス用に AWS CLI ツールおよび EC2 CLI ツールを使用する (p. 138)
• スポットインスタンス用に AWS Java SDK を使用する (p. 138)
• スポットインスタンス価格履歴の表示 (p. 138)
• スポットインスタンスリクエストの作成 (p. 140)
• 実行中のスポットインスタンスの検索 (p. 144)
• スポットインスタンスリクエストのキャンセル (p. 146)

スポットインスタンスを要求する前に、アプリケーションが以下のタスクを実行するように Amazon
マシンイメージ（AMI）を設定することを検討してください。
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• 起動時に必要なタスクを自動的に実行する（インスタンスは通知なしに非同期で開始するため）。例
えば、バッチプロセスを使用する場合は、AMIを設定してAmazon Simple Queue Service（Amazon
SQS）キューからジョブをプルすることが可能です。

• インスタンス終了の影響を受けない場所に定期的に重要なデータを格納する。例えば、AmazonSimple
Storage Service（Amazon S3）、Amazon SimpleDB、またはAmazon Elastic Block Store（Amazon
EBS）を使用してデータを格納することが可能です。

Important

スポットインスタンスではAmazon EBS-Backed AMIを使用できますが、Amazon EBSルー
トデバイスを持つ AMI から起動されたスポットインスタンスを停止および起動することは
できない点に注意してください。AmazonEBSに関する詳細は、AmazonElastic BlockStore
（Amazon EBS）を参照してください。

• 適切な終了処理を行う。

AMI 作成の詳細については、「独自の AMI の作成 (p. 56)」を参照してください。

スポットインスタンスを使用するための前提条件
Amazon EC2 スポットインスタンスを使用する場合は、Amazon EC2 のアカウントと認証情報の作成
に関する情報を提供する「Amazon EC2 Linuxインスタンスの使用開始 (p. 27)」の手順を読んで該当す
る作業を完了しておいてください。

また、スポットインスタンスの作業には、さまざまなツールを使用できます。AWS Management
Console、AWSコマンドラインインターフェイス（AWSCLI）、AmazonEC2コマンドラインインター
フェイスツール（EC2CLI）、Amazon EC2アプリケーションプログラミングインターフェイス（EC2
API）のいずれを選択する場合でも、スポット価格履歴の評価、スポットインスタンスリクエストの送
信（入札とも言う）、スポットリクエストとスポットインスタンスの管理などの作業に使用できる、ス
ポットインスタンス用のツールがあります。AWSSDKを使用して、アプリケーションの使用、開発、
および管理を行うこともできます。詳細については、「Tools for Amazon Web Services」を参照して
ください。

このトピックでは、スポットインスタンスの作業に使用することができる、AWSManagementConsole、
AWS CLI ツール、Amazon EC2 CLI ツールについての概要を示します。次のガイドの手順を読んで該
当する作業を完了していることを前提としています。これらの手順では、次のツールで使用する環境の
設定方法について説明しています。

• AWS Management Console—AWS Management Console の使用を開始する
• AWS CLI—AWS Command Line Interface ユーザーガイド
• Amazon EC2 CLI—Amazon EC2 ツールを設定する

AmazonEC2APIの使用については、「APIリクエストを行う(p. 721)」を参照してください。APIアク
ションについては、Amazon Elastic Compute Cloud API Reference を参照してください。

スポットインスタンス用に AWS Management Console を使用
する
AWSManagement Console において、EC2コンソールは、スポットインスタンスリクエストのタスク
に特化したツールを備えています。EC2 コンソールはまた、リクエストが受理されたときに起動され
るインスタンスを管理する場合に使用できる一般ツールも備えています。

• [Spot Requests] ページから、スポットインスタンスリクエストの主な操作を行います。
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• [Spot Instance Pricing History] では定義した期間で利用可能ゾーンの特定スポットインスタンスタイ
プの価格設定パターンを確認できます。

• [Request Spot Instances] ページを使用して、スポットインスタンスリクエストを送信し、リクエス
トが成功したときに起動するインスタンスの詳細を指定します。

• [Instances]ページを使用して、スポットリクエストが成功したときに起動するインスタンスを管理し
ます。
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スポットインスタンス用にAWSCLIツールおよびEC2CLIツー
ルを使用する
AWS CLI ツールおよび Amazon EC2 CLI ツールには、スポットリクエストの管理用に特別に設計され
たコマンドがあります。以下の表は、スポットリクエストのタスクで使用するコマンドを一覧していま
す。スポットリクエストが受理されると起動するインスタンスを管理するには、オンデマンド EC2 イ
ンスタンスで使用するのと同じコマンドを使用します。

Amazon EC2 CLIAWS CLIタスク

ec2-describe-spot-price-historyaws ec2
describe-spot-price-history

スポットインスタンス価格履歴
の表示 (p. 138)。

ec2-describe-spot-instance-requestsaws ec2
describe-spot-instance-requests

実行中のスポットインスタンス
の検索 (p. 144)。

ec2-request-spot-instancesaws ec2
request-spot-instances

スポットインスタンスリクエス
トの作成 (p. 140)。

ec2-create-spot-datafeed-subscriptionaws ec2
create-spot-datafeed-subscription

スポットインスタンスのデータ
フィードの購読 (p. 188)。

ec2-describe-spot-datafeed-subscriptionaws ec2
describe-spot-datafeed-subscription

データフィードのファイル名と
形式 (p. 187)。

ec2-delete-spot-datafeed-subscriptionaws ec2
delete-spot-datafeed-subscription

スポットインスタンスのデータ
フィードの削除 (p. 189)。

ec2-cancel-spot-instance-requestsaws ec2
cancel-spot-instance-requests

スポットインスタンスリクエス
トのキャンセル (p. 146)。

スポットインスタンス用に AWS Java SDK を使用する
Java 開発者は Java 用 AWS SDKに進み、スポットインスタンスに関する Java チュートリアルを利用
することができます。

• チュートリアル: Amazon EC2 スポットインスタンス (p. 191)
• チュートリアル: Amazon EC2 スポットリクエストの高度な管理 (p. 200)

スポットインスタンス価格履歴の表示
Abstract

スポットインスタンスの価格履歴を見て、スポット価格の入札を計画します。

単発のスポットリクエストが確実に受理されるようにするには、特定の価格を上回る価格で入札する必
要があり、この特定の価格をスポット価格と言います。入札価格がスポット価格を超えている場合はス
ポットインスタンスが起動します。スポット価格が上昇して入札価格を超えた場合、スポットインスタ
ンスは終了します。スポットリクエストが迅速に受理されるように、現在のスポット価格を上回る価格
で入札してもかまいません。ただし、スポットインスタンスの入札価格を指定する前に、スポット価格
履歴を確認することをお勧めします。同じインスタンスタイプ、同じオペレーティングシステム、そし
て同じ利用可能ゾーンを共有するスポットインスタンスのプールについては、過去 90 日間のスポット
価格履歴を確認することができます。

例えば、us-east-1リージョンで起動するLinux/UNIX t1.microインスタンスに入札を行うとします。こ
のスポットプールの過去の価格を確認するには、AWSマネジメントコンソールの[Spot InstancePricing
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History] ページ、DescribeSpotPriceHistory API アクション、または
ec2-describe-spot-price-history CLI コマンドを使用して該当する値を指定します。特定のア
ベイラビリティーゾーンでスポットインスタンスを起動する必要がある場合は、スポット価格履歴を取
得するときに目的のアベイラビリティーゾーンを指定します。

スポット価格履歴を確認した後、過去に 75 パーセントのスポットインスタンスアップタイムが確保さ
れている価格で入札します。または、現在のスポット価格の2倍の価格で入札します。この場合、過去
においては 99 パーセントのアップタイムが確保されています。ただし、入札を行う場合、スポット価
格の過去の実績は今後の結果を保証するものではないので注意が必要です。スポット価格はリアルタイ
ムの需要と供給の関係に基づいて変化するので、過去に特定のスポット価格または価格パターンを生成
した状況が将来も繰り返されるとは限りません。

Note

Amazon EC2 を使用するための前提条件を設定しておきます。設定していない場合は、「ス
ポットインスタンスを使用するための前提条件 (p. 136)」を参照してください。

2011-05-15より前のAPIバージョンを使用する場合、DescribeSpotPriceHistoryアクショ
ンまたは ec2-describe-spot-price-historyコマンドはリージョンでの指定された期間
における最低価格を返します。価格は古い順に返されます。

AWS マネジメントコンソール

スポット価格履歴を表示するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで、[Spot Requests] をクリックします。

[Spot Requests] ペインが右側に開きます。スポットリクエストが存在する場合は、リスト表示さ
れます。

2. ペイン上部の [Pricing History] をクリックします。

コンソールに [Spot Instance Pricing History] ページが表示されます。
3. 特定のアベイラビリティーゾーンのスポット価格履歴を表示する場合は、[Availability Zone]リスト

をクリックして、アベイラビリティーゾーンを選択します。

[Spot Instance Pricing History] ページに、すべてのゾーンまたは選択したゾーンのスポットインス
タンスの価格設定履歴が表示されます。
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4. スポット料金の詳細を表示するには、グラフで特定の時点までカーソルを移動します。カーソルと
ともに垂直線が移動し、さまざまなアベイラビリティーゾーンのスポット価格と、カーソルと垂直
線でポイントされている日時が、グラフの下のテーブルに表示されます。

5. 価格履歴をガイドとして使用して、必要な期間にインスタンスが実行されると考えられる価格を選
択します。

Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール

スポット価格履歴を表示するには

1. 次のコマンドを入力します。

$ ec2-describe-spot-price-history -H --instance-type m1.xlarge

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

SPOTINSTANCEPRICE   0.384000    2011-05-25T11:37:48-0800    m1.xlarge   
Windows us-east-1a
SPOTINSTANCEPRICE   0.384000    2011-05-25T11:37:48-0800    m1.xlarge   
Windows us-east-1d
…
SPOTINSTANCEPRICE   0.242000    2011-04-18T14:39:14-0800    m1.xlarge   SUSE
 Linux  us-east-1d
SPOTINSTANCEPRICE   0.242000    2011-04-18T14:39:14-0800    m1.xlarge   SUSE
 Linux  us-east-1a

この例では、m1.xlargeインスタンスタイプの価格は、0.242 USD から 0.384 USD の間です。
2. 価格履歴をガイドとして使用して、必要な期間にインスタンスが実行されると考えられる価格を選

択します。

Tip

必要なインスタンスタイプまたは日付のみが含まれるように、スポット履歴データをフィルタ
リングすることができます。結果をフィルタリングする方法の詳細については、『Amazon
Elastic Compute Cloudコマンドラインリファレンス』の「ec2-describe-spot-price-history」を
参照してください。

API を使用したスポット価格履歴の表示

APIを使用してスポット価格履歴を表示するには、DescribeSpotPriceHistoryアクションを使用します。

次は何をしますか?

• スポットインスタンスリクエストの作成 (p. 140)
• 実行中のスポットインスタンスの検索 (p. 144)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)

スポットインスタンスリクエストの作成
Abstract

入札価格を決定した後、スポットインスタンスのリクエストを作成します。
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入札価格を決定すると、スポットインスタンスをリクエストできる状態になります。AWS マネジメン
トコンソール、API、またはCLI を使用して、希望するスポットインスタンスの数、使用するインスタ
ンスタイプ、および支払うことができる入札価格を指定できます。

一度に複数のスポットインスタンスをリクエストした場合、Amazon EC2 では一意の ID（例えば、
sir-1a2b3c4d）を使用して個々のスポットインスタンスリクエストが作成されます。結果、各リクエス
トのステータスを別々に追跡することができます。スポットリクエストの追跡については、「入札ス
テータスコードによるスポットリクエストの追跡 (p. 153)」を参照してください。

このセクションでは、AWSマネジメントコンソールまたはCLIを使用してAmazon EC2スポットイン
スタンスのリクエストを作成する方法について説明します。APIを使用してスポットインスタンスリク
エストを作成するには、RequestSpotInstances アクションを使用します。スポットインスタンスの要
求について詳しくは、次のトピックを参照してください。

• スポットインスタンスの制限 (p. 150)
• スポットインスタンスリクエストのタイプ (p. 152)
• 起動グループおよびアベイラビリティーゾーンでのスポットインスタンスの起動 (p. 152)
• スポットインスタンスのリクエストの状態 (p. 151)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)

Note

Amazon EC2 を使用するための前提条件を設定しておきます。設定していない場合は、「ス
ポットインスタンスを使用するための前提条件 (p. 136)」を参照してください。

AWS マネジメントコンソール

スポットインスタンスリクエストを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで、[Spot Requests] をクリックします。
2. [Request Spot Instances] をクリックします。

スポットインスタンスを設定するために指定するスポットインスタンスオプションを除き、スポッ
トインスタンスを要求するプロセスはオンデマンドインスタンスの起動プロセスと同じです。
[Instances] ページで [Launch Instance] をクリックして同じ手順を実行します。Amazon マシンイ
メージ（AMI）とインスタンスタイプを選択し、インスタンスの詳細を設定します。詳細について
は、インスタンスの起動 (p. 324) を参照してください。

3. [Spot Requests] ページから [Configure Instance Details] 画面に移動した場合、[Purchasing Option]
として [Request Spot Instances] がデフォルトで選択されています。スポットインスタンスリクエ
スト関連のオプションが表示されるのは、[Request Spot Instances] オプションが選択されている
場合だけです。
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スポットインスタンスに支払う [Maximum price] を指定します。これは必須オプションです。

リージョンの各アベイラビリティーゾーンの現在のスポット価格が一覧表示されることに注意して
ください。この情報を参考にして、リクエストが認められるように価格を指定します。入札価格が
スポット価格を超えた場合、インスタンスが起動されて実行されます。

Note

リクエストを送信した後では、スポット価格などのスポットリクエストのパラメータを変
更できません。

スポット価格の傾向を調べるには、[Spot Requests] ページの [Pricing History] をクリックします。
詳細については、スポットインスタンス価格履歴の表示 (p. 138) を参照してください。

4. オプションで定義できる詳細設定がいくつかあります。スポットリクエストを定義して、スポット
インスタンスを設定するために必要なオプションを選択します。

説明オプション

スポットリクエストの有効期間を定義します。
[Request valid from]から始まり、[Request valid
to]までの有効期間によって、リクエストがアク
ティブである期間が指定されます。デフォルト
では、スポットリクエストは作成されてから、
受理されるかお客様によってキャンセルされる
まで、受理の対象となります。ただし、これら
のオプションを使用して有効期間を制限するこ
とができます。

Note

指定した終了時間は、このリクエスト
によって起動されるスポットインスタ
ンスには適用されません。この終了時
間は、スポットインスタンスリクエス
トにのみ適用されます。

[Request valid from] および [Request valid to]

リクエストがワンタイムか、持続かを決定しま
す。デフォルトでは、ワンタイムリクエストに
なります。ワンタイムリクエストは、一度しか
受理されません。永続リクエストは、同じリク
エストで実行されているスポットインスタンス
がない限り、常に受理の対象となります。

[Persistent request]

同じ起動グループの一連のリクエストがグルー
プ化されます。起動グループのすべてのリクエ
ストには同時に開始し、終了するインスタンス
が含まれています。スポットリクエストでの起
動グループを使用する詳細については、起動グ
ループおよびアベイラビリティーゾーンでのス
ポットインスタンスの起動 (p. 152) を参照して
ください。

[Launch group]
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説明オプション

同じ利用可能ゾーンの一連のリクエストがグ
ループ化されます。利用可能ゾーングループを
共有するすべてのリクエストは、同じ利用可能
ゾーンでスポットインスタンスを起動します。
スポットリクエストでのアベイラビリティー
ゾーンの使用の詳細については、起動グループ
およびアベイラビリティーゾーンでのスポット
インスタンスの起動 (p. 152) を参照してくださ
い。

[Availability Zone group]

5. 通常、インスタンスを起動する場合と同様に、ウィザードを続行します。詳細については、インス
タンスの起動 (p. 324) を参照してください。

リクエストに複数インスタンスが指定されている場合、Amazon EC2 ではインスタンスごとに別
のスポットインスタンスリクエストが作成されます。リクエストは、[Spot Requests] ページに表
示されます。

Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール

スポット価格リクエストを作成するには

• 次のコマンドを入力します。

$ ec2-request-spot-instances
--price price
--user-data data
--instance-count count
--type one-time | persistent
[--valid-from timestamp]
[--valid-until timestamp]
[--launch-group launchgroup]
(run-instances-arguments)

以下に例を示します。

$ ec2-request-spot-instances --price 0.32 ami-1234abcd --key MyKeypair --
group websrv --instance-type m1.small --instance-count 10 --type one-time

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

SPOTINSTANCEREQUEST     sir-09fb0a04    0.32    one-time        Linux/UNIX
     open     2010-04-06T10:03:09+0200   ami-1234abc     m1.small        
MyKeypair     websrv      monitoring-disabled
...
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リクエストに複数インスタンスが指定されている場合、Amazon EC2 ではインスタンスごとに別
のスポットインスタンスリクエストが作成され、各インスタンスのIDは異なります（sir-09fb0a04
など）。

API を使用したスポットインスタンスの要求

API を使用してスポットインスタンスを要求するには、RequestSpotInstances アクションを使用しま
す。

次は何をしますか?

• 実行中のスポットインスタンスの検索 (p. 144)
• スポットインスタンスリクエストのキャンセル (p. 146)
• 中断の計画 (p. 164)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)
• スポットインスタンスリクエストのタグ付け (p. 160)
• スポットインスタンスのデータフィードの購読 (p. 186)

実行中のスポットインスタンスの検索
Abstract

アクティブなスポットリクエストに関連付けられた実行中のスポットインスタンスを検索します。

スポット価格が入札価格を下回ると、スポットリクエストによってスポットインスタンスが起動されま
す。スポットインスタンスは、その最高入札価格がスポット価格を上回ることができなくなるまで、ま
たはお客様がご自分でスポットインスタンスを終了するまで実行されます（入札価格がスポット価格と
厳密に等しい場合、スポットインスタンスは実行されたままとなる可能性があります）。スポットリク
エストが受理され、インスタンスが実行されている場合、スポットリクエストはactive（open、closed、
またはcanceled とは対照的）になります。このセクションでは、顧客様のアクティブなスポットリク
エストに関連付けられた実行中のスポットインスタンスを検索する方法について説明します。

Note

Amazon EC2 を使用するための前提条件を設定しておきます。設定していない場合は、「ス
ポットインスタンスを使用するための前提条件 (p. 136)」に進みます。

AWS マネジメントコンソール

実行中のスポットインスタンスを検索するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで [Instance] をクリックします。

実行中のインスタンスの一覧がコンソールに表示されます。

2. スポットリクエストによって起動したインスタンスを識別するには、[Instances]ページ（ここで、
[Lifecycle] 列にインスタンスがスポットとして一覧される）のインスタンス ID を [Spot Requests]
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ページのインスタンス ID と照合します（列の表示をオンにしなければならない場合があります
（ページ右上の [Show/Hide] をクリック））。

Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール

実行中のスポットインスタンスを検索するには

1. ec2-describe-spot-instance-requestsを使用します。スポットインスタンスリクエストが
受理されていると（インスタンスが起動していると）、インスタンス ID が応答に表示されます。

$ ec2-describe-spot-instance-requests
SPOTINSTANCEREQUEST     sir-e1471206    0.09    one-time        Linux/UNIX
      active  2010-09-13T16:50:44-0800
i-992cf7dd      ami-813968c4    m1.small        MyKey   default           
              monitoring-disabled

2. あるいは、ec2-describe-instancesをフィルタ --filter instance-lifecycle=spotと
併用することもできます。Windows システムのコマンドラインインターフェイスツールを使用し
ている場合は、引用符（--filter "instance-lifecycle=spot"）を使用しなければならない
場合があります。フィルタについての詳細は、「リソースのリスト表示とフィルタリング(p.660)」
を参照してください。

$ ec2-describe-instances --filter instance-lifecycle=spot

Amazon EC2 は以下のような出力を返します。

RESERVATION     r-b58651f1      111122223333    default
INSTANCE        i-992cf7dd      ami-813968c4    ec2-184-72-8-111.us-west-
1.compute.amazonaws.com    ip-10-166-105-139.us-west-1.compute.internal
  running    MyKey   0               m1.small        2010-09-13T23:54:40+0000
        us-west-1a      aki-a13667e4    ari-a33667e6            
  monitoring-disabled   184.72.8.111    10.166.105.139                  ebs

spot    sir-e1471206                paravirtual

API を使用した実行中のスポットインスタンスの検索

API を使用して実行中のスポットインスタンスについての情報を取得するには、
DescribeSpotInstanceRequests アクションを使用します。

次は何をしますか?

• スポットインスタンスリクエストのキャンセル (p. 146)
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• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)
• 永続ルート EBS パーティション (p. 165)
• スポットインスタンスリクエストのタグ付け (p. 160)
• スポットインスタンスのデータフィードの購読 (p. 186)

スポットインスタンスリクエストのキャンセル
Abstract

スポットリクエストが必要なくなったときは、open または active 状態のスポットインスタンスリクエストをキャ
ンセルします。

スポットリクエストが不要になった場合には、それをキャンセルすることができます。お客様は open
または active 状態のスポットインスタンスリクエストしかキャンセルできません。リクエストがまだ
受理されておらず、インスタンスが起動されていない場合、スポットリクエストはopen状態にありま
す。リクエストが受理され、結果としてスポットインスタンスが起動された場合、スポットリクエスト
は active 状態にあります。スポットリクエストが active 状態にあり、そのスポットリクエストに関連
付けられた実行中のスポットインスタンスがある場合、リクエストをキャンセルしてもインスタンスは
自動的に終了しません。実行中のスポットインスタンスは手動で終了する必要があります。

Note

Amazon EC2 を使用するための前提条件を設定しておきます。設定していない場合は、「ス
ポットインスタンスを使用するための前提条件 (p. 136)」に進みます。

スポットリクエストは、open および active 状態のみならず、他の状態になる可能性もありま
す。詳細については、「スポットインスタンスのリクエストの状態(p.151)」を参照してくださ
い。これにより、各リクエストのステータスを別々に追跡することができます。スポットリク
エストの追跡については、「入札ステータスコードによるスポットリクエストの追跡(p.153)」
を参照してください。

永続スポットリクエストは、スポットインスタンスが中断または終了されると必ずスポットイ
ンスタンスの再起動を試みます。スポットリクエストとそのスポットインスタンスを両方とも
終了する場合は、必ずスポットリクエストをキャンセルしてからスポットインスタンスを終了
します。こうすることで、リクエストは新しいインスタンスを起動しなくなります。

AWS マネジメントコンソール

スポットインスタンスリクエストをキャンセルするには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで、[Spot Requests] をクリックします。

コンソールに、スポットインスタンスリクエストの一覧が表示されます。
2. キャンセルするスポットインスタンスを選択し、[Cancel] をクリックします。

3. 関連付けられたスポットインスタンスの実行を継続する必要がない場合は、該当するスポットイン
スタンスをキャンセルすることができます。[Instances] ページでスポットインスタンスを選択し、
右クリックして [Terminate] を選択します。
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Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール

スポットインスタンスリクエストをキャンセルするには

1. スポットインスタンスリクエストを確認するには、次のコマンドをします。

$ ec2-describe-spot-instance-requests

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

SPOTINSTANCEREQUEST   sir-09fb0a04   0.04   one-time   Linux/UNIX   closed  

2010-04-06T10:03:09+0200   ami-b232d0db   m1.small   gsg-keypair   default  
  monitoring-disabled

2. リクエストをキャンセルするには、次のコマンドを入力します。

$ ec2-cancel-spot-instance-requests sir-09fb0a04

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

SPOTINSTANCEREQUEST     sir-09fb0a04    canceled
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3. キャンセルしたスポットリクエストに関連付けられているインスタンスを終了するには、次のコマ
ンドを入力します。

$ ec2-terminate-instances i-48cd4829

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

INSTANCE     i-48cd4829    running shutting-down

Tip

特定の EC2 インスタンスタイプのみが返されるように、スポットインスタンスリクエストの
一覧をフィルタリングすることができます。結果をフィルタリングする方法の詳細について
は、『Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス』の
「ec2-describe-spot-instance-requests」を参照してください。

API を使用したスポットインスタンスリクエストのキャンセル

APIを使用してスポットインスタンスリクエストをキャンセルするには、CancelSpotInstanceRequests
アクションを使用します。

次は何をしますか?

• スポットインスタンスリクエストの作成 (p. 140)
• スポットインスタンス価格履歴の表示 (p. 138)
• 実行中のスポットインスタンスの検索 (p. 144)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)

スポットインスタンスの基本
Abstract

成功するスポットリクエストの作成と管理、また、中断や容量の変化などの不測事態に対する計画の基礎を示しま
す。

お客様のアプリケーションが中断を許容し、変化する計算能力および価格を動的に処理することができ
れば、Amazon EC2 スポットインスタンスはアプリケーションのコストを最適化し、アプリケーショ
ンの計算規模を拡大するための強力なツールとなり得ます。スポットインスタンスは通常のオンデマン
ドインスタンスの場合と比較して大抵は大幅な節約となるので、計算ジョブの時間短縮およびコスト全
体の削減の両方を実現するためにスポットインスタンスを利用できる場合があります。

このセクションでは、知っておく必要がある基本事項を説明します。この基本事項を把握することによ
り、良好なスポットリクエストを作成し、スポットインスタンスを効果的に管理し、中断や容量の変化
などの不測の事態を考慮することが可能になります。

• スポットインスタンスリクエスト（入札とも呼ばれる）では、必要なスポットインスタンスの種類、
およびスポットインスタンスに対して支払できる上限価格を定義します。入札の指定方法によって、
リクエストが受理されるかどうか、およびスポットインスタンスが正常に起動するかどうかが決まり
ます。詳細については、「スポットリクエストの発行 (p. 149)」を参照してください。

• タグを使用してスポットインスタンスを管理できます。詳細については、「スポットインスタンスリ
クエストのタグ付け (p. 160)」を参照してください。
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• スポット価格、使用可能なスポット容量、入札価格の間の相互作用により、Amazon EC2 スポット
インスタンスの実行期間や中断のタイミングが影響を受けます。詳細については、スポットインスタ
ンスのプロビジョニング、価格設定、中断を理解する (p. 161) を参照してください。

• スポットインスタンスの利用可能性は、Amazon EC2 の容量に応じて大きく変動します。スポット
インスタンスを使用する場合は、中断を予測および考慮し、中断がアプリケーション与える影響を緩
和する必要があります。詳細については、「スポットインスタンスデータを中断から保護する(p.164)」
を参照してください。

製品と料金の詳細については、以下のページを参照してください。

• Amazon EC2 スポットインスタンス
• AWS サービス料金の概要
• Amazon EC2 On-Demand Instances Pricing

スポットリクエストの発行
Abstract

スポットリクエストを実行して管理する際に、知っておくと役に立つ入札の基本について説明します。

スポットインスタンスリクエスト（または入札）は、Amazon EC2 スポットインスタンスのコア要素
です。スポットリクエストの指定（価格、利用可能ゾーン、起動グループ、スケジュール）により、リ
クエストの受理と、スポットインスタンスの正常な起動が左右されます。

Note

リクエストを送信した後では、スポット価格などのスポットリクエストのパラメータを変更で
きません。

このセクションでは、スポットリクエストの管理を行う上で知っておくと役に立つ入札の基本について
説明します。

• スポットインスタンスの制限 (p. 150)

スポットインスタンスを使用するときに、スポット入札価格制限、およびリージョンあたりのスポッ
トインスタンスリクエスト制限という 2 つの制限カテゴリについて説明します。

• スポットリクエストのカスタマイズ (p. 151)

スポットリクエストをカスタマイズする場合に指定できるオプションについて説明します。
• 入札ステータスコードによるスポットリクエストの追跡 (p. 153)

スポット入札ステータス情報と、この情報を使用してスポットリクエストがどうなっているか理解す
る方法について説明します。

スポットリクエストの受理までにどれくらい時間をかけられるか、スポットインスタンスをどれくらい
継続して実行するかに応じて、スポットインスタンスの入札を行う際に考慮しなければならない要素が
多くあります。スポットリクエストに含める要件が受理の可能性に影響する場合があります。満たさな
ければならない要件が多い場合、リクエストが受理されるまでの時間が長くなる場合があります。

支払うことができる最大スポットインスタンス価格（入札価格）もまた、スポットインスタンスが実行
する時間の長さに影響します。インスタンスが可能な限り長い時間実行するようにし、中断の可能性を
低く抑える場合は、高い入札価格を送信することをお勧めします。スポットの中断にはそれほど関心が
なく、単にスポットを低コストで利用したいだけならば、低い入札価格を送信するべきです。
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必ずしも入札価格を支払うわけではありません。例えば、0.500 USD で入札した場合、スポット価格
が期間中 1 時間あたり 0.300 USD であると、1 時間あたり 0.300 USD を支払えばよいことになりま
す。スポット価格が低下すれば、支払う価格はさらに少なくなります。スポット価格が上昇すれば、新
しい価格（最大で入札価格）を支払います。スポット価格が上昇して、入札価格を上回ると（または、
別の容量制約が検出されると）、スポットインスタンスは中断します。

Note

高額で入札したからといって、スポットインスタンスが中断されないという保証はありませ
ん。また、スポット価格は長期間にわたって高価格にとどまることはない、ということを想定
しないでください。長期間のスポット供給が厳しい場合は、持続期間のスポット価格を上げ
て、最高入札者の入札価格に連動させることができます。

スポットインスタンスのリクエストの作成については、「スポットインスタンスリクエストの作
成 (p. 140)」を参照してください。

スポットインスタンスの制限

Abstract

スポットインスタンスに関する 2 種類の制限、入札価格制限とリクエスト制限について説明します。

スポットインスタンスを使用するときは、入札価格制限とリクエスト制限という2種類の制限について
考慮する必要があります。

• スポット入札価格制限は、スポットインスタンスのリクエストを行うときに入札できる上限価格で
す。

• スポットリクエスト制限は、リクエストできるリージョンごとのインスタンスの数です。

スポット入札価格制限

2013 年 12 月 20 日から、Amazon EC2 に、スポットインスタンスを入札できる最大金額に対するデ
フォルトの制限が導入されました。デフォルトの入札価格制限は、スポットインスタンスのお客様が高
い入札価格によって予想外の請求を受けることがないように設けられています。また、この制限は、ス
ポット価格が過剰に上昇する可能性を抑えることも目的とされています。

デフォルトの入札制限は、オンデマンド価格の 4 倍に設定されます。例えば、us-east-1 の Linux
m3.2xlarge インスタンスのスポットインスタンスリクエストを送信する場合、そのオンデマンド価格
が 1 時間あたり 0.900 USD であるとすると、1 時間あたり最高 3.600 USD まで入札できます。

Note

新しいデフォルト制限を超える入札が現在ある場合は、既存の入札をキャンセルし、2013 年
12 月 20 日になる前に、制限内の入札を始めることをお勧めします。この期日を過ぎると、ア
カウントの入札制限を超えるスポットインスタンスリクエストは処理されない可能性がありま
す。

アプリケーションでデフォルトの入札価格制限を超える入札を行う必要がある場合は、制限を引き上げ
るリクエストをspot-limit-increase@amazon.comに送信してください。制限引き上げリクエストには、
以下の情報を含める必要があります。

• AWS アカウント番号。
• スポットインスタンスの使用方法およびスポット中断の管理方法。
• 要求する入札価格制限（インスタンスタイプ、リージョン、製品プラットフォームを指定）。
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オンデマンドインスタンス価格については、Amazon EC2 料金表を参照してください。

スポットリクエスト制限

既定では、リージョン内のスポットインスタンスのリクエストの総数は、合計5に制限されています。
新しいAWSアカウントの場合、さらに少ない可能性があります。現在、I2インスタンスタイプおよび
HS1 インスタンスタイプはスポットで使用できません。また、すべてのリージョンに提供されていな
いインスタンスタイプもあります。（インスタンスのタイプについては、「インスタンスタイプ(p.109)」
を参照してください）。

リージョン内で追加のスポットリクエストを行う必要がある場合は、Amazon EC2 インスタンス申請
フォームに記入してください。アカウントのスポットインスタンス制限の引き上げをリクエストしてい
ることを [Use Case Description] で指定します。申請フォームで指定したリージョンに対して制限数の
増加が適用されます。

Note

スポットのリクエストが制限内であっても、入札価格がスポット価格を上回っていない場合、
またはスポット容量が不足する場合、スポットインスタンスが終了する可能性があることに注
意してください。

スポットリクエストのカスタマイズ

Abstract

ニーズに対応するインスタンスを取得できるように、スポットリクエストのオプションをカスタマイズします。

複数のオプションを使用してスポットリクエストをカスタマイズすれば、ニーズに対応するインスタン
スを取得できます。これらのオプションは次のトピックで説明します。

• スポットインスタンスリクエストのタイプ (p. 152)
• 起動グループおよびアベイラビリティーゾーンでのスポットインスタンスの起動 (p. 152)

選択したオプションは、スポットリクエストの成功と、これらのリクエストによって起動されるスポッ
トインスタンスの存続期間とに影響します。

スポットインスタンスのリクエストの状態

スポットインスタンスリクエストは、次に示す状態のいずれかになります。

• Open – リクエストは受理されていません。
• Active – リクエストは現在アクティブ（受理された）状態であり、リクエストに関連付けられたス
ポットインスタンスが存在します。

• Failed – 指定されているパラメータが適切でないためリクエストは失敗しました。
• Closed – リクエストは完了した（スポットインスタンスは起動し、その後、中断または終了した）
か、または指定した期間内に受理されませんでした。

• Canceled – リクエストをキャンセルしたか、入札リクエストが有効期間を過ぎているために、リク
エストがキャンセルされています。

状況によっては、リクエストがクローズまたはキャンセルされてもインスタンスが実行し続ける場合
があります。

スポットインスタンスリクエストを送信する際に指定する [Valid Until] オプションは、そのリクエス
トにのみ適用されます。この期限は、リクエストによって起動するスポットインスタンスには適用さ
れません。さらに、入札リクエストが有効期間を過ぎたか、またはお客様が手動でキャンセルしたこ
とが原因でスポットインスタンスリクエストがキャンセルされても、今キャンセルされたリクエスト
によって以前に起動されたスポットインスタンスは自動的に終了しません。スポットインスタンス
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サービスは、スポット価格がお客様の価格以上である場合にのみ実行中のインスタンスを終了しま
す。ただし、インスタンスは手動で任意のタイミングで終了できます。

スポットインスタンスリクエストのステータスと、入札ステータスコードによって起動されたインスタ
ンスのステータスを追跡できます。スポットリクエストの追跡については、「入札ステータスコードに
よるスポットリクエストの追跡 (p. 153)」を参照してください。

スポットインスタンスリクエストのタイプ

作成できるスポットインスタンスリクエストのタイプは2つです。1つはワンタイムリクエストで、も
う1つは永続リクエストです。ワンタイムリクエストは次の条件のいずれかが満たされるまでアクティ
ブ状態のままです。リクエストされたインスタンスのすべてが起動した。リクエストが有効期限切れに
なった。お客様がリクエストをキャンセルした。例えば、3つのインスタンスにワンタイムリクエスト
を作成した場合、3 つのすべてのインスタンスが起動した時点でリクエスト完了とみなされます。

持続スポットインスタンスリクエストは、リクエストが以前に受理されている場合でも、期限が切れる
かキャンセルするまではアクティブです。たとえば、スポット価格が $0.300 のときに 1つのインスタ
ンスに対して永続スポットインスタンスリクエストを作成したとします。お客様の最大入札価格が
$0.300 を上回る場合は、Amazon EC2 によりインスタンスが起動され、インスタンスの実行が継続さ
れます。スポット価格が最大入札価格を超え、インスタンスが終了された場合、お客様のスポットイン
スタンスリクエストはアクティブ状態のままであり、スポット価格が最大入札価格を下回ると、Amazon
EC2 により、新たにインスタンスが起動されます。

ワンタイムリクエストと永続リクエストの両方を使用した場合は、スポット価格を上回ることができな
くなるまで、お客様がインスタンスを終了するまで、またはインスタンスが自ら終了するまで、インス
タンスは実行し続けます。上限価格がスポット価格とまったく同じである場合、インスタンスは続行す
る場合としない場合があります（空き容量によって異なります）。

起動グループおよびアベイラビリティーゾーンでのスポットインスタンスの起動

スポットインスタンスが同時にまたは同じアベイラビリティーゾーンで起動するように選択することが
できます。

Amazon EC2 に、スポットインスタンスリクエスト内のすべてのインスタンスが同時に受理される場
合にのみインスタンスを起動するように伝えるには、スポットインスタンスリクエストで起動グループ
を指定します。1つのアベイラビリティゾーンですべてのインスタンスを同時に起動するには、アベイ
ラビリティゾーングループを指定します。次のツールを使用して、これらのオプションを選択および指
定することができます。

• AWS Management Console の [Request Spot Instances] ウィザード
• aws ec2 request-spot-instances AWS CLI コマンド
• ec2-request-spot-instances Amazon EC2 CLI コマンド
• RequestSpotInstances Amazon EC2 API アクション

これらのオプションは便利ですが、必要な場合にのみ実装してください。これらのオプションにより、
スポットインスタンスリクエストが受理される機会が減る可能性があります。

起動グループオプションの使用

Amazon EC2 に、スポットインスタンスリクエスト内のインスタンスがすべて受理される場合にのみ
インスタンスを起動するように伝えるには、AWS Management Console を使用してスポットインスタ
ンスリクエストで [Launch Group] を指定したり、AWS CLI コマンドまたは Amazon EC2 コマンドを
使用して --launch-groupオプションを指定したり、Amazon EC2 API アクションを使用して
LaunchGroupオプションを指定したりします。
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起動グループの指定により、スポットインスタンスが終了する可能性が増えることに注意してくださ
い。起動グループの1つのインスタンスが、スポットサービスによって終了する場合（スポット価格が
入札価格を超える場合など）、グループ内のすべてのインスタンスが終了します。

Note

起動グループは、スポットサービスによって認識および管理される機能です。起動グループ内
の1つ以上のインスタンスがお客様やスポットサービス以外のサービスによって終了される場
合、起動グループ内のその他のインスタンスは終了されません。

アベイラビリティゾーングループオプションの使用

AmazonEC2に、1つのアベイラビリティゾーン内のインスタンスを起動するように伝えるには、AWS
Management Console を使用してスポットインスタンスリクエストで [Availability Zone group] を指定
したり、AWS CLI コマンドまたは Amazon EC2 コマンドを使用して --availability-zone-group
オプションを指定したり、Amazon EC2 API アクションを使用して AvailabilityZoneGroupオプ
ションを指定したりします。

特定の利用可能ゾーンのスポットインスタンスの入札価格を特定するには、「スポットインスタンス価
格履歴の表示 (p. 138)」を参照して、入札を行う利用可能ゾーンの価格履歴表示します。指定した利用
可能ゾーンの価格履歴が、最新の価格セットから順に表示されます。利用可能ゾーンを指定しない場
合、期間中のすべての利用可能ゾーンの最低価格が最新の価格セットから順に表示されます。

Note

describe Spot price history コマンドは 2 つのデータを返します。指定したアベイラビリティ
ゾーングループ内の、指定した時間範囲内のインスタンスタイプの価格と価格が変更された時
刻です。価格は指定した期間内で有効な価格であり、レスポンスでは単に価格が変更された最
終時刻が示されます。

2011-05-15 API バージョンより前の Amazon EC2 API アクション
（DescribeSpotPriceHistory）または Amazon EC2 CLI コマンド
（ec2-describe-spot-price-history）を使用すると、指定した期間のリージョンの最低
価格が時系列順、つまり古いものから新しいものの順に返されます。

スポット価格を確認する際には、過去の実績は今後の結果を保証するものではないことに注意してくだ
さい。スポット価格はリアルタイムの需要と供給の関係に基づいて変化するので、過去に特定のスポッ
ト価格または価格パターンを生成した状況が将来も繰り返されるとは限りません。

利用可能ゾーンについての詳細は、リージョンとアベイラビリティーゾーンに関する概念 (p. 8) を参
照してください。

入札ステータスコードによるスポットリクエストの追跡

Abstract

使用および入札を戦略的に計画するために、入札ステータスコードでスポットインスタンスリクエストを追跡しま
す。

Topics
• スポットリクエストのライフサイクル (p. 154)
• スポット入札ステータスコードのリファレンス (p. 158)

入札ステータスは、Amazon EC2 スポットインスタンスリクエストの追跡、スポットインスタンスの
使用計画の策定、および戦略的な入札の実行に役に立ちます。スポット入札ステータス情報は、ステー
タスコード、更新時刻、およびステータスメッセージで構成されます。同時に、スポット入札ステータ
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ス情報は、スポットリクエストの処理を決定する場合にも役に立ちます。例えば、入札ステータスに
よって、スポットリクエストがまだ受理されていない理由や、スポットリクエストの受理を妨げている
制約の一覧を確認できます。

Note

入札とは、価格に条件付きで結び付けられたリクエストです。これらの用語は、このドキュメ
ントでは置き換えて使用することができます。

任意の Amazon EC2 スポットインスタンスツールを使用して、スポットリクエストに関するステータ
ス情報を取得することができます。スポット入札ステータスは、新しいスポットリクエストと、すでに
オープンしている入札リクエストで使用できます。ただし、Amazon EC2 CLI ツールまたは API ツー
ルを使用して入札ステータス情報を取得する場合は、バージョン2012-10-01 以降のAPI ツールを使用
する必要があります。次の表では、Amazon EC2 ツールを使用した入札ステータス情報の取得方法に
ついて要約します。

取得内容使用アイテムツール

ステータスコード

ステータスメッセージ

ステータス列

下部ペイン、ヒント

AmazonEC2コンソールの[Spot
Requests] ページ

ステータスコード、ステータス
メッセージ、

および更新時刻

ec2-request-spot-instances
または

ec2-describe-spot-instance-requests

Amazon EC2 CLI

ステータスコード、ステータス
メッセージ、

および更新時刻

RequestSpotInstancesまた
は

DescribeSpotInstanceRequests

Amazon EC2 API

スポットリクエストのライフサイクル

次の図では、スポットリクエストがライフサイクルでたどり得る経路を示します。この図に従って、リ
クエストの作成から終了状態に至るまでの、ライフサイクルの各ステップについて説明します。
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スポットインスタンスを要求すると、そのリクエストは評価プロセスで評価されます。このプロセスの
各ステップ（スポット入札リクエストのライフサイクルとも呼ばれます）では、特定のイベントによっ
て後続のリクエスト状態が決まります。ライフサイクルの図では、各ステップはノードとして表現さ
れ、各ノードのステータスコードはスポットリクエストおよびスポットインスタンスのステータスを示
します。

1. 評価保留 – スポットインスタンスリクエストを行うと、そのリクエストはすぐに
pending-evaluation状態になります。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

(none)openpending-evaluation

スポット入札リクエストがこのpending-evaluation状態にならない唯一の理由は、1つ以上のパ
ラメータが無効であるということです（bad-parameters）。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

(none)closedbad-parameters

2. 保留評価ホールディング状態 – 指定した 1 つ以上のオプションが有効であるものの条件を満たして
いない場合、またはスポット容量の制約が検出された場合に、スポットインスタンスはholding状態
にあるステータスコードをレポートします。リクエストによって定義されるオプションは、リクエ
ストが受理される可能性に影響します。例えば、現在のスポット価格を下回る最大入札価格を指定
した場合、またはスポットインスタンスが 1 つの利用可能ゾーンで同時に起動されるようにリクエ
ストした場合、スポットリクエストは、スポット価格が入札価格を下回るまで、または利用可能ゾー
ンの制約条件が満たされるまで、スポットリクエストは holding 状態のままです。
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次の表では、入札がholding状態にあって制約条件が満たされるのを待機しているときにレポートさ
れるステータスコードを一覧します。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

(none)opencapacity-not-available

(none)opencapacity-oversubscribed

(none)openprice-too-low

(none)opennot-scheduled-yet

(none)openlaunch-group-constraint

(none)openaz-group-constraint

(none)openplacement-group-constraint

(none)openconstraint-not-fulfillable

3. 保留評価/受理終了状態 – 入札に対して指定した有効期限が経過した場合、入札を自分でキャンセル
した場合、またはシステムエラーが発生した場合には、リクエストが保留受理フェーズに到達する
前であっても、スポットインスタンスリクエストが terminal 状態になる場合があります。

Note

スポットリクエストの canceled は、必ずしもスポットインスタンスの終了を意味するもの
ではありません。対照的に、スポットリクエストの closed の場合は、リクエストはもはや
考慮されず、スポットインスタンスが終了することを意味します。

次の表では、保留評価または保留受理の後で入札が terminal 状態になったときにレポートされるス
テータスコードを示します。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

(none)closedschedule-expired

(none)canceledcanceled-before-fulfillment*

(none)failedbad-parameters

(none)closedsystem-error

* このステータスは、ユーザーによって開始されるキャンセルによってもたらされます。
4. 保留受理 – 指定した制約条件（存在する場合）が満たされ、入札価格が現在のスポット価格以上で

ある場合、スポットリクエストは pending-fulfillment状態になります。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

(none)openpending-fulfillment

この時点で、AmazonEC2スポットサービスは要求されたインスタンスを提供するよう準備します。
この時点でプロセスが停止した場合、これは、インスタンスが起動する前にユーザーによってキャ
ンセルされたため、または予期しないシステムエラーが発生したためであると考えられます（「保
留評価/受理終了状態」を参照）。
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5. 受理済み – スポットインスタンスに対するすべての指定が満たされると、スポットリクエストが受
理されます。Amazon EC2 スポットサービスによってスポットインスタンスが起動されます。起動
には数分かかる場合があります。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

starting up → runningactivefulfilled

この時点で、インスタンスが起動し、入札リクエストは activeになります。入札価格がスポット
価格以上であり、インスタンスタイプに対する予備のスポット容量が Amazon EC2 に存在し、お客
様がインスタンスを終了しない限りは、インスタンスは実行し続けます。

Note

入札価格が市場価格と等しい場合、リクエストは fulfilled状態にとどまりますが、市場
価格が上昇した時点でスポットインスタンスが終了するというリスクがあります。場合に
よっては、入札価格がスポット価格と等しくても、その時点でのスポットインスタンスの申
し込み超過が原因で、スポットインスタンスが強制退去させられる可能性があります。その
ような場合は、instance-terminated-capacity-oversubscribedステータスコード
が返されます。詳細については、「受理済み終了状態」を参照してください。

6. 受理済み終了状態 – スポット価格または容量の変化により、スポットサービスがスポットインスタ
ンスを終了させる必要が生じた場合、スポットリクエストは terminal 状態でステータスコードをレ
ポートします。お客様がスポットリクエストをキャンセルまたはスポットインスタンスを終了した
場合も、terminal 状態ステータスコードが返されます。

次の表では、入札が受理された後で、インスタンスが terminal 状態になったときにレポートされる
ステータスコードを一覧します。

インスタンスの状態リクエストの状態ステータスコード

実行中canceled[c]request-canceled-and-instance-running

実行中closedmarked-for-termination

(Spot) terminatedclosed[a]instance-terminated-by-price

terminated[c]closed[b]

キャンセル済み [b]

instance-terminated-by-user
（または
spot-instance-terminated-by-user、
これは廃止される）

(Spot) terminatedclosed[a]instance-terminated-no-capacity

(Spot) terminatedclosed[a]instance-terminated-capacity-oversubscribed

(Spot) terminatedclosed[a]instance-terminated-launch-group-constraint

[a] スポット入札リクエストが永続リクエストである場合、リクエストの状態は open になります。
次の項目「永続リクエスト」を参照してください。

[b]インスタンスを先に終了した場合は、スポットインスタンスが終了したとスポットサービスによっ
て検出されるまでに遅延が生じる場合があります。永続リクエストの場合、ユーザーによって終了
されたインスタンスについては、スポットリクエストが pending-evaluation状態になるまで、
いくらかの時間がかかる可能性があります。このステータスコードを使用すると、リクエストの状
態はクローズまたはキャンセルになります。インスタンスは終了するが、入札を継続する場合は、
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リクエストの状態は closed になります。インスタンスを終了し、入札をキャンセルする場合、リク
エストの状態は canceled になります。

[c] ユーザーによってアクションが開始されます。
7. 永続リクエスト – スポットインスタンスが（ユーザーまたは Amazon EC2 スポットサービスによっ

て）終了するとき、永続スポットリクエストを指定していれば、リクエストは再度考慮されます。
このリクエストは pending-evaluation状態に戻ります。スポット入札リクエストは、当初評価
されたのと同じ評価プロセスにかけられ、永続スポットリクエストに対して全く新しいスポットイ
ンスタンスが起動します。

スポット入札ステータスコードのリファレンス

次のリストには、スポット入札ステータスコードと、コードはスポットリクエストにとって何を意味す
るのかの説明が含まれます。

• az-group-constraint

スポットサービスは、同じ利用可能ゾーンでお客様が要求したインスタンスをすべて起動できるとは
限りません。

• bad-parameters

スポットリクエストの 1 つ以上のパラメータが無効か、形式が不正です（例えば、指定した AMI が
存在していません）。入札ステータスメッセージによって、どのパラメータが無効かを確認できま
す。

• canceled-before-fulfillment

スポットリクエストが受理される前にユーザーがスポットリクエストをキャンセルしました。
• capacity-not-available

要求したインスタンスに使用できる容量が存在しません。
• capacity-oversubscribed

入札価格がお客様の入札価格以上であるスポットリクエストの数が、このプールで使用可能な容量を
超えています。

• constraint-not-fulfillable

1つ以上の制約条件が無効であるため、スポットリクエストを受理できません。例えば、無効なfrom
またはto、あるいは無効な利用可能ゾーンを指定しました。この入札ステータスメッセージは、どの
制約条件が無効化を知らせます。

• fulfilled

入札リクエストは受理されました。したがって、スポットリクエストはアクティブであり、Amazon
EC2 スポットサービスがスポットインスタンスを起動中（または起動済み）です。

• instance-terminated-by-user（または spot-instance-terminated-by-user）

受理済みのスポットインスタンスを終了させたので、入札ステータスは closed 状態になり（永続入
札でない場合）、インスタンスは terminated 状態になりました。

Note

ステータスコード instance-terminated-by-userおよび
spot-instance-terminated-by-userは、同じステータスを表します。コード
spot-instance-terminated-by-userは廃止されます。

• instance-terminated-by-price
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スポット価格が上昇し、入札価格を上回りました。リクエストが永続入札の場合、プロセス（ライフ
サイクル）が再び開始され、入札が再び評価保留となります。

• instance-terminated-capacity-oversubscribed

入札価格がお客様の入札価格以上であるスポットリクエストの数が、このプールで使用可能な容量を
超えたので、インスタンスは終了しました。つまり、スポット価格は変化していないものの、お客様
の価格がスポット価格と等しかったので、インスタンスは中断されました。

Note

特定の入札価格のリクエストが複数存在し、その中の一部のみを終了させる必要がある場
合、スポットサービスは、終了するリクエストをランダムに選択します。

• instance-terminated-launch-group-constraint

起動グループ内のインスタンスの1つが終了したので、起動グループの制約条件が満たされなくなり
ました。

• instance-terminated-no-capacity

インスタンスで使用できるスポット容量がなくなりました。
• launch-group-constraint

スポットサービスは、お客様が同時に要求したインスタンスをすべて起動できるわけではありませ
ん。

Note

起動グループのすべてのリクエストには同時に開始し、終了するインスタンスが含まれてい
ます。スポットリクエストでの起動グループの使用の詳細については、「起動グループおよ
びアベイラビリティーゾーンでのスポットインスタンスの起動 (p. 152)」を参照してくださ
い。

• marked-for-termination

スポットインスタンスに終了のためのマークが付けられます。
• not-scheduled-yet

スポットリクエストは、スケジュール設定された日付になるまで評価されません。
• pending-evaluation

スポットインスタンスリクエストを作成するとすぐに、スポットインスタンスリクエストは保留評価
状態となりシステムはリクエストのパラメータを評価します。

• pending-fulfillment

スポットリクエストは、システムがスポットインスタンスの準備を試みている間、保留受理状態とな
ります。

• placement-group-constraint

現在、指定した配置グループに新しいスポットインスタンスを追加することはできないので、まだス
ポットリクエストを受理することはできません。

• price-too-low

入札価格がスポット価格を下回っているために受理できない入札リクエストがあります。この場合、
インスタンスは起動されず、入札はオープンのままになります。

• request-canceled-instance-running
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スポットインスタンスの実行中にスポットリクエストをキャンセルしました。そのため、リクエスト
はキャンセルされましたが、インスタンスはまだ実行されています。

• schedule-expired

スポットリクエストは、有効な to 日までに受理されていないので、有効期限切れとなりました。
• system-error

予期しないシステムエラーが発生しました。これが反復性の問題である場合は、カスタマーサポート
に連絡してください。

スポットインスタンスリクエストのタグ付け
Abstract

リクエストの分類と管理に役立つように、選択したメタデータでスポットインスタンスリクエストにタグを付けま
す。

スポットインスタンスリクエストを分類および管理しやすくするため、任意のメタデータでタグ付けす
ることができます。スポットインスタンスリクエストのタグ付けは、他の Amazon EC2 リソースにタ
グ付けするのと同じ方法で行います。キーと値を指定してタグを作成し、その組み合わせをスポットイ
ンスタンスリクエストに割り当てます。

スポットインスタンスリクエストに作成するタグは、そのリクエストにのみ適用されます。このタグは
リクエストで起動されるインスタンスには伝播しません。リクエストが受理され、スポットインスタン
スが起動すると、スポットインスタンスリクエストに使用したタグがスポットインスタンスに適用され
ていないことがわかります。タグ付けされたリクエストから起動するスポットインスタンスを分類する
には、インスタンスに個別のタグのセットを作成する必要があります。

スポットインスタンスリクエストを初めて作成したときにタグ付けすることも、作成した後にタグを割
り当てることもできます。スポットインスタンスリクエストにタグ付けするには、次のツールを使用し
ます。

• AWS Management Console の EC2 コンソールの [Spot Requests] ページ
• create-tags AWS CLI コマンド
• ec2-create-tags Amazon EC2 CLI コマンド
• CreateTags API アクション

AmazonEC2でタグを使用する方法の詳細については、「AmazonEC2リソースにタグを付ける(p.662)」
を参照してください。

スポットインスタンスリクエストのタグを作成するには

1. AWSManagementConsoleを使用してスポットインスタンスリクエストを作成する場合、Amazon
マシンイメージ（AMI）およびインスタンスタイプを指定する手順を最初に実行します。詳細につ
いては、スポットインスタンスリクエストの作成 (p. 140) を参照してください。

インスタンスの構成やストレージの詳細を指定した後に、[Next: Tag Instances] をクリックしま
す。

2. [Tag Spot Request] の手順では、タグに使用するキー名と値を入力して、[Review and Launch] を
クリックします。
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別のタグを作成する場合は [Create Tag] をクリックします。
3. 既存のスポットインスタンスリクエストにタグを作成する場合、[Spot Requests] ページで、タグ

付けするスポットリクエストを選択し、下のペインの [Tags] タブで、[Add/Edit Tags] をクリック
します。

[Add/Edit Tags]ボックスで、[Create Tag]をクリックし、タグに使用するキー名と値を入力してか
ら [Save] をクリックします。

先ほどタグ付けしたスポットインスタンスリクエストから起動されるスポットインスタンスにタグを適
用するには、同じツールとコマンドを使用してインスタンスに個別のタグのセットを作成する必要があ
ります。インスタンスにタグを追加する方法の詳細については、「Amazon EC2 リソースにタグを付
ける (p. 662)」を参照してください。

スポットインスタンスのプロビジョニング、価格設定、中断を
理解する

Abstract

スポットインスタンスがどのようにプロビジョニングされ、価格が設定されて、中断されるのかを理解します。

Amazon EC2 スポットインスタンスを所有している場合、スポットインスタンスが実行される期間や
中断されるタイミング、価格の設定方法について知りたいとお考えになるでしょう。これらの要素は、
入札時に設定した価格、Amazon EC2 によって設定されたスポット価格、使用可能なスポット容量に
関係します。これらの要素の相互作用方法を理解すると、スポットインスタンスをいっそう効果的に使
用できるはずです。
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• スポット市場の供給と需要 (p. 162)
• 中断について理解する (p. 163)

スポット市場の供給と需要

スポットインスタンスは、供給と需要によって変化する価格で使用できるスペアの EC2 インスタンス
です。スポットインスタンスを要求するときは、支払うことができる上限価格を設定します（入札）。
AWSは、各インスタンスプールにおいてスポットで提供できるスペアAmazon EC2の容量と、各プー
ルに対して行われた入札を継続的に評価し、使用できるスポット容量を最高額の入札者に対してプロビ
ジョニングします。プールのスポット価格は、そのプールで履行された最低の入札に設定されます（イ
ンスタンスプールは、同じリージョン、アベイラビリティーゾーン、インスタンスタイプ、オペレー
ティングシステム、ネットワークプラットフォームを共有するインスタンスのグループです）。つまり
厳密に言えば、スポット価格とは、単一のスポットインスタンスに対するスポットリクエストを満たす
ために、入札する必要のある最低価格です。

次の図では、このスポットプロビジョニングおよび価格設定メカニズムの仕組みを示します。

スポットインスタンスが 5 個だけ販売されているスポットプールに入札するものとします（例えば、
us-east-1a リージョンおよびアベイラビリティーゾーン、m1.small インスタンスタイプ、Linux オペ
レーティングシステム、VPCネットワークプラットフォーム）。お客様の入札価格は 0.100 USDで、
これは現在のスポット価格でもあります。現在の入札の価格は次のとおりです。

Note

入札は高いものから順番に並んでいます。入札価格が同じ入札はランダムな順序で表示されて
います。

入札価格入札

1.000 USD1.

1.000 USD2.

0.100 USD3.

お客様の入札0.100 USD4.

最後に落札された入札がスポット
価格を設定します

0.100 USD5.

スポット容量カットオフ————————

0.050 USD6.

この表では、入札1～5は落札されます。最後に落札された入札5によってスポット価格が0.100 USD
に設定されます。入札 6 は落札されません。入札価格が同じ 0.100 USD である入札 3～5 はランダム
な順序で並んでいます。

ここで、このスポットプールで使用できるスペアのAmazonEC2容量が3に低下するとします。スポッ
トプールは次のようになります。

入札価格入札

1.000 USD1.

1.000 USD2.
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入札価格入札

最後に落札された入札がスポット
価格を設定します

0.100 USD3.

スポット容量カットオフ————————

お客様の入札0.100 USD4.

0.100 USD5.

0.050 USD6.

入札 1～3 は落札されます。最後に落札された入札 3 によってスポット価格が 0.100 USD に設定され
ます。同じ 0.100 USD の入札 4～5 は落札されません。ご覧のように、スポット価格は変わりません
が、0.100 USDの入札のうち、4（お客様の入札）と5の 2つがスポット提供縮小のために中断されて
います。

まだ単一インスタンスのスポットリクエストを落札したい場合は、現在のスポット価格 0.100 USD よ
り高い価格で入札する必要があります。0.101 USD でスポットインスタンスを入札した場合は落札さ
れて、入札 3は中断され、スポット価格は 0.101 USD になります。2.000 USD で入札すると入札 3は
中断されて、スポット価格は 1.000 USD（入札 2 の価格）になります。このシナリオでは、どんなに
高い価格で入札しても 3 個より多くのインスタンスは落札できないことに注意してください。

スポットに使用できるスペア Amazon EC2 の容量がゼロになると、すべての入札は中断されます。

Note

つまり、どんなに高い価格で入札しても、スポットインスタンスは中断されます。スポット市
場に価格の競合がある場合（通常は、少量の使用可能なスポット容量について）、スポット価
格が予想以上に上昇し、長期間高止まりする可能性があるので、支払可能な額より高い価格で
は入札しないでください。

中断について理解する

Abstract

中断時にはどうすればよいかを学習します。

スポットインスタンスを使用するときは、常に中断に備える必要があります。インスタンスはいつでも
中断される可能性があり、高額のスポット入札によって保護されるわけではありません。したがって、
データのバックアップシステムを用意しておく必要があります。インスタンスのデータはデフォルトで
は保存されません。インスタンスが中断されると失われます。

スポットインスタンスが中断される場合には 3 つの理由があります。

• スポット価格 – スポットインスタンスに対して支払うことができる上限価格の入札価格が現在のス
ポット価格より低い場合、実行中のスポットインスタンスは中断されます。

Amazon EC2 は、各アベイラビリティーゾーンの各インスタンスタイプに対してスポット価格を設
定します。スポット価格は、すべてのお客様が特定の期間スポットインスタンスを実行するために支
払う価格です。スポット価格は、インスタンスの需要と供給の関係に基づいて変動します。しかしお
客様が、スポットリクエストで指定した上限価格を超える金額を支払うことはありません。スポット
価格が、お客様の上限価格を超過した場合は、お客様のインスタンスはAmazonEC2によってシャッ
トダウンされます。

• 容量 – 十分なスペア Amazon EC2 容量がない場合、入札価格が最低のものから順番にスポットイン
スタンスが中断されます。同じ入札価格で複数のインスタンスが存在する場合、インスタンスが中断
される順番はランダムに決定されます。

API Version 2014-02-01
163

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
スポットインスタンスの基本



• リクエスト制約–同じ起動グループや同じアベイラビリティーゾーングループといった制約のあるス
ポットインスタンスをリクエストした場合、制約を満たすことができなくなった場合、これらのイン
スタンスはグループとして中断されることがあります。

スポットインスタンスの中断の原因は、お客様への請求方法に影響を与えます。お客様がご自分でス
ポットインスタンスを中断した場合は、1 時間まるまる使用したかどうかに関係なく、1 時間分の使用
料金が請求されます。Amazon EC2 がスポットインスタンスを中断した場合は、中断された時間の料
金は請求されません。新しいスポットインスタンスのリクエストが送信されてスポットインスタンス起
動されるまで、アカウントが請求を受けることはありません。

スポットインスタンスデータを中断から保護する
Abstract

別のユーザーがお客様より高い入札を提出したとき、中断されるスポットインスタンスのデータを保護してくださ
い。

Amazon EC2 スポットインスタンスに対するお客様の需要は刻一刻と大幅に変化する可能性がありま
す。また、スポットインスタンスの利用可能性も利用可能な Amazon EC2 の容量に応じて大きく変化
する可能性があります。したがって、別のユーザーがお客様より高い価格で入札した場合や、当社で予
備の容量を再要求する必要がある場合、スポットインスタンスは中断される可能性が常にあります。

Note

どんなに高い価格で入札しても、スポットインスタンスが中断されるリスクは常についてまわ
ります。オンデマンド価格を上回る価格で入札しないこと、および中断を許容できないアプリ
ケーションに対してスポットを使用しないことを強く推奨します。

次のセクションでは、中断を考慮し、軽減する方法について説明します。

• 中断の計画 (p. 164)
• 永続ルート EBS パーティション (p. 165)

中断の計画

Abstract

スポットインスタンスを中断する必要がある場合に、即時シャットダウンに対応するようアプリケーションを計画
してください。

Topics
• 動画クイックルック: 中断の管理 (p. 164)

スポットインスタンスはいつでも終了する可能性があるため、スポットインスタンスで実行されるアプ
リケーションは正常に終了する必要があります。Amazonはインスタンスが問題なく終了するよう試み
ますが、アプリケーションが強制終了される場合にも対応できるように準備しておく必要があります。

アプリケーションをテストするには、オンデマンドインスタンスとしてアプリケーションを起動し、終
了します。

動画クイックルック: 中断の管理

以下の動画は、お客様がスポットインスタンスの中断を管理する方法の一例を示しています。スポット
インスタンスの中断を管理する方法
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中断を管理する方針についての詳細は、以下のセクションを参照してください。

• スポットインスタンスで Amazon Elastic MapReduce のジョブフローを起動 (p. 183)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• スポットインスタンスでのクラスターの開始 (p. 216)

永続ルート EBS パーティション

Abstract

スポットインスタンスが中断されるときに、データが失われずに保持されるよう、データをルート EBS パーティ
ションに格納します。

スポットインスタンスが終了すると失われるおそれがあるデータを保存するには、AmazonElasticBlock
Store（Amazon EBS）が有効です。

Important

スポットインスタンスではAmazon EBS-Backed AMIを使用できますが、Amazon EBSルート
デバイスを持つAMIから起動されたスポットインスタンスを停止および起動することはできな
い点に注意してください。AmazonEBSに関する詳細は、AmazonElastic BlockStore（Amazon
EBS）を参照してください。

スポットインスタンスデータの永続性を設定するには、起動するスポットインスタンスを既存のAmazon
Elastic Block Store（AmazonEBS）スナップショットにマッピングします。delete-on-termination
フラグを falseに設定します。これは、スポットインスタンスの終了時に Amazon EC2 が Amazon
EBS ボリュームを削除しないことを示しています。

以下の指定内容でスポットリクエストを作成してみましょう。

• 入札価格は 0.500 USD
• m1.xlarge インスタンスタイプのインスタンスが 1 つ
• スポットインスタンスの終了時に削除しないスナップショットに対するブロックデバイスマッピング

この例はCLIまたはAPIツールのどちらかを使用して行います。CLIを使用した場合のリクエストの例
を次に示します。

$ ec2-request-spot-instances -p 0.5 -t m1.xlarge -n 1 -b '/dev/sdb=snap-
a123bcde:20:false' ami-8e1fece7

詳細については、以下のトピックを参照してください。

• ブロックデバイスマッピング (p. 643)
• ec2-request-spot-instances
• RequestSpotInstances

ウォークスルー: AWS サービスでのスポットインス
タンスの使用

Abstract

AWS が提供する他のサービスと合わせて、Amazon EC2 スポットインスタンスを使用する方法を説明します。
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Topics
• Auto Scaling によるスポットインスタンスの管理 (p. 166)
• CloudFormation テンプレートを使用してスポットインスタンスを起動する (p. 182)
• スポットインスタンスで Amazon Elastic MapReduce のジョブフローを起動 (p. 183)
• Amazon Virtual Private Cloud でのスポットインスタンスの起動 (p. 183)

AWSサービスはスポットインスタンスと一緒に使用できます。このセクションでは、Amazon EC2 ス
ポットインスタンスがAuto Scaling、Amazon Elastic MapReduce およびAmazon Virtual Private Cloud
（Amazon VPC）などの他のサービスとどのように連携するかについて説明します。

Auto Scaling によるスポットインスタンスの管理
Abstract

Auto Scaling でスポットインスタンスを管理し、需要に基づいて容量をスケーリングします。

Topics
• Auto Scaling をスポットインスタンスと一緒に管理するためのツール (p. 167)
• Auto Scaling でスポットインスタンスを起動する (p. 168)
• Auto Scaling により起動されたインスタンスの情報を取得する (p. 171)
• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)

Auto Scaling 機能を使用してスポットインスタンスを管理できます。Auto Scaling を使用すると、Auto
Scaling に入札させて、お客様の需要に基づいて必要な容量を拡大または縮小できます。

また、AutoScalingのスケジューリング機能を使用することで、スポットインスタンスの入札時期や起
動時期をより詳細に制御できます。また、インスタンスの起動や終了など、指定されたイベントが発生
するたびに通知を送信する Amazon Simple Notification Service（Amazon SNS）-backed Auto Scaling
機能も使用できます。AutoScalingの予定されているアクションを使用して、設定した時間に入札期限
が切れるように設定できます。

スポットインスタンスで Auto Scaling を使用する際は、親しみのあるスポットインスタンスツールで
はなく、一部の Auto Scaling ツールを使用しなければならない可能性があります。また、使用できな
いスポットインスタンスオプションもあります。以下に違いの概要を記載します。

• 入札価格を設定する。Auto Scaling を使用してスポットインスタンスを起動する場合、Auto Scaling
の起動設定で、入札価格を設定します。

• スポット価格と入札価格。これは現在の動作と同じです。スポットインスタンスの市場価格がお客様
のインスタンス実行の入札価格を上回ると、Amazon EC2 はインスタンスを終了します。

• 入札価格を変更する。入札価格を変更する場合は、新しい起動設定を作成し、その設定をAutoScaling
グループに関連付ける必要があります。既存の起動設定を更新することはできません。

• 新しい入札価格とインスタンスの実行。新しい起動設定を作成して入札価格を変更すると、既に起動
されているインスタンスは、実行されているインスタンスの入札価格が、スポットインスタンスに対
する現在の市場価格より高い限り、継続して実行されます。

• スポットと Auto Scaling インスタンスの終了。インスタンスの入札価格がスポット価格より低くな
ると、AmazonEC2はスポットインスタンスを終了します。AutoScalingは、関連付けられている起
動設定、インスタンスが実行されている請求時間の長さ、起動されているアベイラビリティーゾーン
を含む、基準の組み合わせに基づいて、インスタンスを終了します。AutoScalingがインスタンスを
終了する場合の詳細については、「Auto Scaling Instance Termination」を参照してください。

• スポットインスタンスを維持する。インスタンスが終了すると、AutoScalingは、お客様が指定した
ご希望の容量を維持するため、そのインスタンスに代わる別のインスタンスを起動しようとします。
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ただし、AutoScalingが別のインスタンスの起動に成功するかどうかは、スポット価格と入札価格と
の比較に基づきます。入札価格がスポット価格を上回る場合、インスタンスは起動されますが、ス
ポット価格が入札価格を上回る場合、その時点ではインスタンスは起動されません。

• 永続的入札。Auto Scaling は、Auto Scaling グループと起動設定が維持されている限り、入札を続行
します。AutoScalingグループは、お客様が維持したいインスタンス数を指定し、起動設定はスポッ
トインスタンスの入札価格を指定します。

Auto Scaling の詳細については、『Auto Scaling 開発者ガイド』を参照してください。Auto Scaling を
迅速に開始するには、『Auto Scaling 入門ガイド』を参照してください。

Auto Scaling をスポットインスタンスと一緒に管理するためのツール

Abstract

スポットインスタンスで Auto Scaling を管理するには、これらのツールを使用します。

Auto Scaling 機能をスポットインスタンスと一緒に使用するには、Auto Scaling コマンドラインイン
ターフェイス（CLI）ツールを使用します。現在、AWSマネジメントコンソールは、AutoScalingオブ
ジェクトの作成と管理をサポートしていません。ただし、AWS マネジメントコンソールで、入札に関
するほとんどの詳細と Auto Scaling によって起動された Amazon EC2 インスタンスを確認できます。

Auto Scaling CLI ツールを使用するには、パッケージをダウンロードして解凍し、Amazon EC2 CLI
ツールの設定と同じように、コンピュータにツールを設定します。Auto Scaling CLI ツールと Amazon
EC2 CLI ツールは別々のツールパッケージとして出荷されています。

次の表は、Auto Scaling CLI ツールの開始に役立つリソースの一覧です。Auto Scaling 開発者ガイドの
Auto Scaling Tools ツールを参照してください。

Auto Scaling CLI ツールを使用するためのリソース

リソースタスク

アマゾンウェブサービスのサイトのAutoScaling
Command Line Tool

AutoScalingコマンドラインインターフェイスツー
ルのダウンロード

『Auto Scaling 開発者ガイド』の「Install the
Command Line Interface」

AutoScalingコマンドラインインターフェイスツー
ルの設定とインストール

Install_Drive\AutoScaling-n.n.nn.n\READMEReadme のインストールの手順を読む

Auto Scaling CLI コマンドに関するヘルプを表示するには

Auto Scaling CLI ツールをインストールした後、コマンドラインにクエリを行うことによりコマンドに
関する詳細を取得できます。

1. コマンドラインを開きます。
2. インストールドライブ\AutoScaling-n.n.nn.n\bin に移動します。
3. as-cmdを入力して、[Enter] を押します。

コマンドラインは、Auto Scaling CLI コマンドの一覧と各コマンドが実行する内容の短い説明を返
します。

例えば、以下はこのセクションで使用する Auto Scaling CLI コマンドの一部です。
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説明コマンド

指定された属性で、新しい起動設定を作成しま
す。

as-create-launch-config

指定された名前とその他の属性で、新しいAuto
Scaling グループを作成します。

as-create-auto-scaling-group

グループが存在する場合は、AutoScalingグルー
プの詳細を表示します。

as-describe-auto-scaling-groups

インスタンスが存在する場合は、Auto Scaling
インスタンスの詳細を表示します。

as-describe-auto-scaling-instances

グループに属する一連のまたはすべてのアク
ティビティの詳細を表示します。

as-describe-scaling-activities

グループにインスタンスがなく、進行中のス
ケーリングアクティビティがない場合は、指定
されたAuto Scalingグループは削除されます。

as-delete-auto-scaling-group

ドキュメントでコマンドシンボルを示す場合に使用する一般的な規則については、「Document
Conventions」を参照してください。

4. as-command-name --helpと入力します。

コマンドラインは、指定されたAuto Scaling CLIコマンドの説明、構文情報、使用法の例を返しま
す。

Amazon EC2 CLI ツールについては、以下を参照してください。

• Amazon EC2 CLI ツール。『Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス』の
「Amazon Elastic Compute Cloud CLI Reference」。

• スポットインスタンス固有の Amazon EC2 CLI ツール。スポットインスタンス用に AWS CLI ツー
ルおよび EC2 CLI ツールを使用する (p. 138)

• スポットインスタンスで使用可能なその他の Amazon EC2 ツール。スポットインスタンスの使用を
開始する (p. 135)

Auto Scaling でスポットインスタンスを起動する

Abstract

Auto Scaling 起動設定とスポットインスタンスを起動する Auto Scaling グループを作成します。

このセクションでは、Auto Scaling起動設定とスポットインスタンスを起動するAuto Scalingグループ
を作成します。Auto Scaling コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して起動設定と Auto
Scalingグループを作成し、これらおよびこれらが起動するAmazon EC2インスタンスに関する情報を
確認して取得します。

前提条件

起動設定やAuto Scalingグループの作成方法がよくわからない場合は、『Auto Scaling開発者ガイド』
の「Basic Auto Scaling Configuration」の手順を確認することをお勧めします。基本的なシナリオを使
用して、ほとんどの Auto Scaling シナリオで必要なインフラストラクチャから開始してください。

お使いのコンピュータにAuto Scaling CLIツールがインストールされていない場合は、インストールし
てから次のチュートリアルを行ってください。詳細は、Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイ
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ドの「Tools for Managing Auto Scaling with Spot Instances」を参照してください。また、Auto Scaling
開発者ガイドの「Install the Command Line Interface」も参照できます。

このシナリオでは、次のタスクを実行します。

• 手順 1: 起動設定を作成する (p. 169)
• 手順 2: Auto Scaling グループを作成する (p. 170)

既に起動設定とAuto Scalingグループがある場合は、Auto Scalingを使用して実行できる別の関連する
スポットインスタンスタスクがあります。

• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• 高度なタスク (p. 186)

Auto Scaling の詳細については、「What is Auto Scaling?」（『Auto Scaling 開発者ガイド』）を参照
してください。Auto Scaling を使用したシナリオの詳細については、『Auto Scaling 開発者ガイド』の
「Using Auto Scaling」を参照してください。

手順 1: 起動設定を作成する

Auto Scaling 起動設定とは、新しい Amazon EC2 インスタンスの起動に必要なパラメータを含むテン
プレートです。Auto Scaling グループに 1 度にアタッチできる起動設定は 1 つだけです。Auto Scaling
を使用してインスタンスを起動するには、起動設定と Auto Scaling グループを作成する必要がありま
す。

スポットインスタンスの入札を実行するには、as-create-launch-config Auto Scaling CLI コマン
ドを --spot-priceオプションで使用します。インスタンスに支払う上限価格を指定します。この価
格は、AutoScalingによってインスタンスの入札に使用されますが、この価格は必ずしもインスタンス
が起動されたときに、お客様が支払う価格ではありません。お客様が支払うのはスポット価格です。例
えば、m1.small インスタンスに対して、0.05 USD で入札したとします。m1.small スポットインスタ
ンスの現在の市場価格が0.03USDであるか、0.05USD未満であれば、落札となり、1時間あたり0.03
USD という現在の価格で課金されます。実際、現在の入札価格が市場価格を上回る限り、入札は遂行
され、スポットインスタンスが起動されます。

スポット価格の履歴を確認すると、入札価格に関するガイダンスが得られます。これは、AWS
Management Console、CLI または API を使用すれば可能です。詳細については、「スポットインスタ
ンス価格履歴の表示 (p. 138)」を参照してください。

as-create-launch-configコマンドは次の引数をとります。

as-create-launch-config LaunchConfigurationName --image-id value --instance-type
value [--spot-price value] [--iam-instance-profile value] [--block-device-mapping
"key1=value1,key2=value2..." ] [--monitoring-enabled|--monitoring-disabled]
[--kernel value ] [--key  value ] [--ramdisk value] [--group value[,value...]
] [--user-data value] [--user-data-file value] [General Options]

必要なオプションは、起動設定名、イメージ ID、およびインスタンスタイプだけです。このウォーク
スルーでは、以下を指定してください。

• 起動設定名 = spotlc-5cents

API Version 2014-02-01
169

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ウォークスルー: AWSサービスでのスポットインスタンス

の使用

http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/spot-as-tools.html
http://docs.aws.amazon.com/AutoScaling/latest/DeveloperGuide/UsingTheCommandLineTools.html
http://docs.aws.amazon.com/AutoScaling/latest/DeveloperGuide//WhatIsAutoScaling.html
http://docs.aws.amazon.com/AutoScaling/latest/DeveloperGuide//ProgrammingGuide.html


Note

Auto Scaling がインスタンスを起動する場合、オンデマンドインスタンスとスポットインス
タンスの違いは区別されません。スポットインスタンスを識別するには、スポットと入札価
格を含む起動設定名を割り当てることを検討してください。

• イメージ ID = ami-e565ba8c

イメージIDはインスタンスの起動に使用されるAmazonマシンイメージ（AMI）を識別します。AMI
がなく、適切な AMI を探す場合は、「適切な AMI の検索 (p. 60)」を参照してください。

• インスタンスタイプ = m1.small
• スポット価格 = $0.05

このパラメータはオプションです。スポットインスタンスを起動する場合は、スポットインスタンス
の入札に使用するスポット入札価格を指定する必要があります。スポットインスタンス入札価格は、
US ドルで指定する必要があります。

コマンドは、次の例のようになります。

as-create-launch-config spotlc-5cents --image-id ami-e565ba8c --instance-type 
m1.small --spot-price "0.05"

次の例のような確認が表示されます。

OK-Created launch config

手順 2: Auto Scaling グループを作成する

AutoScalingグループとは、類似した特性を共有し、特定のスケーリングアクションを適用するAmazon
EC2インスタンスのコレクションです。AutoScalingグループを使用して、インスタンス数を自動的に
拡大、縮小するか、固定数のインスタンスを維持できます。Auto Scalingグループに1度にアタッチで
きる起動設定は 1 つだけです。Auto Scaling を使用して Amazon EC2 インスタンスを起動するには、
起動設定と Auto Scaling グループを作成する必要があります。

as-create-auto-scaling-groupコマンドは次の引数をとります。

as-create-auto-scaling-group AutoScalingGroupName --availability-zones
value[,value...] --launch-configuration value --max-size value --min-size value
[--default-cooldown value] [--desired-capacity value] [--grace-period value]
[--health-check-type value] [--load-balancers value[, value]] [--placement-group
value] [--vpc-zone-identifier value] [General Options]

このコマンドでは、Auto Scaling グループの名前、起動設定、1つ以上の利用可能ゾーン、最小グルー
プサイズ、および最大グループサイズを指定する必要があります。選択した利用可能ゾーンは、Auto
Scalingインスタンスの物理的な場所を決定します。最小および最大グループサイズでは、AutoScaling
グループが持つ最小および最大インスタンス数を Auto Scaling に指示します。

希望する容量は、as-create-auto-scaling-groupコマンドの重要な構成要素です。オプションの
パラメータですが、希望する容量は、最初に実行するインスタンス数を Auto Scaling に指示します。
Auto Scaling グループで実行するインスタンス数を調整するには、--desired-capacityの値を変更
します。--desired-capacityを指定しないと、この値は最小グループサイズと同じになります。

as-create-auto-scaling-groupコマンドの構文の詳細については、Auto Scaling開発者ガイドの
Basic Auto Scaling Configuration を参照してください。また、コマンドライン
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as-create-auto-scaling-group --helpからもヘルプ情報を取得できます。詳細については、
Auto Scaling CLI ツールを使用するためのリソース (p. 167) を参照してください。

このウォークスルーでは、コマンドにこれらの値を指定します。

• Auto Scaling グループ名 = spotasg

Note

Auto Scaling がインスタンスを起動する場合、オンデマンドインスタンスとスポットインス
タンスの違いは区別されません。スポットインスタンスを識別するには、スポットインスタ
ンスを起動するAuto Scalingグループに、スポット固有の名前を割り当てることを検討して
ください。

• 起動設定名 = spotlc-5cents
• 利用可能ゾーン = us-east-1a,us-east-1b
• 最大サイズ = 5
• 最小サイズ = 1
• 希望する容量 = 3

コマンドは、次の例のようになります。

as-create-auto-scaling-group spotasg --launch-configuration spotlc-5cents --
availability-zones "us-east-1a,us-east-1b" --max-size 5 --min-size 1 --desired-
capacity 3

次の例のような確認が表示されます。

OK-Created AutoScalingGroup

次は何をしますか。

• Auto Scaling により起動されたインスタンスの情報を取得する (p. 171)
• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• 高度なタスク (p. 186)

Auto Scaling の詳細については、「What is Auto Scaling?」（『Auto Scaling 開発者ガイド』）を参照
してください。

Auto Scaling により起動されたインスタンスの情報を取得する

Abstract

Auto Scaling によって起動された起動設定、Auto Scaling グループ、およびAmazon EC2インスタンスに関する情
報を取得します。

Auto Scaling CLI ツールを使用すると、起動設定、Auto Scaling グループ、および Auto Scaling によっ
て起動された Amazon EC2 インスタンスに関する情報を取得できます。
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このセクションでは、次の Auto Scaling CLI コマンドを使用して、Auto Scaling が実行し起動したス
ポット価格の入札と、スポットインスタンスに関する情報を取得します。

• as-describe-scaling-activities –このコマンドが返す Auto Scaling アクティビティに関する
情報を使用して、Auto Scaling によって送信された入札のステータスを確認できます。

• as-describe-auto-scaling-groups –このコマンドが返すAuto Scalingグループに関する情報を
使用して、AutoScalingによって仕様どおりにスポットインスタンスが起動されていることを確認で
きます。

Auto Scaling がお客様のために作成している入札のステータスを確認するには

as-describe-scaling-activitiesコマンドは、指定された Auto Scaling グループに対して Auto
Scaling が実行したアクティビティを一覧します。

以下に基本的な構文を示します。

as-describe-scaling-activities [ActivityIds [ActivityIds ...]]
[--auto-scaling-group value] [--max-records value] [General Options]

Auto Scaling グループの指定およびアクティビティ ID の指定はオプションです。Auto Scaling グルー
プを指定しないと、このコマンドではアカウントに関連付けられたすべての Auto Scaling グループに
関するすべてのアクティビティが返されます。Auto Scaling グループを指定すると、そのAuto Scaling
グループに関するアクティビティのみが一覧表示されます。

このシナリオでは、入札状況の確認に as-describe-scaling-activitiesコマンドを使用してい
ます。Auto Scaling グループが 1 つしかなく（spotasg）、すべてのアクティビティを一覧表示すると
します。

1. コマンドラインを開いて、Auto Scaling CLI ツールディレクトリの bin フォルダに移動します。
2. コマンド as-describe-scaling-activities --auto-scaling-group spotasg --headers

を入力します。

次の例のような情報が表示されます。

ACTIVITY  ACTIVITY-ID                           END-TIME              GROUP-
NAME  CODE                      MESSAGE
ACTIVITY  31bcbb67-7f50-4b88-ae7e-e564a8c80a90                        spotasg
     WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-fc8a3014.
 Waiting for instance(s)
ACTIVITY  770bbeb5-407c-404c-a826-856f65db1c57                        spotasg
     WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-69101014.
 Waiting for instance(s)
ACTIVITY  597e4ebd-220e-42bc-8ac9-2bae4d20b8d7  2012-05-23T17:40:22Z  spotasg
     Successful                                                           

この応答では、入札が実行され、入札のうちの1つが成功し、Auto Scalingは他に2つの入札のた
めに待機していることがわかります。

Note

as-describe-scaling-activitiesコマンドによって、失敗したアクティビティが含
まれる一覧が返された場合は、起動設定で指定したデータを確認してください。以下に例
を示します。

• Amazon マシンイメージ（AMI）が有効でなくなっている可能性があります。
• 起動設定で指定された入札価格が、スポット価格を下回っています。
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3. as-describe-scaling-activitiesコマンドを後で再び実行した場合は、以下の例に示すよう
な情報が返される可能性があります。

ACTIVITY  ACTIVITY-ID                           END-TIME              GROUP-
NAME      CODE      
ACTIVITY  90630906-b40f-41a6-967a-cd6534b2dfca  2012-06-01T02:32:15Z  spotasg
         Successful
ACTIVITY  a1139948-ad0c-4600-9efe-9dab8ce23615  2012-06-01T00:48:02Z  spotasg
         Successful
ACTIVITY  33001e70-6659-4494-a817-674d1b7a2f58  2012-06-01T02:31:11Z  spotasg
         Successful

出力には、一覧表示されたアクティビティの成功が示されます。spotasgは、スポット入札価格で
起動設定を使用するAuto Scalingグループだとわかっているため、アクティビティはAuto Scaling
が実行した入札を示すものだと推測できます。

4. アクティビティとインスタンスの詳細を入手するには、--show-xmlの
as-describe-scaling-activitiesオプションを使用します。次のコマンドを入力します:
as-describe-scaling-activities --auto-scaling-group spotasg --show-xml

次の例のような情報が表示されます。

<DescribeScalingActivitiesResponse xmlns="http://autoscaling.&api-do 
main;/doc/2011-01-01/">
  <DescribeScalingActivitiesResult>
    <NextToken>b5a3b43e-10c6-4b61-8e41-2756db1fb8f5</NextToken>
    <Activities>
      <member>
        <StatusCode>Successful</StatusCode>
        <Progress>0</Progress>
        <ActivityId>90630906-b40f-41a6-967a-cd6534b2dfca</ActivityId>
        <StartTime>2012-06-01T00:48:21.942Z</StartTime>
        <AutoScalingGroupName>spotasg</AutoScalingGroupName>
        <Cause>At 2012-06-01T00:48:21Z a difference between desired and ac 
tual capacity changing the desired capacity, increasing the capacity from 
2 to 3.</Cause>
        <Details>{}</Details>
        <Description>Launching a new EC2 instance: i-fe30d187</Description>

        <EndTime>2012-06-01T02:32:15Z</EndTime>
      </member>
      <member>
        <StatusCode>Successful</StatusCode>
        <Progress>0</Progress>
        <ActivityId>a1139948-ad0c-4600-9efe-9dab8ce23615</ActivityId>
        <StartTime>2012-06-01T00:47:51.293Z</StartTime>
        <AutoScalingGroupName>spotasg</AutoScalingGroupName>
        <Cause>At 2012-06-01T00:47:51Z an instance was taken out of service
 in response to a system health-check.</Cause>
        <Details>{}</Details>
        <Description>Terminating EC2 instance: i-88ce28f1</Description>
        <EndTime>2012-06-01T00:48:02Z</EndTime>
      </member>
      <member>
        <StatusCode>Successful</StatusCode>
        <Progress>0</Progress>
        <ActivityId>33001e70-6659-4494-a817-674d1b7a2f58</ActivityId>
        <StartTime>2012-06-01T00:46:19.723Z</StartTime>
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        <AutoScalingGroupName>spotasg</AutoScalingGroupName>
        <Cause>At 2012-06-01T00:46:19Z a difference between desired and ac 
tual capacity changing the desired capacity, increasing the capacity from 
2 to 3.</Cause>
        <Details>{}</Details>
        <Description>Launching a new EC2 instance: i-2c30d155</Description>

        <EndTime>2012-06-01T02:31:11Z</EndTime>
      </member>
      ...
    </Activities>
  </DescribeScalingActivitiesResult>
  <ResponseMetadata>
    <RequestId>d02af4bc-ad8f-11e1-85db-83e1968c7d8d</RequestId>
  </ResponseMetadata>
</DescribeScalingActivitiesResponse>

XML 出力には、スポットと Auto Scaling アクティビティの詳細が表示されます。

• Cause: At 2012-06-01T00:48:21Z a difference between desired and actual
capacity changing the desired capacity, increasing the capacity from 2 to
3. Description: Launching a new EC2 instance: i-fe30d187

インスタンスが終了し、インスタンス数が希望する容量を下回ると、AutoScalingは新しいイン
スタンスを起動して、実行中のインスタンスの合計数が希望する容量で指定したレベルに戻るよ
うにします。

• Cause: At 2012-06-01T00:47:51Z an instance was taken out of service in
response to a system health-check. Description: Terminating EC2 instance:
i-88ce28f1

Auto Scaling は、Auto Scaling グループでインスタンスのヘルスステータスをモニタリングする
ことによって希望するインスタンス数を維持します。インスタンスがunhealthyである、または
終了したという通知をAuto Scaling が受信した場合、Auto Scaling は unhealthy なインスタンス
に代わる別のインスタンスを起動します。詳細については、『Auto Scaling 開発者ガイド』の
「Configure Health Checks for Your Auto Scaling group」を参照してください。

Note

Auto Scaling では、スケーリングアクティビティの結果ではない、インスタンス終了の
原因を提供します。これには、スポット価格が入札価格を上回ったために終了したイン
スタンスも含まれます。

スポット価格がインスタンスの入札価格を上回ったことによって終了したインスタンスを置き換
えようとするとき、AutoScalingは現在の起動設定で指定された入札を実行し、別のインスタン
スを起動して、希望する容量を維持しようとします。

Auto Scaling が仕様に従ってスポットインスタンスを起動していることを確認するには

as-describe-auto-scaling-groupsを使用します。コマンドによって、グループと起動したイン
スタンスの詳細が表示されます。as-describe-auto-scaling-groupsコマンドに関する詳細につ
いては、『Auto Scaling 開発者ガイド』の「Verify Auto Scaling Group Creation」参照してください。

1. コマンドラインを開いて、Auto Scaling CLI ツールディレクトリの bin フォルダに移動します。
2. コマンド as-describe-auto-scaling-groups spotasg --headersを入力します。
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Note

--headersオプションでは、返されているデータの内容がわかるカラム名が表示されま
す。

次の例のような情報が表示されます。

AUTO-SCALING-GROUP  GROUP-NAME      LAUNCH-CONFIG  AVAILABILITY-ZONES     
MIN-SIZE  MAX-SIZE  DESIRED-CAPACITY
AUTO-SCALING-GROUP  spotasg         spotlc-5cents  us-east-1b,us-east-1a  
1         5         3               
INSTANCE  INSTANCE-ID  AVAILABILITY-ZONE  STATE      STATUS   LAUNCH-CONFIG
INSTANCE  i-2c30d155   us-east-1a         InService  Healthy  spotlc-5cents
INSTANCE  i-fe30d187   us-east-1a         InService  Healthy  spotlc-5cents
INSTANCE  i-c630d1bf   us-east-1a         InService  Healthy  spotlc-5cents

指定したとおりに、Auto Scaling が us-east-1a で 3 つのインスタンスを起動し、すべて実行され
ていることがわかります。

3. また、Auto Scaling によって起動されたスポットインスタンスに関する詳細は、
as-describe-auto-scaling-instancesコマンドを使用して表示することもできます。

以下に基本的な構文を示します。

as-describe-auto-scaling-instances [InstanceIds [InstanceIds ...]]
[--max-records value] [General Options]

InstanceIdsの指定は、オプションです。このコマンドを指定すると、インスタンスが存在する
場合、そのインスタンスに関する情報が表示されます。InstanceIdsを指定しないと、このコマ
ンドには、AutoScalingアカウントに関連付けられたすべてのインスタンスに関する情報が返され
ます。

このウォークスルーでは、起動設定と Auto Scaling グループを 1 つ作成し、すべてのスポットイ
ンスタンスに関する詳細を確認すると仮定しています。

コマンドは、次の例のようになります。

as-describe-auto-scaling-instances --headers

取得できる情報は次の例のようになります。

INSTANCE  INSTANCE-ID  GROUP-NAME      AVAILABILITY-ZONE  STATE      STATUS
   LAUNCH-CONFIG
INSTANCE  i-2c30d155   spotasg         us-east-1a         InService  HEALTHY
  spotlc-5cents
INSTANCE  i-c630d1bf   spotasg         us-east-1a         InService  HEALTHY
  spotlc-5cents
INSTANCE  i-fe30d187   spotasg         us-east-1a         InService  HEALTHY
  spotlc-5cents

次は何をしますか。

• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
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• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• 高度なタスク (p. 186)

スポットインスタンスの入札価格の更新

Abstract

新しい起動設定を作成してスポットインスタンスの入札価格を更新します。

Auto Scaling の起動設定は変更できません。スポットインスタンスに対する入札価格を変更する場合
は、新しい起動設定を作成する必要があります。

一連のスポットインスタンスを起動して、長時間中断せずに実行される可能性を高くしたい場合は、入
札価格を高くします。これには、このウォークスルーで実行した手順を使用して、新しい起動設定を作
成する必要があります（詳細については、「手順 1: 起動設定を作成する (p. 169)」を参照してくださ
い）。

次の値を指定します。

• 起動設定名 = spotlc-7cents
• イメージ ID = ami-e565ba8c

Note

AMI がなく、適切な AMI を探す場合は、「適切な AMI の検索 (p. 60)」を参照してくださ
い。

• インスタンスタイプ = m1.small
• スポット価格 = 0.07 USD

コマンドは、次の例のようになります。

as-create-launch-config spotlc-7cents --image-id ami-e565ba8c --instance-type 
m1.small --spot-price "0.07"

次の例のような確認が表示されます。

OK-Created launch config

新しい起動設定の作成に成功したら、その新しい起動設定を指定する新しい Auto Scaling グループを
作成します。

コマンドは、次の例のようになります。

as-create-auto-scaling-group spotasg-7cents --launch-configuration spotlc-7cents
 --availability-zones "us-east-1a,us-east-1b" --max-size 5 --min-size 10 --de 
sired-capacity 3

次の例のような確認が表示されます。
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OK-Created AutoScalingGroup

スポット入札のステータスと、AutoScalingがお客様に代わって発行した入札の一覧を表示するには、
Auto Scaling グループを作成した後すぐに as-describe-scaling-activitiesを実行します。

コマンドは、次の例のようになります。

as-describe-scaling-activities --headers

受理されていない入札が存在する場合は、次の例のような情報が返されます。

ACTIVITY  ACTIVITY-ID                           END-TIME              GROUP-
NAME      CODE                      MESSAGE
ACTIVITY  5879cc50-1e40-4539-a754-1cb084f1aecd                        spotasg-
7cents  WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-93828812. 
Waiting for instance(s)
ACTIVITY  777fbe1b-7a24-4aaf-b7a9-d368d0511878                        spotasg-
7cents  WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-016cf812. 
Waiting for instance(s)
ACTIVITY  f4b00f81-eaea-4421-80b4-a2e3a35cc782                        spotasg-
7cents  WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-cf60ea12. 
Waiting for instance(s)
ACTIVITY  31bcbb67-7f50-4b88-ae7e-e564a8c80a90                        spotasg 
        WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-fc8a3014. 
Waiting for instance(s)
ACTIVITY  770bbeb5-407c-404c-a826-856f65db1c57                        spotasg 
        WaitingForSpotInstanceId  Placed Spot instance request: sir-69101014. 
Waiting for instance(s)
ACTIVITY  597e4ebd-220e-42bc-8ac9-2bae4d20b8d7  2012-05-23T17:40:22Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  eca158b4-a6f9-4ec5-a813-78d42c1738e2  2012-05-23T17:40:22Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  1a5bd6c6-0b0a-4917-8cf0-eee1044a179f  2012-05-23T17:22:19Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  c285bf16-d2c4-4ae8-acad-7450655facb5  2012-05-23T17:22:19Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  127e3608-5911-4111-906e-31fb16d43f2e  2012-05-23T15:38:06Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  bfb548ad-8bc7-4a78-a7db-3b41f73501fc  2012-05-23T15:38:07Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  82d2b9bb-3d64-46d9-99b6-054a9ecf5ac2  2012-05-23T15:30:28Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  95b7589b-f8ac-49bc-8c83-514bf664b4ee  2012-05-23T15:30:28Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  57bbf77a-99d6-4d94-a6db-76b2307fb9de  2012-05-23T15:16:34Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  cdef758e-0be2-416e-b402-0ef521861039  2012-05-23T15:16:17Z  spotasg 
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        Successful                                                            

ACTIVITY  d7e0a3ed-7067-4583-8a87-1561b3de2aed  2012-05-23T14:51:46Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  da5471ab-482c-4680-b430-99e4173d2bd7  2012-05-23T14:52:48Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  78701f3d-a747-46e1-8b0f-8aff22834f46  2012-05-23T14:38:17Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  274d4772-3614-4f5c-8858-026b33635be3  2012-05-23T14:38:16Z  spotasg 
        Successful                                                            

ACTIVITY  1024abb2-bf84-4fae-b717-a398bac91c4f  2012-05-23T14:22:39Z  spotasg 
        Successful             

入札は、sir-93828812や sir-016cf812のような値で表現されます。

スポットインスタンスに新しい入札価格を設定する新しい起動設定を作成するときに、既に別の価格に
基づいて実行されているスポットインスタンスがあると、これらのインスタンスは引き続き実行され、
スポット価格が実行中のインスタンスの基となる入札価格を超えた場合のみ、そのインスタンスは終了
します。

次は何をしますか?

• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• 高度なタスク (p. 186)

スポット入札リクエストの予定設定

Abstract

Auto Scaling を使用してスポット入札リクエストをスケジュールし、履歴で価格が低下する時間帯を利用します。

AutoScalingは特定のインスタンス数を特定の時間に起動するように設定できます。この機能は、例え
ば、履歴で価格が低い時間帯を活用したり、特定の時間にスポットインスタンスを終了させたい場合に
便利です。

Auto Scaling CLI コマンド as-put-scheduled-update-group-actionを使用して、スケジュール
を設定します。以下に基本的な構文を示します。

as-put-scheduled-update-group-action ScheduledActionName --auto-scaling-group
value [--desired-capacity value] [--end-time value][--max-size value][--min-size
value] [--recurrence value][--start-time value][--time value][General Options]

このシナリオでは、次の値を使用します。

• 予定されているアクション名: as-spotbid-schedule
• Auto Scaling グループ: spotasg
• 開始時間: 2012-05-15T19:10:00Z
• 終了時間: 2012-05-15T19:15:00Z
• 希望する容量:20
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コマンドは、次の例のようになります。

as-put-scheduled-update-group-action as-spotbid-schedule --auto-scaling-group 
spotasg --desired-capacity 20 --start-time 2012-05-15T19:10:00Z --end-time 2012-
05-15T19:15:00Z

次の例のような確認が表示されます。

OK-Put Scheduled Update Group Action

予定されているアクションをチェックするには、as-describe-scheduled-actionsを実行します。

次の例のような情報を受け取ります。

UPDATE-GROUP-ACTION spotasg as-spotbid-schedule 2012-05-15T19:10:00Z 20

次は何をしますか。

• Auto Scaling により起動されたインスタンスの情報を取得する (p. 171)
• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する (p. 179)
• 高度なタスク (p. 186)

Auto Scaling を使用してスポットインスタンスに関する通知を取得する

Abstract

Auto Scaling を使用してインスタンスが中断および起動されるときに通知を受け取ります。

AutoScalingを設定することで、インスタンスが終了および起動したときに通知が送信されるようにす
ることができます。スポット価格が上昇して、入札価格を上回った場合、Amazon EC2 はその入札価
格に基づいて起動されたインスタンスを終了します。スポットインスタンスが終了すると、AutoScaling
は入札を送信し、代替インスタンスを起動して、AutoScalingグループに指定された容量を確保しよう
とします。AutoScalingは、インスタンスの起動または終了イベントが発生したときに通知するように
設定できます。

スポットインスタンスの通知を取得する方法には 2 つあります。

• Auto Scaling
• AWS SDK サンプルコードツール

AWS Java SDK のスポット通知サンプル

AWS Java SDK を使用して、スポットインスタンスの使用状況をモニタリングするアプリケーション
をユースケースに合わせてカスタマイズして開発することもできます。スポット通知のサンプルアプリ
ケーションは、Amazon EC2 インスタンスのステータス、スポットインスタンスのリクエストおよび
スポット価格の変動をモニタリングする技術を示す Java アプリケーションです。アプリケーションは
文書化されており、How to Track Spot Instance Activity with the Spot-Notifications Sample Application
から無料でダウンロードできます。アプリケーションは目的に合わせて自由に変更したり、スポットイ
ンスタンスのモニタリング用のアプリケーション開発のガイドとして使用できます。詳細については、
AWS SDK for Java を参照してください。

Auto Scaling グループを設定して、スポットインスタンスに関する通知が送信されるようにする
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ワークスルーのこの部分では、Amazon SNS を設定して、E メール通知が送信されるようにする方法
を説明します。

これを行うには、以下のことが必要です。

Amazonリソース名（ARN）。Amazon Simple Notification Service（Amazon SNS）トピックを作成す
ると、ARNが生成されます。トピックとは、メッセージを送信し、通知を受信する通信チャネルです。
発行者と受信者が相互に意思疎通するためのアクセスポイントを提供します。Eメールアドレスなどの
エンドポイントでは、トピックに対して発行されたメッセージを受信できるように、トピックをサブス
クライブする必要があります。トピックを作成するには、AmazonSimpleNotificationService入門ガイ
ドのトピックの作成を参照してください。

Auto Scaling グループこのウォークスルーで作成した Auto Scaling グループを使用します。

通知の設定。Auto Scaling グループを設定して、as-put-notification-configuration CLI コマ
ンドまたは PutNotificationConfiguration APIアクションを呼び出すと、指定されたイベントが
発生した場合に通知が送信されます。通知設定の手順については、このセクションで後述します。コマ
ンドの詳細については、Auto Scaling API リファレンスのPutNotificationConfigurationを参照してくだ
さい。

Auto Scaling 通知タイプの一覧。これらが通知の送信を生じさせる通知タイプです。

Auto Scaling を使用して通知を設定する

1. Amazon SNS トピックを作成して ARN が作成されたら、通知設定を行う準備が整っています（ト
ピックを作成するには、Amazon Simple Notification Service 入門ガイドのトピックの作成を参照し
てください）。

Auto Scaling グループを設定して、指定されたイベントが発生したときに通知を送信するには、
as-put-notification-configuration CLI コマンドを使用します。

as-put-notification-configurationコマンドは次の引数をとります。

as-put-notification-configuration AutoScalingGroupName --notification-types
value --topic-arn topic-ARN [General Options]

Auto Scaling グループ名、ARN、および通知タイプを指定する必要があります。

この例では、以下を指定してください。
• Auto Scaling グループ名: spotasg

どの Auto Scaling グループについて通知を取得するかを指定します。このウォークスルーでは、
spotasg Auto Scaling グループに対してインスタンスが起動され、終了されたときに Auto Scaling
に通知を送信させます。

• ARN:arn:placeholder:MyTopic

Note

ARNとは、AWSリソース独自の識別子です。ARNプレースホルダを独自のARNで置き
換えます。

• 通知タイプ:autoscaling:EC2_Instance_Launch, autoscaling:EC2_Instance_Terminate

通知タイプは、発生した場合に Auto Scaling に E メールを送信させるイベントです。

コマンドプロンプトを開いて、as-put-notification-configurationコマンドを入力します。

API Version 2014-02-01
180

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ウォークスルー: AWSサービスでのスポットインスタンス

の使用

http://docs.aws.amazon.com/sns/latest/gsg//CreateTopic.html
http://docs.aws.amazon.com/AutoScaling/latest/APIReference//API_PutNotificationConfiguration.html
http://docs.aws.amazon.com/sns/latest/gsg//CreateTopic.html


as-put-notification-configuration spotasg--topic-arn arn:placeholder:MyTopic
 --notification-types autoscaling:EC2_INSTANCE_LAUNCH, autoscaling:EC2_IN 
STANCE_TERMINATE

Auto Scaling は以下を返します。

OK-Put Notification Configuration

これで、インスタンスが起動または終了されたときに、arn:placeholder:MyTopic ARN でエン
ドポイントが受信する通知を送信する通知設定ができました。

2. 通知設定を確認します。

指定されたイベントが発生したときに、AutoScalingグループに関連する通知アクションを確認する
には、as-describe-notification-configurationsを使用します。

as-describe-notification-configurationsコマンドは次の引数をとります。

as-describe-notification-configurations [--auto-scaling-groups
value[,value...]] [--maxrecords value] [General Options]

Auto Scaling グループを指定した場合は、リストした Auto Scaling グループのあらゆる通知設定の
完全なリストがこのコマンドによって返されます。AutoScalingグループ名を指定しないと、サービ
スはすべての Auto Scaling グループの詳細を返します。取得するページが複数ある場合、このコマ
ンドはトークンも返します。次のページを取得するには、返されたトークンを next-token引数と
して使用し、このアクションを再度呼び出します。このウォークスルーでは、以下を指定してくだ
さい。
• Auto Scaling グループ名: spotasg

コマンドプロンプトを開いて、as-describe-notification-configurationsコマンドを入力
します。

as-describe-notification-configurations --auto-scaling-groups spotasg -headers

Auto Scaling は以下を返します。

NOTIFICATION-CONFIG  GROUP-NAME  TOPIC-ARN  NOTIFICATION-TYPE-NAME
NOTIFICATION-CONFIG  spotasg  arn:placeholder:spotasg  autoscaling:EC2_IN 
STANCE_LAUNCH
NOTIFICATION-CONFIG  spotasg  arn:placeholder:spotasg  autoscaling:EC2_IN 
STANCE_TERMINATE

これで、spotasg Auto Scaling グループに対する通知設定が行われたことが確認できました。

AutoScalingグループで指定したように、希望する容量に達するか、または維持するためにAutoScaling
がインスタンスを起動すると、Amazon SNS はそのインスタンスに関する情報が記載された通知を E
メールアドレスに送信します。E メールの受信箱でこの情報を確認してから、
as-describe-auto-scaling-groupを実行して、Auto Scaling グループの現在のインスタンスに関
する情報を取得し、E メールに一覧表示されたインスタンスが実際に存在することを確認できます。

次は何をしますか。

• Auto Scaling により起動されたインスタンスの情報を取得する (p. 171)
• スポットインスタンスの入札価格の更新 (p. 176)
• スポット入札リクエストの予定設定 (p. 178)
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• 高度なタスク (p. 186)

CloudFormationテンプレートを使用してスポットインスタンス
を起動する

Abstract

CloudFormationテンプレートを使用して、スポットインスタンスと、アプリケーションに必要なAWSリソースを
起動します。

AWSCloudFormationテンプレートを使用して、スポットインスタンスと、アプリケーションに必要な
AWS リソースを起動することができます。テンプレートとは、グループとしてデプロイする AWS リ
ソースのスタックと呼ばれるコレクションについて説明するテキストファイルです。AWSCloudFormation
テンプレートの詳細については、Learn Template Basics を参照してください。AWS CloudFormation
の使用の詳細については、「AWS CloudFormation ユーザーガイド」を参照してください。

テンプレートは最初から記述することも、AWSCloudFormation Sample Template Libraryのテンプレー
トの例を使用することもできます。AWSCloudFormationの次のテンプレートは、スポットインスタン
スを活用しています。

• Asynchronous Queue-Based Processing

このテンプレートでは、キューにある作業（メッセージ）をモニタリングするオートスケールされた
ワーカーを作成します。アプリケーションはキューにある作業の量に基づいてオートスケールされま
す。作業があると、Auto Scaling は拡張し、作業がないと、Auto Scaling は縮小します。各メッセー
ジには、実行するコマンド/スクリプト、入力ファイルの場所、結果の出力場所が含まれます。

このテンプレートをダウンロードするには、Asynchronous Queue-Based Processing にアクセスし
てください。

• Bees with Machine Guns

このテンプレートはロードバランサー、コントローラー、ロードバランサーの背後のインスタンスを
作成し、攻撃を起動して開始し、Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）にログを保存して
からシャットダウンします（有効にされている場合）。このテンプレートでは、インスタンスは
Amazon Linux AMI を使用し、設定には、既に AWS Identity と Access Management（IAM）SSL 認
証があることが必要です。このテンプレートを変更して、SSL 依存関係を削除できます。

Note

このテンプレートを起動するには、このタスク専用に作成した新しい SSH 秘密キーが必要
です。テンプレートによって作成されたインスタンスにログインして、この秘密キーの情報
を指定する必要があります。

このテンプレートをダウンロードするには、Bees with Machine Guns にアクセスしてください。
• Grid Computing for Spot Instances

このテンプレートでは、Star Cluster を使用して Amazon EC2 インスタンスのクラスターの起動と
ブートストラップを行い、スポット価格設定を使用して、高いパフォーマンスのコンピュータによる
タスクを実行します。使用するインスタンス数、インスタンスサイズおよびスポット価格のみを提供
する必要があります。

このテンプレートをダウンロードするには、Grid Computing for Spot Instances にアクセスしてくだ
さい。

これらのテンプレートから、AWS Management Console、AWS CloudFormation コマンドラインイン
ターフェイスツール、または AWS CloudFormation API を使用して、スタックを作成できます。

API Version 2014-02-01
182

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ウォークスルー: AWSサービスでのスポットインスタンス

の使用

http://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/gettingstarted.templatebasics.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/
http://aws.amazon.com/cloudformation/aws-cloudformation-templates/
https://s3.amazonaws.com/cloudformation-templates-us-east-1/worker-role.template
https://s3.amazonaws.com/cloudformation-templates-us-east-1/bees-with-machineguns.template
https://s3.amazonaws.com/cloudformation-templates-us-east-1/cc2-spot-cluster.template


これらのテンプレートを使用する前に、以下を実行する必要があります。

1. AWS アカウントを保有して、AWS CloudFormation にサインアップする。
2. 使用するテンプートを決定する。
3. スタックに必要なパラメータを入力する。
4. スタックを作成する。

AWS CloudFormation を使い始める場合は、AWS CloudFormation ユーザーガイドの Getting Started
with AWS CloudFormation を参照してください。

スポットインスタンスでAmazon Elastic MapReduce のジョブ
フローを起動

Abstract

スポットインスタンスで Amazon Elastic MapReduce ジョブフローを開始し、コンピュータクラスターのセット
アップと管理を簡素化します。

スポットインスタンスで Amazon Elastic MapReduce のジョブフローを起動できます。Amazon EMR
とは、データ分析ツールです、コンピュータクラスター、ソースデータ、計算ツールを簡潔に設定して
管理し、高度なデータ処理ジョブを簡潔に実装するのに役立ちます。詳細については、What isAmazon
EMR? を参照してください。

さらに、AmazonEMRクラスターおよびAWSDataPipelineでスポットインスタンスを使用できます。
詳細については、「Amazon EC2 Spot Instances with Amazon EMR Clusters and AWS Data Pipeline」
を参照してください。

動画クイックルック:AmazonElasticMapReduceでのスポットインスタンスの
使用

以下の動画は、Amazon EMR でのスポットインスタンスの動作について説明し、AWS Management
Console からスポットインスタンスのジョブフローを起動するプロセスを順番に案内します。Amazon
Elastic MapReduce でのスポットインスタンスの使用

Amazon Virtual Private Cloudでのスポットインスタンスの起動
Abstract

Amazon Virtual Private Cloud の仮想ネットワーキング環境でスポットインスタンスを起動します。

Amazon Virtual Private Cloud（Amazon VPC）を使用すると、アマゾンウェブサービス（AWS）クラ
ウドの、隔離されたプライベートなセクションに仮想ネットワーク環境を定義することができます。こ
の仮想ネットワークは完全に制御でき、高度なセキュリティ機能やネットワークアクセスコントロール
をインスタンスレベルおよびサブネットレベルで使用することができます。Amazon VPC の詳細につ
いては、『Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイド』を参照してください。

スポットインスタンスを使用する際にAmazon VPCの機能を活用するには、VPCでインスタンスが起
動することをスポットリクエストで指定します。VPC でスポットインスタンスが起動することを確認
するには。

• AWS アカウントでデフォルトの VPC がサポートされているかどうかを特定します。詳細について
は、「Detecting Your Supported Platforms and Whether You Have a Default VPC」を参照してくだ
さい。

• AWSアカウントでデフォルト VPCをサポートしている場合は、その VPCでインスタンスを起動す
るかどうかを判断します。スポットインスタンスを要求する際に追加の手順を実行する必要はありま
せん。[Request Spot Instances] ウィザードの [Network] フィールドにVPC IDが一覧表示されます。
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• AWS アカウントでデフォルト VPC をサポートしている場合は、スポットインスタンスに対して別
の VPC を使用するかどうかを判断します。新しい VPC を作成し、作成した VPC の ID を指定する
ことができます。

• AWS アカウントでデフォルト VPC がサポートされていない場合は、VPC を作成し、その作成した
VPC の ID を指定します。

デフォルト VPC の詳細については、「デフォルトの VPC の基本」を参照してください。VPC の設定
の詳細については、Amazon Virtual Private Cloud 入門ガイドの Getting Started with Amazon VPC を
参照してください。

動画クイックルック: Amazon VPC でスポットインスタンスを起動

以下の動画は、AWSマネジメントコンソールを使用して初めてAmazonVPCでスポットインスタンス
を起動する方法について説明しています。この動画には、VPC サブネットの作成、入札の実行、イン
スタンスが満たされるタイミングの決定、インスタンスのキャンセルについての指示が含まれます。
Amazon VPC でスポットインスタンスを起動

Amazon VPC でスポットインスタンスを起動するプロセスについて

VPCで起動するスポットインスタンスリクエストを作成するプロセスは、Amazon EC2のVPC部分以
外でスポットインスタンスリクエストを作成する場合に従うプロセスと同じですが、次のような違いが
あります。

入札は VPC のスポットインスタンスのスポット価格履歴に基づいて行います。

describe-spot-price-history AWS CLI コマンドまたは ec2-describe-spot-price-history Amazon EC2 CLI
コマンドを使用する場合、(Amazon VPC) を product-descriptionに追加します。

AWS CLI を使用した場合、コマンドは次のようになります。

$ aws ec2 describe-spot-price-history --instance-types m1.xlarge --product-de 
scription "Linux/UNIX (Amazon VPC)" --start-time 2014-01-06T07:08:09 --end-time
 2014-01-06T08:09:10

AWSManagement Consoleを使用して、[Spot Instance Pricing History] ページを確認し、Amazon EC2
とAmazon VPCの両方で実行されているAmazon EC2インスタンスのスポット価格設定履歴を表示し
ます。
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スポットインスタンスを起動する VPC を指定します。

aws ec2 request-spot-instances AWS CLI コマンドまたは ec2-request-spot-instances Amazon EC2 CLI
コマンドを使用する場合、スポットインスタンスを起動する VPC サブネットの ID を指定します。

AWS CLI を使用した場合、コマンドは次のようになります。

$ aws ec2 request-spot-instances --spot-price "0.050" --instance-count 5 --type
 "one-time" --launch-specification "{\"ImageId\":\"ami-a43909e1\",\"Instance 
Type\":
  "m1.small\",\"SubnetId\":\"subnet-d50bfebc\"}"

AWSManagementConsoleを使用して、AmazonEC2コンソールの[SpotRequests]ページからRequest
Spot Instances ウィザードを起動する場合、[Configure Instance Details] ページの [Network] ドロップ
ダウンから VPC を選択します。[Network] では、アカウントがデフォルト VPC をサポートするかどう
かにより表示される項目が異なります。(詳細については、「Detecting Your Supported Platforms and
Whether You Have a Default VPC」を参照してください。)

• アカウントが EC2-Classic で、デフォルト VPC をサポートしていない場合、スポットリクエストを
作成する前に VPC が存在するようであれば、[Network] に VPC オプションが表示されます。たとえ
ば、us-east-1 にスポットインスタンスをリクエストしており、VPC を作成済みの場合、[Network]
には、そのリージョン内のアベイラビリティゾーンで使用できる VPC サブネットの一覧が表示され
ます。
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VPCがない場合は、[Create newVPC]をクリックします。新しいタブに[VPCManagement Console]
が開きます。[Create VPC] をクリックし、ウィザードにしたがって新しい VPC を作成します。

• アカウントがデフォルト VPC をサポートしている場合、[Network] には、デフォルト VPC の一覧が
表示されます。[Subnet]ドロップダウンリストで、スポットインスタンスをリクエストしているリー
ジョン内のアベイラビリティゾーンのデフォルトサブネットを確認することもできます。新しいVPC
や新しいサブネットを作成することもできます。

特定の価格の安いアベイラビリティゾーンでスポットインスタンスを開始する場合、スポットインスタ
ンスリクエストにサブネットを指定する必要があります。

選択するサブネットによって、スポットインスタンスが起動するアベイラビリティゾーンが決まりま
す。スポットインスタンスリクエストを送信する際にサブネットとアベイラビリティゾーンを指定しな
い場合、スポットインスタンスは、使用できるアベイラビリティゾーンのサブネットに配置されます。
アベイラビリティゾーンが最低スポット価格になるとは限りません。

アカウントがデフォルトVPCをサポートし、スポットリクエストでサブネットとアベイラビリティゾー
ンを指定しない場合、配置システムによって選ばれるデフォルト VPC は、最低スポット価格のアベイ
ラビリティゾーンとは異なる可能性があります。

Amazon VPCの使用の詳細については、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドを参照してくだ
さい。

高度なタスク
Abstract

スポットインスタンスで実行できる高度なタスクの一覧を示します。

スポットインスタンスリクエストが作成され、スポットインスタンスの作業が完了したところで、いく
つかの高度なタスクについて説明します。

• スポットインスタンスのデータフィードの購読 (p. 186)
• AWS Java SDK を使用したスポットインスタンスのプログラミング (p. 190)
• スポットインスタンスでのクラスターの開始 (p. 216)

その他にこのセクションで説明するべき高度なタスクがありましたら、
spot-instance-feedback@amazon.com までご意見をお寄せください。

スポットインスタンスのデータフィードの購読
Abstract

スポットインスタンスのデータフィードを購読して、スポットインスタンスの使用状況を監視します。
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スポットインスタンスの使用状況をモニタリングするには、AmazonSimple StorageService（Amazon
S3）に使用状況のログを保存する、スポットインスタンスデータフィードを購読します。

このセクションでは、データフィードの内容、およびスポットインスタンスのデータフィードの作成方
法について説明します。データフィードはアカウントごとに 1 つ作成することができます。

スポットインスタンスデータフィードの概要

スポットインスタンスの料金について理解しやすくするため、Amazon EC2 では、スポットインスタ
ンスの使用状況と料金表の詳細を記載したデータフィードにアクセスすることができます。このデータ
フィードは、選択した Amazon S3 バケットに送信されます。

Amazon S3 バケットにデータフィードが送信されるようにするには、Amazon EC2 API を使用してス
ポットインスタンスデータフィード購読を作成する必要があります。この購読を作成すると、データ
フィードのファイルを送信する Amazon S3 バケット、および衝突を回避するために使用するファイル
名プレフィックスを指定することができます。

データフィードのファイル名と形式

スポットインスタンスのデータフィードのファイル名には次の形式を使用します（UTC の日付と時刻
を使用）。

{Bucket}.s3.amazonaws.com/{Optional Prefix}/{AWS Account ID}.{YYYY}-{MM}-{DD}-
{HH}.{n}.{Unique ID}.gz

例えば、バケット名が myawsbucketであり、プレフィックス myprefixを指定した場合、ファイル
名は次のようになります。

myawsbucket.s3.amazonaws.com/myprefix/111122223333.2010-03-17-20.001.pwBdGTJG.gz

データフィードファイルは、通常、1 時間に 1 回バケットに届き、各使用時は、通常、単一のデータ
ファイルでカバーされます。このファイルは、バケットに配信される前に圧縮（gzip）されます。ファ
イルが非常に大きい場合は、指定した時間の使用状況に関するファイルを複数書き込むことができます
（例えば、ある時間のファイルコンテンツが圧縮前に50 MB を超える場合）。

Note

ある時間に対してスポットインスタンスが実行されていない場合、その時間のデータフィード
ファイルは届きません。

スポットインスタンスのデータフィードファイルはタブで区切られています。データファイルの各行
が、1 インスタンス時間に対応しています。各行には、以下の表のフィールドが含まれています。

説明フィールド

そのインスタンス時間に対して請求される価格を決定するために使用されるタイ
ムスタンプ。

Timestamp

請求の対象となっている使用タイプおよびインスタンスタイプを示します。
m1.small スポットインスタンスの場合、このフィールドは [SpotUsage]に設定さ
れます。それ以外のインスタンスタイプの場合、このフィールドは
[SpotUsage:{instance-type}]に設定されます。例えば、[SpotUsage:c1.medium]の
ようになります。

UsageType
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説明フィールド

請求の対象となっている製品を示します。Linux/UNIXスポットインスタンスの場
合、このフィールドは [RunInstances] に設定されます。Microsoft Windows の場
合、このフィールドは [RunInstances:0002] に設定されます。スポット使用状況
は、利用可能ゾーンに従ってグループ化されます。

Operation

このインスタンス時間を生成したスポットインスタンスのインスタンス ID。InstanceID

このインスタンス時間を生成したリクエストのスポットインスタンスリクエスト
ID。

MyBidID

このスポットインスタンスリクエストに指定された上限価格。MyMaxPrice

タイムスタンプフィールドに指定された時間のスポット価格。MarketPrice

このインスタンス時間に請求される価格。Charge

このレコードのデータフィードファイル名に含まれるバージョン。Version

データフィードのための Amazon S3 の準備

データフィードの購読時に、Amazon EC2 にデータフィードのファイルを保存するバケットを通知し
ます。データフィードを受信登録する前に、Amazon S3 バケットの選択時には以下の点を検討してく
ださい。

• 指定するバケットには Amazon S3 FULL_CONTROL 権限が必要です。

バケット所有者には、デフォルトでこの権限があります。バケット所有者でない場合は、バケット所
有者がお客様の AWS アカウントに FULL_CONTROL 権限を与える必要があります。

• データフィード購読を作成すると、AmazonEC2は指定されたバケットのACLを更新してAWSデー
タフィードアカウントに読み書き権限を与えます。

• 各データフィードファイルには、独自の ACL があります（バケットの ACL とは別です）。

バケット所有者には、データファイルの FULL_CONTROL 権限があります。データフィードアカウ
ントには読み書き権限があります。

• データフィードアカウントの権限を削除しても、データフィードは無効になりません。

これらの権限を削除してもデータフィールドを無効にしない（コントロール API で行う）場合は、
次にデータフィードアカウントでバケットのデータファイルへの書き込みが必要になったときに、再
度これらの権限を与えます。

• データフィードの購読を削除しても、Amazon EC2 ではバケットまたはデータファイルのデータ
フィードアカウントの読み書き権限は削除されません。

読み書き権限の削除は自分で行う必要があります。

スポットインスタンスのデータフィードの購読

Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス（CLI）ツール

スポットインスタンスのデータフィードを購読するには

• 次のコマンドを入力します。

$ ec2-create-spot-datafeed-subscription --bucket myawsbucket [--prefix prefix
 ]
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次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

SPOTDATAFEEDSUBSCRIPTION        111122223333    myawsbucket        prefix   
Active

API

スポットインスタンスのデータフィードを購読するには

• 次のクエリリクエストを作成します。

https://ec2.amazonaws.com/
?Action=CreateSpotDatafeedSubscription
&Bucket=myawsbucket
&Prefix=my-spot-subscription
&...auth parameters...

以下に、応答の例を示します。

<CreateSpotDatafeedSubscriptionResponse xmlns="http://ec2.amazon 
aws.com/doc/2014-02-01/">
  <requestId>59dbff89-35bd-4eac-99ed-be587EXAMPLE</requestId> 
  <spotDatafeedSubscription>
        <ownerId>999988887777</ownerId>
        <bucket>myawsbucket</bucket>
        <prefix>my-spot-subscription</prefix>
        <state>Active</state>
        <fault>/</fault>
   </spotDatafeedSubscription>
</CreateSpotDatafeedSubscriptionResponse>

スポットインスタンスのデータフィードの削除

コマンドラインツール

スポットインスタンスのデータフィードを削除するには

• データフィードを削除するには、次のコマンドを入力します。

$ ec2-delete-spot-datafeed-subscription

リクエストが成功した場合、出力は空です。

API

スポットインスタンスのデータフィードを削除するには

• 次のクエリリクエストを作成します。
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https://ec2.amazonaws.com/
?Action=DeleteSpotDatafeedSubscription
&...auth parameters...

以下に、応答の例を示します。購読が削除されたことが確認されます。

<DeleteSpotDatafeedSubscriptionResponse xmlns="http://ec2.amazon 
aws.com/doc/2014-02-01/">
   <requestId>59dbff89-35bd-4eac-99ed-be587EXAMPLE</requestId> 
   <return>true</return>
</DeleteSpotDatafeedSubscriptionResponse>

AWSJava SDKを使用したスポットインスタンスのプログラミ
ング

Abstract

AWS SDK for Java でスポットインスタンスをプログラミングする方法について、以下の Java コードの例をひと
とおりご確認ください。

AWS Java SDK を使用してスポットインスタンスをプログラミングできます。

• チュートリアル: Amazon EC2 スポットインスタンス (p. 191)
• チュートリアル: Amazon EC2 スポットリクエストの高度な管理 (p. 200)
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チュートリアル: Amazon EC2 スポットインスタンス

概要

スポットインスタンスとは、Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）の未使用キャパシティに
対してお客様から価格を提示していただき、入札価格がその時点のスポット価格を上回っている限りお
客様がインスタンスを実行できるというシステムです。Amazon EC2 のスポット価格は、需要と供給
に基づいて定期的に変動しますが、お客様の入札価格がその価格以上ならば、空いているスポットイン
スタンスにアクセスできます。オンデマンドインスタンスやリザーブドインスタンスと同様に、スポッ
トインスタンスは計算キャパシティを増やしたいときの選択肢の 1 つとなります。

スポットインスタンスを利用すると、AmazonEC2でバッチ処理、科学研究、画像処理、動画エンコー
ディング、データとWebのクローリング、財務分析、テストなどのコストの大幅削減を期待できます。
加えて、スポットインスタンスは、大量の追加計算キャパシティが必要であるけれどもその緊急性が低
いという場合にも適しています。

スポットインスタンスを使用するには、スポットインスタンスリクエストを提出し、このときにインス
タンス時間当たりいくらまで支払えるかを指定します。これが入札価格です。入札価格がその時点のス
ポット価格を超えている場合は、リクエストが受理されてインスタンスを実行できるようになります。
このインスタンスの実行は、お客様がインスタンスを終了した時点と、スポット価格が入札価格を上
回った時点のいずれか早い方までとなります。

次の 2 点にご注意ください。

• 時間当たりの支払い金額が入札価格を下回ることもよくあります。AmazonEC2のスポット価格は、
提出されるリクエストや空きインスタンスの変動に応じて、定期的に変更されます。お客様それぞれ
の入札価格の方が上かどうかにかかわらず、どのお客様もその期間の同一のスポット価格をお支払い
いただきます。したがって、お客様が支払う金額は入札価格を下回ることもありますが、入札価格を
超えることはありません。

• スポットインスタンスを実行しているときに、お客様の入札価格がその時点のスポット価格以上では
なくなった場合は、そのインスタンスは終了となります。つまり、お客様の作業負荷とアプリケー
ションが、この投機的能力を利用するのに充分な柔軟性を有しているか確認することが大切です。

スポットインスタンスは稼働中、他の Amazon EC2 インスタンスとまったく同じように動作します。
そして他の Amazon EC2 インスタンスと同様に、スポットインスタンスは必要がなくなった場合に終
了することができます。お客様がインスタンスを終了した場合は、使用時間の端数分についても料金を
いただきます（オンデマンドやリザーブドのインスタンスと同様です）。ただし、スポット価格がお客
様の入札価格を超えたためにインスタンスが Amazon EC2 によって終了させられた場合は、使用時間
の端数分の料金は発生しません。

このチュートリアルでは、Java プログラミング言語を使用して以下のことを行う方法の概要を説明し
ます。

• スポットリクエストを提出する
• スポットリクエストが受理されたかどうかを判断する
• スポットリクエストをキャンセルする
• 関連するインスタンスの終了

前提条件

このチュートリアルを使用するには、アマゾンウェブサービス（AWS）にサインアップする必要があ
ります。まだ AWS にサインアップしていない場合は、アマゾンウェブサービスのウェブサイトにア
クセスし、ページ右上にある [Create an AWS Account] をクリックしてください。さらに、AWS Java
SDK のインストールも必要です。
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Eclipse開発環境を使用している場合は、AWSToolkit for Eclipseを使用することをお勧めします。AWS
Toolkit for Eclipse には、最新バージョンの AWS SDK for Java が含まれています。

ステップ 1: 認証情報のセットアップ

このサンプルコードの使用を開始するには、AwsCredentials.propertiesファイルに認証情報を入力する
必要があります。具体的には、シークレットキーとアクセスキーを入力する必要があります。

アクセスキーとシークレットアクセスキーをコピーして AwsCredentials.properties ファイルに貼り付
けます。

これで設定が完了したので、例に示すコードを使用できるようになります。

ステップ 2: セキュリティグループのセットアップ

セキュリティグループとは、ファイアウォールとしての役割を果たすものであり、インスタンスのグ
ループに対してどのトラフィックの送受信を許可するかを制御します。デフォルトでは、インスタンス
の起動時にセキュリティグループは何も設定されていません。つまり、着信 IP トラフィックは、どの
TCP ポートであってもすべて拒否されます。したがって、ここでは、スポットリクエストを提出する
前に、必要なネットワークトラフィックを許可するセキュリティグループをセットアップすることにし
ます。このチュートリアルの目的に合わせて、ここでは新しいセキュリティグループを「GettingStarted」
という名前で作成します。このグループでは、自分のアプリケーションを実行する IP アドレスからの
Secure Shell（SSH）トラフィックを許可します。新しいセキュリティグループをセットアップするに
は、次に示すコードサンプルをインクルードするか実行する必要があります。このコードは、セキュリ
ティグループをプログラムからセットアップするためのものです。

AmazonEC2クライアントオブジェクトを作成した後で、CreateSecurityGroupRequestオブジェク
トを作成し、「GettingStarted」という名前と、セキュリティグループの説明を指定します。その後で、
ec2.createSecurityGroup API を呼び出してグループを作成します。

このグループにアクセスできるようにするために、ipPermissionオブジェクトを作成します。IP ア
ドレス範囲は、ローカルコンピュータのサブネット（CIDR表現）で設定します。IPアドレスの「/10」
というサフィックスが、指定した IP アドレスのサブネットを示します。また、ipPermissionオブ
ジェクトを設定して TCP プロトコルとポート 22（SSH）を指定します。最後のステップは、
ec2.authorizeSecurityGroupIngressを呼び出すことです。このときに、作成したセキュリティ
グループの名前と ipPermissionオブジェクトを指定します。

  1 
    // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
  5     credentials = new PropertiesCredentials(
            GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
 10     System.exit(-1);
    }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);
 15 
    // Create a new security group.
    try {
        CreateSecurityGroupRequest securityGroupRequest = new CreateSecurity 
GroupRequest("GettingStartedGroup", "Getting Started Security Group");
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        ec2.createSecurityGroup(securityGroupRequest);
 20 } catch (AmazonServiceException ase) {
        // Likely this means that the group is already created, so ignore.
        System.out.println(ase.getMessage());
    }

 25 String ipAddr = "0.0.0.0/0";

    // Get the IP of the current host, so that we can limit the Security
    // Group by default to the ip range associated with your subnet.
    try {
 30     InetAddress addr = InetAddress.getLocalHost();

        // Get IP Address
        ipAddr = addr.getHostAddress()+"/10";
    } catch (UnknownHostException e) {
 35 }

    // Create a range that you would like to populate.
    ArrayList<String> ipRanges = new ArrayList<String>();
    ipRanges.add(ipAddr);
 40 
    // Open up port 22 for TCP traffic to the associated IP
    // from above (e.g. ssh traffic).
    ArrayList<IpPermission> ipPermissions = new ArrayList<IpPermission> ();
    IpPermission ipPermission = new IpPermission();
 45 ipPermission.setIpProtocol("tcp");
    ipPermission.setFromPort(new Integer(22));
    ipPermission.setToPort(new Integer(22));
    ipPermission.setIpRanges(ipRanges);
    ipPermissions.add(ipPermission);
 50 
    try {
        // Authorize the ports to the used.
        AuthorizeSecurityGroupIngressRequest ingressRequest =
            new AuthorizeSecurityGroupIngressRequest("GettingStartedGroup",ip 
Permissions);
 55     ec2.authorizeSecurityGroupIngress(ingressRequest);
    } catch (AmazonServiceException ase) {
        // Ignore because this likely means the zone has
        // already been authorized.
        System.out.println(ase.getMessage());
 60 }

このコードサンプル全体を見るには、CreateSecurityGroupApp.javaコードサンプルを参照してく
ださい。このアプリケーションを実行して新しいセキュリティグループを作成する必要があるのは1回
のみです。

セキュリティグループは、AWS Toolkit for Eclipse を使用して作成することもできます。詳細について
は、ツールキットのドキュメントを参照してください。

ステップ 3: スポットリクエストを提出する

スポットリクエストを提出するには、最初に、使用するインスタンスタイプ、Amazonマシンイメージ
（AMI）、最高入札価格を決定する必要があります。前のステップで設定したセキュリティグループも
指定する必要があります。これは、必要に応じてインスタンスにログインできるようにするためです。
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複数のインスタンスタイプから選択できます。インスタンスタイプの一覧については、「インスタンス
タイプ (p. 109)」を参照してください。このチュートリアルでは、最も低価格のインスタンスタイプで
ある t1.micro を使用します。次に、使用する AMI のタイプを決定します。ここでは、ami-8c1fece5 を
使用します。これは、このチュートリアルの執筆時点で最新の Amazon Linux AMI です。最新の AMI
は時間の経過とともに変化することがありますが、最新バージョンの AMI は次の方法でいつでも確認
できます。

1. AWS マネジメントコンソールにログインし、EC2 タブをクリックし、EC2 コンソールダッシュ
ボードからインスタンスの 1 つを起動します。

2. AMIが表示されているウィンドウで、ウィザードに示すAMI IDを使用します。DescribeImages
APIを使用することもできますが、このコマンドの利用方法は、このチュートリアルでは取り上げ
ません。

スポットインスタンス入札のアプローチは多数あります。さまざまなアプローチの概要については、ス
ポットインスタンスの入札の動画をご覧ください。ただし、ここでは初めての方のために、3つの一般
的な戦略について説明します。その3つとは、「コストがオンデマンド価格より低くなるように入札す
る」、「計算処理の結果の価値に基づいて入札する」、「できるだけ早く計算キャパシティを獲得でき
るように入札する」です。

• コストをオンデマンドよりも低くする実行完了までに何時間も、あるいは何日間もかかるバッチ処
理ジョブがあるとします。ただし、いつ開始していつ完了するかについては、特に決められていない
ものとします。このジョブを完了するためのコストを、オンデマンドインスタンスを使用する場合よ
りも低くできるかどうかを考えます。インスタンスタイプ別のスポット価格の履歴を、AWS マネジ
メントコンソールまたは Amazon EC2 API を使用して調べます。詳細については、「スポットイン
スタンス価格履歴の表示 (p. 138)」を参照してください。使用したいインスタンスタイプの、特定の
アベイラビリティーゾーンでの価格履歴を分析した後は、入札のアプローチとして次の2つも考えら
れます。
• スポット価格の範囲の上限（ただしオンデマンド価格よりは下）で入札します。このようにすれ
ば、この1回限りのスポットリクエストが受理される可能性が高くなり、ジョブが完了するまで連
続して実行できるからです。

• または、価格範囲の下限で入札し、1つの永続リクエストで次々とインスタンスを起動するよう計
画を立てます。これらのインスタンスの実行時間を合計すると、ジョブを完了するのに十分な長さ
となり、合計コストも低くなります。（この作業を自動化する方法については、このチュートリア
ルで後ほど説明します）

• 結果の価値以上は支払わないデータ処理ジョブを実行するとします。このジョブの結果の価値は判
明しており、計算コストに換算してどれくらいになるかもわかっています。使用するインスタンスタ
イプのスポット価格履歴の分析が完了した後で、入札価格を選択します。計算時間のコストがこの
ジョブの結果の価値を上回ることがないように、価格を決定します。永続リクエストを作成し、ス
ポット価格が入札価格以下となったときに断続的に実行するよう設定します。

• 計算キャパシティをすぐに獲得する追加のキャパシティが突然、短期間だけ必要になることがあり、
オンデマンドインスタンスではそのキャパシティを獲得できないとします。使用するインスタンスタ
イプのスポット価格履歴の分析が完了した後で、履歴の価格の最大値を超える価格で入札します。こ
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のようにすれば、リクエストがすぐに受理される可能性が高まり、計算が完了するまで連続して計算
できるようになります。

入札価格を選択すると、スポットインスタンスをリクエストできる状態になります。ここでは、この
チュートリアルの目的に合わせて、オンデマンド価格（0.03 USD）で入札します。これは、受理され
る可能性を最大にするためです。利用できるインスタンスのタイプと、インスタンスのオンデマンド価
格を調べるには、Amazon EC2 の価格表ページを参照してください。スポットインスタンスをリクエ
ストするには、これまでに選択したパラメータを使用してリクエストを作成します。初めに、
RequestSpotInstanceRequestオブジェクトを作成します。このリクエストオブジェクトには、起
動したいインスタンスの数と入札価格が必要です。さらに、リクエストの LaunchSpecificationを
設定する必要があります。この内容は、インスタンスタイプ、AMI ID、および使用するセキュリティグ
ループです。リクエストの内容が入力されたら、AmazonEC2Clientオブジェクトの
requestSpotInstancesメソッドを呼び出します。次の例は、スポットインスタンスをリクエストす
る方法を示しています。

  1 
    // Retrieves the credentials from a AWSCrentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
  5     credentials = new PropertiesCredentials(
            GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
 10     System.exit(-1);
    }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);
 15 
    // Initializes a Spot Instance Request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
 20 requestRequest.setSpotPrice("0.03");
    requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

    // Setup the specifications of the launch. This includes the
    // instance type (e.g. t1.micro) and the latest Amazon Linux
 25 // AMI id available. Note, you should always use the latest
    // Amazon Linux AMI id or another of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");
 30 
    // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);
 35 
    // Add the launch specifications to the request.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

    // Call the RequestSpotInstance API.
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 40 RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

このコードを実行すると、新しいスポットインスタンスリクエストが発行されます。他にも、スポット
リクエストの設定に使用できるオプションがあります。詳細については、「チュートリアル: Amazon
EC2スポットリクエストの高度な管理(p. 200)」またはJava SDKのRequestSpotInstances APIを参照
してください。

Note

スポットインスタンスが実際に起動されるとお客様への課金が発生するので、料金を抑えるた
めに、リクエストを作成した場合はキャンセルし、インスタンスを起動した場合は終了してく
ださい。

ステップ 4: スポットリクエストの状態を特定する

次に、最後のステップに進む前にスポットリクエストの状態が「アクティブ」になるのを待つようにす
るコードを作成する必要があります。スポットリクエストの状態を特定するには、
describeSpotInstanceRequestsメソッドをポーリングすることによって、モニタリング対象のスポット
リクエスト ID の状態を調べます。

ステップ 2 で作成したリクエスト ID は、requestSpotInstancesリクエストへのレスポンスに埋め
込まれています。次のコード例は、リクエスト IDを requestSpotInstancesレスポンスから取り出
して ArrayListへの入力に使用する方法を示しています。

  1 
    // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);
    List<SpotInstanceRequest> requestResponses = requestResult.getSpotInstance 
Requests();
  5 
    // Setup an arraylist to collect all of the request ids we want to
    // watch hit the running state.
    ArrayList<String> spotInstanceRequestIds = new ArrayList<String>();

 10 // Add all of the request ids to the hashset, so we can determine when they
 hit the
    // active state.
    for (SpotInstanceRequest requestResponse : requestResponses) {
        System.out.println("Created Spot Request: "+requestResponse.getSpotIn 
stanceRequestId());
        spotInstanceRequestIds.add(requestResponse.getSpotInstanceRequestId());
 15 }

リクエスト ID をモニタリングするには、describeSpotInstanceRequestsメソッドを呼び出して
リクエストの状態を特定します。その後で、リクエストが「オープン」状態でなくなるまでループを繰
り返します。状態が、例えば「アクティブ」ではなく、「オープン」以外かどうかをモニタリングする
のは、リクエストが直接「クローズ済み」に遷移することもあるからです（リクエストの引数に問題が
ある場合）。次に示すコード例では、このことを実現する具体的な方法を示します。

  1 
    // Create a variable that will track whether there are any
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    // requests still in the open state.
    boolean anyOpen;
  5 
    do {
        // Create the describeRequest object with all of the request ids
        // to monitor (e.g. that we started).
        DescribeSpotInstanceRequestsRequest describeRequest = new DescribeSpot 
InstanceRequestsRequest();
 10     describeRequest.setSpotInstanceRequestIds(spotInstanceRequestIds);

        // Initialize the anyOpen variable to false - which assumes there
        // are no requests open unless we find one that is still open.
        anyOpen=false;
 15 
        try {
            // Retrieve all of the requests we want to monitor.
            DescribeSpotInstanceRequestsResult describeResult = ec2.describeS 
potInstanceRequests(describeRequest);
            List<SpotInstanceRequest> describeResponses = describeResult.get 
SpotInstanceRequests();
 20 
            // Look through each request and determine if they are all in
            // the active state.
            for (SpotInstanceRequest describeResponse : describeResponses) {
                // If the state is open, it hasn't changed since we attempted
 25             // to request it. There is the potential for it to transition
                // almost immediately to closed or canceled so we compare
                // against open instead of active.
            if (describeResponse.getState().equals("open")) {
                anyOpen = true;
 30             break;
            }
        }
    } catch (AmazonServiceException e) {
          // If we have an exception, ensure we don't break out of
 35       // the loop. This prevents the scenario where there was
          // blip on the wire.
          anyOpen = true;
        }

 40     try {
            // Sleep for 60 seconds.
            Thread.sleep(60*1000);
        } catch (Exception e) {
            // Do nothing because it woke up early.
 45     }
    } while (anyOpen);

このコードを実行すると、スポットインスタンスリクエストは完了するか失敗し、失敗の場合はエラー
が画面に出力されます。どちらの場合も、次のステップに進んで、アクティブなリクエストがある場合
はクリーンアップし、実行中のインスタンスがある場合は終了してください。

ステップ 5: スポットリクエストとインスタンスをクリーンアップする

最後に、リクエストとインスタンスをクリーンアップする必要があります。未完了リクエストのキャン
セルと、インスタンスの終了の両方を行うことが重要です。リクエストをキャンセルするだけではイン
スタンスは終了しないので、引き続きお客様への課金が発生することになります。インスタンスを終了
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すると、スポットリクエストがキャンセルされることもありますが、場合によっては（例えば、持続的
入札を使用した場合）、インスタンスを終了しただけでは、リクエストが再度受理されるのを停止でき
ないことがあります。したがって、アクティブな入札のキャンセルと実行中インスタンスの終了の両方
を行うことをお勧めします。

次のコードは、リクエストをキャンセルする方法を示しています。

  1 
    try {
        // Cancel requests.
        CancelSpotInstanceRequestsRequest cancelRequest = new CancelSpotInstan 
ceRequestsRequest(spotInstanceRequestIds);
  5     ec2.cancelSpotInstanceRequests(cancelRequest);
    } catch (AmazonServiceException e) {
        // Write out any exceptions that may have occurred.
        System.out.println("Error canceling instances");
        System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
 10     System.out.println("Response Status Code: " + e.getStatusCode());
        System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
        System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
    }

稼働中のインスタンスを終了するには、そのインスタンスを起動したリクエストに関連付けられている
インスタンスIDが必要です。次のコード例は、前に示したインスタンスをモニタリングするためのコー
ドに ArrayListを追加したものです。この中に、describeInstanceレスポンスに関連付けられて
いるインスタンス ID を格納します。

  1 
    // Create a variable that will track whether there are any requests
    // still in the open state.
    boolean anyOpen;
  5 

// Initialize variables.
ArrayList<String> instanceIds = new ArrayList<String>();

    do {
 10     // Create the describeRequest with all of the request ids to
        // monitor (e.g. that we started).
        DescribeSpotInstanceRequestsRequest describeRequest = new DescribeSpot 
InstanceRequestsRequest();
        describeRequest.setSpotInstanceRequestIds(spotInstanceRequestIds);

 15     // Initialize the anyOpen variable to false, which assumes there
        // are no requests open unless we find one that is still open.
        anyOpen = false;

        try {
 20         // Retrieve all of the requests we want to monitor.
            DescribeSpotInstanceRequestsResult describeResult = ec2.describeS 
potInstanceRequests(describeRequest);
            List<SpotInstanceRequest> describeResponses = describeResult.get 
SpotInstanceRequests();

            // Look through each request and determine if they are all
 25         // in the active state.
            for (SpotInstanceRequest describeResponse : describeResponses) {
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                // If the state is open, it hasn't changed since we
                // attempted to request it. There is the potential for
                // it to transition almost immediately to closed or
 30             // canceled so we compare against open instead of active.
                if (describeResponse.getState().equals("open")) {
                    anyOpen = true;
                    break;
                }
 35 

// Add the instance id to the list we will
// eventually terminate.
instanceIds.add(describeResponse.getInstanceId());

            }
 40     } catch (AmazonServiceException e) {
            // If we have an exception, ensure we don't break out
            // of the loop. This prevents the scenario where there
            // was blip on the wire.
            anyOpen = true;
 45     }

        try {
            // Sleep for 60 seconds.
            Thread.sleep(60*1000);
 50     } catch (Exception e) {
            // Do nothing because it woke up early.
        }
    } while (anyOpen);

このArrayListに格納されているインスタンスIDを使用して、稼働中のインスタンスを終了します。
コードは次のとおりです。

  1 
    try {
        // Terminate instances.
        TerminateInstancesRequest terminateRequest = new TerminateInstances 
Request(instanceIds);
  5     ec2.terminateInstances(terminateRequest);
    } catch (AmazonServiceException e) {
        // Write out any exceptions that may have occurred.
        System.out.println("Error terminating instances");
        System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
 10     System.out.println("Reponse Status Code: " + e.getStatusCode());
        System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
        System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
    }

ステップの集約

これまでに説明したステップは、よりオブジェクト指向的なアプローチをとって1つに集約することが
できます。このステップとは、EC2 クライアントの初期化、スポットリクエストの提出、スポットリ
クエストがオープン状態でなくなったかどうかの特定、および未完了のスポットリクエストや関連する
インスタンスのクリーンアップです。これらのすべてを実行する、Requestsというクラスを作成しま
す。
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さらに、GettingStartedAppというクラスも作成します。ここにメインメソッドがあり、ここで高
レベルの関数呼び出しを実行します。具体的には、既に説明した Requestsオブジェクトを初期化し
ます。スポットインスタンスリクエストを提出します。その後は、スポットリクエストが「アクティ
ブ」状態になるまで待ちます。最後に、リクエストとインスタンスをクリーンアップします。

ソースコード全体を GitHub からダウンロードできます。

これで、AWS Java SDK を使用したスポットインスタンスソフトウェア開発の入門チュートリアルは
終了です。

次のステップ

Java 開発者向けの「チュートリアル: Amazon EC2 スポットリクエストの高度な管理 (p. 200)」に進む
ことをお勧めします。

チュートリアル: Amazon EC2 スポットリクエストの高度な管理

Abstract

チュートリアル - スポットインスタンスを使用して Amazon EC2 のコストを削減する方法を示します。

概要

スポットインスタンスとは、Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）の未使用キャパシティに
対してお客様から価格を提示していただき、入札価格がその時点のスポット価格を上回っている限りお
客様がインスタンスを実行できるというシステムです。Amazon EC2 のスポット価格は、需要と供給
に応じて定期的に変動します。お客様の入札価格がスポット価格以上ならば、空きスポットインスタン
スを使用できます。オンデマンドインスタンスやリザーブドインスタンスと同様に、スポットインスタ
ンスは計算キャパシティを増やしたいときの選択肢の 1 つとなります。

スポットインスタンスを利用すると、AmazonEC2でバッチ処理、科学研究、画像処理、動画エンコー
ディング、データとWebのクローリング、財務分析、テストなどのコストの大幅削減を期待できます。
加えて、スポットインスタンスは、大量の追加計算キャパシティが必要であるけれどもその緊急性が低
いという場合にも適しています。

このチュートリアルでは、スポットリクエストの高度な機能のいくつかについて概要を説明します。例
えば、スポットリクエスト作成時の詳細なオプション、スポットインスタンス起動の代替方法、インス
タンスを管理する方法などです。このチュートリアルは、スポットインスタンスに関連する高度なト
ピックをすべて取り上げるものではありません。代わりに、スポットリクエストとスポットインスタン
スの管理のために一般的に使用されている方法のいくつかについて、コードのサンプルを紹介します。

前提条件

このチュートリアルを使用するには、アマゾンウェブサービス（AWS）にサインアップする必要があ
ります。まだ AWS にサインアップしていない場合は、アマゾンウェブサービスのウェブサイトにア
クセスし、ページ右上にある [サインアップ] をクリックします。さらに、AWS SDK for Java のインス
トールも必要です。

Eclipse 開発環境を使用している場合は、AWS Toolkit for Eclipse を使用することをお勧めします。
Toolkit for Eclipse には、最新バージョンの AWS SDK for Java が含まれています。

ステップ 1: 認証情報のセットアップ

このサンプルコードの使用を開始するには、AwsCredentials.propertiesファイルに認証情報を入
力する必要があります。具体的には、secretKeyと accessKeyを入力する必要があります。

アクセスキー IDおよび秘密アクセスキーを AwsCredentials.propertiesファイルにコピーして貼
り付けます。
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ステップ 2: セキュリティグループのセットアップ

さらに、セキュリティグループを設定する必要があります。セキュリティグループとは、ファイアウォー
ルとしての役割を果たすものであり、インスタンスのグループに対してどのトラフィックの送受信を許
可するかを制御します。デフォルトでは、インスタンスの起動時にセキュリティグループは何も設定さ
れていません。つまり、着信IPトラフィックは、どのTCPポートであってもすべて拒否されます。し
たがって、ここでは、スポットリクエストを提出する前に、必要なネットワークトラフィックを許可す
るセキュリティグループをセットアップすることにします。このチュートリアルの目的に合わせて、こ
こでは新しいセキュリティグループを「GettingStarted」という名前で作成します。このグループでは、
自分のアプリケーションを実行する IP アドレスからの Secure Shell（SSH）トラフィックを許可しま
す。新しいセキュリティグループをセットアップするには、次に示すコードサンプルをインクルードす
るか実行する必要があります。このコードは、セキュリティグループをプログラムからセットアップす
るためのものです。

AmazonEC2クライアントオブジェクトを作成した後で、CreateSecurityGroupRequestオブジェク
トを作成し、「GettingStarted」という名前と、セキュリティグループの説明を指定します。その後で、
ec2.createSecurityGroup API を呼び出してグループを作成します。

このグループにアクセスできるようにするために、ipPermissionオブジェクトを作成します。IP ア
ドレス範囲は、ローカルコンピュータのサブネット（CIDR表現）で設定します。IPアドレスの「/10」
というサフィックスが、指定した IP アドレスのサブネットを示します。また、ipPermissionオブ
ジェクトを設定して TCP プロトコルとポート 22（SSH）を指定します。最後のステップは、
ec2.authorizeSecurityGroupIngressを呼び出すことです。このときに、作成したセキュリティ
グループの名前と ipPermissionオブジェクトを指定します。

（次に示すコードは、最初のチュートリアルで使用したのと同じものです）

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
       System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCreden 
tials.properties.");
       System.out.println(e1.getMessage());
       System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Create a new security group.
    try {
        CreateSecurityGroupRequest securityGroupRequest =
            new CreateSecurityGroupRequest("GettingStartedGroup", "Getting 
Started Security Group");
        ec2.createSecurityGroup(securityGroupRequest);
 20 } catch (AmazonServiceException ase) {
        // Likely this means that the group is already created, so ignore.
        System.out.println(ase.getMessage());
    }

 25 String ipAddr = "0.0.0.0/0";

    // Get the IP of the current host, so that we can limit the security group
    // by default to the IP range associated with your subnet.

API Version 2014-02-01
201

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
高度なタスク



    try {
 30     InetAddress addr = InetAddress.getLocalHost();

        // Get IP Address
        ipAddr = addr.getHostAddress()+"/10";
    } catch (UnknownHostException e) {
 35 }

    // Create a range that you would like to populate.
    ArrayList<String> ipRanges = new ArrayList<String>();
    ipRanges.add(ipAddr);
 40 
    // Open up port 22 for TCP traffic to the associated IP from
    // above (e.g., ssh traffic).
    ArrayList<IpPermission> ipPermissions = new ArrayList<IpPermission> ();
    IpPermission ipPermission = new IpPermission();
 45 ipPermission.setIpProtocol("tcp");
    ipPermission.setFromPort(new Integer(22));
    ipPermission.setToPort(new Integer(22));
    ipPermission.setIpRanges(ipRanges);
    ipPermissions.add(ipPermission);
 50 
    try {
        // Authorize the ports to the used.
        AuthorizeSecurityGroupIngressRequest ingressRequest =
            new AuthorizeSecurityGroupIngressRequest("GettingStartedGroup",ip 
Permissions);
 55     ec2.authorizeSecurityGroupIngress(ingressRequest);
    } catch (AmazonServiceException ase) {
        // Ignore because this likely means the zone has already
        // been authorized.
        System.out.println(ase.getMessage());
 60 }

このコードサンプル全体を見るには、advanced.CreateSecurityGroupApp.javaコードサンプル
を参照してください。このアプリケーションを実行して新しいセキュリティグループを作成する必要が
あるのは 1 回のみです。

セキュリティグループは、AWS Toolkit for Eclipse を使用して作成することもできます。詳細について
は、ツールキットのドキュメントを参照してください。

スポットインスタンスリクエスト作成の詳細なオプション

「チュートリアル:AmazonEC2スポットインスタンス(p. 191)」で説明したように、リクエストを作成
してインスタンスタイプ、Amazonマシンイメージ（AMI）、および最高入札価格を指定する必要があ
ります。

初めに、RequestSpotInstanceRequestオブジェクトを作成します。このリクエストオブジェクト
には、必要なインスタンスの数と入札価格が必要です。さらに、リクエストのLaunchSpecification
も設定する必要があります。この内容は、インスタンスタイプ、AMI ID、および使用するセキュリティ
グループです。リクエストの内容が入力されたら、AmazonEC2Clientオブジェクトの
requestSpotInstancesメソッドを呼び出します。スポットインスタンスをリクエストする方法の例
を次に示します。

（次に示すコードは、最初のチュートリアルで使用したのと同じものです）
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  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

    // Set up the specifications of the launch. This includes the
    // instance type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon Linux
    // AMI id available. Note, you should always use the latest
 25 // Amazon Linux AMI id or another of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

 30 // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

 35 // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

    // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

永続リクエストと 1 回限りのリクエスト

スポットリクエストを作成するときは、複数の任意パラメータを指定できます。最初のパラメータは、
そのリクエストが1回限りか永続的なものかを指定するためのものです。デフォルトでは、リクエスト
は1回限りとなります。1回限りのリクエストが受理されるのは1回だけであり、リクエストしたイン
スタンスが終了すると、そのリクエストはクローズ済みとなります。永続リクエストは、同じリクエス
トで実行されているスポットインスタンスがない限り、常に受理の対象となります。リクエストのタイ
プを指定するには、スポットリクエストの Type を設定します。このことを行うコードを次に示しま
す。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {

API Version 2014-02-01
203

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
高度なタスク



        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

// Set the type of the bid to persistent.
requestRequest.setType("persistent");

 25 // Set up the specifications of the launch. This includes the
    // instance type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon Linux
    // AMI id available. Note, you should always use the latest
    // Amazon Linux AMI id or another of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
 30 launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

    // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
 35 securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);
 40 
    // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

リクエストの期間の制限

また、リクエストの有効期間もオプションで指定できます。その期間の開始時点と終了時点の両方を指
定できます。デフォルトでは、スポットリクエストが受理の対象とみなされるのは、作成された時点か
ら、そのリクエストが受理されるか作成者によってキャンセルされるまでの間となります。ただし、必
要であれば、作成時に有効期間を指定できます。この期間を指定する方法の例を次のコードに示しま
す。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
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ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

// Set the valid start time to be two minutes from now.
Calendar cal = Calendar.getInstance();
cal.add(Calendar.MINUTE, 2);

 25 requestRequest.setValidFrom(cal.getTime());

// Set the valid end time to be two minutes and two hours from now.
cal.add(Calendar.HOUR, 2);
requestRequest.setValidUntil(cal.getTime());

 30 
    // Set up the specifications of the launch. This includes
    // the instance type (e.g., t1.micro)

    // and the latest Amazon Linux AMI id available.
 35 // Note, you should always use the latest Amazon
    // Linux AMI id or another of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");
 40 
    // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);
 45 
    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

    // Call the RequestSpotInstance API.
 50 RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

Amazon EC2 スポットインスタンスリクエストのグループ化

スポットインスタンスリクエストには、いくつか異なる方法でグループ化するオプションがあります。
ここでは、起動グループ、アベイラビリティーゾーングループ、およびプレイスメントグループの利点
について説明します。

リクエストしたスポットインスタンスがすべて同時に起動され、同時に終了するようにしたい場合は、
起動グループを利用します。起動グループとは、1つにまとめる入札のグループに付けられるラベルで
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す。同じ起動グループ内のインスタンスはすべて、同時に起動されて同時に終了します。なお、起動グ
ループ内のインスタンスが受理済みの場合に、その同じ起動グループで起動される新しいインスタンス
も受理されるという保証はありません。以下の例は、起動グループを設定する手順を示します。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

// Request 5 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(5));

// Set the launch group.
requestRequest.setLaunchGroup("ADVANCED-DEMO-LAUNCH-GROUP");

 25 // Set up the specifications of the launch. This includes
    // the instance type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon Linux
    // AMI id available. Note, you should always use the latest
    // Amazon Linux AMI id or another of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
 30 launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

    // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
 35 securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);
 40 
    // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

1つのリクエスト内のすべてのインスタンスが同じアベイラビリティーゾーン内で起動されるようにす
る必要があるが、どのアベイラビリティーゾーンでもかまわない場合は、アベイラビリティーゾーング
ループを利用します。アベイラビリティーゾーングループとは、同じアベイラビリティーゾーンにまと
めるインスタンスのグループに付けられるラベルです。同じアベイラビリティーゾーングループに属
し、同時に受理されたインスタンスはすべて、同じアベイラビリティーゾーンで起動されます。アベイ
ラビリティーゾーングループを設定する方法の例を次に示します。
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  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
       credentials = new PropertiesCredentials(
  5        GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 5 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(5));

    // Set the Availability Zone group.
requestRequest.setAvailabilityZoneGroup("ADVANCED-DEMO-AZ-GROUP");

 25 // Set up the specifications of the launch.  This includes the instance
    // type (e.g.,  t1.micro) and the latest Amazon Linux AMI id available.
    // Note, you should always use the latest Amazon Linux AMI id or another
    // of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
 30 launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

    // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
 35 securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);
 40 
    // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

リクエストするスポットインスタンスをどのアベイラビリティーゾーンで起動したいかを指定できま
す。次のコードサンプルでは、アベイラビリティーゾーンの設定方法を示します。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
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        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

    // Set up the specifications of the launch. This includes the instance
    // type (e.g.,  t1.micro) and the latest Amazon Linux AMI id available.
    // Note, you should always use the latest Amazon Linux AMI id or another
 25 // of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

 30 // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

 35 // Set up the Availability Zone to use. Note we could retrieve the
// Availability Zones using the ec2.describeAvailabilityZones() API.
// For this demo, we will just use us-east-1a.
SpotPlacement placement = new SpotPlacement("us-east-1b");

 40 launchSpecification.setPlacement(placement);

    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

 45 // Call the RequestSpotInstance API.
    RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

最後のプレイスメントグループは、ハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）スポットインスタ
ンス（クラスターコンピューティングインスタンスやクラスターGPUインスタンスなど）を使用する
場合に指定できます。プレイスメントグループを利用すると、低レイテンシー、高帯域幅でインスタン
ス間を接続できます。以下の例は、プレイスメントグループを設定する手順を示します。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
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dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

    // Set up the specifications of the launch. This includes the instance
    // type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon Linux AMI id available.
    // Note, you should always use the latest Amazon Linux AMI id or another
 25 // of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

 30 // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

 35 // Set up the placement group to use with whatever name you desire.
// For this demo, we will just use "ADVANCED-DEMO-PLACEMENT-GROUP".
SpotPlacement placement = new SpotPlacement();
placement.setGroupName("ADVANCED-DEMO-PLACEMENT-GROUP");
launchSpecification.setPlacement(placement);

 40 
    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

    // Call the RequestSpotInstance API.
 45 RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

このセクションで示したパラメータはいずれも任意パラメータです。もう1つ重要なことは、これらの
パラメータのほとんどは（入札が永続的か1回限りかにかかわらず）、入札受理の可能性の低下につな
がりうるということです。したがって、これらのオプションは、そのオプションが必要な場合に限って
使用することが重要です。これまでに示したコード例すべてを 1 つにまとめたものが
com.amazonaws.codesamples.advanced.InlineGettingStartedCodeSampleApp.javaクラス
の中にあります。

中断または終了の後もルートパーティションを永続化する方法

スポットインスタンスの中断を管理する最も簡単な方法は、データのチェックポイントを作成して
Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）ボリュームに保存するという処理を定期的に行うことで
す。チェックポイントを定期的に作成しておくと、中断が発生したときでも、データが失われるのは最
後のチェックポイント以降に作成された分だけになります（その間に他の非べき等アクションが実行さ
れていないことを前提とします）。このプロセスを容易にするには、スポットリクエストを設定すると
きに、中断時や終了時にルートパーティションを削除しないことを指定します。このシナリオを実現す
る方法を示す新しいコードが、次の例に挿入されています。
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追加されたコードの中では、BlockDeviceMappingオブジェクトを作成し、対応する Elastic Block
Storage（EBS）をEBSオブジェクトに設定しています（このオブジェクトは、スポットインスタンス
が終了しても削除しないよう設定済みです）。notその後で、このBlockDeviceMappingをマッピン
グの ArrayList に追加し、起動指定の中でこのマッピングを指定します。

  1 // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
    AWSCredentials credentials = null;
    try {
        credentials = new PropertiesCredentials(
  5         GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
    } catch (IOException e1) {
        System.out.println("Credentials were not properly entered into AwsCre 
dentials.properties.");
        System.out.println(e1.getMessage());
        System.exit(-1);
 10 }

    // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
    AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

 15 // Initializes a Spot Instance request
    RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

    // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
    requestRequest.setSpotPrice("0.03");
 20 requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

    // Set up the specifications of the launch. This includes the instance
    // type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon Linux AMI id available.
    // Note, you should always use the latest Amazon Linux AMI id or another
 25 // of your choosing.
    LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
    launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
    launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

 30 // Add the security group to the request.
    ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
    securityGroups.add("GettingStartedGroup");
    launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

 35 // Create the block device mapping to describe the root partition.
BlockDeviceMapping blockDeviceMapping = new BlockDeviceMapping();
blockDeviceMapping.setDeviceName("/dev/sda1");

// Set the delete on termination flag to false.
 40 EbsBlockDevice ebs = new EbsBlockDevice();

ebs.setDeleteOnTermination(Boolean.FALSE);
blockDeviceMapping.setEbs(ebs);

// Add the block device mapping to the block list.
 45 ArrayList<BlockDeviceMapping> blockList = new ArrayList<BlockDeviceMap 
ping>();

blockList.add(blockDeviceMapping);

// Set the block device mapping configuration in the launch specifications.
launchSpecification.setBlockDeviceMappings(blockList);
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 50 
    // Add the launch specification.
    requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

    // Call the RequestSpotInstance API.
 55 RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);

このボリュームがインスタンスの起動時に再度接続されるようにしたい場合は、ブロックデバイスマッ
ピング設定を使用することもできます。別の方法としては、ルート以外のパーティションを接続する場
合に、どの Amazon EBS ボリュームをスポットインスタンス再開後にインスタンスに接続するかを指
定できます。このようにするには、スナップショットIDをEbsBlockDeviceオブジェクトで指定し、
代替デバイス名をBlockDeviceMappingオブジェクトで指定します。ブロックデバイスマッピングを
利用すると、インスタンスのブートストラップが容易になります。

ルートパーティションを使用して重要なデータのチェックポイントを作成しておくと、インスタンスの
中断の可能性を管理するうえで大いに役立ちます。中断の可能性を管理するその他の方法については、
中断の管理についての動画をご覧ください。

スポットリクエストとインスタンスにタグを付加する方法

EC2 リソースにタグを追加すると、クラウドインフラストラクチャの管理を簡略化できます。タグと
は、メタデータの形を取るものであり、わかりやすい名前を付けるのに使用できます。また、検索がし
やすくなり、複数ユーザー間での共同作業にも役立ちます。タグは、プロセスのスクリプトや各部分の
自動化にも使用できます。詳細については、「Amazon EC2リソースにタグを付ける (p. 662)」を参照
してください。

使用するリソースにタグを追加するには、リソースをリクエストした後でタグを付ける必要がありま
す。具体的には、スポットリクエストの提出完了後または RunInstances呼び出しの実行完了後にタ
グを追加する必要があります。次のコード例で、タグの追加方法を示します。

  1 /*
     * Copyright 2010-2011 Amazon.com, Inc. or its affiliates. All Rights Re 
served.
     *
     * Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License").
  5  * You may not use this file except in compliance with the License.
     * A copy of the License is located at
     *
     *  http://aws.amazon.com/apache2.0
     *
 10  * or in the "license" file accompanying this file. This file is distributed
     * on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either
     * express or implied. See the License for the specific language governing
     * permissions and limitations under the License.
     */
 15 package com.amazonaws.codesamples.advanced;

    import java.io.IOException;
    import java.util.ArrayList;
    import java.util.List;
 20 
    import com.amazonaws.AmazonServiceException;
    import com.amazonaws.auth.AWSCredentials;
    import com.amazonaws.auth.PropertiesCredentials;
    import com.amazonaws.codesamples.getting_started.GettingStartedApp;
 25 import com.amazonaws.services.ec2.AmazonEC2;
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    import com.amazonaws.services.ec2.AmazonEC2Client;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.CancelSpotInstanceRequestsRequest;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.CreateTagsRequest;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.DescribeSpotInstanceRequestsRequest;
 30 import com.amazonaws.services.ec2.model.DescribeSpotInstanceRequestsResult;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.LaunchSpecification;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.RequestSpotInstancesRequest;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.RequestSpotInstancesResult;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.SpotInstanceRequest;
 35 import com.amazonaws.services.ec2.model.Tag;
    import com.amazonaws.services.ec2.model.TerminateInstancesRequest;

    /**
     * Welcome to your new AWS Java SDK based project!
 40  *
     * This class is meant as a starting point for your console-based application
 that
     * makes one or more calls to the AWS services supported by the Java SDK, 
such as EC2,
     * SimpleDB, and S3.
     *
 45  * In order to use the services in this sample, you need:
     *
     *  - A valid Amazon Web Services account. You can register for AWS at:
     *       https://aws-portal.amazon.com/gp/aws/developer/registration/in 
dex.html
     *
 50  *  - Your account's Access Key ID and Secret Access Key:
     *       http://aws.amazon.com/security-credentials
     *
     *  - A subscription to Amazon EC2. You can sign up for EC2 at:
     *       http://aws.amazon.com
 55  *
     */

    public class InlineTaggingCodeSampleApp {

 60   /**
       * @param args
       */
      public static void main(String[] args) {
        //==============================================================//
 65     //================ Submitting a Request ========================//
        //==============================================================//

        // Retrieves the credentials from an AWSCredentials.properties file.
        AWSCredentials credentials = null;
 70     try {
          credentials = new PropertiesCredentials(
            GettingStartedApp.class.getResourceAsStream("AwsCredentials.proper 
ties"));
        } catch (IOException e1) {
          System.out.println("Credentials were not properly entered into 
AwsCredentials.properties.");
 75       System.out.println(e1.getMessage());
          System.exit(-1);
        }
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        // Create the AmazonEC2Client object so we can call various APIs.
 80     AmazonEC2 ec2 = new AmazonEC2Client(credentials);

        // Initializes a Spot Instance request
        RequestSpotInstancesRequest requestRequest = new RequestSpotInstances 
Request();

 85     // Request 1 x t1.micro instance with a bid price of $0.03.
        requestRequest.setSpotPrice("0.03");
        requestRequest.setInstanceCount(Integer.valueOf(1));

        // Set up the specifications of the launch. This includes
 90     // the instance type (e.g., t1.micro) and the latest Amazon
        // Linux AMI id available. Note, you should always use the
        // latest Amazon Linux AMI id or another of your choosing.
        LaunchSpecification launchSpecification = new LaunchSpecification();
        launchSpecification.setImageId("ami-8c1fece5");
 95     launchSpecification.setInstanceType("t1.micro");

        // Add the security group to the request.
        ArrayList<String> securityGroups = new ArrayList<String>();
        securityGroups.add("GettingStartedGroup");
100     launchSpecification.setSecurityGroups(securityGroups);

        // Add the launch specifications to the request.
        requestRequest.setLaunchSpecification(launchSpecification);

105     //============================================================//
        //======== Getting the Request ID from the Request ===========//
        //============================================================//

        // Call the RequestSpotInstance API.
110     RequestSpotInstancesResult requestResult = ec2.requestSpotInstances(re 
questRequest);
        List<SpotInstanceRequest> requestResponses = requestResult.getSpotIn 
stanceRequests();

        // Set up an arraylist to collect all of the request ids we want to
        // watch hit the running state.
115     ArrayList<String> spotInstanceRequestIds = new ArrayList<String>();

        // Add all of the request ids to the hashset, so we can
        // determine when they hit the active state.
        for (SpotInstanceRequest requestResponse : requestResponses) {
120       System.out.println("Created Spot Request: "+requestResponse.getSpot 
InstanceRequestId());
          spotInstanceRequestIds.add(requestResponse.getSpotInstanceRequestId());
        }

//==========================================================//
125     //============= Tag the Spot Requests ======================//

//==========================================================//

// Create the list of tags we want to create.
ArrayList<Tag> requestTags = new ArrayList<Tag>();

130     requestTags.add(new Tag("keyname1","value1"));

// Create a tag request for the requests.
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CreateTagsRequest createTagsRequest_requests = new CreateTagsRequest();
createTagsRequest_requests.setResources(spotInstanceRequestIds);

135     createTagsRequest_requests.setTags(requestTags);

// Try to tag the Spot Request submitted.
try {
  ec2.createTags(createTagsRequest_requests);

140     } catch (AmazonServiceException e) {
  // Write out any exceptions that may have occurred.
  System.out.println("Error terminating instances");
  System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
  System.out.println("Reponse Status Code: " + e.getStatusCode());

145       System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
  System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
}

        //===========================================================//
150     //======= Determining the State of the Spot Request =========//
        //===========================================================//

        // Create a variable that will track whether any
        // requests are still in the open state.
155     boolean anyOpen;

        // Initialize variables.
        ArrayList<String> instanceIds = new ArrayList<String>();

160     do {
          // Create the describeRequest with tall of the request
          // id to monitor (e.g., that we started).
          DescribeSpotInstanceRequestsRequest describeRequest = new DescribeS 
potInstanceRequestsRequest();
          describeRequest.setSpotInstanceRequestIds(spotInstanceRequestIds);
165 
          // Initialize the anyOpen variable to false - which assumes there are
 no requests open unless
          // we find one that is still open.
          anyOpen = false;

170       try {
            // Retrieve all of the requests we want to monitor.
            DescribeSpotInstanceRequestsResult describeResult = ec2.describeS 
potInstanceRequests(describeRequest);
            List<SpotInstanceRequest> describeResponses = describeResult.get 
SpotInstanceRequests();

175         // Look through each request and determine if they are all
            // in the active state.
            for (SpotInstanceRequest describeResponse : describeResponses) {
              // If the state is open, it hasn't changed since we
              // attempted to request it. There is the potential
180           // for it to transition almost immediately to closed or
              // canceled so we compare against open instead of active.
              if (describeResponse.getState().equals("open")) {
                anyOpen = true;
                break;
185           }
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              // Add the instance id to the list we will
              // eventually terminate.
              instanceIds.add(describeResponse.getInstanceId());
190         }
          } catch (AmazonServiceException e) {
            // If we have an exception, ensure we don't break out
            // of the loop. This prevents the scenario where there
            // was a blip on the wire.
195         anyOpen = true;
          }

          try {
            // Sleep for 60 seconds.
200         Thread.sleep(60*1000);
          } catch (Exception e) {
            // Do nothing because it woke up early.
          }
        } while (anyOpen);
205 

//========================================================//
//============= Tag the Spot Instances ====================//
//========================================================//

210     // Create the list of tags we want to create.
ArrayList<Tag> instanceTags = new ArrayList<Tag>();
instanceTags.add(new Tag("keyname1","value1"));

// Create a tag request for instances.
215     CreateTagsRequest createTagsRequest_instances = new CreateTagsRequest();

createTagsRequest_instances.setResources(instanceIds);
createTagsRequest_instances.setTags(instanceTags);

// Try to tag the Spot Instance started.
220     try {

  ec2.createTags(createTagsRequest_instances);
} catch (AmazonServiceException e) {
  // Write out any exceptions that may have occurred.
  System.out.println("Error terminating instances");

225       System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
  System.out.println("Reponse Status Code: " + e.getStatusCode());
  System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
  System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
}

230 
        //===========================================================//
        //================== Canceling the Request ==================//
        //===========================================================//

235     try {
          // Cancel requests.
          CancelSpotInstanceRequestsRequest cancelRequest = new CancelSpotIn 
stanceRequestsRequest(spotInstanceRequestIds);
          ec2.cancelSpotInstanceRequests(cancelRequest);
        } catch (AmazonServiceException e) {
240       // Write out any exceptions that may have occurred.
          System.out.println("Error canceling instances");
          System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
          System.out.println("Reponse Status Code: " + e.getStatusCode());
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          System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
245       System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
        }

        //===========================================================//
        //=============== Terminating any Instances =================//
250     //===========================================================//
        try {
          // Terminate instances.
          TerminateInstancesRequest terminateRequest = new TerminateInstances 
Request(instanceIds);
          ec2.terminateInstances(terminateRequest);
255     } catch (AmazonServiceException e) {
          // Write out any exceptions that may have occurred.
          System.out.println("Error terminating instances");
          System.out.println("Caught Exception: " + e.getMessage());
          System.out.println("Reponse Status Code: " + e.getStatusCode());
260       System.out.println("Error Code: " + e.getErrorCode());
          System.out.println("Request ID: " + e.getRequestId());
        }
      } // main
    }

タグとは、インスタンスのクラスターの管理を容易にするための第一歩です。Amazon EC2 リソース
にタグを追加する方法の詳細については、「Amazon EC2リソースにタグを付ける (p. 662)」を参照し
てください。

ステップの集約

これまでに説明したステップは、よりオブジェクト指向的なアプローチをとって 1 つのクラスに集約
し、利便性を高めることができます。Requestsという名前のクラスをインスタンス化すると、これら
のアクションを実行できます。さらに、GettingStartedAppというクラスも作成します。ここにメ
インメソッドがあり、ここで高レベルの関数呼び出しを実行します。

ソースコード全体を GitHub からダウンロードできます。

これで、AWS SDK for Java を使用してスポットインスタンスソフトウェアを開発するための、高度な
リクエスト機能のチュートリアルは終了です。

スポットインスタンスでのクラスターの開始
Abstract

クラスターをセットアップし、スポットインスタンスでグリッドコンピューティングを使用すると、複数のインス
タンスを利用して並列計算を実行します。

グリッドは、ユーザーが複数のインスタンスを活用して並列計算を実行できるようにするための、分散
したコンピューティングの形態です。この種類のアーキテクチャはスポットインスタンスに組み込まれ
た伸縮自在性や、より高いコスト効率で作業を終わらせるための価格が安いという利点があるため、
Numerate、Scribd、バルセロナ大学/メルボルン大学といったお客様がスポットインスタンスを使用し
たグリッドコンピューティングを利用しています。

開始するには、ユーザーがジョブと呼ばれる別々の単位に作業を分類し、その作業を「マスターノー
ド」として送信します。これらのジョブはキューに入り、「スケジューラー」と呼ばれるプロセスに
よって「ワーカーノード」と呼ばれるグリッドの他のインスタンスに作業が分散されます。ワーカー
ノードによって結果が計算されると、マスターノードに通知され、ワーカーノードが次の処理をキュー
から取得できるようになります。ジョブが失敗するか、インスタンスが中断すると、スケジューラープ
ロセスによってジョブが自動的に再度キューに入ります。
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アプリケーションのアーキテクトを行う際は、ジョブに含める作業の分量を適切にすることが重要で
す。処理にかかる時間に基づいて、ジョブを論理グループに分類することをお勧めします。ワークロー
ドを再度処理しなければならない場合に追加コストが発生しないように、通常は、ワークロードのサイ
ズを 1 時間以内で作成する必要があります（もしインスタンスが中断された場合、その 1 時間に対し
コストがかかりません）。

多くのお客様が Oracle Grid Engine や UniCloud といったグリッドスケジューラーを使用してクラス
ターを設定しています。長時間実行されるワークロードがある場合、マスターノードをオンデマンドま
たはリザーブドインスタンスで実行し、ワーカーノードをスポットまたはオンデマンド、リザーブド、
スポットインスタンスの混合で実行する方法が最善です。または、1時間以内のワークロードがあるか、
テスト環境で実行している場合、すべてのインスタンスをスポットで実行することもできます。設定に
関係なく、中断の可能性があるインスタンスが自動的に再追加されるスクリプトを作成することをお勧
めします。StarCluster のような既存ツールがこのプロセスの管理に役立つ場合もあります。

動画クイックルック: スポットでクラスターを起動する方法

AWS ソリューションプロバイダ BioTeam のクリス・ダッグディジアン（Chris Dagdigian）氏が、
StarCluster を使用して 10～15 分で Amazon EC2 スポットインスタンスにゼロからクラスターを起動
する方法の概要を説明します。StarClusterは、MITの研究室で開発された、新しいOracle Grid Engine
クラスタの設定を容易にするオープンソースのツールです。この動画では、インストール、設定、およ
びクラスタでの簡単なジョブの実行のプロセスを順を追って説明します。加えて、クリスはスポットイ
ンスタンスを活用するため、より迅速な作業の完了、および 50～66% の節約が実現する可能性があり
ます。スポットでクラスターを起動する方法
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リザーブドインスタンス
Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）リザーブドインスタンス価格モデルを使用すると、
EC2 インスタンスのために処理能力を予約でき、平均インスタンスコストを抑えることができます。
リザーブドインスタンスを使用する場合は、処理能力の予約に対して低額の1回限りの予約金を支払う
と、インスタンスの時間当たりの使用料金について大幅な割引を受けることができます。予約済み処理
能力を使用するときは、購入した処理能力と同じ構成で EC2 インスタンスを起動します。インスタン
スの起動方法は関係ありません。オンデマンドインスタンスとして直接起動したり、AutoScaling経由
で起動したり、あるいは別のプロセスを使用して起動することが可能です。アマゾンウェブサービス
（AWS）では、お客様の処理能力予約に対応する割引された時間料金が自動的に適用されます。リザー
ブドインスタンスを保有している限り、EC2 インスタンスの割引された時間料金が課金されます。

リザーブドインスタンスの期間が終了しても、中断せずに EC2 インスタンスを使い続けることができ
ます。ただし、その時点からはオンデマンド料金で課金されます。オンデマンドインスタンスの起動に
ついては、インスタンスの起動 (p. 324) を参照してください。Auto Scaling を使用したインスタンスの
起動については、Auto Scaling 開発者ガイドを参照してください。

リザーブドインスタンスにより、お客様がご自身のハードウェアを所有している場合でも、オンデマン
ドのインスタンスのみを実行している場合でも、かなりの節約になるばかりでなく、必要な能力を必要
なときに利用できることが保証されます。

AmazonEC2リザーブドインスタンスを購入するには、インスタンスタイプ（m1.smallなど）、プラッ
トフォーム（Linux/UNIX、Windows、WindowsとSQLServer）、場所（リージョンおよびアベイラビ
リティーゾーン）、および期間（1 年または 3 年）を選択する必要があります。特定の Linux/UNIX プ
ラットフォームでリザーブドインスタンスを実行する場合、予約済み処理能力を購入するときに、その
プラットフォームを指定する必要があります。その後、購入したリザーブドインスタンスを使用する準
備ができたら、その Linux/UNIX プラットフォームを実行する Amazon マシンイメージ（AMI）と、購
入時に指定したその他すべての仕様を選択する必要があります。

たとえば、Singaporeリージョンで1年間のSUSE Linux、m1.mediumリザーブドインスタンスが必要
な場合、Singapore リージョンの 1年間の Linux/UNIX、m1.medium リザーブドインスタンスを購入し
ても処理能力の予約や料金メリットは得られません。リザーブドインスタンスの購入とインスタンスの
起動の両方で、同じ SUSE Linux 製品プラットフォームを指定する必要があります。

製品の料金については、次のページを参照してください。

• AWS サービス料金の概要
• Amazon EC2 On-Demand Instances Pricing
• Amazon EC2 Reserved Instance Pricing

リザーブドインスタンスの概要
Amazon EC2 リザーブドインスタンスの使用を開始する際に役立つ情報を以下に示します。

• まず、リザーブドインスタンスの使用を開始できるように、登録、サインアップ、ツールのインス
トールなどの前提条件となるタスクを完了します。詳細については、「リザーブドインスタンスの使
用を開始する (p. 219)」を参照してください。

• リザーブドインスタンスを売買する前に、「リザーブドインスタンスを使用するためのステッ
プ (p. 220)」を読んで詳細を学ぶことができます。

• リザーブドインスタンスは、標準として1年および3年の期間をAWSから購入でき、標準以外の期
間はサードパーティの再販業者からリザーブドインスタンスマーケットプレイスを通じて購入でき
ます。

• インスタンスの予定される使用頻度に最もよく合う価格モデルを選択して、リザーブドインスタンス
のコストを最適化してください。詳細については、「使用計画に基づいてリザーブドインスタンスを
選択する (p. 225)」を参照してください。
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• リザーブドインスタンスの料金メリットに関する情報が用意されています。詳細については、「リ
ザーブドインスタンスの料金メリットについて (p. 231)」を参照してください。

• リザーブドインスタンス料金範囲および割引料金の利用に関する情報が用意されています。詳細に
ついては、「リザーブドインスタンス料金範囲を理解する (p. 226)」を参照してください。

• 未使用のリザーブドインスタンスは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売すること
ができます。リザーブドインスタンスマーケットプレイスでは、不要になったリザーブドインスタ
ンスを持つ販売者が、追加の処理能力を求める購入者を見つけることができます。リザーブドインス
タンスマーケットプレイスを通じて売買されたリザーブドインスタンスは、他のリザーブドインス
タンス同様に動作します。詳細については、「リザーブドインスタンスマーケットプレイス(p.233)」
を参照してください。

リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用するための要件を
まとめたチェックリストについては、リザーブドインスタンスの要件チェックリスト(p. 288)を参照し
てください。

次は何をしますか。
• 知識:
• リザーブドインスタンスの使用を開始する (p. 219)
• リザーブドインスタンスを購入する (p. 236)
• リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売 (p. 261)
• Amazon VPC でのリザーブドインスタンスの使用 (p. 221)

• 開始:
• 購入者になる (p. 237)
• リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)
• リザーブドインスタンスに関する情報を取得する (p. 246)
• リザーブドインスタンスの変更 (p. 251)
• 販売者として登録する (p. 262)
• リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)

リザーブドインスタンスの使用を開始する
Topics
• 設定 (p. 219)
• リザーブドインスタンスを使用するためのステップ (p. 220)
• Amazon VPC でのリザーブドインスタンスの使用 (p. 221)
• リザーブドインスタンスを使用するためのツール (p. 222)

Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）リザーブドインスタンスを使用すると、インスタンス
のための処理能力を予約でき、低価格コンピューティングのメリットが得られます。リザーブドインス
タンスを使用すれば、低額の1回限りの予約金を支払うことによって、インスタンスの時間当たりの使
用料金について大幅な割引を受けることができます。リザーブドインスタンスにより、お客様が自身の
ハードウェアを所有している場合でも、オンデマンドのインスタンスのみを実行している場合でも、か
なりの節約になるばかりでなく、必要な能力を必要なときに利用できることが保証されます。このト
ピックでは、リザーブドインスタンスの使用を開始するために必要な基本情報を説明します。

設定
リザーブドインスタンスの使用を開始する前に、以下のタスクを実行する必要があります。
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• サインアップする。

リザーブドインスタンスを使用するには、Amazon EC2 のアカウントおよび認証情報によるサイン
アップに関する情報を提供している Amazon EC2 Linux インスタンスの使用開始 (p. 27) で説明され
ている手順を読み、実行する必要があります。

• ツールをインストールする。

Amazon EC2 ツール – AWS Management Console、Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス
（CLI）ツール、またはAmazon EC2 API – を使用することにより、EC2リザーブドインスタンスを
使用したり提供タイプを検索することができます。詳細については、「リザーブドインスタンスを使
用するためのツール (p. 222)」を参照してください。

特定のツールを使用してリザーブドインスタンスの使用を開始するには、「AWS マネジメントコン
ソール(p. 222)」、「コマンドラインインターフェイスツール(p. 223)」、または「API (p. 224)」を参
照してください。

リザーブドインスタンスを使用するためのステップ
リザーブドインスタンスを使用するには、以下の 5 つのステップを実行します。Amazon EC2 リザー
ブドインスタンスを購入すると、それを起動できるようになります。所有しているリザーブドインスタ
ンスは表示および変更でき、未使用のリザーブドインスタンスはリザーブドインスタンスマーケット
プレイスで販売できます（制限事項があります。詳細については、「リザーブドインスタンスの要件
チェックリスト (p. 288)」を参照してください）。このセクションでは、リザーブドインスタンスの購
入、起動、表示、変更、および販売について説明します。

これらのタスクはいずれも、AWS Management Console、Amazon EC2 CLI ツール、または Amazon
EC2APIを使用して実行できます。始める前に、前提条件となるアカウントとツールを設定する必要が
あります。詳細については、「設定 (p. 219)」を参照してください。

1. 購入する。
a. 予約する処理能力を決定します。インスタンスを予約するための以下の基準を指定します。

• プラットフォーム（例: Linux/UNIX）。

Note

特定の Linux/UNIX プラットフォームでリザーブドインスタンスを実行する場合、予約
済み処理能力を購入するときに、そのプラットフォームを指定する必要があります。そ
して購入した予約済み処理能力を使用してインスタンスを起動するときに、その
Linux/UNIX プラットフォームを実行する Amazon マシンイメージ（AMI）と、購入時
に指定したその他すべての仕様を選択する必要があります。

• インスタンスタイプ（例: m1.small）。
• 処理能力を予約する期間（1 年または 3 年）。
• シングルテナントハードウェア（共有でなく専用テナンシー）で実行するインスタンスのため
に処理能力を予約する場合は、テナンシーの指定。

• インスタンスを実行するリージョンおよびアベイラビリティーゾーン。
b. 支払額、およびインスタンスの予定される実行頻度に最も適した提供タイプを選択します。

• 重度使用
• 中度使用
• 軽度使用

これらの提供タイプについては、使用計画に基づいてリザーブドインスタンスを選択する(p. 225)
を参照してください。

c. 指定した基準を満たす提供タイプを探します。
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d. 要件を満たす提供タイプを購入します。

詳細については、「リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)」を参照してください。
2. 起動する。

予約済みインスタンスを使用するには、リザーブドインスタンスと同じ認証情報（リザーブドイン
スタンスを購入したときに指定したものと同じリージョン、アベイラビリティーゾーン、インスタ
ンスタイプ、およびプラットフォーム）で、オンデマンドの EC2 インスタンスを起動します。ス
テップ 1 を参照してください。

Note

リザーブドインスタンスの価格メリットおよび処理能力の予約は、所有している実行中の
EC2インスタンスのうち、まだ予約の対象になっていないすべてのインスタンスに対して自
動的に適用されます。

詳細については、「インスタンスの起動 (p. 324)」を参照してください。
3. 表示する。

所有している、または自分のアカウントから使用可能なリザーブドインスタンスは、表示して、イ
ンスタンスが指定どおりに実行されているかどうか確認できます。

詳細については、「リザーブドインスタンスに関する情報を取得する(p.246)」を参照してください。
4. 変更する。

リザーブドインスタンスについては、同じリージョン内でのアベイラビリティーゾーン間で移動す
る、同じインスタンスファミリー（M1インスタンスファミリーなど）の別のインスタンスタイプに
変更する、あるいはEC2-VPCとEC2-Classicの間でリザーブドインスタンスのネットワークプラッ
トフォームを変更するなどの変更を行えます。

詳細については、「リザーブドインスタンスの変更 (p. 251)」を参照してください。
5. 不要なリザーブドインスタンス処理能力を販売する。

a. [Seller Registration] ウィザードを使用して、リザーブドインスタンスマーケットプレイスに販売
者として登録します。詳細については、「販売者として登録する(p. 262)」を参照してください。

Note

リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売できないお客様もあり、リザーブド
インスタンスマーケットプレイスで販売できないリザーブドインスタンスも存在します。
詳細については、「リザーブドインスタンスの要件チェックリスト(p. 288)」を参照して
ください。

b. 販売しようとするリザーブドインスタンスの価格を決定します。詳細については、「リザーブド
インスタンスの価格決定 (p. 267)」を参照してください。

c. リザーブドインスタンスの一覧を表示します。詳細については、「リザーブドインスタンスの出
品 (p. 267)」を参照してください。

d. お客様のリザーブドインスタンスが売れたときに、どのように支払いを受けるかを確認します。
詳細については、「支払いを受け取る (p. 287)」を参照してください。

Amazon VPC でのリザーブドインスタンスの使用
AmazonVirtual PrivateCloud（AmazonVPC）でリザーブドインスタンスを起動するには、デフォルト
のVPCをサポートするアカウントを持っているか、Amazon VPCリザーブドインスタンスを購入する
必要があります。
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お客様のアカウントがVPCをサポートしていない場合は、Amazon VPCを名前に含むプラットフォー
ムを選択して Amazon VPC リザーブドインスタンスを購入する必要があります。詳細については、
「Detecting Your Supported Platforms and Whether You Have a Default VPC」を参照してください。
AmazonVPCの詳細については、「AmazonVPCとは」を参照してください（「AmazonVirtual Private
Cloud ユーザーガイド」）。

お客様のアカウントがデフォルトの VPC をサポートしていない場合、使用可能なプラットフォームの
一覧には、Amazon VPC を名前に含むものは表示されません。これは、すべてのプラットフォームが
デフォルトのサブネットを持っているためです。この場合、予約し、料金を支払った処理能力と同じ構
成のインスタンスを起動すると、そのインスタンスはデフォルトの VPC 内で起動し、処理能力の予約
と請求のメリットが適用されます。デフォルトの VPC の詳細については、「Your Default VPC and
Subnets」を参照してください（「Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイド」）。

また、専用インスタンステナンシーを指定すると、ホストハードウェアレベルで物理的に切り離された
リザーブドインスタンスを購入することもできます。詳細については、「AmazonVirtual PrivateCloud
ユーザーガイド」の「Using EC2 Dedicated Instances Within Your VPC」を参照してください。

リザーブドインスタンスを使用するためのツール
AWS マネジメントコンソール (p. 222)、コマンドラインインターフェイスツール (p. 223)、または
API (p. 224)を使用することにより、使用可能なAmazon EC2リザーブドインスタンスの一覧表示また
は検索、リザーブドインスタンス処理能力の購入、リザーブドインスタンスの管理、未使用のリザーブ
ドインスタンスの販売を実行できます。

CLIツールを使用する場合は、まず、「Setting Up the Amazon EC2 Tools」で説明されている手順を読
み、完了する必要があります。このトピックでは、CLIツールを使用するための環境を設定する手順に
ついて説明します。

AWS マネジメントコンソール

AWS Management Console には、リザーブドインスタンスのタスクのために特別に設計されたツール
が用意されています。これは、Amazon EC2 コンソールにあります。さらに、リザーブドインスタン
スを使用するときに起動するインスタンスの管理に使用できる一般的なツールもあります。

• [Reserved Instances] ページで、リザーブドインスタンスを操作します。

• [Purchase Reserved Instances] ページを使用して、購入するリザーブドインスタンスの詳細を指定
します。
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• [Instances] ページを使用して、リザーブドインスタンスを起動し、管理します。

コマンドラインインターフェイスツール

リザーブドインスタンスを購入、またはリザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売するには、
それらのタスク用に特別に設計されたAmazonEC2コマンドラインインターフェイス（CLI）ツールを
使用することができます。リザーブドインスタンスが起動されているときにインスタンスを管理するに
は、他の Amazon EC2 インスタンスに使用する場合と同じコマンドを CLI ツールで使用します。

次の表は、CLI ツールをリザーブドインスタンスのタスクで使用するときのコマンドの一覧です。

CLIタスク

ec2-describe-reserved-instances購入したリザーブドインスタンスの一覧を表示す
る

ec2-modify-reserved-instancesリザーブドインスタンスを変更します。

ec2-describe-reserved-instances-modificationsリザーブドインスタンスに対して行った変更を表
示します。

ec2-describe-reserved-instances-offerings購入できるリザーブドインスタンスの提供タイプ
を表示する

ec2-create-reserved-instances-listing販売するリザーブドインスタンスの一覧をリザー
ブドインスタンスマーケットプレイス内に作成し
ます。

ec2-describe-reserved-instances-listingsリザーブドインスタンスの一覧の詳細をリザーブ
ドインスタンスマーケットプレイスで表示しま
す。

ec2-purchase-reserved-instances-offeringリザーブドインスタンスを購入する
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CLIタスク

ec2-cancel-reserved-instances-listingリザーブドインスタンスマーケットプレイス内の
有効なリザーブドインスタンスの一覧をキャンセ
ルします。

CLI コマンドについては、「Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス」を参照し
てください。

API

リザーブドインスタンスを購入するには、これらのタスク用に特別に設計された API 呼び出しを使用
します。他の Amazon EC2 インスタンスに使用する API 呼び出しと同じものを使用して、リザーブド
インスタンスの起動時にインスタンスを管理できます。

次の表は、リザーブドインスタンスのタスクで使用する API 呼び出しの一覧です。

APIタスク

DescribeReservedInstances購入したリザーブドインスタンスの一覧を表示す
る

ModifyReservedInstancesリザーブドインスタンスを変更します。

DescribeReservedInstancesModificationsリザーブドインスタンスに対して行った変更を表
示します。

DescribeReservedInstancesOfferings購入できるリザーブドインスタンスの提供タイプ
を表示する

CreateReservedInstancesListing販売するリザーブドインスタンスの一覧をリザー
ブドインスタンスマーケットプレイス内に作成し
ます。

DescribeReservedInstancesListingsリザーブドインスタンスの一覧の詳細をリザーブ
ドインスタンスマーケットプレイスで表示しま
す。

PurchaseReservedInstancesOfferingリザーブドインスタンスを購入する

CancelReservedInstancesListingリザーブドインスタンスマーケットプレイス内の
有効なリザーブドインスタンスの一覧をキャンセ
ルします。

API アクションについては、「Amazon Elastic Compute Cloud API Reference」を参照してください。

リザーブドインスタンスの基礎
ここでは、リザーブドインスタンスの利点を最大限に利用し、効果的に使用および管理するのに役立つ
基本概念について説明します。

• 使用計画に基づいてリザーブドインスタンスを選択する (p. 225) – インスタンスの予定される使用頻
度に最もよく合う価格モデルを選択します。

• リザーブドインスタンス料金範囲を理解する (p. 226) – リージョンでのリザーブドインスタンスの合
計前払いの表示価格が 250,000 USD 以上の場合は、リージョンのリザーブドインスタンス料金範囲
割引を利用します。
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• リザーブドインスタンスの料金メリットについて(p.231) –リザーブドインスタンスの料金面のメリッ
トがどのように適用されるかを学習します。

• リザーブドインスタンスマーケットプレイス (p. 233) – リザーブドインスタンスマーケットプレイス
がAWSをご利用するお客様ーに提供する柔軟性を理解します。これにより、ニーズの変化に応じて
リザーブドインスタンスの余りを販売したり、標準期間未満でリザーブドインスタンスを他の AWS
カスタマーから購入したりできます。

使用計画に基づいてリザーブドインスタンスを選択する
インスタンスの予定される使用頻度に基づいて、リザーブドインスタンスの料金構造を選択できます。
インスタンスの予想される利用度に対応するために、重度使用、中度使用、軽度使用の 3 種類を用意
しています。（これらのリザーブドインスタンスの種類を使用するには、API バージョン 2011-11-01
以降が必要です。）

重度使用リザーブドインスタンスを使用すると、一定の基本的な処理能力を持つ負荷を有効にしたり、
安定した状態の負荷を実行できます。重度使用リザーブドインスタンスは、必要な前払いの義務が最
も高額です。しかし、3 年間の約 35% 以上の時間に渡ってリザーブドインスタンスを実行する予定が
ある場合は、すべての提供タイプの中で節約額が最も大きくなる可能性があります（インスタンス利用
率が 100% の場合、最大でオンデマンド価格の約 65%）。重度使用リザーブドインスタンスを利用し
た場合、他のリザーブドインスタンス提供タイプとは違って、予約金を1回支払えば、インスタンスが
実行されているかどうかにかかわらず期間中は低額の使用料が時間単位で適用されます。

中度使用リザーブドインスタンスは、インスタンスを長い時間使用する場合に、予約金を低く抑えた
いとき、またはインスタンスが停止したらすぐに支払いを中止できるようにしたいときに最適です。中
度使用は、リザーブドインスタンス期間の約 19% から 35% の時間に渡ってリザーブドインスタンス
を実行する予定の場合にコスト効果の高い選択肢です。このオプションを使用すると、オンデマンド料
金から最大 59% を節約できます。中度使用リザーブドインスタンスの予約金は軽度使用リザーブド
インスタンスをわずかに上回りますが、インスタンス実行時の時間当たりの使用料は低く抑えられま
す。これは、APIバージョン2011-11-01よりも前のリザーブドインスタンスの提供タイプと同等です。

軽度使用リザーブドインスタンスは、1日に数時間、週に数日間のみ実行される定期的な作業負荷に最
適です。軽度使用リザーブドインスタンスでは、予約金を 1 回支払えば、インスタンスの実行時に時
間単位で割引使用料が課金されます。インスタンスの実行時間がリザーブドインスタンス期間の 11%
から 19% になるとコスト節減が始まり、リザーブドインスタンスの全期間を通してオンデマンド料金
から最大 49% を節約できます。

Note

軽度使用および中度使用リザーブドインスタンスを使用する場合は、1 回だけの前払い料金
を支払い、その後はインスタンスを使用したときにのみ時間単位の料金を支払います。重度使
用リザーブドインスタンスを利用する場合は、1回だけの前払い料金を支払い、リザーブドイ
ンスタンスの期間内におけるすべての時間について、インスタンスを使用するかどうかに関係
なく時間単位の料金を支払う契約を結びます。

リザーブドインスタンスの購入に対する割引利用料金は、インスタンスのタイプおよびアベイラビリ
ティーゾーンの指定に関連付けられています。リザーブドインスタンスを購入した結果として割引が適
用されている EC2 インスタンスの実行を停止し、その時点でリザーブドインスタンスの期間がまだ終
了していない場合、その残り期間内に同じ仕様の別のインスタンスを起動すれば、起動したそのインス
タンスに引き続き割引が適用されます。

次の表は、リザーブドインスタンスの提供タイプごとの違いをまとめたものです。
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リザーブドインスタンスの提供タイプ

メリット使用料前払いコスト提供タイプ

リザーブドインスタンス
の使用が 3 年間で全体
の約 35% を超える場合
に、全体的なコストを最
も抑えることができま
す。

時間当たりの使用料が最
も低く、リザーブドイン
スタンスの使用状況にか
かわらず期間全体に適用
されます。

高重度使用

変動の大きい負荷、また
は使用量が 3 年間で全
体の約 19% から 35%
の中程度であると予想さ
れる場合に適していま
す。

インスタンスの使用時間
に応じて使用料が時間単
位で課金されます。オフ
になっているインスタン
スは課金されないため、
使用していないインスタ
ンスはオフにすることを
お勧めします。

中中度使用

常時実行する場合は全体
的なコストが最も高くな
りますが、まれにしかリ
ザーブドインスタンスを
使用しない（3年間で全
体の約11%から19%）
場合はこのオプションが
適しています。

時間当たりの使用料で課
金されます。3種類のう
ち最も高い料金設定です
が、課金されるのは、リ
ザーブドインスタンスを
使用しているときだけに
限られます。オフになっ
ているインスタンスは課
金されないため、使用し
ていないインスタンスは
オフにすることをお勧め
します。

低軽度使用

リザーブドインスタンス料金範囲を理解する
リージョンの Amazon Elastic Compute Cloud（EC2）リザーブドインスタンス料金範囲割引を利用す
るには、リージョンでのリザーブドインスタンスの前払いの定価総額が 250,000 USD 以上である必要
があります。割引料金範囲が適用されると、そのアカウントは、以降、その範囲レベル内で行われるす
べてのリザーブドインスタンス購入の前払い料金および使用料に対して、自動的に割引を受けます。

ここでは、リザーブドインスタンスの料金範囲および料金範囲割引を利用する方法について説明しま
す。

• リザーブドインスタンス料金範囲とは (p. 226)
• 現在の制限 (p. 227)
• 料金範囲レベルの決定 (p. 227)
• 料金範囲の割引はどのように適用されますか? (p. 229)

リザーブドインスタンス料金範囲とは

次の表では、各料金範囲の条件、およびリージョンのアクティブなリザーブドインスタンスの合計前払
い表示価格がその料金範囲内になったときに適用される割引額を表示します。
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範囲内で購入されたリザーブドイ
ンスタンスの前払い料金および使
用料に適用される割引

リージョンのアクティブなリ
ザーブドインスタンスの合計前
払い表示価格

範囲レベル

標準のリザーブドインスタンスの
前払い料金と使用料. 割引なし。

$0 - $249,999範囲 0

5% 割引$250,000 - $1,999,999範囲 1

10% 割引2,000,000～5,000,000 USD範囲 2

お問い合わせ5,000,000 USD 超範囲 3

現在の制限

現在、リザーブドインスタンスの料金範囲には以下の制限が適用されます。

• Amazon EC2 リザーブドインスタンス料金範囲割引に適用される購入は、Amazon EC2 リザーブド
インスタンスの購入のみです。Amazon EC2 リザーブドインスタンスの料金範囲およびそれに関連
する割引は、Amazon EC2 リザーブドインスタンスの購入にのみ適用されます。

• Amazon EC2リザーブドインスタンス料金範囲は、SQL Server StandardまたはSQL Server Webを
使用するWindows 用のリザーブドインスタンスには適用されません。

• 料金範囲に基づく割引の一部として購入された Amazon EC2 リザーブドインスタンスは、リザーブ
ドインスタンスマーケットプレイスで販売することはできません。リザーブドインスタンスマーケッ
トプレイスの詳細については、「リザーブドインスタンスマーケットプレイス(p. 233)」を参照して
ください。

リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用するための要件を
まとめたチェックリストについては、「リザーブドインスタンスの要件チェックリスト (p. 288)」を参
照してください。

料金範囲レベルの決定

特定のリージョンで適用されるリザーブドインスタンス料金範囲を確認するには、リザーブドインスタ
ンスの合計前払い表示価格の合計と、料金範囲に必要な合計前払い表示価格を比較します。表示価格と
は、割引が適用されていないリザーブドインスタンス料金のことで、AWS Management Consoleまた
はAWSマーケティングウェブサイトに表示されています。リザーブドインスタンスを購入した後でリ
ザーブドインスタンスの料金が引き下げられた場合、割引前のリザーブドインスタンス料金にはその値
下げ分が反映されない可能性があることにご注意ください。

表示価格は支払価格と同じではありません。支払価格は、リザーブドインスタンスに対してお客様が実
際に支払った金額です（支払価格は、AWS Management Consoleのリザーブドインスタンスツール、
コマンドラインインターフェイス（CLI）、またはAPI を使用したときに表示される固定価格と同じで
す）。リザーブドインスタンスが割引ありで購入された場合、支払価格は表示価格より安くなります。
リザーブドインスタンスが割引なしで購入された場合、支払価格は表示価格と同じになります。リザー
ブドインスタンスを割引なしに購入した場合は、コンソール、CLI、またはAPI の固定価格の値を使用
して、購入が該当する料金範囲を確認できます。

Note

Amazon EC2コンソールでは、右上の [Show/Hide] をクリックして [Fixed Price] 列の表示を有
効にする必要があるかもしれません。

リザーブドインスタンスを割引なしで購入したとすると、リージョンのすべてのリザーブドインスタン
スの合計固定価格を計算することによって、アカウントの料金範囲を決定できます。コンソールを使用
してこれを行うには、[Fixed Price] 列の金額の合計を計算します。
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CLI、Amazon EC2 CLI、または Amazon EC2 API を使用して、aws ec2
describe-reserved-instances AWSCLIコマンド、ec2-describe-reserved-instances EC2
コマンド、または DescribeReservedInstancesアクションによって返される固定価格の値の合計
を計算することによって、アカウントの料金範囲を決定できます。

AWS CLI コマンドを使用すると、次の例のようになります。

$ aws ec2 describe-reserved-instances

Amazon EC2 が次の例のような出力を返します。

{

    "ReservedInstances": [

        {

            "ReservedInstancesId": "b847fa93-e282-4f55-b59a-1342fexample", 

            "OfferingType": "Medium Utilization", 

            "AvailabilityZone": "us-west-1a", 

            "End": "2016-08-14T21:34:34.000Z", 

            "ProductDescription": "Linux/UNIX", 

            "UsagePrice": 0.01, 

            "RecurringCharges": [], 

            "Start": "2013-08-15T21:34:35.086Z", 

            "State": "active", 

            "FixedPrice": 82.0, 

            "CurrencyCode": "USD", 

            "Duration": 94608000, 

            "InstanceTenancy": "default", 

            "InstanceType": "t1.micro", 

            "InstanceCount": 10

        }, 

        {

            "ReservedInstancesId": "d16f7a91-d8b4-4b0f-bef9-aef08example", 

            "OfferingType": "Medium Utilization", 

            "AvailabilityZone": "us-west-1c", 

            "End": "2016-08-14T21:34:34.000Z", 

            "ProductDescription": "Linux/UNIX", 

            "UsagePrice": 0.01, 

            "RecurringCharges": [], 

            "Start": "2013-08-15T21:34:35.455Z", 

            "State": "active", 

            "FixedPrice": 82.0, 

            "CurrencyCode": "USD", 

            "Duration": 94608000, 

            "InstanceTenancy": "default", 

            "InstanceType": "t1.micro", 

            "InstanceCount": 10

        }, 

        ...

      ]

}
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Amazon EC2 CLI コマンドを使用する例については、「ec2-describe-reserved-instances」を参照して
ください。Amazon EC2 API アクションを使用する例については、「DescribeReservedInstances」を
参照してください。

料金範囲の割引はどのように適用されますか?

リージョンのリザーブドインスタンスの1回の購入でしきい値を超える場合は、そのご購入分のうち、
割引範囲のしきい値を超える部分が割引になります。範囲と割引価格ポイントについては、前のセク
ションの表を参照してください。

Note

AmazonEC2リザーブドインスタンスの購入は、AmazonEC2リザーブドインスタンスの料金
範囲を決定する唯一の購入であり、Amazon EC2リザーブドインスタンス料金範囲はAmazon
EC2 リザーブドインスタンスの購入に対してのみ適用されます。

割引範囲のしきい値をまたがるリザーブドインスタンスの購入割引に影響を与える例を次に示します。
現在、us-east-1リージョンに200,000USD相当のアクティブなリザーブドインスタンスを持っている
とします。表示価格が1,000USDのリザーブドインスタンスを75個購入すると、購入額の合計は75,000
USD です。これにより、アクティブなリザーブドインスタンスに対して支払った総額は275,000 USD
になります。割引料金のしきい値は250,000 USD であるため、新しく購入したリザーブドインスタン
スの最初の50,000 USD については割引にはなりません。残りの25,000 USD は割引料金のしきい値を
超えているので、5%（1,250 USD）の割引が適用されます。つまり、購入分の残り（25 インスタン
ス）に対しては 23,750 USD が課金され、その 25 個のリザーブドインスタンスの使用料には割引が適
用されます。（ただし、前払い – 割引なし – の合計表示価格はまだ 275,000 USD であることに注意し
てください。）

リージョンでのアクティブなリザーブドインスタンスの合計前払い表示価格が割引料金範囲に該当した
場合、そのリージョンでのリザーブドインスタンスは、以降、すべての購入が割引料金で課金されま
す。合計表示価格が割引範囲の金額を上回っている限り、そのリージョンで購入されるリザーブドイン
スタンスには、すべて割引が適用されます。合計表示価格が割引範囲の金額を下回った場合は（一部の
リザーブドインスタンスの有効期限が切れた場合など）、以降、そのリージョンで購入されるリザーブ
ドインスタンスには割引が適用されません。ただし、もともと割引料金範囲に該当して購入されたリ
ザーブドインスタンスに対しては、引き続き割引が適用されます。

アカウントが一括請求アカウントに含まれる場合は、リザーブドインスタンス料金範囲のメリットを
得られます。一括請求アカウントでは、一括請求アカウントに含まれる同一リージョン内のすべてのア
クティブなリザーブドインスタンスアカウントの定価が、1つの定価にまとめられます。一括請求アカ
ウントのアクティブなリザーブドインスタンスの定価総額が割引範囲レベルに達すると、以降（その一
括請求アカウントの定価総額が割引範囲の金額を超えている限り）、一括請求アカウント内のアカウン
トで購入されたリザーブドインスタンスには割引が適用されます。

以下に、リザーブドインスタンスの購入が一括請求でどのように扱われるかを示します。2つのアカウ
ント A および B があり、これらが一括請求アカウントの一部であるとします。一括請求アカウントの
アクティブなリザーブドインスタンスはすべて1つのリージョン内にあります。アカウントAには135,000
USD相当のリザーブドインスタンスが、アカウントBには115,000 USD相当のリザーブドインスタン
スが含まれます。アカウント A と B の一括請求の前払いコストは合計で 250,000 USD です。250,000
USDは割引料金のしきい値です。つまり、アカウントAまたはBのいずれか、または両方がリザーブ
ドインスタンスを追加購入すると、その新しい購入に対しては5% の割引が適用されます。したがっ
て、アカウント B が定価 15,000 USD でリザーブドインスタンスを購入した場合、一括請求アカウン
トでは、新しいリザーブドインスタンスにして 14,250 USD（15,000 USD から 5%割引分の 750 USD
を引いた14,250 USD）のみが課金され、アカウントBの新しいリザーブドインスタンスの使用料には
割引が適用されます。

一括請求アカウントに適用されるリザーブドインスタンスのメリットについては、「リザーブドインス
タンスと一括請求（コンソリデーティッドビリング） (p. 232)」を参照してください。
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割引範囲の価格での購入

リザーブドインスタンスを購入すると、割引範囲に該当する部分のリザーブドインスタンスに対応する
割引があれば、AmazonEC2によって自動的に適用されます。特に何かを行う必要はなく、どのAmazon
EC2 ツールを使用しても購入できます。

• AWS Management Console: Amazon EC2 コンソールの [Reserved Instances] ページの [Purchase
Reserved Instances] ボタンをクリックします。

• AWSCLIの場合: aws ec2 purchase-reserved-instances-offeringコマンドを使用します。
• Amazon EC2 CLI の場合: ec2-purchase-reserved-instances-offeringコマンドを使用しま
す。

• Amazon EC2 API の場合: PurchaseReservedInstancesOfferingアクションを呼び出します。

お客様の購入が割引料金範囲に到達した場合、コンソール、aws ec2 describe-reserved-instances
コマンド、ec2-describe-reserved-instancesコマンド、または DescribeReservedInstances
アクションでは、その購入が複数のエントリとして表示されます。表示された購入のうち、通常のリ
ザーブドインスタンス料金が課金される部分のエントリと、それぞれの割引料金が課金される部分のエ
ントリが表示されます。

この結果、購入CLI コマンドまたはAPI アクションによって返されるリザーブドインスタンス IDは、
新しいリザーブドインスタンスの実際の ID とは異なるものになります。詳細については、リザーブド
インスタンス ID (p. 231) を参照してください。

例えば、あるリージョン内に表示価格総額 245,000 USD のリザーブドインスタンスがあるとします。
そして、さらに定価総額 10,000 USD のリザーブドインスタンスを購入します。5%割引範囲のしきい
値は 250,000 USD です。したがって、追加購入により割引が適用されることになります。取引が完了
すると、コンソール、CLI、または API によって表示される一覧には 2 つの予約が示されます。1 つは
割引が適用されない 5,000 USDに対する予約で、もう 1つは割引料金 4,750 USDに対する予約です。
割引料金は 5,000 USD の 5% で、250 USD になります。

アクティブなリザーブドインスタンスの合計定価額が割引料金範囲に達した後のご購入には、割引料金
が適用されます。ただし、リザーブドインスタンスの一部の期限が切れて、アクティブなリザーブドイ
ンスタンスの定価総額が割引料金範囲レベル未満になった場合、次回のご購入には、リザーブドインス
タンスの小売価格が適用されます。前の例を使って説明します。現在、定価総額254,750USDのリザー
ブドインスタンスがあるとします。250,000 USD は割引なしの料金で、4,750 USD は割引料金です。
2 か月後、リザーブドインスタンスの 20,000 USD 分の有効期限が切れて、総額が 234,750 USD にな
り、5%の割引範囲を下回りました。それ以降に 15,000 USD のリザーブドインスタンスを購入する場
合は、小売価格が適用されます。ただし、以前割引料金で購入した 4,500 USD のリザーブドインスタ
ンスは、引き続き割引料金で課金されます。

重要なのは、定価は、リザーブドインスタンス購入時の割引のない料金で、コンソール、AWS CLI、
Amazon EC2 CLI、Amazon EC2 API の固定価格の値は、購入したすべてのリザーブドインスタンスに
対する支払価格であるという点です。割引範囲は、表示価格に基づいています。

リザーブドインスタンスを購入すると、次の 4 つのいずれかの状況になります。

• 1つのリージョンでのリザーブドインスタンスの購入が、まだ割引しきい値より下である。これは割
引を受けないことを意味します。

• 1つのリージョンでのリザーブドインスタンスの購入により、最初の割引範囲のしきい値を超える。
この場合、購入が処理されている間、新たに購入したリザーブドインスタンスはpending状態になり
ます。この購入では、割引のない料金と割引料金の2つの異なる料金でリザーブドインスタンスが購
入されます。重要なのは、purchase コマンドを使用したときに CLI または API から返されるリザー
ブドインスタンスIDは、購入の完了時に実際に作成される新しいリザーブドインスタンスIDとは異
なるということです。これらの ID は、describe コマンドを使用したときに返されます。この相違の
説明については、次のセクションリザーブドインスタンス ID (p. 231) を参照してください。

• リージョン内のリザーブドインスタンスの購入全体が1つの割引範囲に完全に含まれる。この場合、
購入が処理されている間、新たに購入したリザーブドインスタンスは pending 状態になります。リ
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ザーブドインスタンスは該当する割引レベルで購入されます。重要なのは、前のシナリオと同じよう
に、返されるリザーブドインスタンス ID は、購入の完了時に実際に作成される新しいリザーブドイ
ンスタンス ID とは異なるということです。これらの ID は、describe コマンドを使用したときに返
されます。この相違の説明については、次のセクションリザーブドインスタンスID (p. 231)を参照し
てください。

• 1つのリージョンでのリザーブドインスタンスの購入が、下の割引範囲から上の割引範囲まで及ぶ。
前のシナリオと同じように、購入が処理されている間、新たに購入したリザーブドインスタンスは
pending 状態になります。この購入では、1 番目の低い方の割引範囲の料金と高い方の割引範囲の料
金の2つの異なる料金でリザーブドインスタンスが購入されます。重要なのは、返されるリザーブド
インスタンスIDは、購入の完了時に実際に作成される新しいリザーブドインスタンスIDとは異なる
ということです。この相違の説明については、次のセクション「リザーブドインスタンスID(p.231)」
を参照してください。

リザーブドインスタンス ID

購入の総額が 1 つまたは複数のリザーブドインスタンス割引料金範囲と重なる場合、購入コマンドに
よって返されるリザーブドインスタンス IDは、購入後に呼び出すdescribeコマンドによって返される
リザーブドインスタンス ID とは異なる可能性があります。リザーブドインスタンスサービスによって
複数のリザーブドインスタンス ID が生成されます。これは、割引が適用されない範囲と最初の割引範
囲、または複数の割引範囲に購入がまたがるためです。リザーブドインスタンスのうち1つの範囲に含
まれる部分ごとに 1 つのリザーブドインスタンス ID が作成されます。

AWS CLI を使用する場合、aws ec2 purchase-reserved-instances-offeringによって返され
たリザーブドインスタンス ID 1ba8e2e3-edf1-43c3-b587-7742exampleを認識しない aws ec2
describe-reserved-instancesコマンドを実行すると、次のように出力されます。

{
    "ReservedInstances": []
}

この例では、購入コマンドによって生成されるリザーブドインスタンス ID は、購入の処理中に使用さ
れる暫定的な ID です。購入は非割引範囲（範囲 0）から 1 番目の割引範囲（範囲 1）に及んでいるの
で、リザーブドインスタンスサービスは実際には複数のリザーブドインスタンス ID（暫定的なリザー
ブドインスタンス ID、割引なしの定価で購入したリザーブドインスタンスのリザーブドインスタンス
ID、5 % 割引料金で購入したリザーブドインスタンスのリザーブドインスタンス ID）を生成します。

リザーブドインスタンスの料金メリットについて
リザーブドインスタンスを購入すると、2 つのメリットを得られます。将来起動する EC2 インスタン
スの処理能力を予約できること、および時間当たりの料金の割引です。リザーブドインスタンスの起動
および操作に関するその他のタスクについては、オンデマンドEC2インスタンスと変わりありません。

このセクションでは、Amazon EC2 におけるリザーブドインスタンスの料金面でのメリットについて
説明します。

リザーブドインスタンスの料金メリットの適用

リザーブドインスタンスでは、使用可能な Amazon EC2 インスタンスの処理能力の予約に対して、購
入の際に指定した仕様（製品プラットフォーム、インスタンスタイプ、アベイラビリティーゾーンな
ど）に基づいて前払い料金を支払います。リザーブドインスタンスの購入後に、変更の要件を満たして
おり容量がある場合は、リザーブドインスタンスを変更できます。リザーブドインスタンスの変更の詳
細については、「リザーブドインスタンスの変更 (p. 251)」を参照してください。（未使用のリザーブ
ドインスタンスは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売することもできます。）
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処理能力を予約できるほか、リザーブドインスタンスを購入したアカウントに関連付けられているオン
デマンド EC2 インスタンスの時間当たりの使用料金が割引になります。割引が適用されるには、オン
デマンドインスタンスが、リザーブドインスタンスの仕様と一致していなければなりません。

例えば、ユーザー A が次のオンデマンド EC2 インスタンスを実行しているとします。

• us-east-1a アベイラビリティーゾーン内の 4 つの m1.small インスタンス
• us-east-1b アベイラビリティーゾーン内の 4 つの c1.medium インスタンス
• us-east-1b アベイラビリティーゾーン内の 2 つの c1.xlarge インスタンス

ユーザー A が次の 6 つのリザーブドインスタンスを購入します。

• us-east-1a アベイラビリティーゾーン内の 2 つの m1.small インスタンス
• us-east-1a アベイラビリティーゾーン内の 3 つの c1.medium インスタンス
• us-east-1b アベイラビリティーゾーン内の 1 つの c1.xlarge インスタンス

リザーブドインスタンスを購入するときに、予約した処理能力に対する前払い料金を支払うことによ
り、ユーザー A は、指定した仕様のインスタンスを必要に応じて 6 個起動できます。さらに、毎月 6
個分のインスタンスの時間当たりの使用料が割引になります。リザーブドインスタンスの購入時に既に
インスタンスを実行中だったため、実行中のオンデマンドインスタンスのうち、購入したリザーブドイ
ンスタンスの仕様に合致するインスタンスに、自動的に時間当たりの割引料金が適用されます。

具体的には次のようになります。

• ユーザーAが購入した 2個のm1.small リザーブドインスタンスの割引使用料が、us-east-1a アベイ
ラビリティーゾーン内で実行中の 4個のm1.small Amazon EC2インスタンスのうち 2個に適用され
ます。

us-east-1a アベイラビリティーゾーン内の残り 2 個の EC2 インスタンスは、現在のオンデマンド料
金で課金されます。

• ユーザー A が購入した 3 個の c1.medium リザーブドインスタンスによる割引料金は適用されませ
ん。これらのc1.mediumリザーブドインスタンスは、現在c1.medium Amazon EC2インスタンスが
実行されているアベイラビリティーゾーンとは異なるゾーンで実行するように指定されているためで
す。

実行中の 4 個の c1.medium Amazon EC2 インスタンスは、現在のオンデマンド料金で課金されま
す。

ユーザーAがc1.medium EC2インスタンスをus-east-1aアベイラビリティーゾーンで起動すると、
そのインスタンスにはリザーブドインスタンスの割引料金が適用されます。

• ユーザーAが購入した 1個の c1.xlarge リザーブドインスタンスの割引使用料が、us-east-1b アベイ
ラビリティーゾーン内で実行中の 2個の c1.xlarge Amazon EC2インスタンスのうち 1個に適用され
ます。

us-east-1b アベイラビリティーゾーン内のもう1個の c1.xlarge EC2インスタンスは、現在のオンデ
マンド料金で課金されます。

このシナリオでは、6 個のリザーブドインスタンスを購入することで、既に実行されている 2 個の
m1.small と 1 個の c1.xlarge のオンデマンド EC2 インスタンスに対する時間当たりのコストを節約し
ています。同時に、6個のリザーブドインスタンスを必要に応じて実行するための処理能力を確保して
います。

リザーブドインスタンスと一括請求（コンソリデーティッドビリング）

購入アカウントが、1 つの一括請求（CB）の支払いアカウントに請求される一連のアカウントの一部
である場合、リザーブドインスタンスの料金面でのメリットを広範囲に利用できます。一括請求を利用
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すると、お客様のすべての請求を1つのアカウント、すなわちCB支払いアカウントを使って支払うこ
とができます。また、すべてのサブアカウントの毎月の時間当たりの使用料がCB支払いアカウントに
まとめられます。この請求は、さまざまな役割を持つチームやグループがある企業にとっては特に便利
です。一括請求の詳細については、「AWS Account Billing について」の「一括請求を参照してくださ
い。

リザーブドインスタンスでは、リンクされているすべてのアカウントの使用料が毎月の利用時間に基づ
いてCB支払いアカウントに合算されます。したがって、請求書の計算には通常のリザーブドインスタ
ンスのロジックが適用されます。

例えば、アカウントが一括請求アカウントに含まれ、リザーブドインスタンスの購入にお客様のアカウ
ントを使用しているとします。リザーブドインスタンスの前払い料金はCB支払アカウントから支払わ
れ、割引はサブアカウント間で分配されます。総コストの分配は、サブアカウントそれぞれの使用量
を、CBアカウント全体の使用量で割った比率を使って計算されます。しかし、処理能力の予約は、予
約を行ったサブアカウント、この例ではお客様のアカウントに残ります。また、処理能力の予約は、購
入時に指定した製品プラットフォーム、インスタンスタイプ、および利用可能ゾーンに対してのみ適用
されます。

一括請求アカウントに適用されるリザーブドインスタンス料金範囲の割引の詳細については、「リザー
ブドインスタンス料金範囲を理解する (p. 226)」を参照してください。

リザーブドインスタンスマーケットプレイス
リザーブドインスタンスマーケットプレイスは、AWS のお客様が購入した未使用の Amazon Elastic
Compute Cloud（AmazonEC2）リザーブドインスタンスを他の企業や組織に売却できる、オンライン
のマーケットプレイスです。お客様がリザーブドインスタンスマーケットプレイスで購入する場合は、
他の AWS ユーザー（サードパーティとして出品）が販売している、さまざまな期間や価格設定のリ
ザーブドインスタンスから選ぶことができます。リザーブドインスタンスマーケットプレイスでは、
ニーズの変化に合わせて、余ったリザーブドインスタンスを柔軟に販売することができます。例えば、
インスタンスを新しいAWSリージョンに移動する、新しいインスタンスタイプに変更する、期限が切
れる前に終了するプロジェクトの処理能力を売却する、などが考えられます。EC2 インスタンスをリ
ザーブドインスタンスマーケットプレイスで購入した場合も、容量の予約については、AWS で直接購
入したリザーブドインスタンスと同様です。

Note

販売者になるための要件、予約した処理能力を販売できる時期など、いくつかの制限がありま
す。リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスの制限と要
件については、「リザーブドインスタンスの要件チェックリスト (p. 288)」を参照してくださ
い。

購入者から見ると、このようなリザーブドインスタンスとアマゾンウェブサービス（AWS）から直接
購入したリザーブドインスタンスの間にはいくつかの違いがあります。

• 期間。リザーブドインスタンスマーケットプレイスでサードパーティ販売者から購入したリザーブ
ドインスタンスは、残り期間が完全な標準期間よりも短くなっています。AWSから購入できるリザー
ブドインスタンスの完全な標準期間は、1 年間または 3 年間です。

• 前払い価格。サードパーティのリザーブドインスタンスは、さまざまな前払い価格で販売されます。
使用料金または定期的に支払う料金は、リザーブドインスタンスを最初にAWSから購入したときに
設定された料金と同じ金額です。

• 範囲による割引。割引範囲のしきい値に到達したために割引価格で購入された Amazon EC2 リザー
ブドインスタンスは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売することはできません。リ
ザーブドインスタンスマーケットプレイスの詳細については、「リザーブドインスタンス料金範囲
を理解する (p. 226)」を参照してください。
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販売者は、リザーブドインスタンスの一部を出品するか、すべて出品するかを選択できます。また、受
け取る前払い価格を選択できます。リザーブドインスタンスがリザーブドインスタンスマーケットプ
レイスに出品され、購入が可能になります。リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売する
各リザーブドインスタンスに対しては、前払い価格の総額の 12% がサービス料として課金されます。
出品したリザーブドインスタンスは、売れるまで使用することができます。販売が成立すると、予約済
みの処理能力とそれに伴う割引料金は失われます。予約した処理能力が売れた後でも、インスタンスを
使用し続けることはできます。ただし、そのインスタンスに関して予約した処理能力が売れた時点から
は、インスタンスのオンデマンド料金を支払う必要があります。

Note

リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売できるのは、AmazonEC2リザーブドイン
スタンスのみです。Amazon Relational Database Service（Amazon RDS）や Amazon
ElastiCacheリザーブドインスタンスなどの他のAWSリザーブドインスタンスは、リザーブド
インスタンスマーケットプレイスでは販売できません。

リザーブドインスタンスの詳細については、「リザーブドインスタンス(p.218)」を参照してください。

購入者の概要

リザーブドインスタンスマーケットプレイスは、AWS から提供されているものとは異なる期間のリ
ザーブドインスタンスを購入しようとしている場合に便利です。マーケットプレイスでは、特別なビジ
ネスニーズに対応する設定のリザーブドインスタンスを検索することもできます。

クイックスタート: リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの購入に関するビデオ

次の動画は、AWSマネジメントコンソールを使用したリザーブドインスタンスマーケットプレイスで
のリザーブドインスタンスの購入方法についての説明です。Getting Started Buying Reserved Instances
in the リザーブドインスタンスマーケットプレイス

要件

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを購入するには、有効なアマ
ゾンウェブサービス（AWS）アカウントが必要です。AWSアカウントの設定を行うことについては、
「Amazon EC2 Linux インスタンスの使用開始 (p. 27)」を参照してください。

Amazon EC2 リザーブドインスタンスを以前に購入したことがあるユーザーにとって、リザーブドイ
ンスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを購入する手順とツールは非常にわかりや
すいものになっています。

リザーブドインスタンスを購入するためのステップ

リザーブドインスタンスを購入するためのステップは、標準の AWS リザーブドインスタンスでもリ
ザーブドインスタンスマーケットプレイスのインスタンスでも同じです。

1. 購入するリザーブドインスタンスの詳細を指定します。
2. リザーブドインスタンスマーケットプレイスに示されている一覧から、指定に基づいて目的のリザー

ブドインスタンスを選択します。
3. 選択と購入の内容を確認します。

詳細については、「リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)」を参照してください。

販売者の概要

リザーブドインスタンスマーケットプレイスは、リザーブドインスタンスを所有しており、予約した
処理能力の残りの期間を販売したい場合や、ビジネスにおいて、現在所有しているものと異なる設定の
リザーブドインスタンスを探している場合に便利です。マーケットプレイスでは、短期間のワークロー
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ドを必要とし、標準の 1 年および 3 年とは異なるリザーブドインスタンスを購入しようとしているビ
ジネスに対して、自分のインスタンスを販売することができます。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスに出品することで、ビジネスニーズの変化に応じてリザー
ブドインスタンスの設定を柔軟に変更できます。例えば、欧州（アイルランド）リージョンで 3 年の
m1.xlarge リザーブドインスタンスを現在所有しているとします。今年は、顧客ベースがアジアにも拡
大したため、アジアパシフィック（東京）リージョンで使用できる m1.large リザーブドインスタンス
が必要です。この場合、リザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用して、欧州（アイルラン
ド）リージョンで購入したm1.xlargeリザーブドインスタンスの一部の残り期間を売却し、アジアパシ
フィック（東京）リージョンで処理能力を購入することができます。

Note

マーケットプレイスで販売するリザーブドインスタンスごとに、前払い価格の総額の 12% が
サービス料として AWS から課金されます。

クイックスタート: リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売に関するビデオ

次の動画は、AWSマネジメントコンソールを使用したリザーブドインスタンスマーケットプレイスで
のリザーブドインスタンスの販売方法についての説明です。この動画には、販売者としての登録手順
と、インスタンスの出品手順が含まれています。Getting Started Selling Reserved Instances in the リ
ザーブドインスタンスマーケットプレイス

要件

• 販売者として登録します。米国の法人と米国外の法人のいずれも、最初に販売者として登録すること
によってリザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売することができます。詳細については、
「販売者として登録する (p. 262)」を参照してください。

• 税登録を行います。リザーブドインスタンスの取引数が 200 件以上ある販売者や 20,000 USD 以上
の出品を予定している販売者は、税務上の理由から、ビジネスに関する追加情報を提供する必要があ
ります。詳細については、「税金情報 (p. 264)」を参照してください。

• 米国の銀行を指定します。AWS では、リザーブドインスタンスの販売時に集金された金額をお支払
いするために、お客様の銀行情報が必要です。住所が米国内の銀行でなければなりません。詳細につ
いては、「銀行 (p. 263)」を参照してください。

リザーブドインスタンスを販売するためのステップ

販売者として登録し、すべての必須情報を指定すると、リザーブドインスタンスマーケットプレイス
でリザーブドインスタンスを販売できるようになります。

1. 販売するリザーブドインスタンスを選択します。
2. リザーブドインスタンスを販売する希望価格を選択します。
3. リザーブドインスタンスの一覧を表示します。

詳細については、「リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売(p. 261)」を参照してくださ
い。

次は何をしますか。

• 詳細:
• リザーブドインスタンスの使用を開始する (p. 219)
• リザーブドインスタンスの料金メリットについて (p. 231)
• リザーブドインスタンス料金範囲を理解する (p. 226)

• 開始:
• リザーブドインスタンスに関する情報を取得する (p. 246)

API Version 2014-02-01
235

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
リザーブドインスタンスの基礎

http://youtube/embed/DJGqqq9Y6iU
http://youtube/embed/DJGqqq9Y6iU


• リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)
• 販売者として登録する (p. 262)
• リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)

リザーブドインスタンスを購入する
アマゾンウェブサービスから 1 年または 3 年の期間の Amazon EC2 リザーブドインスタンスを、ま
たは不要になったEC2リザーブドインスタンスを保有しているサードパーティの販売業者からEC2リ
ザーブドインスタンスを、それぞれ購入できます。サードパーティから購入したりリザーブドインス
タンスマーケットプレイスで販売されるリザーブドインスタンスも、AWSから購入したリザーブドイ
ンスタンスと同じように機能し、購入プロセスも同じです。ただ、サードパーティから購入されるリ
ザーブドインスタンスは、残余期間が完全な長さではなく、異なる前払い価格で販売することができる
点が異なっています。

購入者にとっては、リザーブドインスタンスマーケットプレイスにより、必要なインスタンスタイプ、
リージョン、期間の組み合わせに最も一致するリザーブドインスタンスを検索できることで選択肢が増
え、柔軟な選択が可能になります。

リザーブドインスタンスをいったん購入すると、リザーブドインスタンスマーケットプレイスでサー
ドパーティから購入したか、AWS から購入したかに関わらず、購入をキャンセルすることはできませ
ん。ただし、ニーズが変化したときは、リザーブドインスタンスを変更および売却できます。リザーブ
ドインスタンスの変更の詳細については、リザーブドインスタンスの変更(p.251)を参照してください。
リザーブドインスタンスの売却については、リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売(p.261)
を参照してください。

この購入者を対象としたガイドのセクションを次に示します。

• 「購入の仕組み(p. 236)」 –リザーブドインスタンスマーケットプレイスで購入を開始するために必
要なことの概要を示します。

• 「購入者になる(p. 237)」 –リザーブドインスタンスマーケットプレイスで購入者になるために行う
必要があることと、特定の情報が必要な理由について説明します。

• 「リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)」 – 購入プロセスについて説明します。このプロセス
には、リザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用する場合に繰り返す可能性があるタスク
が含まれます。

• 「明細書（請求書）を読む (p. 245)」 – 請求書の意味を説明します。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスに関する一般的な情報については、「リザーブドインス
タンスマーケットプレイス(p.233)」を参照してください。リザーブドインスタンスの販売については、
「リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売(p. 261)」を参照してください。リザーブドイ
ンスタンスの基本的な情報については、「リザーブドインスタンス (p. 218)」を参照してください。

製品の料金については、次のページを参照してください。

• Amazon EC2 Reserved Instance Pricing
• Amazon EC2 On-Demand Instances Pricing
• AWS サービス料金の概要

購入の仕組み
リザーブドインスタンスマーケットプレイスの使用を開始するには、AWSのアカウントを作成する必
要があります。リザーブドインスタンスマーケットプレイスで購入を行うには、購入するリザーブド
インスタンスの詳細をAWSマネジメントコンソールの検索ウィザードで指定します。すると、リクエ
ストと一致する選択肢が提示されます。選択したリザーブドインスタンスは、出品されている状態のま
ま購入しなければなりません。つまり、期間やインスタンスタイプなどを変更することはできません。
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購入するリザーブドインスタンスを選択すると、AWS から選択内容にかかる全費用の見積もりが提供
されます。購入を進める場合は、AWSにより自動的に、購入価格に限度価格が設けられるため、リザー
ブドインスタンスの全費用が提示された見積額を超えることはありません。何らかの理由で価格が上
がった場合は、AWS により自動的に前の画面が表示され、価格が変更されたために購入が完了できな
かったことが通知されます。また、選択した内容と同じような内容で価格が安い出品がある場合は、高
い方の選択肢ではなく、安い価格の出品が販売されます。

リザーブドインスタンスの料金範囲の割引は、AWS での購入にのみ適用されます。この種の割引は、
サードパーティのリザーブドインスタンスの購入には適用されません。例えば、リザーブドインスタン
スマーケットプレイスでサードパーティから250,000 USD相当のリザーブドインスタンスを購入し、
その後で別のサードパーティのリザーブドインスタンスのセットを購入して、合計額が最初の料金範囲
のしきい値を超えた場合、この範囲に対する 10% の割引は受けられません。しかし、Marketplace か
らの購入が価格のしきい値を超え、その後で AWS からリザーブドインスタンスを購入すると、その
AWS からの購入には割引が適用されます。詳細については、「リザーブドインスタンス料金範囲を理
解する (p. 226)」を参照してください。

リザーブドインスタンスの取引が完了したかどうかは、AmazonEC2コンソールの[Reserved Instances]
ページか、ec2-describe-reserved-instancesコマンドまたは DescribeReservedInstances
アクションの結果から判断できます。問題なく購入された場合、リザーブドインスタンスは
[pending-payment] 状態から [active] 状態に移行します。

リザーブドインスタンスを購入し、支払いが失敗すると、コンソール、
ec2-describe-reserved-instancesコマンド、および DescribeReservedInstancesアクショ
ンでは、購入しようとしたリザーブドインスタンスがpayment-pending状態から変化してpayment-failed
状態になることを示して、この失敗したトランザクションが表示されます。

購入者になる
購入者になることは、単純で簡単です。アマゾンウェブサービス（AWS）アカウントを既にお持ちの
場合は、すぐに購入を開始できます。詳細については、次のセクションを参照してください。

• 購入者が公開する情報を理解する (p. 237)
• リザーブドインスタンスを購入する (p. 238)

（AWS）アカウントがない場合は、まずサインアップし、AWSでアカウントを作成する必要がありま
す。詳細については、「Amazon EC2 Linuxインスタンスの使用開始 (p. 27)」を参照してください。リ
ザーブドインスタンスのことをご存じない場合は、「リザーブドインスタンスの使用を開始する(p.219)」
を参照してください。

購入者が公開する情報を理解する

購入者に関するいくつかの基本情報は、販売者に伝えられます。購入者の郵便番号と国の情報が、支払
いレポートで販売者に提供されます。この情報を使用して、販売者は、国に支払う必要な取引税（売上
税や付加価値税など）を計算できます。まれに、AWSが販売者にEメールアドレスを提供する必要が
ある場合があります。これは、販売者が、販売に関する質問があり、それに関して連絡できるようにす
るためです（例えば税務上の質問など）。

同様の理由で、AWS は購入者の請求書に販売者の正式名を記載します。さらに、税金または税に関す
る理由から販売者の情報が必要な場合は、AWS カスタマーサービスに問い合わせることも可能です。

次のステップ

AWSでサインアップすると、リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンス
を購入できるようになります。

• 固有のビジネスニーズに対応するリザーブドインスタンスを検索するには、「リザーブドインスタン
スを購入する (p. 238)」を参照してください。
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• 請求書については、「明細書（請求書）を読む (p. 245)」を参照してください。
• 未使用のリザーブドインスタンスを販売する場合は、「リザーブドインスタンスマーケットプレイス
での販売 (p. 261)」を参照してください。

リザーブドインスタンスの詳細については、「リザーブドインスタンス(p.218)」を参照してください。

リザーブドインスタンスを購入する
Amazon EC2 リザーブドインスタンスをサードパーティからリザーブドインスタンスマーケットプレ
イスで購入する手順は、基本的にアマゾンウェブサービス（AWS）からのリザーブドインスタンスの
購入手順と同じです。AWSマネジメントコンソール、Amazon EC2 コマンドラインインターフェイス
（CLI）ツール、または Amazon EC2 API を使用して、リザーブドインスタンスマーケットプレイス
でリザーブドインスタンスを購入できます。

AWS マネジメントコンソール

リザーブドインスタンスを検索および購入するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインで [Reserved Instances] をクリックします。
3. [Reserved Instances] ページで、[Purchase Reserved Instances] をクリックします。

4. [Purchase Reserved Instances] ページで、購入するリザーブドインスタンスを指定（[Platform]、
[Instance Type]、[Availability Zone]、[Term] 、[Tenancy] などのわかりやすいフィルタを使用）し
て、[Search] をクリックします。

[Purchase Reserved Instances] ウィザードにより、検索条件を満たすリザーブドインスタンスの
一覧が表示されます。

5. 目的のリザーブドインスタンスを選択し、購入する量を入力して、[Add to Cart] をクリックしま
す。引き続き別のリザーブドインスタンスを選択してカートに追加することができます。
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[Seller] 列には、販売者が [3rd Party] 販売者か [AWS]かが表示されます。[Term]列には、販売者が
サードパーティ販売者である場合、標準以外の期間が表示されます。[PurchaseReserved Instances]
ウィザードのページの下には、常にカート内の現時点での合計が表示されます。

6. [View Cart] をクリックして、選択したリザーブドインスタンスの要約を確認します。

リザーブドインスタンスをさらにカートに追加する場合は、[Add More To Cart] をクリックしま
す。カートからアイテムを削除するには、[Delete] をクリックします。

または、異なるセットのリザーブドインスタンスをやり直したり、検索する場合は、[Cancel]をク
リックします。

7. 購入するリザーブドインスタンスをすべて追加して清算する場合は、[Purchase] をクリックしま
す。
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Note

購入時に、選択した内容と同じような内容で価格が安い製品があった場合、AWS はその
製品をその安い価格で販売します。

購入が完了します。
8. 注文を確認するには、EC2 コンソールの [Reserved Instances] ページに移動します。

[Reserved Instances] ページに、お客様のアカウントに属するリザーブドインスタンスの一覧が、
購入したばかりの新しいリザーブドインスタンスも含めて表示されます。

リザーブドインスタンスは、購入が完了するといつでも使用できます。つまり、リザーブドインスタン
スの [State]が [payment-pending]から [Active]に変わったことになります。リザーブドインスタンスを
使用するには、オンデマンドインスタンスと同じ方法でインスタンスを起動します。必ずリザーブドイ
ンスタンスに対して指定したものと同じ基準を指定するようにしてください。AWS では自動的に低い
時間料金が課金されます。インスタンスを再起動する必要はありません。

Amazon EC2 CLI

リザーブドインスタンスを検索および購入するには

1. ec2-describe-reserved-instances-offeringsを使用して、仕様に一致するリザーブドイ
ンスタンスの出品の一覧を取得します。この例では、sa-east-1bアベイラビリティーゾーン内で使
用可能な m1.small、Linux/UNIX リザーブドインスタンスを確認します。
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PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-offerings -t m1.small -z sa-east-1b
 -d Linux/UNIX --headers

Amazon EC2 が次の例のような出力を返します。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-offerings
Type Source ReservedInstancesOfferingId AvailabilityZone InstanceType Duration
 FixedPrice UsagePrice ProductDescription Currency InstanceTenancy Offering 
Type
OFFERING AWS 4b2293b4-3236-49f5-978d-a74c3example sa-east-1b m1.small 3y  
574.0 0.0 Linux/UNIX USD default Heavy Utilization
Type Frequency Amount
RECURRING-CHARGE Hourly 0.021
OFFERING AWS 3a98bf7d-07e1-4b33-8e11-e5314example sa-east-1b m1.small 3y  
473.0 0.031 Linux/UNIX USD default Medium Utilization
OFFERING AWS 438012d3-5fc5-4e49-a88e-273edexample sa-east-1b m1.small 3y  
203.0 0.055 Linux/UNIX USD default Light Utilization
OFFERING AWS d586503b-bb92-41fa-9065-e5b90example sa-east-1b m1.small 1y  
372.94 0.0 Linux/UNIX USD default Heavy Utilization
Type Frequency Amount
RECURRING-CHARGE Hourly 0.03
OFFERING AWS ceb6a579-b235-41e2-9aad-15a23example sa-east-1b m1.small 1y  
307.13 0.04 Linux/UNIX USD default Medium Utilization
OFFERING AWS 649fd0c8-4ffb-443d-824d-eae3fexample sa-east-1b m1.small 1y  
131.63 0.07 Linux/UNIX USD default Light Utilization
OFFERING 3rd Party b6121943-9faf-4350-8047-bc6d4example sa-east-1b m1.small
 10m  - 0.032 Linux/UNIX USD default Medium Utilization
Type Count Price
PRICING_DETAIL 2 $1.2
OFFERING 3rd Party 08edcff2-8143-4c1d-b23c-e4c11example sa-east-1b m1.small
 5m  - 0.032 Linux/UNIX USD default Medium Utilization
Type Count Price
PRICING_DETAIL 19 $1.2
PRICING_DETAIL 4 $1.23

上の出力は、購入可能な出品全体の一部を示しています。

Tip

希望するタイプのリザーブドインスタンス提供タイプだけを表示するように、一覧をフィ
ルタリングできます。結果をフィルタリングする方法については、「Amazon Elastic
Compute Cloud コマンドラインリファレンス」の
「ec2-describe-reserved-instances-offerings」を参照してください。

2. 使用できるリザーブドインスタンスの一覧から、要件を満たすリザーブドインスタンスを購入しま
す。リザーブドインスタンスを購入するには、次のコマンドを使用します。

PROMPT> ec2-purchase-reserved-instances-offering --offering offering --in 
stance-count count

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PURCHASE   af9f760e-c1c1-449b-8128-1342dexample  438012d3-80c7-42c6-9396-
a209cexample
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応答には、提供 ID と予約 ID が含まれます。
3. 今後の参照用に予約 ID を書き留め、保存します。
4. 購入を確認します。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

RESERVEDINSTANCE  af9f760e-c1c1-449b-8128-1342dexample    sa-east-1b
m1.small        1y      227.5   0.03    Linux/UNIX  Active

リザーブドインスタンスは、購入の完了後いつでも実行できます。リザーブドインスタンスを実行する
には、オンデマンドインスタンスと同じ方法で起動します。必ずリザーブドインスタンスに対して指定
したものと同じ基準を指定してください。AWS では自動的に低い時間料金が課金されます。

Amazon EC2 API

リザーブドインスタンスを検索および購入するには

1. DescribeReservedInstancesOfferingsを使用して、仕様に一致するリザーブドインスタン
スの出品の一覧を取得します。この例では、Linux/UNIX が購入できるか、重度使用リザーブドイ
ンスタンスが購入可能かどうかを確認します。

https://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstancesOfferings
&MaxResults=50
&ProductDescription=Linux%2FUNIX
&OfferingType=Heavy+Utilization
&AUTHPARAMS

Note

Query API を使用している場合、“/” は “%2F” と示されます。

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesOfferingsResponse xmlns='http://ec2.amazon 
aws.com/doc/2012-08-15/'>
    <requestId>768e52ac-20f5-42b1-8559-e70e9example</requestId>
    <reservedInstancesOfferingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesOfferingId>d0280f9e-afc1-47f3-9899-
c3a2cexample</reservedInstancesOfferingId>
            <instanceType>m1.xlarge</instanceType>
            <availabilityZone>us-east-1a</availabilityZone>
            <duration>25920000</duration>
            <fixedPrice>195.0</fixedPrice>
            <usagePrice>0.0</usagePrice>
            <productDescription>Linux/UNIX</productDescription>
            <instanceTenancy>dedicated</instanceTenancy>
            <currencyCode>USD</currencyCode>
            <offeringType>Heavy Utilization</offeringType>
            <recurringCharges>
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                <item>
                    <frequency>Hourly</frequency>
                    <amount>0.2</amount>
                </item>
            </recurringCharges>

<marketplace>true</marketplace>
            <pricingDetailsSet>
                <item>
                    <price>195.0</price>
                    <count>1</count>
                </item>
                <item>
                    <price>310.0</price>
                    <count>1</count>
                </item>
                <item>
                    <price>377.0</price>
                    <count>1</count>
                </item>
                <item>
                    <price>380.0</price>
                    <count>1</count>
                </item>
            </pricingDetailsSet>
        </item>
        <item>
            <reservedInstancesOfferingId>649fd0c8-7846-46b8-8f84-a6400ex 
ample</reservedInstancesOfferingId>
            <instanceType>m1.large</instanceType>
            <availabilityZone>us-east-1a</availabilityZone>
            <duration>94608000</duration>
            <fixedPrice>1200.0</fixedPrice>
            <usagePrice>0.0</usagePrice>
            <productDescription>Linux/UNIX</productDescription>
            <instanceTenancy>default</instanceTenancy>
            <currencyCode>USD</currencyCode>
            <offeringType>Heavy Utilization</offeringType>
            <recurringCharges>
                <item>
                    <frequency>Hourly</frequency>
                    <amount>0.052</amount>
                </item>
            </recurringCharges>
            <marketplace>false</marketplace>
            <pricingDetailsSet/>
        </item>
    </reservedInstancesOfferingsSet>
    <nextToken>QUUVo/0S3X6nEBjSQZR/pRRlCPP/5Lrx79Wyxexample</nextToken>
</DescribeReservedInstancesOfferingsResponse>

2. 前述の例の購入可能なリザーブドインスタンスの一覧から、目的のリザーブドインスタンスを選択
し、上限価格を指定します。

https://ec2.amazonaws.com/?Action=PurchaseReservedInstancesOffering
&ReservedInstancesOfferingId=d0280f9e-afc1-47f3-9899-c3a2cexample
&InstanceCount=1
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&LimitPrice.Amount=200
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<PurchaseReservedInstancesOfferingResponse xmlns="http://ec2.amazon 
aws.com/doc/2012-08-15/">
   <requestId>59dbff89-35bd-4eac-99ed-be587example</requestId> 
   <reservedInstancesId>e5a2ff3b-7d14-494f-90af-0b5d0example</reservedIn 
stancesId> 
</PurchaseReservedInstancesOfferingResponse>

3. 購入を検証するには、新しいリザーブドインスタンスを確認します。

http://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstances
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesResponse xmlns='http://ec2.amazonaws.com/doc/2012-
08-15/'>
    <requestId>ebe3410a-8f37-441d-ae11-2e78eexample</requestId>
    <reservedInstancesSet>
        <item>
            <reservedInstancesId>e5a2ff3b-7d14-494f-90af-0b5d0example</re 
servedInstancesId>
            <instanceType>m1.xlarge</instanceType>
            <availabilityZone>us-east-1a</availabilityZone>
            <start>2012-08-23T15:19:31.071Z</start>
            <duration>25920000</duration>
            <fixedPrice>195.0</fixedPrice>
            <usagePrice>0.0</usagePrice>
            <instanceCount>1</instanceCount>
            <productDescription>Linux/UNIX</productDescription>
            <state>active</state>
            <instanceTenancy>dedicated</instanceTenancy>
            <currencyCode>USD</currencyCode>
            <offeringType>Heavy Utilization</offeringType>
            <recurringCharges>
                <item>
                    <frequency>Hourly</frequency>
                    <amount>0.2</amount>
                </item>
            </recurringCharges>
        </item>
    </reservedInstancesSet>
</DescribeReservedInstancesResponse>

リザーブドインスタンスは、購入の完了後いつでも実行できます。リザーブドインスタンスを実行する
には、オンデマンド EC2 インスタンスと同じ方法で起動します。必ずリザーブドインスタンスに対し
て指定したものと同じ基準を指定してください。AWS では自動的に低い時間料金が課金されます。
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明細書（請求書）を読む
アカウントアクティビティ

AWSマネジメントコンソールの [Account Activity] ページを表示することによって、アカウントへの請
求および料金を知ることができます。このページにアクセスするには、アカウント名の横のドロップダ
ウン矢印をクリックします。

[AccountActivity]ページには、アカウントに課されたすべての料金が表示されます。これには、前払い
料金、一括払い料金、および定期料金が含まれます。課金すべての概要と、課金の詳細なリストの両方
を取得できます。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスのサードパーティのリザーブドインスタンスの前払い料
金は、[AWS Marketplace Charges] セクションに表示され、その横に販売者名が表示されます。ただ
し、これらのリザーブドインスタンスのすべての定期料金または使用量は、[AWS Service Charges] セ
クションに表示されます。

料金をオンラインで表示できるほか、料金情報を示す PDF をダウンロードすることもできます。
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[Detail] セクションには、アベイラビリティーゾーン、インスタンスタイプ、コスト、インスタンス数
などのリザーブドインスタンスに関する情報が含まれています。また、購入したリザーブドインスタン
スの販売者名も含まれます。

リザーブドインスタンスに関する情報を取得する
状態、インスタンスタイプ、アベイラビリティーゾーン、期間など、お客様のリザーブドインスタンス
に関する情報は、予約してある処理能力をいつ使用するかを決定する際に役立ちます。お客様のアカウ
ントで使用できるリザーブドインスタンスに関する情報は、購入や販売に使用したいずれかのAmazon
EC2 ツールを使用することによって確認できます。

リザーブドインスタンスの状態
リザーブドインスタンスは、以下のいずれかの状態になります。

• Active – リザーブドインスタンスは、使用可能です。
• Payment-Pending – アマゾンウェブサービス（AWS）で、リザーブドインスタンスに対するお客様
の支払が処理中です。リザーブドインスタンスは、状態が Active になると使用できます。

• Retired – リザーブドインスタンスは終了しました。この状態になる原因としては、以下のいずれか
が考えられます。
• AWS がお客様からの支払を受け取っていない。例えば、クレジットカードの処理を行えなかった
場合などです。

• リザーブドインスタンスの期限が切れた。
• リザーブドインスタンスがキャンセルされた。
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[Reserved Instance] ページの [State] 列に表示される状態情報は、[My Listings] タブの [Listing State] に
表示される状態情報とは異なります。[State]列には、リザーブドインスタンスの状態が表示されます。
[Listing State] には、リザーブドインスタンスの一覧の状態が表示されます。[My Listings] タブには、
お客様がリザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売者になっている場合にのみ情報が表示さ
れます。詳細については、「リザーブドインスタンスの出品状態 (p. 286)」を参照してください。

AWS Management Console
出品したインスタンスを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインで [Reserved Instances] をクリックします。

[Reserved Instances] ページに、アカウントのインスタンスの一覧が表示されます。
3. リザーブドインスタンスを選択します。[Details]タブに、選択したインスタンスの詳細が表示され

ます。

4. リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売者になっている場合、リザーブドインスタン
スの出品に関する情報が必要なときは、[My Listings]タブをクリックします。選択したリザーブド
インスタンスの詳細が表示されます。

Amazon EC2 CLI
出品したインスタンスを表示するには

• ec2-describe-reserved-instances-listingを実行して、出品の詳細を取得します。
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PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings
Type ReservedInstancesListingId ReservedInstancesId CreateDate UpdateDate 
Status StatusMessage
LISTING 615d8a10-8224-4c19-ba7d-b9aa0example 1ba8e2e3-d20d-44ec-b202-
fcb6aexample Wed Aug 22 09:02:58 PDT 2012 Wed Aug 22 14:24:26 PDT 2012 can 
celled cancelled
INSTANCE-COUNT available 0
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 1
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 10 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 9 $1.08 
PRICE-SCHEDULE 8 $0.96 
PRICE-SCHEDULE 7 $0.84 
PRICE-SCHEDULE 6 $0.72 
PRICE-SCHEDULE 5 $0.6 
PRICE-SCHEDULE 4 $0.48 
PRICE-SCHEDULE 3 $0.36 
PRICE-SCHEDULE 2 $0.24 
PRICE-SCHEDULE 1 $0.12 
LISTING d5fa5166-83c3-40e4-abb2-b7298example 1ba8e2e3-d20d-44ec-b202-
fcb6aexample Wed Aug 22 14:31:55 PDT 2012 Wed Aug 22 14:42:40 PDT 2012 closed
 closed
INSTANCE-COUNT available 0
INSTANCE-COUNT sold 1
INSTANCE-COUNT cancelled 0
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 10 $0.9 
PRICE-SCHEDULE 9 $0.81 
PRICE-SCHEDULE 8 $0.72 
PRICE-SCHEDULE 7 $0.63 
PRICE-SCHEDULE 6 $0.54 
PRICE-SCHEDULE 5 $0.45 
PRICE-SCHEDULE 4 $0.36 
PRICE-SCHEDULE 3 $0.27 
PRICE-SCHEDULE 2 $0.18 
PRICE-SCHEDULE 1 $0.09 
....
LISTING 095c0e18-c9e6-4692-97e5-653e0example b847fa93-c736-4eae-bca1-
e3147example Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 active
 active
INSTANCE-COUNT available 1
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 0
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 5 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 4 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 3 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 2 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 1 $1.2 
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Amazon EC2 API
出品したインスタンスを表示するには

• DescribeReservedInstancesListingsを呼び出して出品の詳細を取得します。

呼び出しは、次の例のようになります。

http://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstancesListings
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesListingsResponse>
    <requestId>cec5c904-8f3a-4de5-8f5a-ff7f9example</requestId>
    <reservedInstancesListingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
            <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</re 
servedInstancesId>
            <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
            <updateDate>2012-08-30T21:00:42.300Z</updateDate>
            <status>active</status>
            <statusMessage>active</statusMessage>
            <instanceCounts>
                <item>
                    <state>Available</state>
                    <instanceCount>2</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Sold</state>
                    <instanceCount>1</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Cancelled</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Pending</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
            </instanceCounts>
            <priceSchedules>
                <item>
                    <term>11</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>true</active>
                </item>
                <item>
                    <term>10</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
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                <item>
                    <term>9</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>8</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>7</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>6</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>5</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>4</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>3</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>2</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>1</term>
                    <price>0.1</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
            </priceSchedules>
            <tagSet/>
            <clientToken>listRI1</clientToken>
        </item>
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    </reservedInstancesListingsSet>
</DescribeReservedInstancesListingsResponse>

リザーブドインスタンスの変更
コンピューティングニーズが変化したときは、リザーブドインスタンスを変更して、引き続き予約した
容量を利用できます。同じリージョン内のアベイラビリティーゾーン間でリザーブドインスタンスを移
動したり、ネットワークプラットフォームをEC2-ClassicとEC2-VPCの間で変更したりできます。さ
らに、Amazon EC2 API バージョン 2013-10-01 からは、利用可能な容量があり、Linux/UNIX 製品プ
ラットフォーム（現時点で変更できる唯一のプラットフォーム）に対する予約である場合は、予約のイ
ンスタンスタイプを、同じファミリー（M1 インスタンスファミリーなど）のさらに大きいインスタン
スまたは小さいインスタンスに変更できます。

変更しても、リザーブドインスタンスの有効な残りの期間は変わりません。終了日は同じです。リザー
ブドインスタンスの変更に手数料は必要なく、新しく課金されたり、請求書が届いたりすることはあり
ません。

予約を変更した場合でも、リザーブドインスタンスによってカバーされるインスタンスは実行し続けま
す。ただし、変更後、リザーブドインスタンスの割引料金は、リザーブドインスタンスの新しいパラ
メータと一致するインスタンスに適用されるようになります。EC2 インスタンスのオンデマンド料金
で請求されるようになり、変更されたリザーブドインスタンスの割引料金は適用されません。ただし、
アカウントに他の該当する予約がある場合は、他のリザーブドインスタンスの料金で請求されます。

変更しても、リザーブドインスタンスの使用、購入、売却の方法には影響ありません。リザーブドイン
スタンスを購入するときは、製品プラットフォーム、インスタンスタイプ、ネットワークプラットフォー
ム、テナント属性、有効期間、提供タイプ、およびアベイラビリティーゾーンを指定する必要がありま
す。

リクエストのステータスは、コンソールで、あるいはDescribeReservedInstancesModifications
API アクションまたは ec2-describe-reserved-instances-modifications CLI コマンドを呼び
出して、表示できます。

ここでは変更のプロセスについて説明します。

• 変更プロセスを理解する (p. 251) – 変更リクエストを送信するとどうなりますか?
• 変更のステータスの確認 (p. 253) – 変更リクエストをどのようにして追跡しますか?
• 変更の要件 (p. 254) – 変更できるのはどのリザーブドインスタンスですか?
• 予約のインスタンスタイプの変更 (p. 255) – リザーブドインスタンスのインスタンスサイズを変更で
きるのはいつですか?

• 変更リクエストの送信 (p. 257) – リザーブドインスタンスを変更するにはどうすればよいですか?

変更プロセスを理解する
リザーブドインスタンスは次のいずれかの方法で変更できます。

• 同じリージョン内のアベイラビリティーゾーン間でリザーブドインスタンスを移動します。

リザーブドインスタンスのアベイラビリティーゾーンを変更すると、元のゾーンでのインスタンスに
対する予約した容量と割引料金の適用が停止し、新しいアベイラビリティーゾーンでの適用が開始さ
れます。

• リザーブドインスタンスのネットワークプラットフォームを、EC2-VPC と EC2-Classic の間で変更
します。
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リザーブドインスタンスのネットワークプラットフォームを変更すると、元のネットワークプラット
フォームでのインスタンスに適用された予約容量が停止し、新しいネットワークプラットフォームで
の適用が開始します。ただし、割引料金の適用は、残っているリザーブドインスタンスパラメータに
一致する EC2-Classic および EC2-VPC の両方のインスタンスに対して続けられます。

• 同じインスタンスファミリー（たとえばM1インスタンスファミリー）内でリザーブドインスタンス
のインスタンスタイプをアップグレードまたはダウングレードします。

リザーブドインスタンスのインスタンスタイプを変更する場合は、予約のインスタンスファミリーで
より大きいまたはより小さいインスタンスタイプを使用できること、および変更に十分な該当するリ
ザーブドインスタンスがあることを確認する必要があります。

予約全体または予約のサブセットを変更できます。予約のサブセットを変更すると、Amazon EC2 は
元のリザーブドインスタンスを複数の新しいリザーブドインスタンスに分割します。例えば、us-east-1a
内に10個のインスタンスがリザーブドインスタンスにあり、そのうち5個のインスタンスをus-east-1b
に移動する場合、変更リクエストにより2つの新しいリザーブドインスタンス（us-east-1a（元のゾー
ン）の5個のインスタンス用に1つと、us-east-1bの5個のインスタンス用に1つ）が作成されます。

Amazon EC2 は、使用可能な容量に応じて、変更リクエストに可能な限り速やかに対応します。変更
リクエストが完了するまで、リザーブドインスタンスに関連付けられている予約容量と割引料金は、変
更前の予約パラメータに基づいて継続されます。

Note

送信した後で保留中の変更リクエストをキャンセルまたは変更することはできません。変更の
処理中、変更しているリザーブドインスタンスのステータスはactive（pending modification）
です。変更が完了した後は、別の変更リクエストを送信して、実行した変更をロールバックで
きます。

リザーブドインスタンス変更リクエストが成功した場合。

• 変更後の予約がすぐに有効になり、変更リクエストが完了した時刻から、リザーブドインスタンスの
割引料金が新しいインスタンスに適用されます。例えば、午後 9時 15分にリザーブドインスタンス
の変更が成功した場合、割引料金は午後9:時から新しいインスタンスに移ります（変更されたリザー
ブドインスタンスの発行日は DescribeReservedInstances API アクションまたは
ec2-describe-reserved-instances CLI コマンドを使用して取得できます）。

• 変更後のリザーブドインスタンスの終了日は予約の元の終了日と同じです。有効期限のうち 16 か月
が残っている 3年の予約を正常に変更した場合、変更後の予約は 16か月のリザーブドインスタンス
であり、終了日は変更前のリザーブドインスタンスと同じです。

例えば、次の表で、変更 #1 は、RI af9f760... が正常に変更されて 2013-08-30 16:00 UTC-7 に終了
し、それと同じ日時に新しいRI 46a408c... が作成されたことを示します。変更#2は、RI 46a408c...
が正常に変更されて 2013-09-03 14:00 UTC-7 に終了し、それと同じ日時に新しいRI b847fa9... が作
成されたことを示します。
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• 元の予約は終了します。その終了日は新しい予約の開始日であり、新しい予約の終了日はアクティブ
であったときの元のリザーブドインスタンスの終了日と同じです。

• 変更後のリザーブドインスタンスの固定価格は 0 USD であり、元のリザーブドインスタンスの固定
価格ではありません。

Note

変更後の予約の固定価格はアカウントに適用される割引範囲の計算に影響を与えません。割
引範囲の計算は元の予約の固定価格に基づきます。

変更リクエストが失敗した場合。

• リザーブドインスタンスは要求前の元のプロパティを維持します。
• リザーブドインスタンスに対して別の変更リクエストを行うことができます。

要求のステータスは、変更しているリザーブドインスタンスの状態を見ることで確認できます。詳細に
ついては、変更のステータスの確認 (p. 253) を参照してください。

変更のステータスの確認
変更リクエストの状態は、AWS Management Consoleの [State] フィールドに表示されます。また、
DescribeReservedInstancesModifications API アクションを使用して変更リクエストについて
の詳細情報を取得することもできます。返されるstateによって示される要求の状態はin-progress、
fulfilled、または failedです。

変更できるのはリザーブドインスタンスが active の場合だけです。他の状態のリザーブドインスタン
スを変更することはできません。また、リザーブドインスタンスマーケットプレイスに出品されてい
るリザーブドインスタンスも変更できません。詳細については、変更の要件(p. 254)を参照してくださ
い。リザーブドインスタンスがactive状態ではない場合、または変更できない場合は、AWSManagement
Consoleの [Modify Reserved Instances] ボタンが有効になりません。API を使用して active ではないリ
ザーブドインスタンスを変更した場合、エラーが発生します。

アベイラビリティーゾーンとネットワークプラットフォームは変更できても、インスタンスタイプは変
更できないリザーブドインスタンスを選択した場合は、[Modify Reserved Instances]ボタンは有効であ
り、[Modify Reserved Instances]ページに進むことができます。ただし、インスタンスタイプを変更す
ることはできません。詳細については、予約のインスタンスタイプの変更(p.255)を参照してください。

変更の状態

変更リクエストは処理中です。変更リクエストが処理中の間、変更対象のリザーブドインスタンスのス
テータスはactive（pendingmodification）と表示されます。リザーブドインスタンスがこの状態になっ
ているのは短時間だけです。変更が成功したかどうかに応じて、状態はactiveに戻るか、またはretired
になります（DescribeReservedInstancesModifications API アクションを使用している場合、
変更リクエストのステータスは processing と表示されます）。

変更は成功しました。変更が成功した場合、変更対象のリザーブドインスタンスは retired になり、新
しいリザーブドインスタンスは要求した変更設定で作成されます。新しいリザーブドインスタンスのス
テータスは active です（DescribeReservedInstancesModifications API アクションを使用して
いる場合、変更リクエストのステータスは fulfilled と表示されます）。

Note

新しいリザーブドインスタンスがアクティブ化されている短時間の間、元のリザーブドインス
タンスは retired（pending modification）と表示されます。

API Version 2014-02-01
253

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
リザーブドインスタンスの変更



変更は失敗しました。変更が完了しなかった場合、変更対象のリザーブドインスタンスは active 状態
を返します（DescribeReservedInstancesModifications API アクションを使用している場合、
変更リクエストのステータスはfailedと表示されます）。リザーブドインスタンスを変更できない理由
については、変更の要件 (p. 254) を参照してください。

変更の要件
Amazon EC2 は、以下の条件を満たしている場合に変更リクエストを処理します。

• ターゲット設定用に十分なリザーブドインスタンス処理能力がある。
• 変更しているリザーブドインスタンスがアクティブである。
• リザーブドインスタンスで別の変更リクエストが保留中になっていない。

リザーブドインスタンスはどのような頻度でも変更できます。ただし、前の変更リクエストがまだ保
留されている場合、つまり、前の変更リクエストが active（pending modification）状態である場合
は、リザーブドインスタンスの変更リクエストを送信できません。変更の状態の詳細については、
「変更のステータスの確認 (p. 253)」を参照してください。

• リザーブドインスタンスがリザーブドインスタンスマーケットプレイスには出品されていない。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスに出品されているリザーブドインスタンスを変更するに
は、出品をキャンセルし、リザーブドインスタンスを変更した後で、再び出品します。

さらに、リザーブドインスタンスマーケットプレイスの出品を、購入する前または購入と同時に変更
することはできません。ただし、マーケットプレイスの出品を購入した後で変更リクエストを送信す
ることはできます。詳細については、リザーブドインスタンスマーケットプレイス(p. 233)を参照し
てください。

• 次の属性のみが変更されます。同じリージョンのアベイラビリティーゾーン、同じインスタンスファ
ミリー（たとえば M1 インスタンスファミリー）内のインスタンスタイプ、およびネットワークプ
ラットフォーム。

• リザーブドインスタンスを結合するときは、リザーブドインスタンスの終了日における 24 時間形式
での時間の桁が同じである必要がありますが、分または秒の桁が同じである必要はありません。つま
り、同じ日の 13:01 と 13:59 に終了するリザーブドインスタンスは結合できますが、12:59 と 13:01
に終了するリザーブドインスタンスは結合できません。

• インスタンスタイプ属性を変更する場合
• 変更するリザーブドインスタンスは、Amazon Linux/UNIX 製品プラットフォーム（現時点でイン
スタンスタイプを変更できる唯一の製品プラットフォーム）のものでなければなりません。

• リザーブドインスタンスの新しいインスタンスタイプは、元の予約と同じインスタンスファミリー
（たとえば M1 インスタンスファミリー）に属している必要があります。

• リザーブドインスタンスのインスタンスタイプをアップグレードする場合、ターゲットのリザーブ
ドインスタンスの標準インスタンス数を、元の予約の標準インスタンス数と同じにする必要があり
ます。

変更の対象として複数のリザーブドインスタンスを選択し、それらのリザーブドインスタンスうちの
1 つ以上がインスタンスタイプを変更できない製品プラットフォームのものである場合、[Modify
Reserved Instances] ページには、選択したリザーブドインスタンスのインスタンスタイプを変更す
るオプションが表示されません。インスタンスタイプの変更の詳細については、「予約のインスタン
スタイプの変更 (p. 255)」を参照してください。

• ターゲットのリザーブドインスタンス設定の属性は、アベイラビリティーゾーン、インスタンスタイ
プ、およびネットワークプラットフォームの組み合わせが一意になるように変更する必要がありま
す。

リザーブドインスタンスの変更方法については、変更リクエストの送信(p. 257)を参照してください。
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予約のインスタンスタイプの変更
特定の条件が満たされた場合、リザーブドインスタンスのインスタンスタイプを調整できます。複数の
インスタンスサイズを持つインスタンスファミリーに Amazon Linux/UNIX に対する容量予約がある場
合、異なるインスタンスタイプを同じファミリーに含めるリザーブドインスタンスの変更をリクエスト
できます。容量が存在し、変更によってリザーブドインスタンスのインスタンスサイズフットプリント
が変わらない場合は、リクエストは正常に処理されます。

例えば、1 つの m1.large インスタンスの予約を 4 つの m1.small インスタンスに分割したり、4 つの
m1.small インスタンスの予約を 1 つの m1.large インスタンスに結合したりできます。どちらの場合
も、予約のインスタンスサイズフットプリントは変化しません。これに対し、2 つの m1.small インス
タンスの予約を 1 つの m1.large インスタンスに変更することはできません。これは、現在の予約の既
存のインスタンスサイズフットプリントがリクエストされている予約より小さいためです。

インスタンスサイズのフットプリントは、インスタンスタイプの正規化係数と予約に含まれるインスタ
ンスの数によって決まります。ここでは、リザーブドインスタンスのインスタンスタイプを変更する2
つの方法、およびインスタンスタイプの正規化係数を使用して、可能なインスタンスタイプの変更を調
べる方法について説明します。

• インスタンス正規化係数を理解する (p. 255)
• インスタンスタイプのアップグレード (p. 256)
• インスタンスタイプのダウングレード (p. 256)

例外

以下のインスタンスタイプのサイズは、ファミリー内に他のサイズがないため変更できません。

• t1.micro
• cc1.4xlarge
• cc2.8xlarge
• cg1.8xlarge
• cr1.8xlarge
• hi1.4xlarge
• hs1.8xlarge
• g2.2xlarge

インスタンスタイプまたは製品プラットフォームを変更できないリザーブドインスタンスを変更しよう
とすると、[Modify Reserved Instances]ページに進むことはできますが、Amazon EC2コンソールでの
変更オプションは [Network] と [Availability Zone] に限定されます。

インスタンスタイプの変更は、リザーブドインスタンスの他の仕様詳細（リージョン、使用タイプ、テ
ナント属性、製品、終了日時など）が一致し、利用できる容量がある場合にのみ許可されることに注意
してください。さらに、そのような変更によって、請求される割引された時間単位使用料金、または予
約の終了日は変更されません。

インスタンス正規化係数を理解する

各リザーブドインスタンスにはインスタンスサイズのフットプリントがあります。リザーブドインスタ
ンスのインスタンスタイプを変更する場合、インスタンスタイプがダウンサイジングされてもアップサ
イジングされても、フットプリントは維持されます。変更後の設定のフットプリントが元の設定のサイ
ズと一致しない場合、変更リクエストは処理されません。

インスタンスタイプのフットプリントのサイズは、正規化係数を使用して計算できます。正規化係数
は、インスタンスファミリー（たとえばM1インスタンスファミリー）内のタイプのサイズに基づきま
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す。正規化係数は同じインスタンスファミリー内でのみ意味を持ちます。異なるファミリーのインスタ
ンスタイプに変更することはできません。

次の表では、インスタンスファミリー内で適用される正規化係数を示します。例えば、m1.small イン
スタンスの正規化係数は 1、m1.medium インスタンスの係数は 2、m1.large インスタンスの係数は 4
です。

正規化係数インスタンスサイズ

1small

2medium

4large

8xlarge

162xlarge

324xlarge

648xlarge

各リザーブドインスタンスは、正規化されたインスタンスユニットの総数を保持しています。これは、
インスタンスの数にインスタンスタイプの正規化係数を掛けたものと等しい値です。例えば、m1.medium
の正規化係数は 2なので、m1.medium インスタンス 4個のリザーブドインスタンスは正規化されたイ
ンスタンスユニット 8 個に相当します。次のようにして値を求めることができます。

4 [個数] x 2 [正規化係数]

リザーブドインスタンスの標準インスタンスユニットの総数が同じである場合は、同じインスタンス
ファミリー（たとえばM1インスタンスタイプ）内で、リザーブドインスタンスを異なるインスタンス
サイズとして割り当てることができます。4 個の m1.medium インスタンスのリザーブドインスタンス
がある場合、8 個の m1.small インスタンスの予約に変更できます（m1.small インスタンスの正規化係
数は 1 なので、8 x 1）。変更後のリザーブドインスタンスでも、正規化されたインスタンスユニット
の数またはインスタンスサイズフットプリントは変わりません。

インスタンスタイプのアップグレード

あるインスタンスファミリー（たとえばM1インスタンスファミリー）に属している複数の小さいイン
スタンスタイプの予約を統合して、同じファミリーの大きいインスタンスタイプの予約にすることがで
きます。予約をアップグレード、つまりアップサイジングするには、大きいインスタンスタイプ統合す
るのに十分な数の小さいインスタンスタイプがあり、統合しても予約のインスタンスサイズフットプリ
ント全体が変化しない必要があります。

例えば、4 個の m1.small インスタンス（4 個の正規化されたインスタンスユニット（4 x 1）と同等）
を、1 個の m1.large インスタンス（やはり 4 個の正規化されたユニット（1 x 4）と同等）に変換でき
ます。しかし、1個のm1.small インスタンス（1 x 1）の予約を1個のm1.largeインスタンス（1 x 4）
に変換することはできません。この場合、2 つの予約は同等ではありません。

複数のインスタンスサイズを持ち、例外(p.255)リストに出品されていないインスタンスファミリーは、
大きいインスタンスタイプサイズに変更またはアップグレードできません。

インスタンスタイプのダウングレード

大きいインスタンスタイプのリザーブドインスタンスを、同じファミリー（たとえばM1インスタンス
ファミリー）の小さいインスタンスタイプの複数のリザーブドインスタンスに変更できます。リザーブ
ドインスタンスをダウングレード、つまりダウンサイジングすると、実際には大きい予約が複数の小さ
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い予約に分割されます。インスタンスタイプのアップサイジングと同様に、予約のインスタンスサイズ
フットプリント全体が変わらない場合にのみダウンサイジングは成功します。

例えば、2 個の m1.large インスタンスの予約は 8 個の正規化されたインスタンスユニット（2 x 4）と
同等です。容量があるものとすると、これらを4個のm1.mediumインスタンスのリザーブドインスタ
ンスに変換できます。これもまた 8 個の正規化されたインスタンスユニット（4 x 2）と同等です。

複数のインスタンスサイズを持ち、例外(p.255)リストに出品されていないインスタンスファミリーは、
小さいインスタンスタイプサイズに変更またはダウングレードできません。

AmazonEC2のインスタンスタイプについては、インスタンスタイプ(p. 109)を参照してください。リ
ザーブドインスタンス変更リクエストについては、変更リクエストの送信(p.257)を参照してください。

変更リクエストの送信
Abstract

AWSManagement Console、CLI、またはAPI を使用して、リザーブドインスタンスを変更するリクエストを送信
します。

AWS Management Console を使用して、以下の方法でリザーブドインスタンスを変更できます。

• 同じリージョンの別の Availability Zone に容量の予約のすべてまたは一部を移動します。
• リザーブドインスタンスのすべてまたは一部のネットワークプラットフォームを、EC2-Classicから
EC2-VPC に（またはその逆に）変更します。

• 容量があり、変更により予約容量の領域が保持される場合は、同じインスタンスファミリー（たとえ
ばM1インスタンスファミリー）内でリザーブドインスタンスのインスタンスタイプのすべてまたは
一部をアップグレードまたはダウングレードします。

AWSCLI（modify-reserved-instances）、Amazon EC2CLI（ec2-modify-reserved-instances）、Amazon
EC2 API（ModifyReservedInstances)、および AWS SDK for Java を使用して、プログラムでこれらの
変更を完了することもできます。

リザーブドインスタンスの変更に使用できるプログラミングツールについての詳細は、「リザーブド
インスタンスを使用するためのツール (p. 222)」を参照してください。

[Modify Reserved Instances] ページを使用する

このセクションでは、変更を行うために、Amazon EC2 Console で [Modify Reserved Instances] ペー
ジを使用する方法について説明します。また、以下についても説明します。

• 個数とユニットの値 (p. 257)
• 変更リクエストに関するメッセージ (p. 260)

個数とユニットの値

EC2 consoleの [Modify Reserved Instances]ページでは、ターゲット（または新しい）設定に割り当て
られたリザーブドインスタンス総数およびユニット数と、変更できるリザーブドインスタンスの総数が
追跡されます。個数は、現在のインスタンスタイプのインスタンスのリテラル数です。ユニットは、イ
ンスタンスファミリー（たとえばM1インスタンスファミリー）に対する予約の総インスタンスサイズ
を表します。ユニットは、個数にインスタンスタイプの正規化係数を掛けた値です。インスタンスの正
規化係数の詳細については、「インスタンス正規化係数を理解する (p. 255)」を参照してください。

リザーブドインスタンスの各ターゲット設定行には個数とユニットの値があります。変更が可能なイン
スタンス数よりも多くまたは少なくインスタンスを指定した場合、割り当てられたリザーブドインスタ
ンス総数は赤で表示されます。ターゲット設定に対して指定された総ユニット数が、変更できるリザー
ブドインスタンスの総ユニット数と等しくない場合、[Continue]をクリックすることはできません。変
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更が可能なすべてのリザーブドインスタンスに対して変更を指定すると、ユニットの値は緑で表示され
ます。

リザーブドインスタンスを変更するには

1. [Reserved Instances] ページで、変更するリザーブドインスタンスを 1 つ以上選択し、[Modify
Reserved Instances] をクリックします。

[Modify Reserved Instances]ページに、選択したリザーブドインスタンスとそのインスタンスの現
在の設定が表示されます。

2. リザーブドインスタンスを変更する方法を決定します。この例では、変更しないものが2つ、別の
アベイラビリティゾーンに移行するものが 2 つ、EC2-Classic から EC2-VPC に変換するものが 2
つ、m1.mediumからm1.largeにインスタンスタイプをアップグレードするものが2つとして、リ
ザーブドインスタンスを変更します。アップグレードには、1つのm1.largeインスタンスごとに、
2 つの m1.medium インスタンスが必要であることを注意してください。

次の表は、実行する変更を示しています。

単位変更後の個
数

変更前の個
数

インスタン
スタイプ

アベイラビ
リティー
ゾーン

ネットワー
ク

変更

422m1.mediumus-east-1aEC2-Classic変更しない
（元の RI
の一部を保
持する）

422m1.mediumus-east-1bEC2-Classicアベイラビ
リティゾー
ンの変更

422m1.mediumus-east-1aEC2-VPCネットワー
クプラット
フォームの
変更

824m1.largeus-east-1aEC2-Classicインスタン
スタイプの
変更
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単位変更後の個
数

変更前の個
数

インスタン
スタイプ

アベイラビ
リティー
ゾーン

ネットワー
ク

変更

20810合計

3. 2 つのリザーブドインスタンスに対して元の設定を保持するには（変更しない）、[Count] に 2 と
入力します。[Network]、[Availability Zone]、[Instance Type] は元のまま保持します。[Units] は自
動的に 4/20 に更新されます。

リザーブドインスタンスに対して行う変更ごとに行を分けて表示するために、[Add] ボタンを使用
して、行を追加します。

4. アベイラビリティゾーンを変更するには、[Add] をクリックして、[Availability Zone] リストで
us-east-1b を選択します。[Count] に 2 と入力します。[Network] および [Instance Type] は元のま
ま保持します。[Units] は自動的に 8/20 に更新されます。

5. ネットワークプラットフォームを変更するには、最初に、[Add]をクリックします。次に、[Network]
リストで、EC2-VPCを選択します。[Count]に 2と入力します。[Availability Zone]および [Instance
Type] は元のまま保持します。[Units] は自動的に 12/20 に更新されます。

6. インスタンスタイプを変更するには、[Add] をクリックし、[Instance Type] リストでm1.largeを選
択します。[Count]に 2と入力します。[Availability Zone]および [Network]は元のまま保持します。
[Units] は自動的に 20/20 に更新されます。

インスタンスタイプを変更する場合は、インスタンスタイプを大きくすることも小さくすることも
できることを確認します。インスタンスタイプの変更の詳細については、「予約のインスタンスタ
イプの変更 (p. 255)」を参照してください。
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この例では、m1.mediumからより容量の大きいm1.largeへとインスタンスタイプをアップグレー
ドします。m1.large インスタンスタイプの正規化係数は 4 です。1 つの m1.large インスタンスタ
イプの取得には、4 つの m1.small インスタンスタイプまたは 2 つの m1.medium インスタンスタ
イプが必要です。したがって、残りの4つのm1.mediumインスタンスタイプ（正規化された値は
8）は、2 つの m1.large インスタンスタイプ（同じく正規化された値は 8）にアップグレードでき
ます。[Units]には、緑で20/20と表示されます。この演習において、変更が可能なすべてのリザー
ブドインスタンスに対して変更を指定したことを意味します。これで変更リクエストの手順に進む
ことができます。

インスタンスの正規化係数の詳細については、「インスタンス正規化係数を理解する (p. 255)」を
参照してください。

7. 指定した設定（インスタンスのアップグレードなど）を削除する場合、該当する行の [X]をクリッ
クします。

Note

[Modify Reserved Instances] ページに表示されている設定変更の行が 1 つだけの場合、そ
の行は削除できません。

8. ターゲット設定の指定を完了したときに、変更の設定を確認するには、[SubmitModifications]をク
リックします。Amazon EC2 は変更のリクエストを確認します。要求した設定が固有で、指定し
たインスタンス数が変更できるリザーブドインスタンスの総数と一致する場合、Amazon EC2 が
お客様のリクエストを処理していることが通知されます。

Note

この時点で、AmazonEC2は変更リクエストのパラメータが有効であることだけを判定し
ており、AmazonEC2は要求を処理できます。変更リクエストの処理の間、この画面が表
示された後でのみ、容量チェックが行われます。変更リクエストは容量がないために後で
まだ失敗する可能性があります。

変更リクエストに関するメッセージ

場合によって、確認の代わりに変更リクエストが不完全または失敗したことを示すメッセージが表示さ
れることがあります。メッセージの情報を参考にして、別の変更リクエストを再送信します。

• 選択されたリザーブドインスタンスに変更できないものがあります。

次のメッセージで、Amazon EC2 は変更できないリザーブドインスタンスを示します。このような
メッセージを受け取ったら、EC2 コンソールの [Reserved Instances] ページで容量予約についての
詳細情報を確認します。

• 変更リクエストの処理中にエラーが発生しました。
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送信したリザーブドインスタンス変更リクエストをすべて処理できません。変更しているリザーブド
インスタンスの数によっては、メッセージが異なる場合があります。

これらのメッセージで、Amazon EC2 は変更リクエストを処理できない理由を示します。例えば、
変更しているリザーブドインスタンスの1つ以上のサブセットに同じターゲット設定（アベイラビリ
ティーゾーンとプラットフォームの組み合わせ）を指定したような場合です。リザーブドインスタン
スのインスタンス詳細が一致し、変更対象のリザーブドインスタンスのすべてのサブセットのター
ゲット設定が一意であることを確認して、変更リクエストの再送信を試みます。

次は何をしますか?

• リザーブドインスタンスに関する情報を取得する (p. 246)
• リザーブドインスタンスを購入する (p. 236)
• リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売 (p. 261)

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販
売
リザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用すると、ニーズの変化に合わせて、余ったリザー
ブドインスタンスを柔軟に販売することができます。例えば、インスタンスを別のアマゾンウェブサー
ビス（AWS）リージョンに移動する、別のインスタンスタイプに変更する、リザーブドインスタンス
の期限が切れる前に終了するプロジェクトの処理能力を売却する、などが考えられます。（販売者にな
るための要件、予約した処理能力を販売できる時期など、いくつかの制限があります。リザーブドイン
スタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスの制限と要件については、「リザーブド
インスタンスの要件チェックリスト (p. 288)」を参照してください。）

出品したリザーブドインスタンスはすぐに、AWS の他のお客様が見ることのできる一覧に掲載されま
す。リザーブドインスタンスは、出品されているインスタンスのタイプ、残存期間、時間料金に基づい
てグループ化されます。このグループ化により、購入者は希望するリザーブドインスタンスを容易に見
つけることができます。お客様は、一覧からご自分の条件に最も合致するインスタンスを購入すること
を選択し、提示されている前払い価格と時間料金のバランスを判断します。

購入者のリクエストに対応するために、AWS は指定されたグループ内で前払い価格が最低のリザーブ
ドインスタンスを最初に販売します。次に、2 番目に低い価格のリザーブドインスタンスを販売しま
す。このようにして、購入者の購入注文すべてに対応するまで販売します。AWS はトランザクション
を処理し、リザーブドインスタンスの所有権を購入者に移します。販売者はリザーブドインスタンスに
対する現金の支払いを、振込によって直接各自の銀行口座で受け取ります。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売を行うと、購入者の郵便番号と国情報が支払いレ
ポートにより報告されます。この情報により、販売者は行政機関に支払う必要がある税金を計算できま
す。販売者としての商号も、購入者の購入請求に記載されます。AWS では、リザーブドインスタンス
マーケットプレイスでの販売に対して管理料（前払い価格の総額の 12%）が課金されます。詳細につ
いては、Amazon EC2 リザーブドインスタンス製品ページの「リザーブドインスタンスマーケットプ
レイス」を参照してください。
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リザーブドインスタンスは、売却されるまでは、コントロール可能です。販売が成立すると、予約済み
の処理能力と割引使用料金は失われます。予約済みの処理能力を売却した後でも、インスタンスを使用
し続けられますが、オンデマンド価格が請求されます。オンデマンド価格は、リザーブドインスタンス
の売却時点から適用されます。したがって、使用するインスタンスに対するオンデマンド価格の課金を
避けるには、別のリザーブドインスタンスを購入するか、販売する（または期限が切れる）ときにリ
ザーブドインスタンスを終了します。

このトピックでは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売手順を説明します。

• 「販売者として登録する (p. 262)」 – 販売者として登録し、米国に住所がある銀行を指定します。年
間 200 件以上の取引計画がある場合、または 20,000 USD 相当のリザーブドインスタンスの販売計
画がある場合、税金情報も提供する必要があります。

• 「リザーブドインスタンスを販売する (p. 266)」 –有効期間が 1か月以上あるアクティブなリザーブ
ドインスタンスを出品します。また、1か月よりも長い期間のリザーブドインスタンスを所有してい
なければなりません。

• 「リザーブドインスタンスが売却された後 (p. 286)」 – リザーブドインスタンスを販売する時期と、
料金の受取方法を確認します。

• 「クイックスタート:リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売に関するビデオ(p. 235)」
–リザーブドインスタンスマーケットプレイスですぐに販売を開始するために必要な情報を収集しま
す。

リザーブドインスタンスの購入については、「リザーブドインスタンスを購入する (p. 236)」を参照し
てください。リザーブドインスタンスの基本的な情報については、「リザーブドインスタンス(p.218)」
を参照してください。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売に関する
重要な注意
• リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売者になるためには、販売者として登録し、米国
に住所がある銀行を指定する必要があります。詳細については、「販売者として登録する (p. 262)」
を参照してください。

• リザーブドインスタンスを売却するには、そのインスタンスがアクティブであった期間が 30 日以上
であることと、AWS が前払い料金を受領済みであることが必要です。

• 1年間に 50,000 USDまでのリザーブドインスタンスを販売できます。これよりも多くのリザーブド
インスタンスを販売するには、「Amazon EC2 インスタンス上限緩和申請」フォームにご記入くだ
さい。

• 料金範囲に基づく割引価格で購入された Amazon EC2 リザーブドインスタンスは、リザーブドイン
スタンスマーケットプレイスで販売することはできません。割引価格範囲の詳細については、「リ
ザーブドインスタンス料金範囲を理解する (p. 226)」を参照してください。

リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用するための要件を
まとめたチェックリストについては、「リザーブドインスタンスの要件チェックリスト (p. 288)」を参
照してください。

販売者として登録する
Topics
• 銀行 (p. 263)
• 税金情報 (p. 264)
• 販売者登録の確認 (p. 265)
• 購入者との情報の共有 (p. 265)
• 次のステップ (p. 266)
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リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売するための最初のタスクは、販売者として登録す
ることです。

AWSアカウントをまだ作成していない場合は、リザーブドインスタンスマーケットプレイスへの登録
の前に作成する必要があります。「Amazon EC2 Linuxインスタンスの使用開始 (p. 27)」で説明してい
る手順を実行します。この手順では、Amazon EC2 アカウントの作成および認証情報に関する情報を
提供します。

「リザーブドインスタンスマーケットプレイス Seller Registration」ウェブページから、登録処理を行
うことができます。出品を作成しようとした時点でまだ登録されていない場合は、この販売者登録ペー
ジが表示されます。

登録とは、商号、銀行情報、納税識別番号を提供することです。通常、こうした情報を指定する必要が
あるのは1回だけです。ただし、個人情報および銀行情報は「リザーブドインスタンスマーケットプレ
イス Seller Registration」ウェブページから更新できます。最初に登録したときに使用したアカウント
を使って AWS にログインすると、個人情報と銀行情報のページに直接移動できます。

銀行

AWS では、リザーブドインスタンスの販売時に集金された金額をお支払いするために、お客様の銀行
情報を必要とします。住所が米国内の銀行でなければなりません。

[Manage Bank Account] ページで、支払いを受け取る銀行に関する次の情報を提供します。

• 銀行口座の名義
• 支店コード
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• アカウント番号
• 銀行口座の種類

Note

法人の銀行口座を使用する場合は、口座に関する情報をFAX（1-206-765-3424）で送信する
ように指示されます。

支払いを受け取るデフォルトの銀行口座は変更できます。最初に登録したときに使用したアカウントを
使って [リザーブドインスタンスマーケットプレイス Seller Registration] ページにアクセスすると、個
人情報と銀行情報のページに直接移動できます。

登録が完了すると、AWSが銀行口座を確認し、デフォルトの銀行として設定します。AWSが銀行の口
座を確認するまで支払いを受け取ることはできません。銀行の確認は、最長2週間かかる場合があるた
め、新規口座の場合は、最長2週間の間、売却による支払いを受けられません。設定が済んでいる口座
の場合、支払い完了まで通常およそ 2 日かかります。

税金情報

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでのリザーブドインスタンスの販売には、消費税または
付加価値税などの取引税がかかることがあります。取引関連の税金が適用されるかどうかについては、
税務部、法務部、財務部、または経理部に確認する必要があります。お客様は、取引関連の税金を収集
し、該当する税務署に納める役割を担います。

販売者登録手続きの一環として、Tax interview を行うことができます。次のいずれかに該当する場合
は、この手続きを行うことをお勧めします。

• AWS でフォーム 1099-K を生成したい。
• リザーブドインスタンスについて、1年間に200件を超える取引または20,000 USD以上の販売が予
想される。1 件の取引には、1 つまたは複数のリザーブドインスタンスを含めることができます。登
録時にこの手順をスキップし、後で取引が 199 件に達した場合、"You have reached the transaction
limit for pre-tax. 次の URL で Tax Interview を記入してください。
http://portal.aws.amazon.com/ec2/ri/seller_registration?action=taxInterview

• お客様が米国以外の販売者である。この場合は、フォームW-8BEN に電子的に記入する必要があり
ます。
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Tax interview を完了した場合、入力する税金情報は、お客様が米国の法人であるか米国外の法人であ
るかによって異なります。米国の販売者については、納税者番号の他に、事業所の連絡先情報を AWS
に提供する必要があります。

税金登録手続きを完了すると、AWS によってフォーム 1099-K が提出され、税金口座がしきい値レベ
ルに達した年の翌年の 1月 31日までに、米国の郵便によって上記フォームのコピーがお客様に届けら
れます。

Tax interview の記入を行う際は、以下に注意してください。

• AWS が提供する情報（このトピックの情報を含む）は、税金、法律、またはその他の専門的なアド
バイスではありません。IRSのレポート要件がビジネスに与える影響について情報が必要な場合、ま
たは他の疑問がある場合は、税金、法律、またはその他の専門家にお尋ねください。

• IRSのレポート要件をできるだけ効率的に満たすには、Tax interviewの中で要求されたすべての質問
に答え、情報を入力します。

• 答えを確認します。綴りを間違ったり、誤った税金識別番号を入力したりしないようにします。これ
らのミスがあると、誤った税金フォームが生成されます。

IRS の要件とフォーム 1099-K の詳細については、IRS のウェブサイトを参照してください。

販売者登録の確認

記入済みの販売者登録が受領されると、登録を確認する電子メールが届いて、リザーブドインスタンス
マーケットプレイスでの販売が可能になったことが伝えられます。

購入者との情報の共有

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを販売する際、AWSは米国の
規制に準拠するために、お客様の正式な会社名を購入者のステートメントに示します。さらに、購入者
から請求書またはその他の税金関連の理由について販売者に連絡したいとの要望が AWS カスタマー
サービスにあった場合、AWSは、購入者が直接販売者に連絡できるよう販売者のEメールアドレスを
購入者に提供する必要がある場合があります。

同様の理由で、販売者には購入者の郵便番号および国情報が支払いレポートによって提供されます。販
売者として、この情報を、国に支払わなければならない取引税（売上税や付加価値税など）に添付する
必要がある場合があります。

AWS は税金に関する助言を行うことはできませんが、お客様が追加情報を必要としているとお客様の
税務専門家が判断した場合は、AWS カスタマーサポートにご連絡ください。
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次のステップ

リザーブドインスタンスマーケットプレイスへの販売者としての登録が正常に完了したら、リザーブ
ドインスタンスの販売を開始できます。リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売するには、
次の手順を行う必要があります。

1. 販売するリザーブドインスタンスを決めます。

販売するアクティブなリザーブドインスタンスを特定し、売却するときの前払い価格を選択します。
詳細については、「リザーブドインスタンスの価格決定 (p. 267)」を参照してください。

2. リザーブドインスタンスを出品します。

リザーブドインスタンスをリザーブドインスタンスマーケットプレイスのリストに含めます。詳細
については、「リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)」を参照してください。

3. 出品内容を確認します。

リザーブドインスタンスを監視して、出品内容を確認できます。詳細については、「リザーブドイ
ンスタンスに関する情報を取得する (p. 246)」を参照してください。

4. 出品内容のキャンセル、変更を行います。

出品内容を変更するには、まずキャンセルし、その後で再度出品します。詳細については、「出品
内容のキャンセル、変更を行います。 (p. 276)」を参照してください。

リザーブドインスタンスの販売の詳細については、「リザーブドインスタンスを販売する (p. 266)」を
参照してください。

リザーブドインスタンスを販売する
Topics
• リザーブドインスタンスの価格決定 (p. 267)
• リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)
• 出品内容のキャンセル、変更を行います。 (p. 276)

このセクションでは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスにリザーブドインスタンスを出品
して販売する方法について説明します。販売者として登録していない場合は、まず最初に登録する必要
があります。詳細については、「リザーブドインスタンスを販売する (p. 266)」を参照してください。

登録済みの販売者の場合、販売するリザーブドインスタンスを 1 つまたは複数選択し、すべてを 1 件
のリストにまとめて販売することができます。さらに、次の要件を満たしている場合は、インスタンス
のタイプ、プラットフォーム、リージョン、アベイラビリティーゾーンの設定に関係なく、すべてのタ
イプのリザーブドインスタンスを出品できます。

• 出品したリザーブドインスタンスの前払い料金が支払い済みであること。

つまり、出品できるのは、Active 状態のリザーブドインスタンスです。ただし、AWS が実際に前払
い金を受け取る前でも、リザーブドインスタンスが Active な状態になっている可能性があることに
注意してください。この場合、前払い金が支払われるまで、リザーブドインスタンスマーケットプレ
イスにリザーブドインスタンスを出品することはできません。

• 最低 1 か月以上、そのリザーブドインスタンスを保有していること。
• 出品するリザーブドインスタンスの残りの有効期間が 1 か月以上あること。

出品するリザーブドインスタンスの残りの期間は、切り捨てによって一番近い月数に変更されます。
例えば、リザーブドインスタンスの残りの有効期間が 9 か月と 13 日の場合は、9 か月分のリザーブ
ドインスタンスを出品できます。
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• 販売しようとするリザーブドインスタンスが、割引されたりプライベートのリザーブドインスタンス
でないこと。これらのタイプのリザーブドインスタンスは、リザーブドインスタンスマーケットプレ
イスには出品できません。

リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用するための要件をま
とめたチェックリストについては、「リザーブドインスタンスの要件チェックリスト (p. 288)」を参照
してください。

既存のリザーブドインスタンスの詳細情報は、次のいずれかのツールで取得できます。

• 「」の [EC2] コンソールの [Reserved Instances]AWS マネジメントコンソール (p. 222) ページ。
• ec2-describe-reserved-instances CLI コマンド。
• DescribeReservedInstances API アクション。

リザーブドインスタンスの詳細については、「リザーブドインスタンス(p.218)」を参照してください。

リザーブドインスタンスの価格決定

リザーブドインスタンスマーケットプレイスの販売者の場合、リザーブドインスタンスに指定できる
のは前払い料金のみです。前払い料金は、購入者がリザーブドインスタンスを購入する際に支払う一括
払いの料金です。販売者は、使用料金や定期的な料金を指定することはできません。リザーブドインス
タンスの購入者は、最初の購入時に設定された使用料または定期的な料金を支払うことになります。こ
の使用料は、軽度使用および中度使用リザーブドインスタンスに適用され、使用しているリザーブド
インスタンス提供対象によって異なります。定期的な料金は重度使用に適用される時間あたりの料金
で、リザーブドインスタンスを使用しているかどうかに関係なく支払いが発生します。使用率別の使用
可能なリザーブドインスタンス製品の詳細については、「使用計画に基づいてリザーブドインスタンス
を選択する (p. 225)」を参照してください。

価格決定スケジュールの設定

リザーブドインスタンスを販売する時期に基づいて、異なる前払い料金（価格）を設定できます。リ
ザーブドインスタンスをただちに販売する場合の価格と、その後のタイミングでリザーブドインスタン
スを販売した場合の価格を設定できます。リザーブドインスタンスの価値は時間が経つにつれて減少す
るため、AWSではデフォルトで、直線的に減少するような価格設定を行っています。つまり、価格は、
1 月ごとに同じ割合で低下します。価格の設定方法は、複数の中から選ぶことができます。

例えば、リザーブドインスタンスの期間が 9 か月残っている場合、残余期間 9 か月のリザーブドイン
スタンスに対して販売者が受け取る金額を指定することも、残余期間が 5 か月の場合、さらに 1 か月
の場合の金額を指定することもできます。

リザーブドインスタンスの出品

AWS Management Console、Amazon EC2 CLI、または Amazon EC2 API を使用して、リザーブドイ
ンスタンスマーケットプレイスで販売するリザーブドインスタンスを出品できます。

AWS マネジメントコンソール

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを出品するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインで [Reserved Instances] をクリックします。

[Reserved Instances] ページに、アカウントのインスタンスの一覧が表示されます。
3. マーケットプレイスに出品するリザーブドインスタンスを選択し、[Sell Reserved Instances] をク

リックします。
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Note

リザーブドインスタンスマーケットプレイス販売者の登録処理が完了していない場合は、
ここで完了するように要求されます。販売者の登録処理の詳細については、「販売者とし
て登録する (p. 262)」を参照してください。

4. [Configure Your Reserved Instance Listing] ページの [Number to List] で、販売するインスタンスの
数を設定し、[Your Price] で、残余期間に対する前払い価格を設定します。

[Months Remaining] 列の左にある矢印をクリックすると、残りの有効期間の変化によるリザーブ
ドインスタンスの価値の変化の様子を確認できます。AWS のデフォルトでは、価格が直線形で低
下するように設定されています。つまり、価格は毎月同じ額ずつ低下していきます。

5. 上級ユーザーが価格をカスタマイズする場合は、今後の月に異なる価格を入力できます。デフォル
トの直線形の価格減少に戻すには、[Reset]をクリックします。出品の設定が終了したら、[Continue]
をクリックします。
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6. [Confirm Your Reserved Instance Listing] 画面に表示された出品詳細に問題がなければ、[List
Reserved Instance] をクリックします。

出品が処理されたことの確認が通知されます。

7. リザーブドインスタンスの出品の詳細を表示するには、[Reserved Instances] ページで表示される
リザーブドインスタンスを選択し、[My Listings] タブをクリックします。
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Amazon EC2 CLI

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを出品するには

1. ec2-describe-reserved-instancesを呼び出して、リザーブドインスタンスのリストを取得
します。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances --headers

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances --headers
Type ReservedInstancesId AvailabilityZone InstanceType ProductDescription 
Duration FixedPrice UsagePrice InstanceCount Start State Currency Instan 
ceTenancy OfferingType
RESERVEDINSTANCES f127bd27-9f30-41d3-bf45-9af45example sa-east-1a m1.large
 Linux/UNIX 10m  1.0 0.0 1 2012-08-22T21:41:51+0000 active USD default Medium
 Utilization
RESERVEDINSTANCES 1ba8e2e3-d20d-44ec-b202-fcb6aexample sa-east-1b m1.small
 Linux/UNIX 10m  1.2 0.032 3 2012-08-21T14:02:00+0000 retired USD default 
Medium Utilization
RESERVEDINSTANCES 4357912c-6f69-4966-a407-6f0cbexample sa-east-1b m1.small
 Linux/UNIX 10m  1.2 0.032 3 2012-08-21T14:02:00+0000 active USD default 
Medium Utilization
RESERVEDINSTANCES 4357912c-d032-4a97-9b49-5eb3aexample sa-east-1b m1.small
 Linux/UNIX 10m  1.2 0.032 1 2012-08-21T14:02:00+0000 retired USD default 
Medium Utilization
...

リザーブドインスタンスマーケットプレイスに出品するリザーブドインスタンスのリザーブドイ
ンスタンス ID を選択します。

2. 出品するリザーブドインスタンスのリザーブドインスタンス ID を指定し、
ec2-create-reserved-instances-listingを呼び出します。以下の必須パラメータを指定す
る必要があります。

• リザーブドインスタンス ID
• インスタンス数
• MONTH:PRICE

コマンドは、次の例のようになります。

PROMPT> ec2-create-reserved-instances-listing --reserved-instance b847fa93-
c736-4eae-bca1-3147example --instance-count 1 05:01.20 04:01.00 01:00.75 -
-headers

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT>LISTING 2a0ff720-f62e-4824-8ed1-7dd0aexample b847fa93-c736-4eae-bca1-
e3147example Wed Aug 29 13:59:11 PDT 2012 Wed Aug 29 13:59:11 PDT 2012 active
 active
INSTANCE-COUNT available 1
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 0
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INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 5 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 4 $1.0 
PRICE-SCHEDULE 3 $1.0 
PRICE-SCHEDULE 2 $1.0 
PRICE-SCHEDULE 1 $0.75 

3. リザーブドインスタンスの出品の詳細を表示するには、出品 ID
ec2-describe-reserved-instances-listingsを使用して
095c0e18-c9e6-4692-97e5-653e0exampleを実行します。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings 095c0e18-c9e6-4692-97e5-
653e0example

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings 095c0e18-c9e6-4692-97e5-
653e0example
Type ReservedInstancesListingId ReservedInstancesId CreateDate UpdateDate 
Status StatusMessage
LISTING 095c0e18-c9e6-4692-97e5-653e0example b847fa93-c736-4eae-bca1-
e3147example Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 active
 active
INSTANCE-COUNT available 1
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 0
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 5 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 4 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 3 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 2 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 1 $1.2 

Amazon EC2 API

リザーブドインスタンスマーケットプレイスでリザーブドインスタンスを出品するには

1. DescribeReservedInstancesを呼び出して、リザーブドインスタンスのリストを取得します。

https://ec2.amazonaws.com/
?Action=DescribeReservedInstances
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesResponse xmlns='http://ec2.amazonaws.com/doc/2012-
08-15/'>
<requestId>ebe3410a-8f37-441d-ae11-2e78eexample</requestId>
<reservedInstancesSet>
    <item>
        <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</reserved 
InstancesId>
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        <instanceType>m1.large</instanceType>
        <availabilityZone>us-east-1a</availabilityZone>
        <start>2012-08-07T15:19:31.071Z</start>
        <duration>31536000</duration>
        <fixedPrice>276.0</fixedPrice>
        <usagePrice>0.156</usagePrice>
        <instanceCount>5</instanceCount>
        <productDescription>Linux/UNIX</productDescription>
        <state>active</state>
        <instanceTenancy>default</instanceTenancy>
        <currencyCode>USD</currencyCode>
        <offeringType>Light Utilization</offeringType>
        <recurringCharges/>
    </item>
</reservedInstancesSet>
</DescribeReservedInstancesResponse>

リザーブドインスタンスマーケットプレイスに出品するリザーブドインスタンスのリザーブドイ
ンスタンス ID を書き留めておきます。

2. リザーブドインスタンス ID f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example から 3 つのリザーブドイン
スタンスの出品を作成し、次のように価格体系を指定します。

1234567891011期間（残余月数）

0.10.71.52.02.5期間ごとに指定し
た価格

0.10.70.71.51.52.02.02.02.52.52.5価格

呼び出しは、次の例のようになります。

https://ec2.amazonaws.com/?Action=CreateReservedInstancesListing
&ClientToken=myIdempToken1
&ReservedInstancesId=f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example
&InstanceCount=3
&PriceSchedules.0.Price=2.5&PriceSchedules.0.Term=11
&PriceSchedules.1.Price=2.0&PriceSchedules.1.Term=8
&PriceSchedules.2.Price=1.5&PriceSchedules.2.Term=5
&PriceSchedules.3.Price=0.7&PriceSchedules.3.Term=3
&PriceSchedules.4.Price=0.1&PriceSchedules.4.Term=1
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<CreateReservedInstancesListingResponse>
<requestId>a42481af-335a-4e9e-b291-bd18dexample</requestId>
<reservedInstancesListingsSet>
    <item>
        <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
        <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</reserved 
InstancesId>
        <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
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        <updateDate>2012-08-30T17:11:09.468Z</updateDate>
        <status>active</status>
        <statusMessage>active</statusMessage>
        <instanceCounts>
            <item>
                <state>Available</state>
                <instanceCount>3</instanceCount>
            </item>
            <item>
                <state>Sold</state>
                <instanceCount>0</instanceCount>
            </item>
            <item>
                <state>Cancelled</state>
                <instanceCount>0</instanceCount>
            </item>
            <item>
                <state>Pending</state>
                <instanceCount>0</instanceCount>
            </item>
        </instanceCounts>
        <priceSchedules>
            <item>
                <term>11</term>
                <price>2.5</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>true</active>
            </item>
            <item>
                <term>10</term>
                <price>2.5</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>9</term>
                <price>2.5</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>8</term>
                <price>2.00</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>               
            </item>
            <item>
                <term>7</term>
                <price>2.0</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>6</term>
                <price>2.0</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>

API Version 2014-02-01
273

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
リザーブドインスタンスマーケットプレイスでの販売



            <item>
                <term>5</term>
                <price>1.5</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>4</term>
                <price>1.5</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>3</term>
                <price>0.7</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>2</term>
                <price>0.7</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
            <item>
                <term>1</term>
                <price>0.1</price>
                <currencyCode>USD</currencyCode>
                <active>false</active>
            </item>
        </priceSchedules>
        <tagSet/>
        <clientToken>listRI1</clientToken>
    </item>
</reservedInstancesListingsSet>
</CreateReservedInstancesListingResponse>

3. リザーブドインスタンスの出品の詳細を表示するには、DescribeReservedInstancesListings
を実行します。

コマンドは、次の例のようになります。

http://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstancesListings
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesListingsResponse>
    <requestId>cec5c904-8f3a-4de5-8f5a-ff7f9example</requestId>
    <reservedInstancesListingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
            <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</re 
servedInstancesId>
            <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
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            <updateDate>2012-08-30T17:11:09.468Z</updateDate>
            <status>active</status>
            <statusMessage>active</statusMessage>
            <instanceCounts>
                <item>
                    <state>Available</state>
                    <instanceCount>3</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Sold</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Cancelled</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Pending</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
            </instanceCounts>
            <priceSchedules>
                <item>
                    <term>11</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>true</active>
                </item>
                <item>
                    <term>10</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>9</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>8</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>7</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>6</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
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                <item>
                    <term>5</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>4</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>3</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>2</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>1</term>
                    <price>0.1</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
            </priceSchedules>
            <tagSet/>
            <clientToken>listRI1</clientToken>
        </item>
    </reservedInstancesListingsSet>
</DescribeReservedInstancesListingsResponse>

出品内容のキャンセル、変更を行います。

リザーブドインスタンスマーケットプレイスにリザーブドインスタンスを出品した後、AWSManagement
Console (p. 276)、Amazon EC2CLI (p. 277)、またはAmazon EC2 API (p. 279)を使用してその出品を管
理することができます。出品の詳細を表示できます。購入されていないインスタンスの出品について
は、キャンセルすることもできます。

現時点では、出品内容を直接変更することはできません。ただし、最初に出品をキャンセルしてから、
新しいパラメータで別の出品を作成することはできます。

このセクションでは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスの出品を、コンソール、CLI、およ
び API を使用して表示、キャンセル、変更するタスクの実施方法について説明します。

AWS Management Console

出品したインスタンスを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインで [Reserved Instances] をクリックします。
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3. 自分のリザーブドインスタンスを右クリックします。
4. [My Listings] タブをクリックします。選択したリザーブドインスタンスの詳細が表示されます。

出品をキャンセルするには

出品は、Active状態であればいつでもキャンセルできます。既にマッチングされていたり、販売処理が
行われている出品はキャンセルできません。出品したインスタンスの一部がマッチングされている場合
にその出品をキャンセルすると、マッチングされていない残りのインスタンスが出品から削除されま
す。

1. Amazon EC2コンソールの[Reserved Instances]ページに移動し、リザーブドインスタンスを右ク
リックします。

2. [My Listings] タブで、[Cancel Listing] をクリックします。

出品を変更するには

現時点では、出品内容を直接変更することはできません。ただし、最初に出品をキャンセルしてから、
新しいパラメータで別の出品を作成することはできます。

1. アクティブなリザーブドインスタンスの出品をキャンセルします。詳細については、前述の手順を
参照してください。

2. 新しい出品を作成します。詳細については、「リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)」を参照し
てください。

Amazon EC2 CLI

出品したインスタンスを表示するには

• ec2-describe-reserved-instances-listingを実行して、出品の詳細を取得します。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings
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次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT> ec2-describe-reserved-instances-listings
Type ReservedInstancesListingId ReservedInstancesId CreateDate UpdateDate 
Status StatusMessage
LISTING 615d8a10-8224-4c19-ba7d-b9aa0example 1ba8e2e3-d20d-44ec-b202-
fcb6aexample Wed Aug 22 09:02:58 PDT 2012 Wed Aug 22 14:24:26 PDT 2012 can 
celled cancelled
INSTANCE-COUNT available 0
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 1
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 10 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 9 $1.08 
PRICE-SCHEDULE 8 $0.96 
PRICE-SCHEDULE 7 $0.84 
PRICE-SCHEDULE 6 $0.72 
PRICE-SCHEDULE 5 $0.6 
PRICE-SCHEDULE 4 $0.48 
PRICE-SCHEDULE 3 $0.36 
PRICE-SCHEDULE 2 $0.24 
PRICE-SCHEDULE 1 $0.12 
LISTING d5fa5166-83c3-40e4-abb2-b7298example 1ba8e2e3-d20d-44ec-b202-
fcb6aexample Wed Aug 22 14:31:55 PDT 2012 Wed Aug 22 14:42:40 PDT 2012 closed
 closed
INSTANCE-COUNT available 0
INSTANCE-COUNT sold 1
INSTANCE-COUNT cancelled 0
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 10 $0.9 
PRICE-SCHEDULE 9 $0.81 
PRICE-SCHEDULE 8 $0.72 
PRICE-SCHEDULE 7 $0.63 
PRICE-SCHEDULE 6 $0.54 
PRICE-SCHEDULE 5 $0.45 
PRICE-SCHEDULE 4 $0.36 
PRICE-SCHEDULE 3 $0.27 
PRICE-SCHEDULE 2 $0.18 
PRICE-SCHEDULE 1 $0.09 
....
LISTING 095c0e18-c9e6-4692-97e5-653e0example b847fa93-c736-4eae-bca1-
e3147example Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 active
 active
INSTANCE-COUNT available 1
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 0
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 5 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 4 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 3 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 2 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 1 $1.2 
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出品をキャンセルするには

出品は、Active状態であればいつでもキャンセルできます。既にマッチングされていたり、販売処理が
行われている出品はキャンセルできません。

• ec2-cancel-reserved-instances-listingを実行して出品をキャンセルします。

PROMPT> ec2-cancel-reserved-instances-listing 095c0e18-c9e6-4692-97e5-
653e0example

次のような出力が Amazon EC2 から返されます。

PROMPT> ec2-cancel-reserved-instances-listing
Type ReservedInstancesListingId ReservedInstancesId CreateDate UpdateDate 
Status StatusMessage
LISTING 095c0e18-c9e6-4692-97e5-653e0example b847fa93-c736-4eae-bca1-
e3147example Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 Tue Aug 28 18:21:07 PDT 2012 can 
celled cancelled
INSTANCE-COUNT available 0
INSTANCE-COUNT sold 0
INSTANCE-COUNT cancelled 1
INSTANCE-COUNT pending 0
PRICE-SCHEDULE 5 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 4 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 3 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 2 $1.2 
PRICE-SCHEDULE 1 $1.2 

出品を変更するには

現時点では、出品内容を直接変更することはできません。ただし、最初に出品をキャンセルしてから、
新しいパラメータで別の出品を作成することはできます。

1. アクティブなリザーブドインスタンスの出品をキャンセルします。詳細については、前述の手順を
参照してください。

2. 新しい出品を作成します。詳細については、「リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)」を参照し
てください。

Amazon EC2 API

出品したインスタンスを表示するには

• DescribeReservedInstancesListingsを呼び出して出品の詳細を取得します。

コマンドは、次の例のようになります。

http://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstancesListings
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<DescribeReservedInstancesListingsResponse>
    <requestId>cec5c904-8f3a-4de5-8f5a-ff7f9example</requestId>
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    <reservedInstancesListingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
            <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</re 
servedInstancesId>
            <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
            <updateDate>2012-08-30T21:00:42.300Z</updateDate>
            <status>active</status>
            <statusMessage>active</statusMessage>
            <instanceCounts>
                <item>
                    <state>Available</state>
                    <instanceCount>2</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Sold</state>
                    <instanceCount>1</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Cancelled</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Pending</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
            </instanceCounts>
            <priceSchedules>
                <item>
                    <term>11</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>true</active>
                </item>
                <item>
                    <term>10</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>9</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>8</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>7</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
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                </item>
                <item>
                    <term>6</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>5</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>4</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>3</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>2</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>1</term>
                    <price>0.1</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
            </priceSchedules>
            <tagSet/>
            <clientToken>listRI1</clientToken>
        </item>
    </reservedInstancesListingsSet>
</DescribeReservedInstancesListingsResponse>

出品をキャンセルするには

出品は、Active状態であればいつでもキャンセルできます。既にマッチングされていたり、販売処理が
行われている出品はキャンセルできません。

• CancelReservedInstancesListingを実行して出品されている
5ec28771-05ff-4b9b-aa31-9e57dexample をキャンセルし、リザーブドインスタンスマーケットプ
レイスから削除します。

コマンドは、次の例のようになります。
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https://ec2.amazonaws.com/?Action=CancelReservedInstancesListing
&ReservedInstancesListingId.0=5ec28771-05ff-4b9b-aa31-9e57dexample
&AUTHPARAMS

以下に、応答の例を示します。

<CancelReservedInstancesListingResponse>    
    <requestId>bec2cf62-98ef-434a-8a15-886fcexample</requestId>
    <reservedInstancesListingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
            <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</re 
servedInstancesId>
            <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
            <updateDate>2012-08-31T14:12:23.468Z</updateDate>
            <status>cancelled</status>
            <statusMessage>cancelled</statusMessage>
            <instanceCounts>
                <item>
                    <state>Available</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Sold</state>
                    <instanceCount>1</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Cancelled</state>
                    <instanceCount>2</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Pending</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
            </instanceCounts>
            <priceSchedules>
                <item>
                    <term>11</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>10</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>9</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>8</term>
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                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>7</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>6</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>5</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>4</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>3</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>2</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>1</term>
                    <price>0.1</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
            </priceSchedules>
            <tagSet/>
            <clientToken>listRI1</clientToken>
        </item>
    </reservedInstancesListingsSet>
</CancelReservedInstancesListingResponse>

キャンセルリクエストに対するレスポンスで、出品がキャンセルされたことが分かります。キャン
セルした出品を確認する別の方法は、DescribeReservedInstancesListingsを呼び出すこと
です。リクエストは、次の例のようになります。
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http://ec2.amazonaws.com/?Action=DescribeReservedInstancesListings
&AUTHPARAMS

レスポンスは、次の例のようになります。

<DescribeReservedInstancesListingsResponse>
    <requestId>bec2cf62-98ef-434a-8a15-367c0example</requestId>
    <reservedInstancesListingsSet>
        <item>
            <reservedInstancesListingId>5ec28771-05ff-4b9b-aa31-
9e57dexample</reservedInstancesListingId>
            <reservedInstancesId>f127bd27-cee4-443a-a76b-a5af9example</re 
servedInstancesId>
            <createDate>2012-08-30T17:11:09.449Z</createDate>
            <updateDate>2012-08-31T14:12:23.468Z</updateDate>
            <status>cancelled</status>
            <statusMessage>cancelled</statusMessage>
            <instanceCounts>
                <item>
                    <state>Available</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Sold</state>
                    <instanceCount>1</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Cancelled</state>
                    <instanceCount>2</instanceCount>
                </item>
                <item>
                    <state>Pending</state>
                    <instanceCount>0</instanceCount>
                </item>
            </instanceCounts>
            <priceSchedules>
                <item>
                    <term>11</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>10</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>9</term>
                    <price>2.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>8</term>
                    <price>2.0</price>
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                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>7</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>6</term>
                    <price>2.0</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>5</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>4</term>
                    <price>1.5</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>3</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>2</term>
                    <price>0.7</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
                <item>
                    <term>1</term>
                    <price>0.1</price>
                    <currencyCode>USD</currencyCode>
                    <active>false</active>
                </item>
            </priceSchedules>
            <tagSet/>
            <clientToken>listRI1</clientToken>
        </item>
    </reservedInstancesListingsSet>
</DescribeReservedInstancesListingsResponse>
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出品を変更するには

現時点では、出品内容を直接変更することはできません。ただし、最初に出品をキャンセルしてから、
新しいパラメータで別の出品を作成することはできます。

1. アクティブなリザーブドインスタンスの出品をキャンセルします。詳細については、前述の手順を
参照してください。

2. 新しい出品を作成します。詳細については、「リザーブドインスタンスの出品 (p. 267)」を参照し
てください。

リザーブドインスタンスが売却された後
Topics
• リザーブドインスタンスの出品状態 (p. 286)
• 出品のライフサイクル (p. 286)
• 支払いを受け取る (p. 287)
• 通知 (p. 287)

リザーブドインスタンスが売却されると、AWS から E メールの通知が送信されます。何らかのアク
ティビティ（出品の作成、出品の販売、またはAWSから口座への送金など）がある日は、その日のす
べてのアクティビティを記載したEメールの通知が送信されます。詳細については、「通知 (p. 287)」
を参照してください。

AmazonEC2コンソールの[Reserved Instance]ページで選択したリザーブドインスタンスの[MyListings]
タブで、リザーブドインスタンスの出品の状態を追跡できます。タブには、[ListingState]の他、期間、
出品価格、および出品されているインスタンスの中で使用可能、売却済み、およびキャンセルされたも
のがいくつあるかの詳細といった情報が示されます。また、
ec2-describe-reserved-instances-listings CLI コマンドまたは
DescribeReservedInstancesListings API 呼び出しも使用でき、適切なフィルタを使用すること
により、リザーブドインスタンスの出品に関する情報を取得できます。

リザーブドインスタンスの出品状態

[Listing State] には、リザーブドインスタンスの出品の現在の状態が表示されます。

• [Active] – 購入できます。
• [Cancelled] – 出品がキャンセルされ、マーケットプレイスでの購入ができません。
• [Closed] –出品されていません。リザーブドインスタンスは、出品が完了したために [Closed]になっ
ている可能性があります。

[Listing State] に表示される情報は、リザーブドインスタンスマーケットプレイスへのお客様の出品の
状態に関するものです。これは、[Reserved Instance] ページの [State] 列に表示される状態情報とは異
なります。この[State]情報は、お客様のリザーブドインスタンスに関するものです。詳細については、
「リザーブドインスタンスの状態 (p. 246)」を参照してください。

出品のライフサイクル

出品を作成したので、出品したものが売れたときに何が起きるかを見てみましょう。

出品したすべてのインスタンスがマッチングされて売れると、[My Listings] タブに表示される [Total
instance count] が [Sold] の下に表示された数と同じになり、出品で残っている [Available] インスタン
スがなくなり、[Status] が [closed] になります。
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出品の一部だけが売れた場合、AWS は出品されているリザーブドインスタンスを取り下げ、残りのリ
ザーブドインスタンスと同数のリザーブドインスタンスを作成します。したがって、リザーブドインス
タンス ID とその ID の出品は、インスタンス数が少なくなっていますがアクティブのままです。

この出品内の売却はこの後、同様にして行われます。出品内のすべてのリザーブドインスタンスが売れ
ると、この出品は [closed] とマークされます。

例えば、インスタンス数が 5 のリザーブドインスタンス ID 5ec28771-05ff-4b9b-aa31-9e57dexample
の出品を作成したとします。

Amazon EC2 コンソールの [Reserved Instance] ページの [My Listings] タブに、次のように出品が表示
されます。

リザーブドインスタンスの出品 ID 5ec28771-05ff-4b9b-aa31-9e57dexample

• Total instance count = 5
• Sold = 0
• Available = 5
• Status = active

購入者がインスタンスを 2 つ購入したとします。まだ 3 つのインスタンスが販売中のままです。一部
分が売れたため、AWSでは引き続き販売中の残りの 3つに相当する、インスタンスが 3つある新しい
リザーブドインスタンスが作成されます。

お客様の出品は、[My Listings] タブで次のように表示されます。

リザーブドインスタンスの出品 ID 5ec28771-05ff-4b9b-aa31-9e57dexample

• Total instance count = 5
• Sold = 2
• Available = 3
• Status = active

出品をキャンセルする場合、その一部が既に売れているとき、売却済みの部分についてのキャンセルは
無効です。まだ売れていない部分のみがリザーブドインスタンスマーケットプレイスからなくなりま
す。

支払いを受け取る

AWS がリザーブドインスタンスの購入者からの支払い金を受領するとすぐに、AWS から販売者の E
メールアドレス（売却されたリザーブドインスタンスの所有者として登録されているアカウントに関連
付けられた E メールアドレス）にメッセージが送信されます。

AWSは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスの登録時に指定した銀行口座に、自動決済機関
（ACH）による電子送金を行います。通常、この送金は、リザーブドインスタンスの照合後1～3日の
間に行われます。この支払いの状態を確認するには、リザーブドインスタンス支払いレポートを表示し
ます。支払いは、1 日に 1 回行われます。AWS が銀行からの検証結果を受領するまで、支払い金を受
け取れないことに注意してください。これには最大 2 週間かかります。

お客様が販売したリザーブドインスタンスは、お客様が実行した DescribeReservedInstances呼
び出しの結果に引き続き表示されます。

通知

リザーブドインスタンスマーケットプレイスの販売者は、アカウントに関係するリザーブドインスタ
ンスマーケットプレイスアクティビティの抜粋版を E メールで受け取ります。毎日 1 通、抜粋版の E
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メールが送信されます。このような E メールは、以下の 1 つまたは複数のアクティビティの組み合わ
せが発生した日にのみ送信されます。

• リザーブドインスタンスマーケットプレイスで新しい出品を作成した。
• 出品したリザーブドインスタンスが 1 つ以上売れた。
• リザーブドインスタンスマーケットプレイスで一部またはすべての出品が売れ、AWSから銀行口座
に支払いが実行された。

抜粋版の E メールは、次のようになります。

リザーブドインスタンスの要件チェックリスト
Amazon EC2 リザーブドインスタンスとリザーブドインスタンスマーケットプレイスは、お客様がビ
ジネスを運営する上で強力かつ低コストの戦略として利用できます。しかし、リザーブドインスタンス
やリザーブドインスタンスマーケットプレイスを使用する前に、お客様が購入および販売の要件を満
たしていることをご確認ください。また、リザーブドインスタンスおよびリザーブドインスタンスマー
ケットプレイスの一定の要素について、詳細と制限を理解する必要があります。販売者としての登録、
銀行、AWS 無料利用枠、キャンセルしたインスタンスの扱いなどです。このトピックは、リザーブド
インスタンスを購入および販売するとき、およびリザーブドインスタンスマーケットプレイスで売買
を行うときのチェックリストとして使用してください。

リザーブドインスタンス

• AWS アカウント – リザーブドインスタンスを購入するには、AWSアカウントが必要です。AWSア
カウントをお持ちでない場合は、Amazon EC2 アカウントおよび認証情報にサインアップする方法
を説明している「Amazon EC2 Linuxインスタンスの使用開始 (p. 27)」の指示を読み、実行する必要
があります。

• AWS の無料利用枠 – AWS の無料利用枠は、新しい AWS アカウントで使用できます。（AWS の）
無料利用枠を使用して Amazon EC2 インスタンスを実行している場合、リザーブドインスタンスを
購入すると、そのリザーブドインスタンスは標準の料金ガイドラインに基づいて課金されます。無料
範囲、適用されるサービス、および使用量については、「AWS 無料利用枠」を参照してください。

リザーブドインスタンスを購入する

• 重度使用の利用料 –軽度使用および中度使用リザーブドインスタンスを使用する場合は、1回だけ
の前払い料金を支払い、その後はインスタンスを使用したときにのみ時間単位の料金を支払います。
重度使用リザーブドインスタンスを利用する場合は、1回だけの低額の前払い料金を支払い、リザー
ブドインスタンスの期間内におけるすべての時間について、インスタンスを使用するかどうかに関係
なく時間単位の料金を支払う契約を結びます。詳細については、「使用計画に基づいてリザーブドイ
ンスタンスを選択する (p. 225)」を参照してください。
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• 購入に対する範囲による割引 – リザーブドインスタンスの価格範囲割引は、AWS からの購入にのみ
適用されます。この種の割引は、サードパーティのリザーブドインスタンスの購入には適用されませ
ん。詳細については、「リザーブドインスタンス料金範囲を理解する(p.226)」を参照してください。

• 購入のキャンセル–購入を承認する前に、購入しようとしているリザーブドインスタンスの詳細を見
て、すべてのパラメータが正しいことを確認してください。リザーブドインスタンスを購入した後で
は（リザーブドインスタンスマーケットプレイスでサードパーティの販売者から、またはAWSのい
ずれの場合も）、購入をキャンセルすることはできません。ただし、ニーズが変化したときは、リ
ザーブドインスタンスを売却できます。詳細については、リザーブドインスタンスを販売する(p.266)
を参照してください。

リザーブドインスタンスの販売とリザーブドインスタンスマーケットプレイス

• 販売者の要件 – リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売者になるには、販売者として登
録する必要があります。詳細については、「リザーブドインスタンスを販売する (p. 266)」を参照し
てください。

• 銀行の要件–AWSでは、リザーブドインスタンスの販売時に集金された金額をお支払いするために、
お客様の銀行情報が必要です。住所が米国内の銀行でなければなりません。詳細については、「銀
行 (p. 263)」を参照してください。

• 税金の要件 – リザーブドインスタンスの取引数が 200 件以上ある販売者や 20,000 USD 以上の出品
を予定している販売者は、税務上の理由から、ビジネスに関する追加情報を提供する必要がありま
す。詳細については、「税金情報 (p. 264)」を参照してください。

• 最低販売価格–リザーブドインスタンスマーケットプレイスで許容される最低販売価格は、1.01USD
です。

• リザーブドインスタンスを販売できる時期 – リザーブドインスタンスを販売できるのは、AWS が前
払い料金を受け取り、リザーブドインスタンスがアクティブになってから（所有してから）少なくと
も 30日が経過してからです。さらに、出品するリザーブドインスタンスの残りの有効期間が 1か月
以上あることが必要です。

• 出品の変更 – 現在、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで出品を直接変更することはでき
ません。ただし、最初に出品をキャンセルしてから、新しいパラメータで別の出品を作成することは
できます。詳細については、出品内容のキャンセル、変更を行います。(p.276)を参照してください。
出品する前にリザーブドインスタンスを変更することもできます。詳細については、「リザーブドイ
ンスタンスの変更 (p. 251)」を参照してください。

• 割引されたリザーブドインスタンスの販売 – 料金範囲に基づく割引価格で購入された Amazon EC2
リザーブドインスタンスは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売することはできませ
ん。詳細については、リザーブドインスタンスマーケットプレイス (p. 233) を参照してください。

• サービス料 – マーケットプレイスで販売するリザーブドインスタンスごとに、前払い価格の総額の
12%がサービス料としてAWSから課金されます。（前払い価格は、販売者が自分の販売するリザー
ブドインスタンスに課金する価格です。）

• 他の AWS リザーブドインスタンス – リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売できるの
は、Amazon EC2リザーブドインスタンスだけです。AmazonRelational Database Service（Amazon
RDS）や Amazon ElastiCache リザーブドインスタンスなど、その他の AWSリザーブドインスタン
スは、リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売できません。

インスタンスメタデータとユーザーデータ
Abstract

インスタンスメタデータ、動的データ、およびユーザーデータにアクセスして、実行中のインスタンスを管理しま
す。

インスタンスメタデータは、インスタンスに関するデータで、実行中のインスタンスを設定または管理
するために使用します。インスタンスメタデータはいくつかのカテゴリに分けられます。詳細について
は、「インスタンスメタデータのカテゴリ (p. 297)」を参照してください。
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EC2 インスタンスには、インスタンスの起動時に生成されるインスタンスアイデンティティドキュメ
ントなどの動的データも含まれます。詳細については、「動的データのカテゴリ (p. 300)」を参照して
ください。

また、インスタンスの起動時に提供したユーザーデータにアクセスすることもできます。例えば、イン
スタンスを設定するためにパラメータを指定したり、単純なスクリプトをアタッチしたりできます。ま
た、このデータを使用すると、より一般的な AMI を構築することもでき、この AMI は、起動時に提供
される設定ファイルにより、変更が可能になります。例えば、さまざまな小規模ビジネスを対象とした
ウェブサーバーを実行する場合に、すべてのサーバーで同じ AMI を使用し、起動時にユーザーデータ
で指定した Amazon S3 バケットからコンテンツを取得できます。新しい顧客をいつでも簡単に追加で
きます。その顧客のバケットを作成し、顧客のコンテンツを追加して、AMIを起動すればよいのです。
複数のインスタンスを同時に起動する場合、ユーザーデータはその予約においてすべてのインスタンス
で使用可能です。

実行中のインスタンス内からインスタンスメタデータおよびユーザーデータにアクセスできるので、
Amazon EC2 コンソールまたは CLI ツールを使用する必要はありません。これは、インスタンス内か
ら実行するスクリプトを記述しているときに便利です。例えば、実行中のインスタンス内からインスタ
ンスのローカル IP アドレスにアクセスして、外部アプリケーションへの接続を管理することができま
す。

Important

インスタンスメタデータおよびユーザーデータにはそのインスタンス自体内からのみアクセス
できるものの、データは暗号化手法によって保護されていません。インスタンスにアクセスで
きるユーザーなら誰でもそのメタデータを参照できます。したがって、重要なデータ（長期間
使用する暗号化キーなど）については、適切な安全策によって保護する必要があります。パス
ワードなどの機密データは、ユーザーデータとして保存しないでください。

インスタンスの起動時にユーザーデータを追加する方法の詳細については、「インスタンスの起
動(p. 325)」を参照してください。AmazonEBS-backedインスタンスの停止中に、これらのインスタン
ス上でユーザーデータを追加または変更することができます。停止したインスタンスへのユーザーデー
タの追加の詳細については、「停止されているインスタンスの変更 (p. 348)」を参照してください。

ユーザーデータを追加するときは、次の点に留意してください。

• ユーザーデータは不透明なデータとして取り扱われ、指定したデータがそのまま返されます。この
データを解釈できるかどうかは、インスタンスによって異なります。

• ユーザーデータのサイズの上限は 16 KB です。この制限は、base64 エンコード形式でなく、raw 形
式のデータに適用されます。

• ユーザーデータは、APIに送信する前にbase64でエンコードする必要があります。base64エンコー
ドは API コマンドラインツールで実行できます。このデータは、インスタンスに提示される前にデ
コードされます。base64 エンコードの詳細については、http://tools.ietf.org/html/rfc4648 を参照して
ください。

Topics
• インスタンスメタデータの取得 (p. 291)
• ユーザーデータの取得 (p. 293)
• 動的データの取得 (p. 294)
• 例: AMI 起動インデックス値 (p. 294)
• インスタンスメタデータのカテゴリ (p. 297)
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インスタンスメタデータの取得
実行中のインスタンス内からインスタンスメタデータのすべてのカテゴリを表示するには、次の URI
を使用します。

http://169.254.169.254/latest/meta-data/

インスタンスメタデータおよびユーザーデータの取得に使用する HTTP リクエストに対しては課金さ
れません。

Linux インスタンスでは、cURL などのツールを使用できます。インスタンスでサポートされている場
合は、次のような GET コマンドを使用することができます。

$ GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/

$ curl http://169.254.169.254/latest/meta-data/

また、Instance Metadata Query ツールをダウンロードすることもできます。これにより、URI 全体ま
たはカテゴリ名を入力する必要なく、インスタンスメタデータに対してクエリを実行できます。

http://aws.amazon.com/code/1825

Windows インスタンスでは、GNU Wget や cURL などのツールをインストールして、コマンドライン
でインスタンスメタデータを取得するか、または URI をブラウザにコピーして貼り付けることができ
ます。サードパーティツールをインストールしない場合は、PowerShell cmdlet を使用してURI を取得
できます。例えば、バージョン 3.0 以降の PowerShell を実行している場合、次の cmdlet を使用しま
す。

C:\> invoke-restmethod -uri http://169.254.169.254/latest/meta-data/

Important

Windowsインスタンスにサードパーティツールをインストールする場合は、HTTPの呼び出し
方法および出力形式がここに記載されているものとは異なることがあるので、必ず付属のド
キュメントをよく読んでください。

すべてのメタデータがテキスト（コンテンツタイプ text/plain）として返されます。特定のメタデータ
リソースに対するリクエストは、適切な値または 404 - Not Found HTTP エラーコード（リソース
を使用できない場合）を返します。

一般的なメタデータリソースに対するリクエスト（/ で終わる URI）は、使用可能なリソースのリスト
または 404 - Not Found HTTP エラーコード（使用可能なリソースがない場合）を返します。リス
ト項目は個別の行に表示され、各行の末尾には改行記号（ASCII 10）が付いています。

インスタンスメタデータの取得の例
Linux インスタンスでのリクエストとレスポンスの例を次に示します。

次の例では、使用できるインスタンスメタデータのバージョンを取得しています。これらのバージョン
は、AmazonEC2APIバージョンと必ずしも関連しているとは限りません。以前のバージョンに存在す
る構造および情報に依存するスクリプトがある場合は、以前のバージョンを使用することができます。
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$ curl http://169.254.169.254/
1.0
2007-01-19
2007-03-01
2007-08-29
2007-10-10
2007-12-15
2008-02-01
2008-09-01
2009-04-04
2011-01-01
2011-05-01
2012-01-12
latest

次の例では、上位レベルのメタデータ項目を取得しています。一部の項目は、VPC 内のインスタンス
でのみ使用可能です。これらの項目の詳細については、「インスタンスメタデータのカテゴリ(p.297)」
を参照してください。

$ curl http://169.254.169.254/latest/    
ami-id
ami-launch-index
ami-manifest-path
block-device-mapping/
hostname
instance-action
instance-id
instance-type
kernel-id
local-hostname
local-ipv4
mac
network/
placement/
public-hostname
public-ipv4
public-keys/
reservation-id
security-groups

次の例では、前の例からメタデータ項目の一部の値を取得しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/ami-id
ami-2bb65342

$ curl http://169.254.169.254/latest/reservation-id
r-fea54097

$ curl http://169.254.169.254/latest/hostname
ec2-67-202-51-223.compute-1.amazonaws.com

次の例では、使用できるパブリックキーのリストを取得しています。
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$ curl http://169.254.169.254/latest/public-keys/
0=my-public-key

次の例は、パブリックキー 0 の形式を示しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/public-keys/0
openssh-key

次の例では、パブリックキー 0 を取得しています（OpenSSH キー形式）。

$ curl http://169.254.169.254/latest/public-keys/0/openssh-key
ssh-rsa MIICiTCCAfICCQD6m7oRw0uXOjANBgkqhkiG9w0BAQUFADCBiDELMAkGA1UEBhMC my-public-key

次の例は、EC2-Classic プラットフォームの NAT インスタンス上の特定のネットワークインターフェ
イス（MAC アドレスで示される）で使用可能な情報を示しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/network/interfaces/macs/02:29:96:8f:6a:2d/
device-number
local-hostname
local-ipv4s
mac
owner-id
public-hostname
public-ipv4s

次の例では、VPC 内に起動されたインスタンスのサブネット ID を取得しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/network/inter 
faces/macs/02:29:96:8f:6a:2d/subnet-id
subnet-be9b61d7

ユーザーデータの取得
ユーザーデータを取得するには、次の URI を使用します。

http://169.254.169.254/latest/user-data

ユーザーデータのリクエストは、データをそのままの状態で返します（コンテンツタイプ
application/x-octetstream）。
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次の例では、カンマで区切られたユーザーデータを返しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/user-data
1234,john,reboot,true | 4512,richard, | 173,,,

次の例では、行で区切られたユーザーデータを返しています。

$ curl http://169.254.169.254/latest/user-data
[general]
instances: 4

[instance-0]
s3-bucket: <user_name>

[instance-1]
reboot-on-error: yes

動的データの取得
実行中のインスタンス内から動的データを取得するには、次の URI を使用します。

http://169.254.169.254/latest/dynamic/

この例では、高レベルのインスタンスアイデンティティカテゴリを取得する方法を表示しています。

curl http://169.254.169.254//latest/dynamic/instance-identity/
pkcs7
signature
document

例: AMI 起動インデックス値
この例は、ユーザーデータおよびインスタンスメタデータの両方を使用してインスタンスを設定する方
法を示しています、

この例では、Alice がお気に入りの Linux データベース AMI の 4 つのインスタンスを起動したいと考え
ています。そのうち最初の 1 つはマスターとして、残りの 3 つはレプリカとして動作します。これら
のインスタンスを起動するときに、各レプリカントのレプリケーション戦略に関するユーザーデータを
追加したいと考えています。このデータはすべての4つのインスタンスで使用可能となるので、どの部
分が各インスタンスに該当するかをそれぞれが認識できるように、ユーザーデータを構築する必要があ
ります。この構築は、各インスタンスに対して一意となるami-launch-indexインスタンスメタデー
タ値を使用して行うことができます。

Alice が構築したユーザーデータを次に示します。

replicate-every=1min | replicate-every=5min | replicate-every=10min

replicate-every=1minデータは最初のレプリカントの設定を定義し、replicate-every=5minは
2 番目のレプリカントの設定を定義するというように、それぞれが定義を行います。Alice は、個別の
インスタンスのデータをパイプシンボル（|）で区切って、このデータをASCII 文字列として指定する
ことにしました。

Alice は次のようにユーザーデータを指定して、4 つのインスタンスを起動します。
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PROMPT> ec2-run-instances ami-2bb65342 -n 4 -d "replicate-every=1min | replicate-
every=5min | replicate-every=10min"

RESERVATION     r-fea54097      598916040194    default
INSTANCE i-10a64379  ami-2bb65342 pending 0 m1.small 2010-03-19T13:59:03+0000 
us-east-1a aki-94c527fd ari-96c527ff monitoring-disabled  ebs
INSTANCE i-10a64380  ami-2bb65342 pending 0 m1.small 2010-03-19T13:59:03+0000 
us-east-1a aki-94c527fd ari-96c527ff monitoring-disabled  ebs
INSTANCE i-10a64381  ami-2bb65342 pending 0 m1.small 2010-03-19T13:59:03+0000 
us-east-1a aki-94c527fd ari-96c527ff monitoring-disabled  ebs
INSTANCE i-10a64382  ami-2bb65342 pending 0 m1.small 2010-03-19T13:59:03+0000 
us-east-1a aki-94c527fd ari-96c527ff monitoring-disabled  ebs

起動したすべてのインスタンスに、ユーザーデータのコピーと次に示す一般的なメタデータが含まれて
います。

• AMI ID: ami-2bb65342
• 予約 ID: r-fea54097
• パブリックキー: none
• セキュリティグループ名: default
• インスタンスタイプ: m1.small

ただし、各インスタンスには所定の一意のメタデータが含まれます。

インスタンス 1

値メタデータ

i-10a64379instance-id

0ami-launch-index

ec2-67-202-51-223.compute-1.amazonaws.compublic-hostname

67.202.51.223public-ipv4

ip-10-251-50-35.ec2.internallocal-hostname

10.251.50.35local-ipv4

インスタンス 2

値メタデータ

i-10a64380instance-id

1ami-launch-index

ec2-67-202-51-224.compute-1.amazonaws.compublic-hostname

67.202.51.224public-ipv4

ip-10-251-50-36.ec2.internallocal-hostname

10.251.50.36local-ipv4
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インスタンス 3

値メタデータ

i-10a64381instance-id

2ami-launch-index

ec2-67-202-51-225.compute-1.amazonaws.compublic-hostname

67.202.51.225public-ipv4

ip-10-251-50-37.ec2.internallocal-hostname

10.251.50.37local-ipv4

インスタンス 4

値メタデータ

i-10a64382instance-id

3ami-launch-index

ec2-67-202-51-226.compute-1.amazonaws.compublic-hostname

67.202.51.226public-ipv4

ip-10-251-50-38.ec2.internallocal-hostname

10.251.50.38local-ipv4

Alice は ami-launch-index 値を使用して、ユーザーデータのどの部分が特定のインスタンスに該当する
かを判断できます。

1. そのインスタンスの 1 つに接続し、ami-launch-index を取得して、それがレプリカントの 1 つであ
ることを確認します。

$ curl http://169.254.169.254/latest/ami-launch-index
2

2. ami-launch-index を変数として保存します。

$ ami_launch_index=`curl http://169.254.169.254/latest/ami-launch-index`

3. ユーザーデータを変数として保存します。

$ user_data=`curl http://169.254.169.254/latest/user-data/`

4. 最後に、Alice は Linux cut コマンドを実行して、そのインスタンスに該当するユーザーデータの部
分を抽出します。

$ echo $user_data | cut -d"|" -f"$ami_launch_index"
replicate-every=5min
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インスタンスメタデータのカテゴリ
次の表は、インスタンスメタデータのカテゴリをまとめたものです。

導入されたバージョン説明データ

1.0インスタンスの起動に使用されるAMI
ID。

ami-id

1.0同時に複数のインスタンスを起動した
場合、この値はインスタンスが起動さ
れた順序を示します。最初に起動され
たインスタンスの値は 0 です。

ami-launch-index

1.0Amazon S3 での AMI のマニフェスト
ファイルのパス。AmazonEBS-Backed
AMIを使用してインスタンスを起動し
た場合、返される結果は unknownで
す。

ami-manifest-path

2007-10-10このAMIを作成するために再バンドル
されたあらゆるインスタンスの AMI
ID。この値は、AMIマニフェストファ
イルが ancestor-amisキーを含む場
合にのみ存在します。

ancestor-ami-ids

2007-12-15root/bootファイルシステムを含む仮想
デバイス。

block-device-mapping/ami

2007-12-15AmazonEBSボリュームに関連付けら
れた仮想デバイス（存在する場合）。
この値は、起動時に存在する場合にの
み、メタデータで使用可能です。N
は、Amazon EBS ボリュームのイン
デックス（ebs1や ebs2など）を示
します。

block-device-mapping/ebs
N

2007-12-15エフェメラルデバイスに関連付けられ
た仮想デバイス（存在する場合）。N
は、エフェメラルボリュームのイン
デックスを示します。

block-device-mapping/eph
emeral
N

2007-12-15ルートデバイスに関連付けられた仮想
デバイスまたはパーティション、ある
いは仮想デバイス上のパーティショ
ン。ルート（/ または C:）ファイルシ
ステムは、所定のインスタンスに関連
付けられています。

block-device-mapping/root

2007-12-15swapに関連付けられた仮想デバイス。
存在しない場合もあります。

block-device-mapping/swap

1.0インスタンスのプライベートホスト
名。複数のネットワークインターフェ
イスが存在する場合、これは eth0 デ
バイス（デバイス番号が 0 のデバイ
ス）を示します。

hostname
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導入されたバージョン説明データ

2012-06-01インスタンスの LastUpdated、
InstanceProfileArn、InstanceProfileId
など、インスタンスプロファイルの最
終更新日時に関する情報を返します。

iam/info

2012-06-01role-nameは、インスタンスに関連
付けられた IAM ロールの名前です。
IAMロールに関連付けられた一時的な
セキュリティ認証情報
（AccessKeyId、SecretAccessKey、
SessionToken、およびExpiration）を
返します。

iam/security-credentials
/role-name

2008-09-01バンドルの準備のために再起動する必
要があることをインスタンスに伝えま
す。有効な値: none | shutdown |
bundle-pending。

instance-action

1.0このインスタンスの ID。instance-id

2007-08-29インスタンスの種類。詳細について
は、「インスタンスタイプ(p.109)」を
参照してください。

instance-type

2008-02-01このインスタンスで起動したカーネル
の ID（ある場合）。

kernel-id

2007-01-19インスタンスのプライベート DNS ホ
スト名。複数のネットワークインター
フェイスが存在する場合、これはeth0
デバイス（デバイス番号が0のデバイ
ス）を示します。

local-hostname

1.0インスタンスのプライベート IP アド
レス。複数のネットワークインター
フェイスが存在する場合、これはeth0
デバイス（デバイス番号が0のデバイ
ス）を示します。

local-ipv4

2011-01-01インスタンスのメディアアクセスコン
トロール（MAC）アドレス。複数の
ネットワークインターフェイスが存在
する場合、これは eth0 デバイス（デ
バイス番号が0のデバイス）を示しま
す。

mac

2011-01-01そのインターフェイスに関連付けられ
たデバイス番号。各インターフェイス
は一意のデバイス番号を持つ必要があ
ります。デバイス番号は、インスタン
スのデバイス名への手掛かりとなりま
す。例えば、eth2 デバイスの
device-numberは 2 です。

network/interfaces/macs/
mac/device-number

2011-01-01各 public-ipアドレスに関連付けら
れ、そのインターフェイスに割り当て
られたプライベート IPv4 アドレス。

network/interfaces/macs/
mac/ipv4-associations/pu
blic-ip
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導入されたバージョン説明データ

2011-01-01インターフェイスのローカルホスト
名。

network/interfaces/macs/
mac/local-hostname

2011-01-01インターフェイスに関連付けられたプ
ライベート IP アドレス。

network/interfaces/macs/
mac/local-ipv4s

2011-01-01インスタンスの MAC アドレス。network/interfaces/macs/
mac/mac

2011-01-01ネットワークインターフェイスの所有
者のID。複数インターフェイスの環境
では、インターフェイスはElasticLoad
Balancingなどのサードパーティによっ
てアタッチできます。インターフェイ
ス上のトラフィックは、常にインター
フェイス所有者に対して課金されま
す。

network/interfaces/macs/
mac/owner-id

2011-01-01インターフェイスのパブリックDNS。
インスタンスが VPC 内に存在する場
合、このカテゴリは、
enableDnsHostnames属性が true
に設定されている場合にのみ返されま
す。詳細については、「Using DNS
withYourVPC」を参照してください。

network/interfaces/macs/
mac/public-hostname

2011-01-01インターフェイスに関連付けられた
Elastic IP アドレス。インスタンスに
は複数の IP アドレスが存在する場合
があります。

network/interfaces/macs/
mac/public-ipv4s

2011-01-01ネットワークインターフェイスが属す
るセキュリティグループ。VPC内に起
動されたインスタンスに対してのみ返
されます。

network/interfaces/macs/
mac/security-groups

2011-01-01ネットワークインターフェイスが属す
るセキュリティグループの ID。VPC
内に起動されたインスタンスに対して
のみ返されます。EC2-VPC プラット
フォームのセキュリティグループの詳
細については、「Security Groups for
Your VPC」を参照してください。

network/interfaces/macs/
mac/security-group-ids

2011-01-01インターフェイスが存在するサブネッ
トの ID。VPC 内に起動されたインス
タンスに対してのみ返されます。

network/interfaces/macs/
mac/subnet-id

2011-01-01インターフェイスが存在するサブネッ
トのCIDRブロック。VPC内に起動さ
れたインスタンスに対してのみ返され
ます。

network/interfaces/macs/
mac/subnet-ipv4-cidr-block

2011-01-01インターフェイスが存在する VPC の
ID。VPC内に起動されたインスタンス
に対してのみ返されます。

network/interfaces/macs/
mac/vpc-id
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導入されたバージョン説明データ

2011-01-01インターフェイスが存在する VPC の
CIDRブロック。VPC内に起動された
インスタンスに対してのみ返されま
す。

network/interfaces/macs/
mac/vpc-ipv4-cidr-block

2008-02-01インスタンスが起動した利用可能ゾー
ン。

placement/availability-z
one

2007-03-01インスタンスに関連付けられた製品
コード（ある場合）。

product-codes

2007-01-19インスタンスのパブリックDNS。イン
スタンスが VPC 内に存在する場合、
このカテゴリは、
enableDnsHostnames属性が true
に設定されている場合にのみ返されま
す。詳細については、「Using DNS
withYourVPC」を参照してください。

public-hostname

2007-01-19パブリック IP アドレス。インスタン
スに Elastic IP アドレスが関連付けら
れている場合、返される値は Elastic
IP アドレスです。

public-ipv4

1.0パブリックキー。インスタンスの起動
時に指定された場合にのみ返されま
す。

public-keys/0/openssh-key

2007-10-10起動時に指定された RAM ディスクの
ID（該当する場合）。

ramdisk-id

1.0予約の ID。reservation-id

1.0インスタンスに適用されるセキュリ
ティグループの名前。

Note

VPC内に起動されたインスタ
ンスのみが、起動後にセキュ
リティグループを変更できま
す。これらの変更は、この場
所と
network/interfaces/macs/mac/security-groups
に反映されます。

security-groups

動的データのカテゴリ
次の表は、動的データのカテゴリをまとめたものです。
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導入された
バージョン

説明データ

2009-04-04顧客が CloudWatch で詳細な 1 分間隔のモニタリングを
有効にしているかどうかを示す値。有効な値:enabled |
disabled

fws/instance-monitoring

2009-04-04インスタンス ID、プライベート IPアドレスなど、インス
タンスの属性を含む JSON。

instance-identity/docume
nt

2009-04-04署名に対してドキュメントの真正性およびコンテンツを確
認するために使用されます。

instance-identity/pkcs7

2009-04-04オリジンおよび権限を確認するために使用できるデータ。instance-identity/signat
ure

インスタンスのインポートとエクスポート
Abstract

Citrix Xen、Microsoft Hyper-V、VMware vSphereなどの仮想化プラットフォームから仮想マシンをインポートし、
Amazon EC2 でその仮想マシンを起動します。

アマゾンウェブサービス（AWS）VM Import/Export ツールを使用して、仮想マシン（VM）イメージ
をローカル環境から AWS にインポートし、使用可能な状態の Amazon EC2 インスタンスに変換する
ことができます。その VM イメージは、後でローカル環境にエクスポートすることができます。VM
Import/Export を使用すると、仮想マシンがすぐに使えるインスタンスとしてAmazon Elastic Compute
Cloud（Amazon EC2）に移行されるため、IT セキュリティ、構成管理、およびコンプライアンス要件
に合わせて作成した仮想マシンへの投資が無駄になりません。VMImport/Exportは、CitrixXen、Microsoft
Hyper-V、または VMware vSphere の仮想環境と互換性があります。

VM Import/Export は、アプリケーションおよびワークロードの移行、VMイメージカタログのコピー、
または VM イメージの障害復旧リポジトリの作成に使用できます。

• 既存のアプリケーションおよびワークロードを Amazon EC2 に移行する— VM ベースのアプリケー
ションおよびワークロードを Amazon EC2 に移行して、ソフトウェアと構成の設定を維持すること
ができます。アプリケーションとワークロードを Amazon EC2 インスタンスにインポートした後、
Amazonマシンイメージ（AMI）を作成し、同じイメージの複数のコピーを実行できます。スナップ
ショットを作成し、それを使用してデータをバックアップできます。AMIとスナップショットコピー
を使用して、アプリケーションとワークロードを世界中にレプリケーションできます。AMIのコピー
の詳細については、AMI のコピー (p. 90) を参照してください。

• VM イメージカタログを Amazon EC2 にコピーする—既存の VMイメージカタログを Amazon EC2
にコピーできます。承認された VM イメージのカタログを維持する場合、Amazon EC2 にイメージ
カタログをコピーして、インポートした VM イメージから Amazon EC2 インスタンスを作成するこ
とができます。ウイルス対策ソフトウェアや侵入検知システムなどのインストール済みの製品を含む
既存のソフトウェアは、すべて VM イメージと一緒にインポートすることができます。作成された
Amazon EC2 インスタンスを使用して、Amazon EC2 AMI を作成することができます。この AMI は
Amazon EC2 内でイメージカタログとして使用できます。

• VM イメージの障害復旧リポジトリを作成する—バックアップと障害復旧のために、ローカル VM
イメージを Amazon EC2 にインポートすることができます。インポートしたイメージは Amazon
Elastic Block Store (Amazon EBS)-backed AMI として保存すれば、必要なときに Amazon EC2 でい
つでも起動できます。ローカル環境で障害が発生した場合、インスタンスをすばやく起動してビジネ
スを継続させると同時に、そのインスタンスをエクスポートしてローカルのインフラストラクチャを
再構築することができます。
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次の図は、オンプレミス仮想化環境から AWS へ VM をエクスポートするプロセスを示しています。

Topics
• 前提条件 (p. 302)
• Amazon EC2 に VM をインポートする (p. 305)
• Amazon EC2 インスタンスをエクスポートする (p. 314)
• VM Import/Export のトラブルシューティング (p. 316)

前提条件
Abstract

仮想マシンのインポートを開始する前に基礎と制限事項を確認します。

仮想化環境からのインスタンスのエクスポート、または Amazon EC2 からの VM のインポートおよび
エクスポートのプロセスを開始する前に、AWS でサポートされているオペレーティングシステムとイ
メージ形式を認識し、エクスポートするインスタンスおよびボリュームに関する制限事項を理解する必
要があります。

また、コマンドラインインターフェイス（CLI）またはAPI を使用してインスタンスをエクスポートす
る場合は、事前に Amazon EC2 コマンドラインツールをダウンロードしてインストールする必要があ
ります。詳細については、Setting Up the Amazon EC2 Tools を参照してください。

オペレーティングシステム—次のオペレーティングシステムは、Amazon EC2 とのインポートおよび
エクスポートが可能です。

Windows（32 ビットと 64 ビット）

• Microsoft Windows Server 2003（Standard、Datacenter、Enterprise）（Service Pack 1 適用済み）
以降。

• Microsoft Windows Server 2003 R2（Standard、Datacenter、Enterprise）。
• Microsoft Windows Server 2008（Standard、Datacenter、Enterprise）。
• Microsoft Windows Server 2008 R2（Standard、Datacenter、Enterprise）。
• Microsoft Windows Server 2012（Standard、Datacenter、）。

Linux/Unix（64 ビット）
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• Red Hat Enterprise Linux（RHEL）5.1-6.5

Note

VM Import は、RHEL インスタンスのライセンスポータビリティをサポートしています。既
存の RHEL ライセンスは、関連付けられた RHEL インスタンスと一緒にインポートされま
す。Red Hat Cloud Accessの適格性の詳細については、Red Hat ウェブサイトの適格性を参
照してください。

• CentOS 5.1-6.5
• Ubuntu 12.04, 12.10, 13.04, 13.10
• Debian 6.0.0-6.0.8, 7.0.0-7.2.0

イメージ形式をAmazon EC2にインポートする—AWSは、次のイメージ形式について、Amazon EC2
へのボリュームとインスタンスの両方のインポートをサポートしています。

• RAW 形式。ボリュームとインスタンスのインポート用です。
• Virtual Hard Disk（VHD）イメージ形式。Microsoft Hyper-V および Citrix Xen 仮想化製品と互換性が
あります。

• ESX Virtual Machine Disk（VMDK）イメージ形式。VMware ESX および VMware vSphere 仮想化製
品と互換性があります。

イメージ形式をAmazon EC2からエクスポートする—AWSは、次のイメージ形式について、Amazon
EC2 からのボリュームとインスタンスの両方のエクスポートをサポートしています。

• ストリームに最適化された ESX Virtual Machine Disk（VMDK）イメージ形式。VMware ESX および
VMware vSphere バージョン 4 および 5 仮想化製品と互換性があります。

• Open Virtual Appliance（OVA）イメージ形式。VMware vSphere バージョン 4 および 5 と互換性が
あります。

• Virtual Hard Disk（VHD）イメージ形式。Citrix Xen およびMicrosoft Hyper-V 仮想化製品と互換性が
あります。

VMをインポートできるインスタンスタイプ—AWSでは、Windowsインスタンスを任意のインスタン
スタイプにインポートできます。Linux インスタンスは、次のインスタンスタイプにインポートできま
す。

• c3.large
• c3.xlarge
• c3.2xlarge
• c3.4xlarge
• cc1.4xlarge
• cc2.8xlarge
• cg1.4xlarge
• cr1.8xlarge
• hi1.4xlarge
• hs1.8xlarge
• i2.xlarge
• i2.2xlarge
• i2.4xlarge
• m3.medium
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• m3.large
• m3.xlarge
• m3.2xlarge

Amazon EC2 への VM のインポートに関する既知の制限事項—インスタンスとボリュームのインポー
トには、次の制限事項があります。

• リージョンあたり最大 5 つのインポートタスクを同時に実行できます。
• インスタンスがインポートされると、Hardware Virtual Machine（HVM）仮想化を使用する EC2 イ
ンスタンスが作成されます。準仮想化（PV）を使用するインスタンスを VM Import によって作成す
ることは、サポートされていません。Linux PVHVM ドライバは、インポートされたインスタンス内
でサポートされます。

• インポートされた Red Hat Enterprise Linux（RHEL）インスタンスは Cloud Access（BYOL）ライ
センスを使用する必要があります。

• インポートされた Linux インスタンスは 64 ビットイメージを使用する必要があります。32 ビット
Linux イメージのインポートは、サポートされていません。

• 通常、ディスクイメージの圧縮されたバージョンをインポートします。展開したイメージを 1 TB よ
り大きくすることはできません。

• VM で 1 つのディスクしか使用されていないことを確認しますVMに複数のディスクがある場合はイ
ンポートできません。（Linux VMの場合、/boot および / はさまざまな場所に配置できますが、同じ
ディスク上になければなりません）。

ブートボリュームだけを含めてVMをインポートし、追加のディスクはec2-import-volumeコマンド
を使用してインポートすることをお勧めします。ImportInstanceタスクが完了したら、
ec2-attach-volume コマンドを使用して、追加のボリュームをインスタンスと関連付けます。

• VHD イメージには、動的な VHD イメージ形式を使用する必要があります。固定または差分 VHD イ
メージ形式はサポートされていません。

• Microsoft Windows を実行する Amazon EC2 にインポートする VM には、ドライバやその他のソフ
トウェアをインストールするために利用できるディスク容量が少なくとも250MBがあることを確認
します。

• インポートしたインスタンスは、ホストコンピュータに物理的にアタッチされているディスクから一
時ディスクストレージである Amazon EC2 インスタンスストアに自動的にアクセスできるようにな
ります。インポート中にこれを無効にすることはできません。インスタンスストレージの詳細につ
いては、Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631) を参照してください。

• タスクは開始日から 7 日間以内に完了する必要があります。
• 現在、複数のネットワークインターフェイスはサポートされていません。変換とインポートが完了す
ると、インスタンスには 1 つの仮想 NIC が与えられ、DHCP を使用してアドレスが割り当てられま
す。

• インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）の IP アドレスはサポートされていません。
• vCenter 4.0または vSphere 4.0を使用している場合、アタッチされているCD-ROMイメージまたは
ISO を仮想マシンから削除してください。

• Amazon VM Import は、c3 および i2 インスタンスタイプにシングルルート I/O 仮想化（SR-IOV）ド
ライバをインストールしません。これらのドライバは、より優れたパフォーマンス（パケット毎秒）、
レイテンシーとストレスの低減を可能にする拡張ネットワーキングを使用しない場合は不要です。
VMをインポートした後に c3 または i2 インスタンスタイプで拡張ネットワーキングを有効にする場
合は、VPC内のLinuxインスタンスでの拡張ネットワーキングの有効化(p.559)を参照してください。

Amazon EC2 からの VM のエクスポートに関する既知の制限事項—インスタンスとボリュームのエク
スポートには、次の制限事項があります。

• Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）データボリュームをエクスポートすることはできませ
ん。

• 複数の仮想ディスクのあるインスタンスはエクスポートできません。
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• 複数のネットワークインターフェイスのあるインスタンスはエクスポートできません。
• インスタンスが事前にAWSにインポートされていない場合、そのインスタンスをエクスポートする
ことはできません。

Amazon EC2 に VM をインポートする
Abstract

Citrix Xen、Microsoft Hyper-V、または VMware vSphere 仮想化環境からインスタンスをインポートします。

Amazon EC2でインスタンスを起動する方法は2つあります。Amazonマシンイメージ（AMI）からイ
ンスタンスを起動する方法と、Citrix Xen、Microsoft Hyper-V、または VMware vSphere のような仮想
化環境からインポートした仮想マシン（VM）からインスタンスを起動する方法です。このセクション
では、VMをインポートし、Amazon EC2 インスタンスとして起動する方法について説明します。AMI
からAmazonEC2インスタンスを起動する方法の詳細は、インスタンスの起動(p.324)を参照してくだ
さい。

VM を Amazon EC2 でインスタンスとして使用するには、最初に仮想化環境からエクスポートし、次
にコマンドラインインターフェイス（CLI）または API ツールを使用して Amazon EC2 にインポート
します。

CLI と API のどちらを使用する場合も、Amazon EC2 に VM またはボリュームをインポートするのと
同じ手順に従います。次に CLI を使用するプロセスを示します。

1. CLI をインストールします。詳細については、「ステップ 1: Amazon EC2 CLI をインストールす
る (p. 305)」を参照してください。

2. Amazon EC2 にインポートする VM を準備します。詳細については、「ステップ 2: VM を準備す
る (p. 306)」を参照してください。

3. VMを仮想化環境からエクスポートします。詳細については、「ステップ3:VMをその仮想環境から
エクスポートする (p. 307)」を参照してください。

4. VMを Amazon EC2にインポートします。詳細については、ステップ 4: Amazon EC2に VMをイン
ポートする (p. 307) を参照してください。

5. Amazon EC2でインスタンスを起動します。詳細については、「ステップ5: Amazon EC2でインス
タンスを起動する (p. 314)」を参照してください。

ステップ 1: Amazon EC2 CLI をインストールする
Abstract

Amazon EC2 コマンドラインツールを使用して、Citrix、Microsoft Hyper-V、または VMware vSphere 仮想マシン
をインポートします。

Citrix、Microsoft Hyper-V、またはVMware vSphere 仮想マシンをAmazon EC2にインポートしたり、
Amazon EC2 からエクスポートするには、Amazon EC2 CLI をインストールする必要があります。ま
だ Amazon EC2 CLI をインストールしていない場合は、Setting Up the Amazon EC2 Tools を参照して
ください。

次の Amazon EC2 コマンドを使用して、VM のインポートやエクスポートを行います。

説明コマンド

指定したディスクイメージのメタデータを使用し
てインスタンスをインポートする新しいタスクが
作成され、そのインスタンスがAmazonEC2にイ
ンポートされます。

ec2-import-instance
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説明コマンド

指定したディスクイメージのメタデータを使用し
てボリュームをインポートする新しいタスクが作
成され、そのボリュームが Amazon EC2 にイン
ポートされます。

ec2-import-volume

インスタンスのインポートタスクまたはボリュー
ムインポートタスクの ID と関連付けられたディ
スクイメージのアップロードを再開します。

ec2-resume-import

インポートタスクを列挙して説明します。ec2-describe-conversion-tasks

アクティブなインポートタスクをキャンセルしま
す。インスタンスまたはボリュームのいずれのイ
ンポートタスクでもかまいません。

ec2-cancel-conversion-task

AmazonS3バケットからのインポートのため、一
部または完全にアップロードされたディスクイ
メージを削除します。

ec2-delete-disk-image

実行中または停止したインスタンスをAmazonS3
バケットにエクスポートします。

ec2-create-image-export-task

アクティブなエクスポートタスクをキャンセルし
ます。

ec2-cancel-export-task

エクスポートタスクを列挙して説明します。これ
には最後にキャンセルされたタスクと完了したタ
スクも含まれます。

ec2-describe-export-tasks

これらのコマンドと他の Amazon EC2 コマンドについては、Amazon Elastic Compute Cloud コマンド
ラインリファレンスを参照してください。

ステップ 2: VM を準備する
仮想化環境からエクスポートする前にVMを設定する場合は、次のガイドラインを使用してください。

• 前提条件を確認します。詳細については、「前提条件 (p. 302)」を参照してください。
• VMのウイルス対策ソフトウェアまたは侵入検出ソフトウェアを無効にします。インポートプロセス
が完了したら、これらのサービスを再度有効にすることができます。

• あらゆる（仮想または物理）CD-ROM ドライブを切断します。
• ネットワークを、静的 IP アドレスではなく DHCP に設定します。静的プライベート IP アドレスを
割り当てる必要がある場合、VPCサブネットには必ず予約されていないプライベート IPアドレスを
使用します。Amazon Virtual Private Cloud（Amazon VPC）により、VPC サブネットに最初の 4 つ
のプライベート IP アドレスが予約されます。

• エクスポートする前に VM をシャットダウンします。

Windows

• リモートアクセスのためのリモートデスクトップ（RDP）を有効にする
• ホストのファイアウォール（Windows ファイアウォールなど）を設定している場合、RDPへのアク
セスが許可されていることを確認します。そうしないと、インポートが完了してもインスタンスにア
クセスできなくなります。
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• 管理者アカウントおよび他のすべてのユーザーアカウントが安全なパスワードを使用していることを
確認します。すべてのアカウントにパスワードが必要です。パスワードがないとインポートは失敗し
ます。

• Windows VMに .NET Framework 3.5 がインストールされていることを確認します。これは Amazon
Windows EC2Config Service に必要です。

• Windows VMイメージでシステムの準備（Sysprep）を実行しないでください。イメージをインポー
トしてから、Amazon EC2 Config サービスを使用して Sysprep を実行することをお勧めします。

• Windows VM の自動ログオンを無効にします。
• 保留中の Microsoft 更新プログラムがなく、再起動時にソフトウェアをインストールするようにコン
ピュータが設定されていないことを確認します。

Linux

• リモートアクセスの Secure Shell（SSH）を有効にします。
• ホストのファイアウォール（Linux iptablesなど）でSSHへのアクセスが許可されていることを確認
します。そうしないと、インポートが完了してもインスタンスにアクセスできなくなります。

• インポート後に、非ルートユーザーはパブリックキーベースの SSH を使用してインスタンスにアク
セスするように設定されていることを確認します。パスワードベースの SSH の利用と SSH を介し
たルートログインはどちらも可能ですが、お勧めしません。パブリックキーおよび非ルートユーザー
の使用は、安全性を向上させるため、お勧めします。VMImportでは、インポートプロセスの一環と
して ec2-user アカウントを設定しません。

• Linux VMでブートローダーとしてGRUB（GRUBレガシー）またはGRUB 2が使用されていること
を確認します。

• Linux VM で EXT2、EXT3、EXT4、Btrfs、JFS、XFS のいずれかのルートファイルシステムが使用
されていることを確認します。

ステップ 3: VM をその仮想環境からエクスポートする
VM をエクスポートする準備ができたら、それを仮想化環境からエクスポートできます。VM を仮想化
環境からエクスポートする方法については、Citrix、Microsoft Hyper-V、または VMware vCenter の仮
想化環境に関するドキュメントを参照してください。

Citrix: 詳細については、Citrix のウェブサイトで「Export VMs as OVF/OVA」を参照してください。

Microsoft Hyper-V: 詳細については、Microsoft のウェブサイトで「Hyper-V - Export & Import」を 参照
してください。

VMware: 詳細については、VMware のウェブサイトで「Export an OVF Template」を参照してくださ
い。

ステップ 4: Amazon EC2 に VM をインポートする
VMを仮想化環境からエクスポートした後に、それをAmazon EC2にインポートできます。VMのエク
スポート元にかかわらず、インポートプロセスは同じです。

VMインスタンスに関する重要事項と、いくつかのセキュリティおよびストレージに関する推奨事項を
次に示します。

• Amazon EC2 によって、DHCP IP アドレスがインスタンスに自動的に割り当てられます。インスタ
ンスの実行が開始されると、ec2-describe-instancesコマンドで DNS 名と IP アドレスを使用
できるようになります。

• 各インスタンスにはイーサネットネットワークインターフェイスが 1 つだけあります。
• インポートタスクを作成するときに使用するAmazonVirtual Private Cloud（AmazonVPC）サブネッ
トを指定するには、ec2-import-instanceコマンドで--subnetsubnet_idオプションを使用し
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ます。指定しない場合、インスタンスはパブリック IP アドレスを使用します。セキュリティグルー
プの制限を使用して、インスタンスへのアクセスを制御することをお勧めします。--subnet
subnet_idオプションの詳細については、ec2-import-instance を参照してください。

• Windows インスタンスのすべてのユーザーアカウントに強力なパスワードを設定することをお勧め
します。Linux インスタンスでは SSH のパブリックキーを使用することをお勧めします。

• Windowsインスタンスの場合は、仮想マシンをAmazonEC2にインポートした後にAmazonWindows
EC2Config Service をインストールすることをお勧めします。

仮想マシンをインポートするには

VMをAmazonEC2にインポートできます。VMのインポートが中断された場合、ec2-resume-import
コマンドを使用して、停止したところからインポートを再開できます。詳細については、「アップロー
ドを再開する (p. 312)」を参照してください。

• ec2-import-instanceを使用して、インスタンスをインポートする新しいタスクを作成します。

コマンドの構文は次のとおりです。

ec2-import-instance DISK_IMAGE_FILENAME -t INSTANCETYPE -f FORMAT -a ARCHI 
TECTURE-SYSTEM -b S3_BUCKET_NAME -o OWNER -w SECRETKEY -p PLATFORM_NAME

次のコマンドは、WindowsServer 2008 SP2（32ビット）VMをインポートするインポートインス
タンスタスクを作成します。

Note

この例では、VMDK 形式を使用します。VHD または RAWを使用することもできます。

ec2-import-instance ./WinSvr8-2-32-disk1.vmdk  –f VMDK -t m1.small -a i386
 -b myawsbucket -o AKIAIOSFODNN7EXAMPLE -w wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfi 
CYEXAMPLEKEY -p Windows

このリクエストでは、VMDK ファイルの WinSvr8-2-32-disk1.vmdkを使用してインポートタ
スクを作成します。リクエストボリュームのサイズを指定しない場合は、デフォルトサイズの 4
GB が使用されます。出力は次の例のようになります。

Requesting volume size: 25 GB
Disk image format: Stream-optimized VMDK
Converted volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
Requested EBS volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-fhbx6hua       ExpirationTime
  2011-09-09T15:03:38+00:00       Status  active  StatusMessage   Pending 
InstanceID      i-6ced060c
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   5070303744      
VolumeSize      25      AvailabilityZone        us-east-1c      Approximate 
BytesConverted       0       Status  active StatusMessage    Pending
Creating new manifest at testImport/9cba4345-b73e-4469-8106-
2756a9f5a077/Win_2008_R1_EE_64.vmdkmanifest.xml
Uploading the manifest file
Uploading 5070303744 bytes across 484 parts
0% |--------------------------------------------------| 100%
   |==================================================|
Done

API Version 2014-02-01
308

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
Amazon EC2 に VM をインポートする

http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-ImportInstance.html
http://aws.amazon.com/developertools/5562082477397515
http://aws.amazon.com/developertools/5562082477397515


ec2-import-instance DISK_IMAGE_FILENAME -t INSTANCETYPE -f FORMAT -a ARCHI 
TECTURE-SYSTEM -b S3_BUCKET_NAME -o OWNER -w SECRETKEY –p PLATFORM_NAME –o
AWS_ACCESS_KEY –w AWS_SECRET_KEY --region REGION_ID

次の例では、64 ビット Linux 仮想マシンをインポートするインポートインスタンスタスクを作成
します。

ec2-import-instance rhel6.4-64bit-disk.vhd -O AKIAIOSFODNN7EXAMPLE –W 
wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY -f vhd -p Linux -o AKIAI44QH8DH 
BEXAMPLE -w je7MtGbClwBF/2Zp9Utk/h3yCo8nvbEXAMPLEKEY -t m3.xlarge -a x86_64
 -b myawsbucket --region us-east-1

このリクエストでは、VHDファイル[rhel6.4-64bit-disk.vhd]を使用してインポートタスクを作成し
ます。出力は次の例のようになります。

Requesting volume size: 8 GB
TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-ffnzq636       ExpirationTime
  2013-12-12T22:55:18Z    Status       active  StatusMessage   Pending In 
stanceID      i-a56ab6dd
DISKIMAGE       DiskImageFormat VHD    DiskImageSize   861055488       
VolumeSize      8       AvailabilityZone     us-east-1d      Approximate 
BytesConverted       0       Status  active  StatusMessage   Pending
Creating new manifest at myawsbucket/b73bae14-7ec5-4122-8958-
4234028e1d9f/rhel6.4-64bit-disk.vhdmanifest.xml
Uploading the manifest file
Uploading 861055488 bytes across 83 parts
0% |--------------------------------------------------| 100%
   |==================================================|
Done
Average speed was 11.054 MBps
The disk image for import-i-ffnzq636 has been uploaded to Amazon S3 where 
it is being converted into an EC2 instance. You may monitor the progress of
 this task by running ec2-describe-conversion-tasks. When the task is com 
pleted, you may use ec2-delete-disk-image to remove the image from S3.

インポートタスクのステータスをチェックする

ec2-describe-conversion-tasksコマンドはインポートタスクのステータスを返します。次のよ
うなステータス値があります。

• active – インスタンスまたはボリュームはまだインポート中です。
• cancelling – インスタンスまたはボリュームはまだキャンセル中です。
• cancelled – インスタンスまたはボリュームはキャンセルされました。
• completed – インスタンスまたはボリュームは使用できる状態です。

インポートしたインスタンスが停止状態にあります。ec2-start-instanceを使用してそれを起動
します。詳細については、Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンスの
ec2-start-instances を参照してください。
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インポートタスクのステータスを確認するには

• タスクのステータスを返すec2-describe-conversion-taskを使用します。コマンドの構文は
次のとおりです。

ec2-describe-conversion-tasks --region REGIONID TASKID

次の例で、インポートインスタンスタスクのステータスを確認できます。

ec2-describe-conversion-tasks --region us-east-1 import-i-ffvko9js

次のレスポンスは、IMPORTINSTANCEステータスが activeであり、893968896 バイト中の
73747456 バイトが変換されたことを示します。

TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-ffvko9js       ExpirationTime
  2011-06-07T13:30:50+00:00       Status  active  StatusMessage   Pending 
InstanceID      i-17912579
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   893968896 VolumeSize
      12      AvailabilityZone        us-east-1      ApproximateBytesConverted
       73747456      Status  active StatusMessage    Pending

次のレスポンスは、IMPORTINSTANCEステータスが activeであり、7% の進行状況で、
DISKIMAGE が完了したことを示します。

TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-ffvko9js       ExpirationTime
  2011-06-07T13:30:50+00:00       Status  active  StatusMessage   Progress:
 7%    InstanceID      i-17912579
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   893968896 VolumeId
        vol-9b59daf0    VolumeSize      12      AvailabilityZone        us-
east-1      ApproximateBytesConverted      893968896 Status  completed

次のレスポンスは、IMPORTINSTANCEステータスが completedであることを示します。

TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-ffvko9js       ExpirationTime
  2011-06-07T13:30:50+00:00       Status  completed    InstanceID      i-
17912579
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   893968896 VolumeId
        vol-9b59daf0    VolumeSize      12      AvailabilityZone        us-
east-1      ApproximateBytesConverted      893968896 Status  completed

Note

IMPORTINSTANCEステータスは、最終ステータスを判断するために使用します。DISKIMAGE
ステータスがcompletedになる前の一定期間、IMPORTINSTANCEステータスがcompleted
になります。

ec2-stop-instance、ec2-start-instance、ec2-reboot-instance、ec2-terminate-instance
などのコマンドを使用して、インスタンスを管理できます。
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Note

デフォルトでは、インスタンスを終了させたときに、Amazon EC2は関連付けられたAmazon
EBS ボリュームを削除しません。オプションで、ec2-modify-instance-attributeコマ
ンドを使用してこの動作を変更できます。

Amazon EBS にボリュームをインポートする

このセクションでは、データストレージをAmazon EBSにインポートし、それを既存のEC2インスタ
ンスのいずれかにアタッチする方法について説明します。Amazon EC2 は、RAWおよび VMDK ディ
スク形式をサポートします。

Important

AmazonEC2セキュリティグループを利用して、インポートしたインスタンスへのネットワー
クアクセスを制限することをお勧めします。信頼できる EC2 インスタンスとリモートホスト
にのみ、RDPやその他のサービスポートへの接続を許可するようにセキュリティグループを設
定します。セキュリティグループの詳細については、AmazonEC2セキュリティグループ(p.477)
を参照してください。

仮想化環境から仮想マシンをエクスポートしたら、たった1つのステップでボリュームをAmazonEBS
にインポートします。インポートタスクを作成し、ボリュームをアップロードします。

Amazon EBS にボリュームをインポートするには

1. ec2-import-volumeを使用して、ボリュームを Amazon EBS にアップロードできるようにする
タスクを作成します。コマンドの構文は次のとおりです。

$ ec2-import-volume DISK_IMAGE_FILENAME -f FORMAT -s SIZE-IN-GB -z AVAILAB 
ILITY_ZONE -b S3_BUCKET_NAME -o OWNER -w SECRETKEY

次の例では、ボリュームをdアベイラビリティゾーンのus-east-1 リージョンにインポートするた
めのインポートボリュームタスクを作成します。

ec2-import-volume Win_2008_R1_EE_64.vmdk –f vmdk –s 25 -z us-east-1d -b my 
awsbucket -o AKIAIOSFODNN7EXAMPLE -w wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY
 --region us-east-1 -o AKIAI44QH8DHBEXAMPLE -w je7MtGbCl 
wBF/2Zp9Utk/h3yCo8nvbEXAMPLEKEY

Note

この例では、VMDK 形式を使用します。VHD または RAWを使用することもできます。

Requesting volume size: 25 GB
Disk image format: Stream-optimized VMDK
Converted volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
Requested EBS volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
TaskType        IMPORTVOLUME    TaskId  import-vol-ffut5xv4     ExpirationTime
  2011-09-09T15:22:30+00:00       Status  active  StatusMessage   Pending
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   5070303744      
VolumeSize      25      AvailabilityZone        us-east-1d      Approximate 
BytesConverted       0
Creating new manifest at myawsbucket/0fd8fcf5-04d8-44ae-981f-
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3c9f56d04520/Win_2008_R1_EE_64.vmdkmanifest.xml
Uploading the manifest file
Uploading 5070303744 bytes across 484 parts
0% |--------------------------------------------------| 100%
   |==================================================|
Done

Amazon EC2 は、次のステップで使用するタスク ID を返します。この例では、ID は
import-vol-ffut5xv4です。

2. ec2-describe-conversion-tasksを使用して、ボリュームのインポートが成功したことを確
認します。

$ ec2-describe-conversion-tasks --region us-east-1 import-vol-ffut5xv4 
TaskType        IMPORTVOLUME    TaskId  import-vol-ffut5xv4     ExpirationTime
  2011-09-09T15:22:30+00:00       Status  completed
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   5070303744      
VolumeId        vol-365a385c    VolumeSize      25      AvailabilityZone  
      us-east-1d      ApproximateBytesConverted       5070303744

この例のステータスは completedです。これは、インポートが成功したことを示します。
3. ec2-attach-volumeを使用して、Amazon EBSボリュームを既存のEC2インスタンスのいずれ

かにアタッチします。次の例では、ボリューム vol-2540994cをデバイス i-a149ec4aの
/dev/sdeインスタンスにアタッチします。

$ ec2-attach-volume vol-2540994c -i i-a149ec4a -d /dev/sde
ATTACHMENT vol-2540994c i-a149ec4a /dev/sde attaching 2010-03-
23T15:43:46+00:00

アップロードを再開する

接続性の問題によりアップロードが中断されることがあります。アップロードを再開すると、Amazon
EC2によって、停止したところからアップロードが自動的に開始されます。次の手順では、アップロー
ドの進行状況を確認する方法とアップロードを再開する方法について説明します。

アップロードを再開するには

• ec2-resume-importでタスク ID を使用してアップロードを続行します。このコマンドは HTTP
HEADアクションを使用して、再開する位置を判断します。

ec2-resume-import DISK_IMAGE_FILENAME -t TASK_ID -o OWNER -w SECRETKEY

次の例では、インスタンスインポートタスクを再開します。

$ec2-resume-import Win_2008_R1_EE_64.vmdk -t import-i-ffni8aei -o AKIAIOS 
FODNN7EXAMPLE -w wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY

次に、インスタンスインポートタスクが完了したときの出力を示します。

Disk image size: 5070303744 bytes (4.72 GiB)
Disk image format: Stream-optimized VMDK
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Converted volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
Requested EBS volume size: 26843545600 bytes (25.00 GiB)
Uploading 5070303744 bytes across 484 parts
0% |--------------------------------------------------| 100%
   |==================================================|
Done
Average speed was 10.316 MBps
The disk image for import-i-ffni8aei has been uploaded to Amazon S3
where it is being converted into an EC2 instance.  You may monitor the
progress of this task by running ec2-describe-conversion-tasks.  When
the task is completed, you may use ec2-delete-disk-image to remove the
image from S3.

アップロードをキャンセルする

ec2-cancel-conversion-taskを使用して、アクティブなインポートタスクをキャンセルします。
インスタンスまたはボリュームのいずれのアップロードタスクでもかまいません。このコマンドは、
アップロードされたボリュームやインスタンスを含め、インポートのすべての生成物を削除します。

インポートが完了したか、最後のディスクイメージを転送中の場合、コマンドは失敗し、次のような例
外が返されます。

Client.CancelConversionTask Error: Failed to cancel conversion task import-i-
fh95npoc 

アップロードタスクをキャンセルするには

• ec2-cancel-conversion-taskで削除するアップロードのタスク ID を使用します。次の例で
は、タスク ID import-i-fh95npocに関連付けられたアップロードをキャンセルします。

PROMPT> ec2-cancel-conversion-task -region us-east-1 import-i-fh95npoc

キャンセルが成功した場合、出力は次のようになります。

CONVERSION-TASK import-i-fh95npoc

ec2-describe-conversion-tasksコマンドを使用して、キャンセルのステータスを確認できます。
次に例を示します。

$ ./ec2-describe-conversion-tasks -region us-east-1 import-i-fh95npoc
TaskType        IMPORTINSTANCE  TaskId  import-i-fh95npoc       ExpirationTime
  2010-12-20T18:36:39+00:00       Status  cancelled   InstanceID      i-825063ef
DISKIMAGE       DiskImageFormat VMDK    DiskImageSize   2671981568      
VolumeSize      40      AvailabilityZone        us-east-1c  ApproximateBytesCon 
verted       0       Status  cancelled

この例では、ステータスは cancelledです。処理中だった場合、ステータスは cancellingになり
ます。
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アップロード後にクリーンアップする

ec2-delete-disk-imageを使用し、イメージファイルをアップロード後に削除できます。削除しな
い場合、Amazon S3 のストレージの料金が課金されます。

ディスクイメージを削除するには

• ec2-delete-disk-imageで削除するディスクイメージのタスク ID を使用します。

次の例では、タスク ID import-i-fh95npocに関連付けられているディスクイメージを削除しま
す。

PROMPT> ec2-delete-disk-image -region us-east-1 import-i-fh95npoc

キャンセルが成功した場合、出力は次のようになります。

DELETE-TASK import-i-fh95npoc

ステップ 5: Amazon EC2 でインスタンスを起動する
VMを AWSにインポートしたので、Amazon EC2インスタンスとして起動できます。Amazon EC2イ
ンスタンスの起動方法の詳細については、インスタンスの起動 (p. 324) を参照してください。

Amazon EC2 インスタンスをエクスポートする
Abstract

インスタンスをエクスポートして、AmazonEC2インスタンスのコピーをオンサイトの仮想化環境にデプロイしま
す。

Topics
• インスタンスのエクスポート (p. 314)
• インスタンスのエクスポートのキャンセルまたは停止 (p. 315)

インスタンスを Amazon EC2 に既にインポートしてある場合は、コマンドラインツールを使用して、
そのインスタンスをCitrix Xen、Microsoft Hyper-V、または VMware vSphere にエクスポートすること
ができます。前にインポートしたインスタンスのエクスポートは、EC2 インスタンスのコピーをオン
サイト仮想化環境にデプロイする場合に便利です。

インスタンスのエクスポート
Amazon EC2 CLI を使用してインスタンスをエクスポートできます。ec2-create-instance-export-task
コマンドは、選択した仮想化形式で、インスタンスを正しくエクスポートするために必要なすべての情
報（インスタンスID、エクスポートされたイメージを保持するAmazon S3バケット名、エクスポート
されたイメージ名、VMDK、OVAまたはVHD形式など）を収集します。エクスポートされたファイル
は、指定した Amazon S3 バケットに保存されます。

Note

インスタンスをエクスポートする際に、エクスポートされたVMが保存されるバケットに対し
て、標準的な Amazon S3 料金が課金されます。さらに、Amazon EBS スナップショットの一
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時的な使用を反映する小額の料金が請求書に記載される場合があります。AmazonS3の料金の
詳細については、Amazon Simple Storage Service (S3) Pricing を参照してください。

インスタンスをエクスポートするには

1. エクスポートされたインスタンスを格納する Amazon S3 バケットを作成します。Amazon S3 バ
ケットでは、[vm-import-export@amazon.com] アカウントへの [Upload/Delete] および [View
Permissions] アクセスが付与される必要があります。詳細については、Amazon Simple Storage
Service コンソールユーザーガイドのCreating a Bucket およびEditing Bucket Permissions を参照
してください。

2. コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

ec2-create-instance-export-task INSTANCE_ID –e TARGET_ENVIRONMENT –f 
DISK_IMAGE_FORMAT -c CONTAINER_FORMAT –b S3_BUCKET

各パラメータの意味は次のとおりです。

INSTANCE_IDは、エクスポートするインスタンスの ID です。

TARGET_ENVIRONMENTは、VMware、Citrix、または Microsoft です。

DISK_IMAGE_FORMATは、VMware 向けの VMDK、またはMicrosoft Hyper-V および Citrix Xen 向
けの VHD です。

CONTAINER_FORMATは、VMware にエクスポートする場合に、オプションで OVA に設定できる
場合があります。

S3_BUCKETは、インスタンスをエクスポートする Amazon S3 バケットの名前です。
3. インスタンスのエクスポートを監視するには、コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。

ec2-describe-export-tasks --region REGION_ID TASK_ID

各パラメータの意味は次のとおりです。

REGION_IDは、インスタンスが存在するリージョンの ID です。

TASK_IDは、エクスポートタスクの ID です。

インスタンスのエクスポートのキャンセルまたは停止
AmazonEC2CLIを使用して、完了ポイントまでインスタンスのエクスポートをキャンセルまたは停止
できます。ec2-cancel-export-task コマンドによって、一部作成された Amazon S3 オブジェクトを含
め、エクスポートのすべての生成物が削除されます。エクスポートタスクが完了したか、最終的なディ
スクイメージ変換プロセスにある場合、コマンドは失敗し、エラーが返されます。

インスタンスのエクスポートをキャンセルまたは停止するには

• コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。ec2-cancel-export-task --regionREGION_ID
TASK_ID

各パラメータの意味は次のとおりです。

REGION_IDは、エクスポートタスクが開始されたリージョンの ID です。

TASK_IDは、キャンセルするエクスポートタスクの ID です。
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VM Import/Export のトラブルシューティング
Abstract

EC2 インスタンスに仮想マシンをインポートする際に発生する問題のトラブルシューティングを行います。

VMをインポートまたはエクスポートするときのエラーの多くは、サポートされていない操作をしよう
としたときに発生します。これらのエラーを回避するために、インポートやエクスポートを開始する前
に、前提条件 (p. 302) を確認してください。

AWSエラーコード: InvalidParameter、AWSエラーメッセージ:
パラメータ disk-image-size=0 の形式が無効です。
使用したイメージ形式はサポートされていません。

解決

サポートされているイメージ形式（RAW、VHD、VMDK）の 1 つを使用して再試行してください。

Client.UnsupportedOperation: このインスタンスに複数のボ
リュームがアタッチされています。余分なボリュームを削除し
てください。
VM に複数のディスクがアタッチされています。

解決

余分なドライブをデタッチして、再試行します。他のボリュームのデータが必要な場合は、データを
ルートボリュームにコピーし、VM を再度エクスポートします。

ClientError: フッターの不一致
固定または差分VHDイメージをインポートしようとしたか、VHDイメージの作成でエラーが発生しま
した。

解決

VM で動的な VHD が使用されることを確認します。VM を再度エクスポートし、Amazon EC2 へのイ
ンポートを再試行します。

ClientError: 非圧縮データの長さが無効です。
VMDK ファイルが破損しています。

解決

VMDK ファイルの修復または再作成を試みるか、インポートに別のファイルを使用します。

エラー: バケット <MyBucketName> は <RegionName> リージョンではな
く、<RegionName> にあります。
Amazon S3 バケットがインポートするインスタンスと同じリージョンに存在しません。

解決
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--ignore-region-affinityオプションを付加して、バケットのリージョンとインポートタスクが
作成されたリージョンの一致を無視することもできます。または、Amazon Simple Storage Service コ
ンソールを使用して Amazon S3 バケットを作成し、そのリージョンを VMをインポートするリージョ
ンに設定することもできます。再度コマンドを実行し、作成した新しいバケットを指定します。

エラー: ファイルにサポートされない圧縮アルゴリズム 0 が使
用されています。
VMDK は OVF 形式ではなく OVA 形式を使用して作成されました。

解決

OVF 形式で VMDK を作成します。

エラー:これは、動的なVHDイメージとは判断されません。イ
メージは、δc?►Ä╨╝で始まります。
インポートしようとしている VMには固定または差分 VHDイメージ形式が使用されていますが、それ
はサポートされていません。VM Import では、動的な VHD イメージの使用のみがサポートされます。

解決

VHD イメージを動的な VHD に変換し、VM のインポートを再試行します。

java.lang.OutOfMemoryError: Java のヒープスペース
Java を起動するために使用できる仮想メモリが不足しているか、インポートするイメージが大きすぎ
ます。

解決

Java に増設メモリを割り当てると、増設メモリは JVM にのみ適用されますが、この設定が（EC2 コ
マンドラインツールに対して明示的に）指定されている場合は、グローバル設定がオーバーライドされ
ます。たとえば、"set EC2_JVM_ARGS=-Xmx512m" コマンドを使用して、512 MB の増設メモリを
Java に割り当てることができます。

Service.InternalError: 内部エラーが発生しました。ステータス
コード: 500、AWS サービス: AmazonEC2
デフォルト VPC のないインスタンスをサブネットとアベイラビリティゾーンを指定せずにインポート
しようとしました。

解決

デフォルトVPCのないインスタンスをインポートする場合は、必ずサブネットとアベイラビリティゾー
ンを指定します。

FirstBootFailure: This import request failed because theWindows
instance failed to boot and establish network connectivity.
ec2-import-instanceコマンドを使用して VM をインポートすると、インポートタスクは完了する
前に停止し、失敗する可能性があります。失敗の原因を調査するために、
ec2-describe-conversion-tasksコマンドを使用し、インスタンスの内容を表示できます。
FirstBootFailure エラーメッセージが表示された場合、仮想ディスクイメージで次のステップのいずれ
かを実行できなかったことを意味します。
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• 起動し、Windows を開始する。
• Amazon EC2 ネットワーキングとディスクドライバをインストールする。
• DHCP が設定されたネットワークインターフェイスを使用し、IP アドレスを取得する。
• Amazon EC2 Windows ボリュームライセンスを使用し、Windows をアクティベートする。

最初の起動失敗を回避するためのベストプラクティス

次のベストプラクティスにより、Windows の最初の起動失敗を回避できることがあります。

アンチウイルスとアンチスパイウェアのソフトウェアとファイアウォールを無効にします。

この種のソフトウェアは新しいWindows サービスまたはドライバのインストールを防いだり、未知の
バイナリの実行を防いだりすることがあります。ソフトウェアとファイアウォールはインポート後に再
有効化できます。

オペレーティングシステムにハードニングを行いません。

ハードニング（強化）とも呼ばれるセキュリティ設定により、AmazonEC2ドライバの自動インストー
ルが阻止されることがあります。インポートを阻止する可能性があるWindows 設定が数多く存在しま
す。そのような設定はインポート後に再適用できます。

複数のブート可能パーティションを無効にするか、削除します。

仮想マシンが起動し、使用するブートパーティションの選択を要求する場合、インポートが失敗するこ
とがあります。

最初の起動失敗の考えられる理由

仮想ディスクイメージが起動できず、ネットワーク接続を確立できないのは、次の原因のいずれかによ
ることが考えられます。

Topics
• 仮想マシンでWindows のインストールが無効になっています。 (p. 318)
• TCP/IP ネットワーキングと DHCP が有効になっていません。 (p. 319)
• Windows が必要とするボリュームが仮想マシンにありません。 (p. 319)
• Windows を起動すると必ずシステムリカバリオプションが表示されます。 (p. 319)
• 仮想マシンが P2V（物理から仮想へ）変換プロセスにより作成されました。 (p. 319)
• Windows のアクティベーションが失敗します。 (p. 320)
• ブート可能なパーティションが見つかりませんでした。 (p. 320)
• 対象のインスタンスで Linux がサポートされていません。 (p. 320)

仮想マシンでWindows のインストールが無効になっています。

仮想マシンを正常にインポートするには、Windows のインストールが有効になっている必要がありま
す。

解決

EC2インスタンスをシャットダウンする前にシステムの準備（Sysprep）を実行しないでください。イ
ンスタンスのインポート後に、インスタンスからSYSPREPを実行し、それからAMIを作成できます。
インポートにより単一のインスタンスが作成されるので、SYSPREP を実行する必要はありません。

インストールプロセスが完全に完了し、（ユーザーの介入なしで）Windows が起動してログインプロ
ンプトが表示されることを確認します。
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TCP/IP ネットワーキングと DHCP が有効になっていません。

Amazon EC2 インスタンスに対して（Amazon VPC の Amazon EC2 インスタンスも含む）、TCP/IP
ネットワーキングとDHCPを有効にする必要があります。VPC内では、インスタンスをインポートす
る前と後のいずれかでインスタンスの IP アドレスを定義する必要があります。インスタンスをエクス
ポートする前に静的 IP アドレスを設定しないでください。

解決

TCP/IP ネットワーキングが有効になっていることを確認します。詳細については、Microsoft TechNet
ウェブサイトにある「Setting up TCP/IP (WindowsServer 2003)」または「Configuring TCP/IP (Windows
Server 2008)」を参照してください。

DHCPが有効になっていることを確認します。詳細は、Microsoft TechNet ウェブサイトにある「What
is DHCP」を参照してください。

Windows が必要とするボリュームが仮想マシンにありません。

VM を Amazon EC2 にインポートすると、起動ディスクのみがインポートされます。仮想マシンをイ
ンポートする前に、他のすべてのディスクをデタッチし、Windows を起動できる状態にする必要があ
ります。例えば、アクティブディレクトリは、多くの場合、D:\ドライブにアクティブディレクトリ
データベースを格納します。アクティブディレクトリデータベースがない、またはそれにアクセスでき
ない場合、ドメインコントローラは起動できません。

解決

エクスポート前に、Windows VM にアタッチされたセカンダリディスクとネットワークディスクをデ
タッチします。

アクティブディレクトリデータベースをセカンダリドライブまたはパーティションからプライマリ
Windowsパーティションに移動します。詳細は、Microsoft Supportウェブサイトで「"Directory Services
cannot start" error message when you start your Windows-based or SBS-based domain controller」を参
照してください。

Windows を起動すると必ずシステムリカバリオプションが表示されます。

さまざまな理由により、Windowsを起動するとシステムリカバリオプションが表示されます。例えば、
Windows が物理マシンから仮想化環境に入るとき（P2V と呼ばれています）などが該当します。

解決

エクスポートし、インポートの準備をする前に、Windows が起動してログインプロンプトが表示され
ることを確認します。

物理マシンから入ってきた仮想化Windows インスタンスをインポートしないでください。

仮想マシンが P2V（物理から仮想へ）変換プロセスにより作成されました。

P2V 変換は、物理マシンでWindows インストールプロセスを実行し、そのWindows インストールの
コピーを VM にインポートすることでディスクイメージを作成するときに行われます。P2V 変換の結
果として作成された VM は、Amazon EC2 VM インポートではサポートされません。Amazon EC2 VM
インポートでは、インポート元の VM内にネイティブとしてインストールされたWindows イメージの
みがサポートされます。

解決

Windows を仮想化環境でインストールし、インストールしたソフトウェアをその新しい VM に移行し
ます。
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Windows のアクティベーションが失敗します。

起動中に、Windows がハードウェアの変更を検出し、アクティベーションを試行します。インポート
プロセス中に、Windowsのライセンス許諾メカニズムをアマゾンウェブサービスが提供するボリュー
ムライセンスに切り替える試みが行われます。しかしながら、Windows アクティベーションプロセス
が失敗した場合、インポートも失敗します。

解決

インポートするWindows のバージョンでボリュームライセンスがサポートされていることを確認しま
す。Windows のベータ版またはプレビュー版ではサポートされていない場合があります。

ブート可能なパーティションが見つかりませんでした。

仮想マシンのインポートプロセス中に、ブートパーティションが見つかりませんでした。

解決

インポートするディスクにブートパーティションがないことを確認します。複数ディスクのインポート
はサポートされていません。

対象のインスタンスで Linux がサポートされていません。

Linux のインポートは、特定のインスタンスタイプでしかサポートされていません。サポートされてい
ないインスタンスタイプのインポートが試みられています。

解決

サポートされているいずれかのインスタンスタイプを使用して再試行してください。
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インスタンスのライフサイクル

Abstract

Amazon EC2 インスタンスのライフサイクルについて、起動から終了まで説明します。

このトピックでは、インスタンスの起動から終了まで、AmazonEC2インスタンスのライフサイクルに
ついて説明します。Amazon EC2 を操作してインスタンスを管理することで、インスタンス上でホス
トされているアプリケーションやホストに関して、お客様が最高のエクスペリエンスが得られるように
します。

次の図は、インスタンス状態の遷移を示しています。

インスタンスの起動
インスタンスを起動すると、インスタンスはpending状態に移行します。起動時に指定したインスタン
スタイプによって、インスタンスのホストコンピュータのハードウェアが決定します。起動時に指定さ
れたAmazonマシンイメージ（AMI）を使って、インスタンスを再起動します。インスタンスの準備が
できると、running状態へ移行します。実行中のインスタンスに接続して、自分の前にあるコンピュー
タと同じように使用することができます。

インスタンスが起動するとすぐに、インスタンスの実行時間に応じて（インスタンスがアイドル状態で
残っていて、それに接続していない場合でも）課金されます。
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詳細については、「インスタンスの起動(p. 324)」および「インスタンスへの接続(p. 334)」を参照して
ください。

インスタンスの停止と起動
インスタンスのステータスチェックに失敗するか、インスタンスでアプリケーションが想定通りに動作
しておらず、インスタンスのルートボリュームが Amazon EBS である場合、インスタンスの停止と起
動を行い、問題が解決するか試してみることができます。

インスタンスを停止した場合、インスタンスはstopping状態に移行してから、stopped状態になりま
す。停止後のインスタンスに対して時間単位の使用料金やデータ転送料金が課金されることはありませ
んが、Amazon EBS ボリュームのストレージについては課金されます。インスタンスがstopped状態
の間、インスタンスタイプなど、インスタンスの特定の属性を変更できます。

インスタンスを起動すると、pending状態に移行し、新しいホストコンピュータに移動されます。この
ため、インスタンスの停止と起動を行うと、前のホストコンピュータ上のインスタンスストアボリュー
ム上に存在していたすべてのデータが失われます。

インスタンスが EC2-Classic で実行されている場合、インスタンスは新しいプライベート IP アドレス
を受け取ります。つまり、プライベート IP アドレスに関連付けられていた Elastic IP アドレスは、イ
ンスタンスとの関連付けが解除されたということです。インスタンスがEC2-VPCで実行されている場
合、プライベートIPアドレスは保持されます。つまり、プライベートIPアドレスまたはネットワーク
インターフェイスに関連付けられていた Elastic IP アドレスは、インスタンスとの関連付けが継続され
るということです。

インスタンスをstoppedからrunningに移行するたびに、1時間分の使用料が請求されます。1時間以
内に何度も停止から起動へ移行した場合でも、その都度 1 時間分の料金が請求されます。

詳細については、「インスタンスの停止と起動 (p. 346)」を参照してください。

インスタンスの再起動
Amazon EC2 コンソール、Amazon EC2 CLI、および Amazon EC2 API を使って、インスタンスを再
起動できます。インスタンスからオペレーティングシステムの再起動コマンドを実行する代わりに、
Amazon EC2 を使ってインスタンスを再起動することをお勧めします。

インスタンスの再起動はオペレーティングシステムの再起動と同様です。インスタンスは同じホストコ
ンピュータに残り、そのパブリック DNS 名、プライベート IP アドレス、およびその他のデータをイ
ンスタンスストアボリュームに維持します。通常、再起動が完了するまでに数分かかりますが、再起動
に必要な時間は、インスタンスの設定によって異なります。

インスタンスを再起動しても、新しいインスタンスの課金時間は開始されません。

詳細については、「インスタンスの再起動 (p. 349)」を参照してください。

インスタンスのリタイア
インスタンスをホストしている基盤のハードウェアで回復不可能な障害が検出されると、AWS によっ
てインスタンスのリタイヤが予定されます。予定されたリタイヤ日になると、インスタンスはAWSに
よって停止または終了されます。インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームである場
合、インスタンスは停止されますが、その後いつでも再び起動できます。インスタンスのルートデバイ
スがインスタンスストアボリュームである場合、インスタンスは終了し、再び使用することはできませ
ん。
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詳細については、「インスタンスのリタイア (p. 350)」を参照してください。

インスタンスの終了
インスタンスが必要なくなったら、終了することができます。インスタンスのステータスが
shutting-downまたは terminatedに変わったら、そのインスタンスへの課金は停止します。

停止保護が有効な場合、コンソール、CLI、またはAPI を使用してインスタンスを終了できないことに
ご注意ください。

インスタンスの終了後、インスタンスはしばらくの間コンソールに表示されたままですが、エントリは
削除されます。CLIおよびAPIを使って、終了したインスタンスを記述することもできます。終了した
インスタンスへの接続や復旧はできません。

Amazon EBSバックアップした各インスタンスは、InstanceInitiatedShutdownBehavior属性を
サポートしています。この属性は、インスタンス自体からシャットダウンを開始した場合（Linux で
shutdownコマンドを使用した場合など）、インスタンスを停止または終了するかを制御します。デフォ
ルトの動作は、インスタンスの停止です。インスタンスの実行中または停止中に、この属性の設定を変
更できます。

各 Amazon EBS ボリュームは DeleteOnTermination属性をサポートします。この属性は、アタッ
チされたインスタンスを終了するときに、ボリュームの削除や保持を制御します。デフォルトでは、実
行中のインスタンスにアタッチするボリュームは保持され、ルートボリュームなど、起動時にアタッチ
するボリュームは削除されます。

詳細については、「インスタンスの終了 (p. 352)」を参照してください。

再起動、停止、終了の違い
次の表に、インスタンスの再起動、停止、終了の主な違いをまとめました。

終了停止/起動再起動特徴

なしインスタンスは新しいホス
トコンピュータで実行され
る

インスタンスは、同じホス
トコンピュータで保持され
る

ホストコン
ピュータ

なしEC2-Classic:インスタンス
は新しいプライベート IP
アドレスとパブリック IP
アドレスを取得します

EC2-VPC: インスタンスは
プライベート IP アドレス
を保持します。インスタン
スは、（停止/開始の際に変
更されない Elastic IP アド
レスを持っていない限り）
新しいパブリック IP アド
レスを取得します。

同一のまま保持されるプライベー
ト IP アドレ
スとパブ
リック IP ア
ドレス
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終了停止/起動再起動特徴

Elastic IP アドレスはインス
タンスの関連付けが解除さ
れる

EC2-Classic: Elastic IP ア
ドレスは、インスタンスの
関連付けが解除される

EC2-VPC: Elastic IPアドレ
スは、インスタンスに関連
付けられたまま維持される

Elastic IP アドレスは、イン
スタンスに関連付けられた
まま維持される

Elastic IP ア
ドレス

データは消去されるデータは消去されるデータは保持されるインスタン
スストアボ
リューム

ボリュームはデフォルトで
削除される

ボリュームは保持されるボリュームは保持されるルートデバ
イスボ
リューム

インスタンスの起動
Abstract

インスタンスを起動します。これは AWS クラウドの仮想サーバーです。

インスタンスとは AWS クラウドにある仮想サーバーです。Amazon マシンイメージ（AMI）からイン
スタンスを起動します。AMIはインスタンスに対して、オペレーティングシステム、アプリケーション
サーバ－、およびアプリケーションを提供します。

AWS にサインアップすると、AWS 無料利用枠を使って、Amazon EC2 を無料で開始することができ
ます。無料利用枠を利用することも、12か月無料でマイクロインスタンスを使用することもできます。
無料利用枠に含まれないインスタンスを起動する場合は、そのインスタンスの通常の Amazon EC2 使
用料がかかります。詳細については、Amazon EC2 料金表を参照してください。

次の方法を使用してインスタンスを起動できます。

ドキュメントメソッド

インスタンスの起動 (p. 325)選択する AMI とともに Amazon EC2 コンソール
を使用する

バックアップからインスタンスを起動する(p.331)作成した Amazon EBS スナップショットととも
に Amazon EC2 コンソールを使用する

AWS Marketplace インスタンスの起動 (p. 332)AWS Marketplace から購入した AMI とともに
Amazon EC2 を使用する

Using Amazon EC2 through the AWS CLI選択する AMI とともに AWS CLI を使用する

Launching an Instance Using the Amazon EC2 CLI選択した AMI とともに Amazon EC2 CLI を使用
する

Amazon EC2 from the AWS Tools for Windows
PowerShell

選択する AMI とともに AWS Tools for Windows
PowerShell を使用する

インスタンスを起動した後、インスタンスに接続して使用できます。最初、インスタンスの状態は
pendingです。インスタンスの状態がrunningの場合、インスタンスは起動を開始します。インスタ
ンスに接続するまで、少し時間がかかることがあります。インスタンスは、パブリック DNS 名を受信
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します。この名前はインスタンスをインターネットに接続する場合に使用できます。インスタンスはプ
ライベート DNS 名も受信します。同じ Amazon EC2 ネットワーク（EC2-Classic または EC2-VPC）
内の他のインスタンスはこの名前を使って、インスタンスと接続することができます。インスタンスへ
の接続の詳細については、インスタンスへの接続 (p. 334) を参照してください。

インスタンスを使い終わったら、必ずインスタンスを終了してください。詳細については、「インスタ
ンスの終了 (p. 352)」を参照してください。

インスタンスの起動
Abstract

Amazon EC2 コンソールを使用して AMI からインスタンスを起動します。

インスタンスを起動する前に、セットアップが終了していることを確認してください。詳細について
は、「Amazon EC2 でのセットアップ (p. 21)」を参照してください。

Important

AWS 無料利用枠に含まれないインスタンスを起動すると、インスタンスを起動して実行する
と、アイドル状態であっても、料金が発生します。

Topics
• AMI からのインスタンスの起動 (p. 325)
• 既存のインスタンスをテンプレートとして使用したインスタンスを起動 (p. 330)

AMI からのインスタンスの起動
インスタンスを起動するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. 画面の上のナビゲーションバーで、現在のリージョンが表示されます。リージョンの名前をクリッ

クして、インスタンスのリージョンを選択します。この選択は、リージョン間で共有できるのが一
部の Amazon EC2 リソースのみであるため、重要です。ニーズに合ったリージョンを選択してく
ださい。詳細については、「リソースの場所 (p. 658)」を参照してください。
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3. Amazon EC2 コンソールダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
4. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページには、Amazon マシンイメージ（AMI）と呼ば

れる基本設定リストが表示されます。AMIには、新しいインスタンスを作成するために必要なすべ
ての情報が含まれています。例えば、ある AMI にはウェブサーバーとして動作するためのすべて
のソフトウェア（Linux、Apache、ウェブサイトなど）が格納されます。

使用するAMIを選択し、[Select]をクリックします。初めに、左のペインのカテゴリを使って、使
用する AMI の種類を選択します。

• [QuickStart]カテゴリには、作業をすぐに開始できるようにするための一般的なAMIが表示され
ます。わかりやすくするために、無料利用枠内で利用できる AMI には [Free tier eligible] のマー
クが表示されます。

• [My AMIs] カテゴリには、お客様が所有しているプライベートAMI、またはお客様と共有されて
いるプライベート AMI が表示されます。

• [AWS Marketplace] は、インスタンスの起動に使用できる AMI を含めて、AWSで実行されるソ
フトウェアを購入できるオンラインストアです。AWS Marketplace からのインスタンスの起動
の詳細については、AWS Marketplace インスタンスの起動 (p. 332) を参照してください。

• [CommunityAMIs]オプションでは、AWSコミュニティメンバーが他のメンバーに対して利用で
きるようにしたパブリック AMI が表示されます。

利用できる AMI の一覧をフィルタするには、左側のフィルタオプションを使用します。例えば、
Amazon EBS-Backed コミュニティ AMI を表示するには、[Community AMIs] カテゴリを選択し、
[Operating system]の [Amazon Linux] チェックボックスをオンにして、[Root device type] の [EBS]
を選択します。

Note

AMI を選択するときは、その AMI が Instance store-Backed か Amazon EBS-Backed かの
違いが重要になります。詳細については、ルートデバイスのストレージ (p. 57) を参照し
てください。
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5. [Choose an Instance Type] ページで、起動するインスタンスのハードウェア設定とサイズを選択
します。インスタンスタイプが大きくなると、CPU およびメモリも増えます。インスタンスファ
ミリーの詳細については、インスタンスタイプ (p. 109) を参照してください。

無料利用枠内に収まるようにするには、[t1.micro] インスタンスを選択して、[Next: Configure
Instance Details] をクリックします。

Note

AWS のご利用が初めてで、インスタンスをすばやく簡単にセットアップしたい場合は、
この時点で [Review and Launch] をクリックしてデフォルトの設定を受け入れ、インスタ
ンスを起動できます。詳細については、AmazonEC2Linuxインスタンスの使用開始(p. 27)
を参照してください。

6. [Configure Instance Details] ページで、必要に応じて次の設定を変更し（すべての設定を表示する
には [Advanced Details] を展開）、[Next: Add Storage] をクリックします。

• [Number of instances]: 起動するインスタンスの数を入力します。
• [Purchasing option]: [Request Spot Instances] を選択してスポットインスタンスを起動します。
詳細については、スポットインスタンス (p. 134) を参照してください。

• [Network]: アカウントは、EC2-Classic および EC2-VPC プラットフォーム、または EC2-VPC
のみをサポートする場合があります。詳細については、サポートされているプラットフォー
ム(p. 527)を参照してください。EC2-Classicに起動するには、[Launch into EC2-Classic]を選択
します。アカウントがEC2-VPCのみをサポートしている場合は、インスタンスをデフォルトの
VPC に起動できます。この VPC は既に作成されています。アカウントがサポートしているプ
ラットフォームとは関係なく、お客様が作成した VPC（非デフォルト VPC）にインスタンスを
起動することもできます。

EC2-Classic に起動する場合
• [Availability Zone]:使用するアベイラビリティーゾーンを選択します。AWSで自動的にアベイ
ラビリティーゾーンを選択するには、[No preference] を選択します。

VPC に起動する場合
• [Network]: VPCを選択します。新しいVPCを作成するには、[Create new VPC] をクリックし
て Amazon VPC コンソールに移動します。終了したら、ウィザードに戻り、[Refresh] をク
リックして、一覧に VPC を読み込みます。

• [Subnet]: インスタンス起動するサブネットを選択します。アカウントが EC2-VPC のみの場
合は、[No preference] を選択して、AWSで任意のアベイラビリティーゾーンのデフォルトサ
ブネットを自動的に選択できます。新しいサブネットを作成するには、[Create new subnet]
をクリックしてAmazonVPCコンソールに移動します。終了したらウィザードに戻り、[Refresh]
をクリックして一覧にサブネットを読み込みます。

• [Public IP]:インスタンスがパブリックIPアドレスを受け取るように要求するには、このチェッ
クボックスをオンにします。パブリック IP アドレス設定の詳細については、Amazon EC2 イ
ンスタンスの IP アドレッシング (p. 529) を参照してください。

• [IAM Role]: 該当する場合は、インスタンスに関連付ける AWS Identity and Access Management
（IAM）ロールを選択します。詳細については、Amazon EC2の IAMロール(p. 516)を参照して
ください。

• [Shutdown behavior]: シャットダウン時にインスタンスを停止するか終了するかを選択します。
詳細については、インスタンスによって起動されたシャットダウン動作の変更(p. 355)を参照し
てください。

• [Enable termination protection]: 偶発的な終了を防ぐには、このチェックボックスをオンにしま
す。詳細については、「インスタンスの終了保護の有効化 (p. 354)」を参照してください。

• [Monitoring]: Amazon CloudWatch を使用したインスタンスの詳細モニタリングを有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。追加の変更が適用されます。詳細については、
「CloudWatch によるインスタンスのモニタリング (p. 395)」を参照してください。
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• [EBS-Optimized instance]: Amazon EBS 最適化インスタンスは、最適化された設定スタックを
使用し、Amazon EBS I/Oに対して追加の専用の容量を提供します。インスタンスタイプがこの
機能をサポートしている場合は、このチェックボックスをオンにして機能を有効にします。追加
の変更が適用されます。詳細については、「Amazon EBS最適化インスタンス (p. 127)」を参照
してください。

• [Tenancy]: インスタンスを VPC に起動する場合は、[Dedicated tenancy] を選択して、分離され
た専用のハードウェアでインスタンスを実行できます。追加の変更が適用されます。詳細につい
ては、Dedicated Instances の Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドを参照してくださ
い。

• [Network interfaces]: インスタンスを VPC に起動し、サブネットに対して [No Preference] を選
択しなかった場合、ウィザードで最大2つのネットワークインターフェイスを指定できます。選
択したインターフェイスに対して複数の IP アドレスを割り当てるには、[Add IP] をクリックし
ます。ネットワークインターフェイスの詳細については、ElasticNetwork Interface（ENI）(p. 545)
を参照してください。上記の[Public IP]チェックボックスをオンにした場合、デバイスインデッ
クスが eth0 である新しいネットワークインターフェイスに、1つのみパブリック IPアドレスを
割り当てることができます。詳細については、パブリックIDアドレスの割り当て(p. 533)を参照
してください。

• [Kernel ID]: 特定のカーネルを使用する場合を除き、[Use default] を選択します。
• [RAM disk ID]: 特定の RAM ディスクを使用する場合を除き、[Use default] を選択します。カー
ネルを選択した場合は、サポートするドライバとともに特定のRAMディスクを選択しなければ
ならない可能性があります。

• [Placement group]: プレイスメントグループは、クラスターインスタンスの論理グループです。
既存のプレイスメントグループを選択するか、新しいグループを作成します。このオプション
は、プレイスメントグループをサポートするインスタンスタイプを選択した場合にのみ使用でき
ます。詳細については、プレイスメントグループ (p. 128) を参照してください。

• [User data]: 起動時にインスタンスを設定するユーザーデータ、または設定スクリプトを実行す
るユーザーデータを指定できます。ファイルを添付するには、[As file] オプションを選択し、添
付するファイルを参照します。

7. [Add Storage] ページで、AMI によって指定されるボリューム（ルートデバイスボリュームなど）
以外に、インスタンスにアタッチするボリュームを指定します。次のオプションを変更できます。
終了したら、[Next: Tag Instance] をクリックします。

• [Type]: インスタンスと関連付けるインスタンスストアまたはAmazon EBSボリュームを選択し
ます。一覧で利用できるボリュームの種類は、選択したインスタンスタイプに応じて異なりま
す。詳細については、Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631) および Amazon EBS ボリュー
ム (p. 567) を参照してください。

• [Device]: ボリュームで利用できるデバイス名の一覧から選択します。
• [Snapshot]: ボリュームを復元するスナップショットの名前または ID を入力します。[Snapshot]
フィールドにテキストを入力して、パブリックスナップショットを検索することもできます。ス
ナップショットの説明では大文字と小文字が区別されます。

• [Size]: AmazonEBS-Backedボリュームについては、ストレージサイズを指定できます。無料利
用枠の対象となる AMI とインスタンスを選択した場合でも、無料利用枠内に収まるようにする
には、合計ストレージを 30 GB 以下に維持する必要があります。

Note

この時点でルートボリューム（またはスナップショットから作成したその他のボリュー
ム）のサイズを増やした場合は、追加のスペースを使用するためにそのボリュームの
ファイルシステムを拡張する必要があります。インスタンスの起動後、ファイルシステ
ムを拡張する詳細については、ボリュームのストレージ領域を拡張する (p. 593) を参照
してください。
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• [Volume Type]: Amazon EBS ボリュームについては、スタンダード IOPS ボリューム、または
プロビジョンド IOPS ボリュームを選択します。詳細については、Amazon EBS ボリュームの
種類 (p. 569) を参照してください。

• [IOPS]: プロビジョンド IOPS ボリュームを選択した場合は、ボリュームがサポートできる I/O
オペレーション/秒（IOPS）を入力できます。

• [Delete on Termination]: Amazon EBS ボリュームについては、インスタンスが終了したときに
ボリュームを削除するには、このチェックボックスをオンにします。詳細については、インスタ
ンスの終了で Amazon EBS ボリュームを保持する (p. 355) を参照してください。

8. [Tag Instance] ページで、キーと値の組み合わせを指定することによって、インスタンスのタグを
指定します。[Create Tag] をクリックして、複数のタグをリソースに追加します。完了したら、
[Next: Configure Security Group] をクリックします。

タグの詳細については、Amazon EC2 リソースにタグを付ける (p. 662) を参照してください。
9. [Configure Security Group] ページで、ウィザードは自動的に launch-wizard-x セキュリティグルー

プを定義して、インスタンスに接続できるようにします。

セキュリティグループとは、インスタンスのファイアウォールルールを定義するものです。この
ルールでは、どの着信ネットワークトラフィックをインスタンスに配信するかを指定します。他の
すべてのトラフィックは遮断されます。launch-wizard-xセキュリティグループは、Linuxインスタ
ンスの場合はSSH（ポート22）、Windowsインスタンスの場合はRDP（ポート3389）で自動的
にトラフィックを許可します。

Caution

launch-wizard-x セキュリティグループは、すべての IP アドレス（0.0.0.0/0）が指定され
たポート経由でインスタンスにアクセスできるようにします。これは、この短期間の演習
では許容されますが、本稼働環境では安全ではありません。特定の IP アドレスまたは特
定のアドレス範囲にのみ、インスタンスへのアクセスを限定してください。

ニーズに合わせて launch-wizard-x セキュリティグループのデフォルトのルールを変更できます。
例えば、インスタンスをウェブサーバーとして使用する場合は、ポート 80（HTTP）および 443
（HTTPS）を開いて、インターネットトラフィックがインスタンスに到達するのを許可します。

[Source] リストから [My IP] を選択し、ウィザードでコンピュータのパブリック IP アドレスを追
加します。ただし、ISP 経由で、またはファイアウォールの内側から静的な IP アドレスなしで接
続している場合は、クライアントコンピュータで使用されている IP アドレスの範囲を見つける必
要があります。さらにルールをグループに追加するには、[Add Rule] をクリックします。

また、[Select an existing security group] オプションを選択して、既存のいずれかのセキュリティ
グループ（セットアップ中に作成したものなど）を使用することもできます。既存のグループの
ルールは編集できませんが、そのグループの [Copy to new] リンクをクリックすると、ルールを新
しいグループにコピーすることができます。

セキュリティグループの詳細については、AmazonEC2セキュリティグループ(p. 477)を参照して
ください。

終了したら、[Review and Launch] をクリックします。
10. [Review Instance Launch] ページで、インスタンスの詳細をチェックし、適切な [Edit] リンクをク

リックして必要な変更を加えます。

準備ができたら、[Launch] をクリックします。
11. [Select an existing key pair or create a new key pair] ダイアログボックスで、既存のキーペアを選

択するか、新しいキーペアを作成できます。例えば、[Choose an existing key pair]を選択し、セッ
トアップ中に作成したキーペアを選択します。
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インスタンスを起動するには、確認のチェックボックスをオンにし、[Launch Instances] をクリッ
クします。

キーペアの作成の詳細については、Amazon EC2 のキーペア (p. 470) を参照してください。

Important

[Proceed without key pair] オプションを選択することをお勧めします。キーペアなしでイ
ンスタンスを起動すると、インスタンスに接続できなくなります。このオプションは、独
自のAMIを作成するときに、インスタンスに接続する必要がない場合にのみ使用します。

12. インスタンスの状態が「running」にならずに、すぐに「terminated」になってしまう場合は、
インスタンスが起動しなかった理由について確認できます。詳細については、「インスタンスがす
ぐに終了する場合の対処方法 (p. 685)」を参照してください。

既存のインスタンスをテンプレートとして使用したインスタン
スを起動
Amazon EC2 コンソールには、現在のインスタンスを他のインスタンスを起動するテンプレートとし
て使用できるようにする、[LaunchMore Like This]ウィザードオプションが用意されています。このオ
プションでは、Amazon EC2 起動ウィザードで、選択されたインスタンスから自動的に特定の設定が
入力されます。

Note

[Launch More Like This] ウィザードオプションでは、選択されたインスタンスは複製されませ
ん。一部の設定が複製されるのみです。インスタンスのコピーを作成するには、最初にインス
タンスから AMI を作成して、AMI からさらに多くのインスタンスを起動します。

次の設定詳細は、選択されたインスタンスから起動ウィザードにコピーされます。

• AMI ID
• インスタンスタイプ
• アベイラビリティーゾーン、または選択されたインスタンスがある VPC とサブネット
• 該当する場合は、インスタンスに関連付けられたタグ
• 該当する場合は、カーネル ID および RAM ディスク ID
• 該当する場合は、インスタンスに関連付けられた IAM ロール
• インスタンスに関連付けられたセキュリティグループ
• VPC（共有または専用）に起動する場合は、テナンシー設定
• Amazon EBS 最適化設定（true または false）

次の設定の詳細は選択されたインスタンスからコピーされず、代わりにウィザードがデフォルトの設定
または動作を適用します。

• ストレージ: デフォルトのストレージ設定は AMI およびインスタンスタイプによって決まります。
• パブリック IP アドレス: インスタンスにパブリック IP アドレスを割り当てるオプションは、デフォ
ルトのサブネットに起動するときにデフォルトで有効になります。

• 終了保護: デフォルトで無効になります。
• シャットダウン動作: デフォルトで「stop」に設定されます。
• ユーザーデータ: デフォルトではありません。
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現在のインスタンスをテンプレートとして使用するには

1. [インスタンス] ページで、使用するインスタンスを選択します。
2. [Actions] をクリックし、[Launch More Like This] を選択します。
3. [Review Instance Launch] ページで起動ウィザードが開きます。インスタンスの詳細をチェック

し、適切な [Edit] リンクをクリックして、必要な変更を行うことができます。

準備ができたら、[Launch] をクリックしてキーペアを選択し、インスタンスを起動します。

バックアップからインスタンスを起動する
Abstract

Amazon EBS スナップショットからインスタンスを起動します。

Amazon EBS でバックアップしたインスタンスを使うと、スナップショットを作成することで、イン
スタンスのルートデバイスボリュームをバックアップすることができます。インスタンスのルートデバ
イスボリュームのスナップショットがある場合、そのインスタンスを終了して、後でスナップショット
から新しいインスタンスを起動できます。インスタンスの起動元のオリジナルのAMIがないけれども、
同じイメージを使ってインスタンスを起動する必要がある場合に、これは便利です。

Important

この時点で、スナップショットからWindows AMI を作成できますが、AMI からインスタンス
を起動することはできません。

インスタンスのルートボリュームから AMI を作成するには、次の手順に従います。好みに応じて、
ec2-register コマンドを使用することもできます。

ルートボリュームから AMI を作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Elastic Block Store] の [Snapshots] をクリックします。
3. Create Snapshot をクリックします。
4. [Volumes] フィールドで、ルートボリュームの名前または ID の入力を開始し、オプションのリス

トから選択します。
5. 先ほど作成したスナップショットを選択し、[Actions] リストから [Create Image] を選択します。
6. [Create Image from EBS Snapshot] ダイアログボックスで、AMIを作成するためのフィールドに入

力し、[Create] をクリックします。必ず以下の操作を実行してください。

• [Architectureリスト（32 ビットの場合は [i386]、64 ビットの場合は [x86_64]）からアーキテク
チャを選択します。

• [Kernel ID] リストから AKI を選択します。デフォルトの AKI を選択する場合、あるいは AKI を
選択しない場合も、インスタンスの起動時に必ずAKIを指定する必要があります。また、デフォ
ルトの AKI がインスタンスと互換性がないために、インスタンスのヘルスチェックが失敗する
場合があります。

7. ナビゲーションペインの [AMIs] を選択します。
8. 作成した AMI を選択し、[Launch] をクリックします。ウィザードにしたがって、インスタンスを

起動します。ウィザードの各ステップの設定方法については、インスタンスの起動(p. 325)を参照
してください。
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AWS Marketplace インスタンスの起動
Abstract

AWS Marketplace 製品を受信登録し、Amazon EC2 起動ウィザードを使用して AMI からインスタンスを起動しま
す。

AWS Marketplace 製品を受信登録し、Amazon EC2 起動ウィザードを使用して、この製品の AMI から
インスタンスを起動できます。有料のAMI の詳細については、有料AMI (p. 73) を参照してください。
起動後に受信登録をキャンセルするには、初めに受信登録から、実行されているすべてのインスタンス
を終了する必要があります。詳細については、「AWS Marketplace 受信登録を管理する (p. 77)」を参
照してください。

起動ウィザードを使用して AWS Marketplace からインスタンスを起動するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. Amazon EC2 ダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
3. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページで、左の [AWS Marketplace] カテゴリを選択し

ます。カテゴリを参照するか、検索機能を使用して適切な AMI を見つけます。[Search] をクリッ
クして製品を選択します。

4. ダイアログに、選択した製品の概要が表示されます。価格情報と、ベンダーが提供したその他の情
報を表示できます。準備が完了したら、[Continue] をクリックします。

Note

AMI でインスタンスを起動するまで、製品の使用料は発生しません。ウィザードの次の
ページでは、インスタンスタイプの選択が求められるため、サポートされているインスタ
ンスタイプの料金をメモしておいてください。

5. [Choose an Instance Type] ページで、起動するインスタンスのハードウェア設定とサイズを選択
します。終了したら、[Next: Configure Instance Details] をクリックします。

6. ウィザードの次のページでは、インスタンスの設定、ストレージの追加、およびタグの追加を行う
ことができます。設定できるさまざまなオプションの詳細については、インスタンスの起動(p.325)
を参照してください。[Configure Security Group]ページが表示されるまで、[Next]をクリックしま
す。

製品に関するベンダーの仕様にしたがって、新しいセキュリティグループが作成されます。セキュ
リティグループには、SSH（ポート 22）または RDP（ポート 3389）ですべての IP アドレス
（0.0.0.0/0）を許可するルールが含まれる場合があります。これらのルールを調整して、特定のIP
アドレスまたはアドレスの範囲のみが、これらの特定のポート経由でインスタンスにアクセスでき
るようにすることをお勧めします。

準備ができたら、[Review and Launch] をクリックします。
7. [Review Instance Launch] ページで、インスタンスを起動しようとしている AMI の詳細と、ウィ

ザードでセットアップするその他の設定の詳細をチェックします。準備ができたら、[Launch]をク
リックしてキーペアを選択または作成し、インスタンスを起動します。

8. 受信登録した製品によっては、インスタンスの起動には数分以上かかります。インスタンスが起動
する前に、まず製品に登録されます。クレジットカードの詳細に問題がある場合は、アカウントの
詳細を更新するように求められます。起動確認のページが表示されたら、[View Instances]をクリッ
クして [インスタンス] ページに移動します。
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Note

インスタンスが実行されている限り、アイドル状態であっても、受信登録費用が発生しま
す。インスタンスが停止している場合でも、ストレージに対して課金されることがありま
す。

9. インスタンスの状態が [running] の場合、そのインスタンスに接続することができます。そのため
には、一覧でインスタンスを選択し、[Connect] をクリックします。ダイアログの指示にしたがい
ます。インスタンスへの接続の詳細については、インスタンスへの接続(p. 334)を参照してくださ
い。

Important

インスタンスにログインするには、特定のユーザー名を使用しなければならない場合があ
るため、ベンダーの使用手順を慎重に確認してください。受信登録の詳細へのアクセスに
ついては、AWS Marketplace 受信登録を管理する (p. 77) を参照してください。

API と CLI を使用した AWS Marketplace AMI インスタンスの
起動
API またはコマンドラインツールを使用して、AWS Marketplace 製品からインスタンスを起動するに
は、まず製品に登録していることを確認します。次の方法を使用して、製品の AMI ID でインスタンス
を起動できます。

ドキュメントメソッド

run-instances コマンドを使用するか、詳細について「インスタンス
の起動」を参照してください。

AWS CLI

ec2-run-instancesコマンドを使用するか、詳細についてAmazonEC2
CLI を使用したインスタンスの起動を参照してください。

Amazon EC2 CLI

New-EC2Instance コマンドを使用するか、詳細についてWindows
PowerShell を使用したAmazon EC2インスタンスの起動を参照して
ください。

AWS Tools for Windows
PowerShell

RunInstancesリクエストを使用します。クエリ API
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インスタンスへの接続
Abstract

インスタンスに接続し、ローカルコンピュータとの間でデータを転送します。

このセクションでは、起動したインスタンスに接続する方法と、ローカルコンピュータとインスタンス
の間でファイルを転送する方法について説明します。

トピックハードウェアコンピュータ

SSH を使用した Linux/Unix インスタンスへの接
続 (p. 334)

Linux/UnixLinux/Unix

PuTTYを使用したWindowsから Linux/Unix イン
スタンスへの接続 (p. 338)

Linux/UnixWindows

Mindtermを使ったウェブブラウザからインスタン
スへの接続 (p. 343)

Linux/Unixすべて

RDP を使用したWindows インスタンスへの接
続 (p. 344)

WindowsAll

インスタンスを接続した後で、チュートリアル:LAMPウェブサーバーのインストール(p. 39)やチュー
トリアル: Amazon EC2 を使ったWordPress ブログのホスティング (p. 46) など、いずれかのチュート
リアルを試すことができます。

SSH を使用した Linux/Unix インスタンスへの接続
Abstract

SSH クライアントを使用して Linux/Unix インスタンスに接続します。

インスタンスを起動したら、これに接続し、普通のコンピュータと同じように使用できます。

インスタンスの接続でエラーが発生した場合は、「TroubleshootingConnecting to Your Instance」を参
照してください。

次の手順では、SSH クライアントを使って、インスタンスに接続する方法について説明します。

Topics
• 前提条件 (p. 334)
• Linux/Unix インスタンスへの接続 (p. 335)
• SCP による Linux/Unix から Linux/Unix インスタンスへのファイルの転送 (p. 336)

前提条件
• SSH クライアントのインストール
Linux コンピュータではほとんどの場合、デフォルトで SSH クライアントが含まれています。SSH
クライアントがあるかどうかを確認するには、コマンドラインでsshと入力します。使用しているコ
ンピュータでコマンドが認識されない場合は、OpenSSHプロジェクトから、SSHツールの完全なス
イートの無料実装が提供されています。詳細については、http://www.openssh.orgを参照してくださ
い。

• Amazon EC2 CLI ツールをインストールする
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（オプション）サードパーティのパブリックAMIを使用する場合は、ec2-get-console-output コマン
ドを使用してフィンガープリントを確認します。

• インスタンスの ID を取得する
Amazon EC2 コンソールを使用して、インスタンスの ID を取得できます（[Instance ID] 列を確認し
ます）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• インスタンスのパブリック DNS 名を取得する
AmazonEC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[PublicDNS]
列を確認します。この列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして [Public DNS]を選
択します）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• プライベートキーを見つける
インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド SSH トラフィックを有効にする
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信SSHトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

Linux/Unix インスタンスへの接続
SSH を使用してインスタンスに接続するには

1. （オプション）サードパーティ製のパブリック AMI を起動している場合、インスタンス上ではな
く、ローカルシステム上で ec2-get-console-output コマンドを実行し、SSH HOST KEY
FINGERPRINTSセッションを割り当てます。インスタンスのフィンガープリントと比較できるよ
うに、フィンガープリント（1f:51:ae:28:bf:89:e9:d8:1f:25:5d:37:2d:7d:b8:ca:9f:f5:f1:6fなど）を控
えておきます。

ec2-get-console-output instance_id

2. コマンドラインシェルで、インスタンスを起動した時に作成した秘密キーファイルの場所にディレ
クトリを変更します。

3. chmod コマンドを使って、秘密キーファイルが公開されていないことを確認します。例えば、秘
密キーファイルが my-key-pair.pemという名前の場合、次のコマンドを使用します。

chmod 400 my-key-pair.pem

4. ssh コマンドを使って、インスタンスに接続します。秘密キー（.pem）ファイルと
user_name@public_dns_name を指定します。Amazon Linux の場合は、デフォルトのユーザー名
は ec2-userです。RHEL5 の場合は、ほとんどの場合ユーザー名は rootですが、ec2-userの
場合もあります。Ubuntuの場合は、ユーザー名はubuntuです。SUSELinuxの場合は、ユーザー
名は rootです。それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

ssh -i my-key-pair.pem ec2-user@ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com

以下のようなレスポンスが表示されます。

The authenticity of host 'ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com 
(10.254.142.33)'
can't be established.
RSA key fingerprint is 
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1f:51:ae:28:bf:89:e9:d8:1f:25:5d:37:2d:7d:b8:ca:9f:f5:f1:6f.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

5. （オプション）パブリック AMI を起動している場合、セキュリティアラートのフィンガープリン
トが、ステップ1で入手したフィンガープリントと一致していることを確認します。これらのフィ
ンガープリントが一致しない場合、「中間者（MITM）」攻撃を受けている可能性があります。一
致した場合は、次の手順に進んでください。

6. yesと入力します。

以下のようなレスポンスが表示されます。

Warning: Permanently added 'ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com' (RSA)

to the list of known hosts.

SCP による Linux/Unix から Linux/Unix インスタンスへのファ
イルの転送
ローカルコンピュータとLinux/Unixインスタンスの間でファイルを転送する方法の1つとして、Secure
Copy（SCP）を使用します。このセクションでは、SCPでファイルを転送する方法について説明しま
す。この手順は、SSH を使用してインスタンスに接続する手順とよく似ています。

前提条件

• SCP クライアントのインストール
ほとんどの Linux、Unix、および Apple コンピュータには、デフォルトで SCP クライアントが含ま
れています。含まれていない場合は、OpenSSHプロジェクトから、SSHツールの完全なスイートの
無料実装が提供されており、これに SCP クライアントが含まれます。詳細については、
http://www.openssh.org を参照してください。

• インスタンスの ID を取得する
Amazon EC2 コンソールを使用して、インスタンスの ID を取得できます（[Instance ID] 列を確認し
ます）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• インスタンスのパブリック DNS 名を取得する
AmazonEC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[PublicDNS]
列を確認します。この列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして [Public DNS]を選
択します）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• プライベートキーを見つける
インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド SSH トラフィックを有効にする
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信SSHトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

SCP を使用してファイルを転送するステップを次に示します。既に SSH でインスタンスに接続し、
フィンガープリントの確認が完了している場合は、SCP コマンドを実行するステップ（ステップ 4）
から開始できます。
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SCP を使用してファイルを転送するには

1. （オプション）サードパーティ製のパブリック AMI を起動している場合、インスタンス上ではな
く、ローカルシステム上で ec2-get-console-output コマンドを実行し、SSH HOST KEY
FINGERPRINTSセッションを割り当てます。インスタンスのフィンガープリントと比較できるよ
うに、フィンガープリント（1f:51:ae:28:bf:89:e9:d8:1f:25:5d:37:2d:7d:b8:ca:9f:f5:f1:6fなど）を控
えておきます。

ec2-get-console-output instance_id

2. コマンドラインシェルで、インスタンスを起動した時に指定した秘密キーファイルの場所にディレ
クトリを変更します。

3. chmod コマンドを使って、秘密キーファイルが公開されていないことを確認します。例えば、秘
密キーファイルが my-key-pair.pemという名前の場合、次のコマンドを使用します。

chmod 400 my-key-pair.pem

4. インスタンスのパブリック DNS 名を使って、インスタンスにファイルを転送します。例えば、秘
密キーファイルの名前が my-key-pair、転送するファイルが SampleFile.txt、インスタンス
のパブリック DNS の名前が ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.comの場合、次のコ
マンドを使って、ファイルを ec2-userホームディレクトリにコピーします。

scp -i my-key-pair.pem SampleFile.txt ec2-user@ec2-198-51-100-1.compute-
1.amazonaws.com:~

Tip

Amazon Linuxの場合は、デフォルトのユーザー名は ec2-userです。RHEL5の場合は、
ほとんどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。Ubuntuの場合
は、ユーザー名は ubuntuです。SUSE Linux の場合は、ユーザー名は rootです。それ
以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

以下のようなレスポンスが表示されます。

The authenticity of host 'ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com 
(10.254.142.33)'
can't be established.
RSA key fingerprint is 
1f:51:ae:28:bf:89:e9:d8:1f:25:5d:37:2d:7d:b8:ca:9f:f5:f1:6f.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

5. （オプション）パブリック AMI を起動している場合、セキュリティアラートのフィンガープリン
トが、ステップ1で入手したフィンガープリントと一致していることを確認します。これらのフィ
ンガープリントが一致しない場合、「中間者（MITM）」攻撃を受けている可能性があります。一
致した場合は、次の手順に進んでください。

6. yesと入力します。

以下のようなレスポンスが表示されます。

Warning: Permanently added 'ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com' (RSA)

to the list of known hosts.
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Sending file modes: C0644 20 SampleFile.txt
Sink: C0644 20 SampleFile.txt
SampleFile.txt                                100%   20     0.0KB/s   00:00

逆の方向（Amazon EC2 インスタンスからローカルコンピュータに）にファイルを転送する場合は、
ホストパラメータの順番を逆にするだけです。例えば、SampleFile.txtファイルをEC2インスタンスか
らローカルコンピュータのホームディレクトリに SampleFile2.txt として転送するには、ローカルコン
ピュータで次のコマンドを実行します。

scp -i my-key-pair.pem ec2-user@ec2-198-51-100-1.compute-1.amazonaws.com:~/Sample 
File.txt ~/SampleFile2.txt

PuTTY を使用したWindows から Linux/Unix インス
タンスへの接続

Abstract

Windows 向けの無料の SSH クライアントである PuTTY を使用して、Linux/Unix インスタンスに接続します。

インスタンスを起動したら、これに接続し、普通のコンピュータと同じように使用できます。

インスタンスの接続でエラーが発生した場合は、「TroubleshootingConnecting to Your Instance」を参
照してください。

次の手順では、Windows 用の無料の SSH クライアントである PuTTY を使用して、インスタンスに接
続する方法について説明します。

Topics
• 前提条件 (p. 338)
• PuTTYgen を使用した秘密キーの変換 (p. 339)
• PuTTY セッションの開始 (p. 339)
• PuTTY Secure Copy Client を使った、インスタンスへのファイルの転送 (p. 341)
• WinSCP を使った、インスタンスへのファイルの転送 (p. 342)

前提条件
• PuTTY のインストール
PuTTYのダウンロードページから、PuTTYをダウンロードしてインストールします。必ずスイート
全部をインストールしてください。

• インスタンスの ID を取得する
Amazon EC2 コンソールを使用して、インスタンスの ID を取得できます（[Instance ID] 列を確認し
ます）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• インスタンスのパブリック DNS 名を取得する
AmazonEC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[PublicDNS]
列を確認します。この列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして [Public DNS]を選
択します）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• プライベートキーを見つける
インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド SSH トラフィックを有効にする

API Version 2014-02-01
338

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
PuTTY を使用した接続

http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/TroubleshootingInstancesConnecting.html
http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-DescribeInstances.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-DescribeInstances.html


インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信SSHトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

PuTTYgen を使用した秘密キーの変換
PuTTYは、Amazon EC2によって生成される秘密キー形式（.pem）をネイティブにサポートしていま
せん。PuTTY には、キーを必要な PuTTY 形式（.ppk）に変換できる PuTTYgen と呼ばれるツールが
含まれています。PuTTYを使用してインスタンスへの接続を試みる前に、秘密キーをこの形式（.ppk）
に変換する必要があります。

プライベートキーの変換方法

1. PuTTYgenを開始します（例:[Start]メニューでAll Programs > PuTTY >PuTTYgenをクリック）。
2. [Type of key to generate] の下で、[SSH-2 RSA] を選択します。

3. [Load]をクリックします。デフォルトでは、PuTTYgenには拡張子 .ppkを持つファイルだけが表
示されます。.pemファイルの場所を特定するには、すべてのタイプのファイルを表示するオプショ
ンを選択します。

4. .pemファイルを選択し、[Open] をクリックします。[OK] をクリックして、確認ダイアログボッ
クスを閉じます。

5. [Save private key] をクリックして、PuTTY が使用できる形式でキーを保存します。PuTTYgen
に、パスフレーズなしでキーを保存することに関する警告が表示されます。[Yes] をクリックしま
す。

Note

秘密キーのパスフレーズには、保護を強化する働きがあります。秘密キーが他者に見つ
かっても、パスフレーズがなければキーは使用不可能です。パスフレーズ使用における欠
点は、インスタンスにログオンする、またはファイルをインスタンスにコピーするのに人
間の介入が必要となるため、自動化が難しくなることです。

6. キーペアに使用した名前と同じ名前をキーに指定します（例: my-key-pair）。PuTTY は自動的
にファイル拡張子 .ppkを加えます。

プライベートキーが PuTTY で使用するための正しい形式となりました。これで、PuTTY の SSH クラ
イアントを使用してインスタンスに接続することができます。

PuTTY セッションの開始
PuTTY セッションの開始方法

1. （オプション）サードパーティ製のパブリック AMI を起動している場合、インスタンス上ではな
く、ローカルシステム上で ec2-get-console-output コマンドを実行し、SSH HOST KEY
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FINGERPRINTSセッションを割り当てます。インスタンスのフィンガープリントと比較できるよ
うに、フィンガープリント（1f:51:ae:28:bf:89:e9:d8:1f:25:5d:37:2d:7d:b8:ca:9f:f5:f1:6fなど）を控
えておきます。

C:\> ec2-get-console-output instance_id

2. PuTTY を開始します（[Start] メニューで All Programs > PuTTY > PuTTY をクリックします）。
3. [Category] ペインで [Session] を選択し、次のフィールドに入力します。

a. [Host Name]フィールドで、user_name@public_dns_nameを入力します。AMIに対して、
必ず適切なユーザー名を指定してください。以下に例を示します。

• Amazon Linux AMI の場合は、ユーザー名は ec2-userです。

• RHEL5 AMI の場合は、ほとんどの場合ユーザー名は rootですが、ec2-userの場合もあ
ります。

• Ubuntu AMI の場合は、ユーザー名は ubuntuです。

• それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

b. [Connection type] で [SSH] を選択します。
c. [Port] が 22 であることを確認します。

4. [Category] ペインで、[Connection]、[SSH] の順に展開し、[Auth] を選択します。次のように入力
します。

a. [Browse] をクリックします。
b. キーペア用に生成した .ppkファイルを選択し、[Open] をクリックします。
c. （オプション）後でこのセッションを再度開始する場合、将来使用できるようにセッション情

報を保存できます。[Category] ツリーで [Session] を選択し、[Saved Sessions] にセッション
の名前を入力して、[Save] をクリックします。

d. [Open] をクリックして、PuTTY セッションを開始します。
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5. このインスタンスに接続するのが初めての場合は、接続先のホストを信頼するかどうかを尋ねるセ
キュリティアラートダイアログボックスが表示されます。

6. （オプション）パブリック AMI を起動している場合、セキュリティアラートのフィンガープリン
トが、ステップ1で入手したフィンガープリントと一致していることを確認します。これらのフィ
ンガープリントが一致しない場合、「中間者（MITM）」攻撃を受けている可能性があります。一
致した場合は、次の手順に進んでください。

7. [Yes] をクリックします。ウィンドウが開き、インスタンスに接続した状態になります。

Note

秘密キーを PuTTY 形式に変換するときにパスフレーズを指定した場合は、インスタンス
へのログイン時にそのパスフレーズを指定する必要があります。

PuTTY Secure Copy Clientを使った、インスタンスへのファイ
ルの転送
PuTTYSecureCopyClient（PSCP）は、WindowsコンピュータとLinux/Unixインスタンスの間でファ
イルを転送できるようにするコマンドラインツールです。グラフィカルユーザーインターフェイス
（GUI）を使用する場合は、WinSCP という名前のオープンソース GUI ツールを使用できます。詳細
については、「WinSCPを使った、インスタンスへのファイルの転送 (p. 342)」を参照してください。

PSCPを使用するには、PuTTYgenを使用した秘密キーの変換(p. 339)で生成したプライベートキーが
必要です。また、Linux/Unix インスタンスのパブリック DNS アドレスも必要です。

次の例では、ファイル Sample_file.txtをWindows コンピュータから Linux/Unix インスタンス上
の /usr/localディレクトリに転送します。

C:\> pscp -i C:\Keys\my-key-pair.ppk C:\Sample_file.txt user_name@pub 
lic_dns:/usr/local/Sample_file.txt
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WinSCP を使った、インスタンスへのファイルの転送
WinSCP は Windows 用の GUI ベースのファイルマネージャで、SFTP、SCP、FTP、および FTPS プ
ロトコルを使って、ファイルをリモートコンピュータにアップロードおよび転送することができます。
WinSCP を使用すると、Windows マシンから Linux インスタンスにファイルをドラッグアンドドロッ
プしたり、2 つのシステム間でディレクトリ構造全体を同期させることができます。

WinSCPを使用するには、PuTTYgenを使用した秘密キーの変換(p. 339)で生成した秘密キーが必要で
す。また、Linux/Unix インスタンスのパブリック DNS アドレスも必要です。

1. http://winscp.net/eng/download.php から WinSCP をダウンロードしてインストールします。ほと
んどの場合、デフォルトのインストールオプションでかまいません。

2. WinSCP を起動します。
3. [WinSCP login] 画面で、インスタンスのパブリック DNS アドレスを [Host name] に入力します。
4. [User name]については、AMIのデフォルトユーザー名を入力します。Amazon Linux AMIの場合、

ユーザー名は、ec2-userです。Red Hat AMI の場合、ユーザー名は rootで、Ubuntu AMI の場
合、ユーザー名は ubuntuです。

5. [Private key] に対して、秘密キーのパスを入力するか、[...] ボタンをクリックして、ファイルをブ
ラウズします。

Note

WinSCP は PuTTY 秘密キーファイル（.ppk）ファイルを必要とします。PuTTYgen を
使って、.pemセキュリティキーファイルを .ppkフォーマットに変換することができま
す。詳細については、「PuTTYgenを使用した秘密キーの変換(p. 339)」を参照してくださ
い。

6. （オプション）左側のパネルで [Directories] をクリックし、[Remote directory] に対してファイル
を追加するディレクトリのパスを入力します。

7. [Login]をクリックして接続し、[Yes]をクリックしてホストのフィンガープリントをホストのキャッ
シュに追加します。
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8. 接続確立後、接続ウィンドウにはLinuxインスタンスが右側、ローカルマシンが左側に表示されま
す。ローカルマシンからリモートファイルシステムへ、ファイルを直接ドラッグアンドドロップす
ることができます。WinSCPの詳細については、http://winscp.net/eng/docs/startのドキュメントを
参照してください。

Mindtermを使ったウェブブラウザからインスタンス
への接続

Abstract

MindTerm を使って、ウェブブラウザからインスタンスに接続します。

インスタンスを起動したら、これに接続し、普通のコンピュータと同じように使用できます。

インスタンスの接続でエラーが発生した場合は、「TroubleshootingConnecting to Your Instance」を参
照してください。

次の手順では、Amazon EC2 コンソールを介して、Mindterm を使ってインスタンスに接続する方法に
ついて説明します。

前提条件
• Install Java
ご使用の Linux コンピュータには通常、Java が組み込まれています。Java が組み込まれていない場
合、ウェブブラウザでJavaを有効にするにはどうすればいいですか?WindowsまたはMacクライア
ント上で、管理者認証情報を使用してブラウザを実行する必要があります。Linux の場合、root

としてログインしていない場合は、追加のステップが必要になる場合があります。
• ご使用のブラウザで Java を有効にする
手順については、http://java.com/en/download/help/enable_browser.xml を参照してください。

• プライベートキーを見つける
インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド SSH トラフィックを有効にする
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信SSHトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

MindTerm の起動
MindTerm を使用して、ウェブブラウザによりインスタンスに接続するには

1. Amazon EC2 コンソール内で、ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
2. インスタンスを選択し、[Connect] をクリックします。
3. [A Java SSH client directly from my browser (Java required)] をクリックします。
4. Amazon EC2 は、インスタンスのパブリックDNS名を自動的に検出し、[Public DNS] に自動的に

名前を入力します。また、インスタンスの起動時に指定したキーペアの名前も検出されます。次の
ように入力し、[Launch SSH Client] をクリックします。

a. [User name] に、インスタンスにログインするためのユーザー名を入力します。
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Tip

Amazon Linuxの場合は、デフォルトのユーザー名は ec2-userです。RHEL5の場合
は、ほとんどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。Ubuntu
の場合は、ユーザー名は ubuntuです。SUSE Linux の場合は、ユーザー名は root
です。それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

b. Private key pathに、秘密キー（.pem）ファイルの完全修飾パスを入力します。
c. （オプション）[Store in browser cache]をクリックして、ブラウザキャッシュにプライベート

キーの場所を保存します。これにより、Amazon EC2 はユーザーがブラウザのキャッシュを
クリアするまで、以降のブラウザセッションで秘密キーの場所を検出します。

5. 必要に応じて、証明書を信頼するかどうかを指定する画面で [Yes] をクリックします。
6. [Run] をクリックして MindTerm クライアントを実行します。
7. ライセンス契約書に同意する場合は、[Accept] をクリックします。
8. MindTermを実行するのが初めての場合、ホームディレクトリなどの設定を確認するための一連の

ダイアログボックスが表示されます。これらの設定を確認します。ウィンドウが開き、インスタン
スに接続した状態になります。

RDP を使用したWindows インスタンスへの接続
Abstract

RDP クライアントを使用して、Windows インスタンスに接続します。

インスタンスを起動したら、これに接続し、普通のコンピュータと同じように使用できます。

インスタンスに接続しようとするとエラーが表示される場合は、「Amazon Elastic Compute Cloud
Microsoft Windows Guide」の「Windows インスタンスのトラブルシューティング」を参照してくださ
い。

次の手順では、RDP クライアントを使ってインスタンスに接続する方法を説明します。

Topics
• 前提条件 (p. 344)
• Windows インスタンスへの接続 (p. 345)
• Windows から Windows Server インスタンスへのファイルの転送 (p. 346)

前提条件
• RDP クライアントのインストール
Windowsコンピュータにはデフォルトで、RDPクライアントが搭載されています。RDPクライアン
トを確認するには、コマンドプロンプトウィンドウで mstsc と入力します。お使いのコンピュータ
がこのコマンドを認識しない場合は、Microsoft Windows ホームページを参照し、「リモートデスク
トップ接続」を検索してダウンロードしてください。Mac OS X の場合は、Microsoft のリモートデ
スクトップクライアントを使います。Linux/Unix の場合は、rdesktop を使用できます。

• インスタンスの ID を取得する
Amazon EC2 コンソールを使用して、インスタンスの ID を取得できます（[Instance ID] 列を確認し
ます）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• インスタンスのパブリック DNS 名を取得する
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AmazonEC2コンソールを使用して、インスタンスのパブリックDNSを取得できます（[PublicDNS]
列を確認します。この列が非表示の場合は、[Show/Hide] アイコンをクリックして [Public DNS]を選
択します）。もしくは、ec2-describe-instances コマンドを使用できます。

• プライベートキーを見つける
インスタンスの起動時に指定したキーペアの .pemファイルの完全修飾パスが必要です。

• IP アドレスからインスタンスへのインバウンド RDP トラフィックを有効にする
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループで、IPアドレスからの受信RDPトラフィッ
クが許可されることを確認します。詳細については、「AuthorizingNetworkAccess toYour Instances」
を参照してください。

• Internet Explorer で最良の結果を得るには、最新バージョンを実行してください。

Windows インスタンスへの接続
Windows インスタンスに接続するには、初期の管理者パスワードを取得する必要があります。次に、
リモートデスクトップを使用してインスタンスに接続するときに、このパスワードを指定します。

Note

Windowsインスタンスでは、一度に2つの同時リモート接続しか許可されていません。3つめ
の接続を行おうとすると、エラーが発生します。詳細については、「1 つの接続で実行可能な
同時リモート接続数を構成する」を参照してください。

Windows インスタンスに接続するには

1. Amazon EC2 コンソールでは、インスタンスを選択し、[Connect] をクリックします。
2. [Connect To Your Instance] ダイアログボックスで、[Get Password] をクリックします（インスタ

ンスが起動してからパスワードが使用できるようになるまで数分かかります）。
3. [Browse]をクリックし、インスタンスの起動時に作成したプライベートキーファイルを探します。

ファイルを選択して [Open] をクリックすると、ファイルの内容がすべて [Contents] ボックスにコ
ピーされます。

4. [Decrypt Password] をクリックします。コンソールは、インスタンスのデフォルトの管理者パス
ワードを [Connect To Your Instance] ダイアログボックスに表示し、以前の実際のパスワードが
[Get Password] へのリンクに置き換えられます。

5. デフォルトの管理者パスワードを記録するか、クリップボードにコピーします。このパスワードは
インスタンスに接続するのに必要です。

6. [Download Remote Desktop File] をクリックします。ブラウザによって .rdp ファイルを開くか、
保存するよう求められます。どちらでもかまいません。終了したら、[Close] をクリックして
[Connect To Your Instance] ダイアログボックスを閉じます。

7. .rdp ファイルを開いた場合は、[Remote Desktop Connection] ダイアログボックスが表示されま
す。.rdp ファイルを保存した場合は、ダウンロードしたディレクトリまで移動して .rdp ファイル
をダブルクリックすると、このダイアログボックスが表示されます。リモート接続の発行元が不明
であるという警告が表示されることがあります。[Connect] をクリックしてインスタンスに接続し
ます。セキュリティ証明書を認証できなかったという警告が表示されることがあります。[Yes] を
クリックして続行します。

8. メッセージが表示されたら、以前記録またはコピーしたデフォルトの[Administrator]アカウントと
デフォルトの管理者パスワードを使って、インスタンスにログインします。

接続したら、次の操作を実行することをお勧めします。

• 管理者パスワードをデフォルト以外の値に変更します。パスワードの変更は、そのインスタンスにロ
グインした状態で行います。これは通常のWindows Server と同じです。
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• 管理者権限を持つユーザーアカウントをもう1つインスタンスに作成します。これは管理者パスワー
ドを忘れた場合や、管理者アカウントで問題が発生した場合の安全策です。

WindowsからWindows Server インスタンスへのファイルの転
送
インスタンスの使い方は、通常のWindowsServerと同じです。例えば、Windowsリモートデスクトッ
プのローカルファイル共有機能を使用して、AmazonEC2WindowsインスタンスとローカルのWindows
コンピュータの間でファイルを転送できます。Windows リモートデスクトップ接続ソフトウェアでこ
のオプションを有効にすると、Amazon EC2 Windows インスタンスからローカルファイルにアクセス
できます。例えば、ハードディスクドライブ、DVD ドライブ、ポータブルメディアドライブ、および
マップされたネットワークドライブ上のローカルファイルにアクセスすることができます。この機能に
ついては、MicrosoftサポートウェブサイトまたはMSDNブログウェブサイトのThemost useful feature
of Remote Desktop I never knew about を参照してください。

インスタンスの停止と起動
Abstract

ルートデバイスとして Amazon EBS ボリュームを使用しているすべてのインスタンスを停止して起動します。

インスタンスにルートデバイスとして Amazon EBS ボリュームがある場合、そのインスタンスを停止
して再起動できます。インスタンスにはそのインスタンス ID が保持されますが、概要セクションで述
べられているように変更することはできません。

ユーザーがインスタンスを停止すると、インスタンスはシャットダウンされます。停止されているイン
スタンスの毎時使用量またはデータ転送料金に対して課金しませんが、Amazon EBS ボリュームのス
トレージに対しては課金します。この切り替えを1時間以内に複数回行う場合でも、停止されているイ
ンスタンスを起動するたびに、全体のインスタンス時間に対して課金します。AmazonEBS-Backedイ
ンスタンスを停止し、stopping状態に「stuck」が表示されている場合、インスタンスを強制終了で
きます。詳細については、インスタンスの停止に関するトラブルシューティング(p. 691)を参照してく
ださい。

インスタンスが停止している間、他のボリュームと同様にそのルートボリュームを扱い、変更すること
ができます（ファイルシステムの問題を修復したり、ソフトウェアを更新したりするなど）。停止して
いるインスタンスからボリュームを接続解除し、それを実行中のインスタンスに接続して、変更を行
い、実行中のインスタンスから接続解除して、停止しているインスタンスに再接続します。インスタン
スのブロックデバイスマッピングにルートデバイスとして指定されたストレージデバイス名を使用し
て、ボリュームを接続解除していることを確認します。

インスタンスが必要なくなったら、終了することができます。インスタンスの状態がshutting-down
または terminatedに変わったら、そのインスタンスへの課金は停止します。詳細については、「イ
ンスタンスの終了 (p. 352)」を参照してください。

概要
停止できるのは Amazon EBS-Backed インスタンスだけです。インスタンスのルートデバイスタイプ
を確認するには、インスタンスを記述し、そのルートボリュームのデバイスタイプが ebs（Amazon
EBS-Backed インスタンス）か instance store（Instance store-Backed インスタンス）かをチェッ
クします。

実行中のインスタンスを停止すると、次の処理が実行されます。
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• インスタンスは正常なシャットダウンを実行し、実行を停止します（ステータスはstopping、次に
stoppedに変わります）。

• Amazon EBS ボリュームはインスタンスに接続されたままとなり、そのデータは保持されます。
• ホストコンピュータのRAMまたはホストコンピュータのインスタンスストアボリュームに保存され
たデータはなくなります。

• EC2-Classic: インスタンスを停止すると、インスタンスのパブリックおよびプライベート IP アドレ
スを解放し、インスタンスを再起動すると、新しい IP アドレスを割り当てます。

EC2-VPC: 停止および再起動される際に、インスタンスはプライベート IP アドレスを保持します。
パブリック IP アドレスを解放し、再起動されると新しいアドレスを割り当てます。

• EC2-Classic: インスタンスに関連付けられているElastic IP アドレスの関連付けを解除します。イン
スタンスに関連付けられていない Elastic IP アドレスに対して課金されます。インスタンスを再起動
すると、インスタンスと Elastic IP アドレスを関連付ける必要があります。これを自動的に行うこと
はありません。

EC2-VPC: インスタンスには関連付けられた Elastic IP アドレスが保持されます。停止されているイ
ンスタンスに関連付けられた Elastic IP アドレスに対して課金されます。

• Windows インスタンスを停止および再起動すると、デフォルトでインスタンスホスト名を、新しい
IPアドレスに合わせて変更し、再起動を開始します。デフォルトでは、接続されているAmazonEBS
ボリュームのドライブ文字も変更します。これらのデフォルトおよび変更方法については、『Amazon
Elastic Compute Cloud Microsoft Windows Guide』の「Configuring a Windows Instance Using the
EC2Config Service」を参照してください。

• インスタンスをロードバランサーに登録した場合、インスタンスを停止して再起動すると、ロードバ
ランサーが、そのインスタンスに対してトラフィックのルート割り当てを行えなくなる可能性があり
ます。インスタンスを停止したら、ロードバランサーにおけるそのインスタンスの登録は一度解除
し、インスタンスの起動後に再度登録する必要があります。詳細については、『ElasticLoadBalancing
開発者ガイド』の「De-Registering and Registering Amazon EC2 Instances」を参照してください。

以下のインスタンスの属性は停止されると、変更できます。

• インスタンスタイプ
• ユーザーデータ
• Kernel
• RAM ディスク

インスタンスの実行中にこれらの属性を変更しようとすると、Amazon EC2 が
IncorrectInstanceStateエラーを返します。

インスタンスの停止と起動
コンソールまたはコマンドラインを使用して、AmazonEBS-Backedインスタンスを起動および停止で
きます。

コンソールを使用して Amazon EBS-Backed インスタンスを停止および起動するには

1. ナビゲーションペインで [Instances] をクリックし、インスタンスを変更します。
2. [EC2-Classic]インスタンスに関連付けられたElastic IPアドレスがある場合は、詳細ペインに表示

された Elastic IP アドレスとインスタンス ID を書き留めます。
3. [Actions]をクリックして、[Stop]をクリックします。[Stop]が無効になっている場合は、インスタ

ンスが既に停止しているか、またはルートボリュームがインスタンスストアボリュームです。
4. 確認ダイアログボックスで [Yes, Stop ] をクリックします。インスタンスが停止するまで、数分か

かる場合があります。
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[EC2-Classic]インスタンスの状態が stoppedになると、詳細ペインの[Elastic IP]、[Public DNS]、
[Private DNS]、および [Private IPs]の各フィールドは空白になり、古い値がインスタンスと関連付
けられなくなったことを示します。

5. インスタンスが停止されている間、特定のインスタンス属性を変更できます。詳細については、
「停止されているインスタンスの変更 (p. 348)」を参照してください。

6. 停止されているインスタンスを再起動するには、インスタンスを選択して、[Actions] をクリック
し、次に [Start] をクリックします。

7. 確認ダイアログボックスで、[Yes, Start] をクリックします。インスタンスが running状態になる
まで、数分かかる場合があります。

[EC2-Classic] インスタンスの状態が runningになると、詳細ペインの [Public DNS]、[Private
DNS]、[Private IPs] の各フィールドには、インスタンスに割り当てた新しい値が表示されます。

8. [EC2-Classic]インスタンスに関連するElastic IPアドレスがある場合は、次のようにして再び関連
付ける必要があります。

a. ナビゲーションペインで、[Elastic IPs] をクリックします。
b. インスタンスを停止する前に書き留めた Elastic IP アドレスを選択します。
c. [Associate Address] をクリックします。
d. インスタンスを停止する前に書き留めたインスタンス ID を選択し、[Associate] をクリックし

ます。

コマンドラインを使用して Amazon EBS-Backed インスタンスを停止および起動するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• stop-instances および start-instances（AWS CLI）
• ec2-stop-instances および ec2-start-instances（Amazon EC2 CLI）
• Stop-EC2Instance および Start-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

停止されているインスタンスの変更
AWS Management Consoleまたはコマンドラインインターフェイスを使用して、インスタンスタイプ
およびユーザーデータ属性を変更できます。AWS Management Consoleを使用して、カーネルまたは
RAM ディスクの属性を変更することはできません。

コンソールを使用して停止しているインスタンスのインスタンスタイプを変更するには

1. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
2. 停止されているインスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [Change Instance Type]

をクリックします。
3. [Change Instance Type] ダイアログボックスの [Instance Type] ドロップダウンリストで、必要な

インスタンスのタイプを選択し、[Apply] をクリックします。

詳細については、インスタンスのサイズ変更 (p. 131) を参照してください。

コンソールを使用して停止しているインスタンスのユーザーデータを変更するには

1. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
2. 停止されているインスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [View/Change User Data]

をクリックします。
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3. [View/Change User Data] ダイアログボックスで、ユーザーデータを更新し、[Save] をクリックし
ます。インスタンスの実行中はユーザーデータを変更できないことに注意してください。表示する
ことはできます。

コマンドラインを使用してインスタンス属性を変更するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-instance-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2InstanceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスの再起動
Abstract

Amazon EC2 を使用してインスタンスを再起動し、必要なメンテナンスを行います。

インスタンスの再起動は、オペレーティングシステムの再起動と同等です。ほとんどの場合、インスタ
ンスの再起動には数分しかかかりません。インスタンスを再起動すると、インスタンスは同じホスト上
で保持されるため、インスタンスのパブリックドメイン名、プライベート IP アドレス、およびインス
タンスストアボリューム上のすべてのデータは保持されます。

インスタンスを再起動しても、インスタンスの停止と再起動とは異なり、新しいインスタンスの課金時
間は開始されません。

再起動を必要とする更新の適用など、必要なメンテナンスのために、インスタンスの再起動を予定する
場合があります。ユーザーが操作する必要はありません。予定されている時間帯に自動的に行われる再
起動まで待つことをお勧めします。詳細については、「インスタンスのイベントのモニタリング(p.392)」
を参照してください。

インスタンスからオペレーティングシステムの再起動コマンドを実行する代わりに、Amazon EC2 を
使ってインスタンスを再起動することをお勧めします。

コンソールを使用してインスタンスを再起動するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択し、[Actions] をクリックして、[Reboot] をクリックします。
4. 確認プロンプトが表示されたら、[Yes, Reboot] をクリックします。

コマンドラインを使用してインスタンスを再起動するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• reboot-instances（AWS CLI）
• ec2-reboot-instances（Amazon EC2 CLI）
• Restart-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）
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インスタンスのリタイア
Abstract

リタイアが予定されているインスタンスと、リタイアを管理するために行うアクションを特定します。

インスタンスをホストしている基盤のハードウェアで回復不可能な障害が検出されると、AWS によっ
てインスタンスのリタイヤが予定されます。予定されたリタイヤ日になると、インスタンスはAWSに
よって停止または終了されます。インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームである場
合、インスタンスは停止されますが、その後いつでも再び起動できます。停止したインスタンスを開始
すると、新しいハードウェアに移行されます。インスタンスのルートデバイスがインスタンスストアボ
リュームである場合、インスタンスは終了し、再び使用することはできません。

Topics
• リタイアが予定されているインスタンスの特定 (p. 350)
• リタイアが予定されているインスタンスの操作 (p. 351)

インスタンスイベントのタイプの詳細については、「インスタンスのイベントのモニタリング(p.392)」
を参照してください。

リタイアが予定されているインスタンスの特定
インスタンスのリタイアが予定された場合、イベントの前に、当該のインスタンス ID とリタイア日を
記載したメールが送信されます。このメールは、アカウントに関連付けられているアドレスに送信され
ます。これは、AWS Management Console へのログインに使用するメールアドレスと同じです。定期
的に確認しないメールアカウントを使用している場合は、Amazon EC2 コンソールまたはコマンドラ
インを使用して、いずれかのインスタンスにリタイアが予定されているかどうかを判断できます。

コンソールを使用してリタイアが予定されているインスタンスを特定するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [EC2 Dashboard] をクリックします。[Scheduled Events] に、Amazon

EC2 インスタンスおよびボリュームに関連付けられたイベントが表示されます。

3. インスタンスに予定されたイベントが表示されている場合は、リージョン名の下のリンクをクリッ
クして [Events] ページにアクセスします。

4. [Events]ページには、すべてのリソースとそれに関連付けられたイベントが一覧表示されます。リ
タイアが予定されているインスタンスを表示するには、1 つ目のフィルタリストから [Instance
resources] を選択し、2 つ目のフィルタリストから [Instance retirement] を選択します。

5. フィルタの結果にインスタンスのリタイアが予定されていることが表示されたら、当該のインスタ
ンスを選択し、詳細ペインの [Start time] フィールドの日時を書き留めます。これがインスタンス
のリタイア日です。

コマンドラインを使用してリタイアが予定されているインスタンスを特定するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。
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• describe-instance-status （AWS CLI）
• ec2-describe-instance-status （Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2InstanceStatus （AWS Tools for Windows PowerShell）

リタイアが予定されているインスタンスの操作
インスタンスのリタイアが予定されているときに実行できるアクションはいくつかあります。実行する
アクションは、インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームであるかインスタンススト
アボリュームであるかによって異なります。インスタンスのルートデバイスタイプが不明な場合は、
Amazon EC2 コンソールまたはコマンドラインを使用して調べることができます。

インスタンスのルートデバイスタイプの判別
コンソールを使用してインスタンスのルートデバイスタイプを判別するには

1. ナビゲーションペインの [Events] をクリックします。前述の手順「リタイアが予定されているイ
ンスタンスの特定 (p. 350)」で説明したように、フィルタリストを使用してリタイアが予定されて
いるインスタンスを特定します。

2. [Resource ID] 列でインスタンス ID をクリックすると、[Instances] ページに移動します。
3. インスタンスを選択し、[Description] タブで [Root device type] フィールドを探します。この値が

ebsの場合、インスタンスは EBS-Backed です。この値が instance-storeの場合、インスタン
スは、Instance Store-Backed です。

コマンドラインを使用してインスタンスのルートデバイスタイプを判別するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、
「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」を参照してください。

• describe-instances（AWS CLI）
• ec2-describe-instances（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

リタイアが予定されているインスタンスの管理
リタイアが予定されているインスタンスのデータを維持するには、以下に挙げるいずれかのアクション
を実行します。予期しないダウンタイムやデータ消失を防ぐために、インスタンスのリタイア日より前
にこのアクションを実行することが重要です。

Warning

InstanceStore-Backedインスタンスの場合、リタイア日を過ぎるとインスタンスが終了し、イ
ンスタンスやインスタンスに格納されていたデータを復元できなくなります。インスタンスス
トアボリュームのデータは、インスタンスのルートデバイスにかかわらず、EBS-Backed イン
スタンスにアタッチされている場合でも、インスタンスがリタイアされると失われます。
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アクションインスタンスのプ
ラットフォーム

インスタンスの
ルートデバイス
タイプ

予定されるリタイア日を待ちます-その日になるとインスタ
ンスが停止します-または、リタイア日の前に自らインスタ
ンスを停止します。インスタンスはいつでも再び開始するこ
とができます。インスタンスの停止と開始、インスタンスを
停止したときに予想される影響（インスタンスに関連付けら
れたパブリックIPアドレス、プライベートIPアドレス、お
よびElastic IPアドレスへの影響など）の詳細については、
「インスタンスの停止と起動(p.346)」を参照してください。

すべてEBS

インスタンスから EBS-Backed AMI を作成し、代替インス
タンスを起動します。詳細については、「Amazon
EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」を参照してくださ
い。

Linux/UnixEBS

インスタンスから EBS-Backed AMI を作成し、代替インス
タンスを起動します。詳細については、「Amazon
EBS-Backed Windows AMI の作成」を参照してください。

WindowsEBS

AMI ツールを使用してインスタンスから Instance-Store
Backed AMIを作成し、代替インスタンスを起動します。詳
細については、「Instance Store-Backed Linux AMI の作
成 (p. 81)」を参照してください。

Linux/Unixインスタンスス
トア

インスタンスをバンドルし、バンドル中に作成したマニフェ
ストから Instance Store-Backed AMI を作成します。新しい
AMI から代替インスタンスを起動できます。詳細について
は、「Instance Store-BackedWindows AMIの作成」を参照
してください。

Windowsインスタンスス
トア

データを EBS ボリュームに転送し、ボリュームのスナップ
ショットを作成し、スナップショットから AMI を作成する
ことによって、EBS-Backedインスタンスをインスタンスに
変換します。新しい AMI から代替インスタンスを起動でき
ます。詳細については、「Instance Store-Backed AMI を
Amazon EBS-Backed AMI に変換する (p. 87)」を参照して
ください。

Linux/Unixインスタンスス
トア

インスタンスの終了
Abstract

不要になったインスタンスを終了し、そのインスタンスに対する課金が発生しないようにします。

インスタンスが必要なくなったら、終了することができます。インスタンスの状態がshutting-down
または terminatedに変わったら、そのインスタンスへの課金は停止します。

インスタンスを停止した後に、接続または再起動することはできません。ただし、同じ AMI から別の
インスタンスを起動することができます。インスタンスを停止および再起動する場合は、「インスタン
スの停止と起動 (p. 346)」を参照してください。

インスタンスが通常より長く shutting-down状態になっている場合、最終的に Amazon EC2 サービ
ス内の自動プロセスによってクリーンアップ（終了）されます。詳細については、「インスタンスの終
了（シャットダウン）のトラブルシューティング (p. 693)」を参照してください。
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Topics
• インスタンスの終了 (p. 353)
• インスタンスを終了する (p. 353)
• インスタンスの終了保護の有効化 (p. 354)
• インスタンスによって起動されたシャットダウン動作の変更 (p. 355)
• インスタンスの終了で Amazon EBS ボリュームを保持する (p. 355)

インスタンスの終了
インスタンスの終了後、インスタンスはしばらくの間コンソールに表示されたままですが、エントリは
削除されます。

インスタンスが終了すると、そのインスタンスに関連付けられたすべてのインスタンスストアボリュー
ムのデータが削除されます。

デフォルトでは、インスタンスの起動時に接続したすべての Amazon EBS ボリュームが、インスタン
スの終了時に自動的に削除されます。ただし、デフォルトでは、実行中のインスタンスにアタッチした
ボリュームは、インスタンスの終了後も維持されます。この動作はボリュームのDeleteOnTermination
属性によって制御されますが、変更できます。詳細については、インスタンスの終了で Amazon EBS
ボリュームを保持する (p. 355) を参照してください。

AWSManagement Console、CLI、およびAPIを使用している他のユーザーによって、誤ってインスタ
ンスを終了されないようにできます。この機能は、Amazon EC2 instance store-backed インスタンス
と Amazon EBS-backed インスタンスの両方で使用できます。各インスタンスには、デフォルト値の
falseである DisableApiTermination属性があります（インスタンスは Amazon EC2 によって終
了される場合があります）。インスタンスの実行中または停止中に、このインスタンス属性を変更でき
ます（Amazon EBS-backedインスタンスの場合）。詳細については、「インスタンスの終了保護の有
効化 (p. 354)」を参照してください。

システムをシャットダウンするオペレーティングシステムコマンドを使用して、インスタンスからシャッ
トダウンが開始されたときに、インスタンスを停止または終了するかどうかを制御できます。詳細につ
いては、「インスタンスによって起動されたシャットダウン動作の変更(p.355)」を参照してください。

インスタンスの終了時にスクリプトを実行した場合、シャットダウンスクリプトが実行されることを保
証する方法がないため、異常な終了が発生する場合があります。Amazon EC2 はインスタンスを正常
にシャットダウンして、システムシャットダウンスクリプトが実行されるように試みますが、特定のイ
ベント（ハードウェア障害など）ではシステムシャットダウンスクリプトが実行されないことがありま
す。

インスタンスを終了する
インスタンスは AWS Management Console またはコマンドラインを使用して終了できます。

コンソールを使用してインスタンスを終了するには

1. インスタンスを終了する前に、終了時に Amazon EBS ボリュームが削除され、必要なデータをす
べてインスタンスストアボリュームから Amazon EBS または Amazon S3 にコピーしていること
を確認して、データが失われないことを確認します。

2. Amazon EC2 コンソールを開きます。
3. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
4. インスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [Terminate] をクリックします。
5. 確認を求められたら、[Yes, Terminate] をクリックします。
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コマンドラインを使用してインスタンスを終了するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• terminate-instances（AWS CLI）
• ec2-terminate-instances（Amazon EC2 CLI）
• Stop-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスの終了保護の有効化
デフォルトでは、Amazon EC2 コンソール、コマンドラインインターフェイス、または API を使用し
て、インスタンスを終了できます。Amazon EC2 を使用してインスタンスを誤って終了できないよう
にするには、インスタンスの終了保護を有効にできます。DisableApiTermination属性は、インス
タンスがコンソール、CLI、または API を使用して終了できるかどうかを制御します。デフォルトで
は、インスタンスの終了保護は無効になっています。インスタンスが実行中またはインスタンスが停止
中に、インスタンスを起動する際に、この属性の値を設定できます（Amazon EBS-backedインスタン
スの場合）。

InstanceInitiatedShutdownBehavior属性が設定された場合、DisableApiTermination属性
はインスタンスからシャットダウンを開始して（システムシャットダウン用のオペレーティングシステ
ムコマンドを使用）、インスタンスを終了できます。詳細については、「インスタンスによって起動さ
れたシャットダウン動作の変更 (p. 355)」を参照してください。

AutoScalingグループの一部であるインスタンスは、終了保護の対象になりません。詳細については、
『Auto Scaling 開発者ガイド』の「Instance Termination Policy for Your Auto Scaling Group」を参照し
てください。

終了保護はAWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して有効または無効にできます。

起動時にインスタンスに対する終了保護を有効にするには

1. Amazon EC2 コンソールのダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックし、ウィザードの指
示にしたがいます。

2. [Configure Instance Details] ページで、[Enable termination protection] チェックボックスをオンに
します。

実行中または停止中のインスタンスの終了保護を有効にするには

1. インスタンスを選択して、[Actions]をクリックし、次に [Change Termination Protection]をクリッ
クします。

2. [Yes, Enable] をクリックします。

実行中または停止中のインスタンスの終了保護を無効にするには

1. インスタンスを選択して、[Actions]をクリックし、次に [Change Termination Protection]をクリッ
クします。

2. [Yes, Disable] をクリックします。

コマンドラインを使用して終了保護を有効または無効にするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。
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• modify-instance-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2InstanceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスによって起動されたシャットダウン動
作の変更
デフォルトでは、shutdown コマンドを使用して、Amazon EBS-Backed インスタンスからシャットダ
ウンを開始すると、インスタンスは停止します。代わりに終了できるように、インスタンスの
InstanceInitiatedShutdownBehavior属性を使用して、この動作を変更できます。インスタンス
の実行中または停止中に、この属性を更新できます。

InstanceInitiatedShutdownBehavior属性は AWS Management Console またはコマンドライン
を使用して更新できます。

コンソールを使用してインスタンスのシャットダウン動作を変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [Change Shutdown Behavior] をクリック

します。現在の動作は既に選択されています。
4. 動作を変更するには、[Shutdown behavior] リストからオプションを選択し、[Apply] をクリックし

ます。

コマンドラインを使用してインスタンスのシャットダウン動作を変更するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-instance-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2InstanceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスの終了でAmazon EBSボリュームを保
持する
デフォルトでは、Amazon は次の操作を行います。

• 実行中のインスタンスに接続したボリュームは、インスタンスの終了後も保持します。

API Version 2014-02-01
355

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
シャットダウン動作の変更

http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/modify-instance-attribute.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-ModifyInstanceAttribute.html
http://docs.aws.amazon.com/powershell/latest/reference/items/Edit-EC2InstanceAttribute.html
http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/modify-instance-attribute.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-ModifyInstanceAttribute.html
http://docs.aws.amazon.com/powershell/latest/reference/items/Edit-EC2InstanceAttribute.html


• インスタンスを停止して再起動する場合、インスタンスに接続したボリュームを保持します。
• 起動時にインスタンスにアタッチするボリュームは、ルートデバイスボリュームを含めて、インスタ
ンスの終了時に削除します。

ボリュームの DeleteOnTermination属性を使用して、この動作を変更できます。この属性の値が
trueの場合、インスタンスが終了した後にボリュームは削除されます。それ以外の場合は、ボリュー
ムは保持されます。ボリュームの DeleteOnTermination属性が falseの場合、ボリュームは現在
の状態を保持します。ボリュームのスナップショットを取得し、別のインスタンスに接続することがで
きます。

起動時にインスタンスにアタッチしたボリュームを解除して、再アタッチする場合、インスタンスが終
了された後でもボリュームは保持されます。つまり、その DeleteOnTermination属性は falseに
設定されます。

インスタンスに接続されているボリュームの DeleteOnTermination属性の値は、インスタンスのブ
ロックデバイスマッピングで確認できます。詳細については、インスタンスブロックデバイスマッピン
グの EBS ボリュームの表示 (p. 652) を参照してください。

DeleteOnTermination属性は AWS Management Console またはコマンドラインを使用して更新で
きます。

コンソールを使用したルートボリュームの永続的な変更
コンソールを使用して、インスタンスの起動時に DeleteOnTermination属性を変更できます。実行
中のインスタンスのこの属性を変更するには、コマンドラインを使用する必要があります。

コンソールを使用して、起動時にインスタンスのルートボリュームが存続するように変更する
には

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. コンソールダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
3. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページで AMI を選択し、[Select] をクリックします。
4. ウィザードにしたがって [Choose an Instance Type] ページと [Configure Instance Details] ページ

を設定します。
5. [Add Storage] ページで、ルートボリュームの [Delete On Termination] チェックボックスの選択を

解除します。
6. ウィザードの残りのページを完了した後、[Launch ] をクリックします。

インスタンスの詳細ペインでルートデバイスボリュームの詳細を表示することにより、設定を確認でき
ます。[Block devices]の隣にあるルートデバイスボリュームのエントリをクリックします。デフォルト
では、[Delete on termination]は [True]です。デフォルトの動作を変更した場合は、[Delete on termination]
が [False] になっています。

コマンドラインを使用して実行中のインスタンスのルートボ
リュームが存続するように変更する
次のいずれかのコマンドを使用して、実行中のインスタンスのルートデバイスボリュームを永続化する
ように変更できます。ルートデバイスは通常、/dev/sda1（Linux）または xvda（Windows）です。
これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参
照してください。

• modify-instance-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2InstanceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）
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Example AWS CLI 用

次のコマンドは、DeleteOnTermination属性を falseに設定して、ルートボリュームを保持しま
す。

aws ec2 modify-instance-attribute --instance-id i-5203422c --block-device-map 
pings  "[{\"DeviceName\": \"/dev/sda1\",\"Ebs\":{\"DeleteOnTermina 
tion\":false}}]"

describe-instances コマンドを使用して、コマンド出力の /dev/sda1で BlockDeviceMappingsエ
ントリを探すことで、deleteOnTerminationが falseであることを確認します。

Example Amazon EC2 CLI 用

次のコマンドは、DeleteOnTermination属性を falseに設定して、ルートボリュームを保持しま
す。

ec2-modify-instance-attribute i-5203422c -b /dev/sda1=::false

Windows システム上でコマンドラインツールを使用している場合は、ブロックデバイスマッピングの
値を引用符で囲む必要があります。

ec2-modify-instance-attribute i-5203422c -b "xvda=::false"

コマンドラインを使用して起動時にインスタンスのルートボ
リュームが存続するように変更する
インスタンスの起動時に、次のコマンドのいずれかを使用して、ルートデバイスボリュームが存続する
ように変更することができます。ルートデバイスは通常、/dev/sda1（Linux）またはxvda（Windows）
です。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)
を参照してください。

• run-instances（AWS CLI）
• ec2-run-instances（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

Example AWS CLI 用

次のコマンドは、DeleteOnTermination属性を falseに設定して、ルートボリュームを保持しま
す。

aws ec2 run-instances --image-id ami-1a2b3c4d --block-device-mappings 
"[{\"DeviceName\":\"/dev/sda1\",\"Ebs\":{\"DeleteOnTermination\":false}}]" 
other parameters...

describe-instances コマンドを使用して、コマンド出力の /dev/sda1で BlockDeviceMappingsエ
ントリを探すことで、deleteOnTerminationが falseであることを確認します。

Example Amazon EC2 CLI 用

次のコマンドは、DeleteOnTermination属性を falseに設定して、ルートボリュームを保持しま
す。
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ec2-run-instances ami-1a2b3c4d  -b /dev/sda1=::false other parameters... -v

Windows システム上でコマンドラインツールを使用している場合は、ブロックデバイスマッピングの
値を引用符で囲む必要があります。

ec2-run-instances ami-1a2b3c4d  -b "xvda=::false" other parameters... -v
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AmazonLinuxインスタンスを設定す
る

Abstract

Amazon Linux インスタンスをカスタマイズします。

インスタンスを正常に起動し、ログインしたら、変更できます。インスタンスは、特定のアプリケー
ションニーズに合わせて、さまざまな方法で構成できます。このセクションには、入門として役立つ一
般的な例がいくつか含まれています。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

Topics
• 一般的な設定シナリオ (p. 359)
• ソフトウェアの管理 (p. 360)
• ユーザーの管理 (p. 369)
• インスタンスの時間を設定します (p. 370)
• インスタンスのホスト名を変更する (p. 374)
• Amazon EC2 で動的 DNS を使用する (p. 377)
• ユーザーデータでインスタンスを起動する (p. 378)

一般的な設定シナリオ
Amazon Linux のベースのディストリビューションには、基本的なサーバー操作に必要なソフトウェア
パッケージとユーティリティが数多く含まれています。ただし、さまざまなソフトウェアリポジトリで
さらに多くのソフトウェアパッケージを利用できます。また、ソースコードから、さらに多くのパッ
ケージソースコードを作成できます。これらの場所からソフトウェアをインストールし、作成する方法
についての詳細は、ソフトウェアの管理 (p. 360) を参照してください。
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AmazonLinuxインスタンスには、ec2-userアカウントが事前設定されていますが、スーパーユーザー
権限を持たない他のユーザーアカウントを追加することがあります。ユーザーアカウントの追加と削除
についての詳細は、ユーザーの管理 (p. 369) を参照してください。

Amazon Linux インスタンスのデフォルトの時間設定では、ネットワークタイムプロトコルを利用し、
システム時間をインスタンスに設定します。デフォルトの時間帯は UTC です。インスタンスの時間帯
の設定または独自のタイムサーバーの利用についての詳細は、インスタンスの時間を設定します(p.370)
を参照してください。

お客様がネットワークを所有し、それにドメイン名を登録している場合、インスタンスのホスト名を変
更して、そのドメインに含まれる一部としてインスタンスを識別できます。また、システムプロンプト
を変更して、より意味のある名前を表示することもできます。ホスト名設定を変更する必要はありませ
ん。詳細については、インスタンスのホスト名を変更する(p. 374)を参照してください。動的DNSサー
ビスプロバイダを使用するようにインスタンスを設定できます。詳細については、Amazon EC2 で動
的 DNS を使用する (p. 377) を参照してください。

Amazon EC2 でインスタンスを起動するとき、起動後にそのインスタンスにユーザーデータを渡し、
一般的な設定タスクを実行したり、スクリプトを実行したりできます。2つのタイプのユーザーデータ
を Amazon EC2 に渡すことができます。cloud-initディレクティブとシェルスクリプトです。詳細
については、ユーザーデータでインスタンスを起動する (p. 378) を参照してください。

ソフトウェアの管理
Abstract

Amazon Linux インスタンスでソフトウェアを管理します。

Amazon Linux のベースのディストリビューションには、基本的なサーバー操作に必要なソフトウェア
パッケージとユーティリティが数多く含まれています。ただし、さまざまなソフトウェアリポジトリで
さらに多くのソフトウェアパッケージを利用できます。また、ソースコードから、さらに多くのパッ
ケージソースコードを作成できます。

Topics
• インスタンスソフトウェアの更新 (p. 361)
• リポジトリの追加 (p. 364)
• ソフトウェアパッケージを見つける (p. 365)
• ソフトウェアパッケージのインストール (p. 367)
• ソフトウェアのコンパイル準備 (p. 367)

ソフトウェアを最新の状態に維持することが重要です。Linux ディストリビューションの多くのパッ
ケージは頻繁に更新されます。これにより、バグが修正され、機能が追加されて、セキュリティ上の弱
点に対する防御措置が行われます。詳細については、インスタンスソフトウェアの更新(p. 361)を参照
してください。

デフォルトで、Amazon Linux インスタンスは、amzn-mainと amzn-updatesの 2つのリポジトリを
有効にして起動します。これらのリポジトリには、Amazon Web Services が更新するさまざまなパッ
ケージがありますが、別のリポジトリに含まれるパッケージをインストールしたい場合があるかもしれ
ません。詳細については、リポジトリの追加(p.364)を参照してください。有効なリポジトリでパッケー
ジを探す方法については、ソフトウェアパッケージを見つける (p. 365) を参照してください。Amazon
Linux インスタンスにソフトウェアをインストールする方法については、ソフトウェアパッケージのイ
ンストール (p. 367) を参照してください。

リポジトリに保管されているソフトウェアパッケージで、すべてのソフトウェアが利用できるわけでは
ありません。一部のソフトウェアは、そのソースコードからインスタンスでコンパイルする必要があり
ます。詳細については、ソフトウェアのコンパイル準備 (p. 367) を参照してください。

API Version 2014-02-01
360

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ソフトウェアの管理



Amazon Linux インスタンスは、yum パッケージマネージャを利用してソフトウェアを管理します。
yum パッケージマネージャはソフトウェアをインストール、削除、更新し、各パッケージのすべての
依存関係を管理できます。UbuntuのようなDebianベースのLinuxディストリビューションは、apt-get
コマンドと dpkg パッケージマネージャを使用するため、次のセクションの yum の例は、このような
ディストリビューションには該当しません。

インスタンスソフトウェアの更新
Abstract

AmazonLinuxインスタンス内で1つのソフトウェアパッケージを更新するか、すべてのパッケージを更新します。

ソフトウェアを最新の状態に維持することが重要です。Linux ディストリビューションの多くのパッ
ケージは頻繁に更新されます。これにより、バグが修正され、機能が追加されて、セキュリティ上の弱
点に対する防御措置が行われます。最初に Amazon Linux インスタンスを起動して接続するときに、
メッセージが表示され、セキュリティ上の目的からソフトウェアパッケージを更新するように求められ
る場合があります。このセクションでは、システム全体またはパッケージを1つだけ更新する方法を紹
介します。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

       __|  __|_  )
       _|  (     /   Amazon Linux AMI
      ___|\___|___|

https://aws.amazon.com/amazon-linux-ami/2013.03-release-notes/
There are 12 security update(s) out of 25 total update(s) available
Run "sudo yum update" to apply all updates.
[ec2-user ~]$

Amazon Linux インスタンスのすべてのパッケージを更新するには

1. （オプション）シェルウィンドウで screen セッションを開始します。ネットワークが遮断され、
インスタンスへの SSH 接続が切断されることがあります。これの状態が長時間のソフトウェア更
新中に発生した場合、インスタンスは混乱した状態になりますが、復元できます。screenセッショ
ンを開始しておけば、接続が遮断された場合でも更新を続行でき、後で問題なくセッションに再接
続できます。

a. screen セッションを開始するには screen コマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ screen

b. セッションが中断された場合、インスタンスにログインし直し、利用できる画面を表示しま
す。

[ec2-user ~]$ screen -ls
There is a screen on:
17793.pts-0.ip-12-34-56-78 (Detached)
1 Socket in /var/run/screen/S-ec2-user.
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c. screen -r コマンドと前のコマンドのプロセス ID を使用して、画面に再接続します。

[ec2-user ~]$ screen -r 17793

d. screen の使用が終わったら、exit コマンドを使用してセッションを閉じます。

[ec2-user ~]$ exit
[screen is terminating]

2. yum update コマンドを実行します。オプションで、--securityフラグを追加すれば、セキュリ
ティ更新のみを適用できます。

[ec2-user ~]$ sudo yum update
Loaded plugins: priorities, security, update-motd, upgrade-helper
amzn-main                                                | 2.1 kB     00:00
amzn-updates                                             | 2.3 kB     00:00
Setting up Update Process
Resolving Dependencies
--> Running transaction check
---> Package aws-apitools-ec2.noarch 0:1.6.8.1-1.0.amzn1 will be updated
---> Package aws-apitools-ec2.noarch 0:1.6.10.0-1.0.amzn1 will be an update
---> Package gnupg2.x86_64 0:2.0.18-1.16.amzn1 will be updated
---> Package gnupg2.x86_64 0:2.0.19-8.21.amzn1 will be an update
---> Package libgcrypt.i686 0:1.4.5-9.10.amzn1 will be updated
---> Package libgcrypt.x86_64 0:1.4.5-9.10.amzn1 will be updated
---> Package libgcrypt.i686 0:1.4.5-9.12.amzn1 will be an update
---> Package libgcrypt.x86_64 0:1.4.5-9.12.amzn1 will be an update
---> Package openssl.x86_64 1:1.0.1e-4.53.amzn1 will be updated
---> Package openssl.x86_64 1:1.0.1e-4.54.amzn1 will be an update
---> Package python-boto.noarch 0:2.9.9-1.0.amzn1 will be updated
---> Package python-boto.noarch 0:2.13.3-1.0.amzn1 will be an update
--> Finished Dependency Resolution

Dependencies Resolved

================================================================================

 Package              Arch       Version                 Repository       
 Size
================================================================================
Updating:
 aws-apitools-ec2     noarch     1.6.10.0-1.0.amzn1      amzn-updates     
 14 M
 gnupg2               x86_64     2.0.19-8.21.amzn1       amzn-updates     
2.4 M
 libgcrypt            i686       1.4.5-9.12.amzn1        amzn-updates     
248 k
 libgcrypt            x86_64     1.4.5-9.12.amzn1        amzn-updates     
262 k
 openssl              x86_64     1:1.0.1e-4.54.amzn1     amzn-updates     
1.7 M
 python-boto          noarch     2.13.3-1.0.amzn1        amzn-updates     
1.6 M
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Transaction Summary
================================================================================
Upgrade       6 Package(s)

Total download size: 20 M
Is this ok [y/N]:

3. 表示されたパッケージを確認し、y を入力し、Enter を押して更新を承認します。システムのパッ
ケージをすべて更新するには数分かかります。実行中、yum 出力には更新のステータスが表示さ
れます。

Downloading Packages:
(1/6): aws-apitools-ec2-1.6.10.0-1.0.amzn1.noarch.rpm    |  14 MB     00:00
(2/6): gnupg2-2.0.19-8.21.amzn1.x86_64.rpm               | 2.4 MB     00:00
(3/6): libgcrypt-1.4.5-9.12.amzn1.i686.rpm               | 248 kB     00:00
(4/6): libgcrypt-1.4.5-9.12.amzn1.x86_64.rpm             | 262 kB     00:00
(5/6): openssl-1.0.1e-4.54.amzn1.x86_64.rpm              | 1.7 MB     00:00
(6/6): python-boto-2.13.3-1.0.amzn1.noarch.rpm           | 1.6 MB     00:00
--------------------------------------------------------------------------
------
Total                                            28 MB/s |  20 MB     00:00
Running rpm_check_debug
Running Transaction Test
Transaction Test Succeeded
Running Transaction
  Updating   : libgcrypt-1.4.5-9.12.amzn1.x86_64                          
 1/12
  Updating   : gnupg2-2.0.19-8.21.amzn1.x86_64                            
 2/12
  Updating   : aws-apitools-ec2-1.6.10.0-1.0.amzn1.noarch                 
 3/12
  Updating   : 1:openssl-1.0.1e-4.54.amzn1.x86_64                         
 4/12
  ...

Complete!

Amazon Linux インスタンスの 1 つのパッケージを更新するには

システム全体ではなく、1 つのパッケージ（とその依存関係）を更新するには、この手順を使用しま
す。

1. 更新するパッケージの名前を指定して、yum update コマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ sudo yum update openssl
Loaded plugins: priorities, security, update-motd, upgrade-helper
amzn-main                                                | 2.1 kB     00:00
amzn-updates                                             | 2.3 kB     00:00
Setting up Update Process
Resolving Dependencies
--> Running transaction check
---> Package openssl.x86_64 1:1.0.1e-4.53.amzn1 will be updated
---> Package openssl.x86_64 1:1.0.1e-4.54.amzn1 will be an update
--> Finished Dependency Resolution
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Dependencies Resolved

================================================================================

 Package       Arch         Version                    Repository         
 Size
================================================================================
Updating:
 openssl       x86_64       1:1.0.1e-4.54.amzn1        amzn-updates       
1.7 M

Transaction Summary
================================================================================
Upgrade       1 Package(s)

Total download size: 1.7 M
Is this ok [y/N]:

2. リストにあるパッケージ情報を確認し、y を入力し、Enter を押して更新を承認します。時折、解
決する必要があるパッケージ依存関係ある場合、リストには複数のパッケージがあります。実行
中、yum 出力には更新のステータスが表示されます。

Downloading Packages:
openssl-1.0.1e-4.54.amzn1.x86_64.rpm                     | 1.7 MB     00:00
Running rpm_check_debug
Running Transaction Test
Transaction Test Succeeded
Running Transaction
  Updating   : 1:openssl-1.0.1e-4.54.amzn1.x86_64                         
  1/2
  Cleanup    : 1:openssl-1.0.1e-4.53.amzn1.x86_64                         
  2/2
  Verifying  : 1:openssl-1.0.1e-4.54.amzn1.x86_64                         
  1/2
  Verifying  : 1:openssl-1.0.1e-4.53.amzn1.x86_64                         
  2/2

Updated:
  openssl.x86_64 1:1.0.1e-4.54.amzn1

Complete!

リポジトリの追加
Abstract

Amazon Linux インスタンスにソフトウェアリポジトリを追加します。

デフォルトで、Amazon Linux インスタンスは、amzn-mainと amzn-updatesの 2つのリポジトリを
有効にして起動します。これらのリポジトリには、Amazon Web Services が更新するさまざまなパッ
ケージがありますが、別のリポジトリに含まれるパッケージをインストールしたい場合があるかもしれ
ません。
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Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

yum で異なるリポジトリからパッケージをインストールには、/etc/yum.confファイル、または
/etc/yum.repos.dディレクトリにあるお客様のrepository.repoファイルに、リポジトリ情報を
追加する必要があります。これは手動で行えますが、ほとんどの yum リポジトリのリポジトリ URL
で、独自の repository.repoファイルが提供されています。

yum リポジトリを /etc/yum.repos.dに追加するには

1. .repoファイルの場所を見つけます。場所は、追加しているリポジトリによって異なります。例
えば、.repoファイルは https://wwwexample.com/repository.repoにあります。

2. yum-config-manager コマンドでリポジトリを追加します。

[ec2-user ~]$ sudo yum-config-manager --add-repo https://www.example.com/re 
pository.repo
Loaded plugins: priorities, update-motd, upgrade-helper
adding repo from: https://www.example.com/repository.repo
grabbing file https://www.example.com/repository.repo to /etc/yum.repos.d/re 
pository.repo
repository.repo                                      | 4.0 kB     00:00
repo saved to /etc/yum.repos.d/repository.repo

yum リポジトリを /etc/yum.repos.dで有効にするには

• --enable repositoryフラグを有効にして、yum-config-managerコマンドを使用します。次の
コマンドを使用すると、Fedora プロジェクトの Extra Packages for Enterprise Linux（EPEL）リ
ポジトリが有効になります。デフォルトでは、このリポジトリは Amazon Linux インスタンスの
/etc/yum.repos.dにありますが、有効になっていません。

[ec2-user ~]$ sudo yum-config-manager --enable epel

ソフトウェアパッケージを見つける
Abstract

yum 検索コマンドを使用して、設定したリポジトリで利用できるソフトウェアパッケージを探します。

yum search コマンドを使用すると、設定したリポジトリで利用できるパッケージの説明を検索できま
す。これは特に、インストールするパッケージの正確な名前がわからない場合に便利です。キーワード
検索をコマンドに追加します。複数の単語を検索するには、引用符で検索クエリを囲みます。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。
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引用符で囲まれた複数の単語検索クエリは、正確なクエリに一致する結果のみを返します。予想された
パッケージが表示されない場合、キーワードを1つに絞って検索し、結果をスキャンします。キーワー
ドの同義語を試して、検索の幅を広げることもできます。

[ec2-user ~]$ sudo yum search "find"
Loaded plugins: priorities, security, update-motd, upgrade-helper
============================== N/S Matched: find ===============================
findutils.x86_64 : The GNU versions of find utilities (find and xargs)
perl-File-Find-Rule.noarch : Perl module implementing an alternative interface

                           : to File::Find
perl-Module-Find.noarch : Find and use installed modules in a (sub)category
libpuzzle.i686 : Library to quickly find visually similar images (gif, png, 
jpg)
libpuzzle.x86_64 : Library to quickly find visually similar images (gif, png,
                 : jpg)
mlocate.x86_64 : An utility for finding files by name

また、yum パッケージマネージャでは、いくつかのパッケージがグループに組み合わされます。それ
を1つのコマンドでインストールし、ウェブサーバーのインストールやソフトウェアコンパイルのツー
ル作成など、特定のタスクを実行できます。システムに既にインストールされているグループと、イン
ストールできるグループを一覧表示するには、yum grouplist コマンドを使用します。

[ec2-user ~]$ sudo yum grouplist
Loaded plugins: priorities, security, update-motd, upgrade-helper
Setting up Group Process
Installed Groups:
   Development Libraries
   Development tools
   Editors
   Legacy UNIX compatibility
   Mail Server
   MySQL Database
   Network Servers
   Networking Tools
   PHP Support
   Perl Support
   System Tools
   Web Server
Available Groups:
   Console internet tools
   DNS Name Server
   FTP Server
   Java Development
   MySQL Database client
   NFS file server
   Performance Tools
   PostgreSQL Database client (version 8)
   PostgreSQL Database server (version 8)
   Scientific support
   TeX support
   Technical Writing
   Web Servlet Engine
Done
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yum groupinfo "Group Name" コマンドを使用すると、グループにさまざまなパッケージを表示できま
す。Group Nameには情報を取得するグループの名前を指定します。このコマンドを使用すると、その
グループでインストールできる必須、デフォルト、任意のパッケージがすべて一覧表示されます。

ソフトウェアパッケージのインストール
Abstract

yum パッケージマネージャを使用して、Amazon Linux インスタンスにパッケージをインストールします。

yumパッケージマネージャは、ソフトウェアをインストールするための優れたツールです。有効になっ
ているすべてのリポジトリからさまざまなソフトウェアパッケージを検索し、ソフトウェアインストー
ルプロセスに伴う依存関係を処理できます。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

リポジトリからパッケージをインストールするには、yum install packageコマンドを使用します。
packageにはインストールするソフトウェアの名前を置き換えます。例えば、links テキストベース
ウェブブラウザをインストールするには、次のコマンドを入力します。

[ec2-user ~]$ sudo yum install links

パッケージのグループをインストールするには、yum groupinstall Group Nameコマンドを使用しま
す。Group Nameにはインストールするグループの名前を置き換えます。例えば、「Performance
Tools」グループをインストールするには、次のコマンドを入力します。

[ec2-user@ip-10-161-113-54 ~]$ sudo yum groupinstall "Performance Tools"

デフォルトでは、yum はグループで表示されている必須とデフォルトのパッケージのみをインストー
ルします。グループの任意のパッケージをインストールする場合も、コマンドにgroup_package_types
設定パラメータを設定できます。コマンドを実行すると、任意のパッケージが追加されます。

[ec2-user ~]$ sudo yum --setopt=group_package_types=mandatory,default,optional
 groupinstall "Performance Tools"

また、yum install を使用して、インターネットからダウンロードしたRPMパッケージファイルをイン
ストールすることもできます。その場合、リポジトリパッケージ名の代わりに、RPM ファイルのパス
名をインストールコマンドに追加します。

[ec2-user ~]$ sudo yum install my-package.rpm

ソフトウェアのコンパイル準備
Abstract

ソフトウェアをコンパイルする開発ツールをインストールします。

インターネットには事前コンパイルされていないオープンソースのソフトウェアが豊富に存在します。
パッケージリポジトリからダウンロードできます。いずれは、そのソースコードから、自分でコンパイ
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ルする必要があるソフトウェアパッケージが判明することがあります。システムでソフトウェアのコン
パイルを可能にするには、make、gcc、autoconfなど、いくつかの開発ツールをインストールする必要
があります。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

ソフトウェアのコンパイルはすべての Amazon EC2 インスタンスで必要なタスクではないため、その
ようなツールはデフォルトでインストールされていません。ただし、「Development Tools」という名
前のパッケージグループで利用でき、yumgroupinstallコマンドでインスタンスに簡単に追加されます。

[ec2-user ~]$ sudo yum groupinstall "Development Tools"

ソフトウェアのソースコードパッケージは、多くの場合、tarballという圧縮アーカイブファイルとして
ダウンロードできます（https://github.com/ や http://sourceforge.net/ などのウェブサイトから）。通
常、これらの tarball には .tar.gzというファイル拡張子が付いています。これらのアーカイブは tar
コマンドで解凍できます。

[ec2-user ~]$ tar -xzf software.tar.gz

ソースコードパッケージを解凍したら、ソースコードディレクトリでREADMEファイルまたはINSTALL
ファイルを探します。これらのファイルに、ソースコードのコンパイルとインストールに関する詳細な
指示があります。

Amazon Linux パッケージのソースコードを取得するには

Amazon Web Services は、保守管理されているパッケージのソースコードを提供します。
get_reference_sourceコマンドを使用して、インストールされているパッケージのソースコードをダウ
ンロードできます。

• get_reference_source -p packageコマンドを実行して、packageのソースコードをダウンロード
します。例えば、htopパッケージのソースコードをダウンロードするには、次のコマンドを入力
します。

[ec2-user ~]$ get_reference_source -p htop

Requested package: htop
Found package from local RPM database: htop-1.0.1-2.3.amzn1.x86_64
Corresponding source RPM to found package : htop-1.0.1-2.3.amzn1.src.rpm

Are these parameters correct? Please type 'yes' to continue: yes
Source RPM downloaded to: /usr/src/srpm/debug/htop-1.0.1-2.3.amzn1.src.rpm

このコマンドではソース RPM の場所がリストアップされます。この場
合、/usr/src/srpm/debug/htop-1.0.1-2.3.amzn1.src.rpmです。
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ユーザーの管理
Abstract

Amazon Linux インスタンスのユーザーを追加または削除します。

Linuxインスタンスタイプは、それぞれデフォルトのユーザーアカウントで起動します。AmazonLinux
の場合は、デフォルトのユーザー名は ec2-userです。RHEL5 の場合は、ほとんどの場合ユーザー名
は rootですが、ec2-userの場合もあります。Ubuntuの場合は、ユーザー名は ubuntuです。SUSE
Linuxの場合は、ユーザー名はrootです。それ以外の場合は、AMIプロバイダーに確認してください。

デフォルトのユーザーアカウントを使用することは多くのアプリケーションで適切ですが、ユーザーア
カウントを追加すると、個人が自分だけのファイルと作業場所を確保できます。新しいユーザー用に
ユーザーアカウントを作成することは、ec2-userアカウントへのアクセス権を複数のユーザーに（経
験のないユーザーも含めて）与えるよりも、はるかに安全です。ec2-user アカウントが不適切に使用
された場合、システムにさまざまな損害を与える可能性があるためです。

システムに新しいユーザーを追加するには

Amazon Linux インスタンスにユーザーを追加する作業は、2 つの基本的な操作により効率的に行われ
ます。すなわち、ユーザーをシステムに追加し、そのユーザーにリモートログインする手段を与えま
す。

1. システムに新しいユーザーを追加するには、useraddコマンドを使用します。コマンドの後には、
作成するユーザーの名前を指定します。

[ec2-user ~]$ sudo useradd newuser

このコマンドにより、newuserアカウントがシステムに追加され（/etc/passwdファイルにエン
トリが追加されます）、newuserグループが作成されて、/home/newuserにアカウントのホー
ムディレクトリが作成されます。

2. このアカウントにリモートアクセス権を与えるには、newuserホームディレクトリで .sshディ
レクトリを作成し、パブリックキーを含む「authorized_keys」という名前のファイルを .ssh
ディレクトリに作成する必要があります。

a. 新しいアカウントに切り替えると、新しく作成したファイルに適切な所有権が与えられます。

[ec2-user ~]$ sudo su - newuser
[newuser ~]$

メッセージには、ec2-userではなくnewuserと表示される点にご注意ください。シェルセッ
ションを新しいユーザーに切り替えています。

b. authorized_keysファイルのために .sshディレクトリが作成されます。

[newuser ~]$ mkdir .ssh

c. .sshディレクトリのファイル権限を 700（つまり、ファイルの所有者だけがディレクトリを
開き、読み書きできます）に変更します。

Important

このステップは非常に重要です。厳密なファイル権限がなければ、SSHを使用してこ
のアカウントにログインできません。
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[newuser ~]$ chmod 700 .ssh

d. .sshディレクトリに「authorized_keys」という名前のファイルを作成します。

[newuser ~]$ touch .ssh/authorized_keys

e. authorized_keysファイルのファイル権限を600（つまり、ファイルの所有者だけがファイ
ルを読み書きできます）に変更します。

Important

このステップは非常に重要です。厳密なファイル権限がなければ、SSHを使用してこ
のアカウントにログインできません。

[newuser ~]$ chmod 600 .ssh/authorized_keys

f. お好みのテキストエディタで authorized_keysファイルを編集し、キーペアのパブリック
キーをファイルに貼り付けます。

Note

キーペアを作成する方法や既存のキーペアからパブリックキーを取得する方法につい
ては、Amazon EC2 のキーペア (p. 470) を参照してください。

これで、Step 2.f (p. 370) のパブリックキーに一致するプライベートキーを使用して、SSH経由でイン
スタンスの newuserアカウントにログインできるはずです。

システムからユーザーを削除するには

ユーザーアカウントが不要になった場合、今後使用されないようにそのアカウントを削除できます。

• ユーザーアカウント、ユーザーのホームディレクトリ、ユーザーのメールスプールを削除するに
は、削除するユーザーの名前を後に付けて userdel -r コマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ sudo userdel -r olduser

Note

ユーザーのホームディレクトリとメールスプールを維持するには、-rオプションを省略し
ます。

インスタンスの時間を設定します
Abstract

時間を設定するか、Amazon Linux インスタンスの時間帯を変更します。
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サーバータスクとプロセスの多くには、一貫して正確な時間参照が不可欠です。システムログのほとん
どにタイムスタンプが含まれています。これを利用すれば、問題が発生した時刻とイベントの発生順序
を判断できます。ネットワークタイムプロトコル（NTP）は、デフォルトではAmazon Linuxインスタ
ンスに設定されています。システム時間はインターネットで負荷が分散されたパブリックサーバーの
プールと同期し、UTC 時間帯に設定されます。NTP の詳細については、http://www.ntp.org/ を参照し
てください。

Topics
• 時間帯の変更 (p. 371)
• ネットワークタイムプロトコル（NTP）の構成 (p. 372)

このセクションの手順は、インスタンスに時間帯を設定する方法と、NTP オペレーションを設定し、
検証する方法を示すものです。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

時間帯の変更
Amazon Linuxインスタンスは、デフォルトではUTC（協定世界時間）時間帯に設定されていますが、
インスタンスの時間を現地時間またはネットワークの別の時間帯に変更したい場合があるでしょう。

インスタンスの時間帯を変更するには

1. インスタンスで使用する時間帯を特定します。/usr/share/zoneinfoディレクトリには、時間
帯データファイルの階層が含まれています。その場所でディレクトリ構造を閲覧し、お客様の時間
帯のファイルを見つけます。

[ec2-user ~]$ ls /usr/share/zoneinfo
Africa      Chile    GB         Indian       Mideast   posixrules  US
America     CST6CDT  GB-Eire    Iran         MST       PRC         UTC
Antarctica  Cuba     GMT        iso3166.tab  MST7MDT   PST8PDT     WET
Arctic      EET      GMT0       Israel       Navajo    right       W-SU
...

この場所にある一部のエントリはディレクトリです（    など）。そのディレクトリには、特定
の都市の時間帯ファイルが含まれています。インスタンスに使用する都市（またはお客様の時間帯
と同じ都市）を見つけます。この例では、ロサンゼルスの時間帯ファイル
（/usr/share/zoneinfo/America/Los_Angeles）を使用できます。

2. /etc/sysconfig/clockファイルを新しい時間帯で更新します。

a. お好みのテキストエディタ（vimや nanoなど）で /etc/sysconfig/clockファイルを開き
ます。エディタコマンドでsudoを使用する必要があります。/etc/sysconfig/clockは  
 が所有するためです。

b.    エントリを見つけて、それを時間帯ファイルに変更します（パスの/usr/share/zoneinfo
セクションは省略します）。例えば、ロサンゼルスの時間帯に変更するには、ZONEエントリ
を次のように変更します。

ZONE="America/Los_Angeles"
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c. ファイルを保存し、テキストエディタを終了します。

3. インスタンスが現地時間情報を参照するとき、時間帯ファイルを見つけられるよう
に、/etc/localtimeと時間帯ファイルの間にシンボリックリンクを作成します。

[ec2-user ~]$ sudo ln -sf /usr/share/zoneinfo/America/Los_Angeles /etc/loc 
altime

4. システムを再起動し、すべてのサーバーとアプリケーションで新しい時間帯情報を取得します。

[ec2-user ~]$ sudo reboot

ネットワークタイムプロトコル（NTP）の構成
Abstract

NTP を使って、Amazon Linux インスタンスの時刻を正確に維持します。

ネットワークタイムプロトコル（NTP）は、デフォルトにより、Amazon Linux インスタンスに構成済
みです。ただし、標準 NTP 構成を機能させるには、インスタンスがインターネットにアクセスする必
要があります。このセクションの手順では、デフォルトの NTP 構成が正しく動作していることを確認
する方法を示します。インスタンスからインターネットにアクセスできない場合、正確な時刻を維持す
るために、NTP を構成して、プライベートネットワーク内の別のサーバーにクエリを実行する必要が
あります。

NTP が適切に動作していることを確認するには

1. インスタンスの NTP サービスのステータスを表示するには、ntpstat コマンドを使用します。

[ec2-user ~]$ ntpstat

出力が次のような場合、インスタンスの NTP は適切に動作しています。

synchronised to NTP server (12.34.56.78) at stratum 3
   time correct to within 399 ms
   polling server every 64 s

出力ステータスが「unsynchronised」の場合、1分待ってから再試行してください。最初の同期
が完了するまで、1 分かかることがあります。

出力ステータスが「Unable to talk to NTP daemon. Is it running?」の場合、NTPサー
ビスを起動して、ブート時に自動的に開始できるようにする必要があります。

2. （オプション）NTP サーバーが認識しているピアとその状態の概要を表示するには、ntpq -p コマ
ンドを使用します。

[ec2-user ~]$ ntpq -p
     remote           refid      st t when poll reach   delay   offset  
jitter
==============================================================================
+lttleman.deekay 204.9.54.119     2 u   15  128  377   88.649    5.946   
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6.876
-bittorrent.tomh 91.189.94.4      3 u  133  128  377  182.673    8.001   
1.278
*ntp3.junkemailf 216.218.254.202  2 u   68  128  377   29.377    4.726  
11.887
+tesla.selinc.co 149.20.64.28     2 u   31  128  377   28.586   -1.215   
1.435

NTP を起動して有効にするには

1. 次のコマンドを使って NTP サービスを起動します。

[ec2-user ~]$ sudo service ntpd start
Starting ntpd:                                             [  OK  ]

2. chkconfig コマンドを使って、ブート時に NTP を開始できるようにします。

[ec2-user ~]$ sudo chkconfig ntpd on

3. 次のコマンドを使って、NTP が有効であることを確認します。

[ec2-user ~]$ sudo chkconfig --list ntpd
ntpd            0:off 1:off 2:on 3:on 4:on 5:on 6:off

ここでは実行レベル 2、3、4、および 5 で ntpd がオンになっており、これは適正です。

NTP サーバーを変更するには

標準 NTP サーバーを使用しないようにすることも、インターネットアクセスを持たないインスタンス
に対して、プライベートネットワーク内にあるご自分の NTP サーバーを使用することもできます。

1. お好みのテキストエディタ（vim や nano など）で、/etc/ntp.confファイルを開きま
す。/etc/ntp.confは rootが所有しているため、エディタコマンドで sudo を使用する必要が
あります。

2. serverセクションを探します。このセクションは、NTP構成に対してポーリングするサーバーを
定義します。

# Use public servers from the pool.ntp.org project.
# Please consider joining the pool (http://www.pool.ntp.org/join.html).
server 0.amazon.pool.ntp.org iburst
server 1.amazon.pool.ntp.org iburst
server 2.amazon.pool.ntp.org iburst
server 3.amazon.pool.ntp.org iburst

3. 使用しないサーバー定義の先頭に「#」文字を追加して、使用しないサーバーをコメントアウトし
ます。

# Use public servers from the pool.ntp.org project.
# Please consider joining the pool (http://www.pool.ntp.org/join.html).
#server 0.amazon.pool.ntp.org iburst
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#server 1.amazon.pool.ntp.org iburst
#server 2.amazon.pool.ntp.org iburst
#server 3.amazon.pool.ntp.org iburst

4. 時刻同期のポーリング用に、各サーバーのエントリを追加します。このエントリには DNS 名を使
用することも、ドット区切りの IP アドレス（10.0.0.254など）を使用することもできます。

server my-ntp-server.my-domain.com iburst

5. NTP サービスを再起動して、新しいサーバーを選択します。

[ec2-user ~]$ sudo service ntpd start
Starting ntpd:                                             [  OK  ]

6. 新しい設定が動作すること、また、NTP が機能していることを確認します。

[ec2-user ~]$ ntpstat
synchronised to NTP server (64.246.132.14) at stratum 2
   time correct to within 99 ms

インスタンスのホスト名を変更する
Abstract

動的 DNS プロバイダを使用し、Amazon Linux インスタンスのホスト名を設定します。

インスタンスを起動すると、プライベートの内部 IP アドレスの形式のホスト名が割り当てられます。
典型的なAmazonEC2プライベートDNS名は、ip-12-34-56-78.us-west-2.compute.internal
のような形式になります。この名前は内部ドメイン、サービス（この例では、compute）、リージョ
ン、そしてプライベート IP アドレスで構成されます。インスタンスにログインしたとき、このホスト
名の一部がシェルプロンプトで表示されます（ip-12-34-56-78など）。Amazon EC2 インスタンス
を停止し、再起動するたびに（Elastic IP アドレスを使用していない限り）、パブリックとプライベー
トのIPアドレスが変わり、パブリックDNS名、システムホスト名、シェルプロンプトも変わります。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

システムホスト名の変更
インスタンスの IP アドレスにパブリック DNS 名を登録している場合（webserver.mydomain.com
など）、インスタンスがそのドメインに含まれているものとして識別されるように、システムホスト名
を設定できます。また、システムホスト名を変更すると、シェルプロンプトも変更され、AWS が提供
するホスト名の代わりに、新しいシステムホスト名の最初の部分（ip-12-34-56-78など）が表示さ
れます。パブリック DNS 名を登録していない場合でもホスト名は変更できますが、プロセスが少し違
います。
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システムホスト名をパブリック DNS 名に変更するには

パブリック DNS 名を登録している場合、この手順を行います。

1. お好みのテキストエディタで /etc/sysconfig/network設定ファイルを開き、HOSTNAMEエン
トリを変更して、完全修飾ドメイン名（webserver.mydomain.comなど）を反映させます。

HOSTNAME=webserver.mydomain.com

2. インスタンスを再起動し、新しいホスト名を取得します。

[ec2-user ~]$ sudo reboot

3. インスタンスにログインして、ホスト名が更新されていることを確認します。メッセージには、新
しいホスト名が表示されるはずです（最初の「.」まで）。hostnameコマンドで完全修飾ドメイン
名が表示されます。

[ec2-user@webserver ~]$ hostname
webserver.mydomain.com

パブリック DNS 名なしでシステムホスト名を変更するには

1. お好みのテキストエディタで /etc/sysconfig/network設定ファイルを開き、HOSTNAMEエン
トリを変更して、希望するホスト名を反映させます（webserverなど）。

HOSTNAME=webserver.localdomain

2. お好みのテキストエディタで /etc/hostsファイルを開き、下の例と一致する 127.0.0.1で始
まるエントリを変更します。ホスト名は自分のホスト名に置換します。

127.0.0.1 webserver.localdomain webserver localhost localhost.localdomain

3. インスタンスを再起動し、新しいホスト名を取得します。

[ec2-user ~]$ sudo reboot

4. インスタンスにログインして、ホスト名が更新されていることを確認します。メッセージには、新
しいホスト名が表示されるはずです（最初の「.」まで）。hostnameコマンドで完全修飾ドメイン
名が表示されます。

[ec2-user@webserver ~]$ hostname
webserver.localdomain
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ホスト名に影響を与えずにシェルプロンプトを変更
する
インスタンスのホスト名を変更せずに、AWSが提供するプライベート名（ip-12-34-56-78など）よ
りも便利なシステム名（webserverなど）を表示させる場合、ホスト名の代わりにシステムニックネー
ムを表示するようにシェルプロンプト設定ファイルを編集できます。

シェルプロンプトをホストニックネームに変更するには

1. /etc/profile.dで、NICKNAMEと呼ばれる環境変数を設定するファイルを作成して、シェルプ
ロンプトに表示する値を設定します。例えば、システムニックネームを webserverに設定するに
は、次のコマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ sudo sh -c 'echo "export NICKNAME=webserver" > /etc/pro 
file.d/prompt.sh'

2. お好みのテキストエディタ（vim や nano など）で /etc/bashrcファイルを開きます。エディタ
コマンドで sudo を使用する必要があります。/etc/bashrcは   が所有するためです。

3. ファイルを編集し、ホスト名の代わりにニックネームを表示するようにシェルプロンプト変数
（PS1）を変更します。/etc/bashrcでシェルプロンプトを設定する次の行を見つけます（以下
には、コンテキストを示すため前後の行も表示されています。[ "$PS1"で始まる行を探してくだ
さい）。

  # Turn on checkwinsize
  shopt -s checkwinsize

[ "$PS1" = "\\s-\\v\\\$ " ] && PS1="[\u@\h \W]\\$ "
  # You might want to have e.g. tty in prompt (e.g. more virtual machines)
  # and console windows

その行の \h（hostnameを表す記号）を NICKNAME変数の値に変更します。

  # Turn on checkwinsize
  shopt -s checkwinsize

[ "$PS1" = "\\s-\\v\\\$ " ] && PS1="[\u@$NICKNAME \W]\\$ "
  # You might want to have e.g. tty in prompt (e.g. more virtual machines)
  # and console windows

4. （オプション）シェルウィンドウのタイトルを新しいニックネームに設定するには、次の手順を完
了します。

a. /etc/sysconfig/bash-prompt-xtermという名前のファイルを作成します。

[ec2-user ~]$ sudo touch /etc/sysconfig/bash-prompt-xterm

b. 次のコマンドを使用して、ファイルを実行可能にします。

[ec2-user ~]$ sudo chmod +x /etc/sysconfig/bash-prompt-xterm

c. お好みのテキストエディタ（vim や nano など）で /etc/sysconfig/bash-prompt-xterm
ファイルを開きます。エディタコマンドで sudo を使用する必要がありま
す。/etc/sysconfig/bash-prompt-xtermは   が所有するためです。
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d. 次の行をファイルに追加します。

echo -ne "\033]0;${USER}@${NICKNAME}:${PWD/#$HOME/~}\007"

5. ログアウトしてから再度ログインし、新しいニックネーム値を取得します。

Amazon EC2 で動的 DNS を使用する
Amazon EC2インスタンスを起動すると、パブリック IPアドレスとパブリックDNS（ドメイン名シス
テム）名が割り当てられます。それらを使用してインターネットからインスタンスにアクセスできま
す。Amazon Web Services ドメインには数多くのホストが存在するため、これらのパブリック名はそ
れぞれの名前を一意にするために、かなり長くする必要があります。典型的な Amazon EC2 パブリッ
クDNS名は、ec2-12-34-56-78.us-west-2.compute.amazonaws.comのような形式になります。
この名前はAmazon Web Services ドメイン、サービス（この例では、compute）、リージョン、パブ
リック IP アドレスで構成されます。

動的 DNS サービスはそのドメイン領域内でカスタムの DNS ホスト名を提供します。この名前は覚え
やすく、ホストのユースケースとの関連性が高くなっています。また、一部の動的 DNS サービスは無
料です。Amazon EC2では動的DNSプロバイダを利用できます。また、インスタンスを起動するたび
に、パブリック DNS 名に関連付けられている IP アドレスを更新するようにインスタンスを設定でき
ます。プロバイダは数多く存在します。また、プロバイダを選択し、それぞれのプロバイダで名前を登
録する方法については本ガイドの範囲外です。インターネットで「動的 DNS」で検索すれば、たくさ
んのサービスプロバイダがヒットします。その多くは動的 DNS サーヒスを無料で提供しています。

Important

次の手順は、Amazon Linux での使用を想定していますが、コマンドとファイルの場所は Red
Hat および CentOS と似ています。その他のディストリビューションの詳細については、各ド
キュメントを参照してください。

Amazon EC2 で動的 DNS を使用するには

1. 動的 DNS サービスプロバイダにサインアップし、そのサービスでパブリック DNS 名を登録しま
す。この手順では、no-ip.com/free の無料サービスを利用できます。

2. 動的 DNS 更新クライアントを設定します。動的 DNS サービスプロバイダを選び、そのサービス
でパブリック DNS 名を登録したら、その DNS 名をインスタンスの IP アドレスにポイントしま
す。多くのプロバイダでは、ウェブサイトのお客様のアカウントから手動で設定できますが、ソフ
トウェア更新クライアントで自動実行することもできます。この例では、noip2クライアントを
使用できます。このクライアントは、no-ip.com が提供するサービスでのみ使用できます。

Note

他のサービスプロバイダは独自のクライアントを提供する場合があります。あるいは、そ
のサービスとともに使用できるddclient更新ユーティリティを設定できる場合がありま
す。詳細については、お客様のサービスプロバイダが提供する文書と
http://sourceforge.net/p/ddclient/wiki/Home/ を参照してください。

a. noipクライアントにアクセスできるように、Extra Packages for Enterprise Linux（EPEL）リ
ポジトリを有効にします。ddclientパッケージはこのリポジトリでも利用できますが、後続
の設定ステップが異なります。
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[ec2-user ~]$ sudo yum-config-manager --enable epel

b. noipパッケージをインストールします。

[ec2-user ~]$ sudo yum install -y noip

c. noip2設定ファイルを作成します。メッセージが表示されたら、ログインおよびパスワード
情報を入力して、後から続く質問に答え、クライアントを設定します。

[ec2-user ~]$ sudo noip2 -C

3. chkconfig コマンドを使用し、noipサービスを有効にします。

[ec2-user ~]$ sudo chkconfig noip on

chkconfig --list コマンドを使用すると、サービスが有効になっていることを確認できます。

[ec2-user ~]$ chkconfig --list noip
noip            0:off 1:off 2:on 3:on 4:on 5:on 6:off

ここでは、noip はランレベル 2、3、4、5 で onになっています（これは正常です）。これで、更
新クライアントは起動のたびに開始し、パブリックDNSレコードを更新して、インスタンスの IP
アドレスをポイントします。

4. noipサービスを開始します。

[ec2-user ~]$ sudo service noip start
Starting noip2:                                            [  OK  ]

このコマンドを使用すると、クライアントが起動します。クライアントは前に作成した設定ファイ
ル（/etc/no-ip2.conf）を読み、選択したパブリック DNS 名の IP アドレスを更新します。

5. 更新クライアントが動的 DNS 名に正しい IP アドレスを設定したことを確認します。DNS レコー
ドの更新には数分かかります。その後、この手順で設定したパブリックDNS名により、SSH経由
でインスタンスに接続します。

ユーザーデータでインスタンスを起動する
Abstract

起動時に Amazon Linux インスタンスにユーザーデータを渡します。

Amazon EC2 でインスタンスを起動するとき、起動後にそのインスタンスにユーザーデータを渡し、
一般的な自動設定タスクを実行したり、スクリプトを実行したりできます。2 つのタイプのユーザー
データを Amazon EC2 に渡すことができます。シェルスクリプトと cloud-initディレクティブで
す。また、このデータはプレーンテキスト、ファイル（コマンドラインツールでインスタンスを起動す
る場合に便利です）、または base64 でエンコードされたテキスト（API 呼出の場合）として、起動
ウィザードに渡すこともできます。
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より複雑な自動化シナリオに興味がある場合、AWS CloudFormation や AWS OpsWorks のご利用を検
討してください。詳細については、AWSCloudFormationユーザーガイドとAWSOpsWorksユーザー
ガイドを参照してください。

Topics
• ユーザーデータとシェルスクリプト (p. 379)
• ユーザーデータと cloud-init ディレクティブ (p. 381)

次の例では、Installing a LAMPWeb Server tutorial (p. 39) のコマンドが、シェルスクリプトとインスタ
ンスの起動時に実行される一連の cloud-initディレクティブに変換されています。各例では、次の
タスクがユーザーデータにより実行されます。

• ディストリビューションソフトウェアパッケージが更新されます。
• 必要なウェブサーバー、php、mysqlパッケージがインストールされます。
• chkconfig を介して httpdサービスが開始され、オンになります。
• wwwグループが追加され、ec2-userがそのグループに追加されます。
• ウェブディレクトリとその中に含まれるファイルに対して、適切な所有権とファイル権限が設定され
ます。

• ウェブサーバーと phpエンジンをテストするために、シンプルなウェブページが作成されます。

前提条件

次の例では、インターネットからアクセス可能なパブリック DNS 名がお客様のインスタンスに設定さ
れているものと仮定しています。詳細については、Amazon EC2 インスタンスの起動 (p. 28) を参照し
てください。また、SSH（ポート 22）、HTTP（ポート 80）、HTTPS（ポート 443）接続を許可するよ
うに、セキュリティグループを設定する必要もあります。前提条件の詳細については、Amazon EC2
でのセットアップ (p. 21) を参照してください。

また、これらの指示はAmazon Linux での使用を意図しています。他の Linux ディストリビューション
の場合、コマンドとディレクティブが動作しないことがあります。cloud-initのサポートなど、その
他のディストリビューションについての詳細は、該当するディストリビューションの文書を参照してく
ださい。

ユーザーデータとシェルスクリプト
シェルスクリプトに詳しい場合、シェルスクリプトが起動時に指示を送る最も簡単で完全な方法となり
ます。cloud-initログファイル（/var/log/cloud-init.log）にコンソール出力が記録されるの
で、インスタンスが意図したとおりに動作しない場合、起動後にスクリプトを簡単にデバッグできま
す。

Important

ユーザーデータのスクリプトおよびcloud-initディレクティブは、インスタンスを起動する
ときの初回の起動サイクルでのみ実行されます。

ユーザーデータシェルスクリプトは、#!文字とスクリプトを読み取るインタープリターへのパス（通
常、/bin/bash）で始める必要があります。シェルスクリプトの概要については、Linux Documentation
Project（tldp.org）の BASH Programming HOW-TO を参照してください。

ユーザーデータとして入力されたスクリプトは、rootユーザーとして実行されます。そのため、スク
リプトでは sudo コマンドを使用しないでください。作成したファイルはすべて   の所有になること
を忘れないでください。非rootユーザーにファイルアクセスを与える場合、スクリプトで権限を適宜
変更する必要があります。また、スクリプトはインタラクティブに実行されないため、ユーザーフィー
ドバックを必要とするコマンド（-yフラグのない yum update など）を含めることはできません。
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起動時にこれらのタスクを追加すると、インスタンスの起動にかかる時間が増えます。タスクが完了す
るまでさらに数分待ち、それからユーザースクリプトが正常に完了したことをテストしてください。

ユーザーデータでシェルスクリプトをインスタンスに渡すには

1. AMIからのインスタンスの起動(p. 325)でインスタンスを起動するための手順を行いますが、Step
6 (p. 327)に到達したら、ユーザーデータスクリプトテキストを[User data]フィールドに貼り付け、
起動手順を完了します。下の例の場合では、スクリプトがウェブサーバーを作成し、設定します。

#!/bin/bash
yum update -y
yum groupinstall -y "Web Server" "MySQL Database" "PHP Support"
yum install -y php-mysql
service httpd start
chkconfig httpd on
groupadd www
usermod -a -G www ec2-user
chown -R root:www /var/www
chmod 2775 /var/www
find /var/www -type d -exec chmod 2775 {} +
find /var/www -type f -exec chmod 0664 {} +
echo "<?php phpinfo(); ?>" > /var/www/html/phpinfo.php

2. インスタンスが起動し、スクリプトのコマンドを実行するまで十分待ち、それからスクリプトが意
図したタスクを完了したことを確認します。例では、ウェブブラウザにスクリプトが作成したPHP
テストファイルのURL を入力します。このURL は、インスタンスのパブリックDNSアドレスに
スラッシュとファイル名を追加したものです。

http://my.public.dns.amazonaws.com/phpinfo.php

PHP 情報ページが表示されるはずです。

Tip

PHP 情報ページが表示されない場合、使用しているセキュリティグループに HTTP（ポー
ト 80）トラフィックを許可するルールが含まれていることを確認します。HTTPルールを
セキュリティグループに追加する方法については、セキュリティグループへのルールの追
加 (p. 482) を参照してください。

3. （オプション）スクリプトが予定のタスクを完了しなかった場合、あるいはスクリプトがエラーせ
ずにタスクを完了したかを確認するには、/var/log/cloud-init.logにある cloud-initロ
グファイルを調べ、エラーメッセージが出力されていないか探します。

デバッグの詳細情報を取得するには、ディレクティブ

output : { all : '| tee -a /var/log/cloud-init-output.log' }

を指定して cloud-initデータセクションを含む MIME マルチパートアーカイブを作成します。
このディレクティブにより、スクリプトから /var/log/cloud-init-output.logにコマンド
出力が送信されます。cloud-initデータ形式と MIME マルチパートアーカイブの作成方法の詳
細については、「cloud-init Formats」を参照してください。

API Version 2014-02-01
380

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ユーザーデータとシェルスクリプト

http://cloudinit.readthedocs.org/en/latest/topics/format.html


ユーザーデータと cloud-init ディレクティブ
cloud-initパッケージは、新しいAmazon Linuxインスタンスが起動したときに、特定の側面を設定
します。具体的には、お客様のプライベートキーでログインできるように、ec2-userの
.ssh/authorized_keysファイルを設定します。

構文は異なりますが、渡されたスクリプトと同じ方法で cloud-initユーザーディレクティブを起動
時のインスタンスに渡すことができます。cloud-initの詳細については、
http://cloudinit.readthedocs.org/en/latest/index.html にアクセスしてください。

Important

ユーザーデータのスクリプトおよびcloud-initディレクティブは、インスタンスを起動する
ときの初回の起動サイクルでのみ実行されます。

cloud-initのAmazon Linuxバージョンは、ベースパッケージで利用できるディレクティブの一部を
サポートしません。一部のディレクティブは名前が変更されています（例えば、apt-upgradeの代わ
りに repo_updateが使用されています）。Amazon Linuxで使用できる cloud-initのサンプルをよ
り完全なセットでお求めの場
合、/usr/share/doc/cloud-init-0.5.15/examples/cloud-init-amzn.txtからAmazon Linux
インスタンスを実行するサンプルファイルを参照してください。

起動時にこれらのタスクを追加すると、インスタンスの起動にかかる時間が増えます。タスクが完了す
るまでさらに数分待ち、それからユーザーデータディレクティブが完了したことをテストしてくださ
い。

ユーザーデータで cloud-initディレクティブをインスタンスに渡すには

1. AMIからのインスタンスの起動(p. 325)でインスタンスを起動するための手順を行いますが、Step
6 (p. 327)に到達したら、cloud-initディレクティブテキストを [User data]フィールドに貼り付
けて、起動手順を完了します。下の例では、ディレクティブがウェブサーバーを作成し、設定しま
す。

#cloud-config
repo_update: true
repo_upgrade: all

packages:
 - httpd
 - crypto-utils
 - mod_perl
 - mod_ssl
 - mod_wsgi
 - mysql-server
 - php
 - php-gd
 - php-pdo
 - php-pear
 - php-xml
 - php-mysql

runcmd:
 - service httpd start
 - chkconfig httpd on
 - groupadd www
 - [ sh, -c, "usermod -a -G www ec2-user" ]
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 - [ sh, -c, "chown -R root:www /var/www" ]
 - chmod 2775 /var/www
 - [ find, /var/www, -type, d, -exec, chmod, 2775, {}, + ]
 - [ find, /var/www, -type, f, -exec, chmod, 0664, {}, + ]
 - [ sh, -c, 'echo "<?php phpinfo(); ?>" > /var/www/html/phpinfo.php' ]

2. インスタンスが起動し、ユーザーデータのディレクティブを実行するまで十分待ち、それから意図
したタスクをディレクティブが完了したことを確認します。例では、ウェブブラウザにディレク
ティブが作成した PHP テストファイルの URL を入力します。この URL は、インスタンスのパブ
リック DNS アドレスにスラッシュとファイル名を追加したものです。

http://my.public.dns.amazonaws.com/phpinfo.php

PHP 情報ページが表示されるはずです。

Tip

PHP 情報ページが表示されない場合、使用しているセキュリティグループに HTTP（ポー
ト 80）トラフィックを許可するルールが含まれていることを確認します。HTTPルールを
セキュリティグループに追加する方法については、セキュリティグループへのルールの追
加 (p. 482) を参照してください。

3. （オプション）ディレクティブが予定のタスクを完了しなかった場合、あるいはディレクティブが
エラーなしでタスクを完了したかを確認するには、/var/log/cloud-init.logにある
cloud-initログファイルを調べ、エラーメッセージが出力されていないか探します。デバッグの
詳細情報を取得するには、ディレクティブに次の行を追加します:

output : { all : '| tee -a /var/log/cloud-init-output.log' }

このディレクティブにより、runcmd出力が /var/log/cloud-init-output.logに送信されま
す。
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Amazon EC2 のモニタリング

モニタリングは、Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）インスタンスおよびAWSソリュー
ションの信頼性、可用性、およびパフォーマンスを維持する上で重要な部分です。マルチポイント障害
が発生した場合は、その障害をより簡単にデバッグできるように、AWS ソリューションのすべての部
分からモニタリングデータを収集する必要があります。ただし、Amazon EC2 のモニタリングを開始
する前に、次の内容を盛り込んだモニタリング計画を作成する必要があります。

• モニタリングの目的とは?
• モニタリングの対象となるリソースとは?
• これらのリソースをモニタリングする頻度は?
• 使用するモニタリングツールは?
• 誰がモニタリングタスクを実行しますか?
• 誰が問題が発生したときに通知を受け取りますか?

モニタリングの目的を定義し、モニタリングの計画を作成したら、次のステップとして、お客様の環境
内で通常の Amazon EC2 パフォーマンスのベースラインを確立します。さまざまな時間帯に、さまざ
まな負荷条件で Amazon EC2 パフォーマンスを測定します。Amazon EC2 をモニタリングしながら、
収集したモニタリングデータの履歴を格納する必要があります。現在の Amazon EC2 パフォーマンス
をこの履歴データと比較して、通常のパフォーマンスパターンとパフォーマンス異常を識別すること
で、異常への対処方法を考案することが容易になります。例えば、Amazon EC2 インスタンスの CPU
使用率、ディスク I/O、およびネットワーク使用率をモニタリングすることができます。確立したベー
スラインからパフォーマンスが外れた場合は、インスタンスの再設定または最適化を行って CPU 使用
率の抑制、ディスクI/Oの改善、またはネットワークトラフィックの低減を行うことが必要な場合があ
ります。

ベースラインを確立するには、少なくとも、次の項目をモニタリングする必要があります。

モニタリングスクリプトAmazon EC2 メトリックスモニタリング対象の項目

CPUUtilizationCPU 使用率

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

メモリ使用率

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

使用中のメモリ

API Version 2014-02-01
383

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド

http://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/ec2-metricscollected.html
http://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/mon-scripts.html
http://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/mon-scripts.html
http://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/mon-scripts.html
http://docs.aws.amazon.com/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/mon-scripts.html


モニタリングスクリプトAmazon EC2 メトリックスモニタリング対象の項目

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

利用可能なメモリ

NetworkIn

NetworkOut

ネットワーク使用率

DiskReadOps

DiskWriteOps

ディスクパフォーマンス

Amazon EC2 Linuxインスタンス
のモニタリングスクリプト

ディスクスワップの使用率

使用中のスワップ（Linux）

Amazon EC2 Windows インスタ
ンスのモニタリングスクリプト

ページファイルの使用率

使用中のページファイル

使用可能なページファイル

DiskReadBytes

DiskWriteBytes

ディスクの読み書き

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

ディスクスペースの使用率

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

使用中のディスク容量

Amazon EC2 インスタンスのモ
ニタリングスクリプト

利用可能なディスク容量

自動モニタリングと手動モニタリング
Abstract

AWSツールを設定してAmazon EC2 インスタンスをモニタリングします。これらのツールの一部は自動化されて
いますが、手動操作を必要とするものもあります。

AWSでは、Amazon EC2 のモニタリングに使用できるさまざまなツールを提供しています。これらの
ツールの中には、自動モニタリングを設定できるものもあれば、手操作を必要とするものもあります。

Topics
• 自動モニタリングツール (p. 384)
• 手動モニタリングツール (p. 385)

自動モニタリングツール
次に示す自動化されたモニタリングツールを使用すると、Amazon EC2 の監視が行われ、問題が検出
されたときにレポートが返されます。

• [System Status Checks] – インスタンスを使用する際に必要な AWS システムをモニタリングして、
AWS システムが正常に実行されていることを確認します。これらのチェックでは、修復において
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AWSが関係するインスタンスの問題が検出されます。システムステータスチェックが失敗した場合、
AWS によって問題が修正されるのを待つか、自分自身で（例えば、インスタンスを停止、再起動、
終了、置換するなどによって）問題を解決できます。システムステータスチェックの失敗の原因とな
る問題には、次のようなものがあります。
• ネットワーク接続の喪失
• システム電源の喪失
• 物理ホストのソフトウェアの問題
• 物理ホストのハードウェアの問題

詳細については、Monitoring Instances with Status Checks を参照してください。
• [InstanceStatusChecks] –個々のインスタンスのソフトウェアとネットワークの設定をモニタリング
します。これらのチェックでは、ユーザーが関与して修復する必要のある問題が検出されます。イン
スタンスステータスチェックが失敗した場合、通常は自分自身で（例えば、インスタンスを再起動す
る、オペレーティングシステムを修正するなどによって）問題に対処する必要があります。インスタ
ンスステータスチェックの失敗の原因となる問題には、次のようなものがあります。
• 失敗したシステムステータスチェック
• 誤って設定されたネットワークまたは起動設定
• メモリの枯渇
• 破損したファイルシステム
• 互換性のないカーネル

詳細については、Monitoring Instances with Status Checks を参照してください。
• [Amazon CloudWatch Alarms] – 指定された期間にわたって単一のメトリックスを監視し、複数の期
間にわたり既定のしきい値に関連するメトリックス値に基づいて 1 つ以上のアクションを実行しま
す。アクションは、AmazonSimple Notification Service（AmazonSNS）トピックまたはAuto Scaling
ポリシーに送信される通知です。アラームは、持続的な状態変化の場合にのみアクションを呼び出し
ます。CloudWatchアラームはそれが特定の状態にあるという理由だけではアクションを呼び出しま
せん。アクションを呼び出すには、状態が変化し、その状態が特定の期間にわたって維持されている
必要があります。詳細については、Monitoring Your Instances with CloudWatch を参照してくださ
い。

• [Amazon EC2 Monitoring Scripts for Linux and Windows] – Linux およびWindows インスタンスでの
メモリ、ディスク、およびページ/スワップファイルの使用率をモニタリングできる Perl および
PowerShell スクリプトです。詳細については、Amazon EC2 インスタンスのモニタリングスクリプ
トを参照してください。

• [AWS Management Pack for Microsoft System Center Operations Manager] – Amazon EC2 インスタ
ンスと、これらのインスタンス内で稼働するMicrosoft Windowsまたは Linux オペレーティングシス
テムをリンクします。AWS マネジメントパックは Microsoft System Center Operations Manager 向
けの拡張パックです。データセンターの指定されたコンピュータ（監視ノードと呼びます）とAmazon
ウェブサービスAPIを使用して、AWSリソースに関する情報をリモートで検出して収集します。詳
細については、Microsoft System Center Operations Manager 向け AWS マネジメントパックを参照
してください。

手動モニタリングツール
Amazon EC2 のモニタリングにおけるもう 1 つの重要な部分は、モニタリングスクリプト、ステータ
スチェック、および CloudWatch アラームで網羅されていない項目を手動でモニタリングすることで
す。Amazon EC2 および CloudWatch のコンソールダッシュボードには、Amazon EC2 環境の状態が
一目でわかるビューが表示されます。

• Amazon EC2 ダッシュボードには次の内容が表示されます。
• リージョンごとのサービス状態とスケジュールされたイベント
• インスタンスの状態
• ステータスチェック
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• アラームステータス
• インスタンスメトリックスの詳細（ナビゲーションペインで、[Instances]をクリックし、インスタ
ンスを選択して、[Monitoring] タブをクリックします）

• ボリュームメトリックスの詳細（ナビゲーションペインの[Volumes]をクリックし、ボリュームを
選択して、[Monitoring] タブをクリックします）

• Amazon CloudWatch ダッシュボードには、次の内容が表示されます。
• 現在のアラームとステータス
• アラームとリソースのグラフ
• サービス状態ステータス

さらに、CloudWatch を使用して次のことが行えます。
• Amazon EC2 モニタリングデータをグラフ化して、問題のトラブルシューティングを行い、傾向
を確認する

• AWS リソースのすべてのメトリックスを検索して、参照する
• 問題があることを通知するアラームを作成/編集する
• アラームおよび AWS リソースが一目でわかる概要を表示する

モニタリングのベストプラクティス
Abstract

Amazon EC2 モニタリングタスクに役立つ、モニタリングのベストプラクティスを説明します。

次に示すモニタリングのベストプラクティスを使用すると、Amazon EC2 のモニタリングタスクが容
易になります。

• モニタリングの優先順位を設定し、小さな問題が大きな問題に発展する前に阻止します。
• AWSソリューションのすべての部分からモニタリングデータを収集するモニタリング計画を作成し、
実施すると、マルチポイント障害が発生した場合に、その障害をより簡単にデバッグできます。モニ
タリング計画には、少なくとも、次の質問に対する回答を盛り込む必要があります。
• モニタリングの目的とは?
• モニタリングの対象となるリソースとは?
• これらのリソースをモニタリングする頻度は?
• 使用するモニタリングツールは?
• 誰がモニタリングタスクを実行しますか?
• 誰が問題が発生したときに通知を受け取りますか?

• モニタリングタスクは可能な限り自動化します。
• EC2 インスタンスでログファイルを確認します。

インスタンスのステータスのモニタリング
Abstract

インスタンスのステータスチェックや、インスタンスに予定されたイベントを表示して、AmazonEC2インスタン
スのステータスをモニタリングします。

インスタンスのステータスをモニタリングして、インスタンスのステータスチェックや、インスタンス
にスケジュールされたイベントを表示できます。ステータスチェックでは、Amazon EC2 によって実
行される自動化されたチェックからの情報が提供されます。これらの自動化されたチェックは、特定の
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問題がインスタンスに影響を与えているかどうかを検出します。ステータスチェックの情報と、Amazon
CloudWatch で提供されるデータによって、各インスタンスの詳細な動作状況を把握できます。

インスタンスに予定されている特定のイベントに関するステータスも表示できます。イベントでは、イ
ンスタンスに計画されている再起動またはリタイアなどの今後のアクティビティに関する情報と、各イ
ベントで予定されている開始時間と終了時間が提供されます。

Topics
• ステータスチェックでインスタンスをモニタリングする (p. 387)
• インスタンスのイベントのモニタリング (p. 392)

ステータスチェックでインスタンスをモニタリング
する

Abstract

ステータスチェックでインスタンスをモニタリングして、AmazonEC2がインスタンスで何らかの問題を検出して
いるかどうかを判断します。

インスタンスのステータスのモニタリングでは、AmazonEC2によってインスタンスによるアプリケー
ションの実行が妨げられるような問題が検出されたかどうかをすばやく判断できます。Amazon EC2
は、実行されている各 Amazon EC2 インスタンスについて自動化されたチェックを実行して、ハード
ウェアおよびソフトウェアの問題を識別します。これらのステータスチェックの結果を表示して、具体
的で検出可能な問題を識別できます。このデータは、Amazon EC2 が各インスタンスで意図された状
態（保留、実行、停止など）に関して既に提供している情報およびAmazonCloudWatchが監視してい
る利用メトリックス（CPU 使用率、ネットワークトラフィック、ディスクアクティビティ）を補うも
のです。

ステータスチェックは、5分ごとに実行され、それぞれが成功または失敗のステータスを返します。す
べてのチェックが成功すると、インスタンス全体のステータスが OK になります。1つ以上のチェック
が失敗すると、全体のステータスが impaired になります。ステータスチェックはAmazon EC2に組み
込まれています。そのため、無効にしたり、削除したりすることはできません。ただし、ステータス
チェックの結果に基づいて実行されるアラームを作成または削除することは可能です。例えば、特定の
インスタンスでステータスチェックが失敗したときに警告するアラームを作成できます。詳細について
は、「ステータスチェックアラームの作成と編集 (p. 390)」を参照してください。

ステータスチェックには、システムステータスチェックとインスタンスステータスチェックの2種類が
あります。

System status checksでは、インスタンスを使用するために必要なAWSシステムを監視して、AWSシ
ステムが正常に実行されていることを確認します。これらのチェックでは、修復においてAWSが関係
するインスタンスの問題が検出されます。システムステータスチェックが失敗した場合、AWS によっ
て問題が修正されるのを待つか、自分自身で（例えば、インスタンスを停止、再起動、終了、置換する
などによって）問題を解決できます。システムステータスチェックの失敗の原因となる問題には、次の
ようなものがあります。

• ネットワーク接続の喪失
• システム電源の喪失
• 物理ホストのソフトウェアの問題
• 物理ホストのハードウェアの問題

Instance status checksでは、個々のインスタンスのソフトウェアとネットワークの設定を監視します。
これらのチェックでは、お客様が修復する必要のある問題が検出されます。インスタンスステータス
チェックが失敗した場合、通常はお客様ご自身で（インスタンスの再起動、オペレーティングシステム
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の修正など）問題を修復する必要があります。インスタンスステータスチェックの失敗の原因となる問
題には、次のようなものがあります。

• 失敗したシステムステータスチェック
• 誤って設定されたネットワークまたは起動設定
• メモリの枯渇
• 破損したファイルシステム
• 互換性のないカーネル

Note

インスタンスの再起動、またはWindows のインスタンスストアバックトインスタンスがバン
ドルされている間に生じたステータスチェックは、インスタンスが再度使用可能になるまで、
インスタンスステータスチェックの失敗を報告します。

ステータスを表示する
AWS では、AWS Management Console を使用して API をインタラクティブに操作したり、コマンド
ラインインターフェイスを使用したりするなど、ステータスチェックを表示し、作業する方法をいくつ
か提示しています。

Amazon EC2 コンソール

コンソールを使用してステータスチェックを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
3. [Instances] ページで、[Status Checks] 列には、各インスタンスの動作状況が表示されます。
4. 各インスタンスのステータスを表示するには、インスタンスを選択して、Status Checks タブをク

リックします。

Note

ステータスチェックが失敗したインスタンスがあり、そのインスタンスに 20 分以上アクセス
できない場合は、[Contact AWS Support] をクリックして、サポートのリクエストを送信して
ください。ご自分でシステムまたはインスタンスのステータスチェック失敗のトラブルシュー
ティングを行う場合は、ステータスチェックに失敗したインスタンスのトラブルシューティン
グ (p. 693) を参照してください。
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コマンドラインインターフェイス

実行するコマンド目的

describe-instance-statusすべてのインスタンスのステータスを取得する

describe-instance-status --filters
Name=instance-status.status,Values=impaired

インスタンスステータスがimpairedであるすべて
のインスタンスのステータスを取得する

describe-instance-status --instance-ids
-i-15a4417c

i-15a4417c というインスタンス ID を持つ単一イ
ンスタンスのステータスを取得する

describe-instance-statusコマンドの使用の詳細については、『AWSCommandLine InterfaceReference』
の「describe-instance-status」を参照してください。

Note

ステータスチェックが失敗したインスタンスがある場合は、ステータスチェックに失敗したイ
ンスタンスのトラブルシューティング (p. 693) を参照してください。

API

DescribeInstanceStatusアクションを使用してインスタンスのステータスを取得できます。詳細
については、Amazon Elastic Compute Cloud API Reference の DescribeInstanceStatus を参照してく
ださい。

ステータスの報告
ステータスが impaired と表示されていないインスタンスで問題が生じている場合は、インスタンスに
関するフィードバックをご提供ください。また、障害のあるインスタンスで発生している問題に関する
追加の詳細を AWS に送る場合にも、フィードバックをご提供いただけます。

Amazonでは、報告されたフィードバックを使用して、複数のお客様に影響する可能性のある問題を識
別していますが、このフォームで報告された個々のアカウントの問題には返答しておりません。フィー
ドバックをご提供いただいても、現在このインスタンスに関して表示されているステータスチェックの
結果は変わりません。

アカウントに対して個別に技術的なサポートが必要な場合は、開発者フォーラムに質問を投稿するか、
プレミアムサポートにご連絡ください。

Amazon EC2 コンソール

Console を使用してステータスのフィードバックを報告するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
3. [Instances] ページで、ステータスを報告するインスタンスをクリックします。
4. [Status Checks] タブをクリックしてから、[Submit Feedback] をクリックします。
5. [Report Instance Status] ページで情報の入力を完了します。
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コマンドラインインターフェイス

コマンドラインインターフェイスを使用してステータスのフィードバックを送信するには、
report-instance-statusコマンドを使用します。コマンドでは次の構文を使用します。

aws ec2 report-instance-status [--instances ...] [--status ...] [--reason-codes]
 ..]

report-instance-statusコマンドの使用の詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「report-instance-status」コマンドを参照してください。

API

ReportInstanceStatusアクションを使用して、実行中のインスタンスのステータスに関するフィー
ドバックを提出できます。インスタンスが DescribeInstanceStatusアクションによって返される
インスタンスステータスと異なる場合は、ReportInstanceStatusを使用してご利用のインスタンス
を報告してください。Amazon EC2 では、これらの情報を収集してステータスチェックの精度を向上
させます。詳細については、Amazon Elastic Compute Cloud API Reference の ReportInstanceStatus
を参照してください。

ステータスチェックアラームの作成と編集
インスタンスのステータスとシステムのステータスに関するアラームを作成して、インスタンスのス
テータスチェックが失敗した場合に通知を受け取ることができます。これらのアラームを作成または変
更するには、AWS Management Console またはコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用でき
ます。

AWS マネジメントコンソール

ステータスチェックアラームを作成するには

既存のインスタンスに対してステータスチェックアラームを作成し、インスタンスまたはシステムのス
テータスをモニタリングできます。インスタンスのインスタンスチェックまたはシステムステータス
チェックが失敗した場合にメールで通知を受け取るようにアラームを設定できます。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択し、[Status Checks] タブで [Create Status Check Alarm] をクリックします。
4. [Create Alarm ] ダイアログボックスで [Send a notification to] チェックボックスをオンにし、この

アラームに使用する既存の Amazon Simple Notification Service（SNS）トピックを選択するか、
新しい SNS トピックを作成します。

5. [With these recipients]ボックスに、ご自身のメールアドレス（例: john.stiles@example.com）と、
必要に応じてその他の受信者のメールアドレスをコンマで区切って入力します。

6. [Whenever] ドロップダウンリストで、通知を受け取る必要があるステータスチェック（例: Status
Check Failed（Any）、Status Check Failed（Instance）、Status Check Failed（System））を選
択します。

7. [For at least] ボックスで、評価する期間数（例: 2）を設定し、[consecutive periods] ドロップダウ
ンメニューで、アラームをトリガーしてメールを送信するまでの評価の間隔（例: 5 分間）を選択
します。

8. アラームのデフォルト名を変更するには、[Name of alarm] ボックスにアラームのわかりやすい名
前（例: StatusCheckFailed）を入力し、[Create Alarm] をクリックします。
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Important

受信者のリストにメールアドレスを追加したか、新しいトピックを作成した場合、アラー
ム作成後ほどなく、追加した各メールアドレスに Amazon SNS から登録の確認メールが
送信されます。そのメールに示されているリンクをクリックして登録を確認してくださ
い。アラート通知は確認されたアドレスにのみ送信されます。

ステータスチェックアラームを編集するには

インスタンスステータスのアラームを変更する必要がある場合は、そのアラームを編集できます。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択し、[ Actions] をクリックして、[Add/Edit Alarms] をクリックします。
4. [Alarm Details] ダイアログボックスで、アラームの名前をクリックします。
5. [Edit] ダイアログボックスで、希望する変更を行い、[Save Alarm] をクリックします。

コマンドラインインターフェイス

CLI を使用してステータスチェックアラームを作成するには

AWS CLI を使用して、ステータスチェックアラームを作成できます。次の例では、インスタンス
i-ab12345のインスタンスチェックまたはシステムステータスチェックが少なくとも2つの期間で失敗
した場合、ARN arn:aws:sns:us-east-1:1111111111:StatusCheckNotifications が設定されている特定の
SNS トピックに対して通知を発行します（メトリックスは StatusCheckFailed です）。詳細について
は、『AWS Command Line Interface Reference』の「put-metric-alarm」コマンドを参照してくださ
い。

1. コマンドプロンプトで「aws cloudwatch list-metrics」と入力して、使用している AWS の
サービスで利用可能な Amazon CloudWatch メトリックスを一覧表示します。

2. メトリックスのリストで、AWS/EC2名前空間を持つステータスチェックメトリックスを確認しま
す。これらのメトリックスが、ステータスチェックアラームを作成するために使用できるステータ
スチェックメトリックスです。

3. コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

aws cloudwatch put-metric-alarm --alarm-name StatusCheckFailed-Alarm-for-i-
ab12345 --alarm-description "Alarm when StatusCheckFailed metric has a value
 of one for two periods" --metric-name StatusCheckFailed --namespace AWS/EC2
 --statistic Maximum --dimensions Name=InstanceId,Value=i-ab12345 --period
 300 --unit Count --evaluation-periods 2 --threshold 1 --comparison-operator
 GreaterThanThreshold --alarm-actions arn:aws:snsus-east-
1:1111111111StatusCheckNotifications

各パラメータの意味は次のとおりです。

--alarm-name は、アラームの名前です。これは必須です。

--alarm-description は、アラームのわかりやすい説明です。

--metric-name は、利用可能なステータスメトリックスの 1 つです（例: StatusCheckFailed、
StatusCheckFailed_Instance、StatusCheckFailed_System）。これは必須です。

--namespace は、メトリックスの名前空間です（例: AWS/EC2）。これは必須です。
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--statistic は、Average、Sum、Minimum、Maximum のいずれかの値です。これは必須です。

--dimensions は、メトリックスと関連付けられています（例: InstanceId=i-ab12345）。

--period は、Amazon CloudWatch メトリックスが収集される期間（秒単位）です。この例では、
300 と入力します（5 分を秒数で指定）。これは必須です。

--unit は、アラームに関連付けられたメトリックスの単位です。

--evaluation-periodsは、メトリックスの値がしきい値と比較されなければならない連続した期間の
数です。これは必須です。

--threshold は、メトリックスが比較される値です（例: 1）。これは必須です。

--alarm-actionsは、このアラームがトリガーされたときに実行するアクションのリストです。各ア
クションは Amazon リソース番号（ARN）として指定されます。この例では、Amazon SNS を使
用してメールが届くようにします。

Note

Amazon SNS コントロールでアラームに使用される Amazon SNS トピックの ARN を検
索できます。

1. Amazon SNS コンソール（https://console.aws.amazon.com/sns/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [My Topics] で、アラームが送信するメールの宛先となるト

ピックを選択します。
3. ARN は [Topic Details] ペインの [Topic ARN] フィールドに表示されます。

--unit は、アラームに使用するメトリックスの単位です（例: Count）。

インスタンスのイベントのモニタリング
Abstract

インスタンスに、予定されたイベントをモニタリングします。

インスタンスステータスには、再起動やリタイヤなど、AWS がインスタンスに対して予定することが
できる特定のイベントが記述されます。このような予定されたイベントは頻繁には発生しません。イン
スタンスのいずれかが予定されたイベントの影響を受ける場合は、予定されたイベントに先立ち、イベ
ントに関する詳細と開始日および終了日が記載されたEメールが届きます。AmazonEC2コンソール、
API、またはCLI を使用してインスタンスに予定されたイベントを表示することもできます。詳細につ
いては、予定されたイベントの表示 (p. 393) を参照してください。

予定されたイベントには、さまざまな種類があります。

• [Reboot]: 再起動は、インスタンスの再起動またはシステムの再起動をどちらかを指定できます。
• [System maintenance]: インスタンスは、ネットワークメンテナンスまたは電源のメンテナンスの影
響を一時的に受ける場合があります。

• [Instance retirement]: リタイヤが予定されたインスタンスは、停止または終了されます。
• [Instance stop]:インスタンスを新しいハードウェアに移行するために、インスタンスの停止が必要な
場合もあります。
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上記のイベントのいずれかがお客様のインスタンスに予定されている場合、イベントのタイミングを制
御したり、あるいはダウンタイムを最小限に抑えたりするなど、お客様が操作を行えます。詳細につい
ては、予定されたイベントのあるインスタンスの使用 (p. 393) を参照してください。

Topics
• 予定されたイベントの表示 (p. 393)
• 予定されたイベントのあるインスタンスの使用 (p. 393)

予定されたイベントの表示
Amazon EC2コンソール、コマンドラインインターフェイス（CLI）、またはAPIを使用して、インス
タンスに予定されているイベントを表示できます。

Amazon EC2 コンソール

コンソールを使用してインスタンスに予定されたイベントを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [Events] をクリックします。すべてのリソースリストと、それらに関連

付けられたイベントを表示できます。インスタンスまたはボリューム別、あるいは特定のステータ
スタイプ別で、フィルタリングできます。

3. または、以下を実行して今後予定されているイベントを表示できます。

a. ナビゲーションペインの [EC2 Dashboard] をクリックします。
b. [ScheduledEvents]で、AmazonEC2インスタンスおよびボリュームに関連付けられたイベン

トが表示されます。

コマンドラインインターフェイスと API

インスタンスのステータスを表示するには、ec2-describe-instance-status コマンドを使用するか、
DescribeInstanceStatus API アクションを使用します。

予定されたイベントのあるインスタンスの使用
このセクションでは、インスタンスに予定されたイベントがある場合に実行できるタスクを説明しま
す。スケジュールされたイベントの場合、インスタンスのルートデバイスボリュームが Amazon EBS
ボリュームか、インスタンスストアボリュームかによって、お客様の一連の手順は異なります。インス
タンスのルートデバイスタイプを特定するには、[Instances] ページの詳細ペインにある [Root device
type] フィールドの値を確認してください。

再起動が予定されたインスタンス

AWS では、基盤となるホストにパッチ、アップグレード、またはメンテナンスを適用するタスクを実
行するために、インスタンスに再起動を予定することができます。再起動イベントには、システムの再
起動とインスタンスの再起動の2種類があります。システムの再起動中、インスタンスと、インスタン
スをサポートするハードウェアが再起動されます。インスタンスの再起動中、インスタンスは再起動さ
れますが、インスタンスをサポートするハードウェアは再起動されません。

予定された再起動イベントは、予定されたメンテナンスウィンドウ内で開始され、通常は数分程度で完
了します。再起動が完了したら、インスタンスは使用できるようになります。予定された終了時間まで
待つ必要はありません。
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再起動が行われたことを確認するには、予定されているイベントを確認し、インスタンスに予定されて
いるイベントがないことを確認します。再起動された後に、アプリケーションが期待した通りに機能し
ているかを確認することをお勧めします。

再起動が予定されているインスタンスに必要なアクション

いずれかのインスタンスの再起動が予定されている場合は、ユーザー側での作業は必要ありません。予
定されているメンテナンスウィンドウ内で再起動が自動的に行われるのを待つことをお勧めします。

ご自分で再起動を実行して、イベントのタイミングを管理することもできます。

インスタンスの再起動

インスタンスの再起動イベントについては、予定された再起動イベントが開始する前に、いつでもご自
分で再起動を実行できます（インスタンスをシャットダウンしたり、終了させないように注意してくだ
さい）。詳細については、インスタンスの再起動(p. 349)を参照してください。再起動後、基礎となる
ホストに対する保留中のメンテナンスは自動的に実行され、インスタンスが完全に起動した後で、再度
インスタンスの使用を開始できます。

Note

再起動を実行した後、インスタンスの再起動を予定しているイベントはすぐにキャンセルされ
ます。イベントの説明は、AmazonEC2コンソールで更新され、この点が反映されています。

システムの再起動

インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームである場合は、そのボリュームの停止と起
動を行うことができます。詳細については、インスタンスの停止と起動(p. 346)を参照してください。
インスタンスのルートデバイスがインスタンスストアボリュームである場合は、そのボリュームを終了
して代替ボリュームを起動することができます。

Important

インスタンスストアボリュームに格納されているデータはいずれも、インスタンスが停止また
は終了されると失われ、復旧することはできません。これには、ルートデバイスとしてAmazon
EBSボリュームを所有するインスタンスにアタッチされたインスタンスストアボリュームも該
当します。

停止またはリタイヤされる予定になっているインスタンス

AWS が、インスタンスをホストしている基盤のハードウェアで、回復不可能な障害を検出すると、イ
ンスタンスは停止またはリタイヤするように予定されます。インスタンスは予定されたリタイヤ日にな
ると、AWSによって停止またはリタイヤされます。インスタンスのルートデバイスがAmazonEBSボ
リュームである場合、インスタンスは停止されますが、その後いつでも再度起動できます。インスタン
スのルートデバイスがインスタンスストアボリュームである場合、インスタンスは終了されると、再使
用はできません。

停止またはリタイヤされる予定になっているインスタンスに必要なアクション

インスタンスのルートデバイスが Amazon EBS ボリュームである場合、予定されたイベント開始時刻
にインスタンスが停止またはリタイヤされるのを待つことができます。あるいは、お客様がインスタン
ス自体を停止および起動することもできます。そうした場合、インスタンスは新しいハードウェアに移
行され、予期しないダウンタイムの低減に役立ちます。インスタンスの停止や、インスタンスが停止し
たときにインスタンス設定を変更する方法については、インスタンスの停止と起動(p. 346)を参照して
ください。

インスタンスのルートデバイスがインスタンスストアボリュームである場合は、最新の AMI から代替
えインスタンスを起動し、予定されたリタイアの前に必要なすべてのデータを代替えインスタンスに移
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行することをお勧めします。インスタンスをご自分で終了することも、インスタンスがリタイヤされた
ときにインスタンスが自動的に終了されるのを待つこともできます。

リタイアが予定されているインスタンスの詳細と管理方法については、「インスタンスのリタイ
ア (p. 350)」を参照してください。

Important

インスタンスストアボリュームに格納されているデータはいずれも、インスタンスが停止また
は終了されると失われ、復旧することはできません。これには、ルートデバイスとしてAmazon
EBSボリュームを所有するインスタンスにアタッチされたインスタンスストアボリュームも該
当します。インスタンスが停止または終了される前に、後で必要となるインスタンスストアボ
リュームからデータを必ず取得しておきます。

メンテナンスが予定されているインスタンス

基礎となる Amazon EC2 ハードウェアでメンテナンスが必要な場合は、インスタンスにメンテナンス
を予定します。2 種類のメンテナンスイベントがあります。1 つはネットワークメンテナンスで、もう
1つは電源のメンテナンスです。ネットワークメンテナンス中は、短い期間、予定されたインスタンス
のネットワーク接続が切断されます。メンテナンスが終了すると、インスタンスとの通常のネットワー
ク接続は回復します。電源のメンテナンス中は、短い期間、予定されたインスタンスはオフラインにな
り、その後再起動されます。

メンテナンスが予定されているインスタンスに必要なアクション

いずれかのインスタンスのメンテナンスが予定されている場合は、ユーザー側での作業は必要ありませ
ん。ただし、メンテナンス期間中に通常の操作を維持する場合は、最新の AMI から代替インスタンス
を起動し、予定されたメンテナンスが実行される前に、必要なすべてのデータを代替インスタンスに移
行します。予定されたネットワークまたは電源のメンテナンスによって、代替インスタンスが影響され
ることはありません。

電源のメンテナンスの場合、再起動されると、インスタンスの設定内容はすべて維持されます。

CloudWatch によるインスタンスのモニタリング
Abstract

Amazon CloudWatchを使用してAmazon EC2インスタンスをモニタリングし、インスタンスから未加工データを
収集して、リアルタイムに近い読み取り可能なメトリックスに加工します。

Amazon CloudWatchを使用してAmazon EC2インスタンスをモニタリングすることで、Amazon EC2
から未加工データを収集し、リアルタイムに近い読み取り可能なメトリックスに加工することができま
す。これらの統計は 2 週間記録されるため、履歴情報にアクセスしてウェブアプリケーションまたは
サービスの動作をより的確に把握することができます。デフォルトでは、Amazon EC2 メトリックス
データは 5 分間隔で CloudWatch に自動的に送信されます。ただし、Amazon EC2 インスタンスの詳
細モニタリングを有効にすれば、1分間隔でデータがCloudWatchに送信されます。AmazonCloudWatch
の詳細については、Amazon CloudWatch 開発者ガイドを参照してください。

次の表では、AmazonEC2インスタンスの基本モニタリングと詳細モニタリングについて説明します。

説明タイプ

データは5分間隔で自動的に取得できます。無料
です。

基本
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説明タイプ

データは1分間隔で取得できます。追加料金がか
かります。このレベルのデータを取得するには、
インスタンスのデータ取得を明確に有効にする必
要があります。詳細モニタリングを有効にしたイ
ンスタンスでは、同様のインスタンスグループの
集約データを取得することもできます。

料金表の詳細については、Amazon CloudWatch
product page を参照してください。

詳細

Amazon EC2 インスタンスのモニタリングデータは、Amazon CloudWatch API または AWS マネジメ
ントコンソールを使用して取得できます。コンソールには、Amazon CloudWatch API の未加工データ
に基づいて一連のグラフが表示されます。必要に応じて、APIのデータまたはコンソールのグラフのい
ずれかを使用できます。

Topics
• Amazon EC2 インスタンスの詳細モニタリングの有効化または無効化 (p. 396)
• Amazon EC2 メトリックスを表示する (p. 399)
• メトリックスの統計情報を取得する (p. 406)
• メトリックスのグラフ化 (p. 423)
• CloudWatch アラームを作成する (p. 427)
• インスタンスを停止または終了するアラームを作成する (p. 435)

Amazon EC2 インスタンスの詳細モニタリングの有
効化または無効化

Abstract

新しい Amazon EC2 インスタンス、または実行中か停止中のインスタンスで、詳細モニタリングを有効または無
効にします。

このセクションでは、新しいインスタンス（起動時）または実行中または停止中のインスタンスの詳細
モニタリングを有効または無効にする方法について説明します。詳細モニタリングを有効にすると、
Amazon EC2 コンソールに、インスタンスの 1 分間ごとのモニタリンググラフが表示されます。コン
ソールまたはコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、詳細モニタリングを有効または無
効にすることができます。

AWS マネジメントコンソール
既存のインスタンスの詳細モニタリングを有効にするには

EC2 インスタンスの詳細モニタリングを有効できます。これにより 1 分間隔でインスタンスのデータ
が提供されます（1分間隔のモニタリングには追加料金がかかります）。これにより、AWSManagement
Console コンソールグラフ、または API 経由で、インスタンスの詳細データを取得することができま
す。このレベルのデータを取得するには、インスタンスのデータ取得を明確に有効にする必要がありま
す。詳細モニタリングを有効にしたインスタンスでは、同様のインスタンスグループの集約データを取
得することもできます。詳細モニタリングを有効にするには、インスタンスは実行中または停止中であ
る必要があります。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
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3. インスタンスのリストで、実行中または停止中のインスタンスを選択し、[Actions]をクリックし、
[Enable Detailed Monitoring] をクリックします。

4. [Enable Detailed Monitoring] ダイアログボックスで、[Yes, Enable] をクリックします。
5. 確認の [Enable Detailed Monitoring] ダイアログボックスで、[Close] をクリックします。

これにより、AWSManagementConsoleグラフ、またはAPI経由で、（1分間ごとに収集される）
インスタンスの詳細データを取得することができます。

EC2 インスタンスの起動時に詳細モニタリングを有効にするには

• AWSManagementConsoleを使用してインスタンスを起動する場合は、起動ウィザードの[Configure
Instance Details] ページの [Monitoring] チェックボックスをオンにします。

インスタンスを起動したら、コンソールでインスタンスを選択し、下部のペインにあるインスタン
スの [Monitoring] タブにそのモニタリンググラフを表示できます。

EC2 インスタンスの詳細モニタリングを無効にするには

1 分間隔でインスタンスをモニタリングする必要がなくなった場合は、詳細モニタリングを無効にし
て、基本モニタリングを使用します。基本モニタリングでは、5 分間隔のデータを無料で取得できま
す。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. [Navigation] ペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスのリストで、実行中または停止中のインスタンスを選択し、[Actions] をクリックし

て、[Disable Detailed Monitoring] をクリックします。
4. [Disable Detailed Monitoring] ダイアログボックスで、[Yes, Disable] をクリックします。
5. 確認の [Disable Detailed Monitoring] ダイアログボックスで、[Close] をクリックします。

インスタンスの起動については、「インスタンスの起動 (p. 324)」を参照してください。

コマンドラインインターフェイス
既存のインスタンスで詳細モニタリングを有効にするには

• 1 つまたは複数のインスタンス ID を指定して monitor-instancesコマンドを使用します。
monitor-instances コマンドの使用に関する詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「monitor-instances」を参照してください。

PROMPT> aws ec2 monitor-instances --instance-ids i-570e5a28
{
    "InstanceMonitorings": [
        {
            "InstanceId": "i-570e5a28",
            "Monitoring": {
                "State": "pending"
            }
        }
    ]
}

これにより、AWSManagementConsoleグラフ、またはAPI経由で、（1分間ごとに収集される）
インスタンスの詳細データを取得することができます。

API Version 2014-02-01
397

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
Amazon EC2インスタンスの詳細モニタリングの有効化ま

たは無効化

https://console.aws.amazon.com/ec2/
http://docs.aws.amazon.com/cli/latest/reference/ec2/monitor-instances.html


インスタンスの起動時に詳細モニタリングを有効にするには

• run-instancesコマンドを、--monitoringフラグを付けて使用します。run-instances コマン
ドの使用に関する詳細については、『AWSCommandLine InterfaceReference』の「run-instances」
を参照してください。

PROMPT> aws ec2 run-instances --image-id ami-09092360 --key-name MyKeyPair
 --monitoring Enabled=value

Amazon EC2 が次の例のような出力を返します。モニタリングのステータスが pending として表
示されます。

{
    "OwnerId": "111122223333",
    "ReservationId": "r-25fad905",
    "Groups": [
        {
            "GroupName": "default",
            "GroupId": "sg-eafe1b82"
        }
    ],
    "Instances": [
        {
            "Monitoring": {
                "State": "pending"
            },
            "PublicDnsName": null,
            "Platform": "windows",
            "State": {
                "Code": 0,
                "Name": "pending"
            },
            "EbsOptimized": false,
            "LaunchTime": "2014-02-24T18:02:49.000Z",
            "ProductCodes": [],
            "StateTransitionReason": null,
            "InstanceId": "i-31283b11",
            "ImageId": "ami-09092360",
            "PrivateDnsName": null,
            "KeyName": "MyKeyPair",
            "SecurityGroups": [
                {
                    "GroupName": "default",
                    "GroupId": "sg-eafe1b82"
                }
            ],
            "ClientToken": null,
            "InstanceType": "m1.small",
            "NetworkInterfaces": [],
            "Placement": {
                "Tenancy": "default",
                "GroupName": null,
                "AvailabilityZone": "us-east-1b"
            },
            "Hypervisor": "xen",
            "BlockDeviceMappings": [],
            "Architecture": "x86_64",
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            "StateReason": {
                "Message": "pending",
                "Code": "pending"
            },
            "VirtualizationType": "hvm",
            "RootDeviceType": "instance-store",
            "AmiLaunchIndex": 0
        }
    ]
}

インスタンスを実行したら、AWS Management Console グラフ、または API 経由で、（1 分間ご
とに収集される）インスタンスの詳細データを取得することができます。

インスタンスの詳細モニタリングを無効にするには

• 1 つまたは複数のインスタンス ID を指定して unmonitor-instancesコマンドを使用します。
unmonitor-instances コマンドの使用に関する詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「unmonitor-instances」を参照してください。

PROMPT> aws ec2 unmonitor-instances --instance-ids i-570e5a28
{
    "InstanceMonitorings": [
        {
            "InstanceId": "i-570e5a28",
            "Monitoring": {
                "State": "disabling"
            }
        }
    ]
}

Amazon EC2 メトリックスを表示する
Abstract

アクティビティの過去5分間（デフォルト）について、Amazon EC2がCloudWatchに送信するメトリックスを表
示します。

お客様が現在 AWSで使用されているサービスのみがメトリックスを Amazon CloudWatch に送信しま
す。Amazon EC2 から CloudWatch に送信されるメトリックスを表示するには、Amazon CloudWatch
コンソール、mon-list-metricsコマンド、または ListMetrics API を使用できます。詳細モニタ
リングを有効にした場合、各データポイントはインスタンスの過去1分間のアクティビティを対象とし
ます。それ以外の場合、各データポイントはインスタンスの過去5分間のアクティビティが対象です。

説明メトリックス

割り当てられた EC2 コンピュートユニットのうち、現在インスタ
ンス上で使用されているものの比率。このメトリックスは、選択さ
れたインスタンス上でアプリケーションを実行するのに必要な処理
能力を表します。

単位: Percent

CPUUtilization
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説明メトリックス

このインスタンスで利用できるすべてのエフェメラルディスクで
の、完了した読み取り操作の数（インスタンスで Amazon EBS を
使用している場合は、「Amazon EBSのメトリックス (p. 581)」を
参照してください）。

このメトリックスは、一定の時間当たりの、アプリケーションが
ディスクから読み取る回数を表しています。これを利用すると、ア
プリケーションがハードディスクからデータを読み取る速度がわか
ります。

単位: Count

DiskReadOps

このインスタンスで利用できるすべてのエフェメラルディスクで
の、完了した書き込み操作の数（インスタンスで Amazon EBS を
使用している場合は、「Amazon EBSのメトリックス (p. 581)」を
参照してください）。

このメトリックスは、一定の時間当たりの、アプリケーションが
ハードディスクに書き込む回数を表しています。これを利用する
と、アプリケーションがハードディスクにデータを保存する速度が
わかります。

単位: Count

DiskWriteOps

このインスタンスで利用できるすべてのエフェメラルディスクで
の、読み取りバイト数（インスタンスで Amazon EBS を使用して
いる場合は、「Amazon EBSのメトリックス (p. 581)」を参照して
ください）。

このメトリックスを使用すると、このインスタンスのハードディス
クからアプリケーションが読み取るデータの量がわかります。これ
を利用すると、アプリケーションの速度がわかります。

単位: Bytes

DiskReadBytes

このインスタンスで利用できるすべてのエフェメラルディスクで
の、書き込みバイト数（インスタンスで Amazon EBS を使用して
いる場合は、「Amazon EBSのメトリックス (p. 581)」を参照して
ください）。

このメトリックスを使用すると、このインスタンスのハードディス
クにアプリケーションが書き込むデータの量がわかります。これを
利用すると、アプリケーションの速度がわかります。

単位: Bytes

DiskWriteBytes

すべてのネットワークインターフェースでの、このインスタンスに
よって受信されたバイトの数。このメトリックスは、1つのインス
タンス上での1つのアプリケーションへのネットワークトラフィッ
クの量を表しています。

単位: Bytes

NetworkIn
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説明メトリックス

すべてのネットワークインターフェースでの、このインスタンスか
ら送信されたバイトの数。このメトリックスは、1つのインスタン
ス上での1つのアプリケーションからのネットワークトラフィック
の量を表しています。

単位: Bytes

NetworkOut

StatusCheckFailed_Instance と StatusCheckFailed_System の組み
合わせで、どちらかのステータスチェックが失敗したら報告しま
す。このメトリックスの値は0か1です。0はステータスチェック
が成功したことを示します。1はステータスチェックの失敗を示し
ます。

Note

ステータスチェックメトリックスは、1 分間隔で利用でき
ます。インスタンスを新しく起動した場合は、インスタン
スの初期化状態が完了しないと、ステータスチェックのメ
トリックスを利用できません。ステータスが実行中に変わっ
たら、数分以内にステータスチェックのメトリックスが利
用できるようになります。

単位: Count

StatusCheckFailed

最近 1 分間にインスタンスが EC2 インスタンスステータスチェッ
クに成功したかどうかを報告します。このメトリックスの値は0か
1 です。0 はステータスチェックが成功したことを示します。1 は
ステータスチェックの失敗を示します。

Note

ステータスチェックメトリックスは、1 分間隔で利用でき
ます。インスタンスを新しく起動した場合は、インスタン
スの初期化状態が完了しないと、ステータスチェックのメ
トリックスを利用できません。ステータスが実行中に変わっ
たら、数分以内にステータスチェックのメトリックスが利
用できるようになります。

単位: Count

StatusCheckFailed_Instance
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説明メトリックス

最近 1 分間にインスタンスが EC2 システムステータスチェックに
成功したかどうかを報告します。このメトリックスの値は 0 か 1
です。0 はステータスチェックが成功したことを示します。1 はス
テータスチェックの失敗を示します。

Note

ステータスチェックメトリックスは、1 分間隔で利用でき
ます。インスタンスを新しく起動した場合は、インスタン
スの初期化状態が完了しないと、ステータスチェックのメ
トリックスを利用できません。ステータスが実行中に変わっ
たら、数分以内にステータスチェックのメトリックスが利
用できるようになります。

単位: Count

StatusCheckFailed_System

次の表のディメンションを使用すると、インスタンスに対して返されるメトリックスを絞り込むことが
できます。

説明ディメンション

このディメンションを指定すると、リクエストしたデータがフィル
タリングされて、指定したキャパシティグループ内のインスタンス
のものだけになります。AutoScalingGroup は、Auto Scaling サー
ビスを使用する場合に定義するインスタンスのコレクションです。
このディメンションを EC2 のメトリックスに対して使用できるの
は、インスタンスがAutoScalingGroup内にあるときに限られます。
詳細モニタリングまたは基本モニタリングが有効になっているイン
スタンスに対して使用できます。

AutoScalingGroupName

このディメンションを指定すると、リクエストしたデータがフィル
タリングされて、この EC2 Amazon マシンイメージ（AMI）を実
行しているインスタンスのものだけになります。詳細モニタリング
が有効になっているインスタンスに対して使用できます。

ImageId

このディメンションを指定すると、リクエストしたデータがフィル
タリングされて、指定のインスタンスのものだけになります。これ
を利用すると、どのインスタンスからのデータをモニタリングする
かを指定できます。詳細モニタリングが有効になっているインスタ
ンスに対して使用できます。

InstanceId

このディメンションを指定すると、リクエストしたデータがフィル
タリングされて、指定のインスタンスタイプで実行されているイン
スタンスのものだけになります。これを利用すると、実行されてい
るインスタンスのタイプでデータを分類することができます。例え
ば、m1.small インスタンスと m1.large インスタンスのデータを比
較して、アプリケーションに対するビジネス価値はどちらが上かを
判断します。詳細モニタリングが有効になっているインスタンスに
対して使用できます。

InstanceType

GetMetricStatisticsアクションの使用の詳細については、「Amazon CloudWatch APIリファレン
ス」の「GetMetricStatistics」を参照してください。
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AWS マネジメントコンソール
カテゴリごとに取得できるメトリックスを表示するには

カテゴリごとにメトリックスを表示できます。メトリックスはまずネームスペースごとにグループ化さ
れ、次に各ネームスペース内の種々のディメンションの組み合わせごとにグループ化されます。例え
ば、すべての EC2 メトリックスを表示したり、インスタンス ID、インスタンスタイプ、イメージ
（AMI）ID、または Auto Scaling グループごとにグループ化された EC2 メトリックスを表示したりで
きます。

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。

4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下にある [Per-Instance Metrics] を選
択します。次に上側のペインで下方にスクロールし、メトリックスの完全なリストを確認します。
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コマンドラインインターフェイス
複数の Amazon EC2 インスタンスで使用可能なメトリックスを一覧表示するには

• list-metricsコマンドを入力し、結果を Amazon EC2 に限定するために AWS/EC2 名前空間を
指定します。list-metricsコマンドの詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「list-metrics」を参照してください。

Prompt>aws cloudwatch list-metrics --namespace AWS/EC2

CloudWatch は次の情報（一部を表示）を返します。

{
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceType",
                    "Value": "t1.micro"
                }
            ],
            "MetricName": "CPUUtilization"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceId",
                    "Value": "i-570e5a28"
                }
            ],
            "MetricName": "DiskWriteOps"
        },
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        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceType",
                    "Value": "t1.micro"
                }
            ],
            "MetricName": "NetworkOut"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "ImageId",
                    "Value": "ami-6cb90605"
                }
            ],
            "MetricName": "CPUUtilization"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "ImageId",
                    "Value": "ami-6cb90605"
                }
            ],
            "MetricName": "NetworkIn"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceType",
                    "Value": "t1.micro"
                }
            ],
            "MetricName": "DiskReadBytes"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceId",
                    "Value": "i-570e5a28"
                }
            ],
            "MetricName": "StatusCheckFailed_System"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceId",
                    "Value": "i-570e5a28"
                }
            ],
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            "MetricName": "NetworkOut"
        },
        {
            "Namespace": "AWS/EC2",
            "Dimensions": [
                {
                    "Name": "InstanceId",
                    "Value": "i-0c986c72"
                }
            ],
            "MetricName": "DiskWriteBytes"
        }
    ]
}

メトリックスの統計情報を取得する
Abstract

Amazon CloudWatch コンソールまたはコマンドラインコマンドを使用して、メトリックスの統計情報を取得する
方法に関するシナリオをひととおり説明します。

この一連のシナリオでは、AWS マネジメントコンソール、get-metric-statisticsコマンド、ま
たは GetMetricStatistics API を使用して、さまざまな統計を取得する方法について示します。

Note

開始時刻と終了時刻は、過去 14 日以内である必要があります。

Topics
• 特定の EC2 インスタンスの統計情報を取得する (p. 406)
• 複数のインスタンスにわたって統計情報を集計する (p. 410)
• Auto Scaling グループごとに集計された統計情報を取得する (p. 415)
• イメージ（AMI）ID ごとに集計された統計情報を取得する (p. 418)

特定の EC2 インスタンスの統計情報を取得する
Abstract

説明するシナリオは、特定の EC2 インスタンスの統計情報を取得する方法に関するものです。

次のシナリオでは、AWS Management Console または get-metric-statisticsコマンドを使用し
て、特定の EC2 インスタンスの最大 CPU 使用率を特定する方法を順を追って説明します。

Note

開始時刻と終了時刻は、過去 14 日以内である必要があります。

この例では、EC2 インスタンス ID を持っていることを前提とします。アクティブな EC2 インスタン
ス ID は、AWS Management Console または describe-instancesコマンドを使用して取得できま
す。
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AWS マネジメントコンソール

特定のインスタンスの平均 CPU 使用率を表示するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。
4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで [EC2: Metrics] を選択します。

それぞれのインスタンスで利用可能なメトリックスが上側のペインに表示されます。
5. 特定のインスタンス ID の [CPUUtilization] が含まれる行を選択します。

単一のインスタンスの平均 CPUUtilizationを表すグラフが詳細ペインに表示されます。

6. メトリックスの [Statistic] の値（例: 平均）を変更するには、ポップアップリストから異なる値を
選択します。
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7. [Period]の値（例:5分）を変更して、さらに粒度の細かい詳細を表示するには、ポップアップリス
トから異なる値を選択します。

コマンドラインインターフェイス

EC2 インスタンスごとに CPU 使用率を取得するには

• get-metric-statisticsコマンドを、以下のパラメータを指定して入力します。
get-metric-statisticsコマンドの詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「get-metric-statistics」を参照してください。

Prompt>aws cloudwatch get-metric-statistics --metric-name CPUUtilization -
-start-time 2014-02-18T23:18:00 --end-time 2014-02-19T23:18:00 --period 3600
 --namespace AWS/EC2 --statistics Maximum --dimensions Name=In 
stanceId,Value=<your-instance-id>

AWS CLI は以下の値を返します。

{
    "Datapoints": [
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T00:18:00Z", 
            "Maximum": 0.33000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T03:18:00Z", 
            "Maximum": 99.670000000000002, 
            "Unit": "Percent"
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        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T07:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T12:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T02:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T01:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T17:18:00Z", 
            "Maximum": 3.3900000000000001, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T13:18:00Z", 
            "Maximum": 0.33000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-18T23:18:00Z", 
            "Maximum": 0.67000000000000004, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T06:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T11:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T10:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T19:18:00Z", 
            "Maximum": 8.0, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T15:18:00Z", 
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            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T14:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T16:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T09:18:00Z", 
            "Maximum": 0.34000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T04:18:00Z", 
            "Maximum": 2.0, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T08:18:00Z", 
            "Maximum": 0.68000000000000005, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T05:18:00Z", 
            "Maximum": 0.33000000000000002, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-19T18:18:00Z", 
            "Maximum": 6.6699999999999999, 
            "Unit": "Percent"
        }
    ], 
    "Label": "CPUUtilization"
}

時間間隔として 2 日が要求された場合、返される統計情報は 6 分値となります。各値は、単一の
EC2 インスタンスにおける最大 CPU 使用率（パーセンテージ）を示します。

複数のインスタンスにわたって統計情報を集計する
Abstract

次に説明するシナリオは、インスタンスとリージョンにわたって統計情報を取得し、集計する方法についてひとと
おり説明しています。

集計統計は、詳細モニタリングが有効になっているインスタンスで使用できます。基本モニタリングを
使用しているインスタンスは集計対象になりません。さらに、Amazon CloudWatch は複数のリージョ
ンにわたってデータを集計しません。したがって、メトリックスはリージョン間で完全に独立していま
す。複数のインスタンスにわたって集計された統計情報を取得するには、1分間隔でデータが提供され
る詳細モニタリングを事前に有効にしておく必要があります（追加料金がかかります）。このシナリオ
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は、AWSマネジメントコンソール、GetMetricStatisticsAPI、または get-metric-statistics
コマンドで詳細モニタリングを使用して EC2 インスタンスの平均 CPU 使用率を取得する方法を紹介
します。ディメンションが指定されていないため、CloudWatch は AWS/EC2ネームスペース内のすべ
てのディメンションについて統計情報を返します。他のメトリックスの統計情報を取得するには、
「Amazon CloudWatch の名前空間、ディメンション、メトリックスのリファレンス」を参照してくだ
さい。

Important

AWS ネームスペースですべてのディメンションを取得するこの技術は、Amazon CloudWatch
に発行するカスタムネームスペースでは機能しません。カスタムネームスペースの場合、特定
のデータポイントに関連付けられた完全なディメンションセットを指定して、そのデータポイ
ントを含む統計情報を取得する必要があります。

AWS マネジメントコンソール

Amazon EC2 インスタンスの平均 CPU 使用率を表示するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。
4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下にある [Across All Instances] を選

択します。

すべてのインスタンスで使用できるメトリックスが上側のペインに表示されます。
5. 上側のペインで、[CPUUtilization] が含まれている行を選択します。

EC2 インスタンスの CPUUtilizationを示すグラフが詳細ペインに表示されます。
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6. メトリックスの [Statistic] の値（例: 平均）を変更するには、ポップアップリストから異なる値を
選択します。

7. [Period]の値（例:5分）を変更して、さらに粒度の細かい詳細を表示するには、ポップアップリス
トから異なる値を選択します。
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コマンドラインインターフェイス

Amazon EC2 インスタンスで平均 CPU 使用率を取得するには

• get-metric-statisticsコマンドを、以下のパラメータを指定して入力します。
get-metric-statisticsコマンドの詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「get-metric-statistics」を参照してください。

Prompt>aws cloudwatch get-metric-statistics --metric-name CPUUtilization -
-start-time 2014-02-11T23:18:00 --end-time 2014-02-12T23:18:00 --period 3600
 --namespace AWS/EC2 --statistics "Average" "SampleCount"

AWS CLI は以下の値を返します。

{
    "Datapoints": [
        {
            "SampleCount": 238.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T07:18:00Z", 
            "Average": 0.038235294117647062, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T09:18:00Z", 
            "Average": 0.16670833333333332, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 238.0, 
            "Timestamp": "2014-02-11T23:18:00Z", 
            "Average": 0.041596638655462197, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T16:18:00Z", 
            "Average": 0.039458333333333345, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 239.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T21:18:00Z", 
            "Average": 0.041255230125523033, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T01:18:00Z", 
            "Average": 0.044583333333333336, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 239.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T18:18:00Z", 
            "Average": 0.043054393305439344, 
            "Unit": "Percent"
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        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T13:18:00Z", 
            "Average": 0.039458333333333345, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 238.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T15:18:00Z", 
            "Average": 0.041260504201680689, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T19:18:00Z", 
            "Average": 0.037666666666666668, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T06:18:00Z", 
            "Average": 0.037541666666666675, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T20:18:00Z", 
            "Average": 0.039333333333333338, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T08:18:00Z", 
            "Average": 0.039250000000000014, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 239.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T03:18:00Z", 
            "Average": 0.037740585774058588, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T11:18:00Z", 
            "Average": 0.039500000000000007, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 238.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T02:18:00Z", 
            "Average": 0.039789915966386563, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 238.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T22:18:00Z", 
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            "Average": 0.039705882352941181, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T14:18:00Z", 
            "Average": 0.082458333333333328, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T05:18:00Z", 
            "Average": 0.04287500000000001, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T17:18:00Z", 
            "Average": 0.039458333333333345, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T10:18:00Z", 
            "Average": 0.083416666666666667, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 236.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T00:18:00Z", 
            "Average": 0.036567796610169498, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T12:18:00Z", 
            "Average": 0.039541666666666676, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "SampleCount": 240.0, 
            "Timestamp": "2014-02-12T04:18:00Z", 
            "Average": 0.043000000000000003, 
            "Unit": "Percent"
        }
    ], 
    "Label": "CPUUtilization"
}

Auto Scaling グループごとに集計された統計情報を取得する
Abstract

次に説明するシナリオは、Auto Scaling グループに沿って集計された統計情報を取得する方法に関するものです。
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このシナリオでは、AWS マネジメントコンソール、get-metric-statisticsコマンド、または
GetMetricStatistics API を DiskWriteBytes メトリックス指定で実行して、1 つの Auto Scaling グ
ループのディスクに書き込まれる合計バイト数を取得する方法について示します。合計は、指定された
AutoScalingGroupName の EC2 インスタンス全体で、24 時間 1 分おきで計算されます。

Note

開始時刻と終了時刻は、過去 14 日以内である必要があります。

この例では、EC2 アプリケーションは動作中であり、test-group-1という名前の Auto Scaling グ
ループを所有していることを前提にしています。

AWS マネジメントコンソール

オートスケールされている EC2 アプリケーションの合計 DiskWriteBytes を表示するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。
4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下にある [By Auto Scaling Group] を

選択します。

Auto Scaling グループで使用できるメトリックスは上側のペインに表示されます。
5. [DiskWriteBytes] が含まれている行を選択します。

すべての EC2 インスタンスの DiskWriteBytesを示すグラフが詳細ペインに表示されます。
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6. メトリックスの [Statistic] の値（例: 平均）を変更するには、ポップアップリストから異なる値を
選択します。

7. [Period]の値（例:5分）を変更して、さらに粒度の細かい詳細を表示するには、ポップアップリス
トから異なる値を選択します。
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コマンドラインインターフェイス

オートスケールされている EC2 アプリケーションの合計 DiskWriteBytes を取得するには

• get-metric-statisticsコマンドを、以下のパラメータを指定して入力します。
get-metric-statisticsコマンドの詳細については、『AWS Command Line Interface
Reference』の「get-metric-statistics」を参照してください。

Prompt>aws cloudwatch get-metric-statistics --metric-name DiskWriteBytes -
-start-time 2014-02-16T23:18:00 --end-time 2014-02-18T23:18:00 --period 360
 --namespace AWS/EC2 --statistics "Sum" "SampleCount" --dimensions 
Name=AutoScalingGroupName,Value=test-group-1

AWS CLI は以下の値を返します。

{
    "Datapoints": [
        {
            "SampleCount": 18.0, 
            "Timestamp": "2014-02-19T21:36:00Z", 
            "Sum": 0.0, 
            "Unit": "Bytes"
        }, 
        {
            "SampleCount": 5.0, 
            "Timestamp": "2014-02-19T21:42:00Z", 
            "Sum": 0.0, 
            "Unit": "Bytes"
        }
    ], 
    "Label": "DiskWriteBytes"
}

イメージ（AMI）ID ごとに集計された統計情報を取得する
Abstract

次に説明するシナリオは、イメージ ID に沿って集計された統計情報を取得する方法に関するものです。

このシナリオでは、AWS マネジメントコンソール、get-metric-statisticsコマンド、または
GetMetricStatistics APIを使用して、特定のイメージ IDに対応するすべてのインスタンスの平均
CPU 使用率を明らかにします。60 秒間隔で得た値の 1 日ごとの平均となります。

Note

開始時刻と終了時刻は、過去 14 日以内である必要があります。

このシナリオでは、EC2 インスタンスは ami-c5e40dacのイメージ ID を実行しています。

AWS マネジメントコンソール

イメージ ID の平均 CPU 使用率を表示するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
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2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択
します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。
4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下にある [By Image (AMI) Id] を選択

します。

イメージ ID で利用可能なメトリックスが上側のペインに表示されます。
5. [CPUUtilization] とイメージ ID が含まれる行を選択します。

ami-c5e40dacに基づいてすべての EC2 インスタンスの平均 CPUUtilizationを示すグラフが
詳細ペインに表示されます。

6. メトリックスの [Statistic] の値（例: 平均）を変更するには、ポップアップリストから異なる値を
選択します。
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7. [Period]の値（例:5分）を変更して、さらに粒度の細かい詳細を表示するには、ポップアップリス
トから異なる値を選択します。

コマンドラインインターフェイス

イメージ ID の平均 CPU 使用率を取得するには

• 以下の例のように、get-metric-statisticsコマンドを入力します。get-metric-statistics
コマンドの詳細については、『AWSCommand Line InterfaceReference』の「get-metric-statistics」
を参照してください。

Prompt>aws cloudwatch get-metric-statistics --metric-name CPUUtilization -
-start-time 2014-02-10T00:00:00 --end-time 2014-02-11T00:00:00 --period 3600
 --statistics Average --namespace AWS/EC2 --dimensions Name="Im 
ageId",Value=ami-3c47a355"

AWS CLI は以下の値を返します。

{
    "Datapoints": [
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T07:00:00Z", 
            "Average": 0.041000000000000009, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T14:00:00Z", 
            "Average": 0.079579831932773085, 
            "Unit": "Percent"
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        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T06:00:00Z", 
            "Average": 0.036000000000000011, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T13:00:00Z", 
            "Average": 0.037625000000000013, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T18:00:00Z", 
            "Average": 0.042750000000000003, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T21:00:00Z", 
            "Average": 0.039705882352941188, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T20:00:00Z", 
            "Average": 0.039375000000000007, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T02:00:00Z", 
            "Average": 0.041041666666666671, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T01:00:00Z", 
            "Average": 0.041083333333333354, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T23:00:00Z", 
            "Average": 0.038016877637130804, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T15:00:00Z", 
            "Average": 0.037666666666666668, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T12:00:00Z", 
            "Average": 0.039291666666666676, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T03:00:00Z", 
            "Average": 0.036000000000000004, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T04:00:00Z", 

API Version 2014-02-01
421

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
メトリックスの統計情報を取得する



            "Average": 0.042666666666666672, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T19:00:00Z", 
            "Average": 0.038305084745762719, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T22:00:00Z", 
            "Average": 0.039291666666666676, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T09:00:00Z", 
            "Average": 0.17126050420168065, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T08:00:00Z", 
            "Average": 0.041166666666666678, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T11:00:00Z", 
            "Average": 0.082374999999999962, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T17:00:00Z", 
            "Average": 0.037625000000000013, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T10:00:00Z", 
            "Average": 0.039458333333333345, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T05:00:00Z", 
            "Average": 0.039250000000000007, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T00:00:00Z", 
            "Average": 0.037625000000000013, 
            "Unit": "Percent"
        }, 
        {
            "Timestamp": "2014-02-10T16:00:00Z", 
            "Average": 0.041512605042016815, 
            "Unit": "Percent"
        }
    ], 
    "Label": "CPUUtilization"
}
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オペレーションからは、1分値の1日ごとの統計情報が返されます。各値は、指定されたマシンイメー
ジを実行している EC2 インスタンスの平均 CPU 使用率（パーセンテージ）を示します。

メトリックスのグラフ化
インスタンスを起動したら、Amazon EC2 コンソールに移動し、インスタンスのモニタリンググラフ
を表示できます。これらのグラフは、EC2ダッシュボードのInstancesページでインスタンスを選択す
ると表示されます。インスタンスの Description タブの隣りに、Monitoring タブが表示されます。以下
のグラフが利用可能です。

• 平均 CPU 使用率（パーセント）
• 平均ディスク読み込み（バイト）
• 平均ディスク書き込み（バイト）
• 最大ネットワーク受信（バイト）
• 最大ネットワーク送信（バイト）
• 要約ディスク読み込み操作（カウント）
• 要約ディスク書き込み操作（カウント）
• 要約ステータス（任意）
• 要約ステータスインスタンス（カウント）
• 要約ステータスシステム（カウント）

また、CloudWatch コンソールを使用すれば、Amazon EC2 およびその他の AWSサービスによって生
成されたメトリックスデータをグラフ化して、何が起こっているのかをより簡単に確認できるようにな
ります。次の手順を使用すると、CloudWatch でメトリックスをグラフ化できます。

Topics
• メトリックスをグラフ化する (p. 423)
• 複数のリソースにおける単一のメトリックスをグラフ化する (p. 424)

メトリックスをグラフ化する
Abstract

次に説明するシナリオは、CloudWatch でメトリックスを選択し、データのグラフを作成する方法に関するもので
す。

CloudWatchでメトリックを選択して、グラフを作成することができます。例えば、Amazon EC2イン
スタンスの CPUUtilization メトリックスを選択して、そのインスタンスの一定期間の CPU 使用率をグ
ラフで表示することができます。

メトリックスをグラフ化するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Amazon Web Services General Reference の Regions and Endpoints を
参照してください。
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3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。
4. [CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[Search Metrics] ボックスとカテゴリを使用して、メ

トリックス名、AWS リソース、またはその他のメタデータ別にメトリックスを見つけます。
5. スクロールバーやメトリックスリストの上にある進む矢印および戻る矢印を使用して、メトリック

スの完全なリスト内のページを移動します。
6. 表示するメトリックス（例:CPUUtilization）を選択します。詳細ペインにグラフが表示されます。

7. このグラフを保存して後からアクセスするには、詳細ペインの [Tools] の下にある [Copy URL] を
クリックし、[CopyGraph URL]ダイアログボックスでURLをコピーして、それをブラウザに貼り
付けます。

複数のリソースにおける単一のメトリックスをグラフ化する
Abstract

次に説明するシナリオは、CloudWatch ですべてのリソースにおける単一のメトリックスを選択し、そのデータの
グラフを作成する方法に関するものです。
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すべてのリソースにおける単一のメトリックスをグラフ化すれば、1つのグラフですべてのことを確認
できます。例えば、すべての Amazon EC2 インスタンスの CPUUtilization メトリックスを 1 つのグラ
フ上に表示することができます。

複数のリソースにおける単一のメトリックスをグラフ化するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Metrics] をクリックします。

4. [CloudWatchMetrics byCategory]ペインで、メトリックスのカテゴリを選択します。例えば、[EC2
Metrics] の下にある [Per-Instance Metrics] を選択します。
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5. メトリックスリストの[MetricName]列で、メトリックスをクリックします。例えば、[CPUUtilization]
を選択します。

6. メトリックスリストの先頭で、[Select All] をクリックします。

グラフには、選択したメトリックスのすべての発生に関する全データが表示されます。次の例で
は、すべての Amazon EC2 インスタンスの CPUUtilization が表示されています。

7. このグラフを保存して後からアクセスするには、詳細ペインの [Tools] の下にある [Copy URL] を
クリックし、[CopyGraph URL]ダイアログボックスでURLをコピーして、それをブラウザに貼り
付けます。
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CloudWatch アラームを作成する
Amazon EC2 インスタンスの CloudWatch メトリックスのいずれかをモニタリングする Amazon
CloudWatchアラームを作成できます。CloudWatchは、指定したしきい値にメトリックスが達すると、
自動的に通知を送信します。AWSManagement Console の Amazon EC2コンソールでCloudWatchア
ラームを作成するか、またはCloudWatchコンソールを使用して、より詳細なオプションを設定するこ
とができます。

Topics
• CPU 使用率のアラームに基づいて E メールを送信する (p. 427)
• ロードバランサーアラームに基づいて E メールを送信する (p. 429)
• ストレージスループットアラームに基づいて E メールを送信する (p. 432)

CPU 使用率のアラームに基づいて E メールを送信する
Abstract

次に説明するシナリオは、CPU 使用率のアラーム状態に基づいて E メールを送信するアラームを作成する方法に
関するものです。

このシナリオでは、AWS Management Console またはコマンドラインインターフェイスを使用して、
アラームの状態が OK から ALARM に変化したときに、Amazon Simple Notification Service E メール
メッセージを送信するAmazonCloudWatchアラームを作成する方法について順を追って説明します。

このシナリオでは、5 分間隔で連続して 2 回、EC2 インスタンスの平均 CPU 使用が 70 パーセントを
超えたときに、アラームが ALARM 状態に変化するように設定します。

Topics
• AWS マネジメントコンソール (p. 427)
• コマンドラインインターフェイス (p. 429)

AWS マネジメントコンソール

CPU 使用率に基づいて E メールを送信するアラームを作成するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
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4. [Create Alarm] をクリックし、[CloudWatch Metrics by Category] ペインでメトリックスのカテゴ
リ（たとえば [EC2 Metrics]）を選択します。

5. メトリックスのリストで、特定のインスタンスIDの[CPUUtilization]が含まれる行を選択します。

単一のインスタンスの平均 CPUUtilizationを表すグラフが下側のペインに表示されます。

6. [Statistic] ドロップダウンリストから [Average] を選択します。
7. [Period] ドロップダウンリストから、期間（5  など）を選択します。
8. [Next] をクリックし、[Alarm Threshold] の [Name] フィールドに一意のアラーム名（例:

「myHighCpuAlarm」）を入力します。
9. [Description] フィールドには、アラームの説明（例:「CPU      70            」）を入力し

ます。
10. [is] ドロップダウンリストで [>] を選択します。
11. [is]ドロップダウンリストの隣にあるボックスに「70」を入力し、[for]フィールドに「10」を入力

します。

[Alarm Preview] の下に、しきい値が図で表示されます。
12. [Actions] の [Whenever this alarm] ドロップダウンリストで、[State is ALARM] を選択します。
13. [Send notification to] ドロップダウンリストにある既存のAmazon SNSトピックを選択するか、新

しい Amazon SNS トピックを作成します。
14. 新しい Amazon SNS トピックを作成するには、[New list] を選択します。

[Send notification to] フィールドに、新しい Amazon SNS トピックの名前（例:
「myHighCpuAlarm」）を入力し、[Email list] フィールドに、アラームが ALARM状態に変化した
ときに通知を受ける E メールアドレスをカンマで区切って入力します。

15. アラームの作成を完了するには、[Create Alarm] をクリックします。
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コマンドラインインターフェイス

CPU 使用率が 70 パーセントを超えたときに、Amazon Simple Notification Service E メール
メッセージを送信するには

1. AmazonSimpleNotificationServiceトピックを設定するか、使用するトピックのトピックリソース
ネームを取得します。Amazon Simple Notification Service トピックの設定については、Set Up
Amazon Simple Notification Service を参照してください。

2. put-metric-alarmコマンドを使用してアラームを作成します。put-metric-alarmコマンド
の詳細については、『AWS Command Line Interface Reference』の「put-metric-alarm」を参照し
てください。次に示す例の値を使用します。ただし、InstanceIDと alarm-actionsの値はご
自分の値に置き換えます。

Prompt>aws cloudwatch
              put-metric-alarm --alarm-name cpu-mon --alarm-description 
"Alarm when CPU exceeds 70%" --metric-name CPUUtilization --namespace AWS/EC2
 --statistic Average --period 300
              --threshold 70 --comparison-operator GreaterThanThreshold  -
-dimensions Name=InstanceId,Value=i-12345678 --evaluation-periods 2 --alarm-
actions arn:aws:sns:us-east-1:111122223333:MyTopic --unit Percent

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
3. set-alarm-stateコマンドを使用してアラームの状態を強制的に変化させ、アラームをテストし

ます。

a. アラームの状態を INSUFFICIENT_DATAから OKに変更します。

Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state  --alarm-name cpu-mon --state-
reason "initializing" --state-value OK

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
b. アラームの状態を OKから ALARMに変更します。

Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state  --alarm-name cpu-mon --state-
reason "initializing" --state-value ALARM

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
c. E メールが届いていることを確認します。

ロードバランサーアラームに基づいて E メールを送信する
Abstract

次に説明するシナリオは、アラームの状態に基づいてEメールを送信するロードバランサーを設定する方法に関す
るものです。

このシナリオでは、AWS マネジメントコンソールまたはコマンドラインインターフェイスを使用して
Amazon Simple Notification Service 通知をセットアップし、さらに 100 msを超えるロードバランサー
レイテンシーをモニタリングするアラームを設定する方法を説明します。

Topics
• AWS マネジメントコンソール (p. 430)
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• コマンドラインインターフェイス (p. 432)

AWS マネジメントコンソール

E メールを送信するロードバランサーアラームを作成するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
4. [Create Alarm] をクリックし、[CloudWatch Metrics by Category] ペインでメトリックのカテゴリ

（例: [ELB Metrics]）を選択します。
5. メトリックスのリストで、特定のロードバランサーの [Latency] が含まれる行を選択します。

単一のロードバランサーの平均 Latencyを表すグラフが下側のペインに表示されます。
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6. [Statistic] ドロップダウンリストから [Average] を選択します。
7. [Period] ドロップダウンリストから [1 Minute] を選択します。
8. [Next] をクリックし、[Alarm Threshold] の [Name] フィールドに一意のアラーム名（例:

「myHighCpuAlarm」）を入力します。
9. [Description] フィールドには、アラームの説明（例: 「Latency   100ms            」）を

入力します。
10. [is] ドロップダウンリストで [>] を選択します。
11. [is]ドロップダウンリストの隣にあるボックスに「0.1」を入力し、[for]フィールドに「3」を入力

します。

[Alarm Preview] の下に、しきい値が図で表示されます。
12. [Actions] の [Whenever this alarm] ドロップダウンリストで、[State is ALARM] を選択します。
13. [Send notification to] ドロップダウンリストにある既存のAmazon SNSトピックを選択するか、新

しい Amazon SNS トピックを作成します。
14. 新しい Amazon SNS トピックを作成するには、[New list] を選択します。

[Send notification to] フィールドに、新しい Amazon SNS トピックの名前（例:
「myHighCpuAlarm」）を入力し、[Email list] フィールドに、アラームが ALARM状態に変化した
ときに通知を受ける E メールアドレスをカンマで区切って入力します。

15. アラームの作成を完了するには、[Create Alarm] をクリックします。
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コマンドラインインターフェイス

ロードバランサーの Latency が 100 ms を超えたときに、Amazon Simple Notification Service
E メールメッセージを送信するには

1. Amazon Simple Notification Service トピックを作成します。Amazon SNS トピックの作成手順に
ついては、Set Up Amazon Simple Notification Service を参照してください。

2. put-metric-alarmコマンドを使用してアラームを作成します。put-metric-alarmコマンド
の詳細については、『AWS Command Line Interface Reference』の「put-metric-alarm」を参照し
てください。

Prompt>aws cloudwatch put-metric-alarm --alarm-name lb-mon --alarm-description
 "Alarm when Latency exceeds 100ms" --metric-name Latency --namespace AWS/ELB
 --statistic Average --period 60 --threshold 100 --comparison-operator 
GreaterThanThreshold --dimensions Name=LoadBalancerName,Value=my-server --
evaluation-periods 3 --alarm-actions arn:aws:sns:us-east-1:1234567890:my-
topic --unit Milliseconds

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
3. アラームをテストします。

• アラームの状態を強制的に ALARM に変化させます。

Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state --alarm-name lb-mon --state-reason 
"initializing" --state OK
Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state --alarm-name lb-mon --state-reason 
"initializing" --state ALARM

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
• E メールが届いていることを確認します。

ストレージスループットアラームに基づいてEメールを送信す
る

Abstract

次に説明するシナリオは、アラームの状態に基づいてEメールを送信するストレージスループットアラームを作成
する方法に関するものです。

このシナリオでは、AWS Management Console またはコマンドラインインターフェイスを使用して
Amazon Simple Notification Service 通知をセットアップし、さらに EBS が 100 MB スループットを上
回ったときに E メールを送信するアラームを設定します。

Topics
• AWS マネジメントコンソール (p. 433)
• コマンドラインインターフェイス (p. 434)
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AWS マネジメントコンソール

E メールを送信するストレージスループットアラームを作成するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択

します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
4. [Create Alarm] をクリックし、[CloudWatch Metrics by Category] ペインで、メトリックスのカテ

ゴリ（例: [EBS Metrics]）を選択します。
5. メトリックスのリストで、特定のボリューム ID の [VolumeWriteBytes] が含まれる行を選択しま

す。

単一のボリュームの平均 VolumeWriteBytesを表すグラフが下側のペインに表示されます。
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6. [Statistic] ドロップダウンリストから [Average] を選択します。
7. [Period] ドロップダウンリストから [5 Minutes] を選択します。
8. [Next] をクリックし、[Alarm Threshold] の [Name] フィールドに一意のアラーム名（例:

「myHighWriteAlarm」）を入力します。
9. [Description] フィールドには、アラームの説明（例: 「VolumeWriteBytes   100,000 KiB/s

      」）を入力します。
10. [is] ドロップダウンリストで [>] を選択します。
11. [is] ドロップダウンリストの隣にあるボックスに「100000」を入力し、[for] フィールドに「15」

を入力します。

[Alarm Preview] の下に、しきい値が図で表示されます。
12. [Actions] の [Whenever this alarm] ドロップダウンリストで、[State is ALARM] を選択します。
13. [Send notification to] ドロップダウンリストにある既存のAmazon SNSトピックを選択するか、新

しい Amazon SNS トピックを作成します。
14. 新しい Amazon SNS トピックを作成するには、[New list] を選択します。

[Send notification to] フィールドに、新しい Amazon SNS トピックの名前（例:
「myHighCpuAlarm」）を入力し、[Email list] フィールドに、アラームが ALARM状態に変化した
ときに通知を受ける E メールアドレスをカンマで区切って入力します。

15. アラームの作成を完了するには、[Create Alarm] をクリックします。

コマンドラインインターフェイス

EBS が 100 MB スループットを上回ったときに Amazon Simple Notification Service E メール
メッセージを送信するには

1. Amazon Simple Notification Service トピックを作成します。Amazon SNS トピックの作成手順に
ついては、Set Up Amazon Simple Notification Service を参照してください。

2. put-metric-alarmコマンドを使用してアラームを作成します。put-metric-alarmコマンド
の詳細については、『AWS Command Line Interface Reference』の「put-metric-alarm」を参照し
てください。

Prompt>aws cloudwatch put-metric-alarm --alarm-name ebs-mon --alarm-descrip 
tion "Alarm when EBS volume exceeds 100MB throughput" --metric-name 
VolumeReadBytes --namespace AWS/EBS --statistic Average --period 300 --
threshold 100000000 --comparison-operator GreaterThanThreshold --dimensions
 Name=VolumeId,Value=my-volume-id --evaluation-periods 3 --alarm-actions 
arn:aws:sns:us-east-1:1234567890:my-alarm-topic --insufficient-data-actions
arn:aws:sns:us-east-1:1234567890:my-insufficient-data-topic

コマンドが成功した場合、AWS CLI はコマンドプロンプトに戻ります。
3. アラームをテストします。

• アラームの状態を強制的に ALARM に変化させます。

Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state --alarm-name lb-mon --state-reason 
"initializing" --state-value OK
Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state --alarm-name lb-mon --state-reason 
"initializing" --state-value ALARM
Prompt>aws cloudwatch set-alarm-state --alarm-name lb-mon --state-reason 
"initializing" --state-value INSUFFICIENT_DATA

• E メールが 2 通届いていることを確認します。
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インスタンスを停止または終了するアラームを作成
する

Abstract

Amazon EC2 インスタンスを自動的に停止または終了するアラームを作成します。

Amazon CloudWatch アラームアクションを使用すると、Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon
EC2）インスタンスの実行を継続する必要がなくなった場合に、そのインスタンスを自動的に停止また
は終了するアラームを作成することができます。例えば、バッチ給与計算処理ジョブまたは科学計算タ
スクを専用に行うインスタンスを使用している場合が挙げられます。これらのインスタンスは一定期間
動作して仕事を完了します。このようなインスタンスは、アイドル状態（課金されている状態）にせず
に、停止または終了するとコスト削減につながります。停止アラームアクションと終了アラームアク
ションの主な違いは、停止したインスタンスを後から再起動する必要が生じたときに簡単に実行でき、
さらに同じインスタンス ID とルートボリュームを維持できることです。一方、終了したインスタンス
は再起動できません。代わりに、新しいインスタンスを起動する必要があります。

停止アラームまたは終了アラームのアクションは、Amazon EC2 インスタンスメトリックスに設定さ
れている任意のアラームに追加できます。例えば、（AWS/EC2ネームスペースで）AmazonCloudWatch
によって提供される基本モニタリングメトリックスと詳細モニタリングメトリックス、また
「InstanceId=」ディメンションを含む任意のカスタムメトリックスに設定されているアラームが対象
です。ただし、InstanceId 値が実行中の有効な Amazon EC2 インスタンスを参照している場合に限り
ます。

Topics
• Amazon CloudWatch アラームへのアクションの追加 (p. 435)
• Amazon CloudWatch アラームアクションシナリオ (p. 447)

Amazon CloudWatch アラームへのアクションの追加
アラームアクションを設定するには、AmazonEC2コンソールまたはAmazonCloudWatchコンソール
のいずれかを使用できます。あるいは、AmazonCloudWatchコマンドラインインターフェイス（CLI）、
API、または AWS SDK を使用することもできます。Amazon CloudWatch API を AWS SDK と合わせ
て使用する詳細については、サンプルコード&ライブラリを参照してください。

Amazon EC2コンソールを使用して、インスタンスを停止するアラームを作成
する

特定のしきい値を超えた場合に Amazon EC2 インスタンスを停止するアラームを作成できます。例え
ば、開発またはテスト用のインスタンスを実行したまま、終了するのを忘れることがたまにあります。
CPU 平均使用率が 24 時間にわたって 10 パーセントを下回った場合にトリガされ、インスタンスがア
イドル状態にあり使用されていないことを通知するアラームを作成できます。必要に応じて、しきい
値、期間、および間隔を調整できます。さらに、アラームがトリガされたときに E メールが届くよう
に Amazon Simple Notification Service（Amazon SNS）通知を追加できます。

ルートデバイスとして Amazon Elastic Block Store ボリュームを使用している Amazon EC2 インスタ
ンスは、停止することも終了することもできます。一方、ルートデバイスとしてインスタンスストアを
使用しているインスタンスは、終了することのみ可能です。

Note

AWS Identity and AccessManagement（IAM）アカウントを使用してアラームを作成または変
更する場合、アラームアクションが実行されるためには、Amazon EC2 の許可
（ec2:DescribeInstanceStatus、ec2:DescribeInstances、ec2:StopInstances、
ec2:TerminateInstances）が必要です。Amazon CloudWatch にする読み取り/書き込み許
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可はあっても、Amazon EC2 に対しては許可がない場合でもアラームは作成できます。しか
し、AmazonEC2インスタンスで停止または終了アクションは実行されません。ただし、関連
付けられているAmazonEC2APIの使用許可が後で付与される場合、以前に作成したアラーム
アクションは実行されるようになります。IAM 許可の詳細については、IAM を使用するの
Permissions and Policies を参照してください。

IAM ロール（例えば、Amazon EC2 インスタンスプロファイル）を使用している場合は、ア
ラームアクションを使用してインスタンスを停止または終了することはできません。ただし、
アラームの状態を確認して、Amazon SNS 通知や Auto Scaling ポリシーなど、その他のアク
ションを実行することはできます。

AWS Security Token Service (AWS STS) を用いて許可された一時的な認証情報を使用してい
る場合は、アラームアクションを用いてAmazonEC2インスタンスを停止または終了すること
はできません。

アイドル状態のインスタンスを停止するアラームを作成するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーから、インスタンスが動作している

リージョンを選択します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインで、[INSTANCES] の下にある [Instances] をクリックします。
4. 上側のペインで、インスタンスを右クリックし、[Add/Edit Alarms] をクリックします。

または、インスタンスを選択し、下側のペインの [Monitoring] タブで [Create Alarm] をクリックし
ます。

5. [Alarm Details for] ダイアログボックスで、[Create Alarm] をクリックします。
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6. アラームがトリガされたときに E メールが届くようにする場合は、[Create Alarm for] ダイアログ
ボックスの [Send a notification to] ボックスで、既存のAmazon SNSトピックを選択するか、また
は [Create Topic] をクリックして新しい Amazon SNS トピックを作成します。

新しいトピックを作成する場合は、[Send a notification to] ボックスでトピックの名前を入力し、
[With these recipients] ボックスで、該当する受信者の E メールアドレス（コンマで区切る）を入
力します。その後、アラームを作成すると、このトピックの E メールを受信する前に、許可する
必要がある受信登録確認メールが送信されます。

7. [Take the action] チェックボックスをオンにし、[Stop] ラジオボタンを選択します。
8. [Whenever]ボックスで、使用する統計を選択し、メトリックスを選択します。この例では、[Average]

と [CPU Utilization] を選択します。
9. [Is] ボックスで、メトリックスのしきい値を定義します。この例では、[10] パーセントを入力しま

す。
10. [For at least] ボックスで、アラームのサンプリング期間を選択します。この例では、1 時間の期間

の連続数として [24] を入力します。
11. アラームの名前を変更するには、[Name this alarm] ボックスに新しい名前を入力します。

アラーム名を入力しない場合は、Amazon CloudWatch によってアラーム名が自動的に作成されま
す。

Note

アラーム設定は、アラームを作成する前に実際の要件に基づいて調整することも、アラー
ム作成後に編集することもできます。その対象となる設定には、メトリックス、しきい
値、期間、アクション、および通知の設定などがあります。ただし、アラームの作成後
は、アラームの名前を編集できなくなります。

12. [Create Alarm] をクリックします。

Amazon EC2コンソールを使用して、インスタンスを終了するアラームを作成
する

特定のしきい値を超えたときに EC2 インスタンスを自動的に終了するアラームを作成できます（イン
スタンスの終了保護が有効になっていない場合）。例えば、インスタンスが仕事を終え、再びそのイン
スタンスを使用する必要がない場合は、インスタンスを終了することをお勧めします。インスタンスを
後で使用する可能性がある場合は、インスタンスを終了するのでなく停止します。インスタンスの終了
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保護の有効化および無効化の詳細については、Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイドの
Enabling Termination Protection for an Instance を参照してください。

Note

AWS Identity and Access Management（IAM）アカウントを使用してアラームを作成または変
更する場合は、Amazon EC2 許可となる ec2:DescribeInstanceStatus、
ec2:DescribeInstances、ec2:StopInstances、およびアラームアクションを実行するた
めのec2:TerminateInstancesが必要です。AmazonCloudWatchにする読み取り/書き込み
許可はあっても、AmazonEC2に対しては許可がない場合でもアラームは作成できます。しか
し、AmazonEC2インスタンスで停止または終了アクションは実行されません。ただし、関連
付けられているAmazonEC2APIの使用許可が後で付与される場合、以前に作成したアラーム
アクションは実行されるようになります。IAM 許可の詳細については、IAM を使用するの
Permissions and Policies を参照してください。

IAM ロール（例えば、Amazon EC2 インスタンスプロファイル）を使用している場合は、ア
ラームアクションを使用してインスタンスを停止または終了することはできません。ただし、
アラームの状態を確認して、Amazon SNS 通知や Auto Scaling ポリシーなど、その他のアク
ションを実行することはできます。

AWS Security Token Service (AWS STS) を用いて許可された一時的な認証情報を使用してい
る場合は、アラームアクションを用いてAmazonEC2インスタンスを停止または終了すること
はできません。

アイドル状態のインスタンスを終了するアラームを作成するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーから、インスタンスが動作している

リージョンを選択します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインで、[INSTANCES] の下にある [Instances] をクリックします。
4. 上側のペインで、インスタンスを右クリックし、[Add/Edit Alarms] をクリックします。

または、インスタンスを選択し、下側のペインの [Monitoring] タブで、[Create Alarm] をクリック
します。

5. [Alarm Details for] ダイアログボックスで、[Create Alarm] をクリックします。
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6. アラームがトリガされたときに E メールが届くようにする場合は、[Create Alarm for] ダイアログ
ボックスの [Send a notification to] ボックスで既存の SNS トピックを選択するか、[Create Topic]
をクリックして新しい SNS トピックを作成します。

新しいトピックを作成する場合は、[Send a notification to] ボックスでトピックの名前を入力し、
[With these recipients] ボックスで、該当する受信者の E メールアドレス（コンマで区切る）を入
力します。その後、アラームを作成すると、このトピックの E メールを受信する前に、許可する
必要がある受信登録確認メールが送信されます。

7. [Take the action] チェックボックスをオンにし、[Terminate] ラジオボタンを選択します。
8. [Whenever]ボックスで、使用する統計を選択し、メトリックスを選択します。この例では、[Average]

と [CPU Utilization] を選択します。
9. [Is] ボックスで、メトリックスのしきい値を定義します。この例では、[10] パーセントを入力しま

す。
10. [For at least] ボックスで、アラームのサンプリング期間を選択します。この例では、1 時間の期間

の連続数として [24] を入力します。
11. アラームの名前を変更するには、[Name this alarm] ボックスに新しい名前を入力します。

アラーム名を入力しない場合は、Amazon CloudWatch によってアラーム名が自動的に作成されま
す。
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Note

アラーム設定は、アラームを作成する前に実際の要件に基づいて調整することも、アラー
ム作成後に編集することもできます。その対象となる設定には、メトリックス、しきい
値、期間、アクション、および通知の設定などがあります。ただし、アラームの作成後
は、アラームの名前を編集できなくなります。

12. [Create Alarm] をクリックします。

Amazon CloudWatch コンソールを使用して、インスタンスを停止するアラー
ムを作成する

特定のしきい値を超えた場合に Amazon EC2 インスタンスを停止するアラームを作成できます。例え
ば、開発またはテスト用のインスタンスを実行したまま、終了するのを忘れることがたまにあります。
CPU 平均使用率が 24 時間にわたって 10 パーセントを下回った場合にトリガされ、インスタンスがア
イドル状態にあり使用されていないことを通知するアラームを作成できます。必要に応じて、しきい
値、期間、および間隔を調整できます。さらに、アラームがトリガされたときに E メールが届くよう
に Amazon Simple Notification Service（Amazon SNS）通知を追加できます。

Amazon CloudWatch アラームアクションは、EBS-Backed Amazon EC2 インスタンスを停止できます
が、Instance store-BackedAmazonEC2インスタンスを停止することはできません。ただし、Amazon
CloudWatch アラームアクションは、どのタイプの Amazon EC2 インスタンスでも終了することがで
きます。

Note

AWS Identity and AccessManagement（IAM）アカウントを使用してアラームを作成または変
更する場合、アラームアクションが実行されるためには、Amazon EC2 の許可
（ec2:DescribeInstanceStatus、ec2:DescribeInstances、ec2:StopInstances、
ec2:TerminateInstances）が必要です。Amazon CloudWatch にする読み取り/書き込み許
可はあっても、Amazon EC2 に対しては許可がない場合でもアラームは作成できます。しか
し、AmazonEC2インスタンスで停止または終了アクションは実行されません。ただし、関連
付けられているAmazonEC2APIの使用許可が後で付与される場合、以前に作成したアラーム
アクションは実行されるようになります。IAM 許可の詳細については、IAM を使用するの
Permissions and Policies を参照してください。

IAM ロール（例えば、Amazon EC2 インスタンスプロファイル）を使用している場合は、ア
ラームアクションを使用してインスタンスを停止または終了することはできません。ただし、
アラームの状態を確認して、Amazon SNS 通知や Auto Scaling ポリシーなど、その他のアク
ションを実行することはできます。

AWS Security Token Service (AWS STS) を用いて許可された一時的な認証情報を使用してい
る場合は、アラームアクションを用いてAmazonEC2インスタンスを停止または終了すること
はできません。

アイドル状態のインスタンスを停止するアラームを作成するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーから、インスタンスが動作している

リージョンを選択します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。
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3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
4. [Create Alarm] をクリックし、[CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下に

ある [Per-Instance Metrics] を選択します。
5. メトリックスのリストで、アラームを作成するインスタンスとメトリックスを選択します。また、

検索ボックスにインスタンス ID を入力して希望するインスタンスを見つけることができます。
6. [Statistic] ドロップダウンリストから [Average] を選択します。
7. [Period] ドロップダウンリストから、期間（1  など）を選択します。
8. [Next] をクリックし、[Alarm Threshold] の [Name] フィールドに一意のアラーム名（例: 「Stop

EC2 instance」（EC2 インスタンスを停止する））を入力します。
9. [Description] フィールドにアラームの説明（「CPU                 EC2            」な

ど）を入力します。
10. [is] ドロップダウンリストで [<] を選択します。
11. [is]ドロップダウンリストの隣にあるボックスに「10」を入力し、[for]フィールドに「1440」を入

力します。

[Alarm Preview] の下に、しきい値が図で表示されます。
12. [Actions] の下にある [EC2 Action] をクリックします。
13. [Whenever this alarm] ドロップダウンリストで、[State is ALARM] を選択します。
14. [Take this action] ドロップダウンリストで、[Stop this instance] を選択します。
15. [Notification]をクリックし、[Send notification to]ドロップダウンリストにある既存のAmazon SNS

トピックを選択するか、新しい Amazon SNS トピックを作成します。
16. 新しい Amazon SNS トピックを作成するには、[New list] を選択します。

[Send notification to] フィールドに、新しい Amazon SNS トピックの名前
（「Stop_EC2_Instance」など）を入力し、[Email list] フィールドに、アラームが ALARM状態
に変化したときに通知を送信する E メールのアドレスをカンマで区切って入力します。

Important

新しいトピックを作成する場合やEメールアドレスを既存のトピックに追加する場合は、
追加する各Eメールアドレスにトピックの受信登録の確認メールが送信されます。お客様
が確認メールに含まれたリンクをクリックし、受信登録を確認すると、新しいEメールア
ドレスに通知が送信されるようになります。

17. アラームの作成を完了するには、[Create Alarm] をクリックします。
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Amazon CloudWatch コンソールを使用して、アイドル状態のインスタンスを
終了するアラームを作成する

特定のしきい値を超えたときに Amazon EC2 インスタンスを自動的に終了するアラームを作成できま
す（インスタンスの終了保護が無効になっていない場合）。例えば、インスタンスが仕事を終え、再び
そのインスタンスを使用する必要がない場合は、インスタンスを終了することをお勧めします。インス
タンスを後で使用する可能性がある場合は、インスタンスを終了するのでなく停止します。インスタン
スの終了保護の無効化の詳細については、Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイドのEnabling
Termination Protection for an Instance を参照してください。

Note

AWS Identity and Access Management（IAM）アカウントを使用してアラームを作成または変
更する場合は、Amazon EC2 許可となる ec2:DescribeInstanceStatus、
ec2:DescribeInstances、ec2:StopInstances、およびアラームアクションを実行するた
めのec2:TerminateInstancesが必要です。AmazonCloudWatchにする読み取り/書き込み
許可はあっても、AmazonEC2に対しては許可がない場合でもアラームは作成できます。しか
し、AmazonEC2インスタンスで停止または終了アクションは実行されません。ただし、関連
付けられているAmazonEC2APIの使用許可が後で付与される場合、以前に作成したアラーム
アクションは実行されるようになります。IAM 許可の詳細については、IAM を使用するの
Permissions and Policies を参照してください。

IAM ロール（例えば、Amazon EC2 インスタンスプロファイル）を使用している場合は、ア
ラームアクションを使用してインスタンスを停止または終了することはできません。ただし、
アラームの状態を確認して、Amazon SNS 通知や Auto Scaling ポリシーなど、その他のアク
ションを実行することはできます。

AWS Security Token Service (AWS STS) を用いて許可された一時的な認証情報を使用してい
る場合は、アラームアクションを用いてAmazonEC2インスタンスを停止または終了すること
はできません。

アイドル状態のインスタンスを終了するアラームを作成するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーから、インスタンスが動作している

リージョンを選択します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
4. ペイン上の [Create Alarm] をクリックします。
5. [Create Alarm] をクリックし、[CloudWatch Metrics by Category] ペインで、[EC2 Metrics] の下に

ある [Per-Instance Metrics] を選択します。
6. メトリックスのリストで、アラームを作成するインスタンスとメトリックスを選択します。また、

検索ボックスにインスタンス ID を入力して希望するインスタンスを見つけることができます。
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7. [Statistic] ドロップダウンリストから [Average] を選択します。
8. [Period] ドロップダウンリストから、期間（1  など）を選択します。
9. [Next]をクリックし、[AlarmThreshold]の [Name]フィールドに一意のアラーム名（例:「Terminate

EC2 instance」（EC2 インスタンスを終了する））を入力します。
10. [Description] フィールドにアラームの説明（「CPU                 EC2            」な

ど）を入力します。
11. [is] ドロップダウンリストで [<] を選択します。
12. [is]ドロップダウンリストの隣にあるボックスに「10」を入力し、[for]フィールドに「1440」を入

力します。

[Alarm Preview] の下に、しきい値が図で表示されます。
13. [Actions] の下で、[EC2 Action] をクリックします。
14. [Whenever this alarm] ドロップダウンリストで、[State is ALARM] を選択します。
15. [Take this action] ドロップダウンリストで、[Terminate this instance] をクリックします。
16. [Notification]をクリックし、[Send notification to]ドロップダウンリストにある既存のAmazon SNS

トピックを選択するか、新しい Amazon SNS トピックを作成します。
17. 新しい Amazon SNS トピックを作成するには、[New list] を選択します。

[Send notification to] フィールドに、新しい Amazon SNS トピックの名前
（「Terminate_EC2_Instance」など）を入力し、[Email list]フィールドに、アラームが ALARM
状態に変化したときに通知を送信する E メールのアドレスをカンマで区切って入力します。

Important

新しいトピックを作成する場合やEメールアドレスを既存のトピックに追加する場合は、
追加する各Eメールアドレスにトピックの受信登録の確認メールが送信されます。お客様
が確認メールに含まれたリンクをクリックし、受信登録を確認すると、新しいEメールア
ドレスに通知が送信されるようになります。

18. アラームの作成を完了するには、[Create Alarm] をクリックします。

AmazonCloudWatchコンソールを使用して、トリガされたアラームとアクショ
ンの履歴を表示する

AmazonCloudWatchコンソールではアラームとアクションの履歴を表示できます。AmazonCloudWatch
では過去 2 週間分のアラームとアクションの履歴を維持します。

トリガされたアラームとアクションの履歴を表示するには

1. Amazon CloudWatch コンソール（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
2. 必要ならば、リージョンを変更します。ナビゲーションバーから、インスタンスが動作している

リージョンを選択します。詳細については、Regions and Endpoints を参照してください。
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3. ナビゲーションペインの [Alarms] をクリックします。
4. 上側のペインで、履歴を表示するアラームを選択します。
5. 下側のペインの [Details] タブには、最新の状態の遷移に加えて、時刻とメトリックス値が表示さ

れます。
6. [History] タブをクリックすると、最新の履歴エントリが表示されます。

CLI または API を使用して、インスタンスを停止または終了するアラームを作
成する

AWS CLI または CloudWatch API を使用する場合、あるいは AWS SDK を API と一緒に使用する場合
は、AmazonEC2インスタンスメトリックスを使用してAmazonCloudWatchアラームを作成し、さら
にアクション専用の Amazon リソースネーム（ARN）を使用してアクションを追加することができま
す。任意のアラーム状態にアクションを追加できます。また、アクションごとにリージョンを指定でき
ます。このリージョンは、put-metric-alarm リクエストの送信先であるリージョンと一致する必要があ
ります。

ARN（リージョンを伴なう）Action

arn:aws:automate:us-east-1:ec2:stopStop

arn:aws:automate:us-east-1:ec2:terminateTerminate

Amazon CloudWatch API を AWS SDK と合わせて使用する詳細については、サンプルコード&ライブ
ラリを参照してください。

Note

AWS Identity and Access Management（IAM）アカウントを使用してアラームを作成または変
更する場合は、Amazon EC2 許可となる ec2:DescribeInstanceStatus、
ec2:DescribeInstances、ec2:StopInstances、およびアラームアクションを実行するた
めのec2:TerminateInstancesが必要です。AmazonCloudWatchにする読み取り/書き込み
許可はあっても、AmazonEC2に対しては許可がない場合でもアラームは作成できます。しか
し、AmazonEC2インスタンスで停止または終了アクションは実行されません。ただし、関連
付けられているAmazonEC2APIの使用許可が後で付与される場合、以前に作成したアラーム
アクションは実行されるようになります。IAM 許可の詳細については、IAM を使用するの
Permissions and Policies を参照してください。

IAM ロール（例えば、Amazon EC2 インスタンスプロファイル）を使用している場合は、ア
ラームアクションを使用してインスタンスを停止または終了することはできません。ただし、
アラームの状態を確認して、Amazon SNS 通知や Auto Scaling ポリシーなど、その他のアク
ションを実行することはできます。
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AWS Security Token Service (AWS STS) を用いて許可された一時的な認証情報を使用してい
る場合は、アラームアクションを用いてAmazonEC2インスタンスを停止または終了すること
はできません。

CLI を使用してインスタンスを停止するアラームを作成するには

arn:aws:automate:us-east-1:ec2:stop ARN を使用して、Amazon EC2 インスタンスを停止す
ることができます。次の例は、CPU 使用率の平均が 24 時間にわたって 10 パーセント未満である場
合、インスタンスを停止する方法を示したものです。

• コマンドプロンプトで、次のように入力します。

% aws cloudwatch put-metric-alarm --alarm-name my-Alarm --alarm-description
 "Stop the instance when it is idle for a day" --namespace "AWS/EC2" --di 
mensions Name=InstanceId,Value=i-abc123 --statistic Average --metric-name 
CPUUtilization --comparison-operator LessThanThreshold --threshold 10 --
period 86400 --evaluation-periods 4 --alarm-actions arn:aws:automate:us-
east-1:ec2:stop

CLI を使用してインスタンスを終了するアラームを作成するには

• コマンドプロンプトで、次のように入力します。

% aws cloudwatch put-metric-alarm --alarm-name my-Alarm --alarm-description
 "Terminate the instance when it is idle for a day" --namespace "AWS/EC2" 
--dimensions Name=InstanceId,Value=i-abc123" --statistic Average  --metric-
name CPUUtilization --comparison-operator LessThanThreshold --threshold 1 
--period 86400 --evaluation-periods 4 -- alarm-actions arn:aws:automate:us-
east-1:ec2:terminate

API を使用して、アラームを作成およびインスタンスを停止するには

次のリクエストの例では、Amazon EC2 インスタンスを停止するアラームの作成方法を示します。

• 次のリクエストを作成します。

http://monitoring.amazonaws.com/

?SignatureVersion=2

&Action=PutMetricAlarm

&Version=2009-05-15

&Namespace=AWS/EC2

&MetricName=CPUUtilization

&Dimension.member.1.Name=instance-id

&Dimension.member.1.Value=i-abc123
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&Period=86400

&Statistic=Average

&AlarmName=Stop-EC2-Instance

&ComparisonOperator=LessThanThreshold

&Threshold=10

&EvaluationPeriods=4

&StartTime=2009-01-16T00:00:00

&EndTime=2009-01-16T00:02:00

&Timestamp=2009-01-08-18

&AWSAccessKeyId=XXX YOUR ACCESS KEY XXX

&Signature=%XXX YOUR SIGNATURE XXX%3D

&AlarmActions.member.1=arn:aws:automate:us-east-1:ec2:stop

API を使用して、アラームを作成し、インスタンスを終了するには

次のリクエストの例では、Amazon EC2 インスタンスを終了するアラームの作成方法を示します。

• 次のリクエストを作成します。

http://monitoring.amazonaws.com/

?SignatureVersion=2

&Action=PutMetricAlarm

&Version=2009-05-15

&Namespace=AWS/EC2

&MetricName=CPUUtilization

&Dimension.member.1.Name=instance-id

&Dimension.member.1.Value=i-abc123

&Period=86400

&Statistic=Average

&AlarmName=Terminate-EC2-Instance

&ComparisonOperator=LessThanThreshold

&Threshold=10
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&EvaluationPeriods=4

&StartTime=2009-01-16T00:00:00

&EndTime=2009-01-16T00:02:00

&Timestamp=2009-01-08-18

&AWSAccessKeyId=XXX YOUR ACCESS KEY XXX

&Signature=%XXX YOUR SIGNATURE XXX%3D

&AlarmActions.member.1=arn:aws:automate:us-east-1:ec2:terminate

Amazon CloudWatch アラームアクションシナリオ
Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）コンソールを使用すると、特定の条件が満たされたと
きに Amazon EC2 インスタンスを停止または終了するアラームアクションを作成できます。アラーム
アクションが設定されるコンソールページを示す次のスクリーンキャプチャで、設定に番号を振りまし
た。また、適切なアクションの作成をサポートするため、後続のシナリオ内の設定にも番号を振りまし
た。

シナリオ1:アイドル状態にある開発用およびテスト用のインスタンスを停止す
る

ソフトウェアの開発またはテストに使用されるインスタンスが1時間以上アイドル状態になっている場
合、該当するインスタンスを停止するアラームを作成します。

値設
定

停止

最大

CPUUtilization
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値設
定

<=

10%

60 分

1

シナリオ 2: アイドル状態のインスタンスを停止する

インスタンスが 24 時間にわたってアイドル状態になっている場合、インスタンスを停止し、E メール
を送信するアラームを作成します。

値設
定

停止および E メール

平均

CPUUtilization

<=

5%

60 分

24

シナリオ 3: トラフィック量が異常に多いウェブサーバーを停止する

インスタンスの1日あたりのアウトバウンドネットワークトラフィックが10GBを超えた場合、Eメー
ルを送信するアラームを作成します。

値設
定

E メール

合計

NetworkOut

>

10 GB
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値設
定

1 日

1

シナリオ 4: トラフィック量が異常に多いウェブサーバーを停止する

アウトバウンドトラフィックが 1 時間あたり 1 GB を超えた場合、インスタンスを停止してテキスト
メッセージ（SMS）を送信するアラームを作成します。

値設
定

SMS を停止および送信する

合計

NetworkOut

>

1 GB

1 時間

1

シナリオ 5: メモリリークが発生しているインスタンスを停止する

メモリの使用率が 90 パーセント以上になった場合、インスタンスを停止するアラームを作成します。
トラブルシューティングのためのアプリケーションログを取得できます。

Note

MemoryUtilizationメトリックスはカスタムメトリックスです。MemoryUtilizationメトリックス
を使用するには、Amazon EC2インスタンスのモニタリングスクリプト (p. 451) をインストー
ルする必要があります。

値設
定

停止

最大

MemoryUtilization

>=
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値設
定

90%

1 分

1

シナリオ 6: 障害のあるインスタンスを停止する

ステータスチェック（5分間隔で実行）に3回続けて失敗したインスタンスを停止するアラームを作成
します。

値設
定

停止

平均

StatusCheckFailed_System

>=

1

15 分

1

シナリオ 7: バッチ処理ジョブが完了したときにインスタンスを終了する

バッチジョブを実行するインスタンスが結果データを送信しなくなったときに、そのインスタンスを終
了するアラームを作成します。

値設
定

終了

最大

NetworkOut

<=

100,000 バイト

5 分
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値設
定

1

また、前述シナリオは、AmazonCloudWatchコンソールを使用して実行することもできます。Amazon
EC2コンソールの付番済みの設定および前に説明したシナリオに対応するように、AmazonCloudWatch
コンソールでの設定にも番号を振りました。したがって、比較しながら、適切なアクションを伴なうア
ラームを作成できます。

Amazon EC2 インスタンスのモニタリングスクリ
プト

Abstract

Amazon EC2 の Linux またはWindows インスタンスのモニタリングスクリプトを使用して、Amazon CloudWatch
カスタムメトリックスを作成し利用します。

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）の Linux
ベースおよびWindows ベースのインスタンスは、Amazon CloudWatch カスタムメトリックスを作成/
利用する方法を示しています。Linux 用のスクリプトは Perl スクリプトのサンプルで、Linux インスタ
ンスに関するメモリ、スワップ、およびディスクスペースの使用状況メトリックスをレポートする、完
全に機能する例で構成されます。Windows 用のスクリプトは PowerShell スクリプトのサンプルで、
Windows インスタンスに関する、メモリ、ページファイル、およびディスクスペースの使用状況メト
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リックスをレポートする、完全に機能する例で構成されます。Linux用およびWindows用のCloudWatch
MonitoringScriptsは、アマゾンウェブサービス（AWS）サンプルコードライブラリからダウンロード
して、Linux ベースまたはWindows ベースのインスタンスにインストールできます。

Important

これらのスクリプトは、サンプルとして提供されています。そのため、「この状態のまま」ス
クリプトは提供され、サポートはされません。

Note

これらのスクリプトの利用については、カスタムメトリックスの通常の Amazon CloudWatch
無料利用枠の量と利用料金が適用されます。詳細については、Amazon CloudWatch 製品ペー
ジを参照してください。

Topics
• Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Linux (p. 452)
• Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Windows (p. 458)

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Linux
Abstract

AmazonEC2のLinuxインスタンスのモニタリングスクリプトを使用して、AmazonCloudWatchカスタムメトリッ
クスを作成し利用します。

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Linux は、Amazon CloudWatch カスタムメトリックスを作
成し利用する方法を示した Perl スクリプトのサンプル集です。このスクリプトは、Elastic Compute
Cloud（Amazon EC2）Linux インスタンスのメモリ、スワップ、およびディスクスペースの使用状況
メトリックスをレポートする、完全に機能する例で構成されます。

Topics
• 前提条件 (p. 453)
• 使用開始 (p. 453)
• スクリプトの使用 (p. 454)
• AWS マネジメントコンソールでのカスタムメトリックスの表示 (p. 458)

AmazonCloudWatchMonitoring Scripts for Linuxは、AWSのサンプルコードライブラリからダウンロー
ドできます。CloudWatchMonitoringScripts-v1.1.0.zipパッケージには、以下のファイルが含まれていま
す。

• CloudWatchClient.pm – 他のスクリプトからの Amazon CloudWatch の呼び出しを簡易化する共有
Perl モジュールです。

• mon-put-instance-data.pl – AmazonEC2インスタンスでシステムメトリックス（メモリ、スワップ、
ディスクスペースの使用状況）を収集し、Amazon CloudWatch に送信します。

• mon-get-instance-stats.pl – Amazon CloudWatchに対してクエリを実行し、このスクリプトの実行対
象である EC2 インスタンスの最新の使用状況統計を表示します。

• – お客様のアクセスキー ID とシークレットアクセスキーを格納する AWS 認証情報のファイルテン
プレートです。

• [LICENSE.txt] – Apache 2.0 ライセンスが記載されたテキストファイルです。
• [NOTICE.txt] – 著作権情報です。
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これらのモニタリングスクリプトは、Linuxオペレーティングシステムを実行しているAmazonEC2イ
ンスタンスで使用することを目的として記述されています。これらのスクリプトは、以下の Amazon
マシンイメージ（AMI）の 32 ビットおよび 64 ビットバージョンでテスト済みです。

• Amazon Linux 2011.09.02
• Red Hat Enterprise Linux 6.3
• Ubuntu Server 12.04
• SUSE Linux Enterprise Server 11

前提条件
Linux のバージョンによっては、追加の手順を実行する必要があります。

Amazon Linux AMI

Amazon Linux AMI バージョン 2014.03 以降を実行している場合は、スクリプトが動作していることを
モニタリングするために、追加の Perl モジュールをいくつか追加する必要があります。サーバーを設
定するには、次の手順に従います。

• Amazon Linux AMI インスタンスにログオンし、以下のパッケージをインストールします。

sudo yum install perl-Switch perl-Sys-Syslog perl-LWP-Protocol-https

Red Hat Enterprise Linux または SUSE Linux

Red Hat Enterprise Linux または SUSE Linux Enterprise Server を実行している場合は、以下の手順を
実行してサーバーを設定してください。

1. コマンドプロンプトで cd /と入力して、ルートディレクトリに移動します。
2. すべてのプロンプトで perl -MCPAN -e shellと入力し、その後 yesと入力します。
3. cpan[1]>メッセージで install Bundle::LWP5_837 LWPと入力して、LWP バンドルをイン

ストールし LWP バージョン 6.03 に更新します。すべてのメッセージで yesと入力します。

Ubuntu Server

Ubuntu Server を実行している場合は、以下の手順を実行してサーバーを設定してください。

• Ubuntu Server インスタンスにログオンし、以下のパッケージをインストールします。

sudo apt-get install unzip libwww-perl libcrypt-ssleay-perl

Amazon EC2 Linuxインスタンスに接続する方法については、Amazon Elastic Compute Cloudユーザー
ガイドのインスタンスへの接続を参照してください。

使用開始
次のステップでは、CloudWatch モニタリングスクリプトをダウンロードして解凍し、EC2 Linux イン
スタンスで設定する方法を説明しています。
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スクリプトをダウンロード、インストール、設定するには

• コマンドプロンプトを開き、スクリプトを保存したいフォルダに移動し、以下を入力します。

wget http://ec2-downloads.s3.amazonaws.com/cloudwatch-samples/CloudWatchMon 
itoringScripts-v1.1.0.zip
unzip CloudWatchMonitoringScripts-v1.1.0.zip
rm CloudWatchMonitoringScripts-v1.1.0.zip
cd aws-scripts-mon

スクリプトの使用
mon-put-instance-data.pl

このスクリプトは、現在のシステムのメモリ、スワップ、およびディスクスペースの使用状況データを
収集します。その後、収集したデータをカスタムメトリックスとしてレポートするため、Amazon
CloudWatch に対してリモートコールを実行します。

オプション

説明名前

パーセンテージで表した MemoryUtilization メトリックスを収集し
送信します。このオプションでは、アプリケーションとオペレー
ティングシステムよって割り当てられたメモリのみをレポートし、
キャッシュとバッファ内のメモリは除外します。

--mem-util

メガバイトで表した MemoryUsed メトリックスを収集し送信しま
す。このオプションでは、アプリケーションとオペレーティングシ
ステムよって割り当てられたメモリのみをレポートし、キャッシュ
とバッファ内のメモリは除外します。

--mem-used

メガバイトで表した MemoryAvailable メトリックスを収集し送信
します。このオプションでは、アプリケーションとオペレーティン
グシステムで使用可能なメモリについてレポートします。

--mem-avail

パーセンテージで表した SwapUtilization メトリックスを収集し送
信します。

--swap-util

メガバイトで表したSwapUsedメトリックスを収集し送信します。--swap-used

レポートの対象とするディスクを選択します。
PATHでは、レポートする必要のあるファイルシステムのマウント
ポイントか、またはマウントポイント上でのファイルの場所を指定
することができます。複数のディスクを選択する場合は、それぞれ
--disk-path=PATHを指定します。
/および /homeにマウントされたファイルシステムのディスクを
選択するには、以下のパラメータを使用します。
--disk-path=/ --disk-path=/home

--disk-path=PATH

選択したディスクについて、DiskSpaceUtilization メトリックを収
集し送信します。メトリックはパーセンテージでレポートされま
す。

--disk-space-util
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説明名前

選択したディスクについて、DiskSpaceUsed メトリックを収集し
送信します。メトリックは、デフォルトにより、ギガバイトでレ
ポートされます。
Linux オペレーティングシステムにディスクスペースが予約される
ため、使用されているディスクスペースと利用可能なディスクス
ペースを合算しても、ディスクスペースの合計と一致しない場合が
あります。

--disk-space-used

選択したディスクについて、DiskSpaceAvailableメトリックを収集
し送信します。メトリックはギガバイトでレポートされます。
Linux オペレーティングシステムにディスクスペースが予約される
ため、使用されているディスクスペースと利用可能なディスクス
ペースを合算しても、ディスクスペースの合計と一致しない場合が
あります。

--disk-space-avail

メモリの使用状況をレポートする際の単位を指定します。指定しな
い場合は、メモリはメガバイトでレポートされます。UNITS に指
定できるのは、バイト、キロバイト、メガバイト、またはギガバイ
トです。

--memory-units=UNITS

ディスクスペースの使用状況をレポートする際の単位を指定しま
す。指定しない場合は、ディスクスペースはギガバイトでレポート
されます。UNITS に指定できるのは、バイト、キロバイト、メガ
バイト、またはギガバイトです。

--disk-space-units=UNITS

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。
このパラメータは、--aws-access-key-idおよび –
-aws-secret-keyパラメータとともに使用できません。

--aws-credential-
file=PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために指定し
ます。--aws-secret-keyオプションとともに使用する必要があ
ります。このオプションを --aws-credential-fileパラメータ
とともに使用しないでください。

--aws-access-key-id=VALUE

AWS のシークレットアクセスキーを指定して、CloudWatch への
リクエストへの署名に使用します。--aws-access-key-idオプ
ションとともに使用する必要があります。このオプションを
--aws-credential-fileパラメータとともに使用しないでくだ
さい。

--aws-secret-key=VALUE

メトリックスを収集するスクリプトのテストを実行し、完全なHTTP
リクエストを準備します。ただし、実際にCloudWatchコールを実
行して、データをレポートしません。また、このオプションは、認
証情報が提供されているかどうかもチェックします。このオプショ
ンを冗長モードで実行すると、CloudWatch に送信されるメトリッ
クスを出力します。

--verify

cron からスクリプトを呼び出す際に、このオプションを使用しま
す。このオプションを使用すると、すべての診断出力が抑制されま
すが、エラーメッセージはユーザーアカウントのローカルシステム
ログに送信されます。

--from-cron

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。--verbose

使用状況情報を表示します。--help
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説明名前

スクリプトのバージョン番号を表示します。--version

例

以下の例では、有効なAWS認証情報を使用して awscreds.confファイルが更新されていることを前
提としています。awscreds.confファイルを使用しない場合は、--aws-access-key-idおよび
--aws-secret-key引数を使用して、認証情報を提供してください。

CloudWatch にデータを投稿せずに、単純なテストを実行するには

• 次のコマンドを実行します。

./mon-put-instance-data.pl --mem-util --verify --verbose

利用可能なメモリメトリックスをすべて収集して CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

./mon-put-instance-data.pl --mem-util --mem-used --mem-avail

CloudWatch にレポートするメトリックスの cron スケジュールを設定するには

1. 以下のコマンドを使用して、crontab の編集を開始します。

crontab -e 

2. 以下のコマンドを追加して、メモリとディスクスペースの使用状況を5分ごとにCloudWatchにレ
ポートします。

*/5 * * * * ~/aws-scripts-mon/mon-put-instance-data.pl --mem-util --disk-
space-util --disk-path=/ --from-cron

スクリプトがエラーを検出すると、スクリプトはシステムログにエラーメッセージを書き込みま
す。

mon-get-instance-stats.pl

このスクリプトはCloudWatchに対してクエリを実行し、メモリ、スワップ、およびディスクスペース
のメトリックスの統計を要求します。対象期間は直近の時間数で指定します。これらのデータは、スク
リプトの実行対象である Amazon EC2 インスタンスに提供されます。

オプション

説明名前

レポート対象期間とする直近の時間数をNで指定します。Nは整数
です。

--recent-hours=N
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説明名前

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。--aws-credential-file=PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために指定し
ます。--aws-secret-keyオプションとともに使用する必要があ
ります。このオプションを --aws-credential-fileオプション
とともに使用しないでください。

--aws-access-key-id=VALUE

AWS のシークレットアクセスキーを指定して、CloudWatch への
リクエストへの署名に使用します。--aws-access-key-idオプ
ションとともに使用する必要があります。このオプションを
--aws-credential-fileオプションとともに使用しないでくだ
さい。

--aws-secret-key=VALUE

メトリックスを収集するスクリプトのテストを実行し、完全なHTTP
リクエストを準備します。ただし、実際にCloudWatchコールを実
行して、データをレポートしません。また、このオプションは、認
証情報が提供されているかどうかもチェックします。このオプショ
ンを冗長モードで実行すると、CloudWatch に送信されるメトリッ
クスを出力します。

--verify

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。--verbose

使用状況情報を表示します。--help

スクリプトのバージョン番号を表示します。--version

例

直近 12 時間の使用状況統計を取得するには

• 次のコマンドを実行します。

mon-get-instance-stats.pl --recent-hours=12

以下の出力例のような応答が返されます。

Instance metric statistics for the last 12 hours.

CPU Utilization
    Average: 1.06%, Minimum: 0.00%, Maximum: 15.22%

Memory Utilization
    Average: 6.84%, Minimum: 6.82%, Maximum: 6.89%

Swap Utilization
    Average: N/A, Minimum: N/A, Maximum: N/A

Disk Space Utilization on /dev/xvda1 mounted as /
    Average: 9.69%, Minimum: 9.69%, Maximum: 9.69%
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AWS マネジメントコンソールでのカスタムメトリックスの表
示
mon-put-instance-data.plスクリプトを正常に呼び出した場合、AWSマネジメントコンソールを使用し
て、投稿したカスタムメトリックスを Amazon CloudWatch コンソール内で表示できます。

カスタムメトリックスを表示するには

1. 先ほど説明したように、mon-put-instance-data.pl を実行します。
2. AWS マネジメントコンソールにサインインし、Amazon CloudWatch コンソール

（https://console.aws.amazon.com/cloudwatch/）を開きます。
3. [View Metrics] をクリックします。
4. [Viewing] ドロップダウンリストに、スクリプトにより投稿されたカスタムメトリックスが

System/Linux のプレフィックス付きで表示されます。

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Windows
Abstract

Amazon EC2 Windows インスタンスのモニタリングスクリプトを使用して、Amazon CloudWatch カスタムメト
リックスを作成し利用します。

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Windows は、Amazon CloudWatch カスタムメトリックス
を作成し利用する方法を示した PowerShell スクリプトのサンプルです。このスクリプトは、Elastic
Compute Cloud（Amazon EC2）Windows インスタンスのメモリ、ページファイル、およびディスク
スペースの使用状況メトリックスをレポートする、完全に機能する例で構成されます。

Topics
• 使用開始 (p. 459)
• スクリプトの使用 (p. 459)

Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Microsoft Windows Server は、アマゾンウェブサービス
（AWS）のサンプルコードライブラリからダウンロードできます。
AmazonCloudWatchMonitoringWindows.zip パッケージには、以下のファイルが含まれています。

• [mon-put-metrics-mem.ps1] – Amazon EC2 Windows インスタンスでシステムメトリックス（メモ
リ、ページファイルの使用状況）を収集し、Amazon CloudWatch に送信します。

• [mon-put-metrics-disk.ps1] – EC2; インスタンスでシステムメトリックス（ディスクスペースの使用
状況）を収集し、Amazon CloudWatch に送信します。

• [mon-put-metrics-perfmon.ps1] – EC;インスタンスでPerfMonカウンタを収集し、AmazonCloudWatch
に送信します。

• [mon-get-instance-stats.ps1] – CWlong; に対してクエリを実行し、このスクリプトの実行対象である
EC2 インスタンスの最新の使用状況統計を表示します。

• [awscreds.conf] – ユーザーのアクセスキー ID とシークレットアクセスキーを格納する AWS 認証情
報のファイルテンプレートです。

• [LICENSE.txt] – Apache 2.0 ライセンスが記載されたテキストファイルです。
• [NOTICE.txt] – 著作権情報です。

これらのモニタリングスクリプトは、Microsoft Windows Server を実行している Amazon EC2 インス
タンスで使用することを目的として記述されています。これらのスクリプトは、以下の Amazon マシ
ンイメージ（AMI）の 32 ビットおよび 64 ビットバージョンでテスト済みです。
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• Windows Server 2003 R2
• Windows Server 2008
• Windows Server 2008 R2

使用開始
次のステップでは、AmazonCloudWatchモニタリングスクリプトをダウンロードして解凍し、Amazon
EC2 Windows インスタンスで設定する方法を説明しています。

スクリプトをダウンロード、インストール、設定するには

1. Amazon EC2Windowsインスタンスに接続します。Amazon EC2Windowsインスタンスに接続す
る方法については、Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイドの Connecting to Windows
Instances を参照してください。

2. AWSSDK for .NETをダウンロードし、監視対象とするEC2インスタンスにインストールします。
3. Amazon CloudWatch Monitoring Scripts for Microsoft Windows Server が格納されている .zip ファ

イルを EC2 インスタンスにダウンロードし、お好みの場所で解凍します。
4. 以前ダウンロードした awscreds.conf ファイルを更新してください。このファイルのコンテンツ

は、以下の形式を使用する必要があります。

AWSAccessKeyId=YourAccessKeyID

AWSSecretKey=YourSecretAccessKey

Note

認証情報のファイルを既に作成済みの場合、この手順はオプションになります。既存の
ファイルを使用する場合は、スクリプトを呼び出すときにコマンドラインでそのファイル
の場所を指定します。または、環境変数 AWS_CREDENTIAL_FILEを設定して、AWS認証
情報で該当するファイルを参照できます。

認証情報にアクセスするには、以下の手順を実行します。

ベストプラクティスとして、ルートの認証情報は使用しないでください。代わりに、Amazon
CloudWatch のオペレーションのみに制限するポリシーを使用して IAM（Identity and Access
Management）ユーザーを作成してください。詳細については、Controlling User Access to Your
AWS Account を参照してください。

スクリプトの使用
mon-put-metrics-mem.ps1

このスクリプトは、現在のシステムでのメモリおよびページファイルの使用状況データを収集します。
その後、収集したデータをカスタムメトリックスとしてレポートするため、Amazon CloudWatch に対
してリモートコールを実行します。

オプション

説明名前

パーセンテージで表した MemoryUtilization メトリックスを収集し
送信します。このオプションでは、アプリケーションとオペレー
ティングシステムよって割り当てられたメモリのみをレポートし、
キャッシュとバッファ内のメモリは除外します。

-mem_util
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説明名前

メガバイトで表した MemoryUsed メトリックスを収集し送信しま
す。このオプションでは、アプリケーションとオペレーティングシ
ステムよって割り当てられたメモリのみをレポートし、キャッシュ
とバッファ内のメモリは除外します。

-mem_used

メガバイトで表した MemoryAvailable メトリックスを収集し送信
します。このオプションでは、アプリケーションとオペレーティン
グシステムで使用可能なメモリについてレポートします。

-mem_avail

パーセンテージで表した PageUtilization メトリックスを収集し送
信します。PageUtilizationは、Windowsインスタンスのページファ
イルごとにレポートされます。

-page_util

メガバイトで表したPageUsedメトリックスを収集し送信します。-page_used

すべてのディスクについて、ページファイル内で利用可能なスペー
スをレポートします。

-page_avail

メモリの使用状況をレポートする際の単位を指定します。指定しな
い場合は、メモリはメガバイトでレポートされます。UNITS に指
定できるのは、バイト、キロバイト、メガバイト、またはギガバイ
トです。

-memory_units UNITS

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。
このパラメータは、-aws_access_idおよび -aws_secret_key
パラメータとともには使用できません。

-aws_credential_file=PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために使用し
ます。-aws_secret_keyオプションとともに使用する必要があり
ます。このオプションを -aws_credential_fileオプションと
ともに使用しないでください。

-aws_access_id=VALUE

AWSのシークレットアクセスキーを指定して、AmazonCloudWatch
へのリクエストへの署名に使用します。-aws_access-key_idオ
プションとともに使用する必要があります。このオプションを
-aws_credential_fileオプションとともに使用しないでくださ
い。

-aws_secret_key=VALUE

メトリックスを収集するスクリプトのテストを実行します。ただ
し、実際にCloudWatchコールを実行して、データをレポートしま
せん。また、このオプションは、認証情報が提供されているかどう
かもチェックします。

-whatif

タスクスケジューラからスクリプトを呼び出す際に、このオプショ
ンを使用します。このオプションを使用すると、すべての診断出力
が抑制されますが、エラーメッセージはログファイルに送信されま
す。

-from_scheduler

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。-verbose

使用状況情報を表示します。Get-help
mon-put-metrics-mem.ps1

スクリプトのバージョン番号を表示します。-version
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説明名前

logfileはエラーメッセージをログするために使用します。これは、
「–from_scheduler」オプションとともに使用します。logfile に値
を指定しない場合、デフォルトにより、スクリプトと同じ名前に
.log 拡張子を付けたファイルが作成されます。

-logfile

例

以下の例では、有効なAWS認証情報を使用して awscreds.confファイルが更新されていることを前
提としています。awscreds.confファイルを使用しない場合は、-aws_access_idおよび
-aws_secret_key引数を使用して、認証情報を提供してください。

利用可能なすべてのメモリメトリックスを、インラインアクセス ID とシークレットキーを使
用して収集し、データを CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-mem.ps1 -aws_access_id ThisIsMyAccessKey -aws_secret_key
 ThisIsMySecretKey -mem_util -mem_avail -page_avail -page_used -page_util 
-memory_units Megabytes

利用可能なすべてのメモリメトリックスを、認証情報ファイルを使用して収集し、データを
CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-mem.ps1 -aws_credential_file C:\awscreds.conf -mem_util 
-mem_used -mem_avail -page_avail -page_used -page_util -memory_units Megabytes

利用可能なすべてのメモリメトリックスを、環境変数に格納されている認証情報ファイルを使
用して収集し、データを CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-mem.ps1 -mem_util -mem_used -mem_avail -page_avail -
page_used -page_util -memory_units Megabytes

mon-put-metrics-disk.ps1

このスクリプトは、現在のシステムでのディスクスペースの使用状況データを収集します。その後、収
集したデータをカスタムメトリックスとしてレポートするため、Amazon CloudWatch に対してリモー
トコールを実行します。
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オプション

説明名前

選択したディスクについて、DiskSpaceUtilization メトリックを収
集し送信します。メトリックはパーセンテージでレポートされま
す。

-disk_space_util

選択したディスクについて、DiskSpaceUsed メトリックを収集し
送信します。メトリックはデフォルトでギガバイトでレポートされ
ます。

-disk_space_used

選択したディスクについて、DiskSpaceAvailableメトリックを収集
し送信します。メトリックはギガバイトでレポートされます。

-disk_space_avail

メモリの使用状況をレポートする際の単位を指定します。指定しな
い場合は、メモリはギガバイトでレポートされます。UNITS に指
定できるのは、バイト、キロバイト、メガバイト、またはギガバイ
トです。

-disk_space_units UNITS

レポートの対象とするドライブ文字を選択します。cおよびdドラ
イブのメトリックスをレポートするには、以下のオプションを使用
します: -disk_drive C:, D:。値はコンマで区切ります。

-disk_drive

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。こ
のパラメータは、–aws_access_idおよび -aws_secret_keyパ
ラメータとともには使用できません。

-aws_credential_file PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために使用し
ます。–aws_secret_keyオプションとともに使用する必要があり
ます。このオプションを -aws_credential_fileオプションと
ともに使用しないでください。

-aws_access_id VALUE

AWSのシークレットアクセスキーを指定して、AmazonCloudWatch
へのリクエストへの署名に使用します。-aws_access_idオプショ
ンとともに使用する必要があります。このオプションを
-aws_credential_fileオプションとともに使用しないでくださ
い。

-aws_secret_key VALUE

メトリックスを収集するスクリプトのテストを実行します。ただ
し、実際にCloudWatchコールを実行して、データをレポートしま
せん。また、このオプションは、認証情報が提供されているかどう
かもチェックします。

-whatif

タスクスケジューラからスクリプトを呼び出す際に、このオプショ
ンを使用します。このオプションを使用すると、すべての診断出力
が抑制されますが、エラーメッセージはログファイルに送信されま
す。

-from_scheduler

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。-verbose

使用状況情報を表示します。Get-help
mon-put-metrics-disk.ps1

スクリプトのバージョン番号を表示します。-version
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説明名前

logfile はエラーメッセージをログするために使用します。これは
–from_schedulerオプションとともに使用します。logfileに値を
指定しない場合、デフォルトにより、スクリプトと同じ名前に.log
拡張子を付けたデフォルトファイルが作成されます。

-logfile

例

利用可能なすべてのディスクメトリックスを、インラインアクセス ID とシークレットキーを
使用して収集し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-disk.ps1  -aws_access_id ThisIsMyAccessKey -aws_secret_key
 ThisIsMySecretKey -disk_space_util -disk_space_avail -disk_space_units 
Gigabytes

利用可能なすべてのディスクメトリックスを、認証情報ファイルを使用して収集し、データを
Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-disk.ps1 
                  -aws_credential_file C:\awscreds.conf -disk_drive C:, D:
 -disk_space_util -disk_space_used -disk_space_avail -disk_space_units 
Gigabytes

利用可能なすべてのディスクメトリックスを、環境変数に格納されている認証情報ファイルを
使用して収集し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-disk.ps1  -disk_drive C:, D:
                  -disk_space_util -disk_space_used -disk_space_avail -
disk_space_units Gigabytes

mon-put-metrics-perfmon.ps1

このスクリプトは、現在のシステムで PerfMon カウンタを収集します。その後、収集したデータをカ
スタムメトリックスとしてレポートするため、Amazon CloudWatch に対してリモートコールを実行し
ます。

オプション

説明名前

現在のプロセッサキューカウンタをレポートします。-processor_queue
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説明名前

メモリページ/入力メモリカウンタをレポートします。-pages_input

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。こ
のパラメータは、–aws_access_idおよび -aws_secret_keyパ
ラメータとともには使用できません。

-aws_credential_file PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために使用し
ます。–aws_secret_keyオプションとともに使用する必要があり
ます。このオプションを -aws_credential_fileオプションと
ともに使用しないでください。

-aws_access_id VALUE

AWSのシークレットアクセスキーを指定して、AmazonCloudWatch
へのリクエストへの署名に使用します。-aws_access_idオプショ
ンとともに使用する必要があります。このオプションを
-aws_credential_fileオプションとともに使用しないでくださ
い。

-aws_secret_key VALUE

メトリックスを収集するスクリプトのテストを実行します。ただ
し、実際にCloudWatchコールを実行して、データをレポートしま
せん。また、このオプションは、認証情報が提供されているかどう
かもチェックします。

-whatif

タスクスケジューラからスクリプトを呼び出す際に、このオプショ
ンを使用します。このオプションを使用すると、すべての診断出力
が抑制されますが、エラーメッセージはログファイルに送信されま
す。

-from_scheduler

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。-verbose

使用状況情報を表示します。Get-help
mon-put-metrics-disk.ps1

スクリプトのバージョン番号を表示します。-version

logfile はエラーメッセージをログするために使用します。これは
–from_schedulerオプションとともに使用します。logfileに値を
指定しない場合、デフォルトにより、スクリプトと同じ名前に.log
拡張子を付けたデフォルトファイルが作成されます。

-logfile

例

スクリプト内の設定済みの PerfMon カウンタを、インラインアクセス ID とシークレットキー
を使用して収集し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-perfmon.ps1 -aws_access_id ThisIsMyAccessKey -aws_secret_key
 ThisIsMySecretKey -pages_input -processor_queue
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スクリプト内の設定済みのPerfMonカウンタを、認証情報ファイルを使用して収集し、データ
を Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-perfmon.ps1  -aws_credential_file C:\awscreds.conf -
pages_input -processor_queue

スクリプト内の設定済みのPerfMonカウンタを、環境変数に格納されている認証情報ファイル
を使用して収集し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-put-metrics-perfmon.ps1 -pages_input -processor_queue

プッシュするカウンタを Amazon CloudWatch に追加するには

1. スクリプトをメモ帳などのテキストエディタで開き、72行目にある以下のコメント付きのセクショ
ンを見つけます。

### Add More counters here.
#$Counters.Add('\Memory\Cache Bytes','Bytes')
#$Counters.Add('\\localhost\physicaldisk(0 c:)\% disk time','Percent')

Note

最初のパラメータ（$Counters.Add など）はPerfMon カウンタです。2番目のパラメータ
（('\Memory\Cache Bytes','Bytes')など）は、カウンタが提供するデータの単位です。

2. スクリプトを編集し、上記にあるように、独自の PerfMon カウンタを追加します。スクリプトに
カスタム PerfMon カウンタを追加した後は、認証情報以外のパラメータを使用しなくても、スク
リプトを実行できます。

Note

PerfMon カウンタを追加できるのは、コンピューター上のスクリプトのみです。PerfMon
カウンタをテストするには、Get-Counterコマンドを使用します。詳細については、
Microsoft TechNet ウェブサイトの Get-Counter を参照してください。

mon-get-instance-stats.ps1

このスクリプトは Amazon CloudWatch に対してクエリを実行し、メモリ、ページファイル、および
ディスクスペースのメトリックスの統計を要求します。対象期間は直近の時間数で指定します。これら
のデータは、スクリプトの実行対象である Amazon EC2 インスタンスに提供されます。
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オプション

説明名前

レポート対象期間とする直近の時間数を Nで指定します。Nは整
数です。

-recent-hours N

AWS 認証情報が格納されているファイルの場所を指定します。こ
のパラメータは、–aws_access_idおよび -aws_secret_keyパ
ラメータとともには使用できません。

-aws_credential_file PATH

AWSアクセスキーIDを指定して、発信者を特定するために使用し
ます。–aws_secret_keyオプションとともに使用する必要があり
ます。このオプションを -aws_credential_fileオプションと
ともに使用しないでください。

-aws_access_id VALUE

AWSのシークレットアクセスキーを指定して、AmazonCloudWatch
へのリクエストへの署名に使用します。-aws_access_idオプショ
ンとともに使用する必要があります。このオプションを
-aws_credential_fileオプションとともに使用しないでくださ
い。

-aws_secret_key VALUE

スクリプトが実行する内容についての詳細情報を表示します。-verbose

使用状況情報を表示します。Get-help
mon-get-instance-stat
s.ps1

スクリプトのバージョン番号を表示します。-version

例

直近の12時間の使用状況統計を、インラインアクセス IDとシークレットキーを使用して取得
し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\ mon-get-instance-stats.ps1 -aws_access_id
              ThisIsMyAccessKey -aws_secret_key ThisIsMySecretKey -re 
cent_hours 12

直近の 12 時間の使用状況統計を、認証情報ファイルを使用して取得し、データを Amazon
CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-get-instance-stats.ps1 -aws_credential_file C:\awscreds.conf -re 
cent_hours 12
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直近の 12 時間の使用状況統計を、環境変数に格納されている認証情報ファイルを使用して取
得し、データを Amazon CloudWatch に送信するには

• 次のコマンドを実行します。

.\mon-get-instance-stats.ps1 -recent_hours 12

以下の出力例のような応答が返されます。

Assembly Loaded
Instance Metrics for last 12 hours.
CPU Utilization
Average:  4.69 % Maximum:  10.47 % Minimum:  1.16 % 

Memory Utilization
Average:  14.45 % Maximum:  14.77 % Minimum:  14.38 % 

pagefileUtilization(c:\pagefile.sys)
Average:  0.00 % Maximum:  0.00 % Minimum:  0.00 % 

Volume Utilization C:
Average:  17.28 % Maximum:  17.28 % Minimum:  17.28 % 

Volume Utilization D:
Average:  1.41 % Maximum:  1.41 % Minimum:  1.41 % 

pagefileUtilization(f:\pagefile.sys)
Average:  0.00 % Maximum:  0.00 % Minimum:  0.00 %
pagefileUtilization(f:\pagefile.sys)
Average:  0  Maximum:  0  Minimum:  0

pagefileUtilization(f:\pagefile.sys)
Average:  0  Maximum:  0  Minimum:  0 

メトリックスレポートを Amazon CloudWatch に送信するためのタスクスケ
ジューラの設定

Windows タスクスケジューラを使用して、メトリックスレポートを定期的に Amazon CloudWatch に
送信することができます。

メトリックスレポートを Amazon CloudWatch に送信するためにタスクスケジューラを設定す
るには

1. Windows Serverインスタンスで [Start] をクリックし、[Administrative Tools]、[Task Scheduler] の
順にクリックします。

2. [Action] メニューの [Create Task] をクリックします。
3. [Create Task] ダイアログボックスの [General] タブにある [Name] ボックスにタスクの名前を入力

し、[Run whether user is logged on or not] を選択します。
4. [Triggers] タブで [New] をクリックします。
5. [New Trigger] ダイアログボックスの [Settings] で [One time] を選択します。
6. [Advanced settings] の [Repeat task every] として、ドロップダウンメニューから [5 minutes] を選

択します。
7. [for a duration of] ドロップダウンメニューから [Indefinitely] を選択し、[OK] をクリックします。
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Note

この設定により、スクリプトを永久に5分おきに起動するトリガが作成されます。このタ
スクを特定の日数だけ実行させるように変更するには、[Expire] チェックボックスを使用
します。

8. [Actions] タブで [New] をクリックします。
9. [Action] ドロップダウンメニューから [Start a program] を選択します。
10. [Settings] の [Program/script] ボックスに [Powershell.exe] と入力します。
11. [Add arguments (optional)]ボックスに「-command "C:\scripts\mon-put-metrics-disk.ps1

-disk_drive C:,d -disk_space_util -disk_space_units gigabytes -from_scheduler
-logfile C:\mylogfile.log"」と入力して、[OK] をクリックします。

12. [Create Task] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。

ユーザーアカウントを選択してこのタスクを実行した場合、タスクスケジューラによってユーザー
認証情報を求められます。タスクを実行するアカウントのユーザー名とパスワードを入力し、[OK]
をクリックします。

Note

使用するPerfMonカウンタが管理者権限を必要としない場合は、管理者アカウントではな
く、システムアカウントを使用してこのタスクを実行できます。[Create Task]ダイアログ
ボックスの [General] タブで、[Change User or Group] をクリックし、システムアカウン
トを選択します。
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ネットワークとセキュリティ

このセクションでは、Amazon EC2 に関連するネットワークとセキュリティの主要な機能について説
明します。

Topics
• Amazon EC2 のキーペア (p. 470)
• Amazon EC2 セキュリティグループ (p. 477)
• Amazon EC2 のリソースに対するアクセスの制御 (p. 485)
• Amazon EC2 と Amazon Virtual Private Cloud（VPC） (p. 524)
• Amazon EC2 インスタンスの IP アドレッシング (p. 529)
• Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540)
• Elastic Network Interface（ENI） (p. 545)
• VPC 内の Linux インスタンスでの拡張ネットワーキングの有効化 (p. 559)

コマンドラインツールまたは API を使用して Amazon EC2 にアクセスする場合は、アクセスキー ID
とシークレットアクセスキーが必要です。詳細については、「How Do I Get Security Credentials?」を
参照してください

インスタンスは、プラットフォーム EC2-Classic または EC2-VPC で起動できます。EC2-Classic に起
動されるインスタンスまたはデフォルトVPCには、パブリックIPアドレスが自動的に割り当てられま
す。デフォルト以外のVPCに起動されるインスタンスには、起動時にパブリックIPアドレスを割り当
てることができます。EC2-Classic と EC2-VPC の詳細については、「サポートされているプラット
フォーム」を参照してください。

インスタンスは、制御不能な理由によりエラーを起こしたり終了したりすることがあります。インスタ
ンスが異常終了したために別のインスタンスを起動した場合は、そのインスタンスのパブリック IP ア
ドレスは元の IPアドレスとは異なります。ただし、アプリケーションが静的なIPアドレスを必要とす
る場合は、Elastic IP アドレスを使用できます。

インスタンスにアクセスできるユーザーの制御にはセキュリティグループを使います。これは、着信
ネットワークファイアウォール（どのプロトコル、ポート、ソース IP 範囲にインスタンスへの到達を
許可するかを指定する）に似ています。複数のセキュリティグループを作成してそれぞれに異なるルー
ルを割り当てることもできます。その後で、各インスタンスを1つまたは複数のセキュリティグループ
に割り当てます。どのトラフィックが各インスタンスに到達できるかは、ルールを使用して決定されま
す。セキュリティグループを設定することで、特定の IP アドレスや特定のセキュリティグループのみ
にインスタンスへのアクセスを許可することができます。
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Amazon EC2 のキーペア
Abstract

パブリックキー暗号ペアを使用して、Amazon EC2 インスタンスのログイン情報の暗号化と復号化を行います。

AmazonEC2はパブリックキー暗号を使用して、ログイン情報の暗号化と復号化を行います。パブリッ
クキー暗号は、パブリックキーを使用してパスワードなどのデータを暗号化し、受信者はプライベート
キーを使用してデータを復号化します。パブリックキーとプライベートキーは、キーペアと呼ばれま
す。

インスタンスにログインするには、キーペアを作成し、インスタンスを起動するときにキーペアの名前
を指定して、インスタンスに接続するときにプライベートキーを指定する必要があります。Linux/Unix
インスタンスにはパスワードがなく、キーペアを使用してSSHによってログインします。Windowsイ
ンスタンスでは、キーペアを使用して管理者パスワードを取得してから、RDP を使用してログインし
ます。

キーペアを作成する

Amazon EC2 を使用してキーペアを作成できます。詳細については、Amazon EC2 を使用してキーペ
アを作成する (p. 471) を参照してください。

または、サードパーティ製のツールで、パブリックキーを Amazon EC2 にインポートすることもでき
ます。詳細については、独自のキーペアを Amazon EC2 にインポートする (p. 472) を参照してくださ
い。

それぞれのキーペアには名前が必要です。覚えやすい名前を選択するようにしてください。Amazon
EC2 は、キー名として指定した名前にパブリックキーを関連付けます。

Amazon EC2 はパブリックキーのみを保存し、お客様はプライベートキーを保存します。お客様のプ
ライベートキーを持っていれば誰でもお客様のログイン情報を復号化できるので、プライベートキーを
安全な場所に保存することが重要です。

Amazon EC2 が使用するキーは、1024-bit SSH-2 RSA キーです。リージョンあたり最大 5000 のキー
ペアを持つことができます。

インスタンスを起動し、接続する

インスタンスを起動するときは、インスタンスへの接続に使用するキーペアの名前を指定する必要があ
ります。インスタンスの起動時に既存のキーペアを指定しない場合、インスタンスに接続することはで
きません。インスタンスに接続するときは、インスタンスの起動時に指定したキーペアに対応するプラ
イベートキーを指定する必要があります。Amazon EC2 ではプライベートキーのコピーが保持されな
いため、プライベートキーを失った場合、復元することはできません。Instance store-Backed インス
タンスのプライベートキーを失った場合は、インスタンスにアクセスできなくなります。そのため、イ
ンスタンスを終了し、新しいキーペアを使用して、別のインスタンスを起動する必要があります。
EBS-Backedインスタンスのプライベートキーを失った場合は、インスタンスへのアクセス権を回復す
ることができます。詳細については、プライベートキーを失った場合にインスタンスに接続する(p.475)
を参照してください。

Topics
• Amazon EC2 を使用してキーペアを作成する (p. 471)
• 独自のキーペアを Amazon EC2 にインポートする (p. 472)
• キーペアのパブリックキーを取得する (p. 473)
• キーペアの削除 (p. 474)
• プライベートキーを失った場合にインスタンスに接続する (p. 475)
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Amazon EC2 を使用してキーペアを作成する
Amazon EC2 コンソールまたはコマンドラインを使用して、キーペアを作成できます。

コンソールを使用してキーペアを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーで、キーペアを生成するリージョンを選択します。お客様は場所に関係なく、

使用できるリージョンをどれでも選択できます。この選択は重要です。複数のAmazonEC2リソー
スはリージョン間で共有することができますが、キーペアの場合はそれができないからです。例え
ば、米国西部（オレゴン）リージョンでキーペアを作成した場合、そのキーペアは別のリージョ
ンで確認することも使用することもできません。

3. ナビゲーションペインで [Key Pairs] をクリックします。
4. [Create Key Pair] をクリックします。
5. [Create Key Pair] ダイアログボックスの [Key Pair Name] フィールドに新しいキーペアの名前を入

力し、[Create] をクリックします。
6. ブラウザによって秘密キーファイルが自動的にダウンロードされます。ベースファイル名はキーペ

アの名前として指定した名前となり、ファイル名の拡張子は.pemとなります。プライベートキー
ファイルを安全な場所に保存します。

Important

これは、プライベートキーを保存する唯一のチャンスです。インスタンスと対応するプラ
イベートキーの起動時には、毎回インスタンスに接続するたびに、キーペアの名前を入力
する必要があります。

7. Mac または Linux コンピュータの SSH クライアントを使用して Linux インスタンスに接続する場
合は、次のコマンドを使用してプライベートキーファイルの権限を設定すると、お客様以外のユー
ザーはそれを読み取ることができないようになります。

$ chmod 400 my-key-pair.pem
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コマンドラインを使用してキーペアを作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-key-pair（AWS CLI）
• ec2-create-keypair（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2KeyPair（AWS Tools for Windows PowerShell）

独自のキーペアを Amazon EC2 にインポートする
前のセクションで説明したように、Amazon EC2 を使用してキーペアを作成すれば、インスタンスを
起動できる状態になります。または、Amazon EC2 を使用してキーペアを作成する代わりに、サード
パーティ製のツールでRSAキーペアを作成してから、パブリックキーをAmazon EC2にインポートす
ることもできます。例えば、ssh-keygen（標準 OpenSSH インストールで提供されるツール）を使用
して、キーペアを作成できます。また、Java、Ruby、Pythonなどのさまざまなプログラミング言語で
は、RSA キーペアの作成に使用できる標準ライブラリが提供されています。

Amazon EC2 では、次の形式を使用できます。

• OpenSSH パブリックキー形式（~/.ssh/authorized_keysの形式）
• Base64 でエンコードされた DER 形式
• SSH パブリックキーファイル形式（RFC4716 で指定）

Amazon EC2では、DSAキーを使用できません。キージェネレータが、RSAキーを作成するように設
定されていることを確認してください。

サポートされている長さ: 1024、2048、および 4096。

キーペアを作成するにはサードパーティ製のツールでキーペアを作成するには

1. 選択したサードパーティ製のツールでキーペアを生成します。
2. ローカルファイルにパブリックキーを保存します。例えば、C:\keys\my-key-pair.pubです。

このファイル名の拡張子は重要ではありません。
3. .pem拡張子を持つ別のローカルファイルにプライベートキーを保存します。例えば、

C:\keys\my-key-pair.pemです。プライベートキーファイルを安全な場所に保存します。イン
スタンスと対応するプライベートキーの起動時には、毎回インスタンスに接続するたびに、キーペ
アの名前を入力する必要があります。

Amazon EC2 コンソールを使用してキーペアをインポートするには、次のステップを使用します（必
要に応じて、ec2-import-keypair コマンドまたは ImportKeyPair アクションを使用してパブリックキー
をインポートできます）。

パブリックキーをインポートするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーで、キーペアを生成するリージョンを選択します。キーペアリソースはリー

ジョン間で共有できないので、この選択は重要です。例えば、キーペアを米国西部（オレゴン）
リージョンにインポートした場合、別のリージョンでこのキーペアを表示または使用することは
できません。
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3. ナビゲーションペインで [Key Pairs] をクリックします。
4. [Import Key Pair] をクリックします。
5. [Import KeyPair]ダイアログボックスで[Browse]をクリックし、前に保存したパブリックキーファ

イルを選択します。[Key pair name]フィールドにキーペアの名前を入力し、[Import] をクリックし
ます。

パブリックキーファイルをインポートしたら、次のように Amazon EC2 コンソールを使用して、キー
ペアが正しくインポートされたかどうかを確認できます。（必要に応じて、ec2-describe-keypairsコマ
ンドまたは DescribeKeyPairs アクションを使用してキーペアをリストできます。）

キーペアがインポートされたことを確認するには

1. ナビゲーションバーから、キーペアを作成したリージョンを選択します。
2. ナビゲーションペインで [Key Pairs] をクリックします。
3. インポートしたキーペアが、表示されているキーペアのリストに含まれていることを確認します。

キーペアのパブリックキーを取得する
Linux/Unix インスタンスでは、パブリックキーコンテンツは ~/.ssh/authorized_keys内のエント
リに配置されます。この配置は起動時に行われ、パスワードを使用しなくても、安全にインスタンスに
アクセスできるようになります。このファイルをエディタで開くと、キーペアのパブリックキーを表示
できます。以下に、&examplekeypairnameという名前のキーペアのエントリの例を示します。パブリッ
クキーの後にキーペアの名前が続く構成になっています。以下に例を示します。

ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAADAQABAAABAQClKsfkNkuSevGj3eYhCe53pcjqP3maAhDFcvBS7O6V
hz2ItxCih+PnDSUaw+WNQn/mZphTk/a/gU8jEzoOWbkM4yxyb/wB96xbiFveSFJuOp/d6RJhJOI0iBXr
lsLnBItntckiJ7FbtxJMXLvvwJryDUilBMTjYtwB+QhYXUMOzce5Pjz5/i8SeJtjnV3iAoG/cQk+0FzZ
qaeJAAHco+CY/5WrUBkrHmFJr6HcXkvJdWPkYQS3xqC0+FmUZofz221CBt5IMucxXPkX4rWi+z7wB3Rb
BQoQzd8v7yeb7OzlPnWOyN0qFU0XA246RA8QFYiCNYwI3f05p6KLxEXAMPLE my-key-pair

Linux/Unixでは、ssh-keygenを使用してキーペアのパブリックキーを取得できます。プライベートキー
をダウンロードしたコンピュータで、次のコマンドを実行します。
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$ ssh-keygen -y

ssh-keygenによってメッセージが表示されたら、.pemファイルのパスを指定します。コマンドがパブ
リックキーを返します。以下に例を示します。

ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAADAQABAAABAQClKsfkNkuSevGj3eYhCe53pcjqP3maAhDFcvBS7O6V
hz2ItxCih+PnDSUaw+WNQn/mZphTk/a/gU8jEzoOWbkM4yxyb/wB96xbiFveSFJuOp/d6RJhJOI0iBXr
lsLnBItntckiJ7FbtxJMXLvvwJryDUilBMTjYtwB+QhYXUMOzce5Pjz5/i8SeJtjnV3iAoG/cQk+0FzZ
qaeJAAHco+CY/5WrUBkrHmFJr6HcXkvJdWPkYQS3xqC0+FmUZofz221CBt5IMucxXPkX4rWi+z7wB3Rb
BQoQzd8v7yeb7OzlPnWOyN0qFU0XA246RA8QFYiCNYwI3f05p6KLxEXAMPLE

Windows では、PuTTYgen を使用してキーペアのパブリックキーを取得できます。PuTTYgen を起動
して、[Load] をクリックし、.ppkまたは .pemファイルを選択します。PuTTYgen によってパブリッ
クキーが表示されます。

インスタンスの起動時に指定したパブリックキーも、そのインスタンスメタデータを介して表示できま
す。インスタンスの起動時に指定したパブリックキーを表示するには、インスタンスから次のコマンド
を使用します。

$ GET http://169.254.169.254/latest/public-keys/0/openssh-key
ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAADAQABAAABAQClKsfkNkuSevGj3eYhCe53pcjqP3maAhDFcvBS7O6V
hz2ItxCih+PnDSUaw+WNQn/mZphTk/a/gU8jEzoOWbkM4yxyb/wB96xbiFveSFJuOp/d6RJhJOI0iBXr
lsLnBItntckiJ7FbtxJMXLvvwJryDUilBMTjYtwB+QhYXUMOzce5Pjz5/i8SeJtjnV3iAoG/cQk+0FzZ
qaeJAAHco+CY/5WrUBkrHmFJr6HcXkvJdWPkYQS3xqC0+FmUZofz221CBt5IMucxXPkX4rWi+z7wB3Rb
BQoQzd8v7yeb7OzlPnWOyN0qFU0XA246RA8QFYiCNYwI3f05p6KLxEXAMPLE my-key-pair

インスタンスへの接続に使用するキーペアを変更した場合、このページの次のセクションに示すよう
に、インスタンスメタデータが更新されて新しいパブリックキーが表示されないので、ご注意くださ
い。インスタンスメタデータには、インスタンスの起動時に指定したキーペアのパブリックキーが引き
続き表示されます。インスタンスメタデータの詳細については、インスタンスメタデータの取得(p.291)
を参照してください。

キーペアの削除
キーペアを削除すると、Amazon EC2 のパブリックキーのコピーのみが削除されます。キーペアの削
除は、コンピュータのプライベートキーにも、このキーペアを使用して既に起動している各インスタン
スのパブリックキーにも影響しません。削除したキーペアを使用して新しいインスタンスを起動するこ
とはできませんが、プライベートキー（.pem）ファイルを保持している間は、削除したキーペアを使
用して起動した各インスタンスに引き続き接続することができます。

Amazon EC2 コンソールまたはコマンドラインを使用して、キーペアを削除できます。

コンソールを使用してキーペアを削除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Key Pairs] をクリックします。
3. キーペアを選択し、[Delete] をクリックします。
4. プロンプトが表示されたら、[Yes] をクリックします。

コマンドラインを使用してキーペアを削除するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。
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• delete-key-pair（AWS CLI）
• ec2-delete-keypair（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2KeyPair（AWS Tools for Windows PowerShell）

プライベートキーを失った場合にインスタンスに接
続する
EBS-Backedインスタンスのプライベートキーを失った場合は、インスタンスへのアクセス権を回復す
ることができます。インスタンスを停止し、そのルートボリュームをデタッチし、データボリュームと
して別のインスタンスにアタッチし、authorized_keysファイルを変更して、ボリュームを元のイン
スタンスに戻し、インスタンスを再起動する必要があります。この手順は、Instance store-Backed イ
ンスタンス、またはルートボリュームに AWS Marketplace 製品コードが含まれるインスタンスではサ
ポートされていません。インスタンスの起動、接続、および停止の詳細については、インスタンスのラ
イフサイクル (p. 321) を参照してください。

インスタンスのルートデバイスタイプを判断するには、Amazon EC2 コンソールを開き、[Instances]
をクリックしてインスタンスを選択し、詳細ペインで [Root device type] の値をチェックします。この
値は ebsまたは instance storeのどちらかです。ルートデバイスがインスタンスストアボリューム
である場合、インスタンスに接続するにはプライベートキーが必要です。また、詳細ペインで[Product
codes] の値を確認して、AWS Marketplace 製品コードを使用しているかどうかを判断することもでき
ます。

前提条件

Amazon EC2 コンソールまたはサードパーティ製のツールで、新しいキーペアを作成します。

別のキーペアを使用して EBS-Backed インスタンスに接続するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで [Instances] をクリックし、接続先にするイン
スタンスを選択します（このインスタンスを「元のインスタンス」と呼びます）。

2. この手順を完了するために必要となる以下の情報を控えておきます。

• 元のインスタンスのインスタンスID（i-xxxxxxxx）、AMI ID（ami-xxxxxxxx）、およびアベイラ
ビリティーゾーンを書き留めます。

• 詳細ペインの [Block devices] で sda1（ルートボリューム）のエントリをクリックし、ボリュー
ム ID（vol-xxxxxxxx）を書き留めます。

• [EC2-Classic]元のインスタンスにElastic IPアドレスが関連付けられている場合は、詳細ペイン
の [Elastic IP] に表示される Elastic IP アドレスを書き留めます。

3. [Actions]をクリックして、[Stop]をクリックします。[Stop]が無効になっている場合は、インスタ
ンスが既に停止しているか、またはルートボリュームがインスタンスストアボリュームです。

4. 以下のオプションでコンソールを使用して一時インスタンスを起動してください。

• [Choose an AMI]ページで、元のインスタンスを起動するのに使用したのと同じAMIを選択しま
す。その AMI を使用できない場合は、停止したインスタンスから使用可能な AMI を作成できま
す。詳細については、「Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」を参照してください。

• [Choose and Instance Type] ページで、t1.microインスタンスを選択します。
• [Configure Instance Details] ページで、接続するインスタンスと同じアベイラビリティゾーンを
指定します。VPC のインスタンスを起動する場合、このアベイラビリティゾーンのサブネット
を選択します。

• [Tag Instance] ページで、一時インスタンスであることを示すために、インスタンスに
Name=Temporaryタグを追加します。
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• [Review ] ページで、[Launch] をクリックします。作成した新しいキーペアを指定し、[Launch
Instances] をクリックします。

5. ナビゲーションペインで[Volumes]をクリックし、元のインスタンスのルートデバイスボリューム
を選択します（前のステップでそのボリューム ID を書き留めました）。[Actions] をクリックし、
[DetachVolume]をクリックします。ボリュームの状態がavailableになるまで待ちます（[Refresh]
アイコンをクリックしなければならない場合があります）。

6. ボリュームを選択したまま [Actions] をクリックし、[Attach Volume] をクリックします。一時イン
スタンスのインスタンス ID を選択し、[Device] で指定したデバイス名（/dev/sdfなど）を書き
留めて、[Yes, Attach] をクリックします。

7. 一時インスタンスに接続します。
8. 一時インスタンスから、そのファイルシステムにアクセスできるように、インスタンスにアタッチ

したボリュームをマウントします。例えば、デバイス名が /dev/sdfの場合、次のコマンドを使
用してボリュームを /mnt/tempvolとしてマウントします。

$ sudo mkdir /mnt/tempvol
$ sudo mount /dev/sdf /mnt/tempvol

9. 一時インスタンスから、次のコマンドを使用して、/dev/sdfの authorized_keysを一時イン
スタンスの authorized_keysの新しいパブリックキーで更新します。

$ cp .ssh/authorized_keys /mnt/tempvol/home/ec2-user/.ssh/authorized_keys

このコピーが正常に終了すると、次のステップに進むことができます。

（オプション）または、/mnt/tempvolのファイルを編集するアクセス許可がない場合、sudoを
使用してファイルを更新してから、ファイルに対するアクセス許可を確認して、元のインスタンス
にログインできるかどうかを確認する必要があります。次のコマンドを使用して、ファイルに対す
るアクセス許可を確認します。

$ sudo ls -l /mnt/home/ec2-user/.ssh
total 4
-rw------- 1 222 500 398 Sep 13 22:54 authorized_keys

この出力例では、222はユーザー ID、500はグループ ID です。次に、sudo を実行して、失敗し
たコピーコマンドを再実行します。

$ sudo cp .ssh/authorized_keys /mnt/tempvol/home/ec2-user/.ssh/authorized_keys

次のコマンドを再度実行して、アクセス許可が変更されているかどうかを判断します。

$ sudo ls -l /mnt/home/ec2-user/.ssh

ユーザー ID とグループ ID が変更されている場合は、次のコマンドを実行して復元します。

$ sudo chown 222:500 /mnt/home/ec2-user/.ssh/authorized_keys

10. 一時インスタンスから、元のインスタンスに再アタッチできるように、アタッチしたボリュームを
アンマウントします。例えば、次のコマンドを使用して、/dev/sdfをアンマウントします。
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$ sudo umount -d /dev/sdf

11. Amazon EC2 コンソールから、書き留めたボリューム ID を持つボリュームを選択して、[Actions]
クリックし、[Detach Volume] をクリックします。ボリュームの状態が availableになるまで待
ちます（[Refresh] アイコンをクリックしなければならない場合があります）。

12. ボリュームを選択したまま [Actions] をクリックし、[Attach Volume] をクリックします。元のイン
スタンスのインスタンスIDを選択し、デバイス名/dev/sda1を指定して、[Yes, Attach]をクリッ
クします。

Warning

sda1をデバイス名として指定しない場合、元のインスタンスを起動することはできませ
ん。これは、Amazon EC2 では sda1のルートデバイスボリュームが想定されているため
です。

13. 元のインスタンスを選択して、[Actions]をクリックし、[Start]をクリックします。インスタンスが
running状態になったら、新しいキーペアのプライベートキーファイルを使用して、そのインス
タンスに接続できます。

14. [EC2-Classic]停止する前に元のインスタンスにElastic IPアドレスが関連付けられていた場合は、
以下のようにして、このアドレスをインスタンスに再度関連付ける必要があります。

a. ナビゲーションペインで、[Elastic IPs] をクリックします。
b. この手順の最初に書き留めた Elastic IP アドレスを選択します。
c. [Associate Address] をクリックします。
d. 元のインスタンスの ID を選択し、[Associate] をクリックします。

15. （オプション）一時インスタンスをそれ以上使用しない場合は、終了できます。一時インスタンス
を選択して、[Actions] をクリックし、[Terminate] をクリックします。

Amazon EC2 セキュリティグループ
Abstract

1つ以上のインスタンスのトラフィックを制御するファイアウォールとして、セキュリティグループとセキュリティ
グループルールを使用します。

セキュリティグループは、1つ以上のインスタンスのトラフィックを制御する仮想ファイアウォールと
して機能します。インスタンスを起動するときに、1つ以上のセキュリティグループとインスタンスを
関連付けます。各セキュリティグループに対してルールを追加し、関連付けられたインスタンスに対す
るトラフィックを許可します。セキュリティグループルールはいつでも変更できます。新しいルール
は、セキュリティグループに関連付けられているインスタンスすべてに自動的に適用されます。インス
タンスに到達できるトラフィックを許可するかどうかの判断では、インスタンスに関連付けられている
すべてのセキュリティグループのすべてのルールが評価されます。

このトピックでは、セキュリティグループとセキュリティグループルールについて説明します。

Topics
• EC2-Classic 用セキュリティグループ (p. 478)
• EC2-VPC 用セキュリティグループ (p. 478)
• セキュリティグループのルール (p. 479)
• デフォルトのセキュリティグループ (p. 480)
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• カスタムのセキュリティグループ (p. 480)
• セキュリティグループを作成する (p. 481)
• セキュリティグループについて説明する (p. 482)
• セキュリティグループへのルールの追加 (p. 482)
• ルールの削除（セキュリティグループから） (p. 484)
• セキュリティグループの削除 (p. 484)
• API とコマンドの概要 (p. 484)

お客様の要件がセキュリティグループでは満たされない場合は、セキュリティグループを使用した上
で、どのインスタンスでも、お客様独自のファイアウォールを維持できます。

EC2-Classic 用セキュリティグループ
EC2-Classic を使用している場合は、EC2-Classic 用に作成したセキュリティグループを使用する必要
があります。EC2-Classicでインスタンスを起動する場合は、インスタンスと同じリージョンのセキュ
リティグループを指定する必要があります。EC2-Classicでインスタンスを起動する場合は、VPC用に
作成したセキュリティグループは指定できません。

EC2-Classicでインスタンスを起動した後でセキュリティグループを変更することはできません。ただ
し、セキュリティグループルールの追加または削除は可能です。これらの変更は、セキュリティグルー
プに関連付けられているすべてのインスタンスに自動的に適用されます。

Note

EC2-Classic では、1 つのインスタンスを最大 500 のセキュリティグループと関連付けること
ができ、また 1 つのセキュリティグループには最大 100 のルールを追加できます。

EC2-VPC 用セキュリティグループ
EC2-VPC を使用している場合は、VPC 用に作成したセキュリティグループを使用する必要がありま
す。VPCでインスタンスを起動する場合は、そのVPC用のセキュリティグループを指定する必要があ
ります。VPCでインスタンスを起動する場合は、EC2-Classic用に作成したセキュリティグループは指
定できません。

VPC でインスタンスを起動した後に、そのセキュリティグループを変更することができます。セキュ
リティグループルールも変更できます。これらの変更は、セキュリティグループに関連付けられている
すべてのインスタンスに自動的に適用されます。

Note

EC2-VPC では、1 つのインスタンスを最大 5 つのセキュリティグループと関連付けることが
でき、また 1 つのセキュリティグループには最大 50 のルールを追加できます。

CLI または API アクションに対して、デフォルト以外の VPC 用のセキュリティグループを指定する場
合、セキュリティグループを識別するには、セキュリティグループ名ではなく、セキュリティグループ
ID を使用する必要があります。

セキュリティグループを識別するEC2-VPCのセキュリティグループには追加の機能がありますが、こ
の機能は EC2-Classic のセキュリティグループではサポートされていません。EC2-VPC のセキュリ
ティグループの詳細については、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドの Security Groups for
Your VPC を参照してください。
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セキュリティグループのルール
セキュリティグループのルールは、セキュリティグループに関連付けられたインスタンスに到達するこ
とを許可されるインバウンドトラフィックと、外に向かうことを許可されるアウトバウンドトラフィッ
クを制御します。デフォルトで、セキュリティグループはすべてのアウトバウンドトラフィックを許可
します。

ルールの追加と削除は随時行うことができます。変更は、短時間が経過した後、セキュリティグループ
に関連付けられたインスタンスに自動的に適用されます。セキュリティグループの既存のルールを編集
または削除したり、新しいルールを追加したりすることができます。既存のセキュリティグループから
新しいセキュリティグループにルールをコピーできます。EC2-Classicのアウトバウンドルールは変更
できません。セキュリティグループのルールは常にパーミッシブです。アクセスを拒否するルールを作
成することはできません。

ルールごとに、以下の点について指定します。

• 許可するプロトコル（TCP、UDP、ICMP など）。
• TCP および UDP、またはカスタムプロトコル: 許可するポートの範囲
• ICMP: ICMP タイプおよびコード
• 1つのオプション、または送信元（インバウンドルール）または送信先（アウトバウンドルール）の
以下のオプション:
• 個別の IP アドレス（CIDR 表記）。IP アドレスの後には必ず /32プレフィックスを付けてくださ
い。IP アドレスの後に /0プレフィックスを付けると、ポートがすべてのユーザーに開放されま
す。例えば、IP アドレス 203.0.113.1は 203.0.113.1/32のように指定します。

• CIDR 表記の IP アドレスの範囲（例えば、203.0.113.0/24）。
• セキュリティグループの名前（EC2-Classic）または ID （EC2-Classic または EC2-VPC）。これ
により、指定セキュリティグループに関連付けられたインスタンスから、このセキュリティグルー
プに関連付けられたインスタンスへのアクセスが許可されます。（その際、送信元セキュリティグ
ループからこのセキュリティグループにルールが追加されることはありません。）以下のセキュリ
ティグループの 1 つを指定できます:
• 現在のセキュリティグループ。
• EC2-Classic: 同じリージョンの EC2-Classic の異なるセキュリティグループ
• EC2-VPC: 同じ VPC の異なるセキュリティグループ
• EC2-Classic: 同じリージョンの別の AWS アカウントのセキュリティグループ（AWS アカウン
ト ID をプレフィックスとして追加。例えば、111122223333/sg-edcd9784）

ルールの送信元または送信先としてセキュリティグループを指定する場合、ルールはセキュリティグ
ループと関連付けられるすべてのインスタンスに影響します。たとえば、受信トラフィックは、送信元
セキュリティグループと関連付けられたインスタンスのプライベート IP アドレスに基づいて許可され
ます。

特定のポートに複数のルールがある場合、最も許容度の大きいルールを適用します。例えば、IP アド
レス 203.0.113.1からのTCPポート22（SSH）に対するアクセスを許可するルールがあり、全員か
らの TCP ポート 22 に対するアクセスを許可する別のルールがある場合、全員が TCP ポート 22 にア
クセスできます。

複数のセキュリティグループをインスタンスに関連付けると、各セキュリティグループのルールが効率
的に集約され、1つのルールセットが作成されます。このルールセットを使用して、アクセスを許可す
るかどうかを判断します。

Caution

複数のセキュリティグループを1つのインスタンスに割り当てることができるため、インスタ
ンスには数百単位のルールを適用できます。結果として、インスタンスにアクセスするときに
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問題が発生する可能性があります。そのため、ルールは可能な限り要約することをお勧めしま
す。

IPアドレスについては、AmazonEC2インスタンスのIPアドレッシング(p. 529)を参照してください。

デフォルトのセキュリティグループ
AWS アカウントには、EC2-Classic のリージョンごとにデフォルトのセキュリティグループが自動的
に設定されます。VPC を作成する場合、VPC のデフォルトセキュリティグループが自動的に作成され
ます。インスタンスを起動するときに別のセキュリティグループを指定しないと、そのインスタンスは
適切なデフォルトのセキュリティグループに自動的に関連付けられます。

デフォルトのセキュリティグループには defaultと名前が付けられ、AWSによって ID が割り当てら
れます。デフォルトのセキュリティグループごとの初期設定を次に示します。

• デフォルトのセキュリティグループと関連付けられている他のインスタンスからのインバウンドトラ
フィックのみを許可する

• インスタンスからのすべてのアウトバウンドトラフィックを許可する

デフォルトのセキュリティグループは、それ自体を、そのインバウンドルール内の送信元セキュリティ
グループとして指定します。これは、デフォルトのセキュリティグループと関連付けられているインス
タンスが、デフォルトのセキュリティグループと関連付けられている他のインスタンスと通信すること
を許可するものです。

デフォルトのセキュリティグループルールは変更できます。例えば、特定のホストがインスタンスを管
理できるように、SSH またはリモートデスクトップ接続を許可するインバウンドルールを追加できま
す。

デフォルトのセキュリティグループを削除することはできません。

カスタムのセキュリティグループ
すべてのインスタンスでデフォルトのセキュリティグループを使用することを望まない場合、独自のセ
キュリティグループを作成して、インスタンスの起動時にそれらを指定することができます。複数のセ
キュリティグループを作成して、インスタンスが果たすさまざまな役割（例えば、Web サーバーまた
はデータベースサーバー）を反映させることができます。Web サーバーまたはデータベースサーバー
のセキュリティグループを作成する手順については、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドの
「Recommended Security Groups」を参照してください。

Note

EC2-Classic では、アカウントごとに各リージョンに最大 500 個のセキュリティグループを作
成できます。EC2-VPC では、VPC ごとに最大 100 個のセキュリティグループを作成できま
す。EC2-VPCのセキュリティグループ制限に対して、EC2-Classicのセキュリティグループ数
はカウントされません。

セキュリティグループを作成する場合、名前と説明を指定する必要があります。セキュリティグループ
には、255 文字以下の名前と説明を指定できます。また、次の特徴の制限があります。

• EC2-Classic: ASCII 文字
• EC2-VPC: a-z、A-Z、0-9、スペース、およびピリオド（.）_-:/()#,@[]+=&;{}!$*

AWSは各セキュリティグループにsg-xxxxxxxxの形式で一意の IDを割り当てます。作成するセキュリ
ティグループの初期設定を次に示します。
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• 着信トラフィックを許可しない
• すべての発信トラフィックを許可する

セキュリティグループを作成したら、関連するインスタンスに到達できる着信トラフィックのタイプを
反映するように着信ルールを変更できます。EC2-VPC では、アウトバウンドルールも変更できます。

同じセキュリティグループのインスタンス同士が通信できるようにするには、そのためのルールを明示
的に追加する必要があります。以下の表に、EC2-Classicのインスタンスの通信を許可するために、セ
キュリティグループに追加する必要のあるルールを示します。

インバウンド

コメントポート範囲プロトコル送信元

このセキュリティグループに関連付
けられている他のインスタンスから
のインバウンド ICMP アクセスを許
可する

すべてICMPセキュリティグループの ID

このセキュリティグループに関連付
けられている他のインスタンスから
のインバウンドTCPアクセスを許可
する

0 – 65535TCPセキュリティグループの ID

このセキュリティグループに関連付
けられている他のインスタンスから
のインバウンドUDPアクセスを許可
する

0 – 65535UDPセキュリティグループの ID

以下の表に、VPC のインスタンスの通信を許可するためにセキュリティグループに追加する必要のあ
るルールを示します。

インバウンド

コメントポート範囲プロトコル送信元

このセキュリティグループに関連付
けられている他のインスタンスから
のインバウンドトラフィックを許可
する

すべてすべてセキュリティグループの ID

セキュリティグループを作成する
新しいセキュリティグループを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. [Create Security Group] をクリックします。
4. セキュリティグループの名前と説明を指定します。[VPC]の場合、[NoVPC]を選択して、EC2-Classic

のセキュリティグループを作成します。その VPC のセキュリティグループを作成するには、VPC
ID を選択します。
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5. ルールの追加を開始するか、[Create]をクリックして、セキュリティグループを作成できます（ルー
ルは後で追加できます）。ルールの追加の詳細については、セキュリティグループへのルールの追
加 (p. 482) を参照してください。

セキュリティグループをコピーするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. コピーするセキュリティグループを選択します。[Actions] をクリックし、[Copy to new] を選択し

ます。
4. [Create Security Group] ダイアログが開き、既存のセキュリティグループのルールが自動入力され

ます。新しいセキュリティグループの名前と説明を指定します。[VPC] リストで、[No VPC] を選
択して、EC2-Classic のセキュリティグループを作成します。その VPC のセキュリティグループ
を作成するには、VPC ID を選択します。終了したら [Create] をクリックします。

インスタンスを起動する際に、インスタンスにセキュリティグループを割り当てることができます。
ルールを追加または削除すると、それらの変更は、そのセキュリティグループを割り当てたすべてのイ
ンスタンスに自動的に適用されます。

EC2-Classicでインスタンスを起動した後でセキュリティグループを変更することはできません。VPC
でインスタンスを起動した後、そのセキュリティグループを変更することができます。詳細について
は、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドのChanging an Instance's Security Groups を参照し
てください。

セキュリティグループについて説明する
EC2-Classic のセキュリティグループについて説明するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. フィルタリストから、[EC2 security groups] を選択します。
4. セキュリティグループを選択します。[Description] タブには一般情報が、[Inbound] タブにはイン

バウンドルールが表示されます。

EC2-VPC のセキュリティグループについて説明するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. フィルタリストから、[VPC security groups] を選択します。
4. セキュリティグループを選択します。[Description] タブには一般情報が、[Inbound] タブにはイン

バウンドルールが、[Outbound] タブにはアウトバウンドルールが表示されます。

セキュリティグループへのルールの追加
ルールをセキュリティグループに追加すると、セキュリティグループに関連付けられているすべてのイ
ンスタンスに新しいルールが自動的に適用されます。

セキュリティグループにルールを追加するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
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3. セキュリティグループを選択します。
4. Web サーバーを許可して、すべての HTTP および HTTPS インバウンドトラフィックを受信しま

す。[Inbound] タブで、[Edit] をクリックします。ダイアログで、[Add Rule] をクリックします。
[Type]リストから[HTTP]を選択し、ソースを[Anywhere]のままにしておきます（0.0.0.0/0）。
HTTPS プロトコルに類似のルールを追加します。

5. Linuxインスタンスに接続するには、SSHトラフィックを許可する必要があります。[Add Rule]を
クリックし、[Type] リストから [SSH] を選択します。

[Source] フィールドで、コンピュータのパブリック IP アドレスを CIDR 表記で指定します。例え
ば、IP アドレスが 203.0.113.25の場合、この単一の IP アドレスを CIDR 表記でリストするに
は 203.0.113.25/32と指定します。会社が特定の範囲からアドレスを割り当てている場合、範
囲全体（203.0.113.0/24など）を指定します。[Source] リストから [My IP] を選択すると、お使
いのコンピュータの IP アドレスが自動的にフィールドに入力されます。ただし、ISP 経由で、ま
たはファイアウォールの内側から静的な IP アドレスなしで接続している場合は、クライアントコ
ンピュータで使用されている IP アドレスの範囲を見つける必要があります。

Caution

0.0.0.0/0を使うと、すべての IP アドレスから SSH 経由でインスタンスにアクセスす
ることが許可されます。これはテスト環境で短時間なら許容できますが、実稼働環境で行
うのは安全ではありません。実稼働環境では、特定の IP アドレスまたは特定のアドレス
範囲にのみ、インスタンスへのアクセスを限定します。

6. このセキュリティグループに関連付けられているすべてのインスタンス間、または他のセキュリ
ティグループに関連付けたインスタンスとこのセキュリティグループに関連付けられたインスタン
ス間の通信を許可できます。[Add Rule] をクリックし、[All ICMP] を選択して、[Source] 内にセ
キュリティグループの ID を入力し始めると、セキュリティグループのリストが表示されます。リ
ストからセキュリティグループを選択します。TCPとUDPプロトコルの手順を繰り返します。完
了したら [Save] をクリックします。
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7. VPC のセキュリティグループを作成する場合は、アウトバウンドルールも指定できます。例につ
いては、Amazon Virtual Private Cloudユーザーガイドの「Adding and Removing Rules」を参照し
てください。

ルールの削除（セキュリティグループから）
セキュリティグループからルールを削除すると、その変更内容が自動的にセキュリティグループに関連
付けられているインスタンスに適用されます。

セキュリティグループルールを削除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. セキュリティグループを選択します。
4. [Edit] をクリックし、削除する各ルールの隣にある [Delete] アイコンをクリックします。
5. [Save] をクリックします。

セキュリティグループの削除
インスタンスに関連付けられているセキュリティグループを削除することはできません。デフォルトセ
キュリティグループを削除することはできません。

セキュリティグループを削除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Security Groups] をクリックします。
3. セキュリティグループを選択し、Deleteをクリックします。
4. [Yes, Delete] をクリックします。

API とコマンドの概要
このページで説明しているタスクは、コマンドラインまたは API を使用して実行できます。コマンド
ラインインターフェイスの詳細および利用できる API の一覧については、「Amazon EC2 へのアクセ
ス (p. 3)」を参照してください。

セキュリティグループを作成する

• create-security-group（AWS CLI）
• ec2-create-group（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2SecurityGroup（AWS Tools for Windows PowerShell）

1 つ以上の Ingress ルールをセキュリティグループに追加する

• authorize-security-group-ingress（AWS CLI）
• ec2-authorize（Amazon EC2 CLI）
• Grant-EC2SecurityGroupIngress（AWS Tools for Windows PowerShell）

[EC2-VPC] 1 つ以上の Egress ルールをセキュリティグループに追加する

• authorize-security-group-egress（AWS CLI）
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• ec2-authorize（Amazon EC2 CLI）
• Grant-EC2SecurityGroupIngress（AWS Tools for Windows PowerShell）

1 つまたは複数のセキュリティグループについて説明する

• describe-security-groups（AWS CLI）
• ec2-describe-group（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2SecurityGroup（AWS Tools for Windows PowerShell）

[EC2-VPC] インスタンスのセキュリティグループを変更する

• modify-instance-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2InstanceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

セキュリティグループから 1 つ以上の Ingress ルールを削除する

• revoke-security-group-ingress（AWS CLI）
• ec2-revoke（Amazon EC2 CLI）
• Revoke-EC2SecurityGroupIngress（AWS Tools for Windows PowerShell）

[EC2-VPC] 1 つ以上の Egress ルールをセキュリティグループから削除する

• revoke-security-group-egress（AWS CLI）
• ec2-revoke（Amazon EC2 CLI）
• Revoke-EC2SecurityGroupEgress（AWS Tools for Windows PowerShell）

セキュリティグループを削除する

• delete-security-group（AWS CLI）
• ec2-delete-group（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2SecurityGroup（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EC2 のリソースに対するアクセスの制御
Abstract

セキュリティグループを設定し、IAM. を使用して、Amazon EC2 リソースへのアクセスを制御します。

セキュリティ認証情報により、AWS のサービスに対してお客様の身分が証明され、Amazon EC2 リ
ソースなどの AWS リソースを無制限に使用できる許可が与えられます。Amazon EC2 および AWS
Identity and Access Management（IAM）の機能を使用して、その他のユーザー、サービス、およびア
プリケーションがお客様の Amazon EC2 のリソースを使用できるようにします。その際、お客様のセ
キュリティ認証情報は共有されません。Amazon EC2 のリソースの完全使用または制限付き使用のど
ちらを許可するか選択できます。

Topics
• インスタンスへのネットワークアクセス (p. 486)
• Amazon EC2 のアクセス許可属性 (p. 486)
• IAM と Amazon EC2 (p. 486)
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• Amazon EC2 の IAM ポリシー (p. 488)
• Amazon EC2 の IAM ロール (p. 516)
• インスタンス用の受信トラフィックの認可 (p. 522)

インスタンスへのネットワークアクセス
セキュリティグループには、インスタンスに到達できるトラフィックを制御するファイアウォールとし
ての働きがあります。インスタンスを起動するときに、そのインスタンスに1つまたは複数のセキュリ
ティグループを割り当てることができます。セキュリティグループのそれぞれに、そのインスタンスへ
のトラフィックを制御するルールを追加できます。セキュリティグループルールはいつでも変更できま
す。新しいルールは、そのセキュリティグループが割り当てられているインスタンスすべてに自動的に
適用されます。

詳細については、インスタンス用の受信トラフィックの認可 (p. 522) を参照してください。

Amazon EC2 のアクセス許可属性
お客様の組織には複数のAWSアカウントがある場合があります。Amazon EC2では、Amazonマシン
イメージ（AMI）およびAmazon EBSスナップショットを使用できる追加のAWSアカウントを指定で
きます。このアクセス許可は AWS アカウントレベルでのみ有効です。特定の AWS アカウント内の特
定ユーザーのアクセス許可を制限することはできません。指定した AWS アカウントのすべてのユー
ザーが、AMI またはスナップショットを使用できます。

AMI ごとに LaunchPermission属性があり、AMI にアクセスできるAWSアカウントを制御します。
詳細については、AMI を一般公開する (p. 65) を参照してください。

Amazon EBS スナップショットごとに createVolumePermission属性があり、スナップショットを
使用できるAWSアカウントを制御します。詳細については、スナップショットの共有 (p. 610) を参照
してください。

IAM と Amazon EC2
IAM を使って以下を行えます。

• お客様の AWS アカウントでユーザーとグループを作成する
• お客様の AWS アカウントでユーザーごとに固有のセキュリティ認証情報を割り当てる
• AWS のリソースを使用してタスクを実行するために各ユーザーのアクセス許可を制御する
• 別の AWS アカウントのユーザーがお客様の AWS のリソースを共有できるようにする
• AWS アカウントにロールを作成し、それを行えるユーザーまたはサービスを定義する
• お客様の企業用の既存のアイデンティティを使用し、AWS のリソースを使用してタスクを実行する
ようにアクセス許可を与える

Amazon EC2 で IAMを使用することにより、組織のユーザーが特定の Amazon EC2 API アクションを
使用してタスクを実行できるかどうか、また、特定のAWSのリソースを使用できるかどうかを制御で
きます。

このトピックには、以下の質問に対する回答があります。

• IAM でグループとユーザーを作成するには、どうすればよいですか?
• ポリシーを作成するには、どうすればよいですか?
• Amazon EC2 でタスクを実行するには、どのような IAM ポリシーが必要ですか?
• Amazon EC2 でアクションを実行するための許可を与えるには、どうすればよいですか?
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• Amazon EC2 の特定のリソースでアクションを実行するための許可を与えるには、どうすればよい
ですか?

IAM のグループとユーザーを作成する
IAM のグループとユーザーを作成するには

1. IAM コンソールを開きます。
2. ダッシュボードから [Create a New Group of Users] をクリックします。
3. [GROUP NAME] ページで、グループ名を指定します。
4. [PERMISSIONS]ページで、グループのポリシーを指定します。ポリシーテンプレートを選択する

か、カスタムポリシーを作成できます。例えば、Amazon EC2 では以下のポリシーテンプレート
のいずれかが、ニーズを満たす場合があります。

• パワーユーザーアクセス
• 読み取り専用アクセス
• Amazon EC2 フルアクセス
• Amazon EC2 読み取り専用アクセス

カスタムポリシーを作成する詳細については、AmazonEC2のIAMポリシー(p. 488)を参照してく
ださい。

5. [USERS] ページで、1 つ以上のユーザー名を入力します。ユーザーが CLI または API を使用する
場合、[Generate an access key for each User] を選択します。[Continue] をクリックします。

6. アクセスキーを生成する IAM がある場合、[Download Credentials] または [Show User Security
Credentials] をクリックしてアクセスキーを保存します。ダイアログボックスで示されているよう
に、シークレットアクセスキーを取得して保存できるのはこの機会だけです。

7. ユーザーがコンソールを使用する場合、ナビゲーションペインで [Users] をクリックして、各ユー
ザーに対して以下を実行します。

a. 対象のユーザーを選択します。
b. 詳細ペインの [Security Credentials] タブをクリックします。
c. [Sign-In Credentials] で、[Manage Password] をクリックします。
d. [Manage Password] ダイアログボックスで、オプションを選択して [Apply] をクリックしま

す。
e. [Download Credentials] または [Show User Security Credentials] をクリックしてパスワードを

保存します。

8. ユーザーごとに認証情報（アクセスキーとパスワード）を与えます。これにより、IAMグループ用
に指定したアクセス許可に基づいてサービスを使用できるようになります。

関連トピック
IAM の詳細については、以下のものを参照してください。

• Amazon EC2 の IAM ポリシー (p. 488)
• Amazon EC2 の IAM ロール (p. 516)
• Identity and Access Management （IAM）
• IAM を使用する
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Amazon EC2 の IAM ポリシー
Abstract

IAM ユーザーが、どの Amazon EC2 リソースを表示、作成、および変更できるようにするかを制御します。

デフォルトでは、IAM ユーザーには Amazon EC2 リソースを作成または変更、または Amazon EC2
API を使用するタスクを実行する権限がありません。（つまり、Amazon EC2 コンソールまたは CLI
を使用して実行することもできません。）IAMユーザーがリソースを作成または変更、およびタスクを
実行できるようにするには、IAMポリシーを作成する必要があります。これによって、必要な特定のリ
ソースおよび API アクションを使用するためのアクセス許可を IAM ユーザーに付与し、その後、ポリ
シーをそのアクセス許可が必要な IAM ユーザーまたはグループにアタッチします。

ポリシーをユーザーまたはユーザーグループにアタッチする場合、ポリシーによって特定リソースの特
定タスクを実行するユーザーの権限が許可または拒否されます。IAMポリシーの一般的な情報について
は、IAM を使用するの Permissions and Policies を参照してください。

Topics
• ポリシー構文 (p. 488)
• Amazon EC2 のアクション (p. 489)
• Amazon EC2 用の Amazon リソースネーム (p. 489)
• Amazon EC2 の条件キー (p. 492)
• ユーザーが必要なアクセス許可を持っているかどうかを確認する (p. 494)
• Amazon EC2 API アクションでサポートされるリソースと条件 (p. 494)
• Amazon EC2 のポリシーステートメントの例 (p. 501)

ポリシー構文
IAM ポリシーは 1 つ以上のステートメントで構成される JSON ドキュメントです。各ステートメント
は次のように構成されます。

{
  "Statement":[{
    "Effect":"effect",
    "Action":"action",
    "Resource":"arn",
    "Condition":{
      "condition":{
        "key":"value"
        }
      }
    }
  ]
}

ステートメントはさまざまなエレメントで構成されます。

• [Effect]: effect は、Allowまたは Denyにすることができます。デフォルトでは、IAM ユーザーはリ
ソースおよび API アクションを使用するアクセス許可がないため、リクエストはすべて拒否されま
す。明示的な許可はデフォルトに優先します。明示的な拒否はすべての許可に優先します。

• [Action]: action は、アクセス許可を付与または拒否する対象とする、特定の API アクションです。
action の指定については、Amazon EC2 のアクション (p. 489) を参照してください。

• [Resource]: アクションによって影響を及ぼされるリソースです。Amazon EC2 API アクションの中
には、アクションによって作成/変更できるリソースをポリシー内で特定できるものもあります。ス
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テートメント内でリソースを指定するには、Amazonリソースネーム（ARN）を使用する必要があり
ます。arn値の指定については、Amazon EC2用のAmazonリソースネーム (p. 489) を参照してくだ
さい。どのAPI がどの ARNをサポートするかについては、Amazon EC2 API アクションでサポート
されるリソースと条件(p. 494)を参照してください。APIアクションがARNをサポートしていない場
合は、* ワイルドカードを使用すると、アクションがすべてのリソースに影響するように指定できま
す。

• [Condition]: conditionはオプションです。ポリシーの発効条件を指定するために使用します。Amazon
EC2 の条件を指定する方法については、Amazon EC2 の条件キー (p. 492) を参照してください。

Amazon EC2 の IAM ポリシーステートメント例については、Amazon EC2 のポリシーステートメント
の例 (p. 501) を参照してください。

Amazon EC2 のアクション
IAM ポリシーステートメントで、IAM をサポートするすべてのサービスから任意の API アクションを
指定できます。Amazon EC2 の場合、API アクション ec2:の名前で次のプレフィックスを使用しま
す。例: ec2:RunInstancesおよび ec2:CreateImage。

単一のステートメントに複数のアクションを指定するには、次のようにコンマで区切ります。

"Action": ["ec2:action1", "ec2:action2"]

ワイルドカードを使用して複数のアクションを指定することもできます。例えば、以下のように
「Describe」という単語で始まる名前のすべてのアクションを指定できます。

"Action": "ec2:Describe*"

Amazon EC2 API アクションをすべて指定するには、* ワイルドカードを以下のように使用します。

"Action": "ec2:*"

Amazon EC2アクションのリストについては、Amazon Elastic Compute Cloud API ReferenceのActions
を参照してください。

Amazon EC2 用の Amazon リソースネーム
各 IAM ポリシーステートメントは、ARN を使用して指定したリソースに適用されます。

Important

現時点では、すべてのAPIアクションが個々のARNをサポートしているわけではありません。
今後、Amazon EC2 リソースに対する API アクションおよび ARN のサポートを追加していき
ます。どの Amazon EC2 API アクションでどの ARN を使用できるかについて、また各 ARN
でサポートされる条件キーについては、Amazon EC2 API アクションでサポートされるリソー
スと条件 (p. 494) を参照してください。

ARN には以下の一般的な構文があります。

arn:aws:[service]:[region]:[account]:resourceType/resourcePath

service
サービス（例: ec2）。
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リージョン
リソースのリージョン（例: us-east-1）。

アカウント
ハイフンなしの AWS アカウント ID（例: 123456789012）。

resourceType
リソースの種類（例: instance）。

resourcePath
リソースを識別するパス。パスにワイルドカードの * が使用できます。

例えば、以下の要領で ARN を使用して、ステートメント内で特定のインスタンス（i-1a2b3c4d）を
指定することができます。

"Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/i-1a2b3c4d"

また、特定のアカウントに属するすべてのインスタンスを指定するには、以下の要領で*ワイルドカー
ドを使用します。

"Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/*"

すべてのリソースを指定する場合、または特定の API アクションが ARN をサポートしていない場合
は、以下の要領で、Resourceエレメント内で * ワイルドカードを使用します。

"Resource": "*"

以下の表では、Amazon EC2 API アクションによって使用される各リソースの種類の ARN を説明して
います。

ARNリソースタイプ

arn:aws:ec2:*すべてのAmazonEC2リソース

arn:aws:ec2:region:account:*特定リージョンの特定アカウン
トが所有するすべての Amazon
EC2 リソース

arn:aws:ec2:region:account:customer-gateway/cgw-id

cgw-id には cgw-xxxxxxxx が入ります

カスタマーゲートウェイ

arn:aws:ec2:region:account:dhcp-options/dhcp-options-id

dhcp-options-id には dopt-xxxxxxxx が入ります

DHCP オプションセット

arn:aws:ec2:region::image/image-id

image-id には AMI、AKI または ARI の ID が入り、account は使用
されません

Image

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

instance-id には i-xxxxxxxx が入ります

インスタンス

arn:aws:iam::account:instance-profile/instance-profile-name

instance-profile-name にはインスタンスプロファイルの名前が入
り、region は使用されません

インスタンスプロファイル
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ARNリソースタイプ

arn:aws:ec2:region:account:internet-gateway/igw-id

igw-id には igw-xxxxxxxx が入ります

インターネットゲートウェイ

arn:aws:ec2:region:account:key-pair/key-pair-name

key-pair-name にはキーペア名が入ります（例: gsg-keypair）

キーペア

arn:aws:ec2:region:account:network-acl/nacl-id

nacl-id には acl-xxxxxxxx が入ります

ネットワーク ACL

arn:aws:ec2:region:account:network-interface/eni-id

eni-id には eni-xxxxxxxx が入ります

ネットワークインターフェイス

arn:aws:ec2:region:account:placement-group/placement-group-name

placement-group-name にはプレイスメントグループ名が入ります
（例: my-cluster）

配置グループ

arn:aws:ec2:region:account:route-table/route-table-id

route-table-id には rtb-xxxxxxxx が入ります

ルートテーブル

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

security-group-id には sg-xxxxxxxx が入ります

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region::snapshot/snapshot-id

snapshot-id には snap-xxxxxxxx が入り、account は使用されませ
ん

スナップショット

arn:aws:ec2:region:account:subnet/subnet-id

subnet-id には subnet-xxxxxxxx が入ります

サブネット

arn:aws:ec2:region:account:volume/volume-id

volume-id には vol-xxxxxxxx が入ります

ボリューム

arn:aws:ec2:region:account:vpc/vpc-id

vpc-id には vpc-xxxxxxxx が入ります

VPC

arn:aws:ec2:region:account:vpc-peering-connection/vpc-peering-connection-id

このとき、vpc-peering connection-id は pcx-xxxxxxxx です。

VPC ピア接続

Amazon EC2 API アクションの多くが複数のリソースと関連します。例えば、AttachVolumeでは
Amazon EBS ボリュームをインスタンスにアタッチするため、IAM ユーザーはボリュームおよびイン
スタンスを使用するアクセス許可が必要です。単一のステートメントに複数のリソースを指定するに
は、以下のようにコンマで ARN を区切ります。

"Resource": ["arn1", "arn2"]
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ARN の一般的な情報については、Amazon Web Services General Reference の Amazon Resource
Names (ARN) and AWS Service Namespaces を参照してください。Amazon EC2 アクションによって
作成または変更されるリソースの詳細について、および IAM ポリシーステートメントで使用できる
ARNの詳細については、AmazonElastic ComputeCloudAPIReferenceの IAMユーザーへの、Amazon
EC2 リソースに対するアクセス許可の付与を参照してください。

Amazon EC2 の条件キー
ポリシーステートメントでは、オプションで有効になるタイミングを制御する条件を指定できます。各
条件には1つ以上のキーと値のペアが含まれます。条件キーは大文字小文字を区別しません。私たちは
AWS 範囲の条件キーに加え、追加のサービス固有の条件キーを定義しました。

複数の条件、または単一の条件に複数のキーを指定する場合、論理 AND 演算を使用してそれらを評価
します。1つのキーに複数の値を使用して単一の条件を指定する場合、論理OR演算を使用して条件を
評価します。アクセス許可が付与されるには、すべての条件を満たしている必要があります。

条件を指定する際にプレースホルダーも使用できます。例えば、IAMユーザーに、そのユーザーのIAM
ユーザー名を指定したタグ付きのリソースを使用するアクセス許可を与えることができます。詳細につ
いては、IAM を使用するガイドの Policy Variables を参照してください。

Amazon EC2 には AWS範囲の条件キー（Available Keys を参照）に加え、以下のサービス固有の条件
キーが実装されています。（Amazon EC2 用のサービス固有の条件キーのサポートは今後さらに追加
される予定です）

評価の種類キー/値のペア条件キー

ARN、Null"ec2:AccepterVpc":"vpc-arn"

このとき、vpc-arn はピア VPC の VPC ARN です。

ec2:AccepterVpc

文字列、Null"ec2:AvailabilityZone":"az-api-name"

az-api-name にはアベイラビリティーゾーン名が入ります
（例: us-west-2a）。

アベイラビリティーゾーンを一覧表示するには、
ec2-describe-availability-zones を使用します。

ec2:AvailabilityZone

ブール値、Null"ec2:EbsOptimized":"optimized-flag"

optimized-flag には true | falseが入ります

ec2:EbsOptimized

文字列、Null"ec2:ImageType":"image-type-api-name"

image-type-api-name には ami | aki | ariが入ります

ec2:ImageType

ARN、Null"ec2:InstanceProfile":"instance-profile-arn"

instance-profile-arn にはインスタンスプロファイル ARN が
入ります

ec2:InstanceProfile

文字列、Null"ec2:InstanceType":"instance-type-api-name"

instance-type-api-name にはインスタンスタイプの名前（
t1.micro | m1.small | m1.medium | m1.large |
m1.xlarge | c1.medium | c1.xlarge | m2.xlarge |
m2.2xlarge | m2.4xlarge | hi1.4xlarge | cc1.4xlarge
| cg1.4xlarge | cc2.8xlarge）が入ります

ec2:InstanceType

API Version 2014-02-01
492

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
IAM ポリシー

http://docs.aws.amazon.com/general/latest/gr/aws-arns-and-namespaces.html
http://docs.aws.amazon.com/general/latest/gr/aws-arns-and-namespaces.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/APIReference/ec2-api-permissions.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/APIReference/ec2-api-permissions.html
http://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/PolicyVariables.html
http://docs.aws.amazon.com/IAM/latest/UserGuide/AccessPolicyLanguage_ElementDescriptions.html#AvailableKeys
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/CommandLineReference/ApiReference-cmd-DescribeAvailabilityZones.html


評価の種類キー/値のペア条件キー

文字列、Null"ec2:Owner":"account-id"

account-id には amazon | aws-account-id が入ります

ec2:Owner

ARN、Null"ec2:ParentSnapshot":"snapshot-arn"

snapshot-arn にはスナップショット ARN が入ります

ec2:ParentSnapshot

ARN、Null"ec2:ParentVolume":"volume-arn"

volume-arn にはボリューム ARN が入ります

ec2:ParentVolume

ARN、Null"ec2:PlacementGroup":"placement-group-arn"

placement-group-arn にはプレイスメントグループ ARN が
入ります

ec2:PlacementGroup

文字列、Null"ec2:PlacementGroupStrategy":"placement-group-strategy"

placement-group-strategy には clusterが入ります

ec2:PlacementGroupStrategy

ブール値、Null"ec2:Public":"public-flag"

public-flag には true | falseが入ります

ec2:Public

文字列、Null"ec2:Region":"region-name"

region-nameにはリージョン名が入ります（例:us-west-2）
リージョンを一覧表示するには、ec2-describe-regionsを使
用します。

ec2:Region

ARN、Null"ec2:RequesterVpc":"vpc-arn"

このとき、vpc-arnはリクエスタのVPCのVPCARNです。

ec2:RequesterVpc

文字列、Null"ec2:ResourceTag/tag-key":"tag-value"

tag-key と tag-value にはタグとキーのペアが入ります

ec2:ResourceTag/tag-key

文字列、Null"ec2:RootDeviceType":"root-device-type-name"

root-device-type-name には ebs | instance-storeが入り
ます

ec2:RootDeviceType

ARN、Null"ec2:Subnet":"subnet-arn"

subnet-arn にはサブネット ARN が入ります

ec2:Subnet

文字列、Null"ec2:Tenancy":"tenancy-attribute"

tenancy-attribute には default | dedicatedが入ります

ec2:Tenancy

数値、Null"ec2:VolumeIops":"volume-iops"

volume-iops には 1 秒あたりの入力/出力オペレーション
（IOPS）が入ります。範囲は 100 から 4000 です

ec2:VolumeIops

数値、Null"ec2:VolumeSize":"volume-size"

volume-size にはボリュームのサイズが入ります（GiB 単
位）

ec2:VolumeSize
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評価の種類キー/値のペア条件キー

文字列、Null"ec2:VolumeType":"volume-type-name"

volume-type-name には、標準 Amazon EBS ボリュームを
表す standardか、プロビジョンド IOPS ボリュームを表
す io1が入ります。

ec2:VolumeType

ARN、Null"ec2:Vpc":"vpc-arn"

vpc-arn には VPC ARN が入ります

ec2:Vpc

アクションごとに、どの Amazon EC2 リソースでどの条件キーが使用できるかについては、Amazon
EC2APIアクションでサポートされるリソースと条件(p. 494)を参照してください。Amazon EC2のポ
リシーステートメント例については、AmazonEC2のポリシーステートメントの例(p. 501)を参照して
ください。

ユーザーが必要なアクセス許可を持っているかどうかを確認す
る
IAMポリシーを作成したら、ポリシーを本稼働環境に置く前に、そのポリシーがユーザーに特定のAPI
アクションおよび必要なリソースを使用するアクセス許可を付与しているかどうかを確認することをお
勧めします。

まずテスト目的の IAM ユーザーを作成し、作成した IAM ポリシーをテストユーザーにアタッチしま
す。次に、テストユーザーとしてリクエストを作成します。

テストしているアクションがリソースを変更する場合、DryRunパラメーターを使用してリクエストを
作成する（または、--auth-dry-runオプションで CLI を実行する）必要があります。この場合、発
信者は認証チェックを行いますが、操作は完了しません。例えば、実際に終了させることなく、ユー
ザーが特定のインスタンスを終了できるかどうかを確認できます。テストユーザーに必要なアクセス許
可がある場合、リクエストで DryRunOperationが返されます。必要なアクセス許可がない場合は
UnauthorizedOperationが返されます。

ポリシーが想定したアクセス許可をユーザーに付与していない場合、または過度に許可されている場
合、必要に応じてポリシーを調整し、必要な結果を得るまで再テストできます。

Important

ポリシーの変更が反映され、有効になるには数分間かかります。このため、ポリシーの更新を
テストするには 5 分かかると見ておいてください。

認証チェックが失敗した場合、リクエストでは診断情報でエンコードされたメッセージが返されます。
DecodeAuthorizationMessageアクションを使用してメッセージをデコードできます。詳細につい
ては、「AWS Security Token Service API リファレンス」の「DecodeAuthorizationMessage」、およ
び「AWSCommand Line Interface Reference」の「decode-authorization-message」を参照してくださ
い。

Amazon EC2 API アクションでサポートされるリソースと条件
次の表では、現在リソースレベルのアクセス許可をサポートしているAmazonEC2APIアクションと、
サポートされるリソースとそのARN、および各アクションの条件キーについて説明しています（サポー
トされるアクション、ARN、および条件キーは、今後さらに追加される予定です）。
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:AccepterVpc

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RequesterVpc

VPC ピア接続

arn:aws:ec2:region:account:vpc-peering-connection/vpc-peering-connection-id

AcceptVpcPeeringConnection

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Region

ec2:Tenancy

VPC

arn:aws:ec2:region:account:vpc/vpc-id

このとき、vpc-idはアクセプタが所有す
る VPC です。

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

AttachVolume

ec2:AvailabilityZone

ec2:ParentSnapshot

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:VolumeIops

ec2:VolumeSize

ec2:VolumeType

ボリューム

arn:aws:ec2:region:account:volume/volume-id

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

AuthorizeSecurityGroupEgress

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

AuthorizeSecurityGroupIngress
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Region

ec2:Tenancy

VPC

arn:aws:ec2:region:account:vpc/vpc-id

このとき、vpc-id はリクエスタ VPC で
す。

CreateVpcPeeringConnection

ec2:AccepterVpc

ec2:Region

ec2:RequesterVpc

VPC ピア接続

arn:aws:ec2:region:account:vpc-peering-connection/*

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

カスタマーゲートウェイ

arn:aws:ec2:region:account:customer-gateway/cgw-id

DeleteCustomerGateway

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

DHCP オプションセット

arn:aws:ec2:region:account:dhcp-options/dhcp-options-id

DeleteDhcpOptions

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

インターネットゲートウェイ

arn:aws:ec2:region:account:internet-gateway/igw-id

DeleteInternetGateway

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

ネットワーク ACL

arn:aws:ec2:region:account:network-acl/nacl-id

DeleteNetworkAcl

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

ネットワーク ACL

arn:aws:ec2:region:account:network-acl/nacl-id

DeleteNetworkAclEntry

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

ルートテーブル

arn:aws:ec2:region:account:route-table/route-table-id

DeleteRoute

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

ルートテーブル

arn:aws:ec2:region:account:route-table/route-table-id

DeleteRouteTable

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

DeleteSecurityGroup
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:AvailabilityZone

ec2:ParentSnapshot

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:VolumeIops

ec2:VolumeSize

ec2:VolumeType

ボリューム

arn:aws:ec2:region:account:volume/volume-id

DeleteVolume

ec2:AccepterVpc

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RequesterVpc

VPC ピア接続

arn:aws:ec2:region:account:vpc-peering-connection/vpc-peering-connection-id

DeleteVpcPeeringConnection

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

DetachVolume

ec2:AvailabilityZone

ec2:ParentSnapshot

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:VolumeIops

ec2:VolumeSize

ec2:VolumeType

ボリューム

arn:aws:ec2:region:account:volume/volume-id
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

RebootInstances

ec2:AccepterVpc

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RequesterVpc

VPC ピア接続

arn:aws:ec2:region:account:vpc-peering-connection/vpc-peering-connection-id

RejectVpcPeeringConnection

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

RevokeSecurityGroupEgress

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

RevokeSecurityGroupIngress
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:ImageType

ec2:Owner

ec2:Public

ec2:Region

ec2:RootDeviceType

ec2:ResourceTag/tag-key

Image

arn:aws:ec2:region::image/image-id

RunInstances

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

ec2:Regionキーペア

arn:aws:ec2:region:account:key-pair/key-pair-name

ec2:AvailabilityZone

ec2:Region

ec2:Subnet

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

ネットワークインターフェイス

arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*

arn:aws:ec2:region:account:network-interface/eni-id

ec2:Region

ec2:PlacementGroupStrategy

配置グループ

arn:aws:ec2:region:account:placement-group/placement-group-name

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

セキュリティグループ

arn:aws:ec2:region:account:security-group/security-group-id

スナップショット

arn:aws:ec2:region::snapshot/snapshot-id
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:Owner

ec2:ParentVolume

ec2:Region

ec2:SnapshotTime

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:VolumeSize

ec2:AvailabilityZone

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:Vpc

サブネット

arn:aws:ec2:region:account:subnet/subnet-id

ec2:AvailabilityZone

ec2:ParentSnapshot

ec2:Region

ec2:VolumeIops

ec2:VolumeSize

ec2:VolumeType

ボリューム

arn:aws:ec2:region:account:volume/volume-id

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

StartInstances
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条件キーリソースAPI アクション

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

StopInstances

ec2:AvailabilityZone

ec2:EbsOptimized

ec2:InstanceProfile

ec2:InstanceType

ec2:PlacementGroup

ec2:Region

ec2:ResourceTag/tag-key

ec2:RootDeviceType

ec2:Tenancy

インスタンス

arn:aws:ec2:region:account:instance/instance-id

TerminateInstances

Amazon EC2 のポリシーステートメントの例
以下の例では、Amazon EC2 に対して IAM ユーザーが所有するアクセス許可を制御するために使用で
きるポリシーステートメントを示しています。Amazon VPC 固有の IAM ポリシーの詳細については、
Controlling Access to Amazon VPC Resources を参照してください。

• 1: ユーザーがAWSアカウントに属するAmazon EC2リソースを一覧表示できるようにする (p. 501)
• 2:ユーザーがすべてのインスタンスを記述、起動、停止、開始、および終了できるようにする(p.502)
• 3:ユーザーがすべてのインスタンスを記述でき、また特定のインスタンスのみを停止、開始、および
終了できるようにする (p. 502)

• 4: ユーザーが特定インスタンスの特定ボリュームを管理できるようにする (p. 503)
• 5: 特定の設定でインスタンスを起動する許可をユーザーに与える (p. 504)
• 6: Amazon EC2 コンソールで作業する (p. 509)

Example 1: ユーザーが AWS アカウントに属する Amazon EC2 リソースを一覧表示できるよ
うにする

次のポリシーでは、名前が Describeで始まるすべての Amazon EC2 API アクションを使用できるア
クセス許可をユーザーに与えます。Resourceエレメントにワイルドカードを使用します。これは、

API Version 2014-02-01
501

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
IAM ポリシー

http://docs.aws.amazon.com/AmazonVPC/latest/UserGuide/VPC_IAM.html


ユーザーがAPIアクションですべてのリソースを指定できることを示します。また、APIアクションが
リソースレベルのアクセス許可をサポートしていない場合も、* ワイルドカードが必要です。どの
Amazon EC2 API アクションでどの ARNを使用できるかについては、Amazon EC2 API アクションで
サポートされるリソースと条件 (p. 494) を参照してください。

デフォルトで API アクションを使用するアクセス許可が拒否されているため、ユーザーには（別のス
テートメントでアクセス許可が与えられない限り）そのリソースに対してアクションを実行するアクセ
ス許可がありません。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:Describe*",
      "Resource": "*"
    }
   ]
}

Example2:ユーザーがすべてのインスタンスを記述、起動、停止、開始、および終了できるよ
うにする

次のポリシーでは、Actionエレメントで指定された API アクションを使用するアクセス許可をユー
ザーに与えます。Resourceエレメントでは*ワイルドカードを使用して、ユーザーがAPIアクション
ですべてのリソースを指定できることを示します。また、APIアクションがリソースレベルのアクセス
許可をサポートしていない場合も、*ワイルドカードが必要です。どのAmazon EC2 APIアクションで
どの ARN を使用できるかについては、Amazon EC2 API アクションでサポートされるリソースと条
件 (p. 494) を参照してください。

デフォルトにより、ユーザーは API アクションを使用するアクセス許可を拒否されているため、ユー
ザーには（別のステートメントでユーザーにそのアクセス許可を与えない限り）その他のAPIアクショ
ンを使用するアクセス許可がありません。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:DescribeInstances", "ec2:DescribeImages",
        "ec2:DescribeKeyPairs", "ec2:DescribeSecurityGroups",
        "ec2:DescribeAvailabilityZones",
        "ec2:RunInstances", "ec2:TerminateInstances",
        "ec2:StopInstances", "ec2:StartInstances"
      ],
      "Resource": "*"
    }
   ]
}

Example 3: ユーザーがすべてのインスタンスを記述でき、また特定のインスタンスのみを停
止、開始、および終了できるようにする

次のポリシーでは、すべてのインスタンスを記述し、i-123abc12 と i-4c3b2a1 インスタンスのみを開
始および停止し、米国東部（バージニア北部）リージョン（us-east-1）内でリソースタグ
"purpose=test" の付いたインスタンスのみを終了する許可をユーザーに与えます。
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ステートメントの最初の部分では、Resourceエレメントに*ワイルドカードを使用して、ユーザーが
そのアクションにすべてのリソースを指定できることを示しています。この場合、すべてのインスタン
スを一覧表示できます。また、APIアクションがリソースレベルのアクセス許可をサポートしていない
場合も、*ワイルドカードが必要です（この場合は、ec2:DescribeInstances）。どのAmazonEC2
API アクションでどの ARN を使用できるかについては、Amazon EC2 API アクションでサポートされ
るリソースと条件 (p. 494) を参照してください。

このステートメントの 2番目の部分では、StopInstancesおよび StartInstancesアクションに対
してリソースレベルのアクセス許可を使用しています。Resourceエレメント内で、ARN によって特
定のインスタンスが指定されています。

ステートメントの3番目の部分は、特定のAWSアカウントに属する米国東部（バージニア北部）リー
ジョン（us-east-1）内にあり、タグ"purpose=test"が付けられているすべてのインスタンスを終
了する許可をユーザーに与えています。Conditionエレメントは、ポリシーステートメントの発効条
件を指定します。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [
   {
   "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:DescribeInstances",
      "Resource": "*"
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:StopInstances", 
        "ec2:StartInstances"
      ],
      "Resource": [
      "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/i-123abc12",
      "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/i-4c3b2a1"
      ]
    },
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:TerminateInstances",
      "Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/*",
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:ResourceTag/purpose": "test"
         }
      }
   }

   ]
}

Example 4: ユーザーが特定インスタンスの特定ボリュームを管理できるようにする

APIアクションが複数のリソースを指定するために発信者を必要とする場合、ユーザーがすべての必要
なリソースにアクセスできるようにポリシーステートメントを作成する必要があります。1つ以上のリ
ソースで Conditionエレメントを使用する必要がある場合、この例のとおり複数のステートメントを
作成する必要があります。

以下のポリシーでは、ユーザーがタグ「volume_user=iam-user-name」の付いたボリュームを、タグ
「department=dev」の付いたインスタンスにアタッチしたり、またインスタンスからボリュームを
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デタッチしたりできるようにします。このポリシーをIAMグループにアタッチする場合、aws:username
ポリシー変数によってグループの IAM ユーザーに、値として IAM ユーザー名を持つタグ名が
volume_userのインスタンスからボリュームをアタッチまたはデタッチするためのアクセス許可が付
与されます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:AttachVolume",
        "ec2:DetachVolume"
      ],
      "Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/*",
      "Condition": {
        "StringEquals": {
          "ec2:ResourceTag/department": "dev"
        }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:AttachVolume",
        "ec2:DetachVolume"
      ],
      "Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:volume/*",
      "Condition": {
        "StringEquals": {
          "ec2:ResourceTag/volume_user": "${aws:username}"
        }
      }
   }
  ]
}

Example 5: 特定の設定でインスタンスを起動する許可をユーザーに与える

RunInstances API アクションでは、1つ以上のインスタンスを起動します。RunInstancesは AMI を
必要とし、インスタンスを作成します。ユーザーは、リクエスト内でキーペアとセキュリティグループ
を指定できます。EC2-VPC 内に起動するにはサブネットが必要であり、起動されるとネットワークイ
ンターフェイスが作成されます。AmazonEBS-BackedAMIから起動すると、ボリュームが作成されま
す。そのため、ユーザーにはこれらの Amazon EC2 リソースを使用するアクセス許可が必要です。発
信者は、インスタンスタイプおよびサブネットなどの RunInstancesに対してオプションのパラメー
ターを使用して、インスタンスを設定することもできます。ユーザーがオプションのパラメーターを指
定する必要がある、またはユーザーからパラメーターの特定の値を制限するポリシーステートメントを
作成できます。このセクションの例では、ユーザーが起動できるインスタンスの設定を制御できるさま
ざまな方法について説明します。

デフォルトでは、ユーザーに作成したインスタンスを記述、開始、停止、または終了するアクセス許可
はありません。作成したインスタンスを管理するアクセス許可をユーザーに付与する1つの方法として
は、インスタンスごとに特定のタグを作成し、そのタグでインスタンスを管理できるようにステートメ
ントを作成します。詳細については、「例 3: ユーザーが特定のインスタンスのみを停止および開始で
きるようにする (p. 502)」を参照してください。

[a. AMI]
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次のポリシーでは、インスタンスに関連付けられた特定のタグ「department=dev」のある AMI のみ
を使用して、インスタンスを起動できます。最初のステートメントの Conditionエレメントはユー
ザーがこのタグのある AMI を指定している必要があるため、ユーザーがその他の AMI を使用してイン
スタンスを起動することはできません。また、このポリシーはサブネットとネットワークインターフェ
イスリソースへのアクセス許可を与えていないため、ユーザーはサブネットに起動することができませ
ん。ただし、EC2-Classic に起動することはできます。2 番目のステートメントではワイルドカードを
使用してユーザーがインスタンスリソースを作成できるようにしており、ユーザーはキーペア
project_keypairおよびセキュリティグループsg-1a2b3c4dを指定する必要があります。ただし、
ユーザーはキーペアがなくてもインスタンスを起動できます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [ 
         "arn:aws:ec2:region::image/ami-*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:ResourceTag/department": "dev"
         }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [ 
          "arn:aws:ec2:region:account:instance/*",
          "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
          "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/project_keypair",
          "arn:aws:ec2:region:account:security-group/sg-1a2b3c4d"
         ]
      }
   ]
}

また、次のポリシーでは、ユーザーが指定された AMI（ami-9e1670f7および ami-45cf5c3c）のみ
を使用してインスタンスを起動できます。ユーザーは他の AMI を使用してインスタンスを起動するこ
とはできず（他のステートメントがそのような許可をユーザーに与えている場合はその限りではありま
せん）、ユーザーはインスタンスをサブネットに起動することはできません。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
        "arn:aws:ec2:region::image/ami-9e1670f7",
        "arn:aws:ec2:region::image/ami-45cf5c3c",
        "arn:aws:ec2:region:account:instance/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:security-group/*"
      ]
    }
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   ]
}

一方、以下のポリシーは、Amazon が所有するすべての AMI からインスタンスを起動することをユー
ザーに許可します。最初のステートメントの Conditionエレメントは、ec2:Ownerが amazonであ
るかどうかをテストします。（別のステートメントでユーザーに起動するアクセス許可が付与されない
限り）ユーザーは、その他のAMIを使用してインスタンスを起動することはできません。ユーザーは、
インスタンスをサブネットに起動することができます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [ 
         "arn:aws:ec2:region::image/ami-*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:Owner": "amazon"
            }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [ 
         "arn:aws:ec2:region:account:instance/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:subnet/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:security-group/*"
         ]
      }
   ]
}

[b. Instance type]

次のポリシーにより、ユーザーは t1.microまたは m1.smallインスタンスタイプのみを使用してイ
ンスタンスを起動できます。これにより、コストを管理することができます。最初のステートメントの
Conditionエレメントは、ec2:InstanceTypeが t1.microまたは m1.smallのどちらであるかを
テストするため、ユーザーは大きなインスタンスを起動することはできません。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:region:account:instance/*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:InstanceType": ["t1.micro", "m1.small"]
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         }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:region::image/ami-*",
         "arn:aws:ec2:region:account:subnet/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:security-group/*"
         ]
      }
   ]
}

[c. Subnet]

次のポリシーにより、ユーザーは指定したサブネット subnet-12345678のみを使用してインスタン
スを起動できます。グループは、インスタンスを他のサブネットに起動することはできません（他のス
テートメントがそのような許可をユーザーに与えている場合はその限りではありません）。ただし、
ユーザーは EC2-Classic にインスタンスを起動できます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
        "arn:aws:ec2:region:account:subnet/subnet-12345678",
        "arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:instance/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
        "arn:aws:ec2:region::image/ami-*",
        "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/*",
        "arn:aws:ec2:region:account:security-group/*"
      ]
    }
   ]
}

また、ユーザーがその他のサブネットにインスタンスを起動するアクセス許可を拒否するポリシーを作
成することもできます。ステートメントでは、サブネット subnet-12345678が指定されている場合
以外は、ネットワークインターフェイスの作成を拒否することでこれを実行します。この拒否は、他の
サブネットへのインスタンスの起動を許可する他のすべてのポリシーよりも優先されます。ただし、
ユーザーは EC2-Classic にインスタンスを起動できます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Deny",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*"
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      ],
      "Condition": {
         "ArnNotEquals": {
            "ec2:Subnet": "arn:aws:ec2:region:account:subnet/subnet-12345678"
            }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:region::image/ami-*",
         "arn:aws:ec2:region:account:network-interface/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:instance/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:subnet/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:volume/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:key-pair/*",
         "arn:aws:ec2:region:account:security-group/*"
         ]
      }
   ]
}
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Example 6: Amazon EC2 コンソールで作業する

IAM ポリシーを使用して、Amazon EC2 コンソールで特定のリソースを表示、および操作するアクセ
ス許可をユーザーに付与することができます。上記のポリシーの例を使用することはできますが、これ
らはAWSCLI、Amazon EC2CLI、またはAWSSDKで作成されたリクエスト用に設計されています。
コンソールではこの機能を実行するために追加の API アクションを使用するので、これらのポリシー
は正常に動作しない可能性があります。たとえば、DescribeVolumesAPIアクションのみを使用する
アクセス許可を持つユーザーがコンソールでボリュームを表示しようとすると、エラーが発生します。
このセクションでは、コンソールの特定の部分をユーザーが操作できるようになるポリシーを説明しま
す。

Note

コンソールでタスクを実行するために必要な API アクションを探すには、AWS CloudTrail な
どのサービスを使用できます。詳細については、AWS CloudTrail User Guide を参照してくだ
さい。ポリシーにより特定のリソースを作成または変更するアクセス許可が付与されない場
合、コンソールではエンコードされた診断情報のメッセージが表示されます。AWS STS の
DecodeAuthorizationMessage API アクション、または AWS CLI の
decode-authorization-message コマンドを使用してメッセージをデコードできます。

a. 読み取り専用アクセス

ユーザーが Amazon EC2 コンソールですべてリソースを表示するには、上記の例と同じポリシーを使
用します: 1: ユーザーが AWS アカウントに属する Amazon EC2 リソースを一覧表示できるようにす
る(p.501)。別のステートメントによりユーザーにアクセス許可が与えられない限り、ユーザーはリソー
スのアクションを実行したり新しいリソースを作成することができません。

代わりに、リソースのサブセットへの読み取り専用アクセスを提供できます。これを行うには、
ec2:Describe API アクションの * （ワイルドカード）を各リソースの固有の ec2:Describeアク
ションに置き換えます。次のポリシーによりユーザーは Amazon EC2 コンソールですべてのインスタ
ンス、AMI、およびスナップショットを表示できます。ec2:DescribeTagsアクションにより、ユー
ザーはパブリック AMI を表示することができます。プライベート AMI のみを表示する場合は、このア
クションを削除できます。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
         "ec2:DescribeInstances", "ec2:DescribeImages",
         "ec2:DescribeTags", "ec2:DescribeSnapshots"
      ],
      "Resource": "*"
   }
   ]
}

Note

現在、Amazon EC2 ec2:Describe* API アクションは、リソースレベルのアクセス許可をサ
ポートしていません。そのため、ユーザーがコンソールで表示できる個人のリソースを制御で
きません。したがって、上記のステートメントのResourceエレメントには、*（ワイルドカー
ド）が必要です。どの Amazon EC2 API アクションでどの ARN を使用できるかについては、
Amazon EC2 API アクションでサポートされるリソースと条件 (p. 494) を参照してください。

b. EC2 起動ウィザードを使用する
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Amazon EC2 起動ウィザードは、インスタンスを設定し、起動するためのオプションを提供する一連
の画面です。ユーザーがウィザードのオプションを操作できるように、APIアクションを使用するアク
セス許可をポリシーに含める必要があります。ポリシーにそれらのアクションを使用するアクセス許可
が含まれない場合、ウィザードの一部の項目は適切にロードされず、ユーザーは起動を完了できませ
ん。

起動を正常に完了させるには、ユーザーに ec2:RunInstances APIアクションを使用するアクセス許
可を付与し、少なくとも以下の API アクションを使用できるようにする必要があります。

• ec2:DescribeImages: AMI を表示して選択します。
• ec2:DescribeVPCs: 利用可能なネットワークオプション（EC2-Classic と VPC の一覧）を表示し
ます。これは、VPC 内で起動しない場合でも必須です。

• ec2:DescribeSubnets: VPC内で起動している場合、選択したVPCで利用可能なすべてのサブネッ
トを表示します。

• ec2:DescribeSecurityGroupsまたは ec2:CreateSecurityGroup: 既存のセキュリティグルー
プを選択する、または新しいセキュリティグループを作成します。

• ec2:DescribeKeyPairsまたは ec2:CreateKeyPair: 既存のキーペアを選択する、または新しい
キーペアを作成します。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
  "ec2:DescribeInstances", "ec2:DescribeImages",
        "ec2:DescribeKeyPairs","ec2:DescribeVpcs", "ec2:DescribeSubnets", 
        "ec2:DescribeSecurityGroups"
      ],
      "Resource": "*"
    },
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": "*"
    }
   ]
} 
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ポリシーに次のような API アクションを追加して、ユーザーに追加のオプションを提供できます。

• ec2:DescribeAvailabilityZones: EC2Classic内で起動している場合、特定のアベイラビリティ
ゾーンを表示して選択します。

• ec2:DescribeNetworkInterfaces: VPC内で起動している場合、選択したサブネット内に存在す
るネットワークインターフェイスを表示して選択します。

• ec2:CreateTags: インスタンスにタグを追加します。起動ウィザードはデフォルトで Nameのキー
を含むタグをインスタンスに追加しようとします。このアクションを使用するアクセス許可を持たな
いユーザーには、このタグをインスタンスに適用できなかったという警告が表示されます。ただし、
これが起動の成功に影響を与えることはありません。したがって絶対に必要な場合のみユーザーにこ
のアクションを使用するアクセス許可を付与することをお勧めします。

Important

ユーザーに ec2:CreateTagsアクションを使用するアクセス許可を付与するには注意が必
要です。これにより、ec2:ResourceTag条件キーを使用する能力が限定され、他のリソー
スの使用が制限されます。ユーザーは、リソースのタグを変更してその制限を回避できま
す。

現在、Amazon EC2 Describe* API アクションは、リソースレベルのアクセス許可をサポートしてい
ません。そのため、ユーザーが起動ウィザードで表示できる個人のリソースを制限することはできませ
ん。ただし、ec2:RunInstances API アクションにリソースレベルのアクセス許可を適用して、ユー
ザーがインスタンスの起動に使用できるリソースを制限できます。ユーザーが使用する権限がないオプ
ションを選択すると、起動は失敗します。

次のポリシーにより、ユーザーは Amazon が所有する AMI を使用して m1.smallインスタンスを特定
のサブネット（subnet-1a2b3c4d）でのみ起動することができます。ユーザーは sa-east-1 リージョ
ンでのみ起動できます。ユーザーが異なるリージョンを選択するか、起動ウィザードで異なるインスタ
ンスタイプ、AMI、またはサブネットを選択すると、起動は失敗します。

ステートメントの最初の部分では、上記の例に示したように、起動ウィザードでオプションを表示する
アクセス許可がユーザーに付与されます。ステートメントの 2 番目の部分では、ec2:RunInstances
アクションでネットワークインターフェイス、ボリューム、キーペア、セキュリティグループ、サブ
ネットリソースを使用するアクセス許可が付与されます。これは、ユーザーが VPC でインスタンスを
起動するために必要です。ec2:RunInstancesアクションの使用方法の詳細については、「5:特定の
設定でインスタンスを起動する許可をユーザーに与える (p. 504)」を参照してください。ステートメン
トの 3 番目と 4 番目の部分では、インスタンスと AMI リソースを使用するアクセス許可がそれぞれ付
与されますが、インスタンスが m1.smallインスタンスの場合のみ、および AMI が Amazon によって
所有されている場合のみ付与されます。
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{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
         "ec2:DescribeInstances", "ec2:DescribeImages",
         "ec2:DescribeKeyPairs","ec2:DescribeVpcs", "ec2:DescribeSubnets", 
"ec2:DescribeSecurityGroups"
   ],
   "Resource": "*"
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action":"ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:network-interface/*",
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:volume/*",
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:key-pair/*",
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:security-group/*",
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:subnet/subnet-1a2b3c4d"
      ]
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:sa-east-1:111122223333:instance/*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:InstanceType": "m1.small"
         }
      }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": "ec2:RunInstances",
      "Resource": [ 
            "arn:aws:ec2:sa-east-1::image/ami-*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:Owner": "amazon"
         }
      }
   }
   ]
}

c. ボリュームを操作する

次のポリシーは、ボリュームを表示して作成し、特定のインスタンスにボリュームをアタッチ、および
デタッチするアクセス許可をユーザーに付与します。

API Version 2014-02-01
512

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
IAM ポリシー



ユーザーは、"purpose=test"というタグを含むインスタンスに対してどのボリュームもアタッチでき
ます。同様に、それらのインスタンスからボリュームをデタッチすることもできます。Amazon EC2
コンソールを使用してボリュームをアタッチするには、ユーザーに ec2:DescribeInstancesアク
ションを使用するアクセス許可があると、[Attach Volume] ダイアログボックスのあらかじめ用意され
たリストからインスタンスを選択できるため、役立ちます。ただし、これにより、コンソールの
[Instances]ページでもすべてのインスタンスが表示されるため、このアクションを省略することもでき
ます。

ステートメントの最初の部分の ec2:DescribeVolumeStatusおよび
ec2:DescribeAvailabilityZonesアクションは、コンソールでボリュームを正しく表示するため
に必須です。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:DescribeVolumes", "ec2:DescribeVolumeStatus", 
  "ec2:DescribeAvailabilityZones", "ec2:CreateVolume", 
  "ec2:DescribeInstances"
      ],
      "Resource": "*"
    },
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:AttachVolume",
        "ec2:DetachVolume"
      ],
      "Resource": "arn:aws:ec2:region:111122223333:instance/*",
      "Condition": {
        "StringEquals": {
          "ec2:ResourceTag/purpose": "test"
        }
     }
   },
   {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:AttachVolume",
        "ec2:DetachVolume"
      ],
      "Resource": "arn:aws:ec2:region:111122223333:volume/*"
 }    
   ]
}

d. セキュリティグループを操作する
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次のポリシーは、AmazonEC2コンソールでセキュリティグループを表示し、タグDepartment=Test
を含む既存のセキュリティグループに対してインバウンドおよびアウトバウンドのルールを追加および
削除するアクセス許可をユーザーに付与します。

Note

EC2-Classic セキュリティグループのアウトバウンドルールを変更することはできません。セ
キュリティグループの詳細については、Amazon EC2セキュリティグループ (p. 477) を参照し
てください。

ステートメントの最初の部分のec2:DescribeTagsアクションにより、ユーザーはコンソールでタグ
を表示できます。これにより、ユーザーは変更できるセキュリティグループをより簡単に識別できま
す。

{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
         "ec2:DescribeSecurityGroups", "ec2:DescribeTags"
      ],
      "Resource": "*"
    },
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
         "ec2:AuthorizeSecurityGroupIngress", "ec2:RevokeSecurityGroupIngress",

         "ec2:AuthorizeSecurityGroupEgress", "ec2:RevokeSecurityGroupEgress"
      ],
      "Resource": [
         "arn:aws:ec2:region:111122223333:security-group/*"
      ],
      "Condition": {
         "StringEquals": {
            "ec2:ResourceTag/Department": "Test"
         }
      }
   }
   ]
}

ユーザーが Amazon EC2 コンソールの [Create Security Group] ダイアログボックスを使用して作業で
きるようにするポリシーを作成できます。このダイアログボックスを使用するには、ユーザーに少なく
とも以下の API アクションを使用するアクセス許可を付与する必要があります。

• ec2:CreateSecurityGroup: 新しいセキュリティグループを作成するには.
• ec2:DescribeVpcs: [VPC] リストに既存の VPC のリストを表示します。VPC のセキュリティグ
ループを作成していなくてもこのアクションは必須です。

これらのアクセス許可で、ユーザーは新しいセキュリティグループを正常に作成できますが、ルールを
追加することはできません。[Create Security Group] ダイアログボックスでルールを操作するには、ポ
リシーに次の API アクションを追加します。
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• ec2:AuthorizeSecurityGroupIngress: インバウンドルールを追加します。
• ec2:AuthorizeSecurityGroupEgress: VPC セキュリティグループにアウトバウンドルールを追
加します。

• ec2:RevokeSecurityGroupIngress: 既存のインバウンドルールを変更または削除します。これ
は、ユーザーがコンソールで [Copy to new] 機能を使用する場合に役に立ちます。この機能により、
[Create Security Group] ダイアログボックスが開き、選択したセキュリティグループと同じルールが
追加されます。

• ec2:RevokeSecurityGroupEgress: VPCセキュリティグループのアウトバウンドルールを変更ま
たは削除します。これは、すべてのアウトバウンドトラフィックを許可するデフォルトのアウトバウ
ンドルールを変更または削除する場合に役に立ちます。

• ec2:DeleteSecurityGroup: 無効なルールを保存できない状況に対応します。ユーザーが無効な
ルールを持つセキュリティグループを作成する場合、コンソールは最初にセキュリティグループを作
成し、ルールを追加しようとします。ルールの追加に失敗した後、セキュリティグループは削除され
ます。ユーザーには [Create Security Group] ダイアログボックスにエラーが表示されたままです。
ルールは一覧に表示されたままなので、ユーザーは無効なルールを修正し、セキュリティグループを
再作成してみることができます。この API アクションは必須ではありませんが、ユーザーにこのア
クションを使用するアクセス許可が付与されておらず、無効なルールを持つセキュリティグループを
作成しようとすると、ルールのないセキュリティグループが作成され、後でルールを追加することが
必要になります。

現在、ec2:CreateSecurityGroup API アクションは、リソースのレベルのアクセス許可をサポート
していません。ただし、ec2:AuthorizeSecurityGroupIngressおよび
ec2:AuthorizeSecurityGroupEgressアクションにリソースレベルのアクセス許可を適用してルー
ルを作成する方法を制御できます。

次のポリシーは、[CreateSecurityGroup]ダイアログボックスを使用し、特定のVPC（vpc-1a2b3c4d）
に関連付けられたセキュリティグループに対してインバウンドおよびアウトバウンドのルールを作成す
るアクセス許可をユーザーに付与します。ユーザーはEC2-Classic または別のVPCのセキュリティグ
ループを作成できますが、ルールを追加することはできません。同様に、ユーザーはVPCvpc-1a2b3c4d
に関連付けられていないの既存のセキュリティグループにルールを追加することもできません。ユー
ザーには、コンソールですべてのセキュリティグループを表示するアクセス許可も付与されます。これ
により、ユーザーはインバウンドルールを追加するセキュリティグループをより簡単に識別できるよう
になります。

このポリシーは、ユーザーにVPC vpc-1a2b3c4dに関連付けられたセキュリティグループを削除する
アクセス許可も付与します。

API Version 2014-02-01
515

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
IAM ポリシー



{
   "Version": "2012-10-17",
   "Statement": [{
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:DescribeSecurityGroups", "ec2:CreateSecurityGroup", "ec2:De 
scribeVpcs"
      ],
      "Resource": "*"
    },
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "ec2:DeleteSecurityGroup", "ec2:AuthorizeSecurityGroupIngress", 
"ec2:AuthorizeSecurityGroupEgress"
      ],
      "Resource": "arn:aws:ec2:region:111122223333:security-group/*",
      "Condition":{
         "ArnEquals": {
            "ec2:Vpc": "arn:aws:ec2:region:111122223333:vpc/vpc-1a2b3c4d"
         }
      }
    }
   ]
}

Amazon EC2 の IAM ロール
Abstract

IAM ロールを作成して、それを Amazon EC2 インスタンスに割り当てると、アプリケーションは、セキュリティ
が確保された API リクエストを実行することを許可します。

アプリケーションはAWS認証情報でAPIリクエストに署名する必要があります。したがって、アプリ
ケーション開発者である場合、EC2 インスタンスで実行するアプリケーションの認証情報を管理する
戦略が必要です。例えば、インスタンスにAWS認証情報を安全に配布することができ、他のユーザー
から保護しながら、インスタンスのアプリケーションを有効にし、リクエストに署名するために認証情
報を使用できます。ただし、各インスタンスに認証情報を安全に配布することは難しく、特にAWSが
代理で作成するスポットインスタンスや Auto Scaling グループのインスタンスなどではそれが顕著で
す。また、AWS認証情報を循環させる場合、各インスタンスの認証情報を更新できる必要もあります。

アプリケーションが使用するセキュリティ認証情報をお客様が管理する必要なく、アプリケーションが
インスタンスから API リクエストを安全に作成できるように、IAM ロールをデザインしました。AWS
認証情報を作成および配布する代わりに、以下の IAM ロールを使用して API リクエストを作成するア
クセス許可を委任できます。

1. IAM ロールを作成する
2. ロールを行うアカウントまたは AWS サービスを定義する
3. ロールを仮定してからアプリケーションが使用できる API アクションおよびリソースを定義する
4. インスタンスを起動する際にロールを指定する
5. 一時的な認証情報のセットを取得およびそれらを使用するアプリケーションを入手する

例えば、IAM ロールを使用し、Amazon S3 のバケットを使用する必要のあるインスタンスで実行中の
アプリケーションに、アクセス許可を与えることができます。
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JSON形式のポリシーを作成することにより、IAMロールのアクセス許可を指定できます。これらのポ
リシーは、IAMユーザー用に作成するポリシーに類似しています。ロールに変更を加えると、認証情報
の管理が単純化され、変更がすべてのインスタンスに反映されます。

Note

ロールを既存のインスタンスに割り当てることはできません。ロールは新しいインスタンスを
起動するときのみ指定できます。

IAM ロールの作成と使用の詳細については、IAM を使用するガイドの Roles を参照してください。

Topics
• インスタンスメタデータからセキュリティ認証情報を取得する (p. 517)
• IAM ロールを使用してインスタンスを起動するための、IAM ユーザーアクセス許可の付与 (p. 518)
• コンソールから IAM ロールを使用してインスタンスを起動する (p. 518)
• AWS CLI から IAM ロールを使用してインスタンスを起動する (p. 519)
• AWS SDK を使用して IAM ロールでインスタンスを起動する (p. 521)

インスタンスメタデータからセキュリティ認証情報を取得する
インスタンスのアプリケーションは、インスタンスメタデータアイテム
iam/security-credentials/role-name のロールから提供されたセキュリティ認証情報を取得しま
す。アプリケーションには、ロールに関連付けられたセキュリティ認証情報によって、ロールに対して
定義したアクションおよびリソースのアクセス許可が付与されます。これらのセキュリティ認証情報は
一時的なものであり、私たちが自動的に循環させます。新しい認証情報は、古い認証情報が失効する少
なくとも 5 分前から有効になるようにします。

Warning

IAMロールでインスタンスメタデータを使用するサービスを使用する場合は、サービスがHTTP
呼び出しを行うときに、お客様の認証情報が公開されないように注意する必要があります。認
証情報を公開できるサービスには、HTTP プロキシ、HTML/CSS 検証サービス、および XML
インクルードをサポートする XML プロセッサーなどがあります。

以下のコマンドでは、s3accessという名前の IAM ロールのセキュリティ認証情報を取得します。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/iam/security-credentials/s3access

出力例を次に示します。

{
  "Code" : "Success",
  "LastUpdated" : "2012-04-26T16:39:16Z",
  "Type" : "AWS-HMAC",
  "AccessKeyId" : "AKIAIOSFODNN7EXAMPLE",
  "SecretAccessKey" : "wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY",
  "Token" : "token",
  "Expiration" : "2012-04-27T22:39:16Z"
}

インスタンスのメタデータの詳細については、「インスタンスメタデータとユーザーデータ (p. 289)」
を参照してください。一時的な認証情報の詳細については、IAMドキュメントの一時的なセキュリティ
認証情報の使用を参照してください。
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IAM ロールを使用してインスタンスを起動するための、IAM
ユーザーアクセス許可の付与
IAM ユーザーが IAM ロールでインスタンスを起動できるようにするには、ロールをインスタンスにわ
たすユーザーアクセス許可を与える必要があります。

例えば以下の IAM ポリシーは、s3accessという名前の IAM ロールを使用してインスタンスを起動す
るアクセス許可をユーザーに与えます。

{
    "Version": "2012-10-17",
    "Statement": [{
        "Effect": "Allow",
        "Action": "iam:PassRole",
        "Resource": "arn:aws:iam::123456789012:role/s3access"
    }]
}

または、ポリシー内でリソースを「*」と指定することで、IAMユーザーに対し、お客様のすべてのロー
ルへのアクセス許可を与えることができます。ただし、お客様のロール（既存のロールおよび今後作成
するロールを含む）を使用してインスタンスを起動するユーザーに、必要ではない、または与えるべき
ではないアクセス許可が与えられる可能性があることを考慮してください。

詳細については、IAMを使用するガイドのPermissions Required for Using Roles with Amazon EC2 を
参照してください。

コンソールからIAMロールを使用してインスタンスを起動する
ロールでインスタンスを起動するには、事前に IAM ロールを作成する必要があります。

Important

IAMロールを作成した後、適切なアクセス許可が反映されるまで数秒ほどかかります。ロール
を使用した最初のインスタンスの起動が失敗した場合は、数秒待ってからもう一度試してくだ
さい。詳細については、IAM を使用するの Troubleshooting Working with Roles を参照してく
ださい。

AWS Management Console から IAM ロールを使用してインスタンスを起動するには

1. IAM ロールを作成する

a. IAM コンソールを開きます。
b. ナビゲーションペインで[Roles]をクリックし、続いて[CreateNewRole]をクリックします。
c. 最初の[CONFIGUREROLE]ページで、役割の名前を入力して[Continue]をクリックします。
d. 2 番目の [CONFIGURE ROLE] ページで、[Amazon EC2] の隣にある [Select] をクリックしま

す。
e. [SETPERMISSIONS]ページで、グループのポリシーを指定します。ポリシーテンプレートを

選択するか、カスタムポリシーを作成できます。例えば、Amazon EC2 では以下のポリシー
テンプレートのいずれかが、ニーズを満たす場合があります。

• パワーユーザーアクセス
• 読み取り専用アクセス
• Amazon EC2 フルアクセス
• Amazon EC2 読み取り専用アクセス
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カスタムポリシーを作成する詳細については、AmazonEC2のIAMポリシー(p. 488)を参照し
てください。

f. 2番目の[SETPERMISSIONS]ページでは、自動的に生成されたポリシー名を任意の名前に変
更できます。ポリシードキュメントで詳細を確認し、[Continue] をクリックします。

g. ロール情報を確認し、必要に応じてロールを編集し、[Create Role] をクリックします。

2. IAM ロールを使用してインスタンスを起動します。

a. Amazon EC2 コンソールを開きます。
b. ダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
c. AMI を選択し、インスタンスタイプを選択してから、[Next: Configure Instance Details] をク

リックします。
d. [Configure Instance Details] ページで、作成した IAM ロールを [IAM role] リストから選択しま

す。
e. その他の詳細を設定し、ウィザードの残りの部分の指示にしたがうか、または [Review and

Launch] をクリックしてデフォルト設定を許可し、直接 [Review Instance Launch] ページに移
動します。

f. 設定を確認し、[Launch] をクリックして、キーペアを選択し、インスタンスを起動します。

3. アプリケーションで Amazon EC2 API アクションを使用している場合、インスタンスで有効にさ
れている AWS セキュリティ認証情報を取得し、それを使用しリクエストに署名します。これは
AWS SDK によって実行されますのでご注意ください。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/iam/security-credentials/role_name

AWS CLI から IAM ロールを使用してインスタンスを起動する
ロールでインスタンスを起動するには、事前に IAM ロールを作成する必要があります。

Important

IAMロールを作成した後、適切なアクセス許可が反映されるまで数秒ほどかかります。ロール
を使用した最初のインスタンスの起動が失敗した場合は、数秒待ってからもう一度試してくだ
さい。詳細については、IAM を使用するの Troubleshooting Working with Roles を参照してく
ださい。

IAM および Amazon EC2 CLI を使用して IAM ロールでインスタンスを起動するには

1. Amazon S3 バケットの使用を許可するポリシーを設定した IAM ロールを作成します。

a. 以下の信頼ポリシーを作成し、ec2-role-trust-policy.jsonという名前のテキストファ
イルに保存します。

{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement": [
    {
      "Effect": "Allow",
      "Principal": { "Service": "ec2.amazonaws.com"},
      "Action": "sts:AssumeRole"
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    }
  ]
}

b. s3accessロールを作成します。作成した信頼ポリシーを指定します。

aws iam create-role --role-name s3access --assume-role-policy-document 
file://ec2-role-trust-policy.json
{
    "Role": {
        "AssumeRolePolicyDocument": {
            "Version": "2012-10-17",
            "Statement": [
                {
                    "Action": "sts:AssumeRole",
                    "Effect": "Allow",
                    "Principal": {
                        "Service": "ec2.amazonaws.com"
                    }
                }
            ]
        },
        "RoleId": "AROAIIZKPBKS2LEXAMPLE",
        "CreateDate": "2013-12-12T23:46:37.247Z",
        "RoleName": "s3access",
        "Path": "/",
        "Arn": "arn:aws:iam::123456789012:role/s3access"
    }
}

c. アクセスポリシーを作成し、ec2-role-access-policy.jsonという名前のテキストファイ
ルに保存します。例えば、このポリシーは、インスタンスで実行しているアプリケーションに
対し、Amazon S3 の管理権限を与えます。

{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement": [
    {
      "Effect": "Allow",
      "Action": ["s3:*"],
      "Resource": ["*"]
    }
  ]
}

d. アクセスポリシーをロールに付与します。

aws iam put-role-policy --role-name s3access --policy-name S3-Permissions
 --policy-document file://ec2-role-access-policy.json

e. s3access-profileという名前のインスタンスプロファイルを作成します。
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aws iam create-instance-profile --instance-profile-name S3-Permissions
{
    "InstanceProfile": {
        "InstanceProfileId": "AIPAJTLBPJLEGREXAMPLE",
        "Roles": [],
        "CreateDate": "2013-12-12T23:53:34.093Z",
        "InstanceProfileName": "S3-Permissions",
        "Path": "/",
        "Arn": "arn:aws:iam::123456789012:instance-profile/S3-Permissions"

    }
}

f. s3access-profileインスタンスプロファイルに s3accessロールを追加します。

aws iam add-role-to-instance-profile --instance-profile-name S3-Permis 
sions --role-name s3access

これらのコマンドの詳細については、AWSCommand Line InterfaceReferenceにあるcreate-role、
put-role-policy および create-instance-profile を参照してください。

2. インスタンスプロファイルを使用してインスタンスを起動します。以下の例では、インスタンスプ
ロファイルを使用して t1.microインスタンスを起動する方法を示しています。

aws ec2 run-instances --instance-type t1.micro --image-id ami-e565ba8c --
iam-instance-profile Name="S3-Permissions" --key-name my-key-pair --security-
groups my-security-group

詳細については、AWSCommand Line Interface Referenceの run-instancesを参照してください。
3. アプリケーションで Amazon EC2 API アクションを使用している場合、インスタンスで有効にさ

れている AWS セキュリティ認証情報を取得し、それを使用しリクエストに署名します。これは
AWS SDK によって実行されますのでご注意ください。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/iam/security-credentials/role_name

AWS SDK を使用して IAM ロールでインスタンスを起動する
AWS SDK を使用しアプリケーションに書き込みを行う場合、現在のインスタンスと関連付けられた
ロールから一時的なセキュリティ認証情報を自動的に取得します。AWSSDKドキュメントには、アプ
リケーションがAmazon S3バケットを読み取れるように IAMロールからセキュリティ認証情報をどの
ように使用できるかを示すチュートリアルが含まれています。詳細については、次の SDK ドキュメン
トのトピックを参照してください。

• Using IAM Roles for EC2 Instances with the SDK for Java
• Using IAM Roles for EC2 Instances with the SDK for .NET
• Using IAM Roles for EC2 Instances with the SDK for PHP
• Using IAM Roles for EC2 Instances with the SDK for Ruby
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インスタンス用の受信トラフィックの認可
Abstract

セキュリティグループを作成して、AmazonEC2インスタンスに到達可能なネットワークトラフィックを制御しま
す。

インスタンスへのネットワークアクセスを有効にするには、インスタンスへのインバウンドトラフィッ
クを許可する必要があります。インバウンドトラフィック用のポートを開くには、起動時にインスタン
スに関連付けたセキュリティグループにルールを追加します。

以下の表に、トラフィックを許可するために設定する必要のあるルールを示します。ドキュメントに
は、コンピュータのパブリック IP アドレスからのトラフィックを許可する方法が示されています。追
加の IP アドレス範囲からのトラフィックを許可するには、許可する範囲ごとにルールを追加します。

ドキュメントプロトコルお客様のインスタンス

受信SSHトラフィックのルールの追加Linuxイン
スタンスへ (p. 522)

SSH（ポート 22）Linux

受信RDPトラフィックのルールをWindowsイン
スタンスに追加する (p. 523)

RDP（ポート 3389）Windows

開始する前に
例えば、単一のホストや信頼する特定のネットワークなど、インスタンスへのアクセスを必要とする
ユーザーを決定します。この場合、Amazon は、お客様のローカルシステムのパブリック IP アドレス
を使用します。サービスを使用して、ローカルコンピュータのパブリックIPアドレスを取得できます。
例えば、次のサービスが提供されています。http://checkip.amazonaws.com/IP アドレスを提供する別
のサービスを検索するには、検索フレーズ「what is my IP address」を使用します。ISP 経由で、また
はファイアウォールの内側から静的なIPアドレスなしで接続している場合は、クライアントコンピュー
タで使用されている IP アドレスの範囲を見つける必要があります。

Caution

0.0.0.0/0を使うと、すべての IPアドレスからSSHやRDP経由でインスタンスにアクセス
することが許可されます。これはテスト環境で短時間なら許容できますが、実稼働環境で行う
のは安全ではありません。実稼働環境では、特定の IP アドレスまたは特定のアドレス範囲に
のみ、インスタンスへのアクセスを限定します。

セキュリティグループの詳細については、「Amazon EC2セキュリティグループ (p. 477)」を参照して
ください。

受信 SSH トラフィックのルールの追加Linux インスタンスへ
セキュリティグループは、関連付けられたインスタンスのファイアウォールとして動作し、インバウン
ドトラフィックとアウトバウンドトラフィックの両方をインスタンスレベルでコントロールします。
SSHを使用して IPアドレスからインスタンスに接続できるようにするためのルールをセキュリティグ
ループに追加します。

コンソールを使用して、インバウンド SSH トラフィック用のルールをセキュリティグループ
に追加するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで [Instances] をクリックします。インスタンス
を選択し、[Description] タブを確認します。[Security groups] リストに、インスタンスに関連付け

API Version 2014-02-01
522

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
ネットワークアクセス

http://checkip.amazonaws.com/


られたセキュリティグループが表示されます。[view rules] をクリックして、インスタンスに対し
て有効なルールのリストを表示します。

2. ナビゲーションペインで、[SecurityGroups]をクリックします。インスタンスに関連付けられてい
るセキュリティグループのいずれかを選択します。

3. 詳細ペインの[Inbound]タブで、[Edit]をクリックします。ダイアログで[AddRule]をクリックし、
[Type] リストから [SSH] を選択します。

4. [Source] フィールドで、コンピュータのパブリック IP アドレスを CIDR 表記で指定します。例え
ば、IP アドレスが 203.0.113.25の場合、この単一の IP アドレスを CIDR 表記でリストするに
は 203.0.113.25/32と指定します。会社が特定の範囲からアドレスを割り当てている場合、範
囲全体（203.0.113.0/24など）を指定します。

IP アドレスを見つける方法については、開始する前に (p. 522) を参照してください。
5. [Save] をクリックします。

コマンドラインを使用してセキュリティグループにルールを追加するには

次のコマンドの1つを使用できます。このコマンドは、インスタンスではなく、ローカルシステムで実
行されていることを確認してください。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、
「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」を参照してください。

• authorize-security-group-ingress（AWS CLI）
• ec2-authorize（Amazon EC2 CLI）
• Grant-EC2SecurityGroupIngress（AWS Tools for Windows PowerShell）

受信RDPトラフィックのルールをWindowsインスタンスに追
加する
セキュリティグループは、関連付けられたインスタンスのファイアウォールとして動作し、インバウン
ドトラフィックとアウトバウンドトラフィックの両方をインスタンスレベルでコントロールします。
RDPを使用してIPアドレスからWindowsインスタンスに接続できるようにするためのルールをセキュ
リティグループに追加します。

コンソールを使用して、インバウンド RDP トラフィック用のルールをセキュリティグループ
に追加するには

1. Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインで [Instances] をクリックします。インスタンス
を選択し、[Description] タブを確認します。[Security groups] リストに、インスタンスに関連付け
られたセキュリティグループが表示されます。[view rules] をクリックして、インスタンスに対し
て有効なルールのリストを表示します。

2. ナビゲーションペインで、[SecurityGroups]をクリックします。インスタンスに関連付けられてい
るセキュリティグループのいずれかを選択します。

3. 詳細ペインの[Inbound]タブで、[Edit]をクリックします。ダイアログで[AddRule]をクリックし、
[Type] リストから [RDP] を選択します。

4. [Source] フィールドで、コンピュータのパブリック IP アドレスを CIDR 表記で指定します。例え
ば、IP アドレスが 203.0.113.25の場合、この単一の IP アドレスを CIDR 表記でリストするに
は 203.0.113.25/32と指定します。会社が特定の範囲からアドレスを割り当てている場合、範
囲全体（203.0.113.0/24など）を指定します。

IP アドレスを見つける方法については、開始する前に (p. 522) を参照してください。
5. [Save] をクリックします。
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コマンドラインを使用してセキュリティグループにルールを追加するには

次のコマンドの1つを使用できます。このコマンドは、インスタンスではなく、ローカルシステムで実
行されていることを確認してください。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、
「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」を参照してください。

• authorize-security-group-ingress（AWS CLI）
• ec2-authorize（Amazon EC2 CLI）
• Grant-EC2SecurityGroupIngress（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスへのセキュリティグループの割り当て
インスタンスを起動する際に、インスタンスにセキュリティグループを割り当てることができます。
ルールを追加または削除すると、それらの変更は、そのセキュリティグループを割り当てたすべてのイ
ンスタンスに自動的に適用されます。

EC2-Classicでインスタンスを起動した後でセキュリティグループを変更することはできません。VPC
でインスタンスを起動した後、そのセキュリティグループを変更することができます。詳細について
は、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドのChanging an Instance's Security Groups を参照し
てください。

Amazon EC2 と Amazon Virtual Private Cloud
（VPC）

Abstract

Amazon EC2 インスタンスを VPC で起動して、インスタンスで追加の機能を利用します。

Amazon Virtual Private Cloud（Amazon VPC）を使用すると、アマゾンウェブサービス（AWS）クラ
ウド内の独自の論理的に分離された領域仮想ネットワーク（Virtual Private Cloud（VPC）とも呼ばれ
ます）を定義できます。AWSのリソース（インスタンスなど）をVPC内部で起動できます。VPCは、
お客様自身のデータセンターで運用される可能性のある従来のネットワークによく似ていますが、AWS
のスケーラブルなインフラストラクチャを使用できるというメリットがあります。お客様の VPC はお
客様が設定できます。例えば、IP アドレス範囲の選択、サブネットの作成、ルートテーブル、ネット
ワークゲートウェイ、セキュリティの設定などが可能です。VPC のインスタンスをインターネットに
接続できます。VPCを自社のデータセンターに接続できるので、AWSクラウドをデータセンターの拡
張のように活用できます。各サブネットでのリソースの保護には、セキュリティグループ、ネットワー
クアクセスコントロールリストなど、複数のセキュリティレイヤーを使用できます。詳細については、
Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドを参照してください。

VPC を使用する利点
EC2-Classic の代わりに VPC でインスタンスを起動すると、次が可能になります。

• 開始から停止までの間に維持される静的プライベート IP アドレスをインスタンスに割り当てる
• 複数の IP アドレスをインスタンスに割り当てる
• ネットワークインターフェイスを定義し、1つまたは複数のネットワークインターフェイスをインス
タンスに割り当てる

• 実行中にインスタンスのセキュリティグループメンバーシップを変更する
• インスタンスからのアウトバウンドトラフィックを制御し（egress フィルタリング）、インスタン
スへのインバウンドトラフィックを制御する（ingress フィルタリング）
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• ネットワークアクセスコントロールリスト（ACL）の形でインスタンスにアクセス制御の層を追加す
る

• 単一テナントハードウェアでインスタンスを実行する

EC2-Classic と EC2-VPC の違い
インスタンスはサポートされる 2つのプラットフォームである、EC2-Classic と EC2-VPCのいずれか
で実行されます。お客様のAWSアカウントでは、インスタンスを両方のプラットフォームで起動でき
る場合と、EC2-VPC だけで起動できる場合があり、どちらになるかはリージョンごとに異なります。
インスタンスを起動できるのが EC2-VPC だけである場合は、デフォルトの VPC が自動的に作成され
ます。デフォルトの VPC では、EC2-VPC の高度な機能と EC2-Classic の使いやすさという両方のメ
リットを得られます。詳細については、「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

次の表は、EC2-Classic で起動したインスタンス、デフォルト VPC で起動したインスタンス、デフォ
ルトではない VPC で起動したインスタンスの違いをまとめたものです。

デフォルトではない VPCデフォルト VPCEC2-Classic特徴

インスタンスは、起動時に
別のアドレスを指定した場
合を除き、パブリック IP
アドレスをデフォルトで受
け取りません。

デフォルトサブネットで起
動したインスタンスは、パ
ブリック IP アドレスをデ
フォルトで受け取ります。
ただし、起動時に別のアド
レスを指定した場合を除き
ます。

インスタンスはパブリック
IP アドレスを受け取りま
す。

パブリック IP
アドレス
（Amazon の
パブリック IP
アドレスプー
ルより）

インスタンスは VPC のア
ドレス範囲から静的プライ
ベート IP アドレスを受け
取ります。

インスタンスはデフォルト
VPCのアドレス範囲から静
的プライベート IP アドレ
スを受け取ります。

インスタンスは、起動する
たびに、EC2-Classic の範
囲に含まれるプライベート
IP アドレスを受け取りま
す。

プライベート
IP アドレス

複数のプライベート IP ア
ドレスを1つのインスタン
スに割り当てることができ
ます。

複数のプライベート IP ア
ドレスを1つのインスタン
スに割り当てることができ
ます。

1 つのインスタンスには 1
つのプライベート IP アド
レスを選択します。複数の
IPアドレスはサポートされ
ません。

複数のプライ
ベート IPアド
レス

停止しても、EIP とインス
タンスの関連付けが維持さ
れます。

停止しても、EIP とインス
タンスの関連付けが維持さ
れます。

停止すると、EIP とインス
タンスの関連付けが解除さ
れます。

Elastic IP アド
レス

DNSホスト名はデフォルト
で無効化されています。

DNS ホスト名はデフォル
トで有効化されています。

DNS ホスト名はデフォル
トで有効化されています。

DNS ホスト名

セキュリティグループは、
VPCのみのセキュリティグ
ループを参照できます。

VPC ごとに最大 100 のセ
キュリティグループを作成
できます。

セキュリティグループは、
VPCのみのセキュリティグ
ループを参照できます。

VPC ごとに最大 100 のセ
キュリティグループを作成
できます。

セキュリティグループは、
その他の AWS アカウント
に属するセキュリティグ
ループを参照できます。

リージョンごとに最大500
のセキュリティグループを
作成できます。

セキュリティ
グループ
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デフォルトではない VPCデフォルト VPCEC2-Classic特徴

最大5つのセキュリティグ
ループを1つのインスタン
スに割り当てることができ
ます。

セキュリティグループをイ
ンスタンスに割り当てられ
るのは、インスタンスの起
動時と実行中です。

最大5つのセキュリティグ
ループを1つのインスタン
スに割り当てることができ
ます。

セキュリティグループをイ
ンスタンスに割り当てられ
るのは、インスタンスの起
動時と実行中です。

インスタンスを起動する
際、セキュリティグループ
をいくつでも割り当てるこ
とができます。

実行中のインスタンスのセ
キュリティグループは変更
できません。割り当て済み
のセキュリティグループの
ルールを変更するか、イン
スタンスを新しいインスタ
ンスと置き換える必要があ
ります（置き換えるには、
まずインスタンスからAMI
を作成し、このAMIから、
目的のセキュリティグルー
プを使用して新しいインス
タンスを起動し、元のイン
スタンスから Elastic IP ア
ドレスに関連付けられてい
るものをすべて解除し、新
しいインスタンスに関連付
け、その後、元のインスタ
ンスを終了します）。

セキュリティ
グループの関
連付け

インバウンドトラフィック
とアウトバウンドトラ
フィックのルールを追加で
きます。

最大 50 のルールをセキュ
リティグループに追加でき
ます。

インバウンドトラフィック
とアウトバウンドトラ
フィックのルールを追加で
きます。

最大 50 のルールをセキュ
リティグループに追加でき
ます。

インバウンドトラフィック
のみにルールを追加できま
す。

最大100のルールをセキュ
リティグループに追加でき
ます。

セキュリティ
グループの
ルール

共有ハードウェアまたはシ
ングルテナントハードウェ
アでインスタンスを実行で
きます。

共有ハードウェアまたはシ
ングルテナントハードウェ
アでインスタンスを実行で
きます。

インスタンスは共有ハード
ウェアで実行されます。

Instance
Option

Amazon VPC ドキュメント
Amazon VPC に関する詳細は、Amazon VPC ドキュメントを参照してください。

説明ガイド

Amazon VPC の実践的入門を提供します。Amazon Virtual Private Cloud 入門ガイド

AmazonVPCの使用方法に関する詳細を提供しま
す。

Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイド

ネットワーク管理者がカスタマーゲートウェイを
設定する際に役立ちます。

Amazon Virtual Private Cloudネットワーク管理者
ガイド
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サポートされているプラットフォーム
Abstract

AWS アカウントによってサポートされるプラットフォームでインスタンスを起動します。

Amazon EC2は以下のプラットフォームをサポートします。お客様のAWSアカウントでは、インスタ
ンスを両方のプラットフォームで起動できる場合と、EC2-VPC だけで起動できる場合があり、どちら
になるかはリージョンごとに異なります。

説明導入時期プラット
フォーム

お客様のインスタンスは他のユーザー様と共有する単一の
フラットネットワーク内で稼働します。

AmazonEC2のオリジナル
リリース

EC2-Classic

お客様のインスタンスはご自分のAWSアカウントから論
理的に独立した仮想プライベートクラウド（VPC）内で稼
働します。

AmazonVPCのオリジナル
リリース

EC2-VPC

Amazon EC2 コンソールでサポートされるプラットフォーム
Amazon EC2 コンソールを見れば、指定したリージョンでインスタンスを起動可能なプラットフォー
ムや、そのリージョンにデフォルト VPC があるかどうかがわかります。

使用するリージョンがナビゲーションバーで選択されていることを確認してください。Amazon EC2
コンソールダッシュボードの [Account Attributes] の下にある [Supported Platforms] を探します。そこ
に値が 2 つ（EC2と VPC）あれば、どちらのプラットフォームにもインスタンスを起動できます。値
が 1 つ（VPC）なら、EC2-VPC にのみインスタンスを起動できます。

インスタンスを起動できるのが EC2-VPC だけである場合は、デフォルトの VPC が自動的に作成され
ます。これで、お客様がインスタンスを起動するときは、デフォルトの VPC で起動されるようになり
ます。ただし、お客様が非デフォルト VPC を作成してその VPC でインスタンスを起動するよう指定
した場合を除きます。

EC2-VPC

ダッシュボードの[Account Attributes]に次のように表示される場合は、アカウントがEC2-VPCプラッ
トフォームのみをサポートし、識別子 vpc-1a2b3c4dのデフォルトの VPC があることを示します。

アカウントがEC2-VPCだけをサポートしている場合は、起動ウィザードを使用してインスタンスを起
動するときに、[Network] リストで VPC を選択し、[Subnet] リストでサブネットを選択できます。

EC2-Classic、EC2-VPC

ダッシュボードの [Account Attributes] に次のように表示される場合は、アカウントが EC2-Classic と
EC2-VPC の両方のプラットフォームをサポートすることを示します。
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アカウントがEC2-ClassicとEC2-VPCをサポートしている場合は、[Network]リストから [Launch into
EC2-Classic] を選択すると、起動ウィザードが EC2-Classic を起動します。VPC で起動するには、
[Network] リストで VPC を選択し、[Subnet] リストでサブネットを選択します。

関連トピック

インスタンスを起動できるプラットフォームを確認する方法の詳細については、『AmazonVirtualPrivate
Cloud ユーザーガイド』の「Detecting Your Supported Platforms」を参照してください。

EC2-Classic と EC2-VPC の違い
EC2-Classic では、共有プライベート IP アドレス範囲のプライベート IP アドレスが各インスタンスに
割り当てられます。また、Amazon は各インスタンスに、Amazon のパブリック IP アドレスのプール
からパブリックIPアドレスを割り当てます。インスタンスは、AWSネットワークエッジを通してイン
ターネットに直接アクセスします。

EC2-VPC では、お客様の VPC のプライベート IP アドレス範囲のプライベート IP アドレスが各イン
スタンスに割り当てられます。お客様は、お客様のVPCのIPアドレス範囲、サブネット、ルーティン
グ、ネットワークゲートウェイ、ネットワーク ACL、セキュリティグループを制御できます。インス
タンスが起動している間にパブリック IP アドレスを受け取るかどうかを指定できます。パブリック IP
アドレスまたは Elastic IP アドレスが割り当てられたインスタンスは、AWS ネットワークエッジにア
タッチされている論理インターネットゲートウェイを通してインターネットにアクセスできます。
EC2-VPCの詳細については、「What is AmazonVPC?」を参照してください（『AmazonVirtual Private
Cloud ユーザーガイド』）。

次の図では、各プラットフォームのインスタンスを示します。次のことに注意してください。

• インスタンスC1、C2、C3、C4は、EC2-Classic プラットフォーム内にあります。C1と C2は 1つ
のアカウントによって起動され、C3 と C4 はそれとは異なるアカウントによって起動されました。
これらのインスタンスは、相互に通信したり、インターネットに直接アクセスしたり、AmazonSimple
Storage Service（Amazon S3）などの他のサービスにアクセスしたりできます。

• インスタンス V1 と V2 は、EC2-VPC プラットフォームの同じ VPC内の異なるサブネットにありま
す。これらは VPC を所有するアカウントによって起動されました。他のアカウントはこの VPC で
はインスタンスを起動できません。これらのインスタンスは、相互に通信でき、インターネットゲー
トウェイを通してEC2-Classic内のインスタンス、その他のサービス（AmazonS3など）、インター
ネットにアクセスできます。
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EC2-Classic と EC2-VPCの相違点の詳細については、「Amazon EC2と Amazon Virtual Private Cloud
（VPC） (p. 524)」を参照してください。

Amazon EC2 インスタンスの IP アドレッシング
Abstract

インスタンスが EC2 または VPC のどちらで起動されたかに応じて、Amazon EC2 がパブリック IP アドレス、プ
ライベート IP アドレス、および DNS ホスト名をインスタンスに提供する方法を説明します。
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インスタンスには、IPアドレスとDNSホスト名が付与されます。これらは、インスタンスがEC2-Classic
プラットフォームと Virtual Private Cloud（VPC）のどちらで起動されたかに応じて異なることがあり
ます。

EC2-Classic プラットフォームと EC2-VPC プラットフォームの詳細については、「サポートされてい
るプラットフォーム(p. 527)」を参照してください。AmazonVPCの詳細については、「What isAmazon
VPC?」を参照してください（「Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイド」）。

Topics
• プライベートアドレスと内部 DNS ホスト名 (p. 530)
• パブリック IP アドレスと外部 DNS ホスト名 (p. 531)
• EC2-Classic と EC2-VPC の違い (p. 532)
• パブリック IP アドレス、プライベート IP アドレス、Elastic IP アドレスの決定 (p. 532)
• パブリック ID アドレスの割り当て (p. 533)
• 複数のプライベート IP アドレス (p. 534)

プライベートアドレスと内部 DNS ホスト名
同じネットワーク内（EC2-Classic または VPC）のインスタンス間通信には、プライベート IP アドレ
スと内部 DNS ホスト名を使用できます。プライベート IP アドレスには、インターネットからは到達
できません。プライベート IP アドレスについては、RFC 1918 を参照してください。

インスタンスが起動されるときに、そのインスタンスのプライベート IPアドレスがDHCPを使用して
割り当てられます。

VPC 内で起動される各インスタンスに、デフォルトのネットワークインターフェイスがあります。こ
のネットワークインターフェイスでは、そのインスタンスのプライマリプライベート IP アドレスが指
定されます。プライマリプライベート IP アドレスが選択されていない場合は、サブネットの範囲内の
利用可能な IPアドレスの1つが自動的に選択されます。追加のプライベート IPアドレス（セカンダリ
プライベートIPアドレス）を指定します。プライマリプライベートIPアドレスとは異なり、セカンダ
リプライベート IP アドレスは、別のインスタンスに割り当て直すことができます。詳細については、
「複数のプライベート IP アドレス (p. 534)」を参照してください。

各インスタンスには内部 DNS ホスト名が付与されます。この名前を解決すると、EC2-Classic または
VPC 内のインスタンスのプライベート IP アドレスとなります。この DNS ホスト名は、そのインスタ
ンスが存在するネットワークの外部では解決できません。

EC2-Classicでカスタムファイアウォール構成を作成する場合、AmazonDNSサーバーのアドレスから
のポート 53（エフェメラル範囲からの送信先ポート）からのインバウンドトラフィックを許可する必
要があります。そうしない場合、インスタンスからの内部 DNS 解決に失敗します。ファイアウォール
が自動的に DNS クエリレスポンスを自動的に許可しない場合は、Amazon DNS サーバーの IP アドレ
スからのトラフィックを許可する必要があります。Linux の Amazon DNS サーバーの IP アドレスを取
得するには、コマンドgrep nameserver /etc/resolv.conf を使用します。Windowsの Amazon DNSサー
バーの IP アドレスを取得するには、コマンド ipconfig /all | findstr /c:"DNS Servers" を使用します。

EC2-Classic で起動されたインスタンスの場合、終了または停止するまで、プライベート IP アドレス
はそのインスタンスと関連付けられます。

VPC で起動されたインスタンスの場合、インスタンスが終了し、再開された場合は、プライベート IP
アドレスとネットワークインターフェイスの関連付けが維持され、インスタンスが停止された場合は解
放されます。
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パブリック IP アドレスと外部 DNS ホスト名
インスタンスと、インターネットまたはAmazon Simple Storage Service（Amazon S3）などのその他
の AWS 製品との間の通信には、パブリック IP アドレスと外部 DNS ホスト名を使用できます。パブ
リック IP アドレスには、インターネットから到達できます。

インスタンスを EC2-Classic で起動すると、そのインスタンスにはパブリック IP アドレスが自動的に
割り当てられます。インスタンスを EC2-VPC に起動する場合は、インスタンスにパブリック IP アド
レスを送信するかどうかを制御できます。パブリック IP アドレスは、eth0 ネットワークインターフェ
イス（プライマリネットワークインターフェイス）に割り当てられます。

パブリック IP アドレスは、Amazon のパブリック IP アドレスプールからインスタンスに割り当てら
れ、お客様の AWS アカウントには関連付けられません。パブリック IP アドレスをインスタンスから
割り当て解除すると、そのパブリックIPアドレスはパブリックIPアドレスプールに戻され、再利用す
ることはできません。

手動でパブリック IP アドレスをインスタンスに関連付けること、また、手動でインスタンスから割り
当て解除することはできません。場合によって、パブリック IP アドレスはインスタンスから解放され
たり、新しいインスタンスに割り当てられたりします。

• インスタンスが停止または終了されると、インスタンスのパブリック IP アドレスは解放されます。
停止していたインスタンスが再起動されると、そのインスタンスには新しいパブリック IP アドレス
が送信されます。

• Elastic IP アドレス（EIP）をインスタンスに関連付けた場合、またはEIP を VPC内のインスタンス
のプライマリネットワークインターフェイス（eth0）に関連付けた場合、インスタンスのパブリック
IPアドレスは解放されます。EIPをインスタンスから割り当て解除すると、そのインスタンスには新
しいパブリック IP アドレスが送信されます。

• VPC内のインスタンスのパブリック IPアドレスが既に解放されている場合には、複数のネットワー
クインターフェイスがインスタンスにアタッチされていると、インスタンスに新しいパブリック IP
アドレスは送信されません。

必要に応じて、インスタンスに関連付けおよびインスタンスから関連付けできる永続的なパブリック
IP アドレスが必要な場合は、Elastic IP アドレス（EIP）を使用します。独自の EIP を割り当てて、そ
れをインスタンスに関連付けることができます。詳細については、Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540)
を参照してください。

デフォルト以外のサブネットで起動するインスタンスには、パブリック IP アドレスが自動的に割り当
てられません。そのため、デフォルト以外のサブネットのインスタンスでインターネットと通信する場
合、起動時にパブリック IP アドレス機能を有効にするか、そのインスタンスのネットワークインター
フェイスに割り当てられたプライマリまたはセカンダリプライベート IP アドレスに Elastic IP アドレ
スを関連付ける必要があります。

パブリック IP アドレスを持つインスタンスのそれぞれに、外部 DNS ホスト名が付与されます。外部
DNSホスト名を解決すると、インスタンスのパブリック IPアドレス（インスタンスのネットワークの
外部の場合）およびインスタンスのプライベート IP アドレス（インスタンスのネットワーク内からの
場合）となります。VPC 内のインスタンスで、Elastic IP アドレスを割り当てると、DNS ホスト名が
有効な場合は DNS ホスト名を受け取ります。詳細については、「Amazon Virtual Private Cloud ユー
ザーガイド」の「VPC での DNS の使用」を参照してください。

インスタンスのプライベート IP アドレスとパブリック IP アドレスは、ネットワークアドレス変換
（NAT）を介して別のアドレスに直接マッピングされます。NAT の詳細については、RFC 1631: The
IP Network Address Translator（NAT）を参照してください。
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Note

インスタンスがパブリックNATIPアドレスを使用して他のインスタンスにアクセスする場合、
アクセス先のインスタンスが同じリージョンにあるかどうかによって、リージョンデータ転送
またはインターネットデータ転送に対して課金されます。

EC2-Classic と EC2-VPC の違い
次の表では、EC2-Classicで起動されたインスタンス、デフォルトサブネットで起動されたインスタン
ス、デフォルト以外のサブネットで起動されたインスタンスの IP アドレスの違いをまとめています。

デフォルト以外のサブネッ
ト

デフォルトのサブネットEC2-Classic特徴

インスタンスは、起動時に
別のアドレスを指定した場
合を除き、パブリック IPア
ドレスをデフォルトで受け
取りません。

デフォルトサブネットで起
動したインスタンスは、パ
ブリック IP アドレスをデ
フォルトで受け取ります。
ただし、起動時に別のアド
レスを指定した場合を除き
ます。

インスタンスはパブリック
IP アドレスを受け取りま
す。

パブリック
IP アドレス
（Amazon
のパブリッ
ク IP アドレ
スプールよ
り）

インスタンスはVPCのアド
レス範囲から静的プライ
ベート IPアドレスを受け取
ります。

インスタンスはデフォルト
VPCのアドレス範囲から静
的プライベート IP アドレ
スを受け取ります。

インスタンスは、起動する
たびに、EC2-Classicの範囲
に含まれるプライベート IP
アドレスを受け取ります。

プライベー
ト IP アドレ
ス

複数のプライベート IPアド
レスを 1 つのインスタンス
に割り当てることができま
す。

複数のプライベート IP ア
ドレスを1つのインスタン
スに割り当てることができ
ます。

1 つのインスタンスには 1
つのプライベート IPアドレ
スを選択します。複数の IP
アドレスはサポートされま
せん。

複数の IP ア
ドレス

IP アドレスはネットワーク
インターフェイスに関連付
けられます。各インスタン
スには 1 つまたは複数の
ネットワークインターフェ
イスがあります。

IPアドレスはネットワーク
インターフェイスに関連付
けられます。各インスタン
スには 1 つまたは複数の
ネットワークインターフェ
イスがあります。

IP アドレスが 1 つのインス
タンスに関連付けられま
す。ネットワークインター
フェイスはサポートされま
せん。

ネットワー
クインター
フェイス

停止しても、EIP とインス
タンスの関連付けが維持さ
れます。

停止しても、EIP とインス
タンスの関連付けが維持さ
れます。

停止すると、EIP とインス
タンスの関連付けが解除さ
れます。

Elastic IP ア
ドレス

DNSホスト名はデフォルト
で無効化されています。

DNS ホスト名はデフォル
トで有効化されています。

DNSホスト名はデフォルト
で有効化されています。

DNS ホスト
名

パブリックIPアドレス、プライベートIPアドレス、
Elastic IP アドレスの決定
EC2 コンソールを使用して、インスタンスのパブリック IP アドレス、プライベート IP アドレス、お
よび EIP を決定できます。
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コンソールを使用してインスタンスの IP アドレスを判断するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択します。コンソールの下部ペインにインスタンスに関する情報が表示されま

す。
4. [Public IP] フィールドからパブリック IP アドレスを取得します。
5. EIPがインスタンスに関連付けられている場合は、[Elastic IP]フィールドからEIPを取得します。
6. [Private IP ] フィールドからプライベート IP アドレスを取得します。

インスタンスのメタデータを使用して、インスタンスのパブリックIPアドレスとプライベートIPアド
レスを判断することもできます。インスタンスのメタデータの詳細については、「インスタンスメタ
データとユーザーデータ (p. 289)」を参照してください。

インスタンスのメタデータを使用してインスタンスの IP アドレスを判断するには

1. インスタンスに接続します。
2. プライベート IP アドレスにアクセスするには、次のコマンドを使用します。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/local-ipv4

3. パブリック IP アドレスにアクセスするには、次のコマンドを使用します。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/public-ipv4

EIP がインスタンスに関連付けられると、返される値は EIP の値になることにご注意ください。

パブリック ID アドレスの割り当て
EC2-Classic でインスタンスを起動すると、そのインスタンスにはパブリック IP アドレスがデフォル
トで割り当てられます。この動作を変更することはできません。

VPCでインスタンスを起動すると、パブリック IPアドレス機能が利用可能になり、インスタンスにパ
ブリック IPアドレスを割り当てるかどうかを制御できます。パブリック IPアドレスは、Amazonのパ
ブリック IP アドレスプールから割り当てられ、デバイスインデックス eth0 を持つネットワークイン
ターフェイスに割り当てられます。この機能は、インスタンス起動時の特定の条件により異なります。

Important

起動後、パブリック IP アドレスをインスタンスから手動で割り当て解除することはできませ
ん。場合によって、パブリック IP アドレスは自動的に解放されます。解放されたパブリック
IPアドレスは再利用できません。詳細については、パブリック IPアドレスと外部DNSホスト
名 (p. 531) を参照してください。お客様の意志で関連付けしたり関連付けを解除したりできる
永続的なパブリック IP アドレスを必要とする場合は、起動してからインスタンスに Elastic IP
アドレスを割り当てます。詳細については、Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540) を参照してく
ださい。

インスタンス起動時にパブリック IP アドレス機能にアクセスするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. [Launch Instance] をクリックします。
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3. AMIを選択してその[Select]ボタンをクリックし、インスタンスタイプを選択して[Next: Configure
Instance Details] をクリックします。

4. [Configure Instance Details]ページで、[Network]リストからVPCを選択します。[Public IP]チェッ
クボックスが表示されます。このチェックボックスをオンにして、インスタンスにパブリック IP
アドレスを割り当てます。デフォルトサブネットを選択すると、デフォルトでは[Public IP]チェッ
クボックスが選択されます。

以下のルールが適用されます。

• パブリック IPアドレスのみ、インデックスeth0を持つデバイスの単一のネットワークインター
フェイスに割り当てることができます。複数のネットワークインターフェイスで起動しようとし
ている場合、[Public IP]チェックボックスは選択できません。また、eth1ネットワークインター
フェイスで選択できません。

• パブリック IP アドレスのみ、既存のではなく、新しいネットワークインターフェイスと関連付
けることができます。

5. ウィザードの後続ページに表示されるステップにしたがって、インスタンスのセットアップを最後
まで実行します。ウィザード設定オプションの詳細については、インスタンスの起動(p. 325)を参
照してください。最終ページの[Review Instance Launch]で、設定内容を確認します。[Launch]を
クリックして、キーペアを選択し、インスタンスを起動します。

6. [Instances] ページで、新しいインスタンスを選択し、そのパブリック IP アドレスを、詳細ペイン
の [Public IP] フィールドで確認します。

パブリックIPアドレス機能は起動時にのみ使用できます。ただし、起動時にパブリックIPアドレスを
インスタンスに割り当てるかどうかにかかわらず、起動後に Elastic IP アドレスをインスタンスに関連
付けることができます。詳細については、「Elastic IPアドレス（EIP）(p. 540)」を参照してください。

パブリック IP アドレッシング向けの API およびコマンドライ
ンツール
パブリック IP アドレス機能を有効または無効にするには、下の表に示すいずれかのメソッドを使用し
ます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)
を参照してください。

パラメータメソッド

run-instances コマンドで --associate-public-ip-addressま
たは --no-associate-public-ip-addressオプションを使用
します。

AWS CLI

ec2-run-instancesコマンドで --associate-public-ip-address
オプションを使用します。

Amazon EC2 CLI

New-EC2Instance コマンドで -AssociatePublicIpパラメータ
を使用します。

AWS Tools for Windows
PowerShell

RunInstances リクエストで
NetworkInterface.n.AssociatePublicIpAddressパラメー
タを使用します。

クエリ API

複数のプライベート IP アドレス
EC2-VPCでは、インスタンスに複数のプライベートIPアドレスを指定できます。インスタンスに指定
できるネットワークインターフェイスとプライベート IP アドレスの数は、インスタンスタイプによっ
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て異なります。詳細については、「インスタンスタイプあたりの ENI ごとのプライベート IP アドレ
ス (p. 546)」を参照してください。

次のような場合、複数のプライベートIPアドレスをVPC内のインスタンスに割り当てると便利です。

• 1 つのサーバーで複数の SSL 証明書を使用し、各インターフェイスに各 IP アドレスに割り当てるこ
とで、1 つのサーバーで複数のウェブサイトをホストする。

• 各ネットワークインターフェイス用に複数のプライベート IP アドレスを持つネットワークアプライ
アンス（ファイアウォールやロードバランサーなど）を運用する。

• インスタンスでエラーが発生した場合に、セカンダリプライベート IP アドレスをスタンバイインス
タンスに再割り当てすることによって、内部トラフィックをスタンバイインスタンスにリダイレクト
する。

Topics
• 複数の IP アドレスを使用する方法 (p. 535)
• セカンダリプライベート IP アドレスを割り当てる (p. 536)
• セカンダリプライベート IP アドレスを認識するようにインスタンスのオペレーティングシステム
を設定する (p. 538)

• Elastic IP アドレスをセカンダリプライベート IP アドレスに割り当てる (p. 538)
• セカンダリプライベート IP アドレスを表示する (p. 538)
• セカンダリプライベート IP アドレスの割り当てを解除する (p. 539)

複数の IP アドレスを使用する方法
次の一覧は、ネットワークインターフェイスで複数の IP アドレスを使用する方法の説明です。

• セカンダリプライベートIPアドレスをネットワークインターフェイスに割り当てることができます。
ネットワークインターフェイスは、インスタンスにアタッチしたり、インスタンスからデタッチする
ことができます。

• ネットワークインターフェイスの場合、サブネットのCIDRブロックの範囲に含まれるセカンダリプ
ライベート IP アドレスを選択する必要があります。

• セキュリティグループは、IP アドレスではなく、ネットワークインターフェイスに適用されます。
そのため、IP アドレスは、そのアドレスが指定されているネットワークインターフェイスのセキュ
リティグループの対象です。

• セカンダリプライベートIPアドレスは、実行中または停止したインスタンスにアタッチされたElastic
ネットワークインターフェイスに、割り当てたり、割り当て解除することができます。

• 1 つのインターフェイスに割り当てられるセカンダリプライベート IP アドレスは、明示的に許可さ
れていれば、別のインターフェイスに割り当て直すことができます。

• コマンドラインツールまたは API を使用して複数のセカンダリプライベート IP アドレスをネット
ワークインターフェイスに割り当てるときに、いずれかのセカンダリプライベート IP アドレスを割
り当てることができない場合、処理全体が失敗します。

• プライマリプライベートIPアドレス、セカンダリプライベートIPアドレス、および関連付けられた
Elastic IP アドレスは、インターフェイスをインスタンスからデタッチしたり、別のインスタンスに
アタッチしても、ネットワークインターフェイスへの割り当ては維持します。

• プライマリネットワークインターフェイスをインスタンスから移動することはできませんが、プライ
マリネットワークインターフェイスのセカンダリプライベート IP アドレスを別のネットワークイン
ターフェイスに再割り当てすることはできます。

• 追加のネットワークインターフェイスは、あるインスタンスから別のインスタンスに移動できます。

次の一覧は、Elastic IP アドレスで複数の IP アドレスを使用する方法の説明です。
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• 各プライベート IP アドレスが関連付けられるのは 1 つの Elastic IP アドレスであり、反対に 1 つの
Elastic IP アドレスに関連付けられるのは 1 つの IP アドレスです。

• セカンダリプライベート IP アドレスを別のインターフェイスに再割り当てした場合、セカンダリプ
ライベート IP アドレスと Elastic IP アドレスの関連付けは維持されます。

• セカンダリプライベート IP アドレスとインターフェイスの割り当てを解除すると、関連付けられた
Elastic IP アドレスとセカンダリプライベート IP アドレスとの関連付けは自動的に解除されます。

セカンダリプライベート IP アドレスを割り当てる
セカンダリプライベート IP アドレスは、インスタンスの起動時、またはインスタンスの実行後に、イ
ンスタンスのネットワークインターフェイスに割り当てることができます。

EC2-VPCのインスタンスを起動するときにセカンダリプライベート IPアドレスを割り当てる
には

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. [Launch Instance] ボタンをクリックします。
3. AMIを選択してその[Select]ボタンをクリックし、インスタンスタイプを選択して[Next: Configure

Instance Details] をクリックします。
4. [Configure Instance Details] ページで、[Network] リストから VPC を選択し、[Subnet] リストから

サブネットを選択します。
5. [Network Interfaces] セクションで、次の手順を実行し、[Next: Add Storage] をクリックします。

a. [AddDevice]をクリックして、別のネットワークインターフェイスを追加します。コンソール
では、インスタンス起動時のネットワークインターフェイスを最大2つ指定できます。インス
タンスを起動したら、ナビゲーションペインで[Network Interfaces]をクリックし、ネットワー
クインターフェイスを追加します。アタッチできるネットワークインターフェイスの合計数は
インスタンスタイプによって異なります。詳細については、「インスタンスタイプあたりの
ENI ごとのプライベート IP アドレス (p. 546)」を参照してください。

b. 各ネットワークインターフェイスについて、1つのプライマリプライベート IPアドレスと、1
つ以上のセカンダリプライベート IP アドレスを指定できます。ただし、この例では、自動的
に割り当てられた IP アドレスを使用します。

c. [Secondary IP Addresses] の下にある [Add] をクリックし、サブネットの範囲に含まれるプラ
イベート IP アドレスを入力するか、デフォルトの Auto-assignのままにしてアドレスを自
動的に選択します。

Important

セカンダリプライベートIPアドレスをネットワークインターフェイスに追加した後、
インスタンスに接続して、インスタンス自体でセカンダリプライベート IP アドレス
を設定する必要があります。詳細については、「セカンダリプライベート IP アドレ
スを認識するようにインスタンスのオペレーティングシステムを設定する (p. 538)」
を参照してください。

6. 次の [Add Storage] ページで、AMI によって指定されるボリューム（ルートデバイスボリュームな
ど）以外にインスタンスにアタッチするボリュームを指定し、[Next: Tag Instance] をクリックし
ます。

7. [Tag Instance]ページで、ユーザーフレンドリーな名前などを使ってインスタンスのタグを指定し、
[Next: Configure Security Group] をクリックします。

8. [Configure SecurityGroup]ページで、既存のセキュリティグループを選択するか、新しいグループ
を作成します。[Review and Launch] をクリックします。
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9. [Review Instance Launch] ページで、設定内容を確認します。[Launch] をクリックして、キーペア
を選択し、インスタンスを起動します。Amazon EC2 を初めて使用する場合、これまでにキーペ
アを作成したことがなければ、ウィザードによってキーペアを作成するよう求めるメッセージが表
示されます。

起動中にコマンドラインを使用してセカンダリ IP アドレスを割り当てるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• run-instances コマンド（AWS CLI）の --secondary-private-ip-addressesオプション
• ec2-run-instancesコマンド（AmazonEC2CLI）の --secondary-private-ip-addressオプショ
ン

既存のインスタンスにセカンダリプライベート IP アドレスを割り当てるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Network Interfaces] をクリックし、インスタンスにアタッチされてい

るネットワークインターフェイスを右クリックします。
3. [Manage Private IP Addresses] を選択します。
4. [Manage Private IP Addresses] ダイアログボックスで、次の操作を行います。

a. [Assign new IP] をクリックします。
b. インスタンスのサブネットの範囲に含まれる特定の IP アドレスを入力するか、フィールドを

空のままにして IP アドレスを自動的に選択することができます。
c. （省略可能）セカンダリプライベート IP アドレスがすでに別のネットワークインターフェイ

スに割り当てられている場合、[Allow reassignment] を選択して、セカンダリプライベート IP
アドレスを割り当て直すことができます。

d. [Yes, Update] をクリックし、[Close] をクリックします。

Note

また、ナビゲーションペインの [Instances] をクリックして、インスタンスを右クリック
し、[Manage Private IP Addresses] をクリックすると、セカンダリプライベート IP アド
レスをインスタンスに割り当てることもできます。上記のステップの場合と同様に、同じ
情報をダイアログで設定することもできます。

コマンドラインを使用して既存のインスタンスにセカンダリプライベートIPを割り当てるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• assign-private-ip-addresses（AWS CLI）
• ec2-assign-private-ip-addresses（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2PrivateIpAddress（AWS Tools for Windows PowerShell）
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セカンダリプライベートIPアドレスを認識するようにインスタ
ンスのオペレーティングシステムを設定する
セカンダリプライベートIPアドレスをインスタンスに割り当てたら、セカンダリプライベートIPアド
レスを認識するようにインスタンスのオペレーティングシステムを設定する必要があります。

Amazon Linux を使用している場合、ec2-net-utils パッケージがこの処理を自動実行します。このパッ
ケージは、インスタンスの実行中にアタッチされる追加のネットワークインターフェイスを設定し、
DHCPリースの更新中にセカンダリIPアドレスを更新し、関連するルーティングルールを更新します。
ネットワーク構成を手動で構成する必要がある場合、ec2-net-utilsパッケージを削除できます。詳細に
ついては、ec2-net-utilsを使用したネットワークインターフェイスの設定(p. 549)を参照してください。

別の Linux ディストリビューションを使用している場合、Linux ディストリビューションのドキュメン
トを参照してください。追加のネットワークインターフェイスとセカンダリ IP アドレスの設定に関す
る情報が記載されています。同じサブネットのインスタンスに複数のインターフェイスがある場合、非
同期のルーティングに対処する方法については、ルーティングルールの使用に関する情報を検索してく
ださい。

Windowsインスタンスの設定については、「AmazonElastic ComputeCloudMicrosoftWindowsGuide」
の「Configuring a Secondary Private IP Address for Your Windows Instance」を参照してください。

Elastic IP アドレスをセカンダリプライベート IP アドレスに割
り当てる
EIP を EC2-VPC 内のセカンダリプライベート IP アドレスに関連付けるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. IP アドレスを右クリックし、[Associate] をクリックします。
4. [Associate Address] ダイアログボックスの [Network Interface] ドロップダウンリストからネット

ワークインターフェイスを選択し、[Private IP address] ドロップダウンリストからセカンダリ IP
アドレスを選択します。

5. [Associate] をクリックします。

コマンドラインを使用してセカンダリプライベート IP アドレスに EIP を関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• associate-address（AWS CLI）
• ec2-associate-address（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

セカンダリプライベート IP アドレスを表示する
EC2-VPCのネットワークインターフェイスに割り当てられたプライベート IPアドレスを表示
するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. プライベート IP アドレスを表示するネットワークインターフェイスを選択します。
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4. 詳細ペインの [Details] タブで、[Primary private IP] フィールドと [Secondary private IPs] フィール
ドに表示されている、ネットワークインターフェイスに割り当てられているプライマリプライベー
ト IP アドレスとセカンダリプライベート IP アドレスを確認します。

インスタンスに割り当てられたプライベート IP アドレスを表示するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. プライベート IP アドレスを表示するインスタンスを選択します。
4. 詳細ペインの[Description]タブで、ネットワークインターフェイス経由でインスタンスに割り当て

られているプライマリプライベート IP アドレスとセカンダリプライベート IP アドレスの [Private
IPs] フィールドと [Secondary Private IPs] フィールドを確認します。

セカンダリプライベート IP アドレスの割り当てを解除する
セカンダリプライベート IP アドレスが不要になった場合、インスタンスやネットワークインターフェ
イスから割り当てを解除することができます。セカンダリプライベート IP アドレスを Elastic ネット
ワークインターフェイスから割り当て解除した場合、Elastic IP アドレス（存在する場合）の関連付け
も解除されます。

インスタンスからセカンダリプライベート IP アドレスの割り当てを解除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを右クリックし、[Manage Private IP Addresses] をクリックします。
4. [ManagePrivate IPAddresses]ダイアログボックスで、割り当て解除するセカンダリプライベート

IP アドレスの横にある [Unassign] をクリックします。
5. [Yes, Update] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ネットワークインターフェイスからセカンダリプライベートIPアドレスの割り当てを解除する
には

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで [Network Interface] をクリックします。
3. インスタンスを右クリックし、[Manage Private IP Addresses] をクリックします。
4. [ManagePrivate IPAddresses]ダイアログボックスで、割り当て解除するセカンダリプライベート

IP アドレスの横にある [Unassign] をクリックします。
5. [Yes, Update] をクリックし、[Close] をクリックします。

コマンドラインを使用してセカンダリプライベート IP アドレスの割り当てを解除するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• unassign-private-ip-addresses（AWS CLI）
• ec2-unassign-private-ip-addresses（Amazon EC2 CLI）
• Unregister-EC2PrivateIpAddress（AWS Tools for Windows PowerShell）
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Elastic IP アドレス（EIP）
Abstract

Elastic IP アドレスを 1 つのインスタンスから別のインスタンスに迅速に再マッピングして、インスタンスやソフ
トウェアの問題に対応します。

Elastic IP アドレス（EIP）は、動的なクラウドコンピューティングのために設計された静的 IP アドレ
スです。EIPを使用すると、アドレスをアカウント内の別のインスタンスに迅速に再マップして、イン
スタンスやソフトウェアのエラーを隠すことができます。EIP は AWSアカウントと関連付けられ（特
定のインスタンスとではなく）、アカウントとの関連付けはお客様が明示的に解除するまで続きます。

EC2-Classic プラットフォームで使用できる EIP のプールが 1 つあり、VPC で使用できる EIP のプー
ルが 1 つあります。VPC で使用するために割り当てた EIP を EC2-Classic のインスタンスに関連付け
ることや、その逆を行うことはできません。EC2-Classic と EC2-VPC に関する詳細は、「サポートさ
れているプラットフォーム (p. 527)」を参照してください。

Topics
• EC2-Classic の Elastic IP アドレス (p. 540)
• VPC の Elastic IP アドレス (p. 541)
• EC2-Classic と EC2-VPC の違い (p. 541)
• Elastic IP アドレスの割り当て (p. 542)
• Elastic IP アドレスの説明 (p. 542)
• Elastic IP アドレスを実行中のインスタンスに関連付ける (p. 543)
• Elastic IP アドレスを別の実行中のインスタンスに関連付ける (p. 543)
• Elastic IP アドレスを解放する (p. 544)
• 電子メールアプリケーションでの逆引き DNS の使用 (p. 544)
• Elastic IP アドレスの制限 (p. 545)

EC2-Classic の Elastic IP アドレス
デフォルトでは、起動時に EC2-Classic の各インスタンスに 2 つの IP アドレスが割り当てられます。
プライベート IP アドレスと、ネットワークアドレス変換（NAT）によりプライベート IP アドレスに
マッピングされるパブリック IP アドレスです。パブリック IP アドレスは EC2-Classic パブリック IP
アドレスプールから割り当てられ、AWS アカウントでなくインスタンスに関連付けられます。インス
タンスから関連付けを解除したパブリック IP アドレスは再利用できません。

動的DNSを使用して既存のDNS名を新しいインスタンスのパブリック IPアドレスにマッピングした
場合、その IP アドレスがインターネット内に伝達されるまでに最大 24 時間かかることがあります。
その結果、新しいインスタンスはトラフィックを受信せず、終了したインスタンスがリクエストの受信
を継続することがあります。この問題を解決するには、EIP を使用します。

EIPをインスタンスに関連付けると、そのインスタンスの現在のパブリックIPアドレスはEC2-Classic
パブリック IP アドレスプールに解放されます。インスタンスから EIP の関連付けを解除すると、数分
内に自動的に新しいパブリック IP アドレスがインスタンスに割り当てられます。また、インスタンス
を停止した場合も、EIP アドレスの関連付けが解除されます。

EIPを効率的に使用するために、EIPに実行中インスタンスが関連付けられていない場合には少額の時
間単位料金が発生します。詳細については、Amazon EC2 料金表を参照してください。
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VPC の Elastic IP アドレス
起動時にデフォルト VPC の各インスタンスに 2 つの IP アドレスが割り当てられます。プライベート
IP アドレスと、ネットワークアドレス変換（NAT）によりプライベート IP アドレスにマッピングされ
るパブリック IP アドレスです。パブリック IP アドレスは EC2-VPC パブリック IP アドレスプールか
ら割り当てられ、AWS アカウントでなくインスタンスに関連付けられます。インスタンスから関連付
けを解除したパブリック IP アドレスは再利用できません。

デフォルトではないVPC内の各インスタンスには、プライベートIPアドレスのみを割り当てます。た
だし、起動時に特別にパブリックIPアドレスをリクエストした場合を除きます。プライベートIPアド
レスが割り当てられていないデフォルトではないVPC内のインスタンスがインターネット通信できる
ようにするには、Elastic IPアドレスをVPCで使用できるように割り当て、そのインスタンスに接続さ
れている Elastic ネットワークインターフェイス（ENI）にその EIP を関連付ける必要があります。

起動時に EIP をデフォルト VPC のインスタンスに関連付けた場合、またはパブリック IP を割り当て
たインスタンスをeth0ネットワークインターフェイスに割り当てた場合、現在のパブリックIPアドレ
スは EC2-VPC パブリック IP アドレスプールに解放されます。インスタンスから EIP の関連付けを解
除すると、数分内に自動的に新しいパブリック IP アドレスがインスタンスに割り当てられます。ただ
し、2つ目のネットワークインターフェイスをそのインスタンスに関連付けた場合、そのインスタンス
には自動的に新しいパブリック IP アドレスは割り当てられません。手動で EIP をインスタンスに割り
当てる必要があります。インスタンスを停止しても、EIPはインスタンスに関連付けられた状態を維持
します。

EIPを効率的に使用するために、EIPに実行中インスタンスが関連付けられていない場合や、停止して
いるインスタンスまたはアタッチされていないネットワークインターフェイスが関連付けられている場
合、小額の時間単位料金が発生します。インスタンスを実行しているときは、インスタンスに関連付け
られた 1 つの EIP については課金されませんが、インスタンスに関連付けられた追加の EIP がある場
合、それに課金されます。詳細については、Amazon EC2 料金表を参照してください。

EIP と VPC のインスタンスの使用に関する詳細は、Amazon Virtual Private Cloud ユーザーガイドの
「Elastic IP アドレス」を参照してください。

EC2-Classic と EC2-VPC の違い
次の表は、EC2-Classic の EIP と EC2-VPC の EIP の違いをまとめたものです。

EC2-VPCEC2-Classic特徴

割り当てたEIPはVPC内のみで使用さ
れます。

割り当てた EIP は EC2-Classic 内のみ
で使用されます。

割り当て

EIP は Elastic ネットワークインター
フェイス（ENI）のプロパティです。
EIPとインスタンスを関連付けるには、
インスタンスにアタッチされているENI
を更新します。詳細については、
「Elastic Network Interface
（ENI）(p.545)」を参照してください。

EIP とインスタンスを関連付けます。関連付け

すでに別のインスタンスに関連付けら
れている EIP の関連付けは、再関連付
けを許可している場合にのみ成功しま
す。

すでに別のインスタンスに関連付けら
れているEIPを関連付けようとすると、
アドレスは自動的に新しいインスタン
スに関連付けられます。

再関連付け
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EC2-VPCEC2-Classic特徴

インスタンスを停止すると、その EIP
は関連付けを維持します。

インスタンスを停止すると、その EIP
の関連付けが解除されます。インスタ
ンスを再開するときに EIP を再関連付
けする必要があります。

インスタンスの停
止

インスタンスは複数の IPアドレスをサ
ポートし、それぞれの IPアドレスに対
応する EIP を設定できます。詳細につ
いては、「複数のプライベート IPアド
レス (p. 534)」を参照してください。

インスタンスは単一のプライベート IP
アドレスと対応する EIP のみをサポー
トします。

複数 IP

Elastic IP アドレスの割り当て
Elastic IPアドレスは、AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して割り当てることが
できます。

EC2-Classic で使用するために、コンソールを使用して Elastic IP アドレスを割り当てるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. [Allocate New Address] をクリックします。
4. [EC2EIP]リストで []を選択し、[Yes, Allocate] をクリックします。確認ダイアログボックスを閉じ

ます。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを割り当てるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• allocate-address（AWS CLI）
• ec2-allocate-address（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

Elastic IP アドレスの説明
Elastic IPアドレスは、AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して記述することがで
きます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスを記述するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. 表示されているリストをフィルタするには、インスタンスに割り当てられている EIP または ID の

一部を検索ボックスに入力します。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを記述するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。
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• describe-addresses（AWS CLI）
• ec2-describe-addresses（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

Elastic IPアドレスを実行中のインスタンスに関連付
ける
Elastic IPアドレスは、AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用してインスタンスに関
連付けることができます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスをインスタンスに関連付けるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. EIP を選択して [Associate Address] をクリックします。
4. [Associate Address] ダイアログボックスで、[Instance] リストボックスからインスタンスを選択

し、[Associate] をクリックします。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• associate-address（AWS CLI）
• ec2-associate-address（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

Elastic IPアドレスを別の実行中のインスタンスに関
連付ける
Elastic IPアドレスは、AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して別のインスタンス
に関連付けることができます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスを別のインスタンスに関連付けるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. EIP を選択し、[Disassociate] ボタンをクリックします。
4. プロンプトが表示されたら、[Yes, Disassociate] をクリックします。
5. EIP を選択し、[Associate] をクリックします。
6. [Associate Address] ダイアログボックスで、[Instance] リストボックスから新しいインスタンスを

選択し、[Associate] をクリックします。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを別のインスタンスに関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• disassociate-address（AWS CLI）
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• ec2-disassociate-address（Amazon EC2 CLI）
• Unregister-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• associate-address（AWS CLI）
• ec2-associate-address（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

Elastic IP アドレスを解放する
不要になった EIP は解放することをお勧めします（このアドレスをインスタンスに関連付けることは
できません）。EC2-Classic で使用するために割り当てられ、インスタンスに関連付けられていない
EIP には料金が発生します。

AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して、Elastic IPアドレスを解放することがで
きます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスを解放するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Elastic IPs] をクリックします。
3. Elastic IPアドレスを選択し、[Release Address] ボタンをクリックして、メッセージが表示された

ら [Yes, Release] をクリックします。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを解放するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• release-address（AWS CLI）
• ec2-release-address（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

電子メールアプリケーションでの逆引きDNSの使用
インスタンスから第三者に電子メールを送信する場合、1 つ以上の Elastic IP アドレスをプロビジョニ
ングし、電子メール送信制限解除申請フォームで当社にそれらのアドレスを提供していただくようお願
いします。AWS は、ISP およびインターネットアンチスパム組織（Spamhaus など）と協力して、こ
れらのアドレスから送信された E メールにスパムのフラグが付く可能性を減らしています。

また、E メールの送信に使用される Elastic IP アドレスに静的逆引き DNS レコードを割り当てると、
アンチスパム組織により E メールにスパムのフラグが付くことを避けられることがあります。前述の
フォームを使用して、アドレスに関連付ける逆引きDNSレコードを当社に送信できます。逆引きDNS
レコードを作成できるようになる前に、そのElastic IPアドレスを参照する、対応するフォワードDNS
レコード（A レコード）が存在している必要があることにご注意ください。
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Elastic IP アドレスの制限
デフォルトでは、すべてのAWSアカウントで5つのEIPまでに制限されています。これは、パブリッ
ク（IPv4）インターネットアドレスが数に限りのあるパブリックリソースであるためです。EIPは主に
負荷分散のユースケースに使用し、DNS ホスト名は他のすべてのノード間通信に使用することを強く
お勧めします。

ご利用のアーキテクチャーで追加の EIP が必要な場合、Amazon EC2 Elastic IP アドレスリクエスト
フォームに記入してください。追加アドレスの必要性を理解できるように、当社はお客様にユースケー
スの説明をお願いします。

Elastic Network Interface（ENI）
Abstract

インスタンスに Elastic ネットワークインターフェイスをアタッチすると、プライベート IP アドレス、Elastic IP
アドレス、およびセキュリティグループを指定できます。

Elastic ネットワークインターフェイス（ENI）は、VPC のインスタンスにアタッチできる仮想ネット
ワークインターフェイスです。ENI には次の属性を含めることができます。

• プライマリプライベート IP アドレス
• 1 つ以上のセカンダリプライベート IP アドレス
• プライベート IP アドレスごとに 1 つの Elastic IP アドレス
• パブリック IP アドレス。eth0 のネットワークインターフェイスについては、インスタンスを起動し
たときに自動的に割り当てることができます。ただし既存のネットワークインターフェイスを使用す
るのでなく、eth0 のネットワークインターフェイスを作成する場合のみです。

• 1 つまたは複数のセキュリティグループ
• MAC アドレス
• 送信元/送信先チェックフラグ
• 説明

ネットワークインターフェイスを作成したり、インスタンスにアタッチしたり、インスタンスからデ
タッチしたり、別のインスタンスにアタッチしたりできます。ネットワークインターフェイスをインス
タンスにアタッチしたり、インスタンスからデタッチしたり、別のインスタンスに再アタッチしたりす
るとき、ネットワークインターフェイスの属性はネットワークインターフェイスについて行きます。イ
ンスタンス間でネットワークインターフェイスを移動すると、ネットワークトラフィックは新しいイン
スタンスにリダイレクトされます。

VPC の各インスタンスにデフォルトのネットワークインターフェイスが与えられます。デフォルトの
ネットワークインターフェイスには、その VPC の IP アドレス範囲でプライマリプライベート IP アド
レスが与えられます。追加のネットワークインターフェイスを作成し、アタッチできます。使用できる
ネットワークインターフェイスの最大数はインスタンスタイプによって異なります。詳細については、
「インスタンスタイプあたりの ENI ごとのプライベート IP アドレス (p. 546)」を参照してください。

次の作業を行う場合、複数のネットワークインターフェイスをインスタンスにアタッチすると便利で
す。

• 管理用ネットワークを作成する。
• VPC 内でネットワークアプライアンスやセキュリティアプライアンスを使用する。
• 別個のサブネット上のワークロード/ロールを使用するデュアルホーム接続インスタンスを作成する。
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• 低予算で可能性の高いソリューションを作成する。

Topics
• インスタンスタイプあたりの ENI ごとのプライベート IP アドレス (p. 546)
• 管理用ネットワークの作成 (p. 547)
• VPC 内でネットワークアプライアンスとセキュリティアプライアンスを使用する (p. 548)
• 別個のサブネット上のワークロード/ロールを使用するデュアルホーム接続インスタンスを作成す
る (p. 548)

• 低予算で可用性の高いソリューションを構築する (p. 549)
• ネットワークインターフェイスの設定に関するベストプラクティス (p. 549)
• ec2-net-utils を使用したネットワークインターフェイスの設定 (p. 549)
• ネットワークインターフェイスを作成する (p. 550)
• ネットワークインターフェイスの削除 (p. 551)
• ネットワークインターフェイスに関する詳細の表示 (p. 551)
• インスタンスの起動時にネットワークインターフェイスをアタッチする (p. 552)
• 停止したインスタンスまたは実行中のインスタンスにネットワークインターフェイスをアタッチす
る (p. 553)

• ネットワークインターフェイスをインスタンスからデタッチする (p. 554)
• ネットワークインターフェイスのセキュリティグループを変更する (p. 555)
• ネットワークインターフェイスの送信元/送信先チェックを変更する (p. 555)
• Elastic IP アドレスとネットワークインターフェイスを関連付ける (p. 556)
• Elastic IP アドレスとネットワークインターフェイスの関連付けを解除する (p. 557)
• ネットワークインターフェイスの終了動作を変更する (p. 557)
• ネットワークインターフェイスの説明を追加または編集する (p. 558)
• ネットワークインターフェイスのタグを追加または編集する (p. 558)

インスタンスタイプあたりの ENI ごとのプライベー
ト IP アドレス
インスタンスタイプあたりの Elastic Network Interface（ENI）の最大数、および ENI あたりのプライ
ベート IPアドレスの最大数を次の表に示します。ENIおよび複数のプライベート IPアドレスは、VPC
で実行されているインスタンスのみに使用できます。詳細については、複数のプライベート IP アドレ
ス (p. 534) を参照してください。

インターフェイスあたりの IPアドレス最大インターフェイスインスタンスタイ
プ

62c1.medium

154c1.xlarge

103c3.large

154c3.xlarge

154c3.2xlarge

308c3.4xlarge

308c3.8xlarge
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インターフェイスあたりの IPアドレス最大インターフェイスインスタンスタイ
プ

308cc2.8xlarge

308cg1.4xlarge

308cr1.8xlarge

154g2.2xlarge

308hi1.4xlarge

308hs1.8xlarge

154i2.xlarge

154i2.2xlarge

308i2.4xlarge

308i2.8xlarge

42m1.small

62m1.medium

103m1.large

154m1.xlarge

154m2.xlarge

304m2.2xlarge

308m2.4xlarge

62m3.medium

103m3.large

154m3.xlarge

304m3.2xlarge

103r3.large

154r3.xlarge

154r3.2xlarge

308r3.4xlarge

308r3.8xlarge

22t1.micro

管理用ネットワークの作成
ネットワークインターフェイスを利用して管理用ネットワークを作成できます。このシナリオでは、イ
ンスタンスのセカンダリネットワークインターフェイスでパブリック側のトラフィックを処理し、プラ
イマリネットワークインターフェイスでバックエンドの管理用トラフィックを処理します。プライマリ
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ネットワークインターフェイスはアクセス制御を強化したVPC内の個別のサブネットに接続されます。
パブリック側のインターフェイス（ロードバランサーの背後に置かれる場合とそうでない場合がありま
す）には、インターネットからサーバーへのアクセスを許可するセキュリティグループが関連付けられ
ます（例えば、0.0.0.0/0 またはロードバランサーからの TCP ポート 80 および 443 を許可します）。
プライベート側のインターフェイスには、VPC 内またはインターネットからの許容範囲の IP アドレ
ス、VPC内のプライベートサブネット、または仮想プライベートゲートウェイからのSSHアクセスの
みを許可するセキュリティグループが関連付けられます。

フェイルオーバー機能が確実に動作するように、ネットワークインターフェイスの受信トラフィックに
対してセカンダリプライベート IP を使用することをお勧めします。インスタンスに障害が発生した場
合は、インターフェイスまたはセカンダリプライベート IP アドレスあるいはその両方をスタンバイ用
のインスタンスに移行できます。

VPC内でネットワークアプライアンスとセキュリティ
アプライアンスを使用する
ロードバランサー、ネットワークアドレス変換（NAT）サーバー、プロキシサーバーなど、ネットワー
クアプライアンスやセキュリティアプライアンスの中には、複数のネットワークインターフェイスを使
用した構成が優先されるものがあります。セカンダリネットワークインターフェイスを作成して、これ
らのタイプのアプリケーションを実行するVPC内のインスタンスにアタッチし、専用のパブリック IP
アドレスとプライベート IPアドレス、セキュリティグループ、および送信元/送信先チェックを使用し
て追加のインターフェイスを構成することができます。

別個のサブネット上のワークロード/ロールを使用す
るデュアルホーム接続インスタンスを作成する
アプリケーションサーバーが存在するミッドティアネットワークに接続するWeb サーバーのそれぞれ
にネットワークインターフェイスを置くことができます。アプリケーションサーバーは、データベース
サーバーが存在するバックエンドネットワーク（サブネット）にデュアルホーム接続することもできま
す。デュアルホーム接続されたインスタンスを介してネットワークパケットをルーティングする代わり
に、デュアルホーム接続された各インスタンスは、フロントエンドでリクエストを受信して処理し、
バックエンドとの接続を開始し、バックエンドネットワーク上のサーバーにリクエストを送信します。
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低予算で可用性の高いソリューションを構築する
特定の機能にサービスを提供しているインスタンスのいずれかが機能しなくなった場合は、そのネット
ワークインターフェイスを同じ役割で構成された交換用またはホットスタンバイ用のインスタンスにア
タッチすることで、サービスを迅速に回復できます。例えば、データベースインスタンスや NAT イン
スタンスなどの重要なサービスに対するプライマリまたはセカンダリのネットワークインターフェイス
として ENI を使用することができます。そのインスタンスが機能しなくなった場合、ユーザーは（通
常はユーザーの代わりに実行されるコードで）ENIをホットスタンバイ用のインスタンスにアタッチす
ることができます。インターフェイスでは、プライベート IP アドレス、Elastic IP アドレス、および
MACアドレスがそのまま維持されるため、交換用のインスタンスに ENI を接続するとすぐに、ネット
ワークトラフィックはスタンバイ用のインスタンスに流れ始めます。インスタンスに障害が発生してか
ら、ENIがスタンバイ用のインスタンスにアタッチされるまで、ユーザーは少しの間接続を失った状態
になりますが、VPC ルートテーブルや DNS サーバーに変更を加える必要はありません。

ネットワークインターフェイスの設定に関するベス
トプラクティス
• ネットワークインターフェイスは、インスタンスの実行中、インスタンスの停止中、インスタンスの
起動中にインスタンスにアタッチできます（それぞれ、ホットアタッチ、ウォームアタッチ、コール
ドアタッチと呼ばれています）。

• セカンダリ（ethN）ネットワークインターフェイスは、インスタンスの実行中または停止中にデタッ
チできます。ただし、プライマリ（eth0）インターフェイスをデタッチすることはできません。

• あるサブネットのネットワークインターフェイスを同じ VPC 内にある別のサブネットのインスタン
スにアタッチできますが、ネットワークインターフェイスとインスタンスの両方が同じ利用可能ゾー
ン内に存在している必要があります。

• CLIまたはAPIからインスタンスを起動する際、プライマリ（eth0）ネットワークインターフェイス
と追加のネットワークインターフェイスの両方に対して、インスタンスにアタッチするネットワーク
インターフェイスを指定できます。

• 複数のネットワークインターフェイスでインスタンスを起動すると、インスタンスのオペレーティン
グシステム上でインターフェイス、プライベート IP アドレス、ルートテーブルが自動的に設定され
ます。追加ネットワークインターフェイスをウォームアタッチまたはホットアタッチするとき、場合
によっては、手動で 2 つ目のインターフェイスを起動し、プライベート IP アドレスを設定し、ルー
トテーブルを適宜変更する必要があります。(Microsoft Windows ServerまたはAmazon Linuxを実行
するインスタンスはウォームアタッチまたはホットアタッチを自動的に認識し、自動的に設定しま
す。)

• インスタンスに別のネットワークインターフェイスをアタッチする機能は、デュアルホーム接続イン
スタンスに対するネットワーク帯域幅を増加または倍増するためのものではありません。

ec2-net-utilsを使用したネットワークインターフェイ
スの設定
Amazon Linux AMI には、ec2-net-utils と呼ばれる追加のスクリプトがAmazonWeb Services によって
インストールされていることがあります。これらのスクリプトはオプションで、ElasticNetwork Interface
（ENI）の設定を自動化します。

パッケージをまだインストールしていない場合は、以下のコマンドを使用してAmazon Linuxにインス
トールします。既にインストール済みで、更新が利用可能な場合は更新します。

yum install ec2-net-utils

ec2-net-utils には、以下のコンポーネントが含まれます。
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udev ルール（/etc/udev/rules.d）
実行中のインスタンスにネットワークインターフェイスがアタッチ、デタッチ、または再アタッチ
されたときに、そのネットワークインターフェイスを特定し、ホットプラグスクリプトが実行され
ることを確認します（53-ec2-network-interfaces.rules）。MAC アドレスをデバイス名に
マッピングします（70-persistent-net.rulesを生成する
75-persistent-net-generator.rules）。

ホットプラグスクリプト
DHCP での使用に適したインターフェイス設定ファイルを生成します
（/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethN）。また、ルート設定ファイルも生成し
ます（/etc/sysconfig/network-scripts/route-ethN）。

DHCP スクリプト
ネットワークインターフェイスが新しい DHCP リースを受け取るたびに、このスクリプトがイン
スタンスメタデータに対し、Elastic IP アドレスを求めるクエリを実行します。これにより、各
Elastic IP アドレスごとに、そのアドレスからのアウトバンドトラフィックが正しいネットワーク
インターフェイスを使用するよう、ルーティングポリシーデータベースにルールが追加されます。
また、各プライベート IP アドレスを、セカンダリアドレスとしてネットワークインターフェイス
に追加します。

ec2ifup ethN
標準のifupの機能を拡張します。このスクリプトが設定ファイルifcfg-ethNおよびroute-ethN
を書き換えた後、ifup を実行します。

ec2ifdown ethN
標準の ifdown の機能が拡張されます。このスクリプトがルーティングポリシーデータベースから
ネットワークインターフェイスのルールをすべて削除した後、ifdown を実行します。

ec2ifscan
まだ設定されていないネットワークインターフェイスを探して、それらを設定します。

このスクリプトは、ec2-net-utils の初期リリースでは提供されていないことにご留意ください。

ec2-net-utils によって生成された設定ファイルをリストするには、以下のコマンドを使用します。

ls -l /etc/sysconfig/network-scripts/*-eth?

インスタンスごとの自動化を無効にするには、対応する ifcfg-ethNファイルに EC2SYNC=noを追加
します。例えば、eth1 インターフェイスの自動化を無効にするには、以下のコマンドを使用します。

sed -i -e 's/^EC2SYNC=yes/EC2SYNC=no/' /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-
eth1

自動化を完全に無効にするには、以下のコマンドを使用してパッケージを削除します。

yum remove ec2-net-utils

ネットワークインターフェイスを作成する
AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスを作成
できます。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. [Create Network Interface] をクリックします。
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4. [CreateNetwork Interface]ダイアログボックスで、ネットワークインターフェイスについての次の
情報を入力し、[Yes, Create] をクリックします。

a. [Description] で、記述的な名前を入力します。
b. [Subnet] で、サブネットを選択します。作成後、ネットワークインターフェイスを別のサブ

ネットに移動することはできません。同じサブネットのインスタンスにアタッチすることはで
きます。

c. [Private IP ] で、プライベート IP アドレスを入力します。IP アドレスを指定しない場合、選
択されているサブネット内で使用可能な IP アドレスが自動選択されます。

d. [Security groups] で、1 つまたは複数のセキュリティグループを選択します。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスを作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-network-interface（AWS CLI）
• ec2-create-network-interface（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2NetworkInterface（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスの削除
ネットワークインターフェイスを削除する前に、そのネットワークインターフェイスをインスタンスか
らデタッチする必要があります。ネットワークインターフェイスを削除すると、そのネットワークイン
ターフェイスに関連付けられているすべての属性が解放され、別のインスタンスで使用できるように、
プライベート IP アドレスまたは Elastic IP アドレスが解放されます。

AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスを削除
できます。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスを削除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択し、[Delete] ボタンをクリックします。
4. [Delete Network Interface] ダイアログボックスで、[Yes, Delete] をクリックします。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスを削除するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• delete-network-interface（AWS CLI）
• ec2-delete-network-interface（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2NetworkInterface（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスに関する詳細の表示
AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスを記述
できます。
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コンソールを使用してネットワークインターフェイスを記述するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択します。
4. [Details] タブで詳細を確認します。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスを記述するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-network-interfaces（AWS CLI）
• ec2-describe-network-interfaces（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2NetworkInterface（AWS Tools for Windows PowerShell）

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイス属性を記述するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-network-interface-attribute（AWS CLI）
• ec2-describe-network-interface-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2NetworkInterfaceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスの起動時にネットワークインターフェ
イスをアタッチする
VPC にインスタンスを起動するとき、追加のネットワークインターフェイスをインスタンスにアタッ
チできます。

Note

ネットワークインターフェイスをインスタンスにアタッチしたときにエラーが発生した場合、
インスタンスは正しく起動されません。

AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスをイン
スタンスにアタッチできます。

コンソールを使用してインスタンスの起動時にネットワークインターフェイスをアタッチする
には

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. [Launch Instance] をクリックします。
3. AMIを選択してその[Select]ボタンをクリックし、インスタンスタイプを選択して[Next: Configure

Instance Details] をクリックします。
4. [Configure Instance Details] ページで、[Network] リストから VPC を選択し、[Subnet] リストから

サブネットを選択します。

インスタンスにパブリックIPアドレスを割り当てるには、[Automatically assign a public IP address
to your instances]チェックボックスをオンにします。デフォルトサブネットを選択した場合は、こ
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のチェックボックスがデフォルトでオンになっています。プライマリネットワークインターフェイ
ス（eth0）に既存のネットワークインターフェイスを指定する場合や、次の手順で複数のネット
ワークインターフェイスを指定する場合は、インスタンスにパブリック IP アドレスを割り当てる
ことはできません。

5. コンソールの [Network Interfaces] セクションで、インスタンスを起動する際に最大 2 つのネット
ワークインターフェイス（新規、既存、またはその組み合わせ）を指定することができます。ま
た、すべての新規ネットワークインターフェイスについて、1 つのプライマリ IP アドレスと、1
つまたは複数のセカンダリIPアドレスを入力することができます。終了したら、[Next:AddStorage]
をクリックします。

インスタンスの起動後に、追加のネットワークインターフェイスを追加できることにご留意くださ
い。アタッチできるネットワークインターフェイスの合計数はインスタンスタイプによって異なり
ます。詳細については、「インスタンスタイプあたりの ENI ごとのプライベート IP アドレ
ス (p. 546)」を参照してください。

6. 次の [Add Storage] ページで、AMI によって指定されるボリューム（ルートデバイスボリュームな
ど）以外にインスタンスにアタッチするボリュームを指定し、[Next: Tag Instance] をクリックし
ます。

7. [Tag Instance]ページで、ユーザーフレンドリーな名前などを使ってインスタンスのタグを指定し、
[Next: Configure Security Group] をクリックします。

8. [Configure SecurityGroup]ページで、既存のセキュリティグループを選択するか、新しいグループ
を作成します。[Review and Launch] をクリックします。

9. [Review Instance Launch] ページに、プライマリおよび追加ネットワークインターフェイスの詳細
情報が表示されます。設定を確認し、[Launch]をクリックして、キーペアを選択し、インスタンス
を起動します。Amazon EC2 を初めて使用する場合、これまでにキーペアを作成したことがなけ
れば、ウィザードによってキーペアを作成するよう求めるメッセージが表示されます。

コマンドラインを使用してインスタンスの起動時にネットワークインターフェイスをアタッチ
するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• run-instances（AWS CLI）
• ec2-run-instances（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Instance（AWS Tools for Windows PowerShell）

停止したインスタンスまたは実行中のインスタンス
にネットワークインターフェイスをアタッチする
Amazon EC2コンソールの [Instances] ページまたは [Network Interfaces] ページのどちらかから、ある
いはコマンドラインインターフェイスを使用して、VPC 内で停止したインスタンスまたは実行中のイ
ンスタンスにネットワークインターフェイスをアタッチできます。

インスタンスページを使用してネットワークインターフェイスをインスタンスにアタッチする
には

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを右クリックし、[Attach Network Interface] を選択します。
4. [AttachNetwork Interface]ダイアログボックスで、ネットワークインターフェイスを選択し、[Attach]

をクリックします。
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ネットワークインターフェイスページを使用してネットワークインターフェイスをインスタン
スにアタッチするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択します。
4. [Attach] ボタンをクリックします。
5. [Attach Network Interface] ダイアログボックスでインスタンスを選択し、[Attach] をクリックしま

す。

コマンドラインを使用してインスタンスにネットワークインターフェイスをアタッチするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• attach-network-interface（AWS CLI）
• ec2-attach-network-interface（Amazon EC2 CLI）
• Add-EC2NetworkInterface（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスをインスタンスから
デタッチする
セカンダリネットワークインターフェイスは、Amazon EC2 コンソールの [Instances] ページまたは
[Network Interfaces] ページを使用して、またはコマンドラインインターフェイスを使用して、いつで
もデタッチできます。

インスタンスページを使用してネットワークインターフェイスをインスタンスからデタッチす
るには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを右クリックし、[Detach Network Interface] を選択します。
4. [Detach Network Interface] ダイアログボックスで、ネットワークインターフェイスを選択し、

[Detach] をクリックします。

ネットワークインターフェイスページを使用してネットワークインターフェイスをインスタン
スからデタッチするには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択し、[Detach] ボタンをクリックします。
4. [Detach Network Interface] ダイアログボックスで [Yes, Detach] をクリックします。ネットワーク

インターフェイスをインスタンスからデタッチできなかった場合は、[Force detachment] を選択
し、再試行します。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスをデタッチするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• detach-network-interface（AWS CLI）
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• ec2-detach-network-interface（Amazon EC2 CLI）
• Dismount-EC2NetworkInterface（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスのセキュリティグルー
プを変更する
ネットワークインターフェイスに関連付けられているセキュリティグループを変更できます。セキュリ
ティグループを作成するとき、ネットワークインターフェイスのサブネットと同じ VPC を必ず指定し
ます。

AWSManagementConsoleまたはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスのセキュ
リティグループを変更することができます。

Note

Elastic Load Balancing などの他のアマゾンウェブサービスが所有するインターフェイスのセ
キュリティグループメンバーシップを変更するには、そのサービスのコンソールまたはコマン
ドラインインターフェイスを使用します。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスのセキュリティグループを変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択します。
4. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Change Security Groups] を選択します。
5. [ChangeSecurityGroups]ダイアログボックスで、使用するセキュリティグループを選択し、[Save]

をクリックします。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスのセキュリティグループを変更する
には

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-network-interface-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-network-interface-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2NetworkInterfaceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスの送信元/送信先チェッ
クを変更する
[Source/Destination Check] 属性により、送信元/送信先チェックがインスタンスで有効になっているか
どうかが制御されます。この属性を無効にすると、インスタンスで自身にアドレス指定されていない
ネットワークトラフィックを処理することが可能になります。例えば、ネットワークアドレス変換、
ルーティング、ファイアウォールなどのサービスを実行するインスタンスではこの値を disabledに
設定する必要があります。デフォルト値は enabledです。

AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、送信元/送信先チェックを変更できま
す。
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コンソールを使用してネットワークインターフェイスの送信元/送信先チェックを変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Change Source/Dest Check] を選択します。
4. ダイアログボックスで [Enabled]（有効にする場合）または [Disabled]（無効にする場合）を選択

して、[Save] をクリックします。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスの送信元/送信先チェックを変更する
には

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-network-interface-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-network-interface-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2NetworkInterfaceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

Elastic IPアドレスとネットワークインターフェイス
を関連付ける
Elastic IPアドレスが与えられている場合、ネットワークインターフェイスのプライベート IPアドレス
の 1 つをそれと関連付けることができます。1 つの Elastic IP アドレスと各プライベート IP アドレス
を関連付けることができます。

AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して、Elastic IPアドレスを関連付けることが
できます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスを関連付けるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Associate Address] を選択します。
4. [Associate Elastic IP Address] ダイアログボックスで、[Address] リストから Elastic IP アドレスを

選択します。
5. [Associate to private IP address] で、Elastic IP アドレスに関連付けるプライベート IP アドレスを

選択します。
6. [Allow reassociation]を選択して、指定したネットワークインターフェイスにElastic IPアドレスを

関連付け（現在、別のインスタンスまたはネットワークインターフェイスに関連付けられている場
合）、[Associate Address] をクリックします。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• associate-address（AWS CLI）
• ec2-associate-address（Amazon EC2 CLI）
• Register-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）
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Elastic IPアドレスとネットワークインターフェイス
の関連付けを解除する
ネットワークインターフェイスに Elastic IP アドレスが関連付けられている場合、アドレスの関連付け
を解除し、別のネットワークインターフェイスに関連付けるか、解放してアドレスプールに戻すことが
できます。ネットワークインターフェイスは特定のサブネットに固有になるため、これはネットワーク
インターフェイスを利用し、異なるサブネットまたは VPC のインスタンスに Elastic IP アドレスを関
連付ける唯一の方法になります。

AWSManagement Consoleまたはコマンドラインを使用して、Elastic IPアドレスの関連付けを解除す
ることができます。

コンソールを使用して Elastic IP アドレスの関連付けを解除するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Disassociate Address] を選択します。
4. [Disassociate IP Address] ダイアログボックスで [Yes, Disassociate] をクリックします。

コマンドラインを使用して Elastic IP アドレスを別のインスタンスに関連付けるには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• disassociate-address（AWS CLI）
• ec2-disassociate-address（Amazon EC2 CLI）
• Unregister-EC2Address（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスの終了動作を変更す
る
ネットワークインターフェイスがアタッチされているインスタンスが削除されたときにネットワークイ
ンターフェイスも自動的に削除するように、インスタンスにアタッチされているネットワークインター
フェイスの終了動作を設定できます。

Note

デフォルトでは、AWSManagementConsoleによって自動的に作成されインスタンスにアタッ
チされたネットワークインターフェイスは、インスタンスの終了時に終了するように設定され
ています。ただし、コマンドラインインターフェイスを使用して作成されたネットワークイン
ターフェイスは、インスタンスの終了時に終了するように設定されていません。

AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスの終了
時の動作を変更することができます。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスの終了時の動作を変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Change Termination Behavior] を選択します。
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4. インスタンスの終了時にネットワークインターフェイスを削除する場合は、[Change Termination
Behavior] ダイアログボックスの [Delete on termination] チェックボックスを選択します。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスの終了時の動作を変更するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-network-interface-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-network-interface-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2NetworkInterfaceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスの説明を追加または
編集する
AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、ネットワークインターフェイスの説明
を変更することができます。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスの説明を変更するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを右クリックし、[Change Description] を選択します。
4. [ChangeDescription]ダイアログボックスでネットワークインターフェイスの説明を入力し、[Save]

をクリックします。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスの説明を変更するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• modify-network-interface-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-network-interface-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2NetworkInterfaceAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

ネットワークインターフェイスのタグを追加または
編集する
タグとは、ネットワークインターフェイスに追加できるメタデータです。タグはプライベートとして扱
われ、アカウントでのみ表示できます。各タグはキーとオプションの値で構成されます。タグの詳細に
ついては、「Amazon EC2 リソースにタグを付ける (p. 662)」を参照してください。

AWS Management Console またはコマンドラインを使用して、リソースにタグを付けることができま
す。

コンソールを使用してネットワークインターフェイスのタグを追加または編集するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Network Interfaces] をクリックします。
3. ネットワークインターフェイスを選択します。
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4. 詳細ペインで [Tags] タブをクリックし、[Add/Edit Tags] をクリックします。
5. [Add/Edit Tags] ダイアログボックスで、作成するタグごとに [Create Tag] をクリックして、キー

とオプションの値を入力します。終了したら [Save] をクリックします。

コマンドラインを使用してネットワークインターフェイスのタグを追加または編集するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-tags（AWS CLI）
• ec2-create-tags（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Tag（AWS Tools for Windows PowerShell）

VPC 内の Linux インスタンスでの拡張ネットワー
キングの有効化

Abstract

サポート対象の Linux インスタンスで、拡張ネットワーキング機能を有効化します。

C3、R3、および I2 インスタンスでは、拡張ネットワーキング機能を有効にできます。AWS では、シ
ングルルート I/O 仮想化（SR-IOV）を利用した拡張ネットワーキング機能のみがサポートされます。
インスタンスで拡張ネットワーキング機能を有効化すると、パフォーマンス（秒あたりのパケット数）
が拡張され、レイテンシーが低くなり、お客様の手間が省略されます。

インスタンスで拡張ネットワーキング機能を有効化する前に、カーネルに必要なドライバがインストー
ルされていることと、また、インスタンスの sriovNetSupport属性が設定済みであることを確認し
てください。

Topics
• 要件 (p. 559)
• Amazon Linux の使用 (p. 560)
• Amazon Linux 以外の Linux ディストリビューションの使用 (p. 561)
• 拡張ネットワーキングが有効化されているかどうかのテスト (p. 562)

Windows での手順については、Amazon Elastic Compute Cloud Microsoft Windows Guide の VPC内の
Windows インスタンスで拡張ネットワーキングを有効化するに説明があります。

要件
• Linux カーネルバージョン 2.6.32 以上で、HVM AMI からインスタンスを起動します。
• VPC 内でインスタンスを起動します。
• AWS CLI または Amazon EC2 CLI ツールをインストールします。詳細については、「Amazon EC2
へのアクセス (p. 3)」を参照してください。

Amazon EC2 CLI ツールを選択する場合は、バージョン 1.6.12.0 以降をインストールします。CLI
ツールのバージョンを確認するには、ec2-version コマンドを使用できます。
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Amazon Linux の使用
最新の Amazon Linux HVM AMI では、拡張ネットワーキングに必要なドライバがインストールされて
おり、必要な属性も設定されています。したがって、C3、R3、I2 のいずれかの Amazon EBS-Backed
インスタンスを最新の Amazon Linux HVM AMI を使用して起動した場合は、拡張ネットワーキングが
有効化されています。詳細については、拡張ネットワーキングが有効化されているかどうかのテス
ト (p. 562) を参照してください。

以前のバージョンのAmazon LinuxAMIを使用してインスタンスを起動した場合、AmazonEBS-Backed
インスタンスで拡張ネットワーキングを有効化するには、以下の手順を実行します。

以前のバージョンの Amazon Linux で拡張ネットワーキングを有効化するには

1. インスタンスに接続します。
2. インスタンスから以下のコマンドを実行します。

sudo yum update

3. コンピュータから、Amazon EC2 コンソールまたは次のいずれかのコマンドを使用してインスタ
ンスを再起動します。reboot-instances （AWS CLI）または ec2-reboot-instances （Amazon EC2
CLI）。

4. コンピュータから、Amazon EC2 コンソールまたは次のいずれかのコマンドを使用してインスタ
ンスを停止します。stop-instances（AWSCLI）またはec2-stop-instances（Amazon EC2CLI）。

5. コンピュータから、次のいずれかのコマンドを使用して拡張ネットワーキングの属性を有効化しま
す。このネットワーキング属性は、いったん有効化すると無効化できないことに注意してくださ
い。

• modify-instance-attribute（AWS CLI）

$ aws ec2 modify-instance-attribute --instance-id instance_id --sriov-net-
support Value=simple

• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）

$ ec2-modify-instance-attribute instance_id --sriov simple

6. （オプション）「Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」の説明に従って、インスタンス
から AMI を作成します。AMI は、インスタンスから拡張ネットワーキング属性を継承します。こ
のため、この AMI を使用することで、拡張ネットワーキングがデフォルトで有効化された状態で
C3、R3、I2 のインスタンスを起動することができます。

7. コンピュータから、Amazon EC2 コンソールまたは次のいずれかのコマンドを使用してインスタ
ンスを開始します。start-instances（AWSCLI）またはec2-start-instances（Amazon EC2CLI）。

[Instance Store-Backed Instances]

Instance store-Backedインスタンスを使用している場合は、前述のようにインスタンスを停止したり、
属性を変更したり、イメージを作成したりすることはできません。代わりに、Instance Store-Backed
Linux AMI の作成 (p. 81) で説明しているように、新しい AMI を作成します。AMI を登録するときに、
必ず拡張ネットワーキング属性を有効化してください。

• register-image （AWS CLI）
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$ aws ec2 register-image --sriov-net-support Value=simple ...

• ec2-register （Amazon EC2 CLI）

$ ec2-register --sriov simple ...

Amazon Linux以外のLinuxディストリビューション
の使用
以下に、Amazon Linux 以外の Linux ディストリビューションで拡張ネットワーキングを有効化する際
の一般的な手順を示します。コマンドの構文など、詳細については、ご使用のLinuxディストリビュー
ションのドキュメントを参照してください。

Linux で拡張ネットワーキングを有効化するには

1. インスタンスに接続します。
2. インスタンスで PCI Hot Plug 機能が有効化されていることを確認します。
3. ixgbevf ドライバをダウンロードし、インスタンスでソースを抽出します。必ず、インスタンスの

カーネルと互換性があるドライバをインストールしてください。
4. インスタンスで ixgbevf ドライバをコンパイルして、インストールします。
5. 最適なパフォーマンスを得るには、以下のようにして、インストールしたドライバに動的割り込み

スロットリングを有効化します。

$ echo "options ixgbevf InterruptThrottleRate=1,1,1,1,1,1,1,1" > /etc/mod 
probe.d/ixgbevf.conf

これは一般的な ixgbevf.confの場所ですが、お使いの Linux ディストリビューションによって
は異なる場合があります。

6. コンピュータから、Amazon EC2 コンソールまたは次のいずれかのコマンドを使用してインスタ
ンスを停止します。stop-instances（AWSCLI）またはec2-stop-instances（Amazon EC2CLI）。

7. コンピュータから、次のいずれかのコマンドを使用して拡張ネットワーキングの属性を有効化しま
す。このネットワーキング属性は、いったん有効化すると無効化できないことに注意してくださ
い。

• modify-instance-attribute（AWS CLI）

$ aws ec2 modify-instance-attribute --instance-id instance_id --sriov-net-
support Value=simple

• ec2-modify-instance-attribute（Amazon EC2 CLI）

$ ec2-modify-instance-attribute instance_id --sriov simple

8. （オプション）「Amazon EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」の説明に従って、インスタンス
から AMI を作成します。AMI は、インスタンスから拡張ネットワーキング属性を継承します。こ
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のため、この AMI を使用することで、拡張ネットワーキングがデフォルトで有効化された状態で
C3、R3、I2 のインスタンスを起動することができます。

9. コンピュータから、Amazon EC2 コンソールまたは次のいずれかのコマンドを使用してインスタ
ンスを開始します。start-instances（AWSCLI）またはec2-start-instances（Amazon EC2CLI）。

10. （オプション）インスタンスに接続して、ドライバがインストールされていることを確認してくだ
さい。

[Instance store–Backed Instances]

Instance store-Backedインスタンスを使用している場合は、前述のようにインスタンスを停止したり、
属性を変更したり、イメージを作成したりすることはできません。代わりに、Instance Store-Backed
Linux AMI の作成 (p. 81) で説明しているように、新しい AMI を作成します。AMI を登録するときに、
必ず拡張ネットワーキング属性を有効化してください。

• register-image （AWS CLI）

$ aws ec2 register-image --sriov-net-support Value=simple ...

• ec2-register （Amazon EC2 CLI）

$ ec2-register --sriov simple ...

接続性の問題のトラブルシューティング

拡張ネットワーキングを有効化しているときに接続が失われると、ixgbevf モジュールとカーネルの互
換性が保たれない可能性があります。この場合、インスタンスのLinuxディストリビューションに含ま
れる ixgbevf モジュールのバージョンをインストールしてみます。

拡張ネットワーキングが有効化されているかどうか
のテスト
拡張ネットワーキングが有効化されているかどうかをテストするには、インスタンスにドライバがイン
ストールされていること、また、sriovNetSupport属性が設定されていることを確認します。

[Driver (ixgbevf)]

ixgbevfドライバがインストールされていることを確認するには、以下の要領でethtoolコマンドを使用
します。

$ sudo ethtool -i eth0
driver: ixgbevf
version: 2.11.3
firmware-version: N/A
bus-info: 0000:00:03.0
supports-statistics: yes
supports-test: yes
supports-eeprom-access: no
supports-register-dump: yes
supports-priv-flags: no

[Attribute (sriovNetSupport)]
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インスタンスに拡張ネットワーキング属性が設定されているかどうかを確認するには、次のいずれかの
コマンドを使用します。

• describe-instance-attribute （AWS CLI）

$ aws ec2 describe-instance-attribute --instance-id instance_id --attribute 
sriovNetSupport

拡張ネットワーキング属性が設定されていない場合、SriovNetSupportは空です。設定されている
場合、SriovNetSupportは次のように設定されています。

    "SriovNetSupport": {
        "Value": "simple"
    },

• ec2-modify-instance-attribute （:Amazon EC2 CLI）

$ ec2-describe-instance-attribute instance_id --sriov

拡張ネットワーキング属性が設定されていない場合、このコマンドに対する出力はありません。設定
されている場合は、以下のような出力が得られます。

sriovNetSupport instance_id   simple

AMIに拡張ネットワーキング属性がすでに設定されているかどうかを確認するには、次のいずれかのコ
マンドを使用します。

• describe-image-attribute （AWS CLI）

$ aws ec2 describe-image-attribute --image-id ami_id --attribute sriovNetSup 
port

拡張ネットワーキング属性が設定されていない場合、SriovNetSupportは空です。設定されている
場合、SriovNetSupportは次のように設定されています。

    "SriovNetSupport": {
        "Value": "simple"
    },

• ec2-modify-instance-attribute （Amazon EC2 CLI）

$ ec2-describe-image-attribute ami_id --sriov

拡張ネットワーキング属性が設定されていない場合、このコマンドに対する出力はありません。設定
されている場合は、以下のような出力が得られます。

sriovNetSupport ami_id        simple
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ストレージ

Abstract

AmazonEC2でサポートされているデータストレージオプションを使用して、ストレージ要件に対応する方法を学
習します。

Topics
• Amazon Elastic Block Store(Amazon EBS) (p. 566)
• Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631)
• Amazon Simple Storage Service（Amazon S3） (p. 641)
• ブロックデバイスマッピング (p. 643)
• パブリックデータセットの使用 (p. 655)

Amazon EC2 にはインスタンスを格納するための、柔軟で使いやすく、コスト効率の良いデータスト
レージオプションが用意されています。各オプションは独自のパフォーマンスと耐久性を備えていま
す。これらのストレージオプションは、要件に応じて個別に使用することも、組み合わせて使用するこ
ともできます。

このセクションを読むことで、Amazon Elastic Compute Cloud がサポートするデータストレージオプ
ションを使用して、特定の要件に対応する方法を十分に理解できるようになるはずです。例えば、次の
ようなストレージオプションがあります。

• Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）
• Amazon EC2 インスタンスストア
• Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）

各ストレージタイプの関係を下の図に示します。
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Amazon EBS

Amazon EBS は、実行中の Amazon EC2 インスタンスにアタッチできる、堅牢なブロックレベルのス
トレージボリュームを提供します。この Amazon EBS は、細かな更新を頻繁に行う必要があるデータ
を対象とした主要ストレージデバイスとして使用できます。例えば、インスタンスでデータベースを実
行するときに、Amazon EBS をストレージオプションとして使用することをお勧めします。

AmazonEBSボリュームは、1つのインスタンスにアタッチできる、未加工、未フォーマットの外部ブ
ロックデバイスのように動作します。これらのボリュームは、Amazon EC2 インスタンスの運用状況
から独立した永続性を持ちます。インスタンスにアタッチした後の EBS ボリュームは、他の物理ハー
ドドライブと同じように使用できます。前の図に示したように、複数のボリュームをインスタンスにア
タッチできます。1 つのインスタンスから EBS ボリュームをデタッチし、別のインスタンスにアタッ
チできます。

データのバックアップコピーを保持するには、EBSボリュームのスナップショットを作成してAmazon
S3に保存します。スナップショットから新しいAmazon EBSボリュームを作成して、別のインスタン
スにアタッチすることもできます。詳細については、AmazonElastic Block Store(AmazonEBS) (p. 566)
を参照してください。

Amazon EC2 インスタンスストア

多くの Amazon EC2 インスタンスは、ホストコンピュータに物理的にアタッチされたディスクからス
トレージにアクセスできます。このディスクストレージは、インスタンスストアと呼ばれます。インス
タンスストアは、Amazon EC2 インスタンス用のブロックレベルの一時ストレージを提供します。イ
ンスタンスストアボリュームのデータは、関連する Amazon EC2 インスタンスの存続中にのみ保持さ
れます。インスタンスを停止または終了すると、インスタンスストアボリュームのすべてのデータが失
われます。詳細については、「Amazon EC2 インスタンスストア (p. 631)」を参照してください。

Amazon S3

Amazon S3はインターネットデータ用のリポジトリです。Amazon S3により、低コストで信頼性に優
れたデータストレージインフラストラクチャが実現します。ウェブスケールのコンピューティングをさ
らに簡単に行えるように設計されており、Amazon EC2 内から、またはウェブ上のどこからでも、い
つでも必要な量だけデータを格納および取得できます。例えば、データとアプリケーションのバック
アップコピーを格納するときに &S3 を使用できます。詳細については、「Amazon Simple Storage
Service（Amazon S3） (p. 641)」を参照してください。

ストレージの追加
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AMIからインスタンスを起動するたびに、そのインスタンス用のルートストレージデバイスが作成され
ます。ルートストレージデバイスには、インスタンスの起動に必要な情報すべてが含まれます。AMIを
作成するとき、またはブロックデバイスマッピングを使用してインスタンスを起動するときに、ルート
デバイスボリュームの他にストレージボリュームを指定できます。詳細については、「ブロックデバイ
スマッピング (p. 643)」を参照してください。

実行中のインスタンスに EBS ボリュームをアタッチすることもできます。詳細については、「インス
タンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573)」を参照してください。

Amazon Elastic Block Store(Amazon EBS)
Abstract

Amazon EC2インスタンスで使用するためのブロックレベルのストレージボリュームを提供する、Amazon Elastic
Block Store を使用します。

Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）は、Amazon EC2 インスタンスで使用するためのブロッ
クレベルのストレージボリュームを提供します。AmazonEBSボリュームは、同じアベイラビリティー
ゾーンにある実行中のどのインスタンスにもアタッチできる、可用性と信頼性に優れたストレージボ
リュームです。Amazon EC2 にアタッチされた Amazon EBS ボリュームは、インスタンスの運用状況
から、独立した永続性を保つストレージボリュームとして表示されます。 Amazon EBS の場合は、使
用した分のみをお支払いいただきます。Amazon EBS の価格設定の詳細については、Amazon Elastic
Block Store ページの概算費用のセクションを参照してください。

データが頻繁に変更され、さらに長期永続性がデータに必要な場合に、Amazon EBS の使用をお勧め
します。Amazon EBS ボリュームは、ファイルシステムの主要ストレージやデータベースとしての使
用に特に適しています。また、細かい更新が必要なアプリケーションや、ブロックレベルの未初期化の
ストレージを使用する必要があるアプリケーションにも適しています。Amazon EBS は、データセッ
ト全体でランダムな読み取り/書き込みが頻繁に発生するデータベーススタイルのアプリケーションで
特に役立ちます。

AWSアカウントによって規定される制限内であれば、同一のインスタンスに複数のボリュームをアタッ
チできます。アカウントには、使用できる Amazon EBS ボリュームの数と、利用可能なストレージの
総量に制限があります。これらの制限と、制限を緩和するよう要求する方法の詳細については、Request
to Increase the Amazon EBS Volume Limit を参照してください。

Topics
• Amazon EBS の機能 (p. 566)
• Amazon EBS ボリューム (p. 567)
• Amazon EBS スナップショット (p. 605)
• Amazon EBS ボリュームのパフォーマンス (p. 611)
• Amazon EBS API およびコマンド概要 (p. 629)

Amazon EBS の機能
• 1 GB～1TBのサイズのAmazon EBSストレージボリュームを作成し、デバイスとしてAmazon EC2
インスタンスにマウントすることができます。複数のボリュームを同じインスタンスにマウントでき
ますが、各ボリュームをアタッチできるインスタンスは 1 度に 1 つだけです。詳細については、新
しい Amazon EBS ボリュームの作成 (p. 570) を参照してください。

• Amazon EBS Provisioned I/O Operations Per Secondボリュームでは、ボリュームあたり最大 4000
IOPS の特定レベルの I/O パフォーマンスをプロビジョニングできます。この機能を利用すると、
AmazonEC2インスタンスあたり数千IOPSという規模に拡張したときも、期待どおりのパフォーマ
ンスを得ることができます。詳細については、Provisioned IOPSボリューム(p. 569)を参照してくだ
さい。
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• Amazon EBS ボリュームの動作は、未初期化のブロックデバイスに似ています。これらのボリュー
ムにファイルシステムを構築したり、ブロックデバイスを使用する別の方法（ハードドライブとして
使用など）で使用したりできます。ファイルシステムの作成およびボリュームのマウントの詳細につ
いては、Amazon EBS ボリュームを使用できるようにする (p. 576) を参照してください。

• Amazon EBS ボリュームの特定の時点におけるスナップショットを作成し、Amazon S3 に保管でき
ます。長期的な耐久性を実現するために、スナップショットはデータを保護します。また、スナップ
ショットは、新しい Amazon EBS ボリュームの開始点として使用できます。1 つのスナップショッ
トからインスタンス化できるボリュームの数に制限はありません。これらのスナップショットは、複
数の AWS リージョンにわたってコピーできます。詳細については、Amazon EBS スナップショッ
ト (p. 605) を参照してください。

• AmazonEBSボリュームは、特定のアベイラビリティーゾーンで作成され、そのアベイラビリティー
ゾーン内のインスタンスにアタッチできます。アベイラビリティーゾーンの外部でボリュームを使用
できるようにするには、スナップショットを作成し、そのスナップショットをそのリージョン内の新
しいボリュームに復元できます。スナップショットをその他のリージョンにコピーしてから、その
リージョン内の新しいボリュームに復元できるので、地理的な拡大やデータセンターの移行、災害復
旧など、複数の AWS リージョンをより容易に活用することができます。詳細については、Amazon
EBS スナップショットの作成 (p. 606) 、スナップショットからの Amazon EBS ボリュームの復
元 (p. 571)、および Amazon EBS スナップショットのコピー (p. 608) を参照してください。

• パブリックデータセットスナップショットの大きなリポジトリをAmazonEBSボリュームに復元し、
AWSクラウドベースのアプリケーションにシームレスに統合することができます。詳細については、
パブリックデータセットの使用 (p. 655) を参照してください。

• AWS Management Consoleを介して、帯域幅、スループット、レイテンシー、平均キュー長などの
パフォーマンスメトリックスを使用できます。Amazon CloudWatch のこれらのメトリックスを使用
してボリュームのパフォーマンスをモニタリングすると、アプリケーションに対して十分なパフォー
マンスを提供できているか、無駄なリソースにコストを費やしていないかを確認できます。詳細につ
いては、Amazon EBS ボリュームのパフォーマンス (p. 611) を参照してください。

Amazon EBS ボリューム
Abstract

Amazon EBS ボリュームは、頻繁に更新されるデータのプライマリストレージ用の 1 つの EC2 インスタンスにア
タッチできるブロックレベルのストレージデバイスとして使用します。

Amazon EBS ボリュームは、1 つの EC2 インスタンスにアタッチできる、耐久性に優れたブロックレ
ベルのストレージボリュームです。AmazonEBSボリュームは、インスタンス用のシステムドライブ、
データベースアプリケーションのストレージなど、頻繁に更新する必要があるデータのプライマリスト
レージとして使用できます。EBS;ボリュームは、EC2インスタンスの運用状況から独立した永続性を
持ちます。インスタンスにアタッチした後のボリュームは、他の物理ハードドライブと同じように使用
できます。Amazon EBS には、標準とプロビジョンド IOPS の 2 つのボリュームタイプがあります。
この2つはパフォーマンス特性と料金が異なるため、アプリケーションのニーズに応じてストレージの
パフォーマンスとコストを調整できます。詳細については、AmazonEBSボリュームの種類(p. 569)を
参照してください。

Topics
• Amazon EBS ボリュームを使用するメリット (p. 568)
• Amazon EBS ボリュームの種類 (p. 569)
• 新しい Amazon EBS ボリュームの作成 (p. 570)
• スナップショットからの Amazon EBS ボリュームの復元 (p. 571)
• インスタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573)
• Amazon EBS ボリュームを使用できるようにする (p. 576)
• ボリューム情報を表示する (p. 580)
• ボリュームのステータスのモニタリング (p. 580)

API Version 2014-02-01
567

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
EBS ボリューム



• インスタンスからの Amazon EBS ボリュームのデタッチ (p. 591)
• Amazon EBS ボリュームの削除 (p. 592)
• ボリュームのストレージ領域を拡張する (p. 593)
• Linux パーティションを拡張する (p. 600)

Amazon EBS ボリュームを使用するメリット
データの可用性

アベイラビリティーゾーン内に Amazon EBS ボリュームを作成すると、そのボリュームは同じゾーン
内で自動的にレプリケートされます。これは、1つのハードウェアコンポーネントの障害が原因でデー
タが失われることを防ぐためです。作成したボリュームは、同じアベイラビリティーゾーン内の任意の
Amazon EC2 インスタンスにアタッチできます。アタッチしたボリュームは、ハードドライブや他の
物理デバイスと同じようなネイティブブロックとして表示されます。この時点で、インスタンスからボ
リュームへのインタラクティブな操作は、ローカルドライブと同じように行うことができます。また、
ext3（Linux）やNTFS（Windows）などのファイルシステムを使ってAmazonEBSボリュームをフォー
マットしたり、アプリケーションをインストールしたりできます。

同じアベイラビリティーゾーン内で Amazon EBS ボリュームをアタッチできるインスタンスは 1 度に
1 つだけです。ただし、1 つのインスタンスに複数のボリュームをアタッチすることはできます。指定
したデバイスに複数のボリュームをアタッチする場合は、ボリュームにまたがってデータをストライプ
することで I/O とスループットのパフォーマンスを向上させることができます。

AmazonEBSボリュームのモニタリングデータは無料で取得できます（AmazonEBS-Backedインスタ
ンスのルートデバイスボリュームのデータも含まれます）。詳細については、「CloudWatchによるボ
リュームのモニタリング (p. 581)」を参照してください。

データの永続性

Amazon EBS ボリュームは、インスタンスの運用状況に左右されない永続性のあるストレージを提供
します。データが維持される限り、ボリュームの使用料が発生します。

デフォルトでは、実行中のインスタンスにアタッチされている Amazon EBS ボリュームは、インスタ
ンスが終了すると、データはそのままの状態で自動的にインスタンスからのアタッチが解除されます。
アタッチが解除されたボリュームは、新しいインスタンスに再アタッチできるので、迅速な復旧が可能
です。AmazonEBS-Backedインスタンスを使用している場合は、アタッチしたボリュームに格納され
ているデータに影響を与えずに、インスタンスを停止および再起動できます。ボリュームは停止/起動
のサイクルを通じてアタッチされたままです。これにより、データセットの処理と格納を無限に行うこ
とができ、必要なときだけ処理リソースとストレージリソースが使用されるようになります。データ
セットは、ボリュームを明示的に削除するまでボリューム内に維持されます。削除したボリュームは、
どのインスタンスにもアタッチできなくなります。

デフォルトでは、インスタンスの起動時に作成およびアタッチされた Amazon EBS ボリュームは、イ
ンスタンスの終了時に削除されます。この動作を変更するには、インスタンスの起動時にフラグ
DeleteOnTerminationの値を falseに変更します。値を変更すると、インスタンスが終了してもボ
リュームが保持されるので、そのボリュームを別のインスタンスにアタッチできます。

スナップショット

Amazon EBS は、Amazon EC2 ボリュームのスナップショット（バックアップ）を作成し、ボリュー
ム内のデータのコピーを Amazon S3 に書き込む機能を備えています。そこで、データは複数のアベイ
ラビリティーゾーンに冗長的に保存されます。スナップショットを作成するために、対象のボリューム
が実行中のインスタンスにアタッチされている必要はありません。ボリュームにデータを書き込み続け
ながら、そのボリュームのスナップショットを定期的に作成して、新しいボリュームのベースラインと
して使用できます。このスナップショットは、新しい Amazon EBS ボリュームを複数作成したり、ボ
リュームサイズを拡張したり、アベイラビリティーゾーン間でボリュームを移動したりするときに使用
できます。
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スナップショットから新規ボリュームを作成する場合、このボリュームはスナップショット作成時にお
ける元のボリュームの正確なコピーになります。オプションで別のボリュームサイズや別のアベイラビ
リティーゾーンを指定することもできます。この機能は、既存のボリュームサイズを拡大したり、重複
するボリュームを新しいアベイラビリティーゾーンに作成したりする場合に便利です。スナップショッ
トは特定のAWSアカウントと共有できます。また、一般公開も可能です。スナップショットを作成す
ると、Amazon S3 でボリュームの合計サイズに基づいて、料金がかかります。ボリュームのその後の
スナップショットについては、ボリュームの元のサイズを超える追加データ分にのみ料金がかかりま
す。

Amazon EBS のスナップショットは差分バックアップです。つまり、最後にスナップショットを作成
した時点から、ボリューム上で変更のあるブロックだけが保存されます。例えば、100GiBのデータが
格納されているボリュームがあるとします。最後にスナップショットを作成してから、そのうちの 5
GiB 分のデータしか変更されていない場合は、その変更された 5 GiB のデータだけが Amazon S3に書
き込まれます。スナップショットの保存は差分ベースで行われるものの、最新のスナップショットさえ
あればボリュームを復元できるようにスナップショット削除プロセスは設計されています。

ボリュームとスナップショットを分類および管理しやすくするため、任意のメタデータでタグ付けする
ことができます。詳細については、「Amazon EC2リソースにタグを付ける (p. 662)」を参照してくだ
さい。

Amazon EBS ボリュームの種類
Abstract

標準とプロビジョンド IOPSという 2種類のボリュームのいずれかを使用しているアプリケーションの必要性に合
わせて、ストレージのパフォーマンスとコストを調整します。

Amazon EBS には、標準とプロビジョンド IOPS（入力または出力操作/秒）の 2 種類のボリュームが
あります。この2つはパフォーマンス特性と料金が異なるため、アプリケーションのニーズに応じてス
トレージのパフォーマンスとコストを調整できます。

標準ボリューム

標準ボリュームは、コスト効果に優れたストレージであり、アプリケーションのI/O要件が少ないかま
たはバースト性である場合に適しています。これらのボリュームは、平均約100 IOPSを実現し、バー
スト能力は最大約数百 IOPSです。ボリュームのサイズは 1 GB～1 TBです。サイズの拡張とパフォー
マンスの向上をご希望の場合は、複数の標準ボリュームを1つのRAID構成内でまとめてストライプ構
成することができます。次の使用シナリオ例は、Amazon EBS 標準ボリュームに適しています。

• ファイルサーバー
• ログ処理
• 低トラフィックのウェブサイト
• 分析
• システムブートボリューム

Provisioned IOPS ボリューム

Provisioned IOPSボリュームは、ランダムアクセスI/Oスループットにおけるストレージパフォーマン
スと整合性が重要な、I/O 集約型ワークロード（特にデータベースワークロード）のニーズを満たすよ
うに設計されています。ボリューム作成時に IOPS レートを指定します。Amazon EBS は 1 年間のう
ちの 99.9%、プロビジョンド IOPS をパフォーマンスの 10% 内で提供します。

Provisioned IOPSボリュームのサイズは 10 GB～1 TBです。1ボリュームあたり、最大 4000 IOPSを
プロビジョニングできます。要求されたボリュームサイズに対してプロビジョニングされるIOPSの比
率は最大 30 です。例えば、3000 IOPS のボリュームには少なくとも 100 GB のサイズが必要です。サ
イズの拡張とパフォーマンスの向上をご希望の場合、複数のボリュームを1つにまとめてストレイプ構
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成にすることができます。次の使用シナリオ例は、Amazon EBS Provisioned IOPS ボリュームに適し
ています。

• ビジネスアプリケーション
• MongoDB•
• Microsoft SQL Server
• MySQL
• PostgreSQL
• Oracle

インスタンスの構成、I/O特性、ワークロードのデマンドなど、Amazon EBSボリュームのパフォーマ
ンスに影響を与える可能性がある要因は複数存在します。Provisioned IOPS ボリュームを最大限活用
するための詳細は、Amazon EBS ボリュームのパフォーマンス (p. 611) を参照してください。

新しい Amazon EBS ボリュームの作成
Abstract

新しい Amazon EBS ボリュームを作成して、同じアベイラビリティゾーン内の任意の EC2 インスタンスにアタッ
チできます。

新しい Amazon EBS ボリュームを作成して、同じアベイラビリティーゾーン内の任意の Amazon EC2
インスタンスにアタッチできます。

また、ブロックデバイスマッピングを指定すると、インスタンスの起動時に、Amazon EBS ボリュー
ムを作成してアタッチすることもできます。詳細については、インスタンスの起動 (p. 325) およびブ
ロックデバイスマッピング(p. 643)を参照してください。以前作成したスナップショットからボリュー
ムを復元できます。詳細については、スナップショットからのAmazonEBSボリュームの復元(p. 571)
を参照してください。

高性能のストレージシナリオ用にボリュームを作成する場合、Provisioned IOPS ボリュームを使用し
て、アプリケーションをサポートするために十分な帯域幅を持つインスタンス（EBS 最適化インスタ
ンス、10 ギガビットネットワーク接続を備えたインスタンスなど）にアタッチしてください。詳細に
ついては、Amazon EC2 インスタンスの構成 (p. 612) を参照してください。

新しく作成した Amazon EBS ボリュームにデータブロックを初めて書き込む場合、通常よりも長いレ
イテンシーが発生する可能性があります。本番ワークロードで書き込みレイテンシーが増加する可能性
を回避するには、最初にボリュームのすべてのブロックに書き込みを行い、最適なパフォーマンスを確
保する必要があります。この方法を「ボリュームの事前ウォーミング」と呼びます。詳細については、
Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 615) を参照してください。

新しい Amazon EBS ボリュームを作成するにはコンソールを使用する

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーから、ボリュームを作成するリージョンを選択します。この選択は、リージョ

ン間で共有できるのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、重要です。詳細については、
「リソースの場所 (p. 658)」を参照してください。
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3. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。
4. 上段のペインの上で、[Create Volume] をクリックします。
5. [Create Volume] ダイアログボックスで、[Volume Type] リストの [Standard] または [Provisioned

IOPS]を選択します。詳細については、Amazon EBSボリュームの種類(p. 569)を参照してくださ
い。

6. [Size] ボックスに、ボリュームのサイズを GiB で入力します。
7. プロビジョンド IOPSボリュームの場合、[IOPS] ボックスに、ボリュームがサポートできる IOPS

（1 秒あたりの入力/出力オペレーションの数）の最大数を入力します。
8. [Availability Zone]リストで、ボリュームを作成するアベイラビリティーゾーンを選択します。詳細

については、リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8) を参照してください。
9. [Yes, Create] をクリックします。

コマンドラインを使用して、新しい Amazon EBS ボリュームを作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-volume（AWS CLI）
• ec2-create-volume（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

スナップショットからの Amazon EBS ボリュームの復元
Abstract

Amazon S3 に格納されているスナップショットのデータを使用して、Amazon EBS ボリュームを復元します。

Amazon S3に格納されたスナップショットから、データが存在するAmazon EBSボリュームを復元で
きます。ボリュームの復元元となるスナップショットの ID が必要です。また、スナップショットへの
アクセス許可も必要です。スナップショットの詳細については、AmazonEBSスナップショット(p.605)
を参照してください。
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既存の Amazon S3 スナップショットから作成された新しいボリュームは、バックグラウンドで時間を
かけて読み込まれます。つまり、スナップショットを基にボリュームを作成した後は、Amazon S3 か
ら Amazon EBS ボリュームにすべてのデータが転送されるのを待たなくても、アタッチしたインスタ
ンスからボリュームとそのすべてのデータへのアクセスを開始できます。まだ読み込まれていないデー
タに対してインスタンスからのアクセスがあった場合、ボリュームは要求されたデータを Amazon S3
から即座にダウンロードして、引き続き残りのデータをバックグラウンドで読み込みます。

新しく復元された Amazon EBS ボリュームのデータブロックが初めてアクセスされた場合、通常より
長いレイテンシーが発生する可能性があります。実稼働時に読み取りおよび書き込みレイテンシーが増
加する可能性を回避するには、最初にボリュームのすべてのブロックの読み取りを行い、最適なパフォー
マンスを確保する必要があります。この方法を「ボリュームの事前ウォーミング」と呼びます。詳細に
ついては、Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 615) を参照してください。

スナップショットから Amazon EBS ボリュームを復元するにはコンソールを使用する

次のようにコンソールを使って、スナップショットから Amazon EBS ボリュームを復元することがで
きます

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーから、スナップショットのリージョンを選択します。リージョン間で共有でき

るのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、ここでの選択は重要です。詳細については、
リソースの場所(p. 658)を参照してください。スナップショットを別のリージョンのボリュームに
復元する必要がある場合、スナップショットを新しいリージョンにコピーし、そのリージョンのボ
リュームに復元することができます。詳細については、「Amazon EBS スナップショットのコ
ピー (p. 608)」を参照してください。

3. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。
4. 上段のペインの上で、[Create Volume] をクリックします。
5. [Create Volume] ダイアログボックスで、[Volume Type] リストの [Standard] または [Provisioned

IOPS]を選択します。詳細については、Amazon EBSボリュームの種類(p. 569)を参照してくださ
い。

6. [Snapshot]フィールドに、ボリュームの復元元となるスナップショットのIDまたは説明を入力し、
表示されたオプションリストから選択します。

7. [Size] ボックスに、ボリュームのサイズ（GiB）を入力するか、またはスナップショットのデフォ
ルトのサイズが適切であるかを確認します。
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Note

ボリュームサイズとスナップショット ID の両方を指定した場合は、スナップショットサ
イズ以上のサイズにする必要があります。ボリュームの種類とスナップショット ID を選
択すると、ボリュームの最小サイズと最大サイズが [Size] リストの横に表示されます。そ
のスナップショットからの AWS Marketplace 製品コードがある場合は、その製品コード
がボリュームに反映されます。

8. プロビジョンド IOPS の場合、[IOPS] ボックスに、ボリュームがサポートできる IOPS（1 秒あた
りの入力/出力オペレーションの数）の最大数を入力します。

9. [Availability Zone]リストで、ボリュームを作成するアベイラビリティーゾーンを選択します。詳細
については、リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8) を参照してください。

10. [Yes, Create] をクリックします。

Important

スナップショットを、そのスナップショットのデフォルトよりも大きなボリュームに復元
する場合、追加容量の利点を活用できるように、ボリュームのファイルシステムを拡張す
る必要があります。詳細については、ボリュームのストレージ領域を拡張する (p. 593) を
参照してください。

コマンドラインを使用して、新しい Amazon EBS ボリュームを復元するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-volume（AWS CLI）
• ec2-create-volume（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ
Abstract

作成した Amazon EBS ボリュームを、Amazon EC2 インスタンスにアタッチします。

このセクションでは、作成した Amazon EBS ボリュームをインスタンスにアタッチする方法について
説明します。

次の表は、Amazon EC2 で使用できるデバイス名を表示しています。これらの名前は、実行中のイン
スタンスにボリュームをアタッチするとき、またはブロックデバイスマッピングによるインスタンスの
起動時にボリュームをアタッチするときに指定できます。インスタンスのブロックデバイスドライバ
は、ボリュームのマウント時に実際のボリューム名を割り当てますが、これらの名前は、AmazonEC2
が推奨する名前とは異なる可能性があります。インスタンスストアの詳細については、Amazon EC2
インスタンスストア (p. 631) を参照してください。ルートデバイスストレージの詳細については、
「Amazon EC2 ルートデバイスボリューム (p. 15)」を参照してください。
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EBS 接続に推奨さ
れるもの

インスタンススト
アボリューム

ルート用に予約済
み

接続先として可能インスタンスタイ
プ

/dev/sd[f-p]

/dev/sd[f-p][1-6]

/dev/sd[b-e]/dev/sda1/dev/sd[a-z]

/dev/sd[a-z][1-15]

/dev/hd[a-z]

/dev/hd[a-z][1-15]

Linux/Unix（準仮
想）

/dev/sd[f-p]/dev/sd[b-e]

/dev/sd[b-y]
（hs1.8xlargeイン
スタンスの場合）

AMI による違い

/dev/sda1 or
/dev/xvda

/dev/sd[a-z]

/dev/xvd[b-c][a-z]

Linux/Unix
（HVM）

xvd[f-p]（Red Hat
PV ドライバを含
む）

xvd[f-z]（Citrix PV
ドライバを含む）

xvd[a-e]

xvdc[a-x]
（hs1.8xlargeイン
スタンスの場合）

/dev/sda1xvd[a-z]

xvd[b-c][a-z]

/dev/sda[1-2]

/dev/sd[b-e]

Windows（HVM）

Linux/Unixのインスタンスタイプの場合は、一部のカスタムカーネルの制約によって使用が/dev/sd[f-p]
または /dev/sd[f-p][1-6] に制限される可能性のあることが報告されています。/dev/sd[q-z] または
/dev/sd[q-z][1-6]の使用に関して問題がある場合は、/dev/sd[f-p]または/dev/sd[f-p][1-6]に切り替えてみ
てください。

Important

末尾の番号の有無にかかわらず、同じデバイス文字を共有するボリュームをアタッチすること
はできません。例えば、あるボリュームを /dev/sdc としてアタッチし、別のボリュームを
/dev/sdc1 としてアタッチした場合、インスタンスは /dev/sdc だけを認識します。デバイス名
で末尾の番号を使用する場合、同じ基本文字を共有するすべてのドライブ名で末尾の番号を使
用する必要があります。

インスタンスのカーネルのブロックデバイスドライバに応じて、デバイスは指定した名前とは異なる名
前でアタッチされる可能性があります。例えば、/dev/sdhのデバイス名を指定すると、デバイスは
カーネルによって/dev/xvdhまたは/dev/hdhに名前が変更されます。一部のケースでは、末尾の番
号が変更される可能性もあります（/dev/sdaが /dev/xvdeになる可能性があります）。Amazon
Linux AMI は、名前が変更されたデバイスパスから指定した名前までのシンボリックリンクを作成しま
すが、その他の AMI の動作は異なることがあります。

ハードウェア仮想マシン（HVM）AMI（ベースWindows およびクラスターコンピューティングイメー
ジなど）は、デバイス名で末尾の番号の使用をサポートしていません（xvd[a-p][1-15]）。インス
タンス詳細ペインの [Virtualization] フィールドで、インスタンスの仮想化の種類を表示できます。

Amazon EC2 では、インスタンスのサイズに応じて、sd[b-e]（Linux/UNIX）または xvd[a-e] でインス
タンスストアを提供します。これらのデバイス名を使用して Amazon EBS ボリュームに接続できます
が、動作を予測できない可能性があるので、この操作は行わないことを強くお勧めします。

Amazon EC2 Windows AMI には、[Ec2Config Service] と呼ばれる追加サービスがインストールされて
います。Ec2Config Service はローカルシステムとして実行され、インスタンスの初回起動時に備えて
さまざまな機能を実行します。デバイスがドライブにマッピングされると、Ec2Config Service はドラ
イブを初期化およびマウントします。ルートドライブは c:\として初期化およびマウントされます。
インスタンスにアタッチされるインスタンスストアは、d:\、e:\などとして初期化およびマウントさ
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れます。デフォルトでは、Amazon EBSボリュームがWindowsインスタンスにアタッチされていると
きは、インスタンス上でいずれかのドライブ文字で表示されます。Ec2Config Service の設定を変更し
て、独自の指定によって Amazon EBS ボリュームのドライブ文字を設定できます。詳細については、
Amazon Elastic Compute Cloud Microsoft Windows Guide の Using Ec2Config を参照してください。

コンソールを使用して、Amazon EBS ボリュームをインスタンスにアタッチするには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。

コンソールに現在のボリュームのリストが表示されます。
3. ボリュームを選択し、Attach Volume をクリックします。

[Attach Volume] ダイアログボックスが表示されます。
4. [Instance] ボックスで、ボリュームにアタッチするインスタンスの名前または ID を入力して、提

案されたオプションリストからインスタンスを選択します（ボリュームと同じアベイラビリティー
ゾーンに存在するインスタンスのみ表示されます）。

5. [Device]ボックスにデバイス名を入力するか、提案されたデバイス名が適切であることを確認しま
す。

6. [Attach] をクリックし、ボリュームをインスタンスにアタッチします。ボリュームとそのアタッチ
先インスタンスは同じアベイラビリティーゾーンに存在している必要があります。

Note

• WindowsインスタンスはRedHatまたはCitrix準仮想（PV）ドライバを使用します。Windows
インスタンスがCitrix PVドライバを使用している場合、Amazon EC2CLIを使用して、合計
25 までの Amazon EBS ボリュームをアタッチできます。Red Hat PV ドライバを使用する
Windows インスタンスは 16 ボリュームに制限されます。使用しているドライバに関係な
く、Amazon EC2コンソールを使用して、最大16のAmazon EBSボリュームをアタッチで
きます。Red HatからCitrix準仮想ドライバにWindowsインスタンスをアップグレードする
には、「Upgrading Your PV Drivers on Your Windows AMI」を参照してください。

• Citrix PVドライバを使用するWindowsインスタンスに25以上のボリュームをアタッチする
ことは技術的に可能ですが、パフォーマンスの問題が発生する可能性があるため、推奨され
ません。

• AmazonS3オブジェクトをAmazonEBSボリュームにプッシュする場合、上記の手順に従っ
て、ボリュームをアタッチしてから、実行中のインスタンスでデータ転送アプリケーション
（FTP/SFTP や SCP など）を使用して、データを転送します。

ボリュームに AWS Marketplace 製品コードがある場合は、次のようになります。

• そのボリュームのアタッチ先は、停止状態のインスタンスのルートデバイスのみとなります。
• ボリューム上に存在する AWS Marketplace コードをサブスクライブしている必要があります。
• インスタンスの構成（インスタンスタイプ、オペレーティングシステム）は、その特定の AWS
Marketplaceコードをサポートするものでなければなりません。例えば、Windowsインスタンスから
のボリュームを Linux インスタンスにアタッチすることはできません。

• AWS Marketplace 製品コードがボリュームからインスタンスにコピーされます。

コマンドラインを使用して、Amazon EBS ボリュームをインスタンスにアタッチするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。
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• attach-volume（AWS CLI）
• ec2-attach-volume（Amazon EC2 CLI）
• Add-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EBS ボリュームを使用できるようにする
Abstract

Amazon EBS ボリュームを使用可能にして、他のボリュームと同じようにアクセスできるようにします。

Amazon EBS ボリュームをインスタンスにアタッチすると、それはブロックデバイスとして表示され
ます。任意のファイルシステムでボリュームをフォーマットし、マウントできます。Amazon EBS ボ
リュームを使用できるようにすると、他のボリュームと同じようにアクセスできます。バックアップ目
的で、AmazonEBSボリュームのスナップショットを作成したり、別のボリュームを作成する際のベー
スラインとして使用したりすることもできます。

Topics
• Linux でボリュームを使用できるようにする (p. 576)
• Windows でボリュームを使用できるようにする (p. 578)

Linux でボリュームを使用できるようにする

Linux で Amazon EBS ボリュームを使用できるようにするには

1. SSHを使用してインスタンスに接続します。詳細については、インスタンスへの接続 (p. 29) を参
照してください。

2. インスタンスのカーネルのブロックデバイスドライバに応じて、デバイスは指定した名前とは異な
る名前でアタッチされる可能性があります。例えば、/dev/sdhのデバイス名を指定すると、デバ
イスはカーネルによって /dev/xvdhまたは /dev/hdhに名前が変更されます。一部のケースで
は、末尾の番号が変更される可能性もあります（/dev/sdaが /dev/xvdeになる可能性がありま
す）。Amazon Linux AMI は、名前が変更されたデバイスパスから指定した名前までのシンボリッ
クリンクを作成しますが、その他の AMI の動作は異なることがあります。

lsblk コマンドを使用して、使用可能なディスクデバイスとマウントポイント（該当する場合）を
表示し、使用する正しいデバイス名を決定します。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME  MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf  202:80   0  100G  0 disk
xvda1 202:1    0    8G  0 disk /

lsblkの出力は、フルデバイスパスから /dev/を削除します。この例では、/dev/xvda1はルート
デバイスとしてマウントされ（MOUNTPOINTは、Linuxファイルシステム階層のルートである /と
して表示されている点に注意してください）、/dev/xvdfがアタッチされますが、マウントはま
だ実行されていません。

3. ボリュームにファイルシステムを作成する必要があるかどうかを決定します。新しいボリュームは
未加工のブロックデバイスで、マウントして使用する前に、ボリュームにファイルシステムを作成
する必要があります。スナップショットから復元されたボリュームは、ファイルシステムを備えて
いる可能性が高くなります。既存のファイルシステムの上に新しいファイルシステムを作成する
と、データが上書きされます。特殊な情報（ファイルシステムの種類など）を一覧表示するには、
sudo file -s deviceコマンドを使用します。
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[ec2-user ~]$ sudo file -s /dev/xvdf
/dev/xvdf: data

前のコマンドの出力にデバイスのdataだけが表示された場合、デバイスにはファイルシステムが
存在していないので、ファイルシステムを作成する必要があります。Step 4 (p. 577) に移動できま
す。ファイルシステムを搭載しているデバイスでこのコマンドを実行すると、出力が異なります。

[ec2-user ~]$ sudo file -s /dev/xvda1
/dev/xvda1: Linux rev 1.0 ext4 filesystem data, UUID=1701d228-e1bd-4094-
a14c-8c64d6819362 (needs journal recovery) (extents) (large files) (huge 
files)

上の例では、デバイスに Linux rev 1.0 ext4 filesystem dataが含まれているため、この
ボリュームに作成したファイルシステムは不要です（出力にファイルシステムデータが表示される
場合、Step 4 (p. 577) をスキップできます）。

4. （オプション）次のコマンドを使って、ボリュームで ext4 ファイルシステムを作成します。
device_nameをデバイス名（/dev/xvdfなど）に置き換えます。アプリケーションの要件また
はオペレーティングシステムの制限に応じて、ext3、XFSなど、異なるファイルシステムの種類を
選択できます。

Caution

この手順では、空のボリュームをマウントすることを前提としています。既にデータが含
まれるボリューム（スナップショットから復元したボリュームなど）をマウントする場合
は、ボリュームのマウント前に mkfs を使用しないでください（代わりに、次の手順に移
動します）。ステップ1を実行した場合、ボリュームがフォーマットされ、既存のデータ
が削除されます。

[ec2-user ~]$ sudo mkfs -t ext4 device_name

5. 次のコマンドを使用して、ボリュームのマウントポイントディレクトリを作成します。マウントポ
イントとは、ボリュームをマウントした後、ファイルシステムツリー内でボリュームが配置され、
ファイルの読み書きが実行される場所です。mount_pointを場所（/dataなど）に置き換えま
す。

[ec2-user ~]$ sudo mkdir mount_point

6. 次のコマンドを使用して、作成した場所にボリュームをマウントします。

[ec2-user ~]$ sudo mount device_name mount_point

7. （オプション）システムブート時に常に、この Amazon EBS ボリュームをマウントするに
は、/etc/fstabファイルにデバイス用のエントリを追加します。

a. /etc/fstabファイルのバックアップコピーを作成すると、編集中に誤って破壊/削除してし
まった場合にこのコピーを使用できます。

[ec2-user ~]$ sudo cp /etc/fstab /etc/fstab.orig

b. お好みのテキストエディタ（nano、vimなど）を使って /etc/fstabファイルを開きます。
c. 次のフォーマットを使って、ボリュームのファイルの最後に新しい行を追加します。
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device_name mount_point file_system_type fs_mntops fs_freq fs_passno

この行の最後の3つのフィールドは、ファイルシステムのマウントオプション、ファイルシス
テムのダンプ頻度、ブート時に実行されるファイルシステムチェックの順番です。これらの値
がわからない場合、以下の例の値を使用してください（defaults 0 2）。/etc/fstabエ
ントリの詳細については、fstab マニュアルページを参照してください（コマンドラインで
man fstabと入力します）。例えば、マウントポイント /dataの /dev/xvdfデバイスにext4
ファイルシステムをマウントするには、/etc/fstabに次のエントリを追加します。

/dev/xvdf       /data   ext4    defaults        0       2

d. 新しいエントリを /etc/fstabに追加した後、エントリが正しく動作するかを確認する必要
があります。sudo mount -a コマンドを実行すると、/etc/fstabにすべてのファイルシステ
ムがマウントされます。

[ec2-user ~]$ sudo mount -a

上記のコマンドを実行してもエラーが発生しない場合、/etc/fstabファイルに問題はありま
せん。次回ブート時にシステムファイルは自動マウントを実行します。このコマンドを実行し
てエラーが発生した場合、エラーを調べて、/etc/fstabを修正してください。

Warning

/etc/fstabファイルにエラーがあると、システムがブート不能になる可能性があり
ます。/etc/fstabファイルにエラーがあるシステムをシャットダウンしないでくだ
さい。

e. （オプション）/etc/fstabのエラーの修正方法が不明な場合、次のコマンドを使って、いつ
でもバックアップの /etc/fstabファイルを復元することができます。

[ec2-user ~]$ sudo mv /etc/fstab.orig /etc/fstab

Windows でボリュームを使用できるようにする

Amazon EBS ボリュームを使用するには

1. リモートデスクトップを使用してインスタンスにログインします。
2. Windows Server 2012: [スタート] 画面に移動します。•

• Windows Server 2008: タスクバーの [Start] をクリックし、[Run] をクリックします。
3. diskmgmt.msc と入力して、Enter を押します。Disk Managementユーティリティが表示されます。

Caution

すでにデータが含まれるボリューム（パブリックデータセットなど）をマウントする場合
は、ボリュームを再フォーマットしないように注意してください。再フォーマットすると、
既存のデータが削除されます。
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4. 新しい Amazon EBS ボリュームを表すディスクを選択します。

5. [Disk Management] メニューで、[Action] – [All Tasks] – [Online] を選択します。

6. 新しいディスクを使えるようにするには、初期化する必要があります。ディスクを初期化するには
a. ディスクの管理ユーティリティで、新しい Amazon EBS ボリュームディスクを選択します。
b. [Disk Management] メニューで、[Action] – [All Tasks] – [Initialize Disk] を選択します。
c. [InitializeDisk]ダイアログで、初期化するディスクを選択し、目的のパーティションスタイルを選

択して、[OK] をクリックします。
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新しい Amazon EBS ボリュームが使用可能な状態になります。このファイルシステムに書き込まれる
データはすべて Amazon EBS ボリュームに書き込まれますが、デバイスを使用するアプリケーション
には透過的になります。

ボリューム情報を表示する
Abstract

Amazon EBS ボリュームに関する情報（ボリュームのアタッチ先である特定の Amazon EC2 インスタンスなど）
を一覧表示します。

AWS Management Console に、選択したリージョン内のすべてのボリュームの詳細情報を一度に表示
することができます。単一ボリュームの詳細（サイズ、ボリュームタイプ、ボリュームがアタッチして
いる特定のインスタンスなど）について表示することもできます。

コンソールを使用して、Amazon EBS ボリュームについての情報を表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。

現在のボリュームおよびボリュームのアタッチ先インスタンスのリストがコンソールに表示されま
す。

3. ボリュームの詳細情報を表示するには、そのボリュームを選択します。

ボリュームの情報が下のペインに表示されます。

コマンドラインを使用して、Amazon EBS ボリュームについての情報を表示するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-volumes（AWS CLI）
• ec2-describe-volumes（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

ボリュームのステータスのモニタリング
Abstract

Amazon CloudWatch メトリックスおよびボリュームステータスチェックを使用して、Amazon Elastic Block Store
ボリュームをモニタリングします。

アマゾンウェブサービス（AWS）では、CloudWatch メトリックスやボリュームステータスチェック
などのデータが自動的に提供されます。これらのデータを使用して、Amazon Elastic Block Store
（Amazon EBS）ボリュームをモニタリングすることができます。

Topics
• CloudWatch によるボリュームのモニタリング (p. 581)
• ステータスチェックによるボリュームのモニタリング (p. 583)
• ボリュームイベントのモニタリング (p. 585)
• 障害のあるボリュームの操作 (p. 587)
• AutoEnableIO ボリューム属性の操作 (p. 589)
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CloudWatch によるボリュームのモニタリング

CloudWatch メトリックスは、ボリュームの実行動作の表示、分析、それらの実行動作についてのア
ラームの設定に使用できる統計データです。

次の表は、Amazon EBS ボリュームで利用可能なモニタリングデータのタイプをまとめたものです。

説明タイプ

5分間のデータを自動的に取得できます。無料。このデータには、Amazon
EBS-backedインスタンスのルートデバイスボリュームのデータが含まれます。

基本

プロビジョニングされた Provisioned IOPS ボリュームは、1 分間のメトリック
スを CloudWatch に自動的に送信します。

詳細

CloudWatch からデータを取得するときに、Periodリクエストパラメータを含めて、返されるデータ
の詳細程度を指定できます。これは、データの収集に使用する期間（5分間）とは異なります。有効な
データが確実に返されるように、リクエストには収集期間以上の期間を指定することをお勧めします。

データは、Amazon CloudWatch APIまたはAmazon EC2コンソールのいずれかを使用して取得できま
す。コンソールはAmazon CloudWatch API から未加工データを取得し、そのデータに基づいて一連の
グラフを表示します。必要に応じて、APIのデータまたはコンソールのグラフのいずれかを使用できま
す。

Amazon EBS のメトリックス

Amazon CloudWatch GetMetricStatistics API を使用して、次の表にある任意の Amazon EBS ボ
リュームメトリックスを取得できます。類似したメトリックスはグループにまとめてあります。最初の
2 行に挙げたメトリックスは、Amazon EC2 インスタンスのローカルストアにも使用できます。

説明メトリックス

指定期間内に転送された総バイト数。データは、ボリュームがアクティブ
な場合にのみ Amazon CloudWatch に報告されます。ボリュームがアイド
ル状態の場合は、Amazon CloudWatch にデータは報告されません。

単位: バイト

VolumeReadBytes

VolumeWriteBytes

指定期間内の I/O 操作の総数。

Note

その期間の 1 秒あたりの I/O 操作回数（IOPS）の平均を算出する
には、その期間の操作回数の合計をその期間の秒数で割ります。

単位: Count

VolumeReadOps

VolumeWriteOps

指定期間内に完了した操作すべての、操作に要した時間（秒）の合計。複
数のリクエストが同時に送信された場合は、この合計が期間の長さを超え
ることがあります。例えば、期間が 5 分間（300 秒）で、その期間内に完
了した操作の数が 700 あり、1 つの操作に 1 秒かかるとすれば、この値は
700 秒となります。

単位: Seconds

VolumeTotalReadTime

VolumeTotalWriteTime
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説明メトリックス

指定期間内に、読み取りと書き込みのどちらの操作も行われなかった時間
（秒）の合計。

単位: Seconds

VolumeIdleTime

指定期間内に完了を待っていた読み取りおよび書き込みの操作リクエスト
の数。

単位: Count

VolumeQueueLength

プロビジョンドIOPSボリュームにのみ使用します。AmazonEBSボリュー
ムにプロビジョニングされた合計 IOPS（1 秒間あたりの I/O 操作回数）に
対する、提供された IOPS の割合（パーセント）。プロビジョンド IOPS
ボリュームは、1 年の 99.9 パーセントにわたり、プロビジョニングされた
IOPS の 10 パーセント以内のパフォーマンスを提供します。

Note

書き込みの間、他に保留中の I/O リクエストが 1 分以内になけれ
ば、メトリック値は100%となります。また、お客様が行った操作
によって（例えば使用率ピーク時にボリュームのスナップショット
を作成する、EBS-Optimizedインスタンス以外でボリュームを実行
する、そのボリュームのデータに初めてアクセスするなど）EBS
ボリュームの I/O 性能が一時的に低下する場合があります。

単位: パーセント

VolumeThroughputPercentage

プロビジョンド IOPS ボリュームにのみ使用します。指定された期間内に
消費された読み書き操作の合計数（16K キャパシティーユニットに標準
化）。

それぞれ 16K より小さい I/O 操作は、1 消費 IOPS とカウントされます。
16K より大きい I/O 操作は、16K キャパシティーユニットでカウントされ
ます。たとえば、64K I/O は 4 消費 IOPS としてカウントされます。

単位: Count

VolumeConsumedReadWriteOps

Amazon EC2 コンソールのグラフ

ボリュームを作成したら、Amazon EC2 コンソールにアクセスし、ボリュームのモニタリンググラフ
を表示できます。これらのグラフは、EC2 コンソールの Volumes ページでボリュームを選択すると表
示されます。ボリュームの Description タブの隣りに、Monitoring タブが表示されます。次の表は、表
示されるグラフをまとめたものです。右側の欄は、各グラフを作成するために Amazon CloudWatch
APIの未加工データメトリックスがどのように使用されるかを示しています。すべてのグラフの期間は
5 分です。

未加工メトリックスの使用に関する説明グラフ名

合計（VolumeReadBytes）/期間/1024読み込み帯域幅（KiB/s）

合計（VolumeWriteBytes）/期間/1024書き込み帯域幅（KiB/s）

合計（VolumeReadOps）/期間読み込みスループット（Ops/s）

合計（VolumeWriteOps）/期間書き込みスループット（Ops/s）
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未加工メトリックスの使用に関する説明グラフ名

平均（VolumeQueueLength）平均キュー長（ops）

合計（VolumeIdleTime）/期間 * 100% アイドル時間

平均（VolumeReadBytes）/1024平均読み込みサイズ（KiB/op）

平均（VolumeWriteBytes）/1024平均書き込みサイズ（KiB/op）

平均（VolumeTotalReadTime）* 1000平均読み込み待ち時間（ms/op）

平均（VolumeTotalWriteTime）* 1000平均書き込み待ち時間（ms/op）

平均待ち時間グラフおよび平均サイズグラフでは、期間中に計算されたオペレーション（読み込みまた
は書き込みのうち、いずれかグラフに該当する方）の合計数に基づいて平均が計算されます。

AWS マネジメントコンソールの中に、Amazon CloudWatch のコンソールがあります。この Amazon
CloudWatch コンソールでは、すべての AWS リソースメトリックスの検索と一覧表示ができるほか、
問題のトラブルシューティングや傾向の発見のためのグラフ表示や、問題を知らせるアラームの作成と
編集も行うことができ、アラームと AWS のリソースの概要をひと目で確認できるようになっていま
す。詳細は、Amazon CloudWatch 開発者ガイドの「AWS Management Console」を参照してくださ
い。

ステータスチェックによるボリュームのモニタリング

ボリュームステータスチェックを利用すると、Amazon EBS ボリュームのデータの潜在的な不整合を
容易に理解、追跡、および管理できます。これらのチェックは、Amazon EBS ボリュームに障害が発
生しているかどうかを判断するために必要な情報を提供し、潜在的に不整合なボリュームの処理方法を
制御できるように設計されています。

ボリュームステータスチェックは自動的に試行され、成功または失敗のステータスを返します。すべて
のチェックが成功した場合、ボリュームのステータスは okです。チェックが失敗した場合、ボリュー
ムのステータスは impairedです。ステータスが insufficient-dataの場合、ボリュームのチェッ
クがまだ実行中である可能性があります。ボリュームステータスチェックの結果を表示して、障害のあ
るボリュームを特定し、必要なアクションを行うことができます。

ボリュームのデータが潜在的に不整合であるとAmazonEBSが判断した場合、デフォルトでは、アタッ
チされたすべてのEC2インスタンスからそのボリュームへのI/Oが無効になります。これにより、デー
タの破損を防ぐことができます。I/O が無効になると、次のボリュームステータスチェックが失敗し、
ボリュームステータスは impairedになります。さらに、I/Oが無効になったこと、およびボリューム
へのI/Oを有効にすることによってボリュームの障害ステータスを解決できることを伝えるイベントが
表示されます。I/O を有効にするまで、インスタンスによるボリュームの使用を継続させるか、その前
に fsck（Linux/Unix）または chkdsk（Windows）などのコマンドを使用して整合性チェックを実行す
るかを判断することはできません。

Note

ボリュームステータスはボリュームステータスチェックに基づいており、ボリュームの状態を
反映していません。従って、ボリュームステータスではボリュームが error状態（例えば、
I/O を受け付けできない）であることは判りません。

あるボリュームの整合性について心配しているわけではなく、そのボリュームに障害が発生した際にそ
のボリュームをすぐに利用できるようにしたい場合は、デフォルトの動作を上書きして、I/O を自動的
に有効にするようにボリュームを設定することができます。AutoEnableIOボリューム属性を有効に
した場合、ボリュームステータスチェックは継続して成功します。また、ボリュームに潜在的な障害が
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あると判断されたが、そのボリュームのI/Oが自動的に有効になったことを伝えるイベントも表示され
ます。これにより、ボリュームの整合性を確認したり、後でボリュームを交換したりすることが可能に
なります。

次の表に、標準およびプロビジョニングされた IOPS ボリュームのステータスを示します。

I/O パフォーマンスステータス
（プロビジョニングされた IOPS
ボリュームのみ）

I/O 有効ステータス全体的なボリュームステータス

Normal（ボリュームパフォーマ
ンスは想定どおり）

Enabled（I/OEnabledまたはI/O
Auto-Enabled）

ok

Degraded（ボリュームのパ
フォーマンスが想定を下回ってい
る）

Severely Degraded（ボリューム
のパフォーマンスが想定をかなり
下回っている）

Enabled（I/OEnabledまたはI/O
Auto-Enabled）

warning

Stalled（ボリュームのパフォーマ
ンスは致命的な影響を受けてい
る）

Not Available（I/O が無効なた
め、I/O パフォーマンスを判定不
能）

Enabled（I/OEnabledまたはI/O
Auto-Enabled）

Disabled（ボリュームがオフラ
インで復旧の保留中、または
ユーザーによる I/O の有効化待
ち）

impaired

Insufficient DataEnabled（I/OEnabledまたはI/O
Auto-Enabled）

Insufficient Data

insufficient-data

ステータスチェックを表示または操作するには、Amazon EC2コンソール、API、またはコマンドライ
ンインターフェイスを使用します。

コンソールでステータスチェックを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
3. [EBS Volumes] ページの [Volume Status] 列に、各ボリュームの動作状況が表示されます。
4. 各ボリュームのステータスを表示するには、ボリュームを選択して、[StatusChecks]タブをクリッ

クします。
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5. ステータスチェックが失敗したボリュームがある（ステータスがimpairedである）場合は、「障
害のあるボリュームの操作 (p. 587)」を参照してください。

[Events]ペインを使用してインスタンスとボリュームのすべてのイベントを1つのペインに表示するこ
ともできます。詳細については、「ボリュームイベントのモニタリング(p.585)」を参照してください。

コマンドラインを使用してボリュームステータスに関する情報を表示するには

Amazon EBS ボリュームのステータスを表示するには、次のコマンドのいずれかを使用できます。こ
れらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」を
参照してください。

• describe-volume-status（AWS CLI）
• ec2-describe-volume-status（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2VolumeStatus（AWS Tools for Windows PowerShell）

ボリュームイベントのモニタリング

ボリュームのデータが潜在的に不整合であると Amazon EBS によって判断された場合、デフォルトで
は、アタッチされているすべての EC2 インスタンスからそのボリュームへの I/O が無効になります。
これにより、ボリュームステータスチェックが失敗し、障害の原因を示すボリュームステータスイベン
トが作成されます。

データが潜在的に不整合であるボリュームでI/Oを自動的に有効にするには、AutoEnableIOボリュー
ム属性の設定を変更します。この属性の変更の詳細については、「障害のあるボリュームの操作(p.587)」
を参照してください。

各イベントには、イベントが発生した時刻を示す開始時刻と、そのボリュームに対する I/O が無効に
なった時間を示す継続時間が含まれています。ボリュームに対するI/Oが有効になると、イベントに終
了時刻が追加されます。

ボリュームステータスイベントには、次の説明のいずれかが含まれています。

Awaiting Action: Enable IO
ボリュームデータに整合性がない可能性があります。ボリュームに対するI/Oは、ユーザーが明示
的に有効にするまで無効になります。I/Oを明示的に有効にすると、イベントの説明が[IOEnabled]
に変更されます。

IO Enabled
このボリュームに対する I/O 操作が明示的に有効にされました。
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IO Auto-Enabled
イベントの発生後に、このボリュームでI/O操作が自動的に有効になりました。データを引き続き
使用する前に、データの整合性を確認することをお勧めします。

Normal
プロビジョニングされたIOPSボリュームのみ。ボリュームのパフォーマンスは想定どおりです。

Degraded
プロビジョニングされたIOPSボリュームのみ。ボリュームのパフォーマンスは想定を下回ってい
ます。

Severely Degraded
プロビジョニングされたIOPSボリュームのみ。ボリュームのパフォーマンスは想定をはるかに下
回っています。

Stalled
プロビジョニングされたIOPSボリュームのみ。ボリュームのパフォーマンスは致命的な影響を受
けています。

Amazon EC2コンソール、API、またはコマンドラインインターフェイスを使用して、ボリュームのイ
ベントを表示できます。

コンソールでボリュームのイベントを表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [Events] をクリックします。
3. イベントを含むすべてのインスタンスおよびボリュームがリストされています。ボリュームでフィ

ルタリングして、ボリュームステータスのみを表示できます。また、特定のタイプのステータスで
フィルタリングすることもできます。

4. ボリュームを選択して、その特定のイベントを表示します。

I/Oが無効になっているボリュームがある場合は、「障害のあるボリュームの操作(p. 587)」を参照して
ください。I/O パフォーマンスが通常の状態を下回っているボリュームがある場合、実行したアクショ
ンを原因とする一時的な状態である可能性があります（ピーク使用時にボリュームのスナップショット
を作成した、必要なI/O帯域幅をサポートできないインスタンスでボリュームを実行した、ボリューム
のデータに初めてアクセスした、など）。

API Version 2014-02-01
586

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
EBS ボリューム

https://console.aws.amazon.com/ec2/


コマンドラインを使用してボリュームのイベントを表示するには

Amazon EBS ボリュームのイベント情報を表示するには、次のコマンドのいずれかを使用できます。
これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、「Amazon EC2 へのアクセス (p. 3)」
を参照してください。

• describe-volume-status（AWS CLI）
• ec2-describe-volume-status（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2VolumeStatus（AWS Tools for Windows PowerShell）

障害のあるボリュームの操作

このセクションでは、ボリュームのデータに整合性がないなどの原因でボリュームに障害がある場合に
使用可能なオプションについて説明します。

Topics
• オプション 1: インスタンスにアタッチされたボリュームで整合性チェックを実行する (p. 587)
• オプション 2: 別のインスタンスを使用してボリュームで整合性チェックを実行する (p. 588)
• オプション 3: 不要なボリュームを削除する (p. 589)

オプション 1: インスタンスにアタッチされたボリュームで整合性チェックを実行する

もっとも単純なオプションは、ボリュームがAmazonEC2にアタッチされているときに、I/Oを有効に
してから、ボリュームでデータの整合性チェックを実行するオプションです。

アタッチされたボリュームで整合性チェックを実行するには

1. アプリケーションによるボリュームの使用を停止します。
2. ボリュームの I/O を有効にします。

a. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
b. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
c. I/O 操作を有効にするボリュームを選択します。
d. 詳細ペインで、[Enable Volume I/O] をクリックします。

e. [Enable Volume IO] で、[Yes, Enable] をクリックします。

3. ボリュームのデータを確認します。

a. fsck（Linux）または chkdsk（Windows）コマンドを実行します。
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b. （オプション）関連するエラーメッセージがないか、使用可能なアプリケーションログまたは
システムログを確認します。

c. ボリュームの障害が 20 分以上続く場合は、サポートに連絡してください。[Troubleshoot] を
クリックし、[Troubleshoot Status Checks] ダイアログボックスの [Contact Support] をクリッ
クして、サポートケースを送信します。

コマンドラインインターフェイスを使用してボリュームのI/Oを有効にする方法については、「Amazon
Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス」の「ec2-enable-volume-io」を参照してくださ
い。API を使用してボリュームの I/Oを有効にする方法については、「Amazon Elastic Compute Cloud
API Reference」の「EnableVolumeIO」を参照してください。

オプション 2: 別のインスタンスを使用してボリュームで整合性チェックを実行する

実動環境外部のボリュームをチェックするには、次の手順に従います。

Important

この手順を実行すると、ボリューム I/O を無効にしたときに停止された書き込み I/O が失われ
る場合があります。

分離されたボリュームで整合性チェックを実行するには

1. アプリケーションによるボリュームの使用を停止します。
2. ボリュームをインスタンスからデタッチします。

a. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
b. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
c. デタッチするボリュームを選択します。
d. [Actions]、[Force Detach Volume] の順にクリックします。確認のためのメッセージが表示さ

れます。

3. ボリュームの I/O を有効にします。

a. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
b. 前の手順でデタッチしたボリュームを選択します。
c. 詳細ペインで、[Enable Volume I/O] をクリックします。

d. [Enable Volume IO] ダイアログボックスで、[Yes, Enable] をクリックします。
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4. ボリュームを別のインスタンスにアタッチします。詳細については、「インスタンスの起動(p.324)」
および「インスタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573)」を参照してください。

5. ボリュームのデータを確認します。

a. fsck（Linux）または chkdsk（Windows）コマンドを実行します。
b. （オプション）関連するエラーメッセージがないか、使用可能なアプリケーションログまたは

システムログを確認します。
c. ボリュームの障害が 20 分以上続く場合は、サポートに連絡してください。[Troubleshoot] を

クリックし、トラブルシューティングのダイアログボックスで [Contact Support] をクリック
して、サポートケースを送信します。

コマンドラインインターフェイスを使用してボリュームのI/Oを有効にする方法については、「Amazon
Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンス」の「ec2-enable-volume-io」を参照してくださ
い。API を使用してボリュームの I/Oを有効にする方法については、「Amazon Elastic Compute Cloud
API Reference」の「EnableVolumeIO」を参照してください。

オプション 3: 不要なボリュームを削除する

環境からボリュームを削除するには、単にそれを削除します。ボリュームの削除の詳細については、
「Amazon EBS ボリュームの削除 (p. 592)」を参照してください。

ボリュームのデータをバックアップするスナップショットを最近作成した場合、そのスナップショット
から新しいボリュームを作成できます。スナップショットからのボリュームの作成の詳細については、
「スナップショットからの Amazon EBS ボリュームの復元 (p. 571)」を参照してください。

AutoEnableIO ボリューム属性の操作

ボリュームのデータが潜在的に不整合であると Amazon EBS によって判断された場合、デフォルトで
は、アタッチされているすべての EC2 インスタンスからそのボリュームへの I/O が無効になります。
これにより、ボリュームステータスチェックが失敗し、障害の原因を示すボリュームステータスイベン
トが作成されます。特定のボリュームの整合性が問題でない場合、ボリュームが impairedであると
きにそれを即時に使用可能にするには、I/Oを自動的に有効にするようにボリュームを構成して、デフォ
ルト動作をオーバーライドします。AutoEnableIOボリューム属性を有効にすると、ボリュームとイ
ンスタンス間の I/O が再び自動的に有効になり、ボリュームのステータスチェックに合格します。ま
た、ボリュームが潜在的に不整合な状態であること、ただしそのボリュームの I/O が自動的に有効に
なったことを伝えるイベントも表示されます。このイベントが発生した場合は、ボリュームの整合性を
チェックし、必要に応じて置き換えます。詳細については、「ボリュームイベントのモニタリン
グ (p. 585)」を参照してください。

このセクションでは、Amazon EC2 コンソール、コマンドラインインターフェイス、または API を使
用して、ボリュームの AutoEnableIO属性を表示および変更する方法について説明します。

コンソールでボリュームの AutoEnableIO 属性を表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
3. ボリュームを選択します。
4. 下部のペインで、[Status Checks] タブをクリックします。
5. [Status Checks]タブで、[Auto-Enable IO]にボリュームの現在の設定が Enabledまたは Disabled

と表示されます。
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ボリュームの AutoEnableIO 属性を変更するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
3. ボリュームを選択します。
4. [Volumes] ページの一番上で、[Actions] をクリックします。
5. [Change Auto-Enable IO Setting] をクリックします。

6. [Change Auto-Enable IO Setting] ダイアログオックスで [Auto-Enable Volume IO] オプションを選
択して、障害のあるボリュームのI/Oを自動的に有効にします。この機能を無効にするには、オプ
ションをオフにします。

7. [Save] をクリックします。

または、前の手順のステップ4～6を実行する代わりに、[StatusChecks]タブに移動し、[Edit]をクリッ
クします。

コマンドラインを使ってボリュームの AutoEnableIO 属性を表示または変更するには

Amazon EBSボリュームの AutoEnableIO属性を表示するには、次のコマンドのいずれかを使用でき
ます。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、「Amazon EC2 へのアクセ
ス (p. 3)」を参照してください。
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• describe-volume-attribute（AWS CLI）
• ec2-describe-volume-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2VolumeAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

ボリュームの AutoEnableIO属性を変更するには、次のコマンドのいずれかを使用できます。

• modify-volume-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-volume-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2VolumeAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

インスタンスからの Amazon EBS ボリュームのデタッチ
Abstract

インスタンスから Amazon EBS ボリュームのアタッチを解除するには、明示的に解除するか、インスタンスを終
了します。

インスタンスから Amazon EBS ボリュームをデタッチするには、明示的にデタッチするか、インスタ
ンスを終了します。ただし、ボリュームはデタッチする前に、インスタンス内部でアンマウントする必
要があります。アンマウントせずにデタッチすると、ボリュームがビジー状態のままになり、そのファ
イルシステムまたは格納されているデータが破損する可能性もあります。デタッチした（アンマウント
せずに）ボリュームを再アタッチすることはできますが、同じマウントポイントを取得できないことが
あり、デタッチされたときにボリュームへの書き込みが処理中だった場合、ボリューム上のデータが同
期しない可能性があります。

Note

インスタンスのルートデバイスである Amazon EBS ボリュームは、インスタンスを停止状態
にしないとデタッチできません。

AWSMarketplace製品コード付きのインスタンスからルートボリュームをデタッチすると、そ
のボリュームのAWSMarketplace製品コードとそのインスタンスとの関連付けが失われます。

Important

ボリュームのアタッチを解除した後でも、ストレージ量が無料利用枠の上限を超えている限
り、料金が発生します。不要な料金の発生を防ぐために、ボリュームを削除する必要がありま
す。詳細については、Amazon EBS ボリュームの削除 (p. 592) を参照してください。

この例では、ボリュームをアンマウントし、インスタンスから明示的にデタッチします。この操作は、
インスタンスを終了するときや、ボリュームを別のインスタンスにアタッチするときに便利です。ボ
リュームがインスタンスにアタッチされていないことを確認する方法については、「ボリューム情報を
表示する (p. 580)」を参照してください。

コンソールを使用して、Amazon EBS ボリュームをデタッチするには

1. まず、ボリュームをアンマウントします。

Linux/Unix の場合は、次のコマンドを使用して、/dev/sdh デバイスのマウントを解除します。

# umount -d /dev/sdh
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Windows の場合、Disk Managementを開き、アンマウントするボリュームを右クリックして、
[ChangeDriveLetter andPath]を選択します。次に、削除するマウントポイントを選択し、[Remove]
をクリックします。

2. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
3. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。

コンソールに現在のボリュームのリストが表示されます。
4. ボリュームを選択し、Detach Volume をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
5. Yes, Detach をクリックします。

ボリュームがインスタンスからデタッチされます。

Caution

ボリュームの状態がデタッチ状態のまま変わらない場合は、[Force Detach] をクリックし
て、強制的にアタッチ解除することもできます。デタッチを強制的に行うと、データの損
失やファイルシステムの破損につながる可能性があります。障害が発生したインスタンス
からボリュームをアタッチ解除するための最後の手段として、またはボリュームを削除す
るためにデタッチする場合のみ、このオプションを使用してください。インスタンスは、
ファイルシステムキャッシュやファイルシステムメタデータをフラッシュする機会を失い
ます。このオプションを使用する場合は、ファイルシステムのチェックと修復の手順を手
動で実行する必要があります。

数分間で複数回、ボリュームのデタッチを強制実行しても、デタッチ状態のままの場合、
Amazon EC2 forum にヘルプの要請を投稿できます。迅速に解決できるようにするため、
ボリューム ID と、これまでに実行した手順を記述してください。

コマンドラインを使用してインスタンスから Amazon EBS ボリュームをデタッチするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• detach-volume（AWS CLI）
• ec2-detach-volume（Amazon EC2 CLI）
• Dismount-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EBS ボリュームの削除
Abstract

ボリュームが不要になった場合は、Amazon EBS ボリュームを削除します。

ボリュームが不要になったら、それを削除することができます。削除後、ボリュームに含まれるデータ
は消去され、ボリューム自体はどのインスタンスにもアタッチできなくなります。ただし、削除前にボ
リュームのスナップショットを保存できるので、それを使用すれば後でボリュームを再作成できます。

このセクションでは、ボリュームを削除する方法を説明します。

コンソールを使用してボリュームを削除するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Volumes] をクリックします。
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コンソールに現在のボリュームのリストが表示されます。
3. ボリュームを選択し、[Delete Volume] をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
4. [Yes, Delete] をクリックします。

ボリュームが削除されます。

コマンドラインを使用して、Amazon EBS ボリュームを削除するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• delete-volume（AWS CLI）
• ec2-delete-volume（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2Volume（AWS Tools for Windows PowerShell）

ボリュームのストレージ領域を拡張する
Abstract

ボリュームのデータを失うことなく、既存のボリュームのストレージスペースを拡大します。

ボリューム上のデータを失わずに、既存のボリュームのストレージ領域を拡大する必要がある場合があ
ります。このトピックでは、Amazon EBS ボリュームのストレージスペースを拡張する方法について
説明します。拡大したボリュームにデータを移行してから、ボリュームのファイルシステムを拡張する
と、新たに使用可能になったスペースが認識されます。新しいボリュームが正常に動作していることを
確認したら、古いボリュームを削除できます。

Topics
• 拡大したボリュームにデータを移行する (p. 593)
• Linux ファイルシステムを拡張する (p. 595)
• Windows ファイルシステムを拡張する (p. 597)
• 古いボリュームを削除する (p. 600)

拡大したボリュームにデータを移行する

拡大した Amazon EBS ボリュームにデータを移行するには

1. AWS マネジメントコンソールにサインインして Amazon EC2 コンソール
（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。

2. インスタンスの [Shutdown Behavior] 値が [Terminate] ではなく、[Stop] に設定されていることを
確認します。既に [Stop] に設定されている場合は、ステップ 3 に進みます。

a. ナビゲーションペインで、[Instances]をクリックし、チェックするインスタンスを右クリック
して、[Change Shutdown Behavior] を選択します。

b. [Shutdown behavior] が [Terminate] に設定されている場合は、リストから [Stop] を選択し、
[Apply] をクリックします。

[Shutdown Behavior] が [Stop] に設定されている場合は、[Cancel] をクリックします。
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3. インスタンスを停止します。インスタンスの停止方法の詳細については、インスタンスの停止と起
動 (p. 347) を参照してください。

4. 拡張するボリュームのスナップショットを作成します。

a. ナビゲーションペインで、[Volumes]をクリックし、拡張するボリュームを右クリックして、
[Create Snapshot] を選択します。

b. スナップショットの [Name] と [Description] を入力し、[Yes, Create] をクリックします。

5. スナップショットから新しいボリュームを作成します。

a. ナビゲーションペインで、[Snapshots] をクリックします。
b. 作成したスナップショットのステータスが [completed] の場合は、スナップショットを選択

し、[Create Volume] をクリックします。

Note

スナップショットが完了するまで、数分かかる場合があります。

c. [Create Volume] ダイアログボックスでご希望のボリュームタイプを選択し、ボリュームの新
しいサイズを入力しアベイラビリティーゾーンをインスタンスと同じアベイラビリティーゾー
ンに設定し、[Yes, Create] をクリックします。

6. 古いボリュームをデタッチします。

a. ナビゲーションペインで[Volumes]をクリックし、ボリュームのリストから古いボリュームを
選択して、[Attachment information] の device name の値を書き留めます。[Attachment
Information] の値は次の形式になります。

instance information:device name

b. 古いボリュームを右クリックし、[Detach Volume] を選択します。
c. [DetachVolume]ダイアログボックスで、[Yes, Force]をクリックします。ボリュームのデタッ

チには数分かかることがあります。

7. 新たに拡張したボリュームをアタッチします。

a. ナビゲーションペインの[Volumes]をクリックし、ボリュームのリストから新しいボリューム
を選択して、新しいボリュームを右クリックし、[Attach Volume] を選択します。
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b. [Instance] フィールドにインスタンス名または ID を入力して、インスタンスを選択し、Step
6.a (p. 594) で取得した同じデバイス名を入力して、[Yes, Attach] をクリックします。

8. インスタンスを再起動します。

a. ナビゲーションペインで、[Instances]をクリックし、インスタンスを右クリックして、[Start]
をクリックします。

b. [Start Instances] ダイアログボックスで、[Yes, Start] を選択します。インスタンスの起動に失
敗し、拡張したボリュームがルートボリュームの場合は、元のボリュームと同じデバイス名を
使用して、拡張したボリュームをアタッチしていることを確認してください（ルートボリュー
ムは /dev/sda1としてアタッチする必要があります）。

Important

停止時にパブリック IP アドレスを保持するインスタンスは、Elastic IP アドレスを持
つ EC2-VPC インスタンスに限られます。インスタンスが EC2-Classic で実行されて
いる場合は、インスタンスを停止するとEIPアドレスの関連付けが解除されるため、
インスタンスを再起動してからEIPを再度関連付ける必要があります。詳細について
は、Elastic IP アドレス（EIP） (p. 540) を参照してください。インスタンスがEIPを
使用していない場合、インスタンスに接続するには、AmazonEC2コンソールのイン
スタンスページからインスタンスの新しいパブリック DNS 名を取得する必要があり
ます。

インスタンスが起動したら、ファイルシステムのサイズを確認して、拡大したボリュームスペースをイ
ンスタンスが認識しているかどうか表示できます。Linuxでは、df -hコマンドを使用してファイルシス
テムのサイズを確認します。

[ec2-user ~]$ df -h
Filesystem            Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/xvda1            7.9G  943M  6.9G  12% /
tmpfs                 1.9G     0  1.9G   0% /dev/shm

[Size] 列の値が、新たに拡張したボリュームのサイズを示していない場合は、インスタンスが新しい
スペースを使用できるように、デバイスのファイルシステムを拡張する必要があります。この手順は、
インスタンスを実行しているオペレーティングシステムによって異なります。さまざまなオペレーティ
ングシステムでこの手順を実行する方法については、次のトピックを参照してください。

• Linux ファイルシステムを拡張する (p. 595)
• Windows ファイルシステムを拡張する (p. 597)

Linux ファイルシステムを拡張する

Linux では、ファイルシステム固有のコマンドを使用して、ファイルシステムのサイズを、新しいボ
リュームの拡大したサイズに変更します。このコマンドは、拡張するボリュームがルートボリュームで
ある場合にも機能します。ext2、ext3、および ext4ファイルシステムの場合、このコマンドは
resize2fs です。XFSファイルシステムの場合、このコマンドは xfs_growfs です。その他のファイルシ
ステムの場合、ファイルシステムの拡張については、これらのファイルシステムに関する特定のドキュ
メントを参照してください。
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使用しているファイルシステムが不明の場合は、file -s コマンドを使用して、デバイスのファイルシス
テムデータをリストできます。次の例は、Linux ext4ファイルシステムと SGI XFS ファイルシステム
を示しています。

[ec2-user ~]$ sudo file -s /dev/xvd*
/dev/xvda1: Linux rev 1.0 ext4 filesystem data ...
/dev/xvdf:  SGI XFS filesystem data ...

Note

拡張するボリュームがパーティション分割されている場合は、ファイルシステムのサイズを変
更する前に、パーティションのサイズを拡大する必要があります。詳細については、Linuxパー
ティションを拡張する (p. 600) を参照してください。

ボリュームのパーティションのサイズ変更が必要かどうかを確認するには

• インスタンスにアタッチされたブロックデバイスを一覧表示するには、lsblk コマンドを使用しま
す。以下の例は、/dev/xvda、/dev/xvdb、/dev/xvdfという 3 つのボリュームを示していま
す。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME    MAJ:MIN RM SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvda    202:0    0  30G  0 disk
  xvda1 202:1    0  30G  0 part /
xvdb    202:16   0  30G  0 disk /mnt
xvdf    202:80   0  35G  0 disk
  xvdf1 202:81   0   8G  0 part

ルートボリュームである/dev/xvda1は、/dev/xvdaのパーティションです。どちらもサイズが
30GBであることに注意してください。この場合、パーティションはデバイスの領域をすべて占有
するので、サイズを変更する必要はありません。

ボリューム /dev/xvdbは、パーティション分割されていないので、サイズを変更する必要はあり
ません。

ただし、/dev/xvdf1は、35 GB のデバイスに含まれる 8 GB のパーティションであり、このボ
リュームには他にパーティションがありません。この場合、ボリュームの残りの領域を使用するに
は、パーティションをサイズ変更する必要があります。詳細については、「Linux パーティション
を拡張する(p.600)」を参照してください。パーティションのサイズを変更した後、次の手順に従っ
て、パーティションのすべての領域を占有するようにファイルシステムを拡張できます。

Linux ファイルシステムを拡張するには

1. SSHクライアントを使用してLinuxインスタンスにログインします。Linuxインスタンスへの接続
の詳細については、「SSHを使用したLinux/Unixインスタンスへの接続(p. 334)」を参照してくだ
さい。

2. df -h コマンドを使用して、既存のファイルシステムディスク領域の使用状況をレポートします。
この例では、/dev/xvda1デバイスは 70 GB に既に拡張されていますが、ext4ファイルシステ
ムは単に元の 8 GB のサイズとして表示されています。また、/dev/xvdfデバイスは 100 GB に
拡張されていますが、XFSファイルシステムは単に元の1GBのサイズとして表示されています。

[ec2-user ~]$ df -h
Filesystem            Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/xvda1            7.9G  943M  6.9G  12% /
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tmpfs                 1.9G     0  1.9G   0% /dev/shm
/dev/xvdf            1014M   33M  982M   4% /mnt

3. ファイルシステム固有のコマンドを使用して、ファイルシステムのサイズをボリュームの新しいサ
イズに変更します。Linux ext2、ext3、または ext4ファイルシステムの場合は、次のコマンド
を使用して、拡張するデバイスの名前に置き換えます。

[ec2-user ~]$ sudo resize2fs /dev/xvda1
resize2fs 1.42.3 (14-May-2012)
Filesystem at /dev/xvda1 is mounted on /; on-line resizing required
old_desc_blocks = 1, new_desc_blocks = 5
Performing an on-line resize of /dev/xvda1 to 18350080 (4k) blocks.
The filesystem on /dev/xvda1 is now 18350080 blocks long.

XFS ファイルシステムの場合は、次のコマンドを使用して、ファイルシステムのマウントポイン
トに置き換える必要があります（XFS ファイルシステムのサイズを変更するには、マウントする
必要があります）。

[ec2-user ~]$ sudo xfs_growfs -d /mnt
meta-data=/dev/xvdf              isize=256    agcount=4, agsize=65536 blks
         =                       sectsz=512   attr=2
data     =                       bsize=4096   blocks=262144, imaxpct=25
         =                       sunit=0      swidth=0 blks
naming   =version 2              bsize=4096   ascii-ci=0
log      =internal               bsize=4096   blocks=2560, version=2
         =                       sectsz=512   sunit=0 blks, lazy-count=1
realtime =none                   extsz=4096   blocks=0, rtextents=0
data blocks changed from 262144 to 26214400

Note

失敗した xfsctl を xfsctl failed: Cannot allocate memoryエラーを受け取った場
合、インスタンスの Linux カーネルの更新が必要なことがあります。詳細については、特
定のオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

4. df -h コマンドを使用して、既存のファイルシステムディスク領域の使用状況をレポートします。
この時点で、ext4ファイルシステムについては 70 GB、XFS ファイルシステムについては 100
GB の完全な容量が示されます。

# df -h
Filesystem            Size  Used Avail Use% Mounted on
/dev/xvda1             69G  951M   68G   2% /
tmpfs                 1.9G     0  1.9G   0% /dev/shm
/dev/xvdf             100G   45M  100G   1% /mnt

Windows ファイルシステムを拡張する

Windows では、ディスクの管理ユーティリティを使用して、ディスクサイズをボリュームの新しいサ
イズに拡大できます。
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Windows ファイルシステムを拡張するには

1. リモートデスクトップを使用してWindows インスタンスにログインします。
2. Windows Server 2012: [スタート] 画面に移動します。•

• Windows Server 2008: タスクバーの [Start] をクリックし、[Run] をクリックします。

3. diskmgmt.mscと入力して、Enterを押します。DiskManagementユーティリティが表示されます。

4. 拡張したドライブを右クリックし、[Extend Volume] を選択します。
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5. ボリュームの拡張ウィザードで [Next] をクリックし、[Select the amount of space in MB] フィール
ドに、ボリュームを拡大するメガバイト数を設定します。通常、これは使用可能な最大領域に設定
します。ウィザードを終了します。
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古いボリュームを削除する

インスタンスで新しいボリュームをアタッチし、拡張したら、必要なくなった古いボリュームを削除で
きます。

古いボリュームを削除するには

1. Amazon EC2 コンソール内で、ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
2. 古いボリュームを右クリックし、[Delete Volume] を選択します。
3. [Delete Volume] ダイアログボックスで、[Yes, Delete] をクリックします。

Linux パーティションを拡張する
Abstract

ボリュームのデータを失うことなく、既存のボリュームの Linux パーティションを拡張します。

一部の Amazon EC2 ルートボリュームやスナップショットから復元されたボリュームには、ファイル
システムおよびデータを実際に保持するパーティションが含まれています。ボリュームをコンテナと考
えれば、パーティションはボリューム内のもう1つのコンテナであり、データはパーティション上に存
在します。ボリュームのサイズを拡大しても、パーティションは拡大されません。拡大したボリューム
を活用するには、パーティションを新しいサイズに拡張する必要があります。

Note

スナップショットから復元したすべてのボリュームがパーティション分割されるわけではない
ので、この手順は、お使いのボリュームに適用されないことがあります。ボリュームのファイ
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ルシステムのサイズを使用できる最大の容量に変更する必要があります。サイズを変更する必
要があるパーティションがボリューム内にあるかどうか不明な場合は、「ボリュームのパー
ティションのサイズ変更が必要かどうかを確認するには(p.596)」で詳細を参照してください。

拡張するパーティションがルートパーティションではない場合、単にこのパーティションをアンマウン
トし、インスタンス自体からパーティションのサイズを変更することができます。サイズを変更する必
要があるパーティションがルートパーティションである場合、実行中のインスタンスのルートパーティ
ションをアンマウントすることはできないため、プロセスはより複雑になります。セカンダリインスタ
ンスと呼ばれる別のインスタンスに対して、以下の手順を実行する必要があります。

Important

以下の手順は Amazon Linux に関する説明であり、Amazon Linux でテスト済みです。その他
のツールセットやツールバージョンによるディストリビューションは、異なる動作をする場合
があります。

拡張するために Linux ルートパーティションを準備するには

インスタンスのルートパーティションを拡張するために、次のいくつかのステップを実行する必要があ
ります。拡張する必要があるパーティションがルートパーティションではない場合、この手順を行う必
要はありません。

1. プライマリインスタンスを実行している場合は停止します。実行中のインスタンスでは、これ以降
の手順を実行できません。詳細については、インスタンスの停止と起動(p. 346)を参照してくださ
い。

2. ボリュームのスナップショットを取得します。以下の手順では、データが容易に破損または消失す
る可能性があります。新しいスナップショットがある場合、失敗してもいつでもやり直すことがで
き、データは安全に保たれます。詳細については、Amazon EBSスナップショットの作成 (p. 606)
を参照してください。

3. ボリュームがアタッチされたデバイス名を記録します。この値は、インスタンスの詳細ペインの
[Root device] フィールドで確認できます。通常、この値は /dev/sda1または /dev/xvdaです。

4. ボリュームをプライマリインスタンスからデタッチします。詳細については、インスタンスからの
Amazon EBS ボリュームのデタッチ (p. 591) を参照してください。

5. ボリュームを、同じアベイラビリティーゾーン内の別の（セカンダリ）インスタンスにアタッチし
ます。詳細については、「インスタンスへのAmazonEBSボリュームのアタッチ(p. 573)」を参照
してください。セカンダリインスタンスを既に持っている場合、それを起動する必要があります。
詳細については、インスタンスの起動 (p. 325) を参照してください。

6. SSH を使用してセカンダリインスタンスにログインします。詳細については、インスタンスへの
接続 (p. 334) を参照してください。次の手順に進みます。

Linux パーティションを拡張するには

拡張する必要があるパーティションがルートパーティションの場合、まずは前の手順を必ず行ってくだ
さい。

1. 拡張するパーティションを含むデバイスを特定します。lsblk コマンドを使用して、インスタンス
にアタッチされたすべてのデバイスおよびパーティションをリストします。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME    MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf    202:80   0  100G  0 disk
  xvdf1 202:81   0    8G  0 part /mnt
xvda1   202:1    0   30G  0 disk /
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この例では、xvdfデバイスに100GBの使用可能なストレージがあり、8GBのパーティションが
含まれています。

2. パーティションがマウントされている場合はアンマウントします。lsblkコマンドからMOUNTPOINT
の値を指定して、umountコマンドを実行します。この例では、パーティションのMOUNTPOINT値
は /mntです。

[ec2-user ~]$ sudo umount /mnt

3. ボリュームのスナップショットを取得します（前の手順で取得しなかった場合）。以下の手順で
は、データが容易に破損または消失する可能性があります。新しいスナップショットがある場合、
失敗してもいつでもやり直すことができ、データは安全に保たれます。詳細については、Amazon
EBS スナップショットの作成 (p. 606) を参照してください。

4. デバイス（デバイス上のパーティションではなく）に対してpartedコマンドを実行します。/dev/
プレフィックスを、lsblk が出力する名前に必ず追加してください。

[ec2-user ~]$ sudo parted /dev/xvdf
GNU Parted 2.1
Using /dev/xvdf
Welcome to GNU Parted! Type 'help' to view a list of commands.

5. parted 測定単位をセクターに変更します。

(parted) unit s

6. print コマンドを実行して、デバイス上のパーティションをリストします。特定のパーティション
テーブルタイプでは、拡大したボリュームのサイズに合わせてパーティションテーブルを修正する
ように要求される場合があります。

(parted) print

a. （オプション）以下のメッセージを受け取った場合は、「Fix」を入力して、バックアップGPT
テーブルをディスクの最後に移動します。

Error: The backup GPT table is not at the end of the disk, as it should
 be.  This might mean that another operating
system believes the disk is smaller.  Fix, by moving the backup to the 
end (and removing the old backup)?
Fix/Ignore/Cancel? Fix

b. （オプション）以下のメッセージを受け取った場合は、「Fix」を再度入力して、ドライブの
スペースを使用できるようにします。

Warning: Not all of the space available to /dev/xvdf appears to be used,
 you can fix the GPT to use all of the
space (an extra 46137344 blocks) or continue with the current setting?
Fix/Ignore? Fix

7. ディスクの合計サイズ、パーティションテーブルタイプ、パーティションの番号、パーティション
の開始点、およびパーティションの名前の出力を調べます。gptパーティションテーブルの場合
は、パーティションの名前に留意します。msdosパーティションテーブルの場合は、Typeフィー
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ルド（primaryまたは extended）に留意します。これらの値は、この後のステップで使用しま
す。

以下に、gptパーティションテーブルの例を示します。

Model: Xen Virtual Block Device (xvd)
Disk /dev/xvdf: 209715200s
Sector size (logical/physical): 512B/512B
Partition Table: gpt

Number  Start  End        Size       File system  Name                 Flags
128     2048s  4095s      2048s                   BIOS Boot Partition  
bios_grub
1 4096s  16777182s  16773087s  ext4         Linux

以下に、msdosパーティションテーブルの例を示します。

Model: Xen Virtual Block Device (xvd)
Disk /dev/xvdg: 104857600s
Sector size (logical/physical): 512B/512B
Partition Table: msdos

Number  Start  End        Size       Type     File system  Flags
1 2048s  35649535s  35647488s  primary  ext3

8. 前のステップでの番号（1）を使用して、パーティションのパーティションエントリを削除します。

(parted) rm 1

9. ボリュームの最後まで拡張された新しいパーティションを作成します。

（gptパーティションテーブルの例では）上記のパーティション1の開始点と名前に留意します。
gptの例では、開始点は 4096s、名前は Linuxです。パーティション 1 の開始点、名前、および
（使用可能なすべてのスペースを使用するために）100% を指定して、mkpart コマンドを実行し
ます。

(parted) mkpart Linux 4096s 100%

（msdosパーティションテーブルの例では）上記のパーティション 1 の開始点とパーティション
タイプに留意します。msdosの例では、開始点は 2048s、パーティションタイプは primaryで
す。プライマリパーティションタイプ、パーティション1の開始点、および（使用可能なすべての
スペースを使用するために）100% を指定して、mkpart コマンドを実行します。

(parted) mkpart primary 2048s 100%

10. print コマンドを再度実行して、パーティションを確認します。

（gptパーティションテーブルの例では）

(parted) print
Model: Xen Virtual Block Device (xvd)
Disk /dev/xvdf: 209715200s
Sector size (logical/physical): 512B/512B
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Partition Table: gpt

Number  Start  End         Size        File system  Name                 
Flags
128     2048s  4095s       2048s                    BIOS Boot Partition  
bios_grub
 1      4096s  209713151s  209709056s  ext4         Linux

（msdosパーティションテーブルの例では）

(parted) print
Model: Xen Virtual Block Device (xvd)
Disk /dev/xvdg: 104857600s
Sector size (logical/physical): 512B/512B
Partition Table: msdos

Number  Start  End         Size        Type     File system  Flags
 1      2048s  104857599s  104855552s  primary  ext3

11. quit コマンドを実行して、parted を終了します。

(parted) quit

Note

パーティションを移動し、パーティションを追加したので、partedは、/etc/fstabを更
新する必要があることを警告する場合があります。この更新は、パーティション番号が変
更された場合にのみ必要です。

12. ファイルシステムを確認して、エラーがないことを確認します（これは、ファイルシステムを拡張
する前に行う必要があります）。

[ec2-user ~]$ sudo e2fsck -f /dev/xvdf1
e2fsck 1.42.3 (14-May-2012)
Pass 1: Checking inodes, blocks, and sizes
Pass 2: Checking directory structure
Pass 3: Checking directory connectivity
Pass 4: Checking reference counts
Pass 5: Checking group summary information
/: 31568/524288 files (0.4% non-contiguous), 266685/2096635 blocks

13. 次のステップは、拡張したパーティションが現在のインスタンスに属するかどうか、またはこの
パーティションが別のインスタンスのルートパーティションであるかどうかによって異なります。

• このパーティションが現在のインスタンスに属する場合は、Step2(p.602)で特定したMOUNTPOINT
でパーティションを再マウントします。

[ec2-user ~]$ sudo mount /dev/xvdf1 /mnt

パーティションをマウントしたら、Linuxファイルシステムを拡張する(p. 595)の手順を行って、
新たに使用可能になったスペースを使用するようにファイルシステムを拡張します。
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• このボリュームが別のインスタンスのルートパーティションである場合は、次の手順を実行しま
す。

拡張したルートパーティションをその元のインスタンスに戻すには

1. 拡張したパーティションを、そのセカンダリインスタンスからデタッチします。詳細については、
インスタンスからの Amazon EBS ボリュームのデタッチ (p. 591) を参照してください。

2. preparation procedure (p. 601)のStep 3 (p. 601)で特定したデバイス名を使用して、ボリュームをプ
ライマリインスタンスに再アタッチします。詳細については、インスタンスへの Amazon EBS ボ
リュームのアタッチ (p. 573) を参照してください。

3. プライマリインスタンスを起動します。詳細については、インスタンスの停止と起動(p. 346)を参
照してください。

4. （オプション）パーティションを拡張するためだけにセカンダリインスタンスを起動した場合は、
インスタンスを終了して課金を停止できます。詳細については、インスタンスの終了(p. 352)を参
照してください。

5. プライマリインスタンスに接続し、Linux ファイルシステムを拡張する (p. 595) の手順を行って、
新たに使用可能になったスペースを使用するようにファイルシステムを拡張します。

このファイルシステムの拡張が終了したら、インスタンスから、目的のパーティションサイズを持つ新
しいインスタンスを起動するために使用できる AMI を作成できます。詳細については、Amazon マシ
ンイメージ（AMI） (p. 55) を参照してください。

Amazon EBS スナップショット
Abstract

AmazonS3に保存された、AmazonEBSボリュームのポイントインタイム増分バックアップコピーとして、スナッ
プショットを使用します。

Amazon EBS スナップショットとは、Amazon S3 に保存された Amazon EBS ボリュームのポイント
インタイム増分バックアップコピーです。スナップショットは差分バックアップです。つまり、最後に
スナップショットを作成した時点から、ボリューム上で変更のあるブロックだけが保存されます。ス
ナップショットを削除すると、そのスナップショットに含まれないデータだけが削除されます。アク
ティブなスナップショットには、新しい Amazon EBS ボリュームから（スナップショットの作成時か
ら）データを復元するために必要な情報がすべて含まれています。

Topics
• Amazon EBS スナップショットの作成 (p. 606)
• Amazon EBS スナップショットの削除 (p. 607)
• Amazon EBS スナップショットのコピー (p. 608)
• スナップショットに関する情報を表示する (p. 609)
• スナップショットの共有 (p. 610)

新規 Amazon EBS ボリュームを作成するときに、既存のスナップショットに基づいてボリュームを作
成できます。新規ボリュームは、スナップショットの作成に使われた元のボリュームの正確なコピーと
して機能を開始します。既存の Amazon S3 スナップショットから作成された新規ボリュームは、バッ
クグラウンドで時間をかけて読み込まれるため、直ちに使用を開始できます。まだ読み込まれていない
データに対してインスタンスからのアクセスがあった場合、ボリュームは要求されたデータをAmazon
S3 から即座にダウンロードし、引き続きボリュームの残りのデータをバックグラウンドで読み込みま
す。スナップショット作成についての詳細は、AmazonEBSスナップショットの作成(p. 606)を参照し
てください。

API Version 2014-02-01
605

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
EBS スナップショット



スナップショットを、特定のユーザーと共有することも、AWS コミュニティ全体で共有するために公
開することもできます。スナップショットへのアクセス権限を持つユーザーは、スナップショットから
独自の Amazon EBS ボリュームを作成することができますが、スナップショットは完全に元のまま保
持されます。スナップショットを共有する方法については、スナップショットの共有(p. 610)を参照し
てください。

AmazonEBSスナップショットは、スナップショットが作成されたリージョンに制限されます。Amazon
EBS ボリュームのスナップショットを作成した後、そのスナップショットを使って、同じリージョン
で新規ボリュームを作成できます。詳細については、スナップショットからの Amazon EBS ボリュー
ムの復元 (p. 571) を参照してください。スナップショットはAWSリージョン間でコピーできるので、
地理的な拡大、データセンターへの移行、災害復旧など、複数のAWSリージョンを活用することが簡
単にできます。お客様は、アクセス権のあるスナップショットのうち、ステータスが「available」であ
るものはどれでもコピーできます。詳細については、Amazon EBSスナップショットのコピー (p. 608)
を参照してください。

Amazon EBS スナップショットの作成
Abstract

ボリュームの Amazon EBS スナップショットを作成して、新規ボリュームやデータバックアップ用のベースライ
ンとして使用できます。

Amazon EBS ボリュームにデータを書き込んだ後は、ボリュームのスナップショットを定期的に作成
して、新しいボリュームまたはデータバックアップのためのベースラインとして使用できます。ボリュー
ムのスナップショットを定期的に作成する場合は、差分だけが更新されます。つまり、最後にスナップ
ショットを作成した時点から変更されたデバイス上のブロックだけが新しいスナップショットに保存さ
れます。スナップショットの保存は差分ベースで行われるものの、最新のスナップショットさえあれば
ボリュームを復元できるようにスナップショット削除プロセスは設計されています。

スナップショットの作成は非同期的に行われ、処理が完了するまでそのステータスは pendingになり
ます。

デフォルトでは、自分が所有するスナップショットからのみボリュームを起動できます。スナップショッ
トについては、特定の AWS アカウントと共有するか、AWS コミュニティ全体で共有するかを選択す
ることができます。詳細については、「スナップショットの共有 (p. 610)」を参照してください。

スナップショットが作成されるときに、ボリュームからの AWS Marketplace 製品コードがあれば、そ
のコードがスナップショットに反映されます。

使用中のアタッチ済みボリュームのスナップショットを取ることができます。ただし、スナップショッ
トでは、スナップショットコマンドを実行した時点でAmazonEBSボリュームに書き込まれているデー
タのみがキャプチャされます。これには、アプリケーションやオペレーティングシステムによってキャッ
シュされたデータは含まれない可能性があります。スナップショットを取る間、ボリュームへのすべて
のファイルの書き込みを停止できれば、完全なスナップショットを取ることができます。ただし、ボ
リュームへのすべてのファイルの書き込みを停止できない場合は、一貫した完全なスナップショットを
取ることができるように、インスタンス内からボリュームをアンマウントし、スナップショットコマン
ドを実行して、ボリュームを再マウントします。スナップショットのステータスが   の間は、ボリュー
ムを再マウントして使用できます。

ルートデバイスとして機能する Amazon EBS ボリュームのスナップショットを作成するには、スナッ
プショットを取る前にインスタンスを停止します。

Linux/Unix でボリュームをアンマウントするには、次のコマンドを使用します。

umount -d device_name

device_name にはデバイス名（例: /dev/sdh）を挿入します。
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Windows でボリュームをアンマウントするには、ディスクの管理を開き、アンマウントするボリュー
ムを右クリックして、[Change Drive Letter and Path]を選択します。次に、削除するマウントポイント
を選択し、[Remove] をクリックします。

コンソールを使用してスナップショットを作成するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Snapshots] をクリックします。

コンソールに現在のスナップショットのリストが表示されます。
3. Create Snapshot をクリックします。

[Create Snapshot] ダイアログボックスが表示されます。
4. スナップショットを作成するボリュームを選択し、Create をクリックします。

Amazon EC2 によってスナップショットの作成が開始されます。

コマンドラインを使用してスナップショットを作成するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-snapshot（AWS CLI）
• ec2-create-snapshot（Amazon EC2 CLI）
• New-EC2Snapshot（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EBS スナップショットの削除
Abstract

AWS マネジメントコンソール、CLI、または API を使って、Amazon EBS スナップショットを削除します。

このセクションでは、スナップショットを削除する方法を説明します。

Note

• ボリュームのスナップショットを定期的に作成する場合は、差分だけが更新されます。つま
り、最後にスナップショットを作成した時点から変更されたデバイス上のブロックだけが新
しいスナップショットに保存されます。スナップショットの保存は差分ベースで行われるも
のの、最新のスナップショットさえあればボリュームを復元できるようにスナップショット
削除プロセスは設計されています。

• 登録されたAMIによって使用されるEBS;ボリュームのルートデバイスのスナップショット
を削除することはできません。スナップショットを削除するには、まずAMIの登録を解除す
る必要があります。

コンソールを使用してスナップショットを削除するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Snapshots] をクリックします。

コンソールに現在のスナップショットのリストが表示されます。
3. スナップショットを選択して [Actions] リストから [Delete] を選択します。
4. [Yes, Delete] をクリックします。
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スナップショットが削除されます。

コマンドラインを使用してスナップショットを削除するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• delete-snapshot（AWS CLI）
• ec2-delete-snapshot（Amazon EC2 CLI）
• Remove-EC2Snapshot（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EBS スナップショットのコピー
Abstract

Amazon EBS スナップショットは AWS リージョン間でコピーできるので、地理的な拡大、データセンターの移
行、災害復旧など、複数の AWS リージョンを活用するのに役立ちます。

Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）は、Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）イ
ンスタンスで使用するためのブロックレベルのストレージボリュームです。Amazon EBS を使用する
と、ボリュームの特定の時点におけるスナップショットを作成し、Amazon Simple Storage Service
（Amazon S3）に格納できます。スナップショットを Amazon S3 に格納した後、Amazon EC2 コン
ソール、Amazon EC2 CLI、または API を使用して、それらのスナップショットを 1 つの AWS リー
ジョンから別のリージョンにコピーしたり、同じリージョン内でコピーしたりすることができます。ス
ナップショットのコピーを使用して、データのバックアップを作成したり、新しい Amazon EBS ボ
リュームを作成したり、Amazon マシンイメージ（AMI）を作成したりすることができます。

アカウントあたり 1 つのコピー先に対して、最大 5 つのスナップショットコピーリクエストを実行で
きます。共有スナップショットや作成したスナップショットを含む "完了" ステータスのアクセス可能
な任意の Amazon EBS スナップショットをコピーできます。また、AWS Marketplace、VM
Import/Export、およびAWS Storage Gateway のスナップショットをコピーすることもできます。ただ
し、そのスナップショットがコピー先のリージョンでサポートされていることを確認する必要がありま
す。

ボリュームの最初のスナップショットコピーは常に完全コピーです。その後の各スナップショットコ
ピーは差分です。つまり、同じコピー先に対する最後のスナップショットコピーから変更されたボリュー
ム上のブロックのみが転送されます。差分スナップショットにより、コピー処理が速くなります。差分
スナップショットのサポートは、リージョンペアに固有です。例えば、米国東部（バージニア北部）
リージョンから米国西部（オレゴン）リージョンにスナップショットをコピーする場合、ボリューム
の最初のスナップショットコピーは完全なコピーになります。ただし、同じリージョン間で転送される
その後の同じボリュームのスナップショットコピーは、差分になります。スナップショットコピーは、
コピー先のリージョンで同じボリュームの完全コピーが 1 つある限り、差分でのみ実行できます。

Note

AmazonRelational Database Service（AmazonRDS）をコピーするには、『AmazonRelational
Database Service ユーザーガイド』の「DB スナップショットの作成」を参照してください。

スナップショットをコピーした場合、課金の対象となるのは、リージョン間でスナップショットデータ
をコピーし、コピーされたスナップショットをコピー先リージョンに格納するために使用されたデータ
転送およびストレージのみです。スナップショットコピーが失敗した場合は、課金されません。ただ
し、まだ完了していないスナップショットコピーをキャンセルしたか、コピーの実行中にコピー元のス
ナップショットを削除した場合、転送されたデータの帯域幅に対して課金されます。スナップショット
は、安全な Amazon S3 Copy を使用してリージョン間でコピーされ、スナップショットコピーは元の
スナップショットの ID と異なるスナップショット ID を受け取ります。
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Amazon EBS スナップショットのコピーは次の方法で使用できます。

• 地理的拡張: アプリケーションを新しいリージョンで起動できます。
• 移行: アプリケーションを新しいリージョンに移行して、可用性を向上させ、コストを最小化するこ
とができます。

• 災害復旧: 異なる地理的場所にまたがって定期的にデータをバックアップし、ログを記録することが
できます。災害が発生した場合、二次的なリージョンに格納された特定の時点でのバックアップを使
用してアプリケーションを復元できます。これにより、データ損失と復旧時間を最小限に抑えること
ができます。

Amazon EC2コンソール、Amazon EC2 CLI、およびAPIは直感的な操作性を実現するように設計され
ています。先述の Amazon EBS スナップショットの使用事例で、ユーザーのクリック数を最小にする
ために、コンソール設計でプッシュモデルを使用しています。コピー元のリージョンから開始すること
によって、コンソールから簡単にコピーを開始できます。Amazonでは、お客様の自動化の使用状況に
おけるこれらの経験係数のため、Amazon EC2 CLI と API でプルモデルを使用しています。ユーザー
は、Amazon EC2 CLI または API を使用してコピーを開始するコピー元のスナップショット ID とコ
ピー元のリージョンを知っているだけで済みます。

Amazon EC2 コンソールを使用してスナップショットをコピーするには

Amazon EC2 コンソールを使用して Amazon EBS スナップショットのコピーを作成することができま
す。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Snapshots] をクリックします。
3. コピーするスナップショットを選択し、[Actions] リストから [Copy] を選択します。
4. [Copy Snapshot] ダイアログボックスで、必要に応じて次のものを更新します。

• [Destination region]: スナップショットのコピーを書き込むリージョンを選択します。
• [Description]: デフォルトでは、スナップショットとコピーを見分けられるよう、元のスナップ
ショットに関する情報が説明に含まれています。この説明は、必要に応じて変更できます。

5. [Yes, Copy] をクリックします。
6. [Copy Snapshot] 確認ダイアログボックスで、[Snapshots] をクリックして指定したリージョンの [

Snapshots] ページに移動するか、[Close] をクリックします。

コピー処理の進行状況を後で確認するには、Amazon EC2 コンソールを目的のリージョンに切り
替え、[ Snapshots] ページを更新します。進行中のコピーがページの上部に一覧表示されます。

コマンドラインを使用してスナップショットをコピーするには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• copy-snapshot（AWS CLI）
• ec2-copy-snapshot（Amazon EC2 CLI）
• Copy-EC2Snapshot（AWS Tools for Windows PowerShell）

スナップショットに関する情報を表示する
Abstract

AWS マネジメントコンソール、CLI、または API を使って、作成したスナップショットの説明を入力します。
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このセクションでは、作成したスナップショットに関する詳細情報を表示する方法を説明します。

コンソールでスナップショットに関する詳細情報を表示するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Snapshots] をクリックします。

お客様がアクセスできるすべてのスナップショットのリストと、そのステータスがコンソールに表
示されます。

3. リストを縮小するには、[ Filter] リストからオプションを選択します。例えば、ご自分のスナップ
ショットだけを表示するには、[Owned by Me] を選択します。

スナップショットの新しいリストがコンソールに表示されます。
4. スナップショットの詳細情報を表示するには、そのスナップショットを選択します。

スナップショットの情報が下のペインに表示されます。

コマンドラインを使用してスナップショットに関する詳細情報を表示するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• describe-snapshots（AWS CLI）
• ec2-describe-snapshots（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2Snapshot（AWS Tools for Windows PowerShell）

スナップショットの共有
Abstract

AWS マネジメントコンソール、CLI、または API を使って、Amazon EBS スナップショットを共有します。

このセクションでは、スナップショットの許可を変更することで、 Amazon EBS スナップショットを
同僚や AWS コミュニティ内の他のユーザーと共有する方法について説明します。

スナップショットの所有者から許可を受けたユーザーは、AmazonEBSの共有スナップショットをベー
スに自分の Amazon EBS ボリュームを簡単に作成できます。お客様が所有するデータを、すべての
AWS ユーザーに一般公開することもできます。アクセスを許可されたユーザーは、スナップショット
を基に独自のEBSボリュームを作成できます。元のスナップショットが変更されることはありません。

Note

スナップショットは、スナップショットが作成されたリージョンに制限されます。別のリー
ジョンとスナップショットを共有する場合は、スナップショットをそのリージョンにコピーす
る必要があります。スナップショットのコピーの詳細については、AmazonEBSスナップショッ
トのコピー (p. 608) を参照してください。

Important

スナップショットを共有するときは（別の AWS アカウントと共有するか、すべてのユーザー
に対して公開するかどうかに関係なく）、所有するスナップショットのすべてのデータに対す
るアクセス許可を他のユーザーに付与することになります。スナップショットの共有は、自分
のスナップショットデータすべてを共有したい人とだけ行ってください。
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コンソールでスナップショットのアクセス許可を変更するには

この手順により、スナップショットを共有することができます。

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションペインで [Snapshots] をクリックします。

現在のスナップショットのリストとそのステータスがコンソールに表示されます。
3. スナップショットを選択し、[Actions] リストから [Modify Snapshot Permissions] を選択します。
4. スナップショットを公開するか、特定の AWS アカウントとだけ共有するかを選択します。

Important

スナップショットを公開すると、すべてのスナップショットデータが全員と共有されま
す。AWS Marketplace の製品コードを持つスナップショットを公開することはできませ
ん。

• スナップショットを公開するには、[Public] を選択します。
• スナップショットを特定の AWS アカウントにのみ公開するには、[Private] を選択し、AWS ア
カウントのIDをハイフンなしで[AWSAccountNumber]フィールドに入力して、[AddPermission]
をクリックします。必要なすべての AWS アカウントを追加するまで繰り返します。

完了したら [Save] をクリックします。

コマンドラインを使用して、スナップショットのアクセス許可を変更および表示するには

スナップショットの createVolumePermission属性を表示するには、次のコマンドのいずれかを使
用できます。これらのコマンドラインインターフェイスの詳細については、「Amazon EC2 へのアク
セス (p. 3)」を参照してください。

• describe-snapshot-attribute（AWS CLI）
• ec2-describe-snapshot-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Get-EC2SnapshotAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

スナップショットの createVolumePermission属性を変更するには、次のコマンドのいずれかを使
用できます。

• modify-snapshot-attribute（AWS CLI）
• ec2-modify-snapshot-attribute（Amazon EC2 CLI）
• Edit-EC2SnapshotAttribute（AWS Tools for Windows PowerShell）

Amazon EBS ボリュームのパフォーマンス
Abstract

Amazon EBS ボリュームパフォーマンスを最適化するためのベストプラクティスを一覧表示します。

インスタンスの構成、I/O 特性、ワークロードのデマンド、ストレージの構成など、複数の要因が
Amazon EBS ボリュームのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。EBS ボリュームの基本
操作について理解したら、必要とする I/O パフォーマンスと、EBS パフォーマンスを向上させるオプ
ションを確認し、そのパフォーマンス要件に対応できるようにすることをお勧めします。

Topics
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• Amazon EBS パフォーマンスのヒント (p. 612)
• Amazon EC2 インスタンスの構成 (p. 612)
• I/O 特性 (p. 614)
• ワークロードのデマンド (p. 615)
• Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 615)
• RAID 構成 (p. 620)
• ボリュームの評価 (p. 626)

Amazon EBS パフォーマンスのヒント
• EBS ストレージアプリケーションのパフォーマンス要件を検討する場合、EBS 用に最適化されてい
て、お使いのアプリケーションストレージシステムが必要とする帯域幅を処理できるEC2構成を使っ
て始めることが重要です。詳細については、AmazonEC2インスタンスの構成(p. 612)を参照してく
ださい。

• EBS ボリュームのパフォーマンスを測定する場合（特に Provisioned IOPS ボリュームの場合）、関
連する測定単位と、パフォーマンスの計算方法を理解することが重要です。詳細については、I/O 特
性 (p. 614) を参照してください。

• EBS ボリュームの最大パフォーマンス、EBS ボリュームが処理する I/O の量、および各トランザク
ションが完了するまでにかかる時間の間には関係があります。これらの各要因（パフォーマンス、
I/O、時間）は相互に影響を与えます。また、アプリケーションが異なると、影響を受ける要因もさ
まざまに異なります。詳細については、ワークロードのデマンド (p. 615) を参照してください。

• 新しく作成した、または復元した EBS ボリュームの各データブロックに初めてアクセスした場合、
IOPS は 5～50%減少します。あらかじめ各ブロックにアクセスすることで、このパフォーマンスの
低下を回避できます。詳細については、AmazonEBSボリュームの事前ウォーミング(p. 615)を参照
してください。

• 一部のインスタンスタイプは、単一ボリュームに対してプロビジョニングできるIOPSよりも、多く
の IOPSを処理できます。RAID 0 構成内で複数のProvisioned IOPSボリュームをまとめて結合し、
これらのインスタンスに対して利用できる帯域幅を使用できます。RAID 1（ミラーリング）構成の
ボリュームに対して、冗長性を持たせることもできます。詳細については、RAID 構成 (p. 620) を参
照してください。

• アプリケーションを有効にする前に、予想されるパフォーマンスレベルを確実に実現するため、スト
レージを評価して、構成を計算することができます。詳細については、ボリュームの評価(p. 626)を
参照してください。

• Amazon Web Services は、Amazon CloudWatch を使って分析と表示が可能な EBS に対して、パ
フォーマンスメトリックと、ボリュームの健全性の監視に使用できるステータスチェックを提供しま
す。詳細については、ボリュームのステータスのモニタリング (p. 580) を参照してください。

• スナップショットを頻繁に作成することで高いレベルのデータ堅牢性を実現できますが、スナップ
ショットの作成中はアプリケーションのパフォーマンスがわずかに低下する可能性があります。この
トレードオフは、急速に変化するデータがある場合に重要になります。可能な場合は常に、ワーク
ロードの影響を最小限に抑えるため、オフピーク時にスナップショットを実行するように計画してく
ださい。詳細については、Amazon EBS スナップショット (p. 605) を参照してください。

Amazon EC2 インスタンスの構成
Abstract

Amazon EBS ボリュームの計画と構成時に、Amazon EC2 インスタンスを構成してください。

アプリケーション用に EBS の計画と構成を行う場合、重要な点は、ボリュームにアタッチするインス
タンスの構成を考慮することです。EBSボリュームのパフォーマンスを最大限引き出すには、ボリュー
ムをサポートするために十分な帯域幅があるインスタンスに EBS ボリュームをアタッチしてください
（EBS最適化ボリュームや、10ギガビットのネットワーク接続を備えたインスタンスなど）。Provisioned
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IOPS ボリュームを使用する場合、または 1つの RAID 構成で複数のボリュームをストライプ構成する
場合、これは特に重要です。

EBS 最適化インスタンス、または 10 ギガビットネットワークを使用する

最小限の可変性とEBSトラフィックへの専用EC2を必要とする、パフォーマンスの影響を受けやすい
ワークロード（本番データベースやビジネスアプリケーションなど）は、EBS に最適化されたインス
タンスや10ギガビットのネットワーク接続を備えたインスタンスにアタッチされたProvisioned IOPS
ボリュームを使用する必要があります。この基準を満たしていない EC2 インスタンスは、ネットワー
クリソースが保証されません。EC2インスタンスとEBSボリューム間で信頼できるネットワーク帯域
幅を確実に維持する唯一の方法は、EBS 最適化として EC2 インスタンスを起動するか、10 ギガビッ
トのネットワーク接続を備えたインスタンスタイプを選択することです。どのインスタンスタイプが
10 ギガビットのネットワーク接続を備えているかを確認するには、Instance Type Details を参照して
ください。

十分な帯域幅がある EC2 インスタンスの選択

EBS最適化されたインスタンスを起動すると、EC2インスタンスとEBSボリューム間で専用の接続が
確立します。ただし、特に複数のボリュームをまとめて1つのRAID構成にストライプ構成する場合、
特定のインスタンスタイプに対して、使用可能な帯域幅を超える EBS ボリュームをプロビジョニング
することができます。次の表は、EBS 最適化として起動できるインスタンスタイプ、また、そのイン
スタンスがサポート可能な最大 IOPS 量を示しています。アプリケーションが必要とする EBS 帯域幅
を超える専用EBSスループットを提供するEBS最適化インスタンスを必ず選択してください。そうで
ない場合、EBS が EC2 に接続する際に、パフォーマンスの障害となります。

最大 16K IOPS**専用 EBS スループット（Mbps）*インスタンス
タイプ

8,0001,000c1.xlarge

4,000500c3.xlarge

8,0001,000c3.2xlarge

16,0002,000c3.4xlarge

8,0001,000g2.2xlarge

4,000500i2.xlarge

8,0001,000i2.2xlarge

16,0002,000i2.4xlarge

4,000500m1.large

8,0001,000m1.xlarge

4,000500m2.2xlarge

8,0001,000m2.4xlarge

4,000500m3.xlarge

8,0001,000m3.2xlarge

4,000500r3.xlarge

8,0001,000r3.2xlarge

16,0002,000r3.4xlarge
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m1.largeインスタンスは、最大4,000の 16 KB IOPS値を備えていますが、このインスタンスタイプ
を EBS 最適化として起動しなければ、この値は絶対的な最良のシナリオとなり、保証はされません。
4,000 16 KB IOPSを一貫して実現するには、このインスタンスをEBS最適化として起動する必要があ
ります。ただし、2つの4,000Provisioned IOPSEBSボリュームが、RAID構成のEBS最適化m1.large
インスタンスにアタッチされている場合、EC2からEBSへの接続帯域幅制限により、これらのボリュー
ムはプロビジョニングされている最大 IOPS が提供できません。この場合は、m1.xlargeインスタン
スタイプなど、8,000 16 KB IOPS をサポートする、EBS 最適化 EC2 インスタンスを使用する必要が
あります。

10ギガビットイーサネット接続を備えるインスタンスタイプは、をサポートします。EBSボリューム
の最大Provisioned IOPS値は 4,000であるため、複数のEBSボリュームを同時に使って、これらのイ
ンスタンスタイプで使用可能なI/Oパフォーマンスレベルに達する必要があります。どのインスタンス
タイプが 10 ギガビットのネットワーク接続を備えているかを確認するには、Instance Type Details を
参照してください。

Amazon EBS Provisioned IOPS ボリュームのパフォーマンス上のメリットを最大限に活用できるとき
には、EBS 最適化インスタンスを使用する必要があります。詳細については、Amazon EBS 最適化イ
ンスタンス (p. 127) を参照してください。

I/O 特性
Abstract

使用しているボリューム構成の I/O 特性を設定して、バックエンドのパフォーマンスを向上させます。

一定の構成では、特定のI/O特性によりバックエンドのパフォーマンス動作が向上します。プロビジョ
ニングされた IOPS ボリュームは、I/O 操作がランダムかシーケンシャルかにかかわらず、また I/O 操
作がデータの読み取りか書き込みかにかかわらず、一定のパフォーマンスを提供します。ただし、I/O
サイズは IOPSの測定方法が原因で、IOPSに影響を与えます。Provisioned IOPS ボリュームとアプリ
ケーションでの実行方法を完全に理解するにはIOPS についてと、その測定方法を知ることが重要で
す。

IOPS とは何か?

IOPSとは 1秒あたりの入出力操作です。Amazon EBSはこのような I/O操作を 16 KBのチャンクで測
定します。4,000 IOPS のボリュームをプロビジョニングして、必要な帯域幅を提供でき、EBS最適化
インスタンスにそのボリュームをアタッチした場合、1秒あたり、4,000個の 16 KBチャンクを転送で
きます（帯域幅が約 62.5 MB または 500 Mbps の場合）。

また、この構成の場合、1 秒あたり 4,000 個の 16 KB I/O 操作に匹敵する帯域幅の上限に達するまで
に、1 秒あたり 2,000 個の 32 KB チャンク、または 1,000 個の 64 KB チャンクを転送することもでき
ます。I/O チャンクが 16 KBより大きい場合、プロビジョニングする IOPSよりも値が小さくなる可能
性がありますが、実際の帯域幅は、プロビジョニングする 16 KB IOPS によって使われる値と同じで
す。

16 KB以下の I/O 操作の場合、プロビジョニングした IOPSの値が表示されているはずです。ドライブ
をビジー状態に維持するために十分な I/O が実行されているためです。これより小さな I/O 操作の場
合、プロビジョニングした値よりも大きなIOPS値が表示される可能性があります（クライアント側で
測定した場合）。これは、クライアントが複数の小さな I/O 操作を、単一の 16 KB チャンクにまとめ
ている可能性があるためです。

予想された IOPS やプロビジョニングしたスループットが得られない場合、EC2 帯域幅が障害の要因
ではないことを確認してください。インスタンスは EBS に最適化されていて（または 10 ギガビット
のネットワーク接続を備えていて）、インスタンスタイプの EBS 専用帯域幅がプロビジョニングする
IOPSより大きい必要があります。詳細については、Amazon EC2 インスタンスの構成 (p. 612) を参照
してください。予想されたIOPSが得られない別の原因として、EBSボリュームに対して十分なI/Oを
提供していないことが考えられます。詳細については、ワークロードのデマンド(p. 615)を参照してく
ださい。
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ワークロードのデマンド
Abstract

ワークロードのデマンドとリクエストのレイテンシーを理解することで、プロビジョニングした IOPSボリューム
の性能を最大限発揮させることができます。

ワークロードのデマンドは、Provisioned IOPS ボリュームを最大限活用するために重要な役割を果た
します。プロビジョニングした IOPS 値をボリュームで実現するには、ボリュームに対して十分な I/O
リクエストが送信される必要があります。ボリュームに対するデマンド、ボリュームに対してプロビ
ジョニングした IOPS の量、リクエストのレイテンシー（I/O 操作が完了するまでにかかる時間）の間
には関係があります。

平均キュー長

キュー長は、デバイスへの保留中のI/Oリクエストの数です。最適な平均キュー長はお客様ごとのワー
クロードによって異なり、この値はIOPSおよびレイテンシーに対する特定のアプリケーションの感度
によって変わります。ワークロードが、最適な平均キュー長を維持するだけの十分なI/Oリクエストを
提供していない場合、ボリュームはプロビジョニングした IOPS を一貫して提供することができませ
ん。ただし、最適な値よりも高い平均キュー長をワークロードで維持している場合、リクエストあたり
の I/Oレイテンシーは増えます。この場合、ボリュームに対してより多くの IOPSをプロビジョニング
する必要があります。200Provisioned IOPSごとに最適な平均キュー長を設定し、アプリケーションの
要件に応じてこの値を調整することをお勧めします。例えば、1000 Provisioned IOPS のボリュームで
は、平均キュー長 5 を設定します。

Note

リクエストあたりの I/O レイテンシーは、より長い平均キュー長で増加する場合があります。

レイテンシー

レイテンシーとは、I/O 操作にかかる、エンドツーエンドの実際の時間です。つまり、クライアントが
IOを送信した場合に、I/Oの読み取りまたは書き込みが終了したという応答を、ストレージサブシステ
ムから取得するまでにかかる時間を指します。I/Oレイテンシーが必要な値よりも高い場合、平均キュー
長をチェックして、アプリケーションがプロビジョニングしたIOPS以上の処理を実行しようとしてい
ないことを確認します。平均キュー長を低く維持する（これはボリュームに対してより多くのIOPSを
提供することで実現します）ことで、レイテンシーを抑えながら、高いIOPSを維持することができま
す。

Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング
Abstract

新規 EBS ボリュームを使用する前に、このボリュームのすべてのブロックを対象に、書き込みまたは読み取りを
行う（このプロセスを「事前ウォーミング」と呼びます）ことで、パフォーマンスの低下を回避します。

EBS ボリュームの新規作成時、またはスナップショットからのボリュームの復元時、バックエンドス
トレージブロックの割り当ては直ちに実行されます。ただし、ストレージのブロックに初めてアクセス
する場合、ブロックにアクセスする前に、そのブロックのワイプを実行して消去する（新規ボリューム
の場合）か、スナップショットからインスタンス化する（復元されたボリュームの場合）必要がありま
す。この準備処理には時間がかかるため、初めて各ブロックにアクセスした場合に、ボリュームのIOPS
が 5～50 パーセント低下します。ほとんどのアプリケーションにとって、ボリュームの存続期間全体
でこのコストを割り当てることは、許容範囲内です。一度データにアクセスされると、パフォーマンス
は元に戻ります。

ただし、ボリュームを使用する前に、そのボリュームのすべてのブロックを対象に、書き込みまたは読
み取りを実行することで、パフォーマンスの低下を回避することができます。このプロセスを「事前
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ウォーミング」と呼びます。1つのボリュームですべてのブロックに書き込みを行うことが望ましいと
いえますが、スナップショットから復元されたボリュームの場合、選択できません。復元されたデータ
が上書きされてしまうためです。最初から作成された完全に新しいボリュームの場合、ボリュームを使
用する前に、すべてのブロックを書き込む必要があります。スナップショットから作成された新しいボ
リュームの場合は、ボリュームを使用する前に、データのあるすべてのブロックを読み取る必要があり
ます。

Topics
• Linux の Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 616)
• Windows の Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 618)

Linux の Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング

Linux の新規ボリューム事前ウォーミングするには

新規ボリュームの場合、ddコマンドを使って、ボリュームですべてのブロックに書き込みを行います。
この手順では、デバイスのすべてのブロックにゼロを書き込み、ボリュームを使用する準備を整えま
す。ボリュームの既存データはすべて失われます。

1. 新しく作成したボリュームを Linux インスタンスにアタッチします。
2. インスタンスのブロックデバイスを一覧表示するには、lsblk コマンドを使用します。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME  MAJ:MIN RM SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf  202:80   0  30G  0 disk
xvda1 202:1    0   8G  0 disk /

ここでは、新規ボリューム /dev/xvdfがアタッチされていますが、マウントはされていません
（MOUNTPOINT列の下にパスが表示されていないため）。

Important

新規ボリュームがマウントされている場合は、アンマウントします。Step4 (p. 616)は、マ
ウントされたデバイスでは実行できません。

3. （オプション）ボリュームがマウントされている場合、次のコマンドを使用してマウント解除しま
す。

[ec2-user ~]$ sudo umount /dev/xvdf

4. デバイスのすべてのブロックに書き込みを行うには、dd コマンドを使用します。if（ファイルの
インポート）パラメータをいずれかの Linux 仮想デバイス（/dev/zeroなど）に設定します。
ウォーミングを行うドライブに対して、of（ファイルの出力）パラメータを設定します。bsパラ
メータは書き込み操作のブロックサイズを設定します。最適なパフォーマンスのためには、1 MB
に設定します。

[ec2-user ~]$ sudo dd if=/dev/zero of=/dev/xvdf bs=1M

Note

このステップは、使用している EC2 インスタンスの帯域幅、ボリュームに対してプロビ
ジョニングされている IOPS、そしてボリュームのサイズに応じて、数分から数時間かか
ることがあります。
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操作が終了すると、書き込み操作のレポートが表示されます。

dd: writing `/dev/xvdf': No space left on device
15361+0 records in
15360+0 records out
32212254720 bytes (32 GB) copied, 2449.12 s, 13.2 MB/s

これでボリュームを使用する準備ができました。詳細については、Amazon EBS ボリュームを使
用できるようにする (p. 576) を参照してください。

スナップショットから復元された Linux のボリュームを事前ウォームするには

スナップショットから復元されたボリュームの場合、ボリュームのすべてのブロックから読み取り（お
よび任意でブロックへの書き戻し）を行うには dd コマンドを使用します。ボリュームのすべてのデー
タが保持されます。

1. 新しく復元されたボリュームを Linux インスタンスにアタッチします。
2. インスタンスのブロックデバイスを一覧表示するには、lsblk コマンドを使用します。

[ec2-user ~]$ lsblk
NAME  MAJ:MIN RM SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvdf  202:80   0  30G  0 disk
xvda1 202:1    0   8G  0 disk /

ここでは、新規ボリューム /dev/xvdfがアタッチされていますが、マウントはされていません
（MOUNTPOINT列の下にパスが表示されていないため）。

Important

新規ボリュームがマウントされている場合は、アンマウントします。Step4 (p. 617)は、マ
ウントされたデバイスでは実行できません。

3. （オプション）ボリュームがマウントされている場合、次のコマンドを使用してマウント解除しま
す。

[ec2-user ~]$ sudo umount /dev/xvdf

4. デバイスのすべてのブロックを読み取るには、dd コマンドを使用します。事前ウォーミングの対
象を以前書き込みを行ったブロックだけにするか、ボリューム全体にするかに応じて、以下のいず
れかの dd コマンドを選択します。
• 読み取り専用: 以前書き込みを行ったブロックだけを事前ウォーミングするには。このコマン

ドは、既存のデータと、以前に完全事前ウォーミングが行われたボリュームの復元されたス
ナップショットを事前ウォーミングします。このコマンドは、増分スナップショットを維持し
ます。ただし、この操作は読み取り専用であるため、元のボリュームで書き込みが行われたこ
とがない未使用スペースに対して、事前ウォーミングは行われません。

if（入力ファイル）パラメータは、ウォーミングを行うドライブに対して設定します。of（出
力パラメータ）は、Linuxヌル仮想ドライブ /dev/nullに設定する必要があります。bsパラ
メータは、読み取り操作のブロックサイズに設定します。最適なパフォーマンスを得るには、
この値を 1 MB に設定します。

[ec2-user ~]$ sudo dd if=/dev/xvdf of=/dev/null bs=1M
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• 読み取り後の書き込みを実行: 復元されたボリューム全体を事前ウォーミングするには。この
コマンドはデバイスからすべてのブロックを読み取り、同じ場所に再書き込みを行います。こ
れにより、以前に事前ウォーミングされていない未使用のスペースを含め、ボリューム全体が
事前ウォーミングされます。このコマンドはデバイスのすべてのブロックに書き込みを行うた
め、このように事前ウォーミングが実行されたボリュームに関する次回のスナップショットは
完全スナップショットが必要です。

if（入力ファイル）パラメータは、ウォーミングを行うドライブに対して設定します。of（出
力ファイル）パラメータも、ウォーミングするドライブに設定する必要があります。
conv=notruncパラメータを指定すると、ddを実行した際、各出力ファイルブロックは削除
される代わりに上書きされます。bsパラメータは、読み取り操作のブロックサイズに設定し
ます。最適なパフォーマンスを得るには、この値を 1 MB に設定します。

[ec2-user ~]$ sudo dd if=/dev/xvdf of=/dev/xvdf conv=notrunc bs=1M

Note

このステップは、使用している EC2 インスタンスの帯域幅、ボリュームに対してプロビ
ジョニングされている IOPS、そしてボリュームのサイズに応じて、数分から数時間かか
ることがあります。

この操作が終了すると、読み取り操作のレポートが表示されます。

15360+0 records in
15360+0 records out
32212254720 bytes (32 GB) copied, 2480.02 s, 13.0 MB/s

これでボリュームを使用する準備ができました。詳細については、Amazon EBS ボリュームを使
用できるようにする (p. 576) を参照してください。

Windows の Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング

WindowsのEBSボリュームを事前ウォーミングするには、複数の方法があります。最も簡単なソリュー
ションは、ボリュームを完全フォーマットすることです。次のコマンドを使って、新規ボリュームの完
全フォーマットを実行します。

Warning

次のコマンドを実行すると、ボリュームの既存データが破棄されます。

C:\>format drive_letter: /p:1

あるいは、Windows Explorer ウィンドウでドライブを右クリックし、[Format] をクリックしても、完
全フォーマットを実行できます。この操作はボリュームの全データを破棄するため、新しいボリューム
に対してのみ実行することが適切です。スナップショットから復元されたボリュームも、既存データが
保存されたボリュームの事前ウォーミングできる、最も強力な事前ウォーミングツールとして、Windows
用 dd を検討してください。

Windows 用 dd のインストール

Windows 用 dd プログラムは、Linux や Unix システムで共通して使用できる ddプログラムと同様の環
境を提供します。このプログラムを使用すると、新規 EBS ボリュームと、スナップショットから復元
されたボリュームの両方を事前ウォーミングすることができます。本書の作成時点では、最新のベータ
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バージョンには、スナップショットから復元されたボリュームを事前ウォーミングするために必要な
/dev/null仮想デバイスが含まれています。プログラムの詳細なドキュメントは、
http://www.chrysocome.net/dd から入手できます。

1. Windows 用の最新バイナリバージョンの dd を、http://www.chrysocome.net/dd からダウンロード
します。復元されたボリュームを事前ウォーミングするには、0.6 ベータ 3以降のバージョンを使
用する必要があります。

2. （オプション）簡単に覚えられる場所に、コマンドラインユーティリティ用のフォルダを作成しま
す（C:\binなど）。コマンドラインユーティリティ用にフォルダを既に指定した場合、次の手順
を実行する代わりに、そのフォルダを使用できます。

3. バイナリパッケージを解凍し、dd.exeファイルをコマンドラインユーティリティのフォルダ
（C:\binなど）にコピーします。

4. どこからでもフォルダ内のプログラムを実行できるようにするため、Path環境変数にコマンドラ
インユーティリティのフォルダを追加します。

Important

以下の手順を行っても、現在開いているコマンドプロンプトウィンドウの環境変数は更新
されません。これらの手順を完了してからコマンドプロンプトウィンドウを開くと、更新
分が反映されます。環境が適切に設定されたことを確認するために、新しいコマンドプロ
ンプトウィンドウを開く必要があるのは、このためです。

a. [Start] ボタンをクリックして [Computer] を右クリックし、[Properties] をクリックします。
b. [Advanced system settings] をクリックします。
c. [Environment Variables] をクリックします。
d. [System Variables] の [Path] という名前の変数をクリックし、[Edit] をクリックします。
e. [Variable value] で、既存の値の最後に、セミコロンとコマンドラインユーティリティフォル

ダの場所（;C:\bin\）を追加します。
f. [OK] をクリックして、[Edit System Variable ] ウィンドウを閉じます。

Windows 用 dd を使ってボリュームを事前ウォーミングするには

1. システムで使用可能なデバイスを一覧表示するには、dd --list コマンドを使用します。

C:\>dd --list
rawwrite dd for windows version 0.6beta3.
Written by John Newbigin <jn@it.swin.edu.au>
This program is covered by terms of the GPL Version 2.

Win32 Available Volume Information
\\.\Volume{6c195fc1-0511-11e3-9220-806e6f6e6963}\
  link to \\?\Device\HarddiskVolume1
  fixed media
  Mounted on \\.\c:

\\.\Volume{c608dec6-4280-11e3-89dd-123141015292}\
  link to \\?\Device\HarddiskVolume2
  fixed media
  Mounted on \\.\z:
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Volume名、Device名、またはドライブ文字（\\.\z:）を使って、以降の手順で事前ウォーミン
グするデバイスを特定することができます。ドライブを完全消去する場合は、Step 2 (p. 620) に進
んでください。ボリュームのデータを維持する場合は、Step 3 (p. 620) に進んでください。

2. （オプション: 破壊的事前ウォーミングコマンド）次のコマンドを実行すると、（仮想デバイス
/dev/zeroから）Step 1 (p. 619) で識別された指定デバイスにゼロが書き込まれます。bs=1Mフ
ラグは、1メガバイトのブロックサイズ（これにより書き込みプロセスの速度が向上します）を使
用します。また --progressフラグは、書き込み操作実行時のステータス更新を提供します。

Warning

次のコマンドを実行すると、ボリュームの既存データが破棄されます。既存データが存在
するボリューム（スナップショットから復元されたボリュームなど）の場合、Step3(p.620)
のコマンドを使用します。

C:\>dd if=/dev/zero of=\\.\drive_letter: bs=1M --progress

3. （オプション: 読み取り専用の事前ウォーミングコマンド）指定したデバイスのすべてのブロック
の読み取り（および /dev/null仮想デバイスへの出力の送信）を実行するには、次のコマンドを
実行します。このコマンドを実行すると、既存のデータ、および以前に完全事前ウォーミングした
ボリュームの復元済みスナップショットに対して、安全に事前ウォーミングが実行されます。

C:\>dd if=\\.\drive_letter: of=/dev/null bs=1M --progress

4. この操作が終了すると、新規ボリュームを使用する準備が完了します。詳細については、Amazon
EBS ボリュームを使用できるようにする (p. 576) を参照してください。

RAID 構成
Abstract

Amazon EBS ボリュームで、従来のベアメタルサーバーで使用できる標準的な RAID 設定のいずれかを使用しま
す。

Amazon EBS では、従来のベアメタルサーバーで使用できる標準的な RAID 設定はすべて使用できま
す。ただしそのRAID設定が、お使いのインスタンスのオペレーティングシステムでサポートされてい
る必要があります。これは、RAIDがすべてソフトウェアレベルで実現されるためです。単一のボリュー
ムで実現できる以上の I/O パフォーマンスを実現するため、RAID 0 では複数のボリュームをともにス
トライピングできます。インスタンスでの冗長性確保のため、RAID 1 では 2 つのボリュームを同時に
ミラーリングできます。

次の表では、これら 2 つの一般的なストライピングオプションを比較しています。

欠点利点使用設定

ストライプのパフォーマン
スは、セット内で最もパ
フォーマンスが良くないボ
リュームに制限されます。
単一ボリュームの損失によ
り、アレイのデータが完全
に失われます。

I/O がストライプ内のボ
リュームにわたって分散さ
れます。ボリュームを追加
すると、スループットも追
加されます。

（データレプリケーション
が既に別にセットアップさ
れている）使用頻度が高い
データベースなど、I/O パ
フォーマンスが耐障害性よ
りも重要な場合。

RAID 0

API Version 2014-02-01
620

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
EBS パフォーマンス



欠点利点使用設定

書き込みパフォーマンスの
向上は得られません。デー
タが同時に複数のボリュー
ムに書き込まれるため、非
RAID構成と比較して大きな
帯域幅が必要となります。

データ堅牢性の観点から見
て、より安全です。

クリティカルなアプリケー
ション内など、耐障害性が
I/Oパフォーマンスより重要
な場合。

RAID 1

Important

RAID 5 と RAID 6 は、最適なパフォーマンスを実現しないため、Amazon EBS には推奨され
ません。

RAID 0 アレイを作成すると、単一の Amazon EBS ボリュームでプロビジョニングする場合よりも、
ファイルシステムで高レベルのパフォーマンスが実現されます。RAID 1 アレイは、冗長性を向上させ
るため、データのミラーリングを可能にします。この手順を実行する前に、RAID アレイで必要となる
サイズと、プロビジョニングする IOPS の数を決定してください。

RAID 0 アレイの最終的なサイズは、アレイ内のボリュームサイズの合計です。帯域幅は、アレイ内の
ボリュームで利用可能な帯域幅の合計です。RAID 1 アレイの最終的なサイズと帯域幅は、アレイ内に
あるボリュームのサイズと帯域幅に等しくなります。たとえば、500 GiB Amazon EBS ボリュームが
2 つあり、それぞれに 4,000 の IOPS がプロビジョニングされる場合、RAID 0 アレイは 1 TiB で、利
用可能な帯域幅は 8,000 16K IOPS となります。また RAID 1 アレイは 500 GiB で、利用可能な帯域幅
は 4,000 16K IOPS となります。

Topics
• Linux での RAID アレイの作成 (p. 621)
• Windows での RAID アレイの作成 (p. 622)

Linux での RAID アレイの作成

Linux で RAID アレイを作成するには

1. アレイにAmazon EBSボリュームを作成します。詳細については、新しいAmazon EBSボリュー
ムの作成 (p. 570) を参照してください。

Important

アレイに作成するボリュームのサイズと IOPS パフォーマンス値は同一にしてください。
EC2 インスタンスで利用可能な帯域幅を超えるアレイを作成しないよう注意してくださ
い。詳細については、Amazon EC2 インスタンスの構成 (p. 612) を参照してください。

2. アレイをホストするインスタンスにAmazonEBSボリュームをアタッチします。詳細については、
インスタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573) を参照してください。

3. （オプション）ボリュームを事前ウォームします。Amazon EBS ボリュームでは、ボリュームの
ブロックに初めてアクセスしたときに、パフォーマンスが 5 ～ 50% 低下することがあります。事
前ウォームによって、ボリュームの各ブロックへのアクセスが必要となる前にあらかじめアクセス
しておくと、実稼働時に最大のパフォーマンスを実現することができます。詳細については、
「Amazon EBS ボリュームの事前ウォーミング (p. 615)」を参照してください。

4. mdadmコマンドを使用して、新しくアタッチしたAmazon EBSボリュームから論理RAIDデバイ
スを作成します。number_of_volumesに、構成するアレイ内のボリュームの数を入れ、
device_nameに、アレイ内の各ボリュームのデバイス名（/dev/xvdfなど）を入れます。
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Note

インスタンスのデバイス名を見つけるには、lsblkコマンドを使用してデバイスのリストを
表示します。

（RAID 0 の場合のみ）RAID 0 アレイを作成するには、以下のコマンドを実行します
（--level=stripeオプションでアレイをストライピングしている点に注意してください）。

[ec2-user ~]$ sudo mdadm --create --verbose /dev/md0 --level=stripe --raid-
devices=number_of_volumes device_name1 device_name2

（RAID 1 の場合のみ）RAID 1 アレイを作成するには、以下のコマンドを実行します
（--level=mirrorオプションでアレイをミラーリングしている点に注意してください）。

[ec2-user ~]$ sudo mdadm --create --verbose /dev/md0 --level=mirror --raid-
devices=number_of_volumes device_name1 device_name2

5. RAID デバイスにファイルシステムを作成します。例えば、ext4ファイルシステムを作成するに
は、以下のコマンドを実行します。

[ec2-user ~]$ sudo mkfs.ext4 /dev/md0

アプリケーションの要件またはオペレーティングシステムの制限に応じて、ext3、XFSなど、異な
るファイルシステムの種類を選択できます。

6. RAID アレイのマウントポイントを作成します。

[ec2-user ~]$ sudo mkdir /mnt/md0

7. 最後に、作成したマウントポイントに RAID デバイスをマウントします。

[ec2-user ~]$ sudo mount -t ext4 /dev/md0 /mnt/md0

これで RAID デバイスを使用できるようになりました。

Windows での RAID アレイの作成

Windows で RAID アレイを作成するには

1. アレイにAmazon EBSボリュームを作成します。詳細については、新しいAmazon EBSボリュー
ムの作成 (p. 570) を参照してください。

Important

アレイに作成するボリュームのサイズと IOPS パフォーマンス値は同一にしてください。
EC2 インスタンスで利用可能な帯域幅を超えるアレイを作成しないよう注意してくださ
い。詳細については、Amazon EC2 インスタンスの構成 (p. 612) を参照してください。

2. アレイをホストするインスタンスにAmazonEBSボリュームをアタッチします。詳細については、
「インスタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573)」を参照してください。
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3. Windowsインスタンスに接続する.詳細については、「RDPを使用したWindowsインスタンスへ
の接続 (p. 344)」を参照してください。

4. コマンドプロンプトを開いて、diskpart コマンドを入力します。

PS C:\Users\Administrator> diskpart

Microsoft DiskPart version 6.1.7601
Copyright (C) 1999-2008 Microsoft Corporation.
On computer: WIN-BM6QPPL51CO

5. DISKPARTプロンプトで、次のコマンドを使用して、利用できるディスクの一覧を表示できます。

DISKPART> list disk

  Disk ###  Status         Size     Free     Dyn  Gpt
  --------  -------------  -------  -------  ---  ---
  Disk 0    Online           30 GB      0 B
  Disk 1    Online            8 GB      0 B
  Disk 2    Online            8 GB      0 B
  Disk 3    Online            8 GB      0 B
  Disk 4    Online            8 GB      0 B
  Disk 5    Online          419 GB      0 B
  Disk 6    Online          419 GB      0 B

アレイで使用するディスクを確認し、ディスクの番号を書き留めます。
6. アレイで使用する各ディスクは、既存のボリュームを含まない動的なディスクである必要がありま

す。ベーシックディスクを動的なディスクに変換する手順と既存のボリュームを削除する手順は以
下のとおりです。

a. 次のコマンドを使用して、アレイで利用するディスクを選択します。nを利用するディスクの
番号に置き換えます。

DISKPART> select disk n

Disk n is now the selected disk.

b. 選択したディスクにおいて、前述のlist diskコマンドの出力の Dyn列にアスタリスクが付いて
いない場合、動的なディスクに変換する必要があります。

DISKPART> convert dynamic

c. detail disk コマンドを使用して、選択したディスクの既存のボリュームを確認します。

DISKPART> detail disk

XENSRC PVDISK SCSI Disk Device
Disk ID: 2D8BF659
Type   : SCSI
Status : Online
Path   : 0
Target : 1
LUN ID : 0
Location Path : PCIROOT(0)#PCI(0300)#SCSI(P00T01L00)
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Current Read-only State : No
Read-only  : No
Boot Disk  : No
Pagefile Disk  : No
Hibernation File Disk  : No
Crashdump Disk  : No
Clustered Disk  : No

  Volume ###  Ltr  Label        Fs     Type        Size     Status     
Info
  ----------  ---  -----------  -----  ----------  -------  ---------  
--------
  Volume 2     D   NEW VOLUME   FAT32  Simple      8189 MB  Healthy

ディスクのボリュームの番号を書き留めます。この例では、ボリュームの番号は 2です。ボ
リュームがない場合、次の手順は省略できます。

d. （前の手順でボリュームの存在が確認された場合のみ）前の手順で確認したディスクで既存の
ボリュームを選択して削除します。

Warning

この手順により、ボリュームの既存データがすべて失われます。

i. ボリュームを選択します。nをボリュームの番号と置き換えてください。

DISKPART> select volume n
Volume n is the selected volume.

ii. ボリュームを削除します。

DISKPART> delete volume

DiskPart successfully deleted the volume.

iii. 選択したディスクで削除する必要があるボリュームごとに以下の手順を繰り返します。

e. アレイで使用するディスクごとにStep 6 (p. 623)を繰り返します。

7. 使用するディスクが動的なディスクであるかどうかを確認します。

DISKPART> list disk

  Disk ###  Status         Size     Free     Dyn  Gpt
  --------  -------------  -------  -------  ---  ---
  Disk 0    Online           30 GB      0 B
  Disk 1    Online            8 GB      0 B   *
  Disk 2    Online            8 GB      0 B   *
  Disk 3    Online            8 GB      0 B   *
* Disk 4    Online            8 GB      0 B   *
  Disk 5    Online          419 GB      0 B
  Disk 6    Online          419 GB      0 B
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8. RAIDアレイを作成します。Windowsでは、RAID0ボリュームはストライプボリュームと呼ばれ、
RAID 1 ボリュームはミラーボリュームと呼ばれます。

（ストライプボリュームのみ）ディスク 1 とディスク 2 にストライプボリュームアレイを作成す
るには、次のコマンドを使用します（stripeオプションでアレイをストライピングしている点に
注意してください）。

DISKPART> create volume stripe disk=1,2

DiskPart successfully created the volume.

（ミラーボリュームのみ）ディスク 3 とディスク 4 にミラーボリュームアレイを作成するには、
次のコマンドを使用します（mirrorオプションでアレイをミラーリングしている点に注意してく
ださい）。

DISKPART> create volume mirror disk=3,4

DiskPart successfully created the volume.

9. 新しいボリュームを確認します。

DISKPART> list volume

  Volume ###  Ltr  Label        Fs     Type        Size     Status     Info

  ----------  ---  -----------  -----  ----------  -------  ---------  ---
-----
  Volume 0     C                NTFS   Partition     29 GB  Healthy    System
* Volume 1                      RAW    Mirror      8190 MB  Healthy
  Volume 2                      RAW    Stripe        15 GB  Healthy
  Volume 5     Z   Temporary S  NTFS   Partition    419 GB  Healthy
  Volume 6     Y   Temporary S  NTFS   Partition    419 GB  Healthy

この例では、Type列に、   ボリュームと     ボリュームが一覧表示されていることに注意し
てください。

10. ボリュームを選択してフォーマットし、ボリュームの使用を開始できるようにします。

a. フォーマットするボリュームを選択します。nをボリュームの番号に置き換えます。

DISKPART> select volume n

Volume n is the selected volume.

b. ボリュームをフォーマットします。

Note

完全フォーマットを実行するには、quickオプションを省略します。

DISKPART> format quick recommended label="My new volume"

  100 percent completed
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DiskPart successfully formatted the volume.

c. ボリュームに使用可能な任意のドライブ文字を割り当てます。

DISKPART> assign letter f

DiskPart successfully assigned the drive letter or mount point.

新しいボリュームを使用する準備ができました。

ボリュームの評価
Abstract

ベンチマークテストを使ってワークロードをシミュレーションすることで、プロビジョニングされている IOPSボ
リュームのパフォーマンスをテストします。

このセクションでは、データベースアプリケーションのワークロードと似たワークロードをシミュレー
トして、Provisioned IOPS ボリュームのパフォーマンスをテストする方法を示します。手順は次のと
おりです。

1. EBS 最適化インスタンスを起動する
2. 新しい Provisioned IOPS ボリュームを作成する
3. EBS 最適化インスタンスにボリュームをアタッチする
4. ボリュームから RAID アレイを作成し、フォーマットしてマウントする
5. ツールをインストールし、I/O パフォーマンスを評価する
6. ボリュームの I/O パフォーマンスを評価する
7. ボリュームを削除し、料金が発生しないようにインスタンスを停止する

インスタンスのセットアップ

Provisioned IOPS ボリュームで最適なパフォーマンスを実現するために、EBS 最適化インスタンスを
使用することをお勧めします。EBS最適化インスタンスは、Amazon EC2と Amazon EBSの間で所定
のスループットを実現するものであり、インスタンスタイプに応じて 500～2,000 Mbps の範囲内で選
択できます。

EBS 最適化インスタンスを作成するには、EC2 コンソールを使用してインスタンスを起動するときに
[Launch as an EBS-Optimized instance] を選択するか、コマンドラインを使用して --ebs-optimized を
指定します。必ずこのオプションをサポートするインスタンスタイプのいずれかを起動してください。
このトピックのテスト例では、m1.xlargeインスタンスを起動することをお勧めします。詳細につい
ては、「Amazon EBS 最適化インスタンス (p. 127)」を参照してください。

Provisioned IOPS ボリュームを作成するには、EC2 コンソールを使用してボリュームを作成するとき
に [Provisioned IOPS (io1)] を選択するか、コマンドラインを使用して --type io1 --iopsiops を指定しま
す。インスタンスへのこれらのボリュームのアタッチについては、「インスタンスへの Amazon EBS
ボリュームのアタッチ (p. 573)」を参照してください。

テストの例では、高いレベルのパフォーマンスを提供する、6ボリュームを持つRAIDアレイを作成す
ることをお勧めします。使用したギガバイトとプロビジョニングされたIOPS数（ボリューム数ではあ
りません）に対して料金が発生するので、複数の小さなボリュームを作成し、そのボリュームを使用し
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てストライプセットを使用するための追加コストはありません。Oracle ORIONを使用してボリューム
を評価する場合は、Oracle ASM と同じ方法でストライピングをシミュレートできます。したがって、
ORION でストライピングを行えるようにすることをお勧めします。別のベンチマークツールを使用す
る場合は、ボリュームを自身でストライプする必要があります。

Windowsでのストライプボリュームの作成については、Create a Striped Volume in Windowsを参照し
てください。

6 ボリュームのストライプセットを Linux に作成するには、次のようなコマンドを使用します。

$ sudo mdadm --create /dev/md0 --level=0 --chunk=64 --raid-devices=6 /dev/sdf 
/dev/sdg /dev/sdh /dev/sdi /dev/sdj /dev/sdk

この例では、XFS ファイルシステムを使用します。要件を満たすファイルシステムを使用する必要が
あります。Amazon Linux では、次のコマンドを使用して XFS ファイルシステムをインストールしま
す。

$ sudo yum install -y xfsprogs

そして、次のコマンドを使用して、XFS ファイルシステムを作成してマウントします。

$ sudo mkdir -p /media/p_iops_vol0 && sudo mkfs.xfs /dev/md0 && 
sudo mount -t xfs /dev/md0 /media/p_iops_vol0 && sudo chown ec2-user:ec2-user 
/media/p_iops_vol0/

最後に、これらのテストの実行中、最も正確な結果を取得するには、ボリュームを事前ウォームしてお
く必要があります。最初から作成された完全に新しいボリュームの場合、ボリュームを使用する前に、
すべてのブロックを書き込む必要があります。スナップショットから作成された新しいボリュームの場
合は、ボリュームを使用する前に、データのあるすべてのブロックを読み取る必要があります。例え
ば、Linux では、次のコマンドを使用して、ボリューム上の各ブロックを読み取ることができます。

$ dd if=/dev/md0 of=/dev/null

Windows では、ボリュームの完全フォーマットによって、事前ウォームします。format <drive
letter> /p:1コマンドを使用して、ディスク全体にゼロを書き込みます。

Important

ボリュームを事前ウォームしないと、ボリュームへの初回アクセス時の IOPSが 5～50%低下
する可能性があります。

ベンチマークツールをインストールする

Provisioned IOPS ボリュームのパフォーマンスを評価するツールとして使用できる、インストール可
能なツールを次に示します。

説明プラットフォームツール

I/O パフォーマンスを評価します（fio は libaio-devel に依
存することに注意してください）。

Linux、Windowsfio

Oracleデータベースで使用するストレージシステムのI/O
パフォーマンスを調整します。

Linux、WindowsOracle Orion
Calibration
ツール
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説明プラットフォームツール

Microsoft SQL Server で使用するストレージシステムの
I/O パフォーマンスを調整します。

Microsoft SQL Serverデータベースのパフォーマンスを向
上させる方法については、MSDN ウェブサイトの「デー
タベースの最適化」を参照してください。

WindowsSQLIO

ベンチマークコマンドの例

これらのベンチマークツールは、さまざまなテストパラメータをサポートしています。使用するのは、
ボリュームがサポートするワークロードを見積もるためのコマンドです。これらのコマンドを例として
使用し、評価を開始するようにしてください。

事前ウォーム済みのProvisioned IOPSボリュームがアタッチされているEBS最適化インスタンスで、
次のコマンドを実行します。

ボリュームのテストが完了したら、クリーンアップに関するトピック「Amazon EBS ボリュームの削
除 (p. 592)」および「インスタンスの終了 (p. 352)」を参照してください。

fio のコマンド

作成したストライプセットで fio を実行します。

デフォルトでは、fio は、ルートパスではない /usr/local/bin にインストールされます。パスを更新する
か、chmod を使用して、fio が ec2-user として実行できるようにする必要があります。

次のコマンドは、16 KB のランダム書き込みオペレーションを実行します。

fio --directory=/media/p_iops_vol0
--name fio_test_file --direct=1 --rw=randwrite --bs=16k --size=1G 
--numjobs=16 --time_based --runtime=180 --group_reporting

次のコマンドは、16 KB のランダム読み取りオペレーションを実行します。

fio --directory=/media/p_iops_vol0
--name fio_test_file --direct=1 --rw=randread --bs=16k --size=1G 
--numjobs=16 --time_based --runtime=180 --group_reporting

結果の解釈の詳細については、Linux のチュートリアル「Inspecting disk IO performance with fio」を参
照してください。

Oracle ORION のコマンド

Provisioned IOPS ボリュームで ORION を実行し、Oracle ASM ストライピングをシミュレートするよ
うに指定します。Windows ストライピングを使用するストライプセットを提供するものではありませ
ん。

ORION をインストールしたディレクトリに、ファイル piops_test.lunを作成し、ストライプセッ
トのボリュームを指定します。次のファイル例では、ストライプ対象として 6 つの Provisioned IOPS
ボリュームを指定しています。

\\.\D:
\\.\E:
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\\.\F:
\\.\G:
\\.\H:
\\.\I:

次のコマンドは、16 KB のランダム I/O オペレーション（読み取りが 80 パーセント、書き込みが 20
パーセント）を実行し、64 KB の RAID-0 ストライプをシミュレートします。

orion -run advanced -testname piops_test -size_small 16 -size_large 16 
-type rand -simulate raid0 -stripe 64 -write 80 -matrix detailed -num_disks 6

コマンドが完了すると、同じディレクトリにコマンド結果の出力ファイルが生成されます。ORION の
詳細については、そのドキュメントを参照してください。

SQLIO のコマンド

作成したストライプセットで SQLIO を実行します。

param.txtファイルを作成し、ストライプセットを指定します。このファイルのコンテンツはこのよ
うになります（d:\ はストライプセットに対応し、テストでは、6 つのスレッドと 10 GB のファイルを
使用します）。

d:\bigtestfile.dat 6 0x0 10240

次のコマンドは、16 KB のランダムデータ書き込みを実行します。

sqlio -kW -s600 -frandom -t8 -o8 -b16 -LS -BH -Fparam.txt

次のコマンドは、16 KB のランダムデータ読み取りを実行します。

sqlio -kR -s600 -frandom -t8 -o8 -b16 -LS -BH -Fparam.txt

結果はコマンドプロンプトウィンドウに表示されます。SQLIO の詳細については、SQLIO インストー
ルディレクトリにある readme.txtファイルを参照してください。

Amazon EBS API およびコマンド概要
Abstract

Amazon EBS ボリュームを作成および使用するために、使用可能な Amazon EBS コマンドと対応する API アク
ションを一覧表示します。

以下の表に、Amazon EBS ボリュームを作成および使用するための Amazon EBS コマンドとそれに対
応する API アクションをまとめています。
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説明コマンドと API アクション

指定されたボリュームを、指定されたインスタンスにアタッチし、
指定されたデバイス名を使ってボリュームを公開します。

ボリュームをアタッチできるのは常に1つのインスタンスに限られ
ます。ボリュームとそのアタッチ先インスタンスは同じアベイラビ
リティーゾーンに存在している必要があります。インスタンスは
runningまたは stoppedの状態である必要があります。

ec2-attach-volume

AttachVolume

Amazon Elastic Block Store（Amazon EBS）ボリュームの特定の時
点のスナップショットをコピーし、AmazonSimple StorageService
（AmazonS3）に保存します。同じリージョン内のスナップショッ
トか、あるリージョンから別のリージョンにスナップショットをコ
ピーできます。スナップショットを使用して、新しいAmazonEBS
ボリュームやAmazonマシンイメージ（AMI）を作成することがで
きます。

ec2-copy-snapshot

CopySnapshot

指定されたボリュームのスナップショットを作成します。

作成後のスナップショットを使って、元のボリュームとまったく同
じデータを含むボリュームを作成できます。

ec2-create-snapshot

CreateSnapshot

サイズとタイプを指定するか、以前作成されたスナップショットを
使用して、新しい Amazon EBS ボリュームを作成します。

ec2-create-volume

CreateVolume

Amazon S3 からの変換のため、一部または完全にアップロードさ
れたディスクイメージを削除します。

ec2-delete-disk-image

指定されたスナップショットを削除します。

このアクションは現在実行中の Amazon EBS ボリュームには影響
しません（そのボリュームが、スナップショットの作成に使用され
たか、スナップショットから作成されたかにかかわりなく）。

ec2-delete-snapshot

DeleteSnapshot

指定されたボリュームを削除します。このコマンドでは、ボリュー
ムから作成されたスナップショットは削除されません。

ec2-delete-volume

DeleteVolume

スナップショットの属性の詳細を表示します。ec2-describe-snapshot-attribute

DescribeSnapshotAttribute

指定されたスナップショットの詳細を表示します。

すべてのスナップショットの詳細を表示します。スナップショット
作成元のボリューム、スナップショット開始時刻、進捗状況（完了
率）、ステータス（pending、completedなど）が含まれます。

ec2-describe-snapshots

DescribeSnapshots

サイズ、ボリュームタイプ、作成元のスナップショット、アベイラ
ビリティーゾーン、作成時刻、ステータス（availableまたは
in-use）など、ボリュームの詳細を表示します。ボリュームが
in-useである場合、アタッチに関する行にはボリューム ID、ボ
リュームのアタッチ先インスタンスのインスタンス ID、インスタ
ンスで表示されるデバイス名、ボリュームのステータス（attaching、
attached、detaching、detached）、およびアタッチした時刻が示
されます。

ec2-describe-volumes

DescribeVolumes
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説明コマンドと API アクション

ボリュームの属性の詳細を表示します。ec2-describe-volume-attribute

DescribeVolumeAttribute

1つまたは複数のボリュームのステータスの詳細を表示します。ボ
リュームのステータスは、ボリュームに対して実行されたチェック
の結果を示し、ボリュームのパフォーマンスを低下させる可能性の
あるイベントを判断できます。

ec2-describe-volume-status

DescribeVolumeStatus

指定されたボリュームを、そのアタッチ先のインスタンスからデ
タッチします。

このコマンドではボリュームは削除されません。デタッチされたボ
リュームは別のインスタンスにアタッチでき、デタッチされた時点
と同じデータを保有しています。

ec2-detach-volume

DetachVolume

ボリュームのデータに整合性がない可能性があったため、I/O 操作
が無効にされたボリュームの I/O 操作を有効にします。

ec2-enable-volume-io

EnableVolumeIO

指定したディスクイメージからメタデータを使用して新しいボリュー
ムのインポートタスクを作成し、そのイメージを Amazon EC2 に
インポートします。

ec2-import-volume

ImportVolume

スナップショットに対するアクセス許可（スナップショットからボ
リュームを作成する権限）を変更します。1 つ以上の AWS アカウ
ントを指定したり、allを指定してスナップショットを公開したり
できます。

ec2-modify-snapshot-attribute

ModifySnapshotAttribute

ボリュームの属性を変更して、I/O 操作に対して、ボリュームを自
動的に有効にするかどうかを決定します。

ec2-modify-volume-attribute

ModifyVolumeAttribute

指定したスナップショットのアクセス許可設定をリセットします。ec2-reset-snapshot-attribute

ResetSnapshotAttribute

Amazon EC2 インスタンスストア
Abstract

インスタンスのホストコンピュータに物理的にアタッチされているディスクストレージを使用します。

t1.microインスタンスではない限り、各 Amazon EC2 インスタンスは、ホストコンピュータに物理
的にアタッチされたディスクからディスクストレージにアクセスできます。このディスクストレージ
は、インスタンスストアと呼ばれます。

Topics
• インスタンスストレージの概念 (p. 632)
• インスタンスタイプで使用可能なインスタンスストア (p. 633)
• インスタンスストアスワップボリューム (p. 634)
• インスタンスストアデバイス名 (p. 635)
• インスタンスストアの使用シナリオ (p. 637)
• AMI にインスタンスストアボリュームを追加する (p. 639)
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• ディスクパフォーマンスの最適化 (p. 640)

インスタンスストレージの概念
インスタンスストアは、インスタンスで使用するためのブロックレベルの一時ストレージを提供しま
す。インスタンスストアのサイズは 150 GiB から最大 48 TiB までで、インスタンスタイプによって異
なります。大きなインスタンスタイプほどインスタンスストアが大きくなります。詳細については、
「インスタンスタイプで使用可能なインスタンスストア (p. 633)」を参照してください。

インスタンスストアは1つ以上のインスタンスストアボリュームで構成されます。インスタンスストア
ボリュームは、起動時にブロックデバイスマッピングを使用して設定し、使用する前に実行中のインス
タンスにマウントしておく必要があります。デフォルトでは、Amazon EBS-backedインスタンスから
起動されたインスタンスには、マウントされたインスタンスストアボリュームはありません。instance
store-backedAMIから起動されたインスタンスには、仮想マシンのルートデバイスボリューム用にマウ
ントされたインスタンスストアボリュームがあります。また、インスタンスタイプに応じて、他のマウ
ントされたインスタンスストアボリュームを持つこともできます。instancestore-backedAMIとAmazon
EBS-backed AMI の詳細については、「ルートデバイスのストレージ (p. 57)」を参照してください。

インスタンスストアボリュームは、インスタンスの運用期間中に1つのインスタンスからのみ使用でき
ます。デタッチして他のインスタンスに再アタッチすることはできません。インスタンスから AMI を
作成すると、そのインスタンスストアボリューム上のデータは保持されず、この AMI から起動するイ
ンスタンスのインスタンスストアボリュームに存在しません。インスタンスストアは特定のインスタン
ス専用に割り当てられますが、ディスクサブシステムは、次の図に示すように、ホストコンピュータの
複数のインスタンス間で共有されます。

インスタンスストア上のデータは、関連付けられたインスタンスの運用中のみ維持されます。インスタ
ンスが再ブートされた場合、その再ブートが意図的なものでも、意図せずに行われたとしても、インス
タンスストアのデータは維持されます。ただし、次の状況では、インスタンスストアボリュームのデー
タは失われます。

• 基盤となるドライブで障害が発生した
• Amazon EBS-backed インスタンスを停止した
• インスタンスを終了した

したがって、長期的に使用する重要なデータがある場合は、インスタンスストアボリュームに頼りすぎ
ないようにしてください。代わりに、複数のインスタンス間でレプリケーション方法を使用するか、
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データを Amazon S3 に保存するか、または Amazon EBS ボリュームを使用して、データの安全を維
持します。詳細については、「Amazon Elastic Block Store(Amazon EBS) (p. 566)」を参照してくださ
い。

インスタンスを起動する場合は、Amazon EBS-backed AMI または instance store-backed AMI のどち
らから起動しても、ブロックデバイスマッピングを使用して、インスタンスストアボリュームをインス
タンスにアタッチできます。詳細については、「AMI にインスタンスストアボリュームを追加す
る (p. 639)」を参照してください。

インスタンスタイプで使用可能なインスタンススト
ア
Amazon EC2 インスタンスは、さまざまなインスタンスタイプに分けられます。インスタンスのタイ
プによって、デフォルトで使用できるインスタンスストアのサイズが決まります。インスタンスタイプ
は、インスタンスを起動するときに指定できます。また、デフォルトのインスタンスタイプを使用する
こともできます。デフォルトのインスタンスタイプは、m1.smallインスタンスです。

また、インスタンスタイプによって、インスタンスストアボリュームのハードウェアの種類も決まりま
す。インスタンスタイプの中には、ソリッドステートドライブ（SSD）を使用して、非常に高いランダ
ムI/Oパフォーマンスを提供するものがあります。待機時間が非常に短いストレージが必要だが、イン
スタンスの終了時にストレージを保持する必要がない場合、または耐障害性を備えたアーキテクチャを
使用できる場合は、このオプションを使用することをお勧めします。詳細については、HI1インスタン
ス (p. 119) を参照してください。

次の表は、インスタンスタイプと、各インスタンスタイプで使用可能なインスタンスストアボリューム
のサイズおよび数量を示しています。これらのインスタンスストアボリュームは、インスタンスの時間
単位のコストに含まれます。

インスタンスストアボリュームインスタンスタイプ

1 x 350 GB†c1.medium

4 x 420 GB（1680 GB）c1.xlarge

2 x 16 GB SSD（32 GB）c3.large

2 x 40 GB SSD（80 GB）c3.xlarge

2 x 80 GB SSD（160 GB）c3.2xlarge

2 x 160 GB SSD（320 GB）c3.4xlarge

2 x 320 GB SSD（640 GB）c3.8xlarge

4 x 840 GB（3360 GB）cc2.8xlarge

2 x 840 GB（1680 GB）cg1.4xlarge

2 x 120 GB SSD（240 GB）cr1.8xlarge

2 x 1024 GB SSD（2048 GB）hi1.4xlarge

24 x 2048 GB（49 TB）hs1.8xlarge

1 x 800 GB SSDi2.xlarge

2 x 800 GB SSD（1600 GB）i2.2xlarge

4 x 800 GB SSD（3200 GB）i2.4xlarge
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インスタンスストアボリュームインスタンスタイプ

8 x 800 GB SSD（6400 GB）i2.8xlarge

1 x 160 GB†m1.small

1 x 410 GBm1.medium

2 x 420 GB（840 GB）m1.large

4 x 420 GB（1680 GB）m1.xlarge

1 x 420 GBm2.xlarge

1 x 850 GBm2.2xlarge

2 x 840 GB（1680 GB）m2.4xlarge

1 x 4 GB SSDm3.medium

1 x 32 GB SSDm3.large

2 x 40 GB SSD（80 GB）m3.xlarge

2 x 80 GB SSD（160 GB）m3.2xlarge

1 x 32 GBr3.large

1 x 80 GBr3.xlarge

1 x 160 GBr3.2xlarge

1 x 320 GBr3.4xlarge

2 x 320 GB（640 GB）r3.8xlarge

なし（Amazon EBS ボリュームを使用）t1.micro

† c1.mediumおよび m1.smallインスタンスタイプには、900 MB のインスタンスストアスワップボ
リュームも含まれます。これは起動時に自動的に有効にされない場合があります。詳細については、
「インスタンスストアスワップボリューム (p. 634)」を参照してください。

インスタンスストアスワップボリューム
Linux のスワップ空間は、システムで物理的に割り当てられたよりも多くのメモリを必要とする場合に
使用できます。スワップ空間を有効にすると、Linux システムは頻繁に使用されないメモリページを物
理メモリからスワップ空間（既存のファイルシステムの専用パーティションまたはスワップファイル）
にスワップし、高速なアクセスを必要とするメモリページのためにその空間を解放します。

c1.mediumおよびm1.smallインスタンスタイプで使用できる物理メモリの量には制限があり、起動
時に Linux AMI の仮想メモリとして機能するために 900 MB のスワップボリュームが与えられます。
Linux カーネルはこのスワップ空間をルートデバイス上のパーティションと見なしますが、実際には
ルートデバイスタイプにかかわらず、別のインスタンスストアボリュームです。

Amazon Linux AMI は自動的にこのスワップ空間を有効にして使用しますが、AMI では、このスワップ
空間を認識して使用するために、追加のステップが必要になる場合があります。インスタンスがスワッ
プ空間を使用しているかどうか確認するには、swapon -s コマンドを使用できます。
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[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ swapon -s
Filename                                Type            Size    Used    Priority
/dev/xvda3                              partition       917500  0       -1

上記のインスタンスには、900 MBのスワップボリュームがアタッチされ、有効になっています。この
コマンドでスワップボリュームが表示されない場合は、そのデバイスに対してスワップ空間を有効しな
ければならない可能性があります。利用可能なディスクは、lsblk コマンドを使用して確認します。

[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ lsblk
NAME  MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvda1 202:1    0    8G  0 disk /
xvda3 202:3    0  896M  0 disk

ここで、スワップボリューム xvda3はインスタンスで利用できますが、有効になっていません
（MOUNTPOINTフィールドが空です）。スワップボリュームはswaponコマンドを使って有効にできま
す。

Note

lsblk でリストされるデバイス名の先頭に /dev/を付加する必要があります。デバイスは、
sda3、sde3、xvde3など、異なる名前になる場合があります。システムのデバイス名は、次
のコマンドで使用します。

[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ sudo swapon /dev/xvda3

これで、スワップ空間が lsblk および swapon -s 出力に表示されます。

[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ lsblk
NAME  MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT
xvda1 202:1    0    8G  0 disk /
xvda3 202:3    0  896M  0 disk [SWAP]
[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ swapon -s
Filename                                Type            Size    Used    Priority
/dev/xvda3                              partition       917500  0       -1

また、システムを起動するたびにこのスワップ空間が自動的に有効になるように、/etc/fstabファイ
ルを編集する必要もあります。

[ec2-user@ip-12-34-56-78 ~]$ sudo vim /etc/fstab

（システムの swap デバイス名を使用して）次の行を /etc/fstabファイルに追加します。

/dev/xvda3       none    swap    sw  0       0

インスタンスストアデバイス名
インスタンスストア内で、インスタンスストアボリュームはブロックデバイスとして表示されます。イ
ンスタンスストアボリュームの仮想デバイスは ephemeral[0-3]です。1 つのインスタンスストアボ
リュームをサポートするインスタンスタイプには、ephemeral0があります。2つのインスタンススト
アボリュームをサポートするインスタンスタイプには、ephemeral0と ephemeral1があります。4

API Version 2014-02-01
635

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
インスタンスストアデバイス名



つのインスタンスストアボリュームをサポートするインスタンスタイプには、ephemeral0、
ephemeral1、ephemeral2、および ephemeral3があります。

多くのインスタンスストアボリュームは ext3 ファイルシステムを使用して事前にフォーマットされて
います。TRIM コマンドをサポートする SSD ベースのインスタンスストアボリュームは、ファイルシ
ステムを使用して事前にフォーマットされていません。ただし、インスタンスを起動してから、選択し
たファイルシステムでボリュームをフォーマットすることもできます。Windows インスタンスの場合
は、組み込みツールのEC2ConfigServiceを使用して、インスタンスで使用できるすべてのインスタン
スストアボリュームが NTFS ファイルシステムで再フォーマットします。

すべての instance store-backed AMI およびインスタンスには、インスタンスにアタッチされたインス
タンスストアボリュームのマッピングが存在します。マッピングの各エントリが、デバイス名と、その
デバイス名がマッピングされたボリュームで構成されています。インスタンスストアボリュームはイン
スタンスで使用できますが、ボリュームがマウントされるまでアクセスすることはできません。Windows
インスタンスの場合は、EC2ConfigServiceを使用して、インスタンス用にインスタンスストアボリュー
ムがマウントされます。Linux の場合は、インスタンスタイプによって、どのインスタンスストアボ
リュームがマウントされるのか、またご自分でマウントできるインスタンスが何かが決まります。イン
スタンスのブロックデバイスドライバは、ボリュームのマウント時に実際のボリューム名を割り当てま
すが、この割り当てられた名前は、Amazon EC2 が推奨する名前とは異なる可能性があります。

次の表は、インスタンスストアボリューム用にインスタンスタイプによって予約されているデバイス名
と、instance store-backed インスタンス上でのストレージデバイスのデフォルトの状態（formatted、
mounted、available）を示しています。例えば、m1.smallインスタンスには ephemeral0（ext3, 15
GiB）と swap（Linux swap、896 MB）があります。

Windows instance store-backed インスタ
ンス

Linux/Unix Instance store-Backed インス
タンス

デバイス名

C:\ としてフォーマットおよびマウントさ
れます。

ルート（/）としてフォーマットおよびマ
ウントされます。

/dev/sda1,
/dev/xvda1,
/dev/xvde1

スモールインスタンスタイプでフォーマッ
トおよびマウントされます。

m1.smallインスタンスと c1.medium
インスタンスで /mnt または
/media/ephemeral0 としてフォーマット
およびマウントされます。

/dev/sda2、
xvdb

利用不可。m1.smallおよび c1.mediumインスタ
ンスでスワップ空間として利用できます。
詳細については、「インスタンスストア
スワップボリューム(p. 634)」を参照して
ください

/dev/sda3,
/dev/xvda3,
/dev/xvde3

m1.medium、m1.large、m1.xlarge、
c1.xlarge、m2.xlarge、および
m2.2xlargeでフォーマットおよびマウン
トされます。

m1.medium、m1.large、m1.xlarge、
c1.xlarge、cc2.8xlarge、
cr1.8xlarge、m2.xlarge、
m2.2xlarge、m2.4xlarge、および
hi1.4xlargeで /mnt または
/media/ephemeral0 としてフォーマット
およびマウントされます。

/dev/sdb、
xvdb

m1.large、m1.xlarge、c1.xlarge、
および m2.4xlargeでフォーマットおよ
びマウントされます。

m1.large、m1.xlarge、
cc2.8xlarge、c1.xlarge、
cr1.8xlarge、および hi1.4xlarge上
で利用できます。

/dev/sdc、
xvdc

m1.xlargeおよび c1.xlargeでフォー
マットおよびマウントされます。

m1.xlarge、c1.xlarge、および
cc2.8xlargeで利用できます。

/dev/sdd、
xvdd
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Windows instance store-backed インスタ
ンス

Linux/Unix Instance store-Backed インス
タンス

デバイス名

m1.xlargeおよび c1.xlargeでフォー
マットおよびマウントされます。

m1.xlargeおよび c1.xlargeで利用で
きます。

/dev/sde、
xvde

インスタンスでは、複数のインスタンスストアボリュームをデバイスにマッピングできます。ただし、
そのボリュームの数とサイズは、インスタンスタイプで使用できるインスタンスストアを超えてはいけ
ません。詳細については、「インスタンスタイプで使用可能なインスタンスストア (p. 633)」を参照し
てください。

インスタンスストアの使用シナリオ
インスタンスストアボリュームは、頻繁に変更される情報（バッファ、キャッシュ、スクラッチデー
タ、その他の一時コンテンツなど）の一時ストレージに最適です。また、インスタンスのフリート全体
でレプリケートされるデータ（負荷分散されたウェブサーバープールなど）にも適しています。

インスタンスでインスタンスストアを使用できるようにする
ルートデバイスに Amazon EBS を使用するインスタンスは、デフォルトでブート時にインスタンスス
トアを使用できるようにしません。また、インスタンスを起動したら、インスタンスストアボリューム
をアタッチすることはできません。したがって、Amazon EBS-backedインスタンスでインスタンスス
トアボリュームを使用する必要がある場合は、AMIの作成時またはインスタンスの起動時に、ブロック
デバイスマッピングを使用してそのボリュームを指定する必要があります。ブロックデバイスマッピン
グエントリの例としては、/dev/sdb=ephemeral0、/dev/sdc=ephemeral1などがあります。ブロッ
クデバイスマッピングの詳細については、「ブロックデバイスマッピング (p. 643)」を参照してくださ
い。

次の手順では、AmazonEBS-backedm1.largeWindowsインスタンスとインスタンスストアボリュー
ムを起動する方法について説明します。

Amazon EBS-Backed Windows インスタンスとインスタンスストアボリュームを起動する

1. Amazon EBS-Backed Windows AMI を特定します。
2. ephemeral0と ephemeral1についてブロックデバイスマッピングのエントリを追加します。

詳細については、「インスタンスにボリュームを追加するには (p. 650)」を参照してください。
3. インスタンスに接続します。
4. [スタート] メニューの [Computer] を選択します。
5. デバイスが一覧表示されます。

• ローカルディスク C:/ 9.98 GiB
• ローカルディスク D:/ 419 GiB
• ローカルディスク E:/ 419 GiB

6. [LocalDiskC:/]をダブルクリックします。インストールされているアプリケーションのリストが表
示されます。これがルートデバイスです。

7. [Local Disk D:/] をダブルクリックしてから、[Local Disk E:/] をダブルクリックします。これらのド
ライブは空です。これらは m1.largeインスタンスを備えたインスタンスストアであり、ご利用
のアプリケーションから使用できます。

次の手順では、Amazon EBS-backed m1.large Linux インスタンスとインスタンスストアボリューム
を起動する方法について説明します。
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Amazon EBS-backed Linux インスタンス上のインスタンスストアへのアクセス

1. Amazon EBS-Backed Linux/Unix AMI を特定します。
2. ephemeral0と ephemeral1についてブロックデバイスマッピングのエントリを追加します。

詳細については、「インスタンスにボリュームを追加するには (p. 650)」を参照してください。
3. インスタンスに接続します。
4. 現在ディスクにマウントされているインスタンスストアを確認します。
5. /に 10 GiB のルートパーティション、/media/ephemeral0ボリュームに 420 GiB がそれぞれマ

ウントされていることにご留意ください。m1.largeインスタンスは 2 つの 420 GiB インスタン
スストアボリュームを備えており、2つ目のボリュームを使用できますが、そのボリュームを使用
するには事前にマウントしておく必要があります。

6. もう一方の 420 GiB インスタンスストアボリュームをフォーマットおよびマウントするには

a. ご希望のファイルシステムをデバイス /dev/sdcに作成します（root 権限が必要です）。
b. デバイスのマウント先となるディレクトリを作成します。
c. 新しく作成したディレクトリにデバイスをマウントします。

7. デバイスがマウントされていることを確認します。
8. オプションで、ルートデバイスのファイルを一覧表示します。

AMIを作成するときに、インスタンスストアボリュームをブロックデバイスにマッピングすることもで
きます。このような AMI から起動されたインスタンスでは、起動時にインスタンスストアボリューム
が指定されます。AMI 作成中におけるブロックデバイスマッピングの追加については、「Amazon
EBS-Backed Linux AMI の作成 (p. 77)」を参照してください。

次の手順では、Amazon EC2 instance store-backed m1.largeWindows インスタンス内からインスタ
ンスストアボリュームにアクセスする方法について説明します。

Amazon EC2 instance store-backed Windows インスタンス上のインスタンスストアにアクセ
スするためのタスク

Amazon EC2 instance store-backed Windows AMI を特定します。1

m1.largeインスタンスを起動します。2

インスタンスに接続します。3

[Start] メニューの [Computer] を選択します。4

デバイスが一覧表示されます。

• ローカルディスク C:/ 9.98 GiB
• ローカルディスク D:/ 419 GiB
• ローカルディスク E:/ 419 GiB

5

ローカルディスクC:/をダブルクリックします。インストールされているすべてのアプリケーショ
ンのリストが表示されます。これがルートデバイスです。

6

ローカルディスクD:/ をダブルクリックし、次にローカルディスクE:/ をダブルクリックします。
これらのドライブは空です。これらは m1.largeインスタンスを備えたインスタンスストアボ
リュームであり、他の物理ドライブと同じようにアプリケーションから使用できます。

7
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Amazon EC2 Instance store-Backed Linux および Unix インスタンスのインスタンスストアボリューム
の中には、インスタンスタイプによっては、インスタンスの起動時にマウントされないものがありま
す。例えば、m1.largeの Linux および Unix インスタンスのデバイス /dev/sdcについては、フォー
マット済みで使用可能ですが、使用する前にマウントする必要があります。

次の手順では、Amazon EC2 instance store-backed m1.large Linux インスタンス内からインスタンス
ストアにアクセスする方法について説明します。

Amazon EC2 instance store-backed Linux インスタンス上のインスタンスストアへのアクセス

Amazon EC2 instance store-backed Linux/UNIX AMI を特定します。1

m1.largeインスタンスを起動します。2

インスタンスに接続します。3

現在ディスク上にマウントされているファイルシステムを確認します。4

      10 GiB             ephemeral0        420 GiB                 m1.large
インスタンスは 2 つの 420 GiB インスタンスストアボリュームを備えており、2 つ目のボリュー
ムを使用できますが、そのボリュームを使用するには事前にマウントしておく必要があります。

5

もう一方の420 GiB をマウントするには:

a. デバイスのマウント先となるディレクトリを作成します。
b. 新しく作成したディレクトリにデバイスをマウントします。

6

デバイスがマウントされているかどうかを確認します。7

必要に応じて、ルートデバイス上のファイルを一覧表示します。8

起動時にインスタンスストアを抑制する
特定のインスタンスストレージボリュームをインスタンスにアタッチしないようにすることができま
す。この操作は、Amazon EC2 instance store-backed インスタンスと Amazon EBS-backed インスタ
ンスの両方に対して行うことができます。例えば、インスタンスの起動時にマッピング/dev/sdc=none
を指定すると、/dev/sdcがインスタンスにアタッチされなくなります。ブロックデバイスマッピング
の詳細については、「ブロックデバイスマッピング (p. 643)」を参照してください。

AMI にインスタンスストアボリュームを追加する
デフォルトでは、AmazonEBS-BackedAMIにはインスタンスストアは含まれません。しかし、Amazon
EBS-BackedAMIから起動されるインスタンスに、インスタンスストアボリュームを含めたい場合もあ
ります。

AMIにインスタンスストアボリュームを追加した後は、AMIから起動するすべてのインスタンスにそれ
らのインスタンスストアボリュームが含まれます。インスタンスストアデバイスが使用できるかどうか
は、インスタンスメタデータを使用してインスタンスの内部から確認できます。詳細については、「イ
ンスタンスストアボリュームのインスタンスブロックデバイスマッピングの表示 (p. 653)」を参照して
ください。

M3 インスタンスの場合、インスタンスのブロックデバイスマッピングでインスタンスストアボリュー
ムを指定する必要があります。M3インスタンスを起動する際には、AMI のブロックデバイスマッピン
グで指定したインスタンスストアボリュームはすべて無視されます。

コンソールまたはコマンドラインを使用して、インスタンスストアボリュームを含む AMI を作成でき
ます。
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コンソールを使用して AMI にインスタンスストアボリュームを追加するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択し、[Actions] リストから [Create Image] を選択します。
4. [Create Image] ダイアログで、意味のある名前と説明をイメージに追加します。
5. 各インスタンスストアボリュームについて、[Add New Volume] をクリックし、[Type] リストから

インスタンスストアボリューム、[Device] からデバイス名をそれぞれ選択します。
6. [Create Image] をクリックします。

コマンドラインを使用して AMI にインスタンスストアボリュームを追加するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• create-image または register-image （AWS CLI）
• ec2-create-image ec2-register （Amazon EC2 CLI）

詳細については、「ブロックデバイスマッピング (p. 643)」を参照してください。

ディスクパフォーマンスの最適化
Amazon EC2 でディスクを仮想化する方法により、スタンダードインスタンスストアボリュームに対
する最初の書き込みは、書き込みの場所にかかわらず、それ以降の書き込みより速度が遅くなりますほ
とんどのアプリケーションでは、インスタンスの存続期間全体でこのコストを負担することは、許容範
囲内です。ただし、高いディスクパフォーマンスを必要とする場合は、本稼働環境で使用する前に、ド
ライブのすべての場所に一度書き込みを行って、事前ウォームすることをお勧めします。

Note

I2 ハイ I/O インスタンスタイプは、事前ウォームなしに、起動時に最大のパフォーマンスを提
供する、直接アタッチされたソリッドステートドライブを使用します。

レイテンシーやスループットに関してさらに柔軟性が必要な場合は、Amazon EBS を使用することを
お勧めします。

インスタンスストレージボリュームを事前ウォームするには、初期化するストア（/dev/sdbなど）に応
じて、次の Linux/Unix ddコマンドを使用します。

Note

必ずドライブをアンマウントしてから、このコマンドを実行してください。

初期化には長い時間がかかる場合があります（エクストララージのインスタンスで約8時間）。

インスタンスストアボリュームを初期化するには、m1.large、m1.xlarge、c1.xlarge、m2.xlarge、
m2.2xlarge、m2.4xlargeインスタンスタイプで次のコマンドを使用します。

dd if=/dev/zero of=/dev/sdb bs=1M          
dd if=/dev/zero of=/dev/sdc bs=1M          
dd if=/dev/zero of=/dev/sdd bs=1M          
dd if=/dev/zero of=/dev/sde bs=1M 
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各インスタンスタイプで使用可能なインスタンスストレージについては、「インスタンスタイプで使用
可能なインスタンスストア (p. 633)」を参照してください。

すべてのインスタンスストアボリュームに対して同時に初期化を実行するには、次のコマンドを使用し
ます。

dd if=/dev/zero bs=1M|tee /dev/sdb|tee /dev/sdc|tee /dev/sde > /dev/sdd

ドライブをRAID用に構成すると、ドライブのすべての場所に書き込みを行うことで、ドライブが初期
化されます。ソフトウェアベースのRAIDを構成するときは、再構築の最低速度を必ず変更してくださ
い。

echo $((30*1024)) > /proc/sys/dev/raid/speed_limit_min

Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）
Abstract

Amazon S3 は、インターネットデータのリポジトリとして使用し、高速かつ低コストで信頼性に優れたデータス
トレージインフラストラクチャを実現します。

Amazon S3 はインターネットデータ用のリポジトリです。Amazon S3 により、信頼性に優れ、高速
で、低コストのデータストレージインフラストラクチャが実現します。ウェブスケールのコンピュー
ティングを簡単に行えるように設計されており、Amazon EC2 の内部やウェブ上のどこからでも、い
つでも必要な量だけデータを格納および取得できます。Amazon S3 では、複数の施設にまたがる複数
のデバイスにデータオブジェクトが冗長的に格納されるので、多数のさまざまなクライアントやアプリ
ケーションスレッドからデータオブジェクトに対する読み込み/書き込みの同時アクセスが可能になり
ます。Amazon S3 に格納された冗長データを使用すれば、インスタンスまたはアプリケーションの障
害から迅速かつ確実に復旧できます。

Amazon EC2は Amazon マシンイメージ（AMI）を格納するためにAmazon S3 を使用します。AMI は
EC2 インスタンスを起動するために使用します。インスタンスに障害が発生した場合は、格納済みの
AMI を使用して別のインスタンスを即座に起動できるので、高速復旧と事業継続が可能になります。

Amazon EC2 はデータボリュームのスナップショット（バックアップコピー）の格納にも Amazon S3
を使用します。アプリケーションまたはシステムで障害が発生した場合、スナップショットを使用すれ
ば、データをすばやく確実に回復できます。またスナップショットは、複数の新しいデータボリューム
の作成、既存のデータボリュームのサイズ拡張、アベイラビリティーゾーン間でのデータボリュームの
移動を行うためのベースラインとして使用することもできます。このような機能により、データの使い
方を大幅に拡張できます。データボリュームとスナップショットの使用については、「AmazonElastic
Block Store (p. 566)」を参照してください。

オブジェクトは、Amazon S3に格納される基本エンティティです。Amazon S3に格納されるすべての
オブジェクトは、バケットに保管されます。バケットは Amazon S3 ネームスペースの最上位レベルを
構成し、個々のストレージを所有するアカウントを識別します。AmazonS3のバケットはインターネッ
トのドメイン名に似ています。バケットに格納されたオブジェクトは一意のキー値を持ち、HTTPURL
アドレスを使用して取得されます。例えば、キー値 /photos/mygarden.jpgを持つオブジェクトが
myawsbucketバケットに格納されている場合、このオブジェクトは URL
http://myawsbucket.s3.amazonaws.com/photos/mygarden.jpgを使用して、アドレス指定で
きます。

Amazon S3 の機能について詳しくは、Amazon S3 の製品ページを参照してください。
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Amazon S3 と Amazon EC2
Amazon S3 にはストレージとしての利点があるので、このサービスを使用して、EC2 インスタンスで
使用するためにファイルおよびデータセットを格納する場合があります。Amazon S3 とインスタンス
との間でデータを移動するには、いくつかの方法があります。以下に説明する例以外にも、コンピュー
タやインスタンスから Amazon S3 のデータにアクセスできるさまざまなツールが、他のユーザーに
よって作成されています。一般的な一部のツールについては、AWS フォーラムで取り上げられていま
す。

アクセス許可がある場合は、以下の方法を使用して、Amazon S3 とインスタンスとの間でファイルを
コピーできます。

GET または wget

wgetユーティリティは、Amazon S3からパブリックオブジェクトをダウンロードできるHTTPおよび
FTPのクライアントです。これは、Amazon Linux やその他のほとんどのディストリビューションにデ
フォルトでインストールされており、Windowsでも使用できます。Amazon S3オブジェクトをダウン
ロードするには、次のコマンドを入力し、ダウンロードするオブジェクトの URL に置き換えます。

wget http://s3.amazonaws.com/my_bucket/my_folder/my_file.ext

この方法では、要求するオブジェクトがパブリックである必要があります。オブジェクトがパブリック
ではない場合、[ERROR 403: Forbidden] メッセージを受け取ります。このエラーを受け取った場合
は、Amazon S3 コンソールを開き、オブジェクトのアクセス許可をパブリックに変更します。詳細に
ついては、Amazon Simple Storage Service 開発者ガイドを参照してください。

AWS コマンドラインインターフェイス

AWS コマンドラインインターフェイス（AWS CLI）は、AWS サービスを管理するための統合ツール
です。ダウンロードおよび設定用の単一のツールのみを使用して、コマンドラインから複数の AWS
サービスを制御し、スクリプトを使用してこれらを自動化することができます。AWS CLI を使用する
と、ユーザーは自分自身を認証し、限定された項目を Amazon S3 からダウンロードしたり、項目を
アップロードしたりできます。ツールのインストールおよび設定方法などの詳細については、AWS コ
マンドラインインターフェイスの詳細ページを参照してください。

aws s3 cp コマンドは、Unix cp コマンドに似ています（構文は aws s3 cp source destination）。
ファイルを Amazon S3 からインスタンスにコピーしたり、ファイルをインスタンスから Amazon S3
にコピーしたりできるほか、ファイルをAmazon S3 の 1つの場所から別の場所にコピーすることもで
きます。

オブジェクトを Amazon S3 からインスタンスにコピーするには、次のコマンドを使用します。

aws s3 cp s3://my_bucket/my_folder/my_file.ext my_copied_file.ext

オブジェクトをインスタンスから Amazon S3 にコピーして戻すには、次のコマンドを使用します。

aws s3 cp my_copied_file.ext s3://my_bucket/my_folder/my_file.ext

オブジェクトを Amazon S3 の 1 つの場所から別の場所にコピーするには、次のコマンドを使用しま
す。

aws s3 cp s3://my_bucket/my_folder/my_file.ext s3://my_buck 
et/my_folder/my_file2.ext
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aws s3 sync コマンドは、Amazon S3 バケット全体をローカルディレクトリの場所に同期できます。
この機能は、データセットをダウンロードし、リモートセットでローカルコピーを最新の状態に保つ際
に役立ちます。コマンドの構文は aws s3 sync source destinationです。Amazon S3バケットに対
して適切なアクセス許可がある場合は、コマンドで送信元と送信先の場所を入れ替えることで、終了時
にローカルディレクトリバックアップをクラウドにプッシュできます。

Amazon S3 バケット全体をインスタンスのローカルディレクトリにダウンロードするには、次のコマ
ンドを使用します。

aws s3 sync s3://remote_S3_bucket local_directory

AWS Tools for Windows PowerShell

Windowsインスタンスには、Amazon S3コンソールに直接アクセスするために使用できるグラフィカ
ルブラウザであるという利点があります。ただし、Windows ユーザーは、スクリプティング目的で
AWS Tools for Windows PowerShell を使用して、Amazon S3 との間でオブジェクトを移動することも
できます。

Amazon S3 オブジェクトをWindows インスタンスにコピーするには、次のコマンドを使用します。

Copy-S3Object -BucketName my_bucket -Key my_folder/my_file.ext -LocalFile 
my_copied_file.ext

Amazon S3 API

開発者はAPIを使用して、AmazonS3のデータにアクセスできます。詳細については、AmazonSimple
Storage Service 開発者ガイドを参照してください。このAPI およびその例を使用すると、アプリケー
ションを開発し、boto Python インターフェイスなどのその他の API および SDKと統合するのに役立
ちます。

ブロックデバイスマッピング
Abstract

ブロックデバイスマッピングを使用して、インスタンスの起動時にそのインスタンスに対して追加のEBSボリュー
ムまたはインスタンスストアボリュームを指定します。

起動する各 Amazon EC2 インスタンスには、Amazon Elastic Block Store（EBS）ボリュームまたはイ
ンスタンスストアボリュームという、どちらかのルートデバイスボリュームが関連付けられています。
ブロックデバイスマッピングを使用すると、インスタンスの起動時にそのインスタンスにアタッチする
追加のEBSボリュームまたはインスタンスストアボリュームを指定できます。追加するEBSボリュー
ムは、実行中のインスタンスにアタッチすることもできます。「インスタンスへの Amazon EBS ボ
リュームのアタッチ(p.573)」をご参照ください。ただし、インスタンスストアボリュームについては、
ブロックデバイスマッピングを使用して、インスタンスの起動時にアタッチする以外方法はありませ
ん。

ルートデバイスボリュームの詳細については、「永続的ルートデバイスボリュームへの変更 (p. 18)」
を参照してください。

Topics
• ブロックデバイスマッピングの概念 (p. 644)
• AMI ブロックデバイスマッピング (p. 647)
• インスタンスブロックデバイスマッピング (p. 650)
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ブロックデバイスマッピングの概念
ブロックデバイスは、一連のバイトまたはビット（ブロック）でデータを移動するストレージデバイス
です。これらのデバイスはランダムアクセスをサポートし、通常は、バッファされた I/O を使用しま
す。例えば、ハードディスク、CD-ROM ドライブ、フラッシュドライブなどがブロックデバイスに含
まれます。ブロックデバイスは物理的にコンピュータにアタッチできます。また、コンピュータに物理
的にアタッチされているかのように、リモートでアクセスすることもできます。AmazonEC2は、2種
類のブロックデバイスをサポートしています。

• インスタンスストアボリューム（基盤となるハードウェアがインスタンスのホストコンピュータに物
理的にアタッチされている仮想デバイス）

• Amazon EBS ボリューム（リモートストレージデバイス）

ブロックデバイスマッピングは、Amazon EC2 インスタンスにアタッチするブロックデバイス、およ
び使用するデバイス名を定義します。ブロックデバイスマッピングは、AMI 作成プロセスの一環とし
て、AMIから起動されるすべてのインスタンスによって使用されるように指定できます。また、インス
タンスの起動時にブロックデバイスマッピングを指定することもできます。起動したインスタンスの
AMI ですでに指定されているマッピングは、このマッピングによって上書きされます。

Amazon EC2 で使用できる仮想化のタイプには、準仮想化とハードウェア仮想マシン（HVM）の 2 種
類があります。仮想化タイプは、インスタンスの起動に使用される AMI によって決まります。インス
タンスタイプには、準仮想化とHVMの両方をサポートしているものもあれば、どちらか一方のみをサ
ポートしているものもあります。使用できる有効な推奨デバイス名はインスタンスの仮想化タイプに
よって異なるので、ブロックデバイスマッピングを作成するときは、AMIで使用される仮想化タイプに
留意してください。

ブロックデバイスマッピングの指定
ブロックデバイスマッピングを使用して、インスタンスストアボリュームとEBSボリュームをAmazon
EC2 インスタンスにアタッチします。

ブロックデバイスマッピングを作成するとき、インスタンスにアタッチする必要があるブロックデバイ
スごとにこの情報を指定します。

• この表に示されているAmazonEC2内のデバイス名。インスタンスのブロックデバイスドライバは、
ボリュームのマウント時に実際のボリューム名を割り当てますが、この割り当てられた名前は、
Amazon EC2 が推奨する名前とは異なる可能性があります。

EBS接続に推奨さ
れるもの

インスタンススト
アボリューム

ルート用に予約済
み

接続先として可能インスタンスタイ
プ

/dev/sd[f-p]

/dev/sd[f-p][1-6]

/dev/sd[b-e]/dev/sda1/dev/sd[a-z]

/dev/sd[a-z][1-15]

/dev/hd[a-z]

/dev/hd[a-z][1-15]

Linux/Unix（準仮
想）

/dev/sd[f-p]/dev/sd[b-e]

/dev/sd[b-y]
（hs1.8xlarge イ
ンスタンスの場
合）

AMI による違い

/dev/sda1 or
/dev/xvda

/dev/sd[a-z]

/dev/xvd[b-c][a-z]

Linux/Unix
（HVM）
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EBS接続に推奨さ
れるもの

インスタンススト
アボリューム

ルート用に予約済
み

接続先として可能インスタンスタイ
プ

xvd[f-p]（Red Hat
PV ドライバを含
む）

xvd[f-z]（Citrix PV
ドライバを含む）

xvd[a-e]

xvdc[a-x]
（hs1.8xlarge イ
ンスタンスの場
合）

/dev/sda1xvd[a-z]

xvd[b-c][a-z]

/dev/sda[1-2]

/dev/sd[b-e]

Windows（HVM）

Important

デバイスによっては、ブロックデバイスマッピングで指定した名前が、デフォルトのブロッ
クデバイス名と競合することがあります。この問題を回避するには、/dev/sda[2-15]の
形式名を使用しないでください。

ハードウェア仮想マシン（HVM）AMI（ベースWindows およびクラスターコンピューティ
ングイメージなど）は、デバイス名で末尾の番号の使用をサポートしていません
（xvd[a-p][1-15]）。インスタンス詳細ペインの [Virtualization] フィールドで、インスタ
ンスの仮想化の種類を表示できます。

インスタンスのカーネルのブロックデバイスドライバに応じて、デバイスは指定した名前と
は異なる名前でアタッチされる可能性があります。例えば、/dev/sdhのデバイス名を指定
すると、デバイスはカーネルによって /dev/xvdhまたは /dev/hdhに名前が変更されま
す。一部のケースでは、末尾の番号が変更される可能性もあります（/dev/sdaが/dev/xvde
になる可能性があります）。Amazon Linux AMI は、名前が変更されたデバイスパスから、
指定した名前へのシンボリックリンクを作成しますが、その他のAMIでは、異なる動作をす
る場合があります。

• [インスタンスストアボリュームのみ] 仮想デバイス: ephemeral[0-3]。
• [EBS ボリュームのみ] ブロックデバイスを作成するときに使用するスナップショットの ID
（snap-xxxxxxxx）。ボリュームサイズを指定する場合、この値はオプションです。

• [EBSボリュームのみ]ボリュームのサイズ（GiB単位）。指定されたサイズは、指定されたスナップ
ショットのサイズ以上である必要があります。

• [EBSボリュームのみ]インスタンス終了時にボリュームを削除するかどうか（trueまたはfalse）。
デフォルト値は trueです。

• [EBS ボリュームのみ]       （標準の EBS ボリューム）と io1（プロビジョンド IOPS ボリュー
ム）のどちらかのボリュームタイプ。デフォルト値は standardです。

• [EBSボリュームのみ]ボリュームがサポートする1秒あたりの入力/出力オペレーションの数（IOPS）
（standardボリュームでは使用されません）。

ブロックデバイスマッピングの例
この図は、AmazonEBS-Backedインスタンスのブロックデバイスマッピングの例を示しています。こ
の例では、/dev/sdbを ephemeral0にマッピングし、2 つの EBS ボリュームを 1 つは /dev/sdh
に、もう1つは/dev/sdjにマッピングします。また、ルートデバイスボリュームであるEBSボリュー
ム、/dev/sda1も示しています。
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このブロックデバイスマッピングの例は、このトピックのコマンドおよび API の例で使用されていま
す。ブロックデバイスマッピングを作成するコマンドおよび API の例については、ここを参照してく
ださい。

• AMI 用のブロックデバイスマッピングの指定 (p. 647)
• インスタンスの起動時にブロックデバイスマッピングを更新する (p. 650)

オペレーティングシステムでデバイスを使用できるようにする
方法
Amazon EC2では、ブロックデバイスの記述に、/dev/sdhや xvdhなどのデバイス名が使われます。
また、Amazon EC2 では、Amazon EC2 インスタンスにアタッチするブロックデバイスを、ブロック
デバイスマッピングで指定します。ストレージデバイスにアクセスするには、インスタンスにアタッチ
したブロックデバイスが、オペレーティングシステムによって事前にマウントされていなければなりま
せん。ブロックデバイスがインスタンスからデタッチされると、そのデバイスはオペレーティングシス
テムによってアンマウントされ、ストレージデバイスにアクセスできなくなります。

Linux インスタンスの場合、ブロックデバイスマッピングで指定されたデバイス名は、インスタンスの
初回起動時に対応するブロックデバイスにマッピングされます。デフォルトでフォーマットおよびマウ
ントされるインスタンスストアボリュームは、インスタンスタイプによって決まります。インスタンス
タイプで使用できるインスタンスストアボリューム数を超えていない場合は、起動時に追加のインスタ
ンスストアボリュームをマウントできます。詳細については、「Amazon EC2 インスタンススト
ア (p. 631)」を参照してください。ボリュームがフォーマットおよびマウントされるときに使用される
デバイスは、インスタンスのブロックデバイスドライバによって決まります。詳細については、「イン
スタンスへの Amazon EBS ボリュームのアタッチ (p. 573)」を参照してください。

Windows インスタンスの場合、ブロックデバイスマッピングで指定されたデバイス名は、インスタン
スの初回起動時に対応するブロックデバイスにマッピングされ、Ec2Configサービスによってドライブ
が初期化されマウントされます。ルートデバイスボリュームは、C:\ としてマウントされます。インス
タンスストアボリュームは、D:\、E:\などとしてマウントされます。EBSボリュームについては、使用
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可能な任意のドライブ文字を使用してマウントできます。ただし、Ec2Config がドライブ文字を EBS
ボリュームに割り当てる方法を構成することができます。詳細については、Using EC2Config Service
を参照してください。

ブロックデバイスマッピングの表示
ブロックデバイスマッピングの各ブロックデバイスの情報を表示できます。詳細については、以下を参
照してください。

• AMI ブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームの表示 (p. 649)
• インスタンスブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームの表示 (p. 652)
• インスタンスストアボリュームのインスタンスブロックデバイスマッピングの表示 (p. 653)

AMI ブロックデバイスマッピング
各 AMI にブロックデバイスマッピングがあります。このブロックデバイスマッピングは、AMI からの
インスタンスの起動時にそのインスタンスにアタッチするブロックデバイスを指定します。Amazonが
提供する AMI には、ルートデバイスのみが含まれます。追加のブロックデバイスを AMI に追加するに
は、独自の AMI を作成する必要があります。

Topics
• AMI 用のブロックデバイスマッピングの指定 (p. 647)
• AMI ブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームの表示 (p. 649)

AMI 用のブロックデバイスマッピングの指定
AMIを作成する場合に、ルートボリュームに加えて、ボリュームを指定するには、2つの方法がありま
す。インスタンスから AMI を作成する前に、実行中のインスタンスにすでにボリュームをアタッチし
ている場合、AMI のブロックデバイスマッピングにそれらの同じボリュームが含まれます。EBS ボ
リュームの場合、既存のデータが新しいスナップショットに保存され、それがブロックデバイスマッピ
ングで指定される新しいスナップショットになります。インスタンスストアボリュームの場合、データ
は維持されません。

EBS-backed AMI の場合、ブロックデバイスマッピングを使用して、EBS ボリュームとインスタンス
ストアボリュームを追加できます。instance store-backedAMIの場合、ブロックデバイスマッピングで
は、インスタンスストアボリュームしか追加できません。

M3 インスタンスの場合、インスタンスのブロックデバイスマッピングでインスタンスストアボリュー
ムを指定する必要があります。M3インスタンスを起動する際には、AMI のブロックデバイスマッピン
グで指定したインスタンスストアボリュームはすべて無視されます。

コンソールを使用してボリュームを AMI に追加するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. インスタンスを選択し、[Actions] リストから [Create Image] を選択します。
4. [Create Image] ダイアログボックスで、[Add New Volume] をクリックします。
5. [Type]リストからボリュームタイプを選択し、[Device]リストからデバイス名を選択します。EBS

ボリュームの場合、オプションで、スナップショット、ボリュームサイズ、および EBS ボリュー
ムタイプを指定できます。

6. [Create Image] をクリックします。

AWS CLI を使用してボリュームを AMI に追加するには
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AmazonEBS-BackedAMIのブロックデバイスマッピングを指定するには、create-imageコマンドを使
用します。Instance Store-Backed AMIのブロックデバイスマッピングを指定するには、register-image
コマンドを使用します。

次のパラメータを使用してブロックデバイスマッピングを指定します。

--block-device-mappings [mapping, ...]

インスタンスストアボリュームを追加するには、次のマッピングを使用します。

{
    "DeviceName": "/dev/sdf",
    "VirtualName": "ephemeral0"
}

空の 100 GiB EBS ボリュームを追加するには、次のマッピングを使用します。

{
    "DeviceName": "/dev/sdg",
    "Ebs": {
      "VolumeSize": 100
    }
}

スナップショットに基づいた EBS ボリュームを追加するには、次のマッピングを使用します。

{
    "DeviceName": "/dev/sdh",
    "Ebs": {
      "SnapshotId": "snap-xxxxxxxx"
    }
}

デバイスのマッピングを省略するには、次のマッピングを使用します。

{
    "DeviceName": "/dev/sdj",
    "NoDevice": ""
}

Amazon EC2 CLI を使用してボリュームを AMI に追加するには

Amazon EBS-Backed AMIのブロックデバイスマッピングを指定するには、ec2-create-imageコマンド
を使用します。InstanceStore-BackedAMIのブロックデバイスマッピングを指定するには、ec2-register
コマンドを使用します。

次のパラメータを使用してブロックデバイスマッピングを指定します。

-b "devicename=blockdevice"

devicename
Amazon EC2 内のデバイス名
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blockdevice
AMI からデバイスのマッピングを省略するには、noneを指定します。

インスタンスストアボリュームを追加するには、ephemeral[0..3]を指定します。

EBS-Backed インスタンスに EBS ボリュームを追加するには、
[snapshot-id]:[size]:[delete-on-termination]:[type[:iops]] を指定します。
• 空のEBSボリュームを追加するには、スナップショットIDを省略し、代わりにボリュームサイ
ズを指定します。

• 終了時に EBS ボリュームを削除するかどうかを指定するには、trueまたは falseを指定しま
す。デフォルト値は trueです。

• プロビジョニングされたIOPSボリュームを作成するには、io1を指定します。デフォルトのタ
イプはstandardです。タイプがio1の場合、ボリュームがサポートするIOPS数もプロビジョ
ニングできます。

1 つのコマンドで複数の -bパラメータを使用して、複数のブロックデバイスを指定できます。たとえ
ば次のパラメータを使用すると、インスタンスストアボリュームが/dev/sdbとして追加され、スナッ
プショットに基づく EBS ボリュームが /dev/sdhとして追加され、空の 100 GiB EBS ボリュームが
/dev/sdjとして追加されます。

-b "/dev/sdb=ephemeral0" -b "/dev/sdh=snap-d5eb27ab" -b "/dev/sdj=:100"

AMI ブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームの表示
AMI のブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームを簡単に列挙できます。

コンソールを使用して AMI の EBS ボリュームを表示するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
3. [Filter] ドロップダウンリストから [EBS Images] を選択して、EBS-Backed AMI のリストを取得し

ます。
4. ご希望の AMI を選択し、[Details] タブを確認します。少なくとも、ルートデバイスについては次

の情報を使用できます。

• ルートデバイスタイプ（ebs）
• [Root Device]（/dev/sda1など）
• [Block Devices]（/dev/sda1=snap-e1eb279f:8:trueなど）

AMI がブロックデバイスマッピングを使用して追加の EBS ボリュームで作成された場合、[Block
Devices] フィールドには、その追加の EBS ボリュームのマッピングも表示されます（この画面に
は、インスタンスストアボリュームが表示されないことに注意してください）。

AWS CLI を使用して AMI の EBS ボリュームを表示するには

describe-images コマンドを使用して、AMI のブロックデバイスマッピング内の EBS ボリュームを列
挙します。

Amazon EC2 CLI を使用して AMI の EBS ボリュームを表示するには

ec2-describe-images コマンドを使用して、AMI のブロックデバイスマッピング内の EBS ボリューム
を列挙します。
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インスタンスブロックデバイスマッピング
デフォルトでは、起動するインスタンスには、そのインスタンスを起動した AMI のブロックデバイス
マッピングで指定されたストレージデバイスが含まれます。インスタンスを起動するときに、インスタ
ンスのブロックデバイスマッピングへの変更を指定できます。この変更はAMIのブロックデバイスマッ
ピングを上書きするか、このブロックデバイスマッピングに統合されます。ただし、ルートデバイスボ
リュームのブロックデバイスマッピングエントリを変更することはできません。

Topics
• インスタンスの起動時にブロックデバイスマッピングを更新する (p. 650)
• インスタンスブロックデバイスマッピングの EBS ボリュームの表示 (p. 652)
• インスタンスストアボリュームのインスタンスブロックデバイスマッピングの表示 (p. 653)

インスタンスの起動時にブロックデバイスマッピングを更新す
る
インスタンスの起動時に、EBS ボリュームとインスタンスストアボリュームをインスタンスに追加で
きます。インスタンスのブロックデバイスマッピングを更新しても、そのインスタンスが起動された
AMI のブロックデバイスマッピングは完全には変更されないことに注意してください。

コンソールを使用してボリュームをインスタンスに追加するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. Amazon EC2 コンソールダッシュボードで、[Launch Instance] をクリックします。
3. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページで、使用する AMI を選択し、[Select] をクリッ

クします。
4. ウィザードにしたがって [Choose an Instance Type] ページと [Configure Instance Details] ページ

を設定します。
5. [Add Storage] ページで、以下のようにルートボリューム、EBS ボリューム、およびインスタンス

ストアボリュームを変更できます。

• ルートボリュームのサイズを変更するには、[Type] 列で [Root] ボリュームを見つけて、[Size]
フィールドを変更します。

• インスタンスの起動に使用されたAMIのブロックデバイスマッピングで指定されたEBSボリュー
ムを削除するには、ボリュームを見つけて、[Delete] アイコンをクリックします。

• EBSボリュームを追加するには、[Add New Volume] をクリックし、[Type] リストから [EBS] を
選択して、フィールド（[Device]、[Snapshot] など）に入力します。

• インスタンスの起動に使用された AMI のブロックデバイスマッピングで指定されたインスタン
スストアボリュームを削除するには、ボリュームを見つけて、[Delete] アイコンをクリックしま
す。

• インスタンスストアボリュームを追加するには、[Add New Volume] をクリックし、[Type] リス
トから [Instance Store] を選択して、[Device] からデバイス名を選択します。

6. ウィザードの残りのページを完了した後、[Launch ] をクリックします。

AWS CLI を使用してボリュームをインスタンスに追加するには

run-instances コマンドを使用して、インスタンスのブロックデバイスマッピングを指定します。

次のパラメータを使用してブロックデバイスマッピングを指定します。
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--block-device-mappings [mapping, ...]

例えば、EBS-backed Linux AMI が、次のブロックデバイスマッピングを指定するとします。

• /dev/sdb=ephemeral0
• /dev/sdh=snap-92d333fb
• /dev/sdj=:100

この AMI から起動したインスタンスに /dev/sdjがアタッチされないようにするには、次のマッピン
グを使用します。

{
    "DeviceName": "/dev/sdj",
    "NoDevice": ""
}

/dev/sdhのサイズを 300 GiB に増やすには、次のマッピングを指定します。デバイス名を指定する
ことでボリュームを特定できるので、/dev/sdhのスナップショット ID を指定する必要がないことに
注意してください。

{
    "DeviceName": "/dev/sdh",
    "Ebs": {
      "VolumeSize": 300
    }
}

追加インスタンスストアボリューム /dev/sdcをアタッチするには、次のマッピングを指定します。
インスタンスタイプが複数のインスタンスストアボリュームをサポートしていない場合、このマッピン
グは効果がありません。

{
    "DeviceName": "/dev/sdc",
    "VirtualName": "ephemeral1"
}

Amazon EC2 CLI を使用してボリュームをインスタンスに追加するには

ec2-run-instances コマンドを使用して、インスタンスのブロックデバイスマッピングを指定します。

次のパラメータを使用してブロックデバイスマッピングを指定します。

-b "devicename=blockdevice"

devicename
Amazon EC2 内のデバイス名

blockdevice
AMI からデバイスのマッピングを省略するには、noneを指定します。

インスタンスストアボリュームを追加するには、ephemeral[0..3]を指定します。

EBS-Backed インスタンスに EBS ボリュームを追加するには、
[snapshot-id]:[size]:[delete-on-termination]:[type[:iops]] を指定します。
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• 空のEBSボリュームを追加するには、スナップショットIDを省略し、代わりにボリュームサイ
ズを指定します。

• 終了時に EBS ボリュームを削除するかどうかを指定するには、trueまたは falseを指定しま
す。デフォルト値は trueです。

• プロビジョニングされたIOPSボリュームを作成するには、io1を指定します。デフォルトのタ
イプはstandardです。タイプがio1の場合、ボリュームがサポートするIOPS数もプロビジョ
ニングできます。

例えば、EBS-backed Linux AMI が、次のブロックデバイスマッピングを指定するとします。

• /dev/sdb=ephemeral0
• /dev/sdh=snap-92d333fb
• /dev/sdj=:100

この AMI から起動したインスタンスに /dev/sdjがアタッチされないようにするには、次のオプショ
ンを使用します。

–b "/dev/sdj=none"

/dev/sdhのサイズを 300 GiB に増やすには、次のオプションを使用します。

–b "/dev/sdh=:300"

デバイス名を指定することでボリュームを特定できるので、/dev/sdhのスナップショット ID を指定
する必要がないことに注意してください。

追加インスタンスストアボリューム /dev/sdcをアタッチするには、次のオプションを使用します。
インスタンスタイプが複数のインスタンスストアボリュームをサポートしていない場合、このオプショ
ンは効果がありません。

–b "/dev/sdc=ephemeral1"

インスタンスブロックデバイスマッピングの EBS ボリューム
の表示
インスタンスにマッピングされた EBS ボリュームを簡単に列挙できます。

Note

2009 年 10 月 31 日 API のリリース以前に起動されたインスタンスについては、AWS では、
ブロックデバイスマッピングを表示できません。AWS がブロックデバイスマッピングを表示
できるようにするには、ボリュームをデタッチしてから再アタッチする必要があります。

コンソールを使用してインスタンスの EBS ボリュームを表示するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックします。
3. [Filter] リストから、[EBS root device] を選択します。これにより、Amazon EBS-Backedインスタ

ンスのリストが表示されます。
4. 目的のインスタンスを特定してクリックし、[Description]タブに表示された詳細を確認します。少

なくとも、ルートデバイスでは次の情報を使用できます。
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• ルートデバイスタイプ（ebs）
• ルートデバイス（sda1など）
• ブロックデバイス（sda1、sdh、sdjなど）

インスタンスがブロックデバイスマッピングを使用して追加のEBSボリュームで起動された場合、
[Block Devices] ボックスには、その追加の EBS ボリュームと、ルートデバイスが表示されます。
（このダイアログボックスには、インスタンスストアボリュームが表示されないことに注意してく
ださい）。

5. ブロックデバイスの追加情報を表示するには、[Block devices]の横でそのエントリをクリックしま
す。これにより、ブロックデバイスに関する次の情報が表示されます。

• [EBS ID]（vol-xxxxxxxx）
• ルートデバイスタイプ（ebs）
• [Attachment time]（yyyy-mmThh:mm:ss.ssTZD）
• ブロックデバイスステータス（attaching、attached、detaching、detached）
• 終了時に削除（Yes、No）

AWS CLI を使用してインスタンスの EBS ボリュームを表示するには

describe-instances コマンドを使用して、インスタンスのブロックデバイスマッピング内の EBS ボ
リュームを列挙します。

Amazon EC2 CLI を使用してインスタンスの EBS ボリュームを表示するには

ec2-describe-instancesコマンドを使用して、インスタンスのブロックデバイスマッピング内のEBSボ
リュームを列挙します。

インスタンスストアボリュームのインスタンスブロックデバイ
スマッピングの表示
インスタンスのブロックデバイスマッピングを表示した場合、EBS ボリュームのみが表示され、イン
スタンスストアボリュームは表示されません。インスタンスメタデータを使用すると、完全なブロック
デバイスマッピングに対してクエリを実行できます。インスタンスメタデータのすべてのリクエストの
基本 URI は http://169.254.169.254/latest/です。

まず、実行中にインスタンスに接続します。インスタンスが Linux を実行している場合、GET コマン
ドはすでに使用できます。インスタンスがWindowsを使用している場合、wgetをインスタンスにイン
ストールし、以下に示すように GET を wget に置き換えます。

実行中のインスタンスでこのクエリを使用し、そのブロックデバイスマッピングを取得します。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/block-device-mapping/

レスポンスには、インスタンスのブロックデバイスの名前が含まれます。例えば、instancestore-Backed
m1.smallインスタンスの出力は次のようになります。
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ami
ephemeral0
root
swap

amiデバイスは、インスタンスによって判断されるルートデバイスです。インスタンスストアボリュー
ムの名前は ephemeral[0-3]です。swap デバイスはページファイル用です。EBS ボリュームもマッ
プした場合、そのボリュームは、ebs1、ebs2 のように表示されます。

ブロックデバイスマッピングの個別のブロックデバイスの詳細を確認するには、ここで示すように、前
のクエリにブロックデバイスの名前を追加します。

GET http://169.254.169.254/latest/meta-data/block-device-mapping/ephemeral0

詳細については、「インスタンスメタデータとユーザーデータ (p. 289)」を参照してください。
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パブリックデータセットの使用
Abstract

パブリックデータセットを AWS クラウドベースのアプリケーションにシームレスに統合します。

Topics
• パブリックデータセットの概念 (p. 655)
• パブリックデータセットの検索 (p. 655)
• スナップショットからパブリックデータセットボリュームを作成する (p. 656)
• パブリックデータセットボリュームをアタッチしてマウントする (p. 657)

このセクションでは、&EC2 でパブリックデータセットを使用する方法について説明します。

パブリックデータセットの概念
Amazon Web Servicesは、AWS クラウドベースのアプリケーションとシームレスに統合可能な、パブ
リックデータセットのリポジトリを提供します。Amazon が保管するこのデータセットは、コミュニ
ティが無料で利用できます。AWS のすべてのサービスがそうであるように、お支払いいただくのはお
客様のアプリケーションのために使用したコンピュートおよびストレージの分だけです。

ヒト遺伝子のマッピングや、米国国勢調査データなどの膨大なデータセットでは、その位置特定、ダウ
ンロード、カスタマイズ、分析のために、従来は何時間も、また何日もかかっていました。現在では、
Amazon EC2 インスタンスから誰もがこれらのデータセットにアクセスし、数分以内にデータの計算
を開始することができます。また、AWS エコシステム全体を活用し、他の AWS ユーザーと簡単に共
同作業を行うことができます。例えば、ツールやアプリケーションを用いて、あらかじめ構築された
サーバー画像を作成または使用し、データセットの分析を行うことができます。Amazon EC2 のよう
な費用対効果の高いサービスで、こうした重要で有益なデータをホスティングすることにより、AWS
は様々な分野や業界にまたがる研究者に、さらなる革新性と高速性を可能にするツールを提供したいと
考えています。

詳細については、Public Data Sets on AWS Page. ページを参照してください。

使用可能なパブリックデータセット
パブリックデータセットは現在、以下のカテゴリで使用できます。

• 生物学 – ヒトゲノム計画（GenBank）およびその他のコンテンツが含まれています。
• 化学 – 複数バージョンの PubChem およびその他のコンテンツが含まれています。
• 経済学 – 国勢調査データ、労働統計、運輸統計、およびその他のコンテンツが含まれています。
• 百科事典–複数のソースからのWikipediaコンテンツおよびその他のコンテンツが含まれています。

パブリックデータセットの検索
パブリックデータセットを使用するには、まずデータセットを見つけて、データセットがホスティング
された形式を判断する必要があります。データセットは、AmazonEBSスナップショットまたはAmazon
S3 バケットの 2 種類の有効な形式で使用できます。

パブリックデータセットを見つけてその形式を判断するには

1. Public Data Sets ページに移動して、使用可能なすべてのパブリックデータセットのリストを表示
します。また、このページで検索フレーズを入力して、使用可能なパブリックデータセットのリス
トに対してクエリを実行することもできます。
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2. データセットの名前をクリックして、その詳細ページを表示します。
3. データセットの詳細ページでスナップショット ID リストを探して、Amazon EBS フォーマット

データセットまたは Amazon S3 URL を特定します。

Amazon EBS スナップショット形式のデータセットは、Amazon EC2 インスタンスにアタッチする新
しい Amazon EBS ボリュームを作成するために使用されます。詳細については、スナップショットか
らパブリックデータセットボリュームを作成する (p. 656) を参照してください。

Amazon S3 形式のデータセットの場合は、AWS SDK または HTTP クエリ API を使用して情報にアク
セスするか、または AWS CLI を使用してインスタンスとの間でデータをコピーまたは同期することが
できます。詳細については、Amazon S3 と Amazon EC2 (p. 642) を参照してください。

また、Amazon Elastic MapReduceを使用して、パブリックデータセットを分析および使用することも
できます。詳細については、What is Amazon EMR? を参照してください。

スナップショットからパブリックデータセットボ
リュームを作成する
Amazon EBS スナップショット形式のパブリックデータセットを使用するには、新しいボリュームを
作成し、パブリックデータセットのスナップショット ID を指定します。新しいボリュームは、AWS
Management Consoleを使用して以下のようにして作成できます。お好みで、ec2-create-volume コマ
ンドを使用することもできます。

スナップショットからパブリックデータセットボリュームを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションバーで、データセットスナップショットが存在するリージョンを選択します。

Important

スナップショット ID は単一のリージョンに制限されており、別のリージョンに存在する
スナップショットからボリュームを作成することはできません。また、Amazon EBS ボ
リュームは、同じアベイラビリティーゾーン内のインスタンスのみにアタッチできます。
詳細については、リソースの場所 (p. 658) を参照してください。

別のリージョンでこのボリュームを作成する必要がある場合は、スナップショットをご希望のリー
ジョンにコピーしてから、そのリージョン内のボリュームに復元します。詳細については、Amazon
EBS スナップショットのコピー (p. 608) を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
4. 上段のペインの上で、[Create Volume] をクリックします。
5. [Create Volume] ダイアログボックスの [Type] リストで、[Standard] または [Provisioned IOPS] を

選択します。詳細については、Amazon EBS ボリュームの種類 (p. 569) を参照してください。
6. [Snapshot] フィールド、データセットに対してスナップショットの ID または説明を入力します。

推奨されるオプションのリストから、スナップショットを選択します。

Note

表示されるはずのスナップショット ID が表示されない場合は、Amazon EC2 コンソール
で別のリージョンが選択されている可能性があります。パブリックデータセットの検
索 (p. 655) で特定したデータセットが詳細ページでリージョンを指定していない場合は、
us-east-1（バージニア北部）リージョンに含まれていると考えられます。
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7. [Size]フィールドに、ボリュームのサイズ（GiBまたはTiB）を入力するか、またはスナップショッ
トのデフォルトのサイズが適切であるかを確認します。

Note

ボリュームサイズとスナップショット ID の両方を指定した場合は、スナップショットサ
イズ以上のサイズにする必要があります。ボリュームの種類とスナップショット ID を選
択すると、ボリュームの最小サイズと最大サイズが [Size] リストの横に表示されます。

8. プロビジョンド IOPS の場合は、[IOPS] フィールドに、ボリュームがサポートできる IOPS（1 秒
あたりの入力/出力オペレーション）の最大数を入力します。

9. [Availability Zone]リストで、インスタンスを起動するアベイラビリティーゾーンを選択します。詳
細については、リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8) を参照してください。

Important

AmazonEBSボリュームをアタッチできるインスタンスは、同じアベイラビリティーゾー
ンに存在するものに限られます。詳細については、リージョンとアベイラビリティーゾー
ン (p. 8) を参照してください。

10. [Yes, Create] をクリックします。

Important

（Step7 (p. 657)でサイズを指定して）そのスナップショットのデフォルトサイズよりも大
きいボリュームを作成した場合、追加のスペースを活用するには、ボリュームのファイル
システムを拡張する必要があります。詳細については、ボリュームのストレージ領域を拡
張する (p. 593) を参照してください。

パブリックデータセットボリュームをアタッチして
マウントする
新しいデータセットボリュームを作成したら、データにアクセスするためにこのボリュームをAmazon
EC2 インスタンスにアタッチする必要があります（このインスタンスも新しいボリュームと同じアベ
イラビリティーゾーンに存在する必要があります）。詳細については、インスタンスへのAmazonEBS
ボリュームのアタッチ (p. 573) を参照してください。

ボリュームをインスタンスにアタッチしたら、ボリュームをインスタンスにマウントする必要がありま
す。詳細については、AmazonEBSボリュームを使用できるようにする(p. 576)を参照してください。
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リソースとタグ

Abstract

AMI、インスタンス、Amazon EBS ボリューム、スナップショットなどの Amazon EC2 リソースを管理します。

次のトピックでは、Amazon EC2 リソース（AMI、インスタンス、Amazon EBS ボリューム、スナッ
プショットなど）の管理に使用できる機能について説明します。

Topics
• リソースの場所 (p. 658)
• リソースのリスト表示とフィルタリング (p. 660)
• Amazon EC2 リソースにタグを付ける (p. 662)
• Amazon EC2 使用状況レポート (p. 671)

リソースの場所
Abstract

グローバル、リージョン、アベイラビリティーゾーンに基づくリソースのいずれであるかに応じて、Amazon EC2
リソースのタイプごとにリソースの場所を一覧で示します。

次の表は、どの Amazon EC2 リソースがグローバル、リージョン、またはアベイラビリティーゾーン
に基づくものかをまとめたものです。

説明タイプリソース

すべてのリージョンで同じ AWS アカウントを使用で
きます。

グローバルAWS アカウント

すべてのリージョンで同じ DevPay 製品コードを使用
できます。

グローバルDevPay 製品コード

API Version 2014-02-01
658

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
リソースの場所



説明タイプリソース

Amazon EC2 を使用して作成した SSH キーペアは、
そのペアを作成したリージョンでのみ使用できます。
すべてのリージョンで使用できるRSAキーペアを作成
し、アップロードすることができます。
詳細については、「AmazonEC2のキーペア(p. 470)」
を参照してください。

グローバルまた
はリージョン別

SSH キーペア

各リソース識別子（AMI ID、インスタンスID、EBSボ
リューム ID、EBS スナップショット ID など）はリー
ジョンに固定され、そのリソースを作成したリージョ
ンでのみ使用できます。

リージョン別Amazon EC2 リソース識
別子

各リソース名（セキュリティグループ名、SSHキーペ
ア名など）はリージョンに固定され、そのリソースを
作成したリージョンでのみ使用できます。複数の地域
で同じ名前のリソースを作成することはできますが、
それぞれが相互に関連付けられることはありません。

リージョン別ユーザーが指定したリソー
ス名

AMIは、Amazon S3内でそのファイルが置かれている
リージョンに固定されます。AMI は、別のリージョン
にコピーできます。詳細については、「AMI のコ
ピー (p. 90)」を参照してください。

リージョン別AMI

Elastic IPアドレスはリージョンに固定されており、同
じリージョンのインスタンスにのみ関連付けることが
できます。

リージョン別Elastic IP アドレス

セキュリティグループはリージョンに固定されており、
同じリージョンのインスタンスにのみ割り当てること
ができます。インスタンスが、セキュリティグループ
ルールを使用するリージョン以外のインスタンスと通
信できるようにすることはできません。別のリージョ
ン内のインスタンスからのトラフィックは、WAN帯域
幅とみなされます。

リージョン別セキュリティグループ

EBS スナップショットはリージョンに固定されてお
り、同じリージョン内のボリュームの作成にのみ使用
できます。スナップショットは、別のリージョンにコ
ピーできます。詳細については、「AmazonEBSスナッ
プショットのコピー (p. 608)」を参照してください。

リージョン別EBS スナップショット

Amazon EBS ボリュームはアベイラビリティーゾーン
に固定されており、同じアベイラビリティーゾーンの
インスタンスにのみアタッチできます。

アベイラビリ
ティーゾーン

EBS ボリューム

インスタンスは、そのインスタンスを起動したアベイ
ラビリティーゾーンに固定されています。ただし、イ
ンスタンス ID はリージョンに固定されています。

アベイラビリ
ティーゾーン

インスタンス

関連トピック

• リージョンとアベイラビリティーゾーン (p. 8)
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リソースのリスト表示とフィルタリング
Abstract

使用可能な複数の AWS リソースを一覧表示して、フィルタリングします。

Amazon EC2 では、異なる複数のリソースを使用することができます。リソースにはイメージ、イン
スタンス、Amazon EBS ボリューム、スナップショットなどがあります。Amazon EC2 コンソールを
使用して、一部のタイプのリソースのリストを取得できます。対応するコマンドまたは API アクショ
ンを使用して、各タイプのリソースのリストを取得できます。リソースが多い場合は、所定の条件に一
致するリソースのみが表示されるように結果をフィルタリングすることができます。

Topics
• コンソールを使用してリソースをリスト表示する (p. 660)
• コンソールを使用してリソースをフィルタリングする (p. 661)
• CLI および API を使用した一覧表示とフィルタリング (p. 661)

コンソールを使用してリソースをリスト表示する
コンソールを使用して、最も一般的に使用される Amazon EC2 リソースタイプを表示できます。その
他のリソースを表示するには、コマンドラインインターフェイスまたはAPIアクションを使用します。

コンソールを使用して EC2 リソースをリスト表示するには

1. 次の URL で Amazon EC2 コンソールを開きます: https://console.aws.amazon.com/ec2/。
2. ナビゲーションペインで、リソースに対応するオプションをクリックします（[AMIs]や [Instances]

など）。

3. このページには、すべての利用可能なリソースが表示されます。
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コンソールを使用してリソースをフィルタリングす
る
Amazon EC2 コンソールを使用して、最も一般的に使用されるリソースタイプについて基本的なフィ
ルタリングとソートを実行できます。コンソールのほとんどのページでは、特定のリソースを見つけや
すくする厳選されたオプションを持つフィルタリングリストが少なくとも1個はあります。たとえば、
インスタンスページでフィルタリストを使用して、実行中のインスタンスのみを表示できます。

また、各ページの検索フィールドを使用して、特定の属性または値を持つリソースを検索できます。文
字列の一部または複数の文字列に基づいて検索するために、正規表現を使用できます。たとえば、MySG
セキュリティグループを使用するすべてのインスタンスを検索するには、検索フィールドに「MySG」
と入力します。その結果には、文字列の一部にMySGを含むすべての値が含まれます。たとえば、MySG2
や  MySG3が該当します。結果をMySGだけに絞り込むには、検索フィールドに「\bMySG\b」と入力
します。タイプが m1.smallまたは m1.largeであるすべてのインスタンスを一覧表示するには、検
索フィールドに「m1.small|m1.large」と入力します。

その他のフィルタリング機能を実行するには、コマンドラインインターフェイスまたは API アクショ
ンを使用します。

us-east-1bアベイラビリティーゾーンでステータスが availableのボリュームをリスト表示
するには

1. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。
2. フィルタのリストから [Detached volumes] を選択します（デタッチされたボリュームは、同じア

ベイラビリティーゾーン内のインスタンスにアタッチすることができます）。
3. 検索フィールドに us-east-1bを入力します。

4. この基準に一致するボリュームが表示されます。

64 ビットWindows のパブリック Amazon EBS-Backed AMI を一覧表示するには

1. ナビゲーションペインの [AMIs] をクリックします。
2. [Filter]ペインのドロップダウンリストから、[Public Images]、[EBS Images]、および[Windows]を

選択します。
3. 検索フィールドに x86_64を入力します。

4. この基準に一致する AMI が表示されます。

CLI および API を使用した一覧表示とフィルタリン
グ
リソースタイプごとに、そのタイプのリソースを一覧表示するための CLI コマンドまたは API リクエ
ストが用意されています。たとえば、ec2-describe-imagesまたは DescribeImagesを使用する
と、Amazon Machine Image（AMI）を一覧表示できます。レスポンスには、すべてのリソースに関す
る情報が含まれます。

リソースのリストが長くなる場合には、特定の条件と一致するリソースのみが表示されるように結果を
フィルタリングすることができます。フィルタ値は複数指定できます。また、複数のフィルタを指定す
ることもできます。たとえば、タイプが m1.smallまたは m1.largeで、インスタンスの終了時に削
除するように設定された EBS ボリュームがアタッチされているすべてのインスタンスを一覧表示でき
ます。表示結果に含まれるには、インスタンスがすべてのフィルタと一致する必要があります。
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フィルタの値には、ワイルドカードを使用することもできます。アスタリスク（*）は0個以上の文字、
クエスチョンマーク（?）は1つの文字に相当します。例えば、フィルタの値として *database*を使
用すると、説明に databaseを含む EBS のすべてのスナップショットを取得することができます。
フィルタの値として databaseを指定した場合は、説明が databaseと等しいスナップショットのみ
が返されます。フィルタの値は大文字と小文字が区別されます。正確な文字列の一致、または部分文字
列の一致（ワイルドカードを使用）のみをサポートしています。

Tip

検索には、ワイルドカード文字のリテラル値を含めることができます。ただ、文字の前にバッ
クスラッシュを使用してエスケープする必要があります。例えば、\*amazon\?\\という値で
は、リテラル文字列 *amazon?\が検索されます。

特定の EC2 リソースで使用可能なフィルタのリストを表示するには、該当するコマンドに移動してく
ださい。

• Amazon EC2 CLI については、Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンスにあ
る、該当する ec2-describeコマンドを参照してください。

Tip

Windows Amazon EC2 でコマンドラインツールを使用する場合は、次に示すように引用符
の使用が必要になる場合があります。

• AWS CLI については、AWS Command Line Interface Reference にある、該当する describeコマ
ンドを参照してください。

• Windows PowerShell については、AWS Tools for Windows PowerShell Reference にある、該当する
Getコマンドを参照してください。

• クエリAPIについては、Amazon Elastic Compute Cloud API Referenceにある、該当する Describe
API アクションを参照してください。

Amazon EC2 リソースにタグを付ける
Abstract

AmazonEC2の各リソースに独自のメタデータタグを割り当てて、インスタンス、イメージ、その他のリソースを
管理します。

インスタンス、イメージなどの Amazon Elastic Compute Cloud（Amazon EC2）リソースの管理を支
援するため、各リソースにはタグという形式で独自のメタデータを割り当てることができます。ここで
は、タグとその作成方法について説明します。

Topics
• タグの基本 (p. 663)
• タグの制限 (p. 663)
• 請求用のリソースにタグを付ける (p. 665)
• コンソールによるタグの操作 (p. 665)
• API と CLI の概要 (p. 670)
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タグの基本
タグを使用すると、AWS リソースを目的、所有者、環境などさまざまな方法で分類することができま
す。タグはそれぞれ、1つのキーと1つの値で構成されており、どちらもお客様側が定義します。例え
ば、アカウントの各インスタンスの所有者とスタックレベルを追跡しやすくするため、Amazon EC2
インスタンスに対して一連のタグを定義できます。ニーズを満たす一連のタグキーをリソースタイプご
とに考案されることをお勧めします。一貫性のあるタグキーセットを使用することで、リソースの管理
が容易になります。追加したタグに基づいてリソースを検索およびフィルタリングできます。

次の図は、タグの機能を示しています。図の中では、インスタンスのそれぞれに2つのタグを割り当て
ています。1つはOwner、もう1つはStackという名前です。各タグには値も関連付けられています。

タグには、Amazon EC2 に関連する意味はなく、完全に文字列として解釈されます。また、タグは自
動的にリソースに割り当てられます。

タグの操作には、AWSManagementConsole、AmazonEC2コマンドラインインターフェイス（CLI）、
および Amazon EC2 API を使用できます。

タグを割り当てることができるのは、既存のリソースに限られます。Amazon EC2 コンソールを使用
すると、タグリストにアクセスしてインスタンスに追加することができます。タグリストは、インスタ
ンスの作成直後に適用されます。特定のリソースについて既存のタグと同じキーを持つタグを追加した
場合、古い値は新しい値によって上書きされます。タグのキーと値は編集でき、タグはリソースからい
つでも削除できます。タグの値を空の文字列に設定することはできますが、nullに設定することはでき
ません。

AWS Identity and Access Management（IAM）を使用している場合は、AWS アカウント内のユーザー
に対してタグを作成、編集、削除するアクセス許可を割り当てることができます。IAMの詳細について
は、「Amazon EC2 のリソースに対するアクセスの制御 (p. 485)」を参照してください。

タグの制限
タグには以下のような基本制限があります。

• リソースあたりのタグの最大数 – 10
• キーの最大長 – 127 文字（Unicode）
• 値の最大長 – 255 文字（Unicode）
• タグのキーと値は大文字と小文字が区別されます。
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• タグの名前または値に aws:プレフィックスは使用しないでください。このプレフィックスは AWS
用に予約されています。このプレフィックスが含まれるタグの名前または値は編集または削除できま
せん。

タグのみに基づいてリソースを終了、停止、削除することはできません。リソース識別子を指定する必
要があります。例えば、DeleteMeという名前のタグキーが付けられているスナップショットを削除す
るには、まず、タグを指定するフィルタを使用して DescribeSnapshotsを呼び出して、そのような
スナップショットの一覧を取得する必要があります。次に、スナップショットの ID（snap-1a2b3c4d
など）を指定して DeleteSnapshotsを使用します。タグを指定したフィルタを使用して
DeleteSnapshotsを呼び出すことはできません。リソースをリスト表示するときのフィルタの使い方
については、リソースのリスト表示とフィルタリング (p. 660) を参照してください。

パブリックリソースまたは共有リソースにタグを付けることはできますが、割り当てるタグはタグ付け
を行ったAWSアカウントだけが使用できるものであり、リソースを共有するその他のアカウントは使
用できません。

すべてのリソースにタグを付けることができない場合、タグの指定には API アクションまたはコマン
ドラインを使用する必要があります。次の表に、すべての Amazon EC2 リソースと、適用されるタグ
指定に制限がある場合はその制限を示します。タグ指定の制限がないリソースには、APIアクション、
CLI、およびコンソールを使用してタグを指定できます。

タグ指定の制限タグ指定のサポートリソース

なし○AMI

×バンドルタスク

なし○カスタマーゲートウェイ

なし○DHCP オプション

なし○EBS ボリューム

×Elastic IP

なし○インスタンス

なし○インターネットゲートウェイ

×キーペア

×ロードバランサー

なし○ネットワーク ACL

なし○ネットワークインターフェイス

×配置グループ

なし○リザーブドインスタンス

いいえリザーブドインスタンスのリス
ト

なし○ルートテーブル

なし○スポットインスタンスリクエス
ト

なし○セキュリティグループ – EC2
Classic
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タグ指定の制限タグ指定のサポートリソース

なし○セキュリティグループ – VPC

なし○スナップショット

なし○サブネット

なし○仮想プライベートゲートウェイ

なし○VPC

なし○VPN 接続

AWSコンソールを使用したタグ指定の詳細については、「コンソールによるタグの操作(p. 665)」を参
照してください。APIまたはコマンドラインを使用したタグ指定の詳細については、「APIとCLIの概
要 (p. 670)」を参照してください。

請求用のリソースにタグを付ける
タグを使用してAWS請求書を整理し、自分のコスト構造を反映することができます。そのためには、
AWS アカウントにサインアップして、タグキー値が含まれた AWS アカウントの請求書を取得する必
要があります。次に、リソースを組み合わせたコストを確認するために、同じタグキー値を持つリソー
スに基いて、請求情報を整理します。例えば、複数のリソースに特定のアプリケーション名のタグを付
け、請求情報を整理することで、複数のサービスを利用しているアプリケーションの合計コストを確認
することができます。詳細については、About AWS Account Billing の Cost Allocation and Tagging を
参照してください。

コンソールによるタグの操作
Amazon EC2 コンソールを使用して、同じリージョン内のすべての Amazon EC2 リソースで使用中の
タグを表示できます。タグは、リソース別およびリソースタイプ別で表示し、指定したタグに関連付け
られている各リソースタイプの項目数を表示することができます。また、Amazon EC2 コンソールを
使用して、同時に1つまたは複数のリソースについてタグの適用またはタグの削除を行うことができま
す。

Topics
• タグを表示する (p. 665)
• 個々のリソースでのタグの追加と削除 (p. 666)
• リソースグループへのタグの追加と削除 (p. 667)
• インスタンスを起動するときにタグを追加する (p. 669)
• タグを使用してリソースリストをフィルタリングする (p. 669)

タグを表示する
AmazonEC2コンソールでは、2種類の方法でタグを表示できます。個々のリソースまたはすべてのリ
ソースについて、タグを表示できます。

個々のリソースのタグを表示するには

Amazon EC2 コンソールでリソース固有のページを選択すると、リソースリストが表示されます。例
えば、ナビゲーションペインの [Instances] を選択すると、Amazon EC2 インスタンスリストが表示さ
れます。このようなリスト（インスタンスなど）からリソースを選択し、リソースがタグをサポートし
ている場合、タグを表示し、管理することができます。ほとんどのリソースページで、詳細ペインの
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[Tags] タブでタグを表示できます。次の図は、2 つのタグ（Name = DNS Server および Purpose =
Network Management）を持つインスタンスの [Tags] タブを示しています。

リソースリストには、キーが同じタグのすべての値を表示する列を追加できます。この列で、タグを使
用してリソースリストの並べ替えやフィルタリングを行うことができます。新しい列をリソースリスト
に追加し、タグを表示するには、2 つの方法があります。

• [Tags] タブでタグの [Show Column] をクリックするだけで、タグがリストに表示されます。
• [Show/Hide Columns]（歯車型のアイコン）をクリックし、[Show/Hide Columns] ダイアログボック
スの [Your Tag Keys] のタグキーを選択します。

すべてのリソースのタグを表示するには

Amazon EC2 コンソールのナビゲーションペインの [Tags] を選択して、すべてのリソースのタグを表
示できます。次の図は、リソースタイプごとに使用中のすべてのタグが表示された[Tags]ペインです。

個々のリソースでのタグの追加と削除
リソースのページから、個々のリソースのタグを直接管理できます。AMIのタグを管理している場合、
他のリソースのタグとは手順が異なります。すべての手順について以下に説明します。

個々のリソースにタグを追加するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択します。この選択は、リージョン間で共

有できるのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、重要です。詳細については、「リソー
スの場所 (p. 658)」を参照してください。
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3. ナビゲーションペインで、リソースタイプをクリックします（[Instances] など）。
4. リソースリストからリソースを選択します。
5. 詳細ペインの [Tags] タブをクリックします。
6. [Add/Edit Tags] ボタンをクリックします。
7. [Add/Edit Tags] ダイアログボックスで、各タグのキーと値を指定し、[Save] をクリックします。

個々のリソースからタグを削除するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択します。この選択は、リージョン間で共

有できるのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、重要です。詳細については、「リソー
スの場所 (p. 658)」を参照してください。

3. ナビゲーションペインで、リソースタイプをクリックします（[Instances] など）。
4. リソースリストからリソースを選択します。
5. 詳細ペインの [Tags] タブをクリックします。
6. [Add/Edit Tags] をクリックし、タグの [Delete] アイコンをクリックして、[Save] をクリックしま

す。

リソースグループへのタグの追加と削除
リソースグループにタグを追加するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択します。この選択は、リージョン間で共

有できるのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、重要です。詳細については、「リソー
スの場所 (p. 658)」を参照してください。
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3. ナビゲーションペインの [Tags] をクリックします。
4. コンテンツペインの上部にある [Manage Tags] をクリックします。
5. [Filter]ドロップダウンリストから、タグを追加するリソースタイプ（インスタンスなど）を選択し

ます。
6. リソースリストで、タグを追加する各リソースの横にあるチェックボックスをオンにします。
7. [Add Tag] の [Key] ボックスと [Value] ボックスに、使用するタグのキーと値を入力し、[Add Tag]

をクリックします。

Note

既存のタグとタグキーが同じ新しいタグを追加すると、既存のタグは新しいタグで上書き
されます。

リソースグループからタグを削除するには

1. Amazon EC コンソール（https://console.aws.amazon.com/ec2/）を開きます。
2. ナビゲーションバーで、ニーズに合ったリージョンを選択します。この選択は、リージョン間で共

有できるのが一部のAmazonEC2リソースのみであるため、重要です。詳細については、「リソー
スの場所 (p. 658)」を参照してください。

3. ナビゲーションペインの [Tags] をクリックします。
4. コンテンツペインの上部にある [Manage Tags] をクリックします。
5. 使用中のタグを表示するには、[Show/HideColumns]（歯車型のアイコン）をクリックし、[Show/Hide

Columns] ダイアログボックスで、表示するタグキーを選択し、[Close] をクリックします。
6. [Filter]ドロップダウンリストから、タグを削除するリソースタイプ（インスタンスなど）を選択し

ます。
7. リソースリストで、タグを削除する各リソースの横にあるチェックボックスをオンにします。
8. [RemoveTag]で、[Key]ボックスをクリックしてキーを選択するか、キー名を入力して、[Remove

Tag] をクリックします。
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インスタンスを起動するときにタグを追加する
[Launch Wizard] を使用してタグを追加するには

1. ナビゲーションバーで、インスタンスを起動するリージョンを選択します。この選択は、リージョ
ン間で共有できるのが一部の Amazon EC2 リソースのみであるため、重要です。ニーズに合った
リージョンを選択してください。詳細については、「リソースの場所 (p. 658)」を参照してくださ
い。

2. EC2 ダッシュボードの [Launch Instance] ボタンをクリックします。
3. [Choose an Amazon Machine Image (AMI)] ページには、Amazon マシンイメージ（AMI）と呼ば

れる基本設定リストが表示されます。使用するAMIを選択し、[Select]ボタンをクリックします。
AMI の選択の詳細については、「適切な AMI の検索 (p. 60)」を参照してください。

4. [Configure InstanceDetails]ページで、必要に応じてインスタンスの設定を行い、[Next: AddStorage]
をクリックします。

5. [Add Storage] ページで、インスタンスに追加のストレージボリュームを指定できます。完了した
ら、[Next: Tag Instance] をクリックします。

6. [Tag Instance] ページで、キーと値の組み合わせを指定することによって、インスタンスのタグを
指定します。[Create Tag] をクリックして、複数のタグをインスタンスに追加します。完了した
ら、[Next: Configure Security Group] をクリックします。

7. [Configure SecurityGroup]ページで、所有する既存のセキュリティグループから選択するか、ウィ
ザードで新しいセキュリティグループを作成します。完了したら、[Review and Launch] をクリッ
クします。

8. 設定を確認します。選択した内容でよければ、[Launch]をクリックします。既存のキーペアを選択
するか、新しいキーペアを作成し、確認のチェックボックスを選択して、[Launch Instances] をク
リックします。

タグを使用してリソースリストをフィルタリングする
1 つまたは複数のタグキーとタグ値に基づいて、リソースリストをフィルタリングできます。

タグを使用してリソースリストをフィルタリングするには

1. 次の手順でタグの列を表示します。
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a. リソースのいずれかを選択します。
b. 詳細ペインの [Tags] タブをクリックします。
c. リスト内のタグを選択し、[Show Column] をクリックします。

2. フィルタリストを表示するタグの列の右上にあるフィルタアイコンをクリックします。
3. タグ値を選択し、[Apply Filter] をクリックして結果リストをフィルタリングします。

API と CLI の概要
リソースのタグの追加、更新、リスト表示、および削除には、次の API および CLI コマンドを使用し
ます。各コマンドのドキュメントには、例が記載されています。これらのコマンドラインインターフェ
イスについての詳細は、Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

API アクションAWS Tools for
Windows
PowerShell

AWS CLIAmazon EC2
CLI

説明

CreateTagsNew-EC2Tagcreate-tagsec2-create-tags指定したリソースの
1つまたは複数のタ
グを追加または上書
きします。

DeleteTagsRemove-EC2Tagdelete-tagsec2-delete-tags指定したリソースか
ら指定したタグを削
除します。

DescribeTagsGet-EC2Tagdescribe-tagsec2-describe-tagsリソースの1つまた
は複数について説明
します。

また、タグに基づいてリソースのリストをフィルタリングすることもできます。構文例については、コ
ンソールを使用してリソースをフィルタリングする(p. 661)を参照してください。各リソースでサポー
トされているフィルタについては、該当するコマンドを参照してください:

• Amazon EC2 CLI については、Amazon Elastic Compute Cloud コマンドラインリファレンスにあ
る、該当する ec2-describeコマンドを参照してください。

• AWS CLI については、AWS Command Line Interface Reference にある、該当する describeコマ
ンドを参照してください。
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• Windows PowerShell については、AWS Tools for Windows PowerShell Reference にある、該当する
Getコマンドを参照してください。

• クエリAPIについては、Amazon Elastic Compute Cloud API Referenceにある、該当する Describe
API アクションを参照してください。

Amazon EC2 使用状況レポート
Abstract

Amazon EC2 使用状況レポートを使用して、インスタンスの使用状況を分析します。

Amazon EC2 で提供されている使用状況レポートを使用すると、インスタンスの使用状況を詳細に分
析できます。使用状況レポートのデータは、毎日複数回更新されます。レポートは、AWSアカウント、
リージョン、アベイラビリティーゾーン、オペレーティングシステム、インスタンスタイプ、購入オプ
ション、テナンシー、およびタグでフィルタリングできます。

アカウントの使用状況およびコストデータを取得するには、そのアカウントの認証情報を持っており、
アカウントのリソースおよびタグ付きの請求明細レポートを有効にする必要があります。一括請求を使
用しており、支払いアカウントにログインしている場合は、支払いアカウントおよびそのリンクされて
いるすべてのアカウントのデータを表示できます。一括請求を使用しており、リンクされているいずれ
かのアカウントにログインしている場合は、そのリンクされているアカウントのデータのみを表示でき
ます。一括請求については、Pay Bills for Multiple Accounts with Consolidated Billing を参照してくださ
い。

Topics
• 使用可能なレポート (p. 671)
• 使用状況レポートをセットアップする (p. 671)
• IAM ユーザーに Amazon EC2 使用状況レポートへのアクセル権を付与する (p. 673)
• インスタンスの使用状況レポート (p. 674)
• リザーブドインスタンスの使用率レポート (p. 677)

使用可能なレポート
生成できるレポートは次のとおりです。

• インスタンスの使用状況レポート (p. 674)。このレポートは、オンデマンドインスタンス、スポット
インスタンス、およびリザーブドインスタンスの使用状況を対象としています。

• リザーブドインスタンスの使用率レポート (p. 677)。このレポートは、予約済みの処理能力の使用状
況を対象としています。

使用状況レポートをセットアップする
開始する前に、以下の手順に示すように、リソースおよびタグ付きの請求明細レポートを有効にしま
す。この手順を完了したら、インスタンスの使用状況データの収集を開始します。請求明細レポートを
既に有効にしている場合は、有効にしてから収集している使用状況データにアクセスできます。

Important

これらの手順を完了するには、AWS アカウント認証情報を使用してログインする必要があり
ます。IAMユーザー認証情報を使用してログインした場合、これらの手順を完了することはで
きません。
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請求明細レポートを有効にするには

1. 使用状況データを受け取るために既存の Amazon S3 バケットを選択します。請求書データが含ま
れているので、このバケットへのアクセス権を必ず管理してください（これらのファイルを保存し
ておく必要はありません。実際には、不要になったらすぐに削除してかまいません）。バケットが
ない場合は、以下のようにして作成します。

a. Amazon S3 コンソールを開きます。
b. [Create Bucket] をクリックします。
c. [Create aBucket]ダイアログボックスにバケットの名前（例えば、username-ec2-usage-data）

を入力し、リージョンを選択して、[Create]をクリックします。バケット名の要件の詳細につ
いては、Amazon Simple Storage Service コンソールユーザーガイドの Creating a Bucket を
参照してください。

2. 請求コンソールを https://console.aws.amazon.com/billing/home?# から開きます。
3. ナビゲーションペインの [Preferences] をクリックします。
4. [Receive Billing Reports] を選択します。
5. [Save to S3 Bucket] で Amazon S3 バケットの名前を指定し、[Verify] をクリックします。
6. Amazon S3 バケットに対して、使用状況データを公開するための AWS アクセス許可を付与しま

す。

a. [Receive Billing Reports]で、[sample policy]をクリックします。サンプルポリシーをコピーし
ます。サンプルポリシーは、指定したバケット名を使用しています。

b. 別のブラウザタブで、Amazon S3 コンソールを開きます。バケットを選択して、[Properties]
をクリックし、[Permissions]を展開します。[Permissions]セクションで、[Add bucket policy]
をクリックします。サンプルポリシーをテキストエリアに貼り付けて、[Save]をクリックしま
す。[Permissions] セクションで、[Save] をクリックします。

c. サンプルポリシーのあるブラウザタブに戻り、[Done] をクリックします。

7. [Report] で、[Detailed billing report with resources and tags] を選択します。
8. [Save Preferences] をクリックします。

Note

レポートにデータが表示されるまで、最大 1 日かかる場合があります。

インスタンスは、タグを使用して分類できます。インスタンスにタグを付加してから、これらのタグに
基づくレポートを有効にする必要があります。

タグによる使用状況レポートを有効にするには

1. インスタンスにタグを付加します。最良の結果を得るために、レポートに使用する各タグをそれぞ
れのインスタンスに必ず追加してください。インスタンスにタグを付加する方法の詳細について
は、Amazon EC2 リソースにタグを付ける (p. 662) を参照してください。

2. 請求コンソールを https://console.aws.amazon.com/billing/home?# から開きます。
3. ナビゲーションペインの [Preferences] をクリックします。
4. [Report] で、[Manage report tags] をクリックします。
5. ページに作成したタグのリストが表示されます。インスタンスの使用状況データのフィルタリング

またはグループ化に使用するタグを選択し、[Save]をクリックします。選択しないタグはすべて、
インスタンスの使用状況レポートから自動的に除外されます。
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Note

これらの変更は、現在の月のデータのみに適用されます。これらの変更が有効になるま
で、最大 1 日かかる場合があります。

IAMユーザーにAmazon EC2使用状況レポートへの
アクセル権を付与する
デフォルトでは、IAMユーザーはAmazonEC2使用状況レポートにアクセスできません。IAMユーザー
にこれらのレポートへのアクセス許可を付与する IAM ポリシーを作成する必要があります。

次のポリシーでは、ユーザーは両方の Amazon EC2 使用状況レポートを表示できます。

{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement":[{
    "Effect": "Allow",
    "Action": "ec2-reports:*",
    "Resource": "*"
  }
  ]
}

次のポリシーでは、ユーザーはインスタンスの使用状況レポートを表示できます。

{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement":[{
    "Effect": "Allow",
    "Action": "ec2-reports:ViewInstanceUsageReport",
    "Resource": "*"
  }
  ]
}

次のポリシーでは、ユーザーはリザーブドインスタンスの使用率レポートを表示できます。

{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement":[{
    "Effect": "Allow",
    "Action": "ec2-reports:ViewReservedInstanceUtilizationReport",
    "Resource": "*"
  }
  ]
}

IAM ポリシーの詳細については、IAM を使用するの Permissions and Policies を参照してください。
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インスタンスの使用状況レポート
Abstract

インスタンスの使用状況をレポートとして表示します。

インスタンスの使用状況レポートを使用して、インスタンスの使用状況およびコストの傾向を表示でき
ます。使用状況データは、インスタンス時間またはコストで表示できます。時間単位、日次、および月
次の使用状況データの集計を表示するように選択できます。レポートは、リージョン、アベイラビリ
ティーゾーン、インスタンスタイプ、AWSアカウント、プラットフォーム、テナンシー、購入オプショ
ン、またはタグでフィルタリングまたはグループ化できます。レポートを設定したら、後で簡単に戻れ
るようにブックマークしておくことができます。

以下に、インスタンスの使用状況レポートを作成すると回答を得られる、いくつかの質問の例を示しま
す。

• 各インスタンスタイプのインスタンスには、どのくらいのコストがかかりますか?
• 特定の部門でどのくらいのインスタンス時間が使用されていますか?
• 自分のインスタンスの使用は、複数のアベイラビリティーゾーンにわたってどのように分散されてい
ますか?

• 自分のインスタンスの使用は、複数の AWS アカウントにわたってどのように分散されていますか?

Topics
• レポートの形式 (p. 674)
• インスタンスの使用状況を表示する (p. 675)
• カスタムレポートをブックマークする (p. 677)
• 使用状況データをエクスポートする (p. 677)

レポートの形式
要求した使用状況データは、グラフと表の両方で表示されます。

例えば、次のグラフには、インスタンスタイプ別のコストが表示されています。グラフの要点には、ど
の色がどのインスタンスタイプを表しているかが示されています。棒グラフのセグメントに関する詳細
情報を表示するには、その上にマウスを移動します。
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対応する表には、各インスタンスタイプについて1つの列が表示されています。列の一番上には、グラ
フ内のインスタンスタイプと同じ色を持つ色の帯が表示されていることに注意してください。

インスタンスの使用状況を表示する
以下の手順は、提供されているいくつかの機能を使用して、使用状況レポートを生成する方法を示して
います。

開始する前に、セットアップが終了している必要があります。詳細については、使用状況レポートを
セットアップする (p. 671) を参照してください。
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インスタンスの使用状況をインスタンスタイプでフィルタリングおよびグループ化するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Reports] をクリックし、[EC2 Instance Usage Report] をクリックしま

す。
3. [Unit]のオプションを選択します。インスタンスが実行されている時間を時間単位で表示するには、

Instance Hoursを選択します。インスタンスの使用状況のコストを表示するには、Costを選択
します。

4. [Granularity] および [Time range] のオプションを選択します。

• 時間範囲内で時間ごとに要約されたデータを表示するには、Hourly単位を選択します。時間単
位のデータを表示する場合は、最大 2 日間の時間範囲を選択できます。

• 時間範囲内で日ごとに要約されたデータを表示するには、Daily単位を選択します。日次デー
タを表示する場合は、最大 2 か月間の時間範囲を選択できます。

• 時間範囲内で月ごとに要約されたデータを表示するには、Monthly単位を選択します。

5. [Filter] リストで、[Instance Type] を選択します。[Group by] リストで、[Instance Type] を選
択します。

6. フィルタリングエリアで 1 つ以上のインスタンスタイプを選択し、[Update Report] をクリックし
ます。[Applied Filters] に、指定したフィルタリングが表示されます。

ページの一番上で [Reports] または [EC2 Management Console] をクリックすると、Amazon EC2
コンソールに戻ることができます。

タグに基づいてインスタンスの使用状況をグループ化するには

1. インスタンスの使用状況レポートページを開きます。
2. [Unit]のオプションを選択します。インスタンスが実行されている時間を時間単位で表示するには、

Instance Hoursを選択します。インスタンスの使用状況のコストを表示するには、Costを選択
します。

3. [Granularity] および [Time range] のオプションを選択します。

• 時間範囲内で時間ごとに要約されたデータを表示するには、Hourly単位を選択します。時間単
位のデータを表示する場合は、最大 2 日間の時間範囲を選択できます。

• 時間範囲内で日ごとに要約されたデータを表示するには、Daily単位を選択します。日次デー
タを表示する場合は、最大 2 か月間の時間範囲を選択できます。

• 時間範囲内で月ごとに要約されたデータを表示するには、Monthly単位を選択します。

4. [Group by] リストで、[Tag] を選択します。
5. [Key Name] ボックスをクリックし、リストから名前を選択して、[Update Report] をクリックしま

す。このリストに項目がない場合は、タグによる使用状況レポートを有効にする必要があります。
詳細については、タグによる使用状況レポートを有効にするには (p. 672) を参照してください。
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カスタムレポートをブックマークする
カスタムレポートを再度生成することができます。そのためには、レポートをブックマークしておきま
す。

カスタムレポートをブックマークするには

1. レポートのオプションとフィルタを選択します。項目を 1 つ選択すると、コンソール URL にパラ
メータが1つ追加されます。例えば、granularity=Hourlyと Filtersを選択すると、filter_list
となります。

2. ブラウザを使用して、コンソール URL をブックマークに追加します。
3. 今後同じレポートを生成するには、作成したブックマークを使用します。

使用状況データをエクスポートする
レポートのグラフまたは表を他のレポートに含めることができます。そのためには、データをエクス
ポートします。

使用状況データをエクスポートするには

1. レポートのオプションとフィルタを選択します。
2. 使用状況データを.csvファイルとしてテーブルからエクスポートするには、[Download]をクリッ

クして [CSV Only] を選択します。
3. グラフ形式の使用状況データを .pngとしてエクスポートするには、[Download] をクリックして

[Graph Only] を選択します。

リザーブドインスタンスの使用率レポート
Abstract

リザーブドインスタンスの使用率レポートを使用して、購入した Amazon EC2 リザーブドインスタンスの使用率
を確認します。

リザーブドインスタンスの使用状況レポートには、所有する Amazon EC2 リザーブドインスタンスの
各グループ（つまり、バケット）の一定期間における使用量が示されます。各バケットには、リージョ
ン、アベイラビリティーゾーン、インスタンスタイプ、テナンシー、提供タイプ、およびプラットフォー
ムの一意の組み合わせが存在します。レポートの対象とする時間範囲を、1日間（昨日、今日）から数
週間、1か月から数か月間、1年間、または 3年間から指定できます。参照可能なデータは、アカウン
トの請求明細レポートをいつ有効にしたかによって異なります（使用状況レポートをセットアップす
る(p. 671)を参照）。たとえば、リザーブドインスタンスの使用状況レポートでは、バケット内でのイ
ンスタンス利用に対して支払われたリザーブドインスタンス料金とオンデマンド価格が比較され、レ
ポートの対象時間範囲の節約額が示されます。
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Note

リザーブドインスタンスバケットでは、Amazon VPC と Amazon VPC 以外 (EC2 Classic) の
ネットワークプラットフォームタイプにおけるリザーブドインスタンスが、請求書の計算と同
じように集計されます。さらに、バケット内のリザーブドインスタンスによって、前払い価格
と時間単価が異なる可能性があります。

以下に、リザーブドインスタンスの使用率レポートを使用して答えを示すことができる、いくつかの質
問の例を示します。

• 自分はリザーブドインスタンスをどのくらい適切に使用しているのでしょうか?
• リザーブドインスタンスによってコストを削減できているのでしょうか?

リザーブドインスタンスの詳細については、リザーブドインスタンス (p. 218) を参照してください。

開始する前に、セットアップが終了している必要があります。詳細については、使用状況レポートを
セットアップする (p. 671) を参照してください。

Topics
• レポートについて理解する (p. 678)
• カスタムレポートをブックマークする (p. 682)
• 使用状況データをエクスポートする (p. 682)
• オプションリファレンス (p. 682)

レポートについて理解する
リザーブドインスタンスの使用率レポートには、要求した使用率データがグラフと表の形式で表示され
ます。
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レポートでは、一定期間のリザーブドインスタンスの利用データがバケット別に集計されます。レポー
トのテーブルの各行はバケットを表しており、次のメトリックスが示されます。

• Count - レポートの期間内に同時に所有されたリザーブドインスタンスの最大数。
• UsageCost -リザーブドインスタンスバケットの対象となるインスタンス利用に適用される、リザー
ブドインスタンス合計使用料。

• Total Cost - リザーブドインスタンスバケットに関連付けられた利用期間における、使用料と前払い
償却料金の合計金額。

Note

リザーブドインスタンスマーケットプレイスで販売したリザーブドインスタンスがバケット
に含まれており、そのリザーブドインスタンスがレポート期間のどの時点においてもアク
ティブであった場合、バケットの合計コストが増加し、節約額が低く計算される可能性があ
ります。

• Savings – その期間の利用に対してかかるはずのオンデマンド価格と、リザーブドインスタンスを使
用して実際にかかるコスト（合計コスト）の差額。

• Average Utilization - 一定期間におけるリザーブドインスタンスバケットの 1 時間あたりの平均使用
率。

• [Maximum Utilization – レポート対象期間における任意の 1 時間の最大使用率。

テーブルの行（リザーブドインスタンスバケット）ごとに、レポートに選択された [Time range] にお
ける、選択された [Show] メトリックに基づくデータがグラフで表されます。グラフの各ポイントは、
ある時点でのメトリックスを表しています。レポートオプションについては、オプションリファレン
ス (p. 682) を参照してください。
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表内で選択した各行の左端に表示される色の帯は、グラフ内のレポートの線に対応しています。行の左
端にあるチェックボックスをオンにすると、グラフにその行を表示できます。

デフォルトでは、リザーブドインスタンスの使用率レポートは、過去 14 日間におけるすべてのリザー
ブドインスタンスバケットのデータを返します。グラフには、表内の先頭の5つのバケットの平均使用
率が表示されます。レポートグラフをカスタマイズして、1日、数週間、数か月、または数年の期間に
おけるさまざまな使用率（平均使用率、最大使用率）やコスト（総コスト、使用コスト）データを表示
することができます。

たとえば、次のレポートテーブルは2か月間のリザーブドインスタンスの使用率を示しています。この
場合の期間は、12 月 1 日～ 1 月 31 日です。このレポートは、eu-west-1a、eu-west-1b、および
eu-west-1c 内のリザーブドインスタンスバケットに関するデータのみを返すようにフィルタリングさ
れています。

グラフには、選択したバケットのリザーブドインスタンスの日次平均使用率が示されています。

レポートをカスタマイズする

[Time range] および [Filter] オプションを使用して、リザーブドインスタンスの使用率レポートをカス
タマイズできます。
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[Time range]では、一般的な相対時間範囲のリスト（今日～過去3年間）が示されます。ニーズに最も
適した時間範囲を選択し、[Update Report] をクリックして変更を適用します。リストにない時間範囲
を適用するには、[Custom] を選択し、レポート実行の開始日と終了日を入力します。

[Filter] を使用すると、リザーブドインスタンスの使用率レポートを、リージョン、インスタンスタイ
プ、アカウント、プラットフォーム、テナンシー、および提供タイプのうち、1つ以上のリザーブドイ
ンスタンスで絞り込むことができます。例えば、リージョン、リージョン内の特定のアベイラビリティー
ゾーン、あるいはその両方でフィルタリングを行うことができます。リージョンでフィルタリングを行
うには、[Regions] を選択し、レポートに含めるリージョンおよびアベイラビリティーゾーンを選択し
て、[Update Report] をクリックします。

フィルタリングが何も適用されない場合、このレポートはすべての結果を返します。

レポートオプションについては、オプションリファレンス (p. 682) を参照してください。
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カスタムレポートをブックマークする
カスタムレポートを再度生成することができます。そのためには、レポートをブックマークしておきま
す。

カスタムレポートをブックマークするには

1. レポートのオプションとフィルタを選択します。項目を 1 つ選択すると、コンソール URL にパラ
メータが1つ追加されます。例えば、granularity=Hourlyと Filtersを選択すると、filter_list
となります。

2. ブラウザを使用して、コンソール URL をブックマークに追加します。
3. 今後同じレポートを生成するには、作成したブックマークを使用します。

使用状況データをエクスポートする
レポートのグラフまたは表を他のレポートに含めることができます。そのためには、データをエクス
ポートします。

使用状況データをエクスポートするには

1. レポートのオプションとフィルタを選択します。
2. 使用状況データを.csvファイルとしてテーブルからエクスポートするには、[Download]をクリッ

クして [CSV Only] を選択します。
3. グラフ形式の使用状況データを .pngとしてエクスポートするには、[Download] をクリックして

[Graph Only] を選択します。

オプションリファレンス
レポートのグラフに表示するメトリックを指定するには、[Show] オプションを使用します。

• 平均使用率

選択した時間範囲における時間単位の使用率の平均が表示されます。1時間のバケットの使用率は、
その 1 時間に使用されたインスタンス時間数を、その 1 時間に所有されていたリザーブドインスタ
ンスの合計数で除算して計算されます。

• 最大使用率

選択した時間範囲における時間単位の使用率の最大値が表示されます。1 時間のバケットの使用率
は、その 1 時間に使用されたインスタンス時間数を、その 1 時間に所有されていたリザーブドイン
スタンスの合計数で除算して計算されます。

• 使用料

リザーブドインスタンスの選択したバケットの時間単位料金に基づく合計コストが表示されます。重
度使用リザーブドインスタンスバケットの場合、期間内の時間数と、バケット内のリザーブドインス
タンスに関連付けられている時間単価を乗算して使用料が計算されます。中度使用および軽度使用リ
ザーブドインスタンスの場合、選択された期間に使用されるインスタンス時間数と、バケット内の各
リザーブドインスタンスの時間単価を乗算して使用料が計算されます。

• 合計コスト

レポート生成対象の期間における、使用料と、バケット内のリザーブドインスタンスの前払い料金の
償却部分の合計が表示されます。

レポートが基づく期間を指定するには、[Time range] を使用します。
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Note

すべての期間は UTC 時間で指定されます。

• 今日

現在の暦日の時間中に発生した使用状況のデータが表示されます。時間単位、日次単位、または月次
単位で使用できます。

• 過去 2 日間

現在の暦日と直前の1暦日中に発生した使用状況のデータが表示されます。時間単位、日次単位、ま
たは月次単位で使用できます。

• 過去 7 日間

現在の暦日と直前の6暦日間に発生した使用状況のデータが表示されます。日次単位または月次単位
で使用できます。

• 過去 14 日間

現在の暦日と直前の 13 暦日間に発生した使用状況のデータが表示されます。日次単位または月次単
位で使用できます。

• 今月

現在の暦月中に発生した使用状況のデータが表示されます。日次単位または月次単位で使用できま
す。

• 過去 2 か月間

現在の暦月と直前の暦月中に発生した使用状況のデータが表示されます。日次単位または月次単位で
使用できます。

• 過去 6 か月間

現在の暦月と直前の 5 暦月間に発生した使用状況のデータが表示されます。月次単位で使用できま
す。

• 過去 12 か月間

現在の暦月と直前の 11 暦月間に発生した使用状況のデータが表示されます。月次単位で使用できま
す。

• 今年

現在の暦年中に発生した使用状況のデータが表示されます。月次単位で使用できます。
• 過去 3 年間

現在の暦年と直前の 2 暦年間に発生した使用状況のデータが表示されます。月次単位で使用できま
す。

• カスタム

mm/dd/yyyyの形式で指定した開始日と終了日に基づく時間範囲のデータが表示されます。時間単位、
日次単位、または月次単位で使用できますが、指定できる最大時間範囲は、時間単位のデータの場合
は 2 日間、日次データの場合は 2 か月間、月次データの場合は 3 年間です。

レポートに表示するデータを絞り込むには、[Filter] を使用します。

• リージョン
• インスタンスタイプ
• アカウント
• プラットフォーム
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• テナンシー
• 提供しているタイプ
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インスタンスのトラブルシューティ
ング

Abstract

インスタンスのトラブルシューティングを行います。

次のドキュメントは、インスタンスに関する問題を解決するために役立ちます。

Topics
• インスタンスがすぐに終了する場合の対処方法 (p. 685)
• インスタンスへの接続に関するトラブルシューティング (p. 686)
• インスタンスの停止に関するトラブルシューティング (p. 691)
• インスタンスの終了（シャットダウン）のトラブルシューティング (p. 693)
• ステータスチェックに失敗したインスタンスのトラブルシューティング (p. 693)
• インスタンスの容量に関するトラブルシューティング (p. 718)
• コンソール出力の取得とインスタンスの再起動 (p. 718)

Windowsインスタンスの詳細なヘルプについては、『AmazonElastic ComputeCloudMicrosoftWindows
Guide』の「Troubleshooting Windows Instances」を参照してください。

また、Amazon EC2 forum で答えを探し、質問を投稿することもできます。

インスタンスがすぐに終了する場合の対処方法
Abstract

インスタンスがすぐに終了する場合の問題を解決します。

インスタンスの起動後、そのステータスをチェックして、pendingステータスから terminatedス
テータスではなく runningステータスになったことを確認するようにお勧めします。

Amazon EBS-backed インスタンスがすぐに終了する理由を次にいくつか示します。
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• ボリューム制限に達した。ボリューム制限に関する情報を確認し、ボリューム制限を緩和するリクエ
ストを送信するには、「Request to Increase the Amazon EBS Volume Limit」を参照してください。

• AMI で必要な部分が欠けている。
• スナップショットが破損している。

インスタンスの終了理由の取得
Amazon EC2コンソール、CLI、またはAPIを使用して、インスタンスが終了した理由に関する情報を
取得できます。

インスタンスが終了した理由をコンソールを使用して調べるには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションぺインで、[Instances] をクリックしてインスタンスの詳細を表示します。
3. インスタンスを選択します。
4. [Description] タブで、[State transition reason] ラベルの横にある理由を探します。インスタンスが

まだ実行されている場合、通常は理由は表示されません。インスタンスを明示的に停止または終了
した場合、理由は User initiated shutdownです。

インスタンスが終了した理由をコマンドラインを使用して調べるには

1. 次のように、ec2-describe-instances コマンドを詳細モードで使用します。

PROMPT> ec2-describe-instances instance_id -v

2. 表示された XML レスポンスで、stateReason要素を見つけます。この要素は次の例のようにな
ります。

<stateReason>
   <code>Client.UserInitiatedShutdown</code>
   <message>Client.UserInitiatedShutdown: User initiated shutdown</message>
</stateReason>

この応答例は、実行中のインスタンスを停止または終了した後に表示される理由コードを示しま
す。インスタンスがすぐに終了した場合、インスタンスが終了した理由（例:
VolumeLimitExceeded）を説明する codeおよび message要素が表示されます。

インスタンスへの接続に関するトラブルシューティ
ング

Abstract

インスタンスへの接続に関するトラブルシューティングを行います。

以下では、発生する可能性のある問題、およびインスタンスへの接続時に表示される可能性のあるメッ
セージを示します。

Topics
• インスタンスへの接続エラー: 接続タイムアウト (p. 687)
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• エラー: ユーザーキーがサーバーによって認識されない (p. 688)
• エラー: Host key not found、Permission denied (publickey)、またはAuthentication failed, permission
denied（ホストキーが見つかりません、権限の拒否（publickey）、または認証失敗、権限の拒
否） (p. 690)

• エラー: Unprotected Private Key File（保護されていないプライベートキーファイル） (p. 690)
• エラー: Server refused our key または No supported authentication methods available（サーバーは
キーを拒否しましたまたは利用可能なサポートされる認証方法はありません） (p. 691)

• Safari ブラウザでの MindTerm 使用のエラー (p. 691)

Windowsインスタンスの詳細なヘルプについては、『AmazonElastic ComputeCloudMicrosoftWindows
Guide』の「Troubleshooting Windows Instances」を参照してください。

また、Amazon EC2 forum で答えを探し、質問を投稿することもできます。

インスタンスへの接続エラー: 接続タイムアウト
インスタンスへ接続しようとして、エラーメッセージ Network error: Connection timed outま
たは Error connecting to [instance], reason: -> Connection timed out: connectが
表示される場合、次を実行します。

• セキュリティグループルールを調べます。パブリック IP アドレスから適切なポートへのインバウン
ドトラフィックがセキュリティグループルールで許可されている必要があります。SSH を使用して
Linux インスタンスに接続している場合、通常はポート 22 です。RDP を使用してWindows インス
タンスに接続している場合、通常はポート3389です。詳細については、「インスタンスへのネット
ワークアクセスの許可 (p. 522)」を参照してください。

• [EC2-VPC]サブネットのルートテーブルを確認します。VPC（0.0.0.0/0）の外部あてのすべての
トラフィックを VPC のインターネットゲートウェイに送信するには、ルートが必要です。

• サーバーが過負荷になっている可能性のあるインスタンスの CPU 負荷を確認します。AWS は自動
的にAmazonCloudWatchメトリックスおよびインスタンスステータスなどのデータを提供します。
これを使用してインスタンスの CPU 負荷を確認でき、必要に応じて、負荷の処理方法を調整できま
す。詳細については、「CloudWatchによるインスタンスのモニタリング(p. 395)」を参照してくださ
い。
• 負荷が変化する場合、Auto Scaling および Elastic Load Balancing を使用して、インスタンスの増
減を自動的に縮小・拡張できます。

• 負荷が常に増加している場合、大きなインスタンスタイプに移動できます。詳細については、「イ
ンスタンスのサイズ変更 (p. 131)」を参照してください。

• インスタンスの起動時に選択されたキーペアに対応する秘密キーファイルを使用していることを確認
します。詳細については、「Amazon EC2 のキーペア (p. 470)」を参照してください。

• AMI 用の適切なユーザー名で接続していることを確認します。
• Amazon Linux AMI の場合は、ユーザー名は ec2-userです。

• RHEL5AMIの場合は、ほとんどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。

• Ubuntu AMI の場合は、ユーザー名は ubuntuです。

• それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

MindTermを使用して接続している場合、[Connect To Your Instance]ウィンドウの [User name]ボッ
クスにユーザー名を入力します。

PuTTY を使用して接続している場合、[PuTTY Configuration] ウィンドウの [Host name] ボックスに
ユーザー名を入力します。
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エラー:ユーザーキーがサーバーによって認識されな
い
SSH を使用してインスタンスに接続している場合

• ssh -vvvを使用して、接続中に 3 倍詳細デバッグ情報を取得します。

#ssh -vvv -i [your key name].pem ec2-user@[public DNS address of your in 
stance].compute-1.amazonaws.com  

次のサンプル出力は、サーバーが認識しないキーを使用してインスタンスに接続しようとした場合に
表示される可能性があります。

open/ANT/myusername/.ssh/known_hosts).
debug2: bits set: 504/1024
debug1: ssh_rsa_verify: signature correct
debug2: kex_derive_keys
debug2: set_newkeys: mode 1
debug1: SSH2_MSG_NEWKEYS sent
debug1: expecting SSH2_MSG_NEWKEYS
debug2: set_newkeys: mode 0
debug1: SSH2_MSG_NEWKEYS received
debug1: Roaming not allowed by server
debug1: SSH2_MSG_SERVICE_REQUEST sent
debug2: service_accept: ssh-userauth
debug1: SSH2_MSG_SERVICE_ACCEPT received
debug2: key: boguspem.pem ((nil))
debug1: Authentications that can continue: publickey
debug3: start over, passed a different list publickey
debug3: preferred gssapi-keyex,gssapi-with-mic,publickey,keyboard-interact 
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ive,password
debug3: authmethod_lookup publickey
debug3: remaining preferred: keyboard-interactive,password
debug3: authmethod_is_enabled publickey
debug1: Next authentication method: publickey
debug1: Trying private key: boguspem.pem
debug1: read PEM private key done: type RSA
debug3: sign_and_send_pubkey: RSA 
9c:4c:bc:0c:d0:5c:c7:92:6c:8e:9b:16:e4:43:d8:b2
debug2: we sent a publickey packet, wait for reply
debug1: Authentications that can continue: publickey
debug2: we did not send a packet, disable method
debug1: No more authentication methods to try.
Permission denied (publickey).

SSH（MindTerm）を使用してインスタンスに接続している場合

• Java が有効になっていない場合、サーバーはユーザーキーを認識しません。Java を有効にするに
は、Java ドキュメントの How do I enable Java in my web browser? を参照してください。

PuTTY を使用してインスタンスに接続している場合

• 秘密キー（.pem）ファイルがPuTTYによって認識される形式（.ppk）に変換されていることを確認
します。プライベートキーの変換の詳細については、「PuTTYを使用したWindowsからLinux/Unix
インスタンスへの接続 (p. 338)」を参照してください。

Note

PuTTYgenでプライベートキーファイルをロードし、[Generate]ではなく [Save Private Key]
を選択します。

• AMI 用の適切なユーザー名で接続していることを確認します。[PuTTY Configuration] ウィンドウの
[Host name] ボックスにユーザー名を入力します。
• Amazon Linux AMI の場合は、ユーザー名は ec2-userです。

• RHEL5AMIの場合は、ほとんどの場合ユーザー名はrootですが、ec2-userの場合もあります。

• Ubuntu AMI の場合は、ユーザー名は ubuntuです。

• それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。
• 適切なポートへのインバウンドトラフィックを許可しているインバウンドセキュリティグループがあ
ることを確認します。詳細については、「インスタンスへのネットワークアクセスの許可 (p. 522)」
を参照してください。
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エラー: Host key not found、Permission denied
(publickey)、またはAuthentication failed, permission
denied（ホストキーが見つかりません、権限の拒否
（publickey）、または認証失敗、権限の拒否）
SSH を使用してインスタンスに接続し、Host key not found in [directory]、Permission
denied publickey 、または Authentication failed, permission deniedのいずれかのエ
ラーが発生した場合は、AMI用の適切なユーザー名で接続していて、なおかつインスタンス用の適切な
プライベートキー（.pem ファイルを指定していることを確認します。MindTermクライアントについ
ては、[Connect To Your Instance] ウィンドウの [User name] ボックスにユーザー名を入力します。

適切なユーザー名は以下のとおりです。

• Amazon Linux AMI の場合は、ユーザー名は ec2-userです。

• RHEL5 AMI の場合は、ほとんどの場合ユーザー名は rootですが、ec2-userの場合もあります。

• Ubuntu AMI の場合は、ユーザー名は ubuntuです。

• それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

エラー: Unprotected Private Key File（保護されてい
ないプライベートキーファイル）
プライベートキーファイルはその他のすべてのユーザーの読み取りおよび書き込み操作から保護されて
いる必要があります。プライベートキーがお客様以外のユーザーによって読み取りまたは書き込みでき
る場合、SSH はキーを無視し、次の警告メッセージが表示されます。

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@         WARNING: UNPROTECTED PRIVATE KEY FILE!          @
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
Permissions 0777 for '.ssh/my_private_key.pem' are too open.
It is required that your private key files are NOT accessible by others.
This private key will be ignored.
bad permissions: ignore key: .ssh/my_private_key.pem
Permission denied (publickey).

インスタンスへのログインを試みたときに同様のメッセージが表示された場合は、エラーメッセージの
最初の行を調べて、インスタンスに対して正しいパブリックキーを使用していることを確認します。上
記の例では、プライベートキー .ssh/my_private_key.pemをファイル権限 0777とともに使用しま
す。これにより、任意のユーザーがこのファイルの読み取りまたは書き込みを行うことができます。こ
の権限レベルの安全性は非常に低いので、SSH はこのキーを無視します。エラーを修正するには、次
のコマンドを実行し、プライベートキーファイルのパスを置き換えます。

$ chmod 0400 .ssh/my_private_key.pem
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エラー: Server refused our key または No supported
authenticationmethods available（サーバーはキーを
拒否しましたまたは利用可能なサポートされる認証
方法はありません）
PuTTY を使用してインスタンスに接続し、Error: Server refused our keyまたは Error: No
supported authentication methods availableのどちらかのエラーが発生した場合、AMIの適
切なユーザー名で接続していることを確認します。[PuTTY Configuration] ウィンドウの [User name]
ボックスにユーザー名を入力します。

適切なユーザー名は以下のとおりです。

• Amazon Linux AMI の場合は、ユーザー名は ec2-userです。

• RHEL5 AMI の場合は、ほとんどの場合ユーザー名は rootですが、ec2-userの場合もあります。

• Ubuntu AMI の場合は、ユーザー名は ubuntuです。

• それ以外の場合は、AMI プロバイダーに確認してください。

Safari ブラウザでの MindTerm 使用のエラー
MindTermを使用してインスタンスに接続し、Safari 6.1または7ウェブブラウザを使用している場合、
次のエラーを受け取ることがあります。

Error connecting to your_instance_ip, reason: 
 —> Key exchange failed: Host authentication failed

ブラウザのセキュリティ設定を更新して、AWSManagement Consoleで安全ではないモードでのJava
プラグインの実行を許可する必要があります。

安全ではないモードでの Java プラグインの実行を有効にするには

1. Safari で、Amazon EC2 コンソールを開いたままにし、[Safari]、[Preferences]、[Security] の順に
選択します。

2. [Manage Website Settings] をクリックします。
3. 左の Java プラグインを選択し、[Currently Open Websites] リストで AWS Management Console

URL を見つけます。関連付けられているリストから [Run in Unsafe Mode] を選択します。
4. メッセージが表示されたら、警告ダイアログで [Trust] をクリックします。[Done] をクリックして

ブラウザに戻ります。

インスタンスの停止に関するトラブルシューティ
ング

Abstract

インスタンスが停止プロセスで「stuck」と表示された場合の問題を解決します。

Amazon EBS-Backed インスタンスを停止して stopping状態に「stuck」が表示された場合、基にな
るホストコンピュータに問題がある可能性があります。
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最初に、再度インスタンスの停止を試みます。stop-instances （AWS CLI）コマンドまたは
ec2-stop-instances（Amazon EC2CLI）コマンドを使用する場合は、必ず --forceオプションを使用
します。

インスタンスを強制停止できない場合は、インスタンスから AMI を作成し、代わりのインスタンスを
起動できます。

代わりのインスタンスを作成するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインで、[Instances] をクリックし、インスタンスを選択します。
3. [Actions] をクリックし、[Create Image] をクリックします。
4. [Create Image] ダイアログボックスで次のフィールドに入力し、[Create Image] をクリックしま

す。

a. AMI の名前と説明を指定します。
b. [No reboot] を選択します。

5. AMI からインスタンスを起動し、インスタンスが動作していることを確認します。
6. 処理が止まってしまっているインスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [Terminate]

をクリックします。インスタンスの終了処理も止まってしまう場合は、Amazon EC2 は数時間以
内に自動的にそのインスタンスを強制終了します。

前の手順で説明されたように、インスタンスから AMI を作成できない場合は、次のようにして代わり
のインスタンスを設定できます。

代わりのインスタンスを作成するには（前の手順が失敗する場合）

1. インスタンスを選択し、[Description] タブを開いて、[Block devices] リストを表示します。各ボ
リュームを選択し、そのボリューム ID を書き留めます。必ずどのボリュームがルートボリューム
であるかメモしておきます。

2. ナビゲーションペインの [Volumes] をクリックします。インスタンスの各ボリュームを選択し、
[Actions] をクリックして、[Create Snapshot] をクリックします。

3. ナビゲーションペインで、[Snapshots] をクリックします。先ほど作成したスナップショットを選
択し、[Actions] リストから [Create Volume] を選択します。

4. 処理が止まってしまったインスタンスと同じ種類のインスタンスを起動します（Amazon Linux、
Windows など）。そのルートボリュームのボリューム ID とデバイス名をメモしておきます。

5. ナビゲーションペインで [Instances] をクリックし、起動したインスタンスを選択して、[Stop] を
クリックします。

6. ナビゲーションペインで[Volumes]をクリックし、停止したインスタンスのルートボリュームを選
択し、[Actions] をクリックして、[Detach Volume] をクリックします。

7. 処理が停止してしまったインスタンスから作成したルートボリュームを選択し、[Attach Volume]
をクリックして、そのルートボリュームとして新しいインスタンスにアタッチします（書き留めた
デバイス名を使用）。その他の非ルートボリュームをインスタンスにアタッチします。

8. ナビゲーションペインで、[Instances]をクリックし、代わりのインスタンスを選択します。[Actions]
をクリックし、次に [Start] をクリックします。インスタンスが動作していることを確認します。

9. 処理が止まってしまっているインスタンスを選択して、[Actions] をクリックし、次に [Terminate]
をクリックします。インスタンスの終了処理も止まってしまう場合は、Amazon EC2 は数時間以
内に自動的にそのインスタンスを強制終了します。

これらの手順を完了できない場合は、ヘルプリクエストを Amazon EC2 forum に投稿できます。迅速
な解決のために、インスタンス ID を含めて、既に行った手順について説明してください。
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インスタンスの終了（シャットダウン）のトラブ
ルシューティング

Abstract

インスタンスの終了またはシャットダウンに関する問題を解決します。

インスタンスが running状態ではない場合、インスタンス時間に対しては課金されません。つまり、
インスタンスを終了させると、そのステータスが shutting-downに変わるとすぐに、そのインスタ
ンスへの課金は停止します。

インスタンスの終了の遅延
インスタンスのshutting-down状態が数分以上続く場合は、インスタンスによって実行されるシャッ
トダウンスクリプトが原因で遅れている可能性があります。

もう 1 つ考えられる原因として、基盤となるホストコンピュータの問題があります。インスタンスの
shutting-down状態が数時間以上続く場合、Amazon EC2 はそれを停止したインスタンスとして扱
い、強制終了します。

インスタンスの終了処理が停止していると考えられ、すでに数時間以上経過している場合は、Amazon
EC2 forumにヘルプリクエストを投稿してください。迅速な解決のために、インスタンスIDを含めて、
既に行った手順について説明してください。

インスタンスを自動的に起動または終了する
すべてのインスタンスを終了すると、Amazonが新しいインスタンスを起動する場合があります。イン
スタンスを起動すると、Amazonがいずれかのインスタンスを終了する場合があります。通常このよう
な動作は、お客様がAuto Scaling または AWS Elastic Beanstalk を使用して、お客様が定義した条件に
基づいてコンピューティングリソースを自動的に拡大/縮小したために起こります。

詳細については、Auto Scaling 開発者ガイドまたは AWS Elastic Beanstalk Developer Guide を参照し
てください。

ステータスチェックに失敗したインスタンスのト
ラブルシューティング

Abstract

インスタンスがステータスチェックに失敗した場合のトラブルシューティングを行います。

トピック

• 最初に行う手順 (p. 694)
• Linux ベースのインスタンスに対するインスタンスステータスチェックのトラブルシューティン
グ (p. 694)
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最初に行う手順
インスタンスのステータスチェックが失敗した場合は、最初にアプリケーションで問題が発生している
かどうかを確認します。インスタンスでアプリケーションを正常に実行していないことを確認した場
合、次の手順に従います。

AWS Management Console を使用して、問題のあるインスタンスを調査するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. ナビゲーションペインの [Instances] をクリックし、インスタンスを選択します。
3. 詳細ペインの [Status Checks] タブをクリックして、すべての [System Status Checks] と [Instance

Status Checks] に関する個々の結果を表示します。

システムのステータスチェックに失敗した場合、次のいずれかの方法を試すことができます。

• AmazonEBS-BackedAMIを使用するインスタンスの場合、いったんインスタンスを停止してから再
開します。

• Instance-store Backed AMI を使用するインスタンスの場合、インスタンスを終了し、代わりのイン
スタンスを起動します。

• Amazon EC2 が問題を解決するのを待ちます。
• 問題を Amazon EC2 forum に投稿します。

インスタンスのステータスチェックに失敗した場合、次の手順を行います。

1. インスタンスを右クリックしてから、[Reboot]をクリックします。システムが再起動するまでには
数分かかることがあります。

2. 問題がまだ存在することを確認します。再起動によって、問題が解決することがあります。
3. インスタンスが running状態になるまで待ちます。
4. インスタンスを右クリックし、[GetSystemLog]をクリックします。この情報が問題の特定に役立

つことがあります。最近再起動してログの不必要な情報を消去したことを確認してください。
5. 画面に表示されるログを調べます。
6. 下記の既知のシステムログエラー文のリストを使用して、問題のトラブルシューティングを行いま

す。
7. ステータスチェックの結果が実際とは異なる場合、またはステータスチェックでは検出されない問

題がインスタンスに発生している場合、[Status Checks] タブの下部にある [Submit feedback] をク
リックして、検出テストの改善にご協力ください。

8. 問題が解決されない場合は、問題を Amazon EC2 forum に投稿できます。

Linuxベースのインスタンスに対するインスタンスス
テータスチェックのトラブルシューティング
インスタンスの接続性チェックなど、インスタンスのステータスチェックに失敗したLinuxベースのイ
ンスタンスの場合、上記の手順に従ってシステムログを取得したことを確認します。次のリストは、一
般的なシステムログエラー、および各エラーの問題解決に対して推奨する対処を示しています。

Memory Errors

• メモリ不足: プロセスの終了 (p. 695)
• エラー: mmu_update failed（メモリ管理の更新に失敗しました） (p. 696)
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Device Errors

• I/O エラー（ブロックデバイス障害） (p. 697)
• I/Oエラー:ローカルでもリモートディスクでもありません（破損した分散ブロックデバイス）(p.698)

Kernel Errors

• request_module: runaway loop modprobe（古い Linux バージョンでレガシーカーネル modprobe が
ループしている） (p. 699)

• 「FATAL: kernel too old」および「fsck: No such file or directory while trying to open /dev」（カーネ
ルと AMI の不一致） (p. 700)

• 「FATAL: Could not load /lib/modules」または「BusyBox」（カーネルモジュールの欠如） (p. 701)
• エラー: 無効のカーネル（EC2 と互換性のないカーネル） (p. 702)

File System Errors

• request_module: runaway loop modprobe（古い Linux バージョンでレガシーカーネル modprobe が
ループしている） (p. 704)

• fsck: No such file or directory while trying to open...（ファイルシステムが見つからない） (p. 705)
• General error mounting filesystems（マウント失敗） (p. 706)
• VFS: Unable to mount root fs on unknown-block（ルートファイルシステム不一致） (p. 708)
• エラー: Unable to determine major/minor number of root device...（ルートファイルシステム/デバイ
ス不一致） (p. 709)

• XENBUS: Device with no driver... (p. 710)
• ... days without being checked, check forced（ファイルシステムのチェックが必要です） (p. 711)
• fsck died with exit status...（デバイスが見つかりません） (p. 712)

Operating System Errors

• GRUB プロンプト（grubdom>） (p. 713)
• Bringing up interface eth0: Device eth0 has different MAC address than expected, ignoring.（ハード
コードされた MAC アドレス） (p. 715)

• SELinux ポリシーを読み込めません。Machine is in enforcing mode. Halting now. （SELinux の誤設
定） (p. 716)

• XENBUS: Timeout connecting to devices（Xenbus タイムアウト） (p. 717)

メモリ不足: プロセスの終了
メモリ不足エラーは、下記のようなシステムログで示されます。

[115879.769795] Out of memory: kill process 20273 (httpd) score 1285879
or a child 
[115879.769795] Killed process 1917 (php-cgi) vsz:467184kB, anon-
rss:101196kB, file-rss:204kB

可能性のある原因
メモリの枯渇
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかを行ってください。

• インスタンスを停止し、異なるインスタンスタ
イプを使用するようにインスタンスを変更した
後、インスタンスを再び起動します。例えば、
大きいインスタンスタイプやメモリ最適化イン
スタンスタイプです。

• インスタンスを再起動して、障害のないステー
タスに戻します。インスタンスタイプを変更し
ない限り、問題が再び発生する可能性がありま
す。

Amazon EBS-Backed

以下のいずれかを行ってください。

• インスタンスを終了し、別のインスタンスタイ
プを指定して、新しいインスタンスを起動しま
す。例えば、大きいインスタンスタイプやメモ
リ最適化インスタンスタイプです。

• インスタンスを再起動して、障害のないステー
タスに戻します。インスタンスタイプを変更し
ない限り、問題が再び発生する可能性がありま
す。

Instance store-Backed

エラー: mmu_update failed（メモリ管理の更新に失
敗しました）
メモリ管理更新失敗は、下記のようなシステムログで示されます。

...
Press `ESC' to enter the menu... 0   [H[J  Booting 'Amazon Linux 2011.09 
(2.6.35.14-95.38.amzn1.i686)'

root (hd0)

 Filesystem type is ext2fs, using whole disk

kernel /boot/vmlinuz-2.6.35.14-95.38.amzn1.i686 root=LABEL=/ console=hvc0 LANG=

en_US.UTF-8 KEYTABLE=us

initrd /boot/initramfs-2.6.35.14-95.38.amzn1.i686.img

ERROR: mmu_update failed with rc=-22
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可能性のある原因
Amazon Linux に関する問題

推奨する対処
開発者フォーラムに問題を投稿するか AWS サポートに連絡して、支援を求めることができます。

I/O エラー（ブロックデバイス障害）
入力/出力エラーは、次の例のようなシステムログで示されます。

[9943662.053217] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.191262] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428168
[9943664.191285] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713024
[9943664.191297] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713025
[9943664.191304] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713026
[9943664.191310] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713027
[9943664.191317] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713028
[9943664.191324] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713029
[9943664.191332] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713030
[9943664.191339] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713031
[9943664.191581] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428280
[9943664.191590] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713136
[9943664.191597] Buffer I/O error on device md0, logical block 209713137
[9943664.191767] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.191970] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.192143] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.192949] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.193112] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
[9943664.193266] end_request: I/O error, dev sde, sector 52428288
...

可能性のある原因

可能性のある原因インスタンスタイプ

障害が発生した Amazon EBS ボリュームAmazon EBS-Backed

障害が発生した物理ドライブInstance store-Backed
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. ボリュームをデタッチします。
3. ボリュームの回復を試みます。

Tip

Amazon EBS ボリュームのスナップ
ショットを頻繁に作成することをお勧
めします。これによって、エラーのた
めにデータを損失する危険性が大幅に
減少します。

4. ボリュームにインスタンスに再アタッチしま
す。

5. ボリュームをデタッチします。

Amazon EBS-Backed

インスタンスを終了し、新しいインスタンスを起
動します。

Note

データを復旧できない。バックアップか
ら復旧します。

Tip

Amazon S3 または Amazon EBS をバッ
クアップに使用することをお勧めします。
インスタンスストアボリュームは、単一
のホストと単一のディスクエラーに直接
結びついています。

Instance store-Backed

I/O エラー: ローカルでもリモートディスクでもあり
ません（破損した分散ブロックデバイス）
デバイスでの入力/出力エラーは、次の例のようなシステムログで示されます。

...
block drbd1: Local IO failed in request_timer_fn. Detaching...

Aborting journal on device drbd1-8.
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block drbd1: IO ERROR: neither local nor remote disk

Buffer I/O error on device drbd1, logical block 557056

lost page write due to I/O error on drbd1

JBD2: I/O error detected when updating journal superblock for drbd1-8.

可能性のある原因

可能性のある原因インスタンスタイプ

障害が発生した Amazon EBS ボリュームAmazon EBS-Backed

障害が発生した物理ドライブInstance store-Backed

推奨する対処
インスタンスを終了し、新しいインスタンスを起動します。

AmazonEBS-Backedインスタンスの場合、最新スナップショットからイメージを作成して、データを
回復できます。スナップショットを作成した後に追加されたデータは回復できません。

request_module: runaway loopmodprobe（古いLinux
バージョンでレガシーカーネル modprobe がループ
している）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。不安定であるか古い Linux カーネル（例:
2.6.16-xenU）を使用すると、起動時に無限ループが発生することがあります。

Linux version 2.6.16-xenU (builder@xenbat.amazonsa) (gcc version 4.0.1 
20050727 (Red Hat 4.0.1-5)) #1 SMP Mon May 28 03:41:49 SAST 2007

BIOS-provided physical RAM map:

 Xen: 0000000000000000 - 0000000026700000 (usable)

0MB HIGHMEM available.
...

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

API Version 2014-02-01
699

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
request_module: runaway loop modprobe（古いLinuxバー
ジョンでレガシーカーネルmodprobe がループしている）



推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかのオプションを使用して、Grubベー
スまたは静的な新しいカーネルを使用します。

オプション 1: インスタンスを終了し、–kernel
および–ramdiskパラメータを指定して新しいイ
ンスタンスを起動します。

オプション 2:

1. インスタンスを停止します。
2. 新しいカーネルを使用するようカーネルとラム

ディスク属性を変更します。
3. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed

インスタンスを終了し、–kernelおよび
–ramdiskパラメータを指定して新しいインスタ
ンスを起動します。

Instance store-Backed

「FATAL: kernel too old」および「fsck: No such file
or directory while trying to open /dev」（カーネルと
AMI の不一致）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

Linux version 2.6.16.33-xenU (root@dom0-0-50-45-1-a4-ee.z-2.aes0.internal) 
(gcc version 4.1.1 20070105 (Red Hat 4.1.1-52)) #2 SMP Wed Aug 15 17:27:36 SAST
 2007
...
FATAL: kernel too old
Kernel panic - not syncing: Attempted to kill init!

可能性のある原因
互換性のないカーネルとユーザーランド

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. 新しいカーネルを使用するよう設定を変更しま

す。
3. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed
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処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. より新しいカーネルを使用する AMI を作成し
ます。

2. インスタンスを終了します。
3. 作成した AMI から新しいインスタンスを起動

します。

Instance store-Backed

「FATAL: Could not load /lib/modules」または
「BusyBox」（カーネルモジュールの欠如）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

[    0.370415] Freeing unused kernel memory: 1716k freed 
Loading, please wait...
WARNING: Couldn't open directory /lib/modules/2.6.34-4-virtual: No such file 
or directory
FATAL: Could not open /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep.temp for writing:
 No such file or directory
FATAL: Could not load /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep: No such file 
or directory
Couldn't get a file descriptor referring to the console
Begin: Loading essential drivers... ...
FATAL: Could not load /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep: No such file 
or directory
FATAL: Could not load /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep: No such file 
or directory
Done.
Begin: Running /scripts/init-premount ...
Done.
Begin: Mounting root file system... ...
Begin: Running /scripts/local-top ...
Done.
Begin: Waiting for root file system... ...
Done.
Gave up waiting for root device.  Common problems:
 - Boot args (cat /proc/cmdline)
   - Check rootdelay= (did the system wait long enough?)
   - Check root= (did the system wait for the right device?)
 - Missing modules (cat /proc/modules; ls /dev)
FATAL: Could not load /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep: No such file 
or directory
FATAL: Could not load /lib/modules/2.6.34-4-virtual/modules.dep: No such file 
or directory
ALERT! /dev/sda1 does not exist. Dropping to a shell!

BusyBox v1.13.3 (Ubuntu 1:1.13.3-1ubuntu5) built-in shell (ash)
Enter 'help' for a list of built-in commands.
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(initramfs) 

可能性のある原因
次の 1 つ以上の条件によって、この問題が発生する可能性があります。

• ラムディスクが見つからない
• ラムディスクに正しいモジュールが見つからない
• Amazon EBS ルートボリュームが /dev/sda1として正しくアタッチされていない

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. Amazon EBS ボリュームに対して正しいラム
ディスクを選択します。

2. インスタンスを停止します。
3. ボリュームをデタッチし、修復します。
4. ボリュームをインスタンスにアタッチします。
5. インスタンスを起動します。
6. 正しいラムディスクを使用するよう AMI を変

更します。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを終了してから、正しいラムディ
スクを使って新たなインスタンスを起動しま
す。

2. 正しいラムディスクを使って新たな AMI を作
成します。

Instance store-Backed

エラー:無効のカーネル（EC2と互換性のないカーネ
ル）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

...
root (hd0)

 Filesystem type is ext2fs, using whole disk
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kernel /vmlinuz root=/dev/sda1 ro

initrd /initrd.img

ERROR Invalid kernel: elf_xen_note_check: ERROR: Will only load images 
built for the generic loader or Linux images
xc_dom_parse_image returned -1

Error 9: Unknown boot failure

  Booting 'Fallback'

root (hd0)

 Filesystem type is ext2fs, using whole disk

kernel /vmlinuz.old root=/dev/sda1 ro

Error 15: File not found

可能性のある原因
次の一方または両方の条件によって、この問題が発生する可能性があります。

• 指定されたカーネルは Grub でサポートされていません
• フォールバックカーネルが存在しません

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. 機能するカーネルに変更します。
3. フォールバックカーネルをインストールしま

す。
4. カーネルを訂正して AMI を変更します。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを終了してから、正しいカーネル
を使って新たなインスタンスを起動します。

2. 正しいカーネルを使って AMI を作成します。
3. （オプション）AWS Support を使用してデー

タ回復の技術サポートを求めます。

Instance store-Backed
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request_module: runaway loopmodprobe（古いLinux
バージョンでレガシーカーネル modprobe がループ
している）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。不安定であるか古い Linux カーネル（例:
2.6.16-xenU）を使用すると、起動時に無限ループが発生することがあります。

Linux version 2.6.16-xenU (builder@xenbat.amazonsa) (gcc version 4.0.1 
20050727 (Red Hat 4.0.1-5)) #1 SMP Mon May 28 03:41:49 SAST 2007

BIOS-provided physical RAM map:

 Xen: 0000000000000000 - 0000000026700000 (usable)

0MB HIGHMEM available.
...

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

request_module: runaway loop modprobe binfmt-464c

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかのオプションを使用して、Grubベー
スまたは静的な新しいカーネルを使用します。

オプション 1: インスタンスを終了し、–kernel
および–ramdiskパラメータを指定して新しいイ
ンスタンスを起動します。

オプション 2:

1. インスタンスを停止します。
2. 新しいカーネルを使用するようカーネルとラム

ディスク属性を変更します。
3. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed

インスタンスを終了し、–kernelおよび
–ramdiskパラメータを指定して新しいインスタ
ンスを起動します。

Instance store-Backed
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fsck: No such file or directory while trying to open...
（ファイルシステムが見つからない）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

  Welcome to Fedora 
  Press 'I' to enter interactive startup.
Setting clock : Wed Oct 26 05:52:05 EDT 2011 [  OK  ]

Starting udev: [  OK  ]

Setting hostname localhost:  [  OK  ]

No devices found
Setting up Logical Volume Management: File descriptor 7 left open
  No volume groups found
[  OK  ]

Checking filesystems
Checking all file systems.
[/sbin/fsck.ext3 (1) -- /] fsck.ext3 -a /dev/sda1 
/dev/sda1: clean, 82081/1310720 files, 2141116/2621440 blocks
[/sbin/fsck.ext3 (1) -- /mnt/dbbackups] fsck.ext3 -a /dev/sdh 
fsck.ext3: No such file or directory while trying to open /dev/sdh

/dev/sdh: 
The superblock could not be read or does not describe a correct ext2
filesystem.  If the device is valid and it really contains an ext2
filesystem (and not swap or ufs or something else), then the superblock
is corrupt, and you might try running e2fsck with an alternate superblock:
    e2fsck -b 8193 <device>

[FAILED]

*** An error occurred during the file system check.
*** Dropping you to a shell; the system will reboot
*** when you leave the shell.
Give root password for maintenance
(or type Control-D to continue): 

可能性のある原因
• ラムディスクファイルシステム定義 /etc/fstab にバグがある
• /etc/fstab のファイルシステム定義の設定が不適切
• ドライブが見つからないかドライブにエラーがある
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止し、ルートボリュームをデ
タッチし、/etc/fstab を修復または変更し、ボ
リュームをインスタンスにアタッチし、インス
タンスを起動します。

2. ラムディスクを修正して、変更した /etc/fstab
を含めます（適用可能な場合）。

3. 新しいラムディスクを使用するよう AMI を変
更します。

Tip

fstabの6番目のフィールドではマウント
の可用性要件を定義します。0 以外の値
を指定した場合、そのボリュームに対し
て fsck を実行して成功しなければならな
いことを意味します。Amazon EC2 でこ
のフィールドを使用すると、問題が発生
することがあります。これは、実行に失
敗すると通常は対話的なコンソールプロ
ンプトが表示されますが、このコンソー
ルプロンプトは現在Amazon EC2で使用
できないためです。この機能は慎重に使
用してください。また、fstab の Linux マ
ニュアルページを参照してください。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを終了し、新しいインスタンスを
起動します。

2. 障害のある Amazon EBS ボリュームをデタッ
チし、インスタンスを再起動します。

3. （オプション）AWS Support を使用してデー
タ回復の技術サポートを求めます。

Instance store-Backed

General error mounting filesystems（マウント失敗）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

Loading xenblk.ko module 
xen-vbd: registered block device major 8

Loading ehci-hcd.ko module
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Loading ohci-hcd.ko module
Loading uhci-hcd.ko module
USB Universal Host Controller Interface driver v3.0

Loading mbcache.ko module
Loading jbd.ko module
Loading ext3.ko module
Creating root device.
Mounting root filesystem.
kjournald starting.  Commit interval 5 seconds

EXT3-fs: mounted filesystem with ordered data mode.

Setting up other filesystems.
Setting up new root fs
no fstab.sys, mounting internal defaults
Switching to new root and running init.
unmounting old /dev
unmounting old /proc
unmounting old /sys
mountall:/proc: unable to mount: Device or resource busy
mountall:/proc/self/mountinfo: No such file or directory
mountall: root filesystem isn't mounted
init: mountall main process (221) terminated with status 1

General error mounting filesystems.
A maintenance shell will now be started.
CONTROL-D will terminate this shell and re-try.
Press enter for maintenance
(or type Control-D to continue): 

可能性のある原因

可能性のある原因インスタンスタイプ

• AmazonEBSボリュームがデタッチされている
か、AmazonEBSボリュームにエラーがありま
す。

• 破損したファイルシステム。
• ラムディスクとAMIの組み合わせが一致してい
ません（例: Debian ラムディスクと SUSE
AMI）。

Amazon EBS-Backed

• ドライブにエラーがあります。
• ファイルシステムが破損しています。
• ラムディスクとAMIの組み合わせが一致してい
ません（例: Debian ラムディスクと SUSE
AMI）。

Instance store-Backed
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. ルートボリュームをデタッチします。
3. ルートボリュームを既知の動作しているインス

タンスにアタッチします。
4. ファイルシステムチェックを実行します（fsck

–a /dev/...）。
5. エラーを修正します。
6. ボリュームを既知の動作しているインスタンス

からデタッチします。
7. 停止したインスタンスにボリュームをアタッチ

します。
8. インスタンスを起動します。
9. インスタンスのステータスを再確認します。

Amazon EBS-Backed

以下のいずれかを行ってください。

• 新しいインスタンスを起動します。
• （オプション）AWSSupportを使用してデータ
回復の技術サポートを求めます。

Instance store-Backed

VFS: Unable tomount root fs on unknown-block（ルー
トファイルシステム不一致）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

Linux version 2.6.16-xenU (builder@xenbat.amazonsa) (gcc version 4.0.1 
 20050727 (Red Hat 4.0.1-5)) #1 SMP Mon May 28 03:41:49 SAST 2007
...
Kernel command line:  root=/dev/sda1 ro 4
...
Registering block device major 8
...
Kernel panic - not syncing: VFS: Unable to mount root fs on unknown-block(8,1)
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可能性のある原因

可能性のある原因インスタンスタイプ

• デバイスが正しくアタッチされていない。
• ルートデバイスが正しいデバイスポイントにア
タッチされていない。

• ファイルシステムのフォーマットが正しくあり
ません。

• レガシーカーネルを使用しています（例:
2.6.16-XenU）。

Amazon EBS-Backed

ハードウェアデバイスのエラー。Instance store-Backed

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかを行ってください。

• インスタンスを停止し、再起動します。
• 正しいデバイスポイントでアタッチするよう
ルートボリュームを変更します。例え
ば、/dev/sda の代わりに /dev/sda1 を使用しま
す。

• 停止し、新しいカーネルを使用するように変更
します。

Amazon EBS-Backed

インスタンスを終了し、新しいカーネルを使用し
て、新しいインスタンスを起動します。

Instance store-Backed

エラー: Unable to determine major/minor number of
root device...（ルートファイルシステム/デバイス不
一致）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

...
XENBUS: Device with no driver: device/vif/0
XENBUS: Device with no driver: device/vbd/2048
drivers/rtc/hctosys.c: unable to open rtc device (rtc0)
Initializing network drop monitor service
Freeing unused kernel memory: 508k freed
:: Starting udevd...
done.
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:: Running Hook [udev]
:: Triggering uevents...<30>udevd[65]: starting version 173
done.
Waiting 10 seconds for device /dev/xvda1 ...
Root device '/dev/xvda1' doesn't exist. Attempting to create it.
ERROR: Unable to determine major/minor number of root device '/dev/xvda1'.
You are being dropped to a recovery shell
    Type 'exit' to try and continue booting
sh: can't access tty; job control turned off
[ramfs /]#

可能性のある原因
• 仮想ブロックデバイスドライバが見つからないか、設定が間違っている
• デバイス列挙が競合している（sda と xvda または sda1 の代わりに sda）
• DomU カーネルが正しく選択されていない

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. ボリュームをデタッチします。
3. デバイスのマッピングの問題を解決します。
4. インスタンスを起動します。
5. AMIを変更して、デバイスのマッピングの問題

に対処します。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. 適切な修正を使用して新しい AMI を作成しま
す（ブロックデバイスを正しくマッピングしま
す）。

2. インスタンスを終了し、作成した AMI から新
しいインスタンスを起動します。

Instance store-Backed

XENBUS: Device with no driver...
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

XENBUS: Device with no driver: device/vbd/2048
drivers/rtc/hctosys.c: unable to open rtc device (rtc0)
Initalizing network drop monitor service
Freeing unused kernel memory: 508k freed

API Version 2014-02-01
710

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
XENBUS: Device with no driver...



:: Starting udevd...
done.
:: Running Hook [udev]
:: Triggering uevents...<30>udevd[65]: starting version 173
done.
Waiting 10 seconds for device /dev/xvda1 ...
Root device '/dev/xvda1' doesn't exist. Attempting to create it.
ERROR: Unable to determine major/minor number of root device '/dev/xvda1'.
You are being dropped to a recovery shell
    Type 'exit' to try and continue booting
sh: can't access tty; job control turned off
[ramfs /]#

可能性のある原因
• 仮想ブロックデバイスドライバが見つからないか、設定が間違っている
• デバイス列挙が競合している（sda と xvda）。
• DomU カーネルが正しく選択されていない

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. ボリュームをデタッチします。
3. デバイスのマッピングの問題を解決します。
4. インスタンスを起動します。
5. AMIを変更して、デバイスのマッピングの問題

に対処します。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. 適切な修正を使用して AMI を作成します（ブ
ロックデバイスを正しくマッピングします）。

2. インスタンスを終了し、作成した AMI を使用
して新しいインスタンスを起動します。

Instance store-Backed

... days without being checked, check forced（ファイ
ルシステムのチェックが必要です）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。
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...
Checking filesystems
Checking all file systems.
[/sbin/fsck.ext3 (1) -- /] fsck.ext3 -a /dev/sda1 
/dev/sda1 has gone 361 days without being checked, check forced

可能性のある原因
ファイルシステムのチェック期間が経過したため、ファイルシステムチェックが強制実行されている。

推奨する対処
• ファイルシステムチェックが完了するまで待ちます。ルートファイルシステムのサイズによっては、
ファイルシステムチェックに時間がかかることがあります。

• tune2fs またはファイルシステムに適したツールを使用してファイルシステムを変更し、ファイルシ
ステムチェック（fsck）の実行を削除します。

fsck died with exit status...（デバイスが見つかりませ
ん）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

Cleaning up ifupdown....
Loading kernel modules...done.
...
Activating lvm and md swap...done.
Checking file systems...fsck from util-linux-ng 2.16.2
/sbin/fsck.xfs: /dev/sdh does not exist
fsck died with exit status 8
[31mfailed (code 8).[39;49m

可能性のある原因
• 存在しないドライブをラムディスクが検索している
• ファイルシステムの整合性チェックが強制実行されている
• ドライブにエラーがあるか、デタッチされている
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

問題を解決するため、次のいずれかを試してくだ
さい。

• インスタンスを停止し、ボリュームを既存の実
行中インスタンスにアタッチします。

• 整合性チェックを手動で実行します。
• ラムディスクを修正して、関連するユーティリ
ティを含めます。

• ファイルシステム調整パラメータを変更して、
整合性要件を削除します（お勧めしません）。

Amazon EBS-Backed

問題を解決するため、次のいずれかを試します。

• ラムディスクに正しいツールを再バンドリング
します。

• ファイルシステム調整パラメータを変更して、
整合性要件を削除します（お勧めしません）。

• インスタンスを終了し、新しいインスタンスを
起動します。

• （オプション）AWSSupportを使用してデータ
回復の技術サポートを求めます。

Instance store-Backed

GRUB プロンプト（grubdom>）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

    GNU GRUB  version 0.97  (629760K lower / 0K upper memory)

       [ Minimal BASH-like line editing is supported.   For

         the   first   word,  TAB  lists  possible  command

         completions.  Anywhere else TAB lists the possible

         completions of a device/filename. ]

grubdom> 
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可能性のある原因

可能性のある原因インスタンスタイプ

• grub.conf ファイルが見つかりません。
• 間違った Grub イメージが使用されており、異
なる場所にある grub.conf が必要です。

• grub.confの保存に、サポートされていないファ
イルシステムが使用されています。

Amazon EBS-Backed

• grub.conf ファイルが見つかりません。
• 間違った Grub イメージが使用されており、異
なる場所にある grub.conf が必要です。

Instance store-Backed

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

オプション1:AMIを変更しインスタンスを再起動
します

1. ソースAMIを変更して、標準の場所にgrub.conf
を作成します（/boot/grub/menu.lst）。

2. 正しい Grub イメージを選択します（hd0 – 第
1ドライブまたはhd00 –第1ドライブ、第1パー
ティション）。

3. インスタンスを終了し、作成した AMI を使用
して新しいインスタンスを起動します。

オプション 2: 既存のインスタンスを修正します

1. インスタンスを停止します。
2. ルートファイルシステムをデタッチします。
3. ルートファイルシステムを既知の動作している

インスタンスにアタッチします。
4. ファイルシステムをマウントします。
5. grub.conf を作成します。
6. ファイルシステムをデタッチします。
7. 元のインスタンスにアタッチします。
8. カーネル属性を変更して、正しい Grub イメー

ジを使用します（第1ディスクまたは第1ディ
スクの第 1 パーティション）。

9. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed
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処理インスタンスタイプ

オプション1:AMIを変更しインスタンスを再起動
します。

1. 標準の場所（/boot/grub/menu.lst）で、grub.conf
とともに新しい AMI を作成します。

2. 適切な Grub イメージを選択します（hd0 – 第
1 ドライブまたは hd00 – 第 1 ドライブ、第 1
パーティション）。

3. インスタンスを終了し、作成した AMI を使用
して新しいインスタンスを起動します。

オプション2:インスタンスを終了し、正しいカー
ネルを指定して新しいインスタンスを起動しま
す。

Note

既存のインスタンスからデータを回復す
るには、AWSサポートにお問い合わせく
ださい。

Instance store-Backed

Bringing up interface eth0: Device eth0 has different
MAC address than expected, ignoring.（ハードコー
ドされた MAC アドレス）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

... 
Bringing up loopback interface:  [  OK  ]

Bringing up interface eth0:  Device eth0 has different MAC address than expected,
 ignoring.
[FAILED]

Starting auditd: [  OK  ]

可能性のある原因
AMI 設定にハードコードされたインターフェイス MAC があります。
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかを行ってください。

• AMIを変更してハードコードを削除し、インス
タンスを再起動します。

• インスタンスを変更して、ハードコードされた
MAC アドレスを削除します。

または

次の手順に従ってください。

1. インスタンスを停止します。
2. ルートボリュームをデタッチします。
3. ボリュームを別のインスタンスにアタッチし、

ボリュームを変更してハードコードされたMAC
アドレスを削除します。

4. 初期インスタンスにボリュームをアタッチしま
す。

5. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed

次のいずれかを行ってください。

• インスタンスを変更して、ハードコードされた
MAC アドレスを削除します。

• インスタンスを終了し、新しいインスタンスを
起動します。

Instance store-Backed

SELinux ポリシーを読み込めません。Machine is in
enforcing mode. Halting now. （SELinux の誤設定）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

audit(1313445102.626:2): enforcing=1 old_enforcing=0 auid=4294967295
Unable to load SELinux Policy. Machine is in enforcing mode. Halting now.
Kernel panic - not syncing: Attempted to kill init!

可能性のある原因
SELinux が誤って有効にされた。

• Grub 指定されたカーネルではサポートされていません。 .
• フォールバックカーネルが存在しません。
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推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを停止します。
2. ボリュームをデタッチします。
3. SELinux を無効にします。
4. インスタンスを起動します。

Amazon EBS-Backed

次の手順を実行してください。

1. インスタンスを終了し、新しいインスタンスを
起動します。

2. （オプション）AWS Support を使用してデー
タ回復の技術サポートを求めます。

Instance store-Backed

XENBUS: Timeout connecting to devices（Xenbusタ
イムアウト）
下記のようなシステムログで、この状態が示されます。

Linux version 2.6.16-xenU (builder@xenbat.amazonsa) (gcc version 4.0.1 
20050727 (Red Hat 4.0.1-5)) #1 SMP Mon May 28 03:41:49 SAST 2007
...
XENBUS: Timeout connecting to devices!
...
Kernel panic - not syncing: No init found.  Try passing init= option to kernel.

可能性のある原因
• ブロックデバイスがインスタンスに接続されていない。
• このインスタンスは古い DomU カーネルを使用している。

推奨する対処

処理インスタンスタイプ

次のいずれかを行ってください。

• AMIとインスタンスを変更して新しいカーネル
を使用し、インスタンスを再起動します。

• インスタンスを再起動します。

Amazon EBS-Backed
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処理インスタンスタイプ

次のいずれかを行ってください。

• インスタンスを終了します。
• AMIを変更して新しいカーネルを使用し、その
AMIを使用して新しいインスタンスを起動しま
す。

Instance store-Backed

インスタンスの容量に関するトラブルシューティ
ング

Abstract

インスタンスの容量に関連する問題を解決します。

インスタンスの容量には次のエラーが関連します。

エラー: InsufficientInstanceCapacity
インスタンスを起動しようとしてInsufficientInstanceCapacityエラーが発生する場合は、現在
AWS にはリクエストに対応するだけの十分な容量がありません。大量のインスタンスをリクエストす
る場合、それらをホストするためのサーバー容量が十分にない場合があります。後で再試行するか、指
定するインスタンスの数を少なくしてください。

エラー: InstanceLimitExceeded
インスタンスを起動しようとしてInstanceLimitExceededエラーが発生する場合は、同時実行イン
スタンス制限に達しています。新規 AWS アカウントの場合、デフォルトの制限は 20 です。実行中の
インスタンスを追加する必要がある場合は、「Amazon EC2 インスタンス上限緩和申請」フォームを
使用してください。

コンソール出力の取得とインスタンスの再起動
Abstract

問題の診断に役立つコンソール出力を取得し、インスタンスを再起動する必要があるかどうか判断します。

コンソール出力は問題を診断する際に役立つツールで、特に、カーネルの問題やサービス設定の問題の
トラブルシューティングを行うときに便利です。これらの問題が発生すると、SSH デーモンの開始前
にインスタンスが停止したり、インスタンスに到達不能になったりする可能性があります。

同様に、到達できないインスタンスを再起動する機能も重要で、こうした機能はトラブルシューティン
グと一般的なインスタンス管理の両方で利用できます。

AmazonEC2インスタンスには、コンソール出力を表示できる物理的なモニターがありません。また、
インスタンスの起動、再起動、またはシャットダウンするための物理的なコントロールもありません。
これらのアクションを行うには、Amazon EC2 API およびコマンドラインインターフェイスツール
（CLI）を通じて、Amazon がこれらのタスクをサポートします。
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インスタンスの再起動
リセットボタンを押してコンピュータをリセットするように、Amazon EC2コンソール、CLI、または
API を使用して Amazon EC2 インスタンスをリセットできます。詳細については、インスタンスの再
起動 (p. 349) を参照してください。

Caution

Windowsインスタンスの場合、この動作によりハードウェアが再起動され、その結果データが
破損する可能性があります。

インスタンスコンソール出力
Linux/Unixインスタンスの場合、マシンに接続されている物理的なモニターに通常表示されるようなコ
ンソール出力がインスタンスコンソール出力に表示されます。インスタンスで出力が生成されると、こ
の出力はバッファに入れられ、ストアに送られます。インスタンスの所有者はこのストアから出力を取
得できます。

Windows インスタンスの場合は、インスタンスコンソール出力に直近のシステムイベントログエラー
が 3 つ表示されます。

表示される出力は、継続的には更新されず、更新する価値があると思われる場合にのみ更新されます。
例えば、インスタンスの起動直後、再起動後、インスタンスの終了時に更新されます。

Note

表示される出力のうち、保存されるのは最新の64KBのみです。この出力は、出力の送信から
少なくとも 1 時間使用可能です。

インスタンスの所有者のみがコンソール出力にアクセスできます。コンソールまたはコマンドラインを
使用して、インスタンスのコンソール出力を取得できます。

コンソールを使用してコンソール出力を取得するには

1. Amazon EC2 コンソールを開きます。
2. インスタンスを選択します。
3. [Actions]、[Get System Log] の順にクリックします。

コマンドラインを使用してコンソール出力を取得するには

次のコマンドの 1 つを使用できます。これらのコマンドラインインターフェイスについての詳細は、
Amazon EC2 へのアクセス (p. 3) を参照してください。

• get-console-output（AWS CLI）
• ec2-get-console-output（Amazon EC2 CLI）
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ホストコンピュータに障害が発生した場合のインス
タンスの復旧
基になるホストコンピュータのハードウェアで復旧不可能な問題が発生した場合、AWS はインスタン
スの停止イベントをスケジュールすることがあります。このようなイベントは事前に E メールで通知
されます。

障害が発生したホストコンピュータで Amazon EBS-Backed インスタンスが実行されている場合は、
次の操作を行って復旧することができます。

1. インスタンスストアボリュームの重要なデータを Amazon EBS または Amazon S3 にバックアッ
プします。

2. インスタンスを停止します。
3. インスタンスを起動します。
4. 重要なデータを復元します。
5. [EC2-Classic]インスタンスに関連付けられたElastic IPアドレスがある場合は、次のようにして再

び関連付ける必要があります。

詳細については、インスタンスの停止と起動 (p. 346) を参照してください。

Instance store-Backedインスタンスが、障害が発生したホストコンピュータで実行されている場合は、
次の操作を行って復旧できます。

1. インスタンスから AMI を作成します。
2. イメージを Amazon S3 にアップロードします。
3. 重要なデータを Amazon EBS または Amazon S3 にバックアップします。
4. インスタンスを終了します。
5. AMI から新しいインスタンスを起動します。
6. 重要なデータを新しいインスタンスに復元します。
7. [EC2-Classic]元のインスタンスに関連付けられたElastic IPアドレスがある場合は、新しいインス

タンスと関連付ける必要があります。

詳細については、Instance Store-Backed Linux AMI の作成 (p. 81) を参照してください。
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API リクエストを行う

Abstract

アプリケーションを開発するときには、お好みのプログラミング言語を使用します。

アマゾンウェブサービス（AWS）用のソフトウェア開発キット（SDK）に加えて Amazon EC2 用の
クエリ API およびを使用すると、任意のプログラミング言語で Amazon EC2 を制御することができま
す。

アカウントのAmazon EC2 API 宛ての呼び出し（AWSマネジメントコンソール、コマンドラインツー
ル、その他のサービスによって行われる呼び出しを含む）をモニタリングするには、AWS CloudTrail
を使用します。詳細については、AWS CloudTrail User Guide を参照してください。

Topics
• 必要な知識 (p. 721)
• Amazon EC2 に対して使用可能な API (p. 722)
• クエリリクエスト (p. 723)
• API リクエストエラーのトラブルシューティング (p. 725)
• べき等性の確保 (p. 728)
• SOAP リクエスト (p. 730)

必要な知識
API を介して Amazon EC2 にアクセスする場合、次の関する知識が必要です。

• XML
• Web サービス
• HTTP リクエスト
• Java、PHP、Perl、Python、Ruby、C#、C++ など、1 つまたは複数のプログラミング言語。
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Amazon EC2 に対して使用可能な API
Amazon EC2 Query API は、HTTP 動詞（GET または POST）とクエリパラメータ Actionで記述す
るHTTPまたはHTTPSリクエストです。このようなAPIアクションの詳細については、AmazonElastic
Compute Cloud API Reference を参照してください。

AWS では、HTTP または HTTPS でリクエストを送信する代わりに言語固有の API を使用してアプリ
ケーションを構築するソフトウェア開発者向けに、ライブラリ、サンプルコード、チュートリアルなど
のリソースを提供しています。これらのライブラリには、リクエストの暗号化署名、リクエストの再試
行、エラーレスポンスの処理などのタスクを自動処理する基本機能が用意されているので、開発を簡単
に始められます。

AWS SDK のダウンロードの詳細については、AWS SDKs and Tools を参照してください。Amazon
EC2 の言語固有の API の詳細については、次のドキュメントを参照してください。

AWS SDK for .NET

• Amazon.EC2
• Amazon.EC2.Model
• Amazon.EC2.Util

AWS SDK for Java

• com.amazonaws.services.ec2
• com.amazonaws.services.ec2.model
• com.amazonaws.services.ec2.util

AWS SDK for JavaScript

• AWS.EC2

AWS SDK for Python

• boto.ec2

AWS SDK for Ruby

• AWS::EC2

AWS SDK for PHP

• Ec2Client

AWS SDK for IOS

• AmazonEC2Client

AWS SDK for Android

• com.amazonaws.services.ec2
• com.amazonaws.services.ec2.model

API Version 2014-02-01
722

Amazon Elastic Compute Cloud ユーザーガイド
Amazon EC2 に対して使用可能な API

http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/APIReference/
http://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/APIReference/
https://aws.amazon.com/tools/
http://docs.aws.amazon.com/sdkfornet/latest/apidocs/Index.htmlitems/NEC2_NET4_5.html
http://docs.aws.amazon.com/sdkfornet/latest/apidocs/Index.htmlitems/NEC2NET4_5.html
http://docs.aws.amazon.com/sdkfornet/latest/apidocs/Index.htmlitems/NEC2_Util_NET4_5.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSJavaSDK/latest/javadoc/index.html?com/amazonaws/services/ec2/package-summary.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSJavaSDK/latest/javadoc/index.html?com/amazonaws/services/ec2/model/package-summary.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSJavaSDK/latest/javadoc/index.html?com/amazonaws/services/ec2/util/package-summary.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSJavaScriptSDK/latest/AWS/EC2.html
http://boto.readthedocs.org/en/latest/ref/ec2.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSRubySDK/latest/AWS/EC2.html
http://docs.aws.amazon.com/aws-sdk-php-2/latest/class-Aws.Ec2.Ec2Client.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSiOSSDK/latest/Classes/AmazonEC2Client.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSAndroidSDK/latest/javadoc/index.html?com/amazonaws/services/ec2/package-summary.html
http://docs.aws.amazon.com/AWSAndroidSDK/latest/javadoc/index.html?com/amazonaws/services/ec2/model/package-summary.html


• com.amazonaws.services.ec2.util

クエリリクエスト
Abstract

AWS から提供されている言語固有の API ライブラリ、サンプルコード、およびチュートリアルを使用してアプリ
ケーションを構築します。

クエリリクエストは、HTTP動詞（GETまたはPOST）とクエリパラメータ Actionで記述するHTTP
またはHTTPSリクエストです。Amazon EC2 API アクションのリストについては、「アクション」を
参照してください。

Topics
• GET リクエストの構造 (p. 723)
• エンドポイント (p. 724)
• クエリパラメータ (p. 724)
• クエリ API 認証 (p. 725)
• クエリレスポンス構造 (p. 725)

GET リクエストの構造
Amazon EC2 ドキュメントでは、GET リクエストが URL として記載されています。この URL はブラ
ウザで直接使用できます。

Tip

GETリクエストはURLなので、パラメータ値をURLエンコードする必要があります。Amazon
EC2ドキュメントでは、サンプルGETリクエストをエンコードせずに読みやすくしています。

リクエストには次が含まれます。

• Endpoint: ウェブサービスのエントリポイントとして機能する URL。
• Action: 実行するアクション（例えば、RunInstanceを使用してインスタンスを実行します）。
• Parameters:アクションのパラメータ。各パラメータは、アンパサンド（&）で区切ります。AWSが
リクエストの有効性と正当性を確保するために使用する、認可パラメータを含める必要があります。
AmazonEC2では、Signature Version 2をサポートします。詳細については、クエリAPI認証(p. 725)
を参照してください。

インスタンスを起動するサンプルリクエストは、次のとおりです。

https://ec2.amazonaws.com/?Action=RunInstances&ImageId=ami-2bb65342&Max 
Count=3&MinCount=1&Placement.AvailabilityZone=us-east-1b&Monitoring.En 
abled=true&AWSAccessKeyId=AKIAIOSFODNN7EXAMPLE&Version=2014-02-01&Expires=2010-
10-10T12:00:00Z&Signature=lBP67vCvGlDMBQ1dofZxg8E8SUEXAMPLE&SignatureVer 
sion=2&SignatureMethod=HmacSHA256

これらのサンプルリクエストを読みやすくするために、Amazon EC2 ドキュメントにはリクエストが
次の形式で記載されています。
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https://ec2.amazonaws.com/?Action=RunInstances
&ImageId=ami-2bb65342
&MaxCount=3
&MinCount=1
&Placement.AvailabilityZone=us-east-1b
&Monitoring.Enabled=true
&AWSAccessKeyId=AKIAIOSFODNN7EXAMPLE
&Version=2014-02-01
&Expires=2010-10-10T12:00:00Z
&Signature=lBP67vCvGlDMBQ1dofZxg8E8SUEXAMPLE
&SignatureVersion=2
&SignatureMethod=HmacSHA256

最初の行は、リクエストのエンドポイントを指定しています。エンドポイントの後ろにはクエスチョン
マーク（?）が付いていますが、これはエンドポイントとパラメータを区別するものです。

Actionパラメータは実行するアクションを示します。アクションの完全リストに関しては、Amazon
Elastic Compute Cloud API Reference の「アクション」を参照してください。

残りの行はレポートの追加パラメータを示します。

Important

AWSAccessKeyIdパラメータの値を指定する前に、Best Practices for Managing AWS Access
Keys のガイダンスを確認し、それに従ってください。

エンドポイント
エンドポイントは、ウェブサービスのエントリポイントとなる URL です。レイテンシーを少なくする
リクエストを提出するとき、Amazon EC2 のリージョンエンドポイントを選択できます。リージョン
の詳細については、「リージョンとアベイラビリティーゾーンに関する概念 (p. 8)」を参照してくだ
さい。Amazon EC2のエンドポイントについては、AmazonWebServicesGeneral Referenceの「リー
ジョンとエンドポイント」を参照してください。

全般的なエンドポイント、ec2.amazonaws.comを指定する場合、us-east-1のエンドポイントを使
用します。別のリージョンを使用するには、その関連エンドポイントを指定します。例えば、エンドポ
イントとしてec2.us-west-2.amazonaws.comを指定する場合、us-west-2エンドポイントにリク
エストを送信します。

クエリパラメータ
各クエリリクエストに、アクションの認証と選択を処理するための一般的な必須パラメータが含まれて
いる必要があります。詳細は、Amazon Elastic Compute Cloud API Referenceの「共通クエリパラメー
タ」を参照してください。

オペレーションの中にはパラメータのリストを取るものがあります。これらのリストは param.n の表
記法で指定されます。n は 1 から始まる整数です。

次の例では、BlockDeviceMappingパラメータのリストを使用して、ブロックデバイスマッピングに
複数のデバイスを追加しています。

http://ec2.amazonaws.com/?Action=RunInstances
&ImageId.1=ami-72aa081b
...
&BlockDeviceMapping.1.DeviceName=/dev/sdj
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&BlockDeviceMapping.1.Ebs.NoDevice=true
&BlockDeviceMapping.2.DeviceName=/dev/sdh
&BlockDeviceMapping.2.Ebs.VolumeSize=300
&BlockDeviceMapping.3.DeviceName=/dev/sdc
&BlockDeviceMapping.3.VirtualName=ephemeral1
&AUTHPARAMS

クエリ API 認証
クエリリクエストは、HTTP または HTTPS プロトコル経由で送信できます。

使用しているプロトコルにかかわらず、すべてのクエリリクエストに署名を含める必要があります。
Amazon EC2 では、Signature Version 2 をサポートします。詳細については、Amazon Web Services
General Reference の Signature Version 2 Signing Process を参照してください。

Amazon EC2 のドキュメントに示すクエリリクエストのサンプルにおいて、認証に関連するパラメー
タを省略することにより、アクション用のパラメータに集中できるようにしました。省略したパラメー
タはリテラル文字列で置換し、リクエスト（&AUTHPARAMS）にはこれらのパラメータを含める必要が
あることを示しています。

クエリレスポンス構造
クエリリクエストへのレスポンスとして、サービスは、Amazon EC2 の WSDL ファイルの一部として
定義された XML スキーマに準拠する XML データ構造を返します。XML レスポンスの構造は、関連す
るリクエストに固有です。一般的に、レスポンスのデータタイプの名前は、実行されたオペレーショ
ン、およびデータタイプがコンテナかどうか（子を持つことができるかどうか）に基づいて付けられま
す。例えば、コンテナには、セキュリティグループの場合はgroupSet、キーペアの場合はkeySetが
含まれます（次の例を参照）。item 要素はコンテナの子で、そのコンテンツはコンテナの役割に応じ
て異なります。

すべてのレスポンスの requestId要素にリクエスト ID が含まれています。値は AWS によって割り
当てられる一意の文字列です。特定のリクエストに問題が発生すると、問題のトラブルシューティング
を行うために AWS によってリクエスト ID が求められます。レスポンスの例を次に示します。

<DescribeKeyPairsResponse xmlns="http://ec2.amazonaws.com/doc/2014-02-01/">
  <requestId>7a62c49f-347e-4fc4-9331-6e8eEXAMPLE</requestId>
  <keySet>
    <item>
      <keyName>gsg-keypair</keyName>
      <keyFingerprint>
         00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00:00
      </keyFingerprint>
    </item>
  </keySet>
</DescribeKeyPairsResponse>

API リクエストエラーのトラブルシューティング
Abstract

Amazon EC2 から受信するエラーコード使用してエラーのトラブルシューティングを行います。
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AmazonEC2Query APIでは、エラーコードはクライアントエラーまたはサーバーエラーとして示され
ます。クライアントエラーは、通常、リクエストの構造、コンテンツ、または有効性に問題があること
が原因で発生します。サーバーエラーは、通常、サーバー側に問題があることを示しています。

API エラーコードの詳細については、Amazon Elastic Compute Cloud API Reference の エラーコード
を参照してください。

Topics
• クエリ API リクエスト率 (p. 726)
• 結果整合性 (p. 727)
• 許可されていない操作 (p. 728)

クエリ API リクエスト率
Amazon EC2 API リクエストはパフォーマンスの低下を招かないよう、AWS アカウントごとに数が制
限されます。Amazon EC2 API のすべての呼出（アプリケーション、Amazon EC2 コマンドラインイ
ンターフェイスの呼出、Amazon EC2 コンソールから発生するすべての呼出）は、許容される API リ
クエスト率を超過しないよう制御されます。IAMユーザーが発行するAPIリクエストは、そのユーザー
が所属する AWS アカウントから発行されたものとして扱われることに注意してください。

Amazon EC2 API アクションは次のカテゴリに分割されます。

• DescribeInstancesや DescribeVolumesなど、Describe アクション。これらのリクエストは
キャッシュされたデータを取得するだけです。そのため、リクエスト制限が最高に設定されます。

• RunInstancesや CreateVolumesなど、Modify アクション。これらのリクエストはリソースを作
成または変更します。そのため、Describe 呼出よりもリクエスト制限が低くなります。

• CreateKeyPair、GetConsoleOutputAuthorizeSecurityGroupIngress、
RevokeSecurityGroupIngressアクション。これらのリクエストは完了に最も多くの時間とリソー
スを必要とするので、リクエスト制限が最低に設定されます。

APIリクエストがそのカテゴリのAPIリクエスト率を超過する場合、RequestLimitExceededエラー
コードが返されます。このエラーを回避するには、アプリケーションが API リクエストを再試行する
率を低くします。これは、ポーリングを慎重に実行し、再試行のタイミングを指数バックオフ方式で制
御することで実現できます。

ポーリング
場合によっては、アプリケーションで API を繰り返し呼び出し、ステータスの更新を確認する必要が
あります。ポーリングを開始する前に、リクエストの予想完了時間を指定します。ポーリングを開始す
るとき、連続するリクエストの間に適切なスリープ間隔を使用します。最良の結果を得るには、漸増ス
リープ間隔を使用します。

再試行またはバッチ処理
場合によっては、アプリケーションは API リクエストに失敗した後にそれを再試行するか、複数のリ
ソース（例えば、すべてのボリューム）を処理する必要があります。API リクエストの率を下げるに
は、連続するリクエストの間に適切なスリープ間隔を使用します。最良の結果を得るには、漸増または
可変スリープ間隔を使用します。

スリープ間隔の計算
APIリクエストをポーリングまたは再試行する必要がある場合は、エクスポネンシャルバックオフアル
ゴリズムを使用して API コール間のスリープ間隔を計算することをお勧めします。エクスポネンシャ
ルバックオフは、再試行間の待機時間を累進的に長くして、連続的なエラー応答を受信するという考え
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に基づいています。詳細について、およびこのアルゴリズムの実装例については、「Error Retries and
Exponential Backoff in AWS」を参照してください。

結果整合性
Amazon EC2 APIは、APIをサポートするシステムの分散特性に起因し、結果整合性モデルの後に続き
ます。つまり、Amazon EC2 リソースに影響を与える API コマンドを実行した結果が、リソースを実
行する後続の一部のコマンドにはすぐに表示されない場合があります。前の API コマンドの直後に続
く API コマンドを実行するときは、このことに注意してください。

結果整合性は、リソースの管理に影響を与える場合があります。例えば、コマンドを実行してリソース
を作成する場合、リソースは他のコマンドに最終的に表示されます。つまり、コマンドを実行し、作成
したリソースを変更または表現する場合、その ID がシステム全体に配信されておらず、リソースが存
在しないというエラーを受け取ることがあります。

結果整合性を管理するには、次を実行できます。

• コマンドを実行してリソースを変更する前に、リソースのステータスを確認します。エクスポネン
シャルバックオフアルゴリズムを使用して適切な Describeコマンドを実行し、前のコマンドがシ
ステム全体に配信されるように十分な時間を与えます。これを行うには、Describeコマンドを繰り
返し実行します。2 秒の待ち時間から始め、最大 5 分まで徐々に待ち時間を増やします。

• Describeコマンドが正確な応答を返す場合でも、後続のコマンド間の待ち時間を追加します。適用
するエクスポネンシャルバックオフアルゴリズムの待ち時間は当初 2 秒とし、最大 5 分まで徐々に
待ち時間を増やします。

結果整合性エラーの例

次は、結果整合性の結果として遭遇する可能性があるエラーコードの例です。

• InvalidInstanceID.NotFound

RunInstancesコマンドを正常に実行し、RunInstancesのレスポンスとして提供されたインスタ
ンスIDを使用してすぐに別のコマンドを実行する場合、InvalidInstanceID.NotFoundエラーが
返される場合があります。これはインスタンスが存在しないという意味ではありません。

影響を受ける可能性がある特定のコマンドの一部:
• DescribeInstances: インスタンスの実際の状態を確認するには、エクスポネンシャルバックオ
フアルゴリズムを使用してこのコマンドを実行します。

• TerminateInstances:インスタンスの状態を確認するには、エクスポネンシャルバックオフアル
ゴリズムを使用して最初に DescribeInstancesコマンドを実行します。

Important

TerminateInstancesの実行後に InvalidInstanceID.NotFoundエラーが表示され
た場合、これはそのインスタンスが強制終了される（または、強制終了されている）とい
う意味ではありません。インスタンスは依然として実行されている可能性があります。そ
のため、DescribeInstancesを使用してインスタンスの状態を最初に確認することが重
要です。

• InvalidGroup.NotFound

CreateSecurityGroupコマンドを正常に実行し、CreateSecurityGroupのレスポンスとして提
供されたインスタンスIDを使用してすぐに別のコマンドを実行する場合、InvalidGroup.NotFound
エラーが返される場合があります。セキュリティグループを確認するには、エクスポネンシャルバッ
クオフアルゴリズムを使用して DescribeSecurityGroupsコマンドを実行します。
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許可されていない操作
デフォルトでは、AWS Identity and Access Management（IAM）ユーザーが Amazon EC2 リソースを
作成/変更したり、Amazon EC2 API を使用してタスクを実行したりすることは許可されていません。
ただし、IAMポリシーを介して許可が明示的に付与されている場合はその限りでありません。許可が付
与されていないアクションを IAM ユーザーが実行しようとした場合、リクエストは
Client.UnauthorizedOperationエラーを返します。

ポリシーが意図せずに制限的になると、このエラーが発生する場合があります。例えば、IAMユーザー
が特定のサブネット内にインスタンスを起動できるようにするには、インスタンス、ボリューム、AMI、
特定のサブネット、ネットワークインターフェイス、キーペア、およびセキュリティグループといった
リソースに許可を付与する必要があります。そのためにはIAMポリシー内に各リソースのARNを指定
します。例えば、ボリュームの許可を省略した場合、ユーザーは EBS-Backed インスタンスのルート
EBSボリュームを作成することを許可されないので、ユーザーは Instance store-Backed AMI からしか
インスタンスを起動できません。

Amazon EC2 に対する IAM ポリシーの作成についての詳細は、Amazon EC2 の IAM ポリシー (p. 488)
を参照してください。

現在、すべてのAPIアクションがリソースレベルの許可をサポートしているわけではありません。2014
年にはサポートの幅が広がる予定です。Amazon EC2 API アクションで使用できる ARN の詳細につい
ては、Amazon Elastic Compute Cloud API Reference の Granting IAM Users Required Permissions for
Amazon EC2 Resources を参照してください。

べき等性の確保
Abstract

リクエストが 1 回だけ完了するように、リクエストのべき等性を確保します。

べき等のオペレーションが完了するのは 1 回のみです。

インスタンスを起動した場合、オペレーションの完了前にリクエストが返されるのが一般的です。イン
スタンスの状態をモニタリングして、オペレーションが正常に終了したかどうかを判断します（状態は
pendingからrunningに移行します）。オペレーションがタイムアウトになった場合、または接続に
問題がある場合、リクエストの再試行が必要かもしれません。ただし、元々のリクエストと再試行した
リクエストが両方とも正常に終了した場合は、結果としてインスタンス数が起動予定の数より多くなり
ます。

ec2-run-instances コマンドまたはRunInstances API アクションを使用してインスタンスを起動する場
合は、必要に応じてクライアントトークンを指定して、リクエストのべき等性を確保することができま
す。リクエストを繰り返す場合は、繰り返されたリクエストごとに同じレスポンスが返されます。レス
ポンスで唯一異なる可能性がある情報は、インスタンスの状態です。

クライアントトークンは64文字以下のASCII 文字で構成された固有の文字列で、大文字と小文字が区
別されます。クライアントトークンは、インスタンスを記述するときにレスポンスに挿入されます。ク
ライアントトークンは、インスタンスの終了後少なくとも 24 時間は有効です。後から別の呼び出しで
クライアントトークンを再利用しないでください。

同じクライアントトークンでリクエストを繰り返し行う場合、リクエストパラメータを変えると、
Amazon EC2 は IdempotentParameterMismatchエラーを返します。

さまざまなリージョンにわたる同じリクエストに対して、同じクライアントトークンを使用できます。
例えば、べき等リクエストを送信して us-east-1 リージョン内でインスタンスを起動し、その他の複数
のリージョンで同じクライアントトークンをリクエストに使用した場合、各リージョンでインスタンス
が起動されます。
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次の表は、一般的なレスポンスコードと推奨される一連のアクションをまとめたものです。

コメント再試行コード

リクエストは成功していますので、再試行を行っ
ても効果はありません。

影響なし200（OK）

リクエストは成功しません（例えば、指定された
パラメータ値が有効ではありません）。リクエス
トに状態を変更するプロセスで使用されているリ
ソースが含まれている場合は、リクエストを繰り
返すことで成功する場合があります（例えば、
availableになろうとしている Amazon EBS ボ
リュームを使用してインスタンスを起動する）。

非推奨400（クライアントエ
ラー）

このエラーは通常一時的なものです。適切なバッ
クオフ戦略で再度リクエストを行います。

推奨500（サーバー内部エ
ラー）

このエラーは極端に負荷がかかった場合に発生す
る可能性があります。適切なバックオフ戦略で再
度リクエストを行います。

推奨503（サーバーが利用不
可）

べき等性のサポート
次に示すコマンドとアクションは、クライアントトークンを使用して、べき等オペレーションをサポー
トします。

• CopyImage
• CreateReservedInstancesListing
• ec2-copy-image
• ec2-create-reserved-instances-listing
• ec2-modify-reserved-instances
• ec2-run-instances
• ModifyReservedInstances
• RunInstances

次に示すコマンドとアクションは、べき等です。

• AssociateAddress
• DisassociateAddress
• ec2-associate-address
• ec2-disassociate-address
• ec2-terminate-instances
• TerminateInstances

べき等コマンドの例
ec2-run-instances コマンドを次のように使用して、べき等リクエストを作成します。
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PROMPT> ec2-run-instances ami-b232d0db -k my-key-pair --client-token 550e8400-
e29b-41d4-a716-446655440000

--client-tokenオプションは、64文字以下のASCII文字で構成された固有の文字列（大文字と小文
字の区別あり）を必要とします。

べき等クエリのサンプル
RunInstances アクションを次のように使用して、べき等リクエストを作成します。

https://ec2.amazonaws.com/?Action=RunInstances
&ImageId=ami-3ac33653
&MaxCount=1
&MinCount=1
&KeyName=my-key-pair
&ClientToken=550e8400-e29b-41d4-a716-446655440000
&AUTHPARAMS

ClientTokenパラメータは、64 文字以下の ASCII 文字で構成された固有の文字列（大文字と小文字
の区別あり）を必要とします。

SOAP リクエスト
Abstract

Amazon EC2 の SOAP リクエストは廃止になったので、それが存在する場合は置き換えます。

AmazonEC2のSOAPAPIは廃止になりました。このサポートは2014年6月末で終了します。Amazon
EC2のQuery APIを使用するか、AWSのソフトウェア開発キット（SDK）を使用することをお勧めし
ます。詳細については、API リクエストを行う (p. 721) を参照してください。

廃止日以前にAWSアカウントを作成し、プロセス内でSOAPAPIを既に使用している場合、限定期間
中は引き続き使用できます。ただし、SOAPリクエストを使用しているプロセスについては、廃止日の
6 カ月以内にサポートされた形式のリクエストに移行することをお勧めします。廃止日後に AWS アカ
ウントを作成した場合は、SOAP API は使用できません。
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ドキュメント履歴

Abstract

Amazon EC2 ドキュメントの改訂日、関連リリース、重要な変更を検索します。

次の表は、Amazon EC2 ドキュメントへの重要な追加項目をまとめたものです。また、お客様からい
ただいたフィードバックに対応するために、ドキュメントを頻繁に更新しています。

Current API version: 2014-02-01.

リリース日説明API バー
ジョン

機能

2014 年 4
月 9 日

RAM の GiB 当たりの価格が最適に設定された高
パフォーマンスの次世代型メモリ最適化インスタ
ンス。これらのインスタンスは、R3 インスタン
スの vCPU ごとの大容量メモリ、優れた処理能
力、拡張ネットワーキング機能によって恩恵を受
けるリレーショナルおよびNoSQLデータベース、
インメモリ分析ソリューション、科学計算、およ
びその他のメモリ集約型アプリケーションに適し
ています。

2014-02-01R3 インスタンス

2014 年 3
月 27 日

Amazon Linux AMI 2014.03 リリースについての
情報を追加しました。詳細については、Amazon
Linux (p. 94) を参照してください。

2014-02-01新しい Amazon Linux
AMI リリース

2014 年 3
月 21 日

VM Import/Export のセクションを書き換えまし
た。シナリオとアーキテクチャー図を追加しまし
た。トラブルシューティングにエラーメッセージ
を追加しました。詳細については、「インスタン
スのインポートとエクスポート(p.301)」を参照し
てください。

2013-10-15VM Import/Export

2014 年 1
月 28 日

新しい Amazon EC2 使用状況レポート（EC2 の
使用状況のコストと使用状況データを示す一連の
レポート）についての情報を追加しました。詳細
については、Amazon EC2 使用状況レポー
ト (p. 671) を参照してください。

2013-10-15Amazon EC2 使用状況
レポート
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2014 年 1
月 20 日

新しい M3 インスタンスのサイズ（m3.medium
と m3.large）についての情報を追加しました。

2013-10-15新しいM3インスタンス

2013 年 12
月 19 日

以下のインスタンスは、連続 SSD 書き込みパ
フォーマンスを向上させるため、非常に高いIOPS
を提供し、TRIM をサポートします。また、I2 イ
ンスタンスは、インスタンス間のレイテンシーが
低いだけでなく、ネットワークのストレスが少な
く、パケット毎秒（PPS）が非常に大きい拡張
ネットワーキングもサポートします。詳細につい
ては、I2インスタンス (p. 117) を参照してくださ
い。

2013-10-15I2 インスタンス

2013 年 12
月 19 日

M3 インスタンスサイズ（m3.xlargeと
m3.2xlarge）は、SSDボリュームと合わせてイ
ンスタンスストアをサポートするようになりまし
た。

2013-10-15更新されたM3インスタ
ンス

2013 年 12
月 16 日

VM Import プロセスが、Linux インスタンスのイ
ンポートをサポートするようになりました。詳細
については、前提条件 (p. 302) を参照してくださ
い。

2013-10-15Linux仮想マシンのイン
ポートに関するサポート
を追加しました。

2013 年 11
月 20 日

Amazon EC2 RunInstances API アクションに対
し、リソースレベルの許可を制御するため、AWS
Identity and Access Management でのポリシーの
作成についての情報を追加しました。詳細とポリ
シー例については、AmazonEC2のリソースに対
するアクセスの制御(p.485)を参照してください。

2013-10-15RunInstances に関する
リソースレベルの許可

2013 年 11
月 14 日

計算能力が最適化されたインスタンスは、経済的
な価格で、非常に高い CPU パフォーマンスを提
供します。また、C3 インスタンスは、インスタ
ンス間のレイテンシーが低いだけでなく、ネット
ワークのストレスが少なくパケット毎秒（PPS）
が非常に大きい拡張ネットワーキングもサポート
します。これらのインスタンスは、通信量の多い
ウェブアプリケーション、広告配信、バッチ処
理、動画の暗号化、分散分析、高エネルギー物理
学、ゲノム分析、計算流体力学に最適です。

2013-10-15C3 インスタンス

2013 年 11
月 11 日

Amazon EC2 起動ウィザードを使った、AWS
Marketplace からのインスタンスの起動について
の情報を追加しました。詳細については、AWS
Marketplaceインスタンスの起動(p. 332)を参照し
てください。

2013-10-01AWS Marketplace から
のインスタンスの起動

2013 年 11
月 4 日

これらのインスタンスはビデオ作成サービスや3D
表示、グラフィックスを集中的に使用するアプリ
ケーション、大規模なパラレル処理を必要とする
サーバー側のワークロードに最適です。詳細につ
いては、GPUインスタンス(p. 124)を参照してく
ださい。

2013-10-01G2 インスタンス
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2013 年 10
月 10 日

再設計された EC2 起動ウィザードについての情
報を追加しました。詳細については、インスタン
スの起動 (p. 325) を参照してください。

2013-10-01新しい起動ウィザード

2013 年 10
月 09 日

同じファミリー（m1、m2、m3、c1 など）内の
Linux/UNIXリザーブドインスタンスのインスタン
スタイプを変更する新しいリザーブドインスタン
ス機能について、情報を追加しました。詳細につ
いては、リザーブドインスタンスの変更 (p. 251)
を参照してください。

2013-10-01Amazon EC2 リザーブ
ドインスタンスのインス
タンスタイプの変更

2013 年 9
月 30 日

Amazon Linux AMI 2013.09 リリースについての
情報を追加しました。詳細については、Amazon
Linux (p. 94) を参照してください。

2013-09-30新しい Amazon Linux
AMI リリース

2013 年 9
月 11 日

あるリージョン内のリザーブドインスタンスを変
更する新しい EC2 リザーブドインスタンス機能
について、情報を追加しました。詳細について
は、リザーブドインスタンスの変更 (p. 251) を参
照してください。

2013-08-15Amazon EC2 リザーブ
ドインスタンスの変更

2013 年 8
月 20 日

VPCでインスタンスを起動するための新しいパブ
リック IP アドレス機能に関する情報を追加しま
した。詳細については、「パブリック ID アドレ
スの割り当て (p. 533)」を参照してください。

2013-07-15パブリック ID アドレス
の割り当て

2013 年 7
月 8 日

新しい Amazon リソース名（ARN）と Amazon
EC2条件キーに関する情報を追加しました。詳細
については、「Amazon EC2 の IAM ポリ
シー (p. 488)」を参照してください。

2013-06-15リソースレベルのアクセ
ス許可の付与

2013 年 6
月 11 日

インクリメンタルスナップショットコピーに関す
る情報を追加しました。詳細については、
「Amazon EBS スナップショットのコ
ピー (p. 608)」を参照してください。

2013-02-01インクリメンタルスナッ
プショットコピー

2013 年 04
月 4 日

AmazonEC2コンソールの新しいタグペインに関
する情報を追加しました。詳細については、
「AmazonEC2リソースにタグを付ける(p. 662)」
を参照してください。

2013-02-01新しいタグペイン

2013 年 3
月 27 日

Amazon Linux AMI 2013.03 のリリースについて
の情報を追加しました。詳細については、
「Amazon Linux (p. 94)」を参照してください。

2013-02-01新しい Amazon Linux
AMI リリース

2013 年 3
月 19 日

ハイ CPU エクストララージ（c1.xlarge）、ハイ
メモリダブルエクストララージ（m2.2xlarge）、
M3 エクストララージ（m3.xlarge）、M3 ダブル
エクストララージ（m3.2xlarge）を、EBS最適化
インスタンスとして起動できるようになりまし
た。

詳細については、「AmazonEBS最適化インスタ
ンス (p. 127)」を参照してください。

2013-02-01追加の EBS 最適化イン
スタンスタイプのサポー
ト
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2013 年 3
月 11 日

AMIをリージョン間でコピーして、整合性のある
インスタンスを複数の AWS リージョンですばや
く簡単に起動できます。

詳細については、「AMIのコピー(p. 90)」を参照
してください。

2013-02-01リージョン間での AMI
のコピー

2013 年 3
月 11 日

お客様の AWS アカウントは、リージョンに基づ
いて EC2-Classic または EC2-VPC のプラット
フォームのいずれか、あるいはEC2-VPCのプラッ
トフォーム限定でジョブフローを起動できます。
インスタンスを起動できるのが EC2-VPC だけで
ある場合は、デフォルトの VPC が自動的に作成
されます。お客様がインスタンスを起動するとき
は、デフォルトの VPC で起動されるようになり
ます。ただし、お客様が非デフォルト VPC を作
成してその VPC でインスタンスを起動するよう
指定した場合を除きます。

詳細については、「サポートされているプラット
フォーム (p. 527)」を参照してください。

2013-02-01デフォルトのVPCへの
インスタンスの起動

2013 年 1
月 21 日

大容量のメモリと、高パフォーマンスの CPU お
よびネットワークの組み合わせです。このインス
タンスは、インメモリアナリティクス、グラフ分
析、科学計算アプリケーションに適しています。
詳細については、「インスタンスタイプ(p.109)」
を参照してください。

2012-12-01ハイメモリクラスター
（cr1.8xlarge）インスタ
ンスタイプ

2012 年 12
月 20 日

ハイストレージインスタンスは、ストレージ密度
がきわめて高く、インスタンスあたりの順次読み
込み/書き込みのパフォーマンスの高さが特徴で
す。データウェアハウス、Hadoop/MapReduce、
並列ファイルシステムに適しています。詳細につ
いては、「HS1 インスタンス (p. 121)」を参照し
てください。

2012-12-01ハイストレージ
（hs1.8xlarge）インス
タンスタイプ

2012 年 12
月 17 日

スナップショットのコピーを使用して、データの
バックアップを作成したり、新しいAmazonEBS
ボリュームを作成したり、Amazon マシンイメー
ジ（AMI）を作成したりすることができます。詳
細については、「AmazonEBSスナップショット
のコピー (p. 608)」を参照してください。

2012-12-01EBS スナップショット
のコピー

2012 年 11
月 20 日

プロビジョニングされた IOPS ボリューム用の 2
つの新しいメトリックスを含むように EBS メト
リックスを更新しました。詳細については、
「CloudWatch によるボリュームのモニタリン
グ (p. 581)」を参照してください。また、プロビ
ジョニングされた IOPS ボリューム用の新しいス
テータスチェックを追加しました。詳細について
は、「ステータスチェックによるボリュームのモ
ニタリング (p. 583)」を参照してください。

2012-10-01プロビジョニングされた
IOPS ボリューム用の
EBS メトリックスおよ
びステータスチェックの
更新
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2012 年 11
月 19 日

Amazon ECは、複数の構成済みWindows Server
2012 2AMIの提供を開始しました。これらのAMI
は、あらゆるリージョンで、また、すべての 64
ビットインスタンスタイプですぐに利用でいま
す。AMI は次の言語をサポートしています。

• English
• 簡体字中国語
• 繁体字中国語
• 繁体字中国語香港
• 日本語
• 韓国語
• ポルトガル語
• ブラジルポルトガル語
• チェコ語
• オランダ語
• フランス語
• ドイツ語
• ハンガリー語
• イタリア語
• ポーランド語
• ロシア語
• スペイン語
• スウェーデン語
• トルコ語

2012-10-01Microsoft Windows
Server 2012のサポート

2012 年 11
月 13 日

AKI IDを更新し、ディストリビューションカーネ
ルを再編成し、PVOps セクションを更新しまし
た。

2012-10-01Linux カーネル

2012 年 11
月 2 日

「パッケージの追加」に情報を追加し、最新の
Linux AMI の場所を追加しました。詳細について
は、「パッケージの追加(p. 99)」を参照してくだ
さい。

2012-10-01Amazon Linux AMI

2012 年 10
月 31 日

新しいAmazon Elastic Compute Cloud（Amazon
EC2）M3 エクストララージおよび M3 ダブルエ
クストララージインスタンスタイプに関する情報
を追加しました。詳細については、「インスタン
スタイプ (p. 109)」を参照してください。

2012-10-01M3 インスタンス

2012 年 10
月 14 日

AmazonEC2スポットリクエストのステータスを
簡単に判断できるようにする、Amazon EC2 ス
ポットインスタンスリクエストステータスに関す
る情報を追加しました。

2012-10-01Amazon EC2 スポット
インスタンスリクエスト
ステータス

2012 年 10
月 11 日

Amazon Linux AMI 2012.09 のリリースについて
の情報を追加しました。詳細については、
「Amazon Linux (p. 94)」を参照してください。

2012-08-15新しい Amazon Linux
AMI リリース
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2012 年 9
月 11 日

リザーブドインスタンスマーケットプレイスで
は、不要になった Amazon EC2 リザーブドイン
スタンスを持つ販売者と、追加の容量を求める購
入者とが、互いに相手を見つけることができま
す。リザーブドインスタンスマーケットプレイス
を通じて売買されたリザーブドインスタンスは、
他のリザーブドインスタンス同様に動作します。
異なるのは、残りの契約期間が短いことと、異な
る価格で販売できることです。

2012-08-15Amazon EC2 リザーブ
ドインスタンスマーケッ
トプレイス

2012 年 7
月 31 日

Provisioned IOPSボリュームは、整合性と応答時
間の短さが重要な、データベースアプリケーショ
ンなど入出力を多用する作業負荷に対して、予測
可能なハイパフォーマンスを提供します。詳細に
ついては、「Amazon EBS ボリュームの種
類 (p. 569)」を参照してください。

2012-07-20Amazon EBS 向けの
Provisioned IOPS
(input/output operations
per second)

2012 年 7
月 18 日

ハイI/Oインスタンスは、SSDベースのローカル
インスタンスストレージを使用して遅延の少ない
ハイ I/O パフォーマンスを提供します。詳細につ
いては、「HI1インスタンス(p. 119)」を参照して
ください。

2012-06-15Amazon EC2 向けのハ
イ I/O インスタンス

2012 年 6
月 11 日

Amazon EC2 向けの IAM ロールは次の機能を提
供します。

• Amazon EC2 インスタンスで実行中のアプリ
ケーションの AWS アクセスキー。

• Amazon EC2 インスタンスの AWS アクセス
キーを自動更新します。

• EC2 インスタンスで実行中の、AWS サービス
にリクエストを送信するアプリケーションに対
して、許可をより細かく設定できます。

2012-06-01Amazon EC2 インスタ
ンスの IAM ロール
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2012 年 6
月 7 日

Auto Scaling を使用して、スポットインスタンス
を次のように管理できるようになりました。

• AutoScaling起動設定を使用してEC2スポット
インスタンスに入札したり、スポットインスタ
ンスの入札のスケジュールを設定したりできま
す。詳細については、「Auto Scaling によるス
ポットインスタンスの管理(p.166)」を参照して
ください。

• インスタンスの起動または終了の通知を受け取
ることができます。詳細については、「Auto
Scaling を使用してスポットインスタンスに関
する通知を取得する(p.179)」を参照してくださ
い。

• AWS CloudFormation テンプレートを使用し
て、AWS リソースのスタック内のスポットイ
ンスタンスを起動できます。詳細については、
「CloudFormation テンプレートを使用してス
ポットインスタンスを起動する(p.182)」を参照
してください。

開始しやすく、中断の可
能性に対応しやすくなる
スポットインスタンス機
能。

2012 年 5
月 25 日

当初EC2にインポートしたWindows Serverイン
スタンスのエクスポートのサポートを追加しまし
た。
ステータスチェックが失敗した日時を示す、イン
スタンスステータスとシステムステータスのタイ
ムスタンプのサポートを追加しました。

2012-05-01Amazon EC2 のステー
タスチェックのための
EC2 インスタンスのエ
クスポートとタイムスタ
ンプ

2012 年 5
月 25 日

Citrix Xen、Microsoft Hyper-V、および VMware
vSphere 向けの EC2 インスタンスのエクスポー
トのサポートを追加しました。
インスタンスとシステムのステータスチェックの
タイムスタンプのサポートを追加しました。

2012-05-01EC2 インスタンスのエ
クスポート、および
Amazon VPC に対する
インスタンスとシステム
のステータスチェックの
タイムスタンプ

2012 年 4
月 26 日

Amazon Virtual Private Cloud（Amazon VPC）で
の cc2.8xlarge インスタンスのサポートを追加し
ました。

2012-04-01クラスターコンピュート
エイトエクストララージ
インスタンス

2012 年 4
月 19 日

AWS Marketplace AMI のサポートを追加しまし
た。

2012-04-01AWS Marketplace AMI

2012 年 3
月 28 日

Amazon Linux AMI 2012.03 のリリースについて
の情報を追加しました。詳細については、Amazon
Linux (p. 94) を参照してください。

新しいLinuxAMIリリー
ス

2012 年 3
月 28 日

新しい AKI バージョン1.03のリリースと AWS
GovCloud（米国）リージョン用の AKI のリリー
スについての情報を追加しました。詳細について
は、「独自のLinuxカーネルの使用(p. 102)」を参
照してください。

新しい AKI バージョン
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2012年3月
7日

新しいインスタンスタイプと 64 ビット情報のサ
ポートを追加しました。Linux/UNIXインスタンス
に追加するための、Java ベースの SSHクライア
ントの使用手順を追加しました。

ミディアムインスタン
ス、すべての AMI での
64 ビットのサポート、
および Java ベースの
SSH クライアント

2012年3月
5日

リザーブドインスタンス料金範囲に組み込まれた
割引料金の利用方法に関する新しいセクションを
追加しました。詳細については、「リザーブドイ
ンスタンス料金範囲を理解する(p.226)」を参照し
てください。

リザーブドインスタンス
料金範囲

2011年12
月21日

VPC での EC2 インスタンスのための Elastic
Network Interfaces（ENI）についての新しいセク
ションを追加しました。詳細については、「Elastic
Network Interface（ENI） (p. 545)」を参照してく
ださい。

Amazon Virtual Private
Cloud での EC2 インス
タンスのための Elastic
Network Interfaces
（ENI）

2011 年 12
月 14 日

SA-East-1 リージョン用の新しい AKI リリースに
ついての情報を追加しました。このリリースによ
りAKIバージョン1.01は廃止されます。AKIバー
ジョン 1.02 は下位互換性があります。

新しいGRUリージョン
と AKI

2011年12
月1日

インスタンスの使用目的に応じて、リザーブドイ
ンスタンス提供タイプを重度使用、中度使用、ま
たは軽度使用から選択できるようになりました。
リザーブドインスタンス (p. 218) を参照してくだ
さい。

2011-11-01新しい Amazon EC2 リ
ザーブドインスタンスの
提供タイプ

2011年11
月16日

AWS で予定されている、インスタンスに影響を
及ぼす可能性のあるイベントなど、インスタンス
のステータスについて追加の詳細情報を表示でき
ます。これら運用上の作業には、ソフトウェア
アップデートやセキュリティパッチを適用するた
めに必要なインスタンスの再起動や、ハードウェ
アに問題が生じた場合に必要となるインスタンス
の廃棄などが含まれます。インスタンスのステー
タスのモニタリング(p.386)を参照してください。

Amazon EC2 インスタ
ンスのステータス

2011年11
月14日

クラスターコンピュートエイトエクストララージ
（cc2.8xlarge）のサポートを Amazon EC2 に追
加しました。

Amazon EC2 クラスタ
コンピュートインスタン
スタイプ

2011年11
月8日

新しい US-West 2 リージョン用の新しい AKI の
リリースについての情報を追加しました。

新しいPDXリージョン
と AKI
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2011年10
月11日

Amazon VPC での Amazon EC2 スポットインス
タンスのサポートについての情報を追加しまし
た。このアップデートにより、ユーザーはAmazon
Virtual Private Cloud（Amazon VPC）内でスポッ
トインスタンスを起動できるようになります。
AmazonVPCでスポットインスタンスを起動する
ことにより、スポットインスタンスのユーザー
は、AmazonVPCのすべてのコントロールと高度
なセキュリティオプションを使用できるようにな
ります。詳細については、「Amazon Virtual
Private Cloud でのスポットインスタンスの起
動 (p. 183)」を参照してください。

Amazon VPC での
Amazon EC2 スポット
インスタンス

2011年9月
26日

Amazon Linux AMI 2011.09 のリリースについて
の情報を追加しました。このアップデートによ
り、Amazon Linux AMI からベータのタグが削除
され、リポジトリを特定のバージョンにロックす
る機能がサポートされ、インストールされている
パッケージについてセキュリティアップデートを
含むアップデートが利用可能になったときに通知
が表示されます。詳細については、「Amazon
Linux (p. 94)」を参照してください。

新しいLinuxAMIリリー
ス

2011 年 9
月 15 日

CLI ユーザーのための VM Import 処理を簡素化
し、ec2-import-instanceと
ec2-import-volumeの機能を拡張しました。こ
れにより、インポートタスクの作成後に、イメー
ジが Amazon EC2 にアップロードされます。さ
らに、ec2-resume-importコマンドの導入によ
り、アップロードが途中で止まった場合にその個
所から再開できるようになりました。詳細につい
ては、「ステップ 4: Amazon EC2 に VM をイン
ポートする (p. 307)」を参照してください。

CLIツールのユーザーの
ための VM Import 処理
の簡素化

2011 年 8
月 24 日

VM Import で、仮想マシンイメージファイルを
VHD形式でインポートできるようになりました。
VHDファイル形式は、Citrix XenおよびMicrosoft
Hyper-V 仮想化プラットフォームと互換性があり
ます。VM Import はこのリリースで、RAW、
VHD、およびVMDK（VMwareESX互換）イメー
ジ形式をサポートしています。詳細については、
「ステップ1: Amazon EC2CLIをインストールす
る (p. 305)」を参照してください。

VHD ファイル形式での
インポートのサポート

2011 年 8
月 24 日

VM Import が Windows Server 2003（R2）をサ
ポートするようになりました。VM Import はこの
リリースで、AmazonEC2がサポートするすべて
のバージョンの Microsoft Windows Server をサ
ポートしています。

Microsoft Windows
Server 2003 R2 のサ
ポート
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2011年6月
27日

Amazon EC2 VM Import Connector for VMware
vCenter 仮想アプライアンス（Connector）の1.1
バージョンについての情報を追加しました。この
アップデートには、インターネットアクセスのた
めのプロキシサポート、エラー処理の向上、タス
クプログレスバーの精度向上、および数件のバグ
修正が含まれます。詳細については、「Amazon
EC2 に VMをインポートする (p. 305)」を参照し
てください。

VMware vCenter 用の
Amazon EC2VM Import
Connectorのアップデー
ト

2011 年 6
月 20 日

AKI のバージョン1.01から1.02への変更について
の情報を追加しました。このバージョンでは、
t1.micro Linuxインスタンスに関連する起動エラー
に対処するため、PVGRUBが更新されています。
詳細については、「独自の Linux カーネルの使
用 (p. 102)」を参照してください。

ユーザー提供のカーネル
を実行するためのLinux
AMI の有効化

2011年5月
26日

スポットインスタンスの利用可能ゾーンの料金機
能についての情報を追加しました。このリリース
では、スポットインスタンスリクエストおよびス
ポット価格履歴のクエリを行ったときに返される
情報の一部として、新しい利用可能ゾーンの料金
オプションが追加されました。これにより、特定
の利用可能ゾーンでのスポットインスタンスの起
動にかかる料金を調べやすくなりました。詳細に
ついては、「スポットインスタンス(p.134)」を参
照してください。

スポットインスタンスの
アベイラビリティーゾー
ンの料金変更

2011 年 4
月 26 日

AWS Identity and Access Management（IAM）に
ついての情報を追加しました。IAM を使用する
と、AmazonEC2リソースで通常ユーザーが使用
できる Amazon EC2 アクションをユーザーが指
定できます。詳細については、「AmazonEC2の
リソースに対するアクセスの制御(p.485)」を参照
してください。

AWS Identity and
Access Management

2011 年 4
月 26 日

ユーザー提供のカーネルの実行用に PVGRUB
Amazon Kernel Image（AKI）を使用するために
Linux AMI を有効化する方法についての情報を追
加しました。詳細については、「独自の Linux
カーネルの使用 (p. 102)」を参照してください。

ユーザー提供のカーネル
を実行するためのLinux
AMI の有効化

2011 年 3
月 27 日

専用インスタンスは、ホストのハードウェアレベ
ルで物理的に隔離されているインスタンスであ
り、Amazon Virtual Private Cloud（Amazon
VPC）内で起動します。専用インスタンスを使う
と、Amazon EC2 コンピュートインスタンスを
ハードウェアレベルで隔離しながら、オンデマン
ドの弾力性のあるプロビジョニングと、使用した
分だけ支払うという料金システムを活用でき、
Amazon VPCと AWSクラウドの利点を生かすこ
とができます。詳細については、「AmazonVirtual
Private Cloud ユーザーガイド」の「Using EC2
Dedicated Instances」を参照してください。

専用インスタンス
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2011 年 3
月 27 日

AWS マネジメントコンソールが更新され、より
簡単に、リザーブドインスタンスを表示したり、
ハードウェア専有リザーブドインスタンスを含む
追加のリザーブドインスタンスを購入したりでき
るようになりました。詳細については、「リザー
ブドインスタンス(p.218)」を参照してください。

リザーブドインスタンス
に関するAWSマネジメ
ントコンソールの更新

2011年3月
15日

AmazonEC2は、複数の定義済みWindowsServer
2008 R2 AMI の提供を開始しました。これらの
AMIは、あらゆるリージョンですぐに使用でき、
t1.micro と HPC ファミリーを除くほとんどの 64
ビットインスタンスタイプで利用できます。AMI
は複数の言語をサポートします。

Windows Server 2008
R2 のサポート

2011年3月
15日

CentOS 参照 AMI の代わりとなる、新しい
Amazon Linux 参照 AMI についての情報を追加し
ました。Correcting Clock Drift for Cluster Instances
on CentOS 5.4 AMI セクションなど、CentOS 参
照AMIに関する情報を削除しました。詳細につい
ては、「GPUインスタンスのAMI (p. 125)」を参
照してください。

新しいAmazon Linux参
照 AMI

2011年3月
11日

2011-01-01リリースでの変更を反映するため、メ
タデータについての情報を追加しました。詳細に
ついては、「インスタンスメタデータとユーザー
データ(p.289)」と「インスタンスメタデータのカ
テゴリ (p. 297)」を参照してください。

メタデータ情報

2011年3月
3日

Amazon EC2 VM Import Connector for VMware
vCenter仮想アプライアンス（Connector）につい
ての情報を追加しました。このコネクタは、
VMware vSphere Client と統合するための、
VMware vCenter のプラグインです。コネクタの
GUI を使用して、VMware 仮想マシンを Amazon
EC2にインポートすることができます。詳細につ
いては、「Amazon EC2 に VM をインポートす
る (p. 305)」を参照してください。

Amazon EC2VM Import
Connector for VMware
vCenter

2011年2月
23日

AWSManagement Consoleを使用して、Amazon
EBS ボリュームをインスタンスから強制的にデ
タッチできるようになりました。詳細について
は、「インスタンスからのAmazonEBSボリュー
ムのデタッチ (p. 591)」を参照してください。

ボリュームの強制デタッ
チ

2011年2月
23日

AWS Management Console を使用してインスタ
ンスの終了を防止できるようになりました。詳細
については、「インスタンスの終了保護の有効
化 (p. 354)」を参照してください。

インスタンス終了の防止

2011年1月
25日

Amazon の CentOS 5.4 AMI 上で実行されている
クラスタインスタンスのクロック同期ずれを修正
する方法についての情報を追加しました。

CentOS 5.4 AMI のクラ
スタインスタンスのク
ロック同期ずれの修正
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2011年1月
14日

次の更新を実装しました。

• すべての開発者ガイド情報をこのユーザーガイ
ドに統合しました。

• AMI作成についての情報を再構成し、更新しま
した。

• ユーザーガイドの導入セクションを更新しまし
た。

ドキュメントを再構成し
ました

2010年12
月15日

仮想マシンまたはボリュームを Amazon EC2 に
インポートするVM Importについての情報を追加
しました。詳細については、「ステップ 1:
AmazonEC2CLIをインストールする(p. 305)」を
参照してください。

VM Import

2010 年 12
月 12 日

EC2インスタンスの基本モニタリングについての
情報を追加しました。

インスタンスの基本モニ
タリング

2010年11
月14日

Amazon EC2 は、高性能コンピューティング
（HPC）アプリケーション用にクラスター GPU
インスタンス（cg1.4xlarge）を提供します。各
AmazonEC2インスタンスタイプのハードウェア
仕様については、「Instance Type Details」を参
照してください。

クラスターGPUインス
タンス

2010年9月
19日

リソースの一覧表示、フィルタリング、およびタ
グ付けについての情報を追加しました。詳細につ
いては、リソースのリスト表示とフィルタリン
グ(p. 660)とAmazon EC2リソースにタグを付け
る (p. 662) を参照してください。

フィルタとタグ

2010 年 9
月 19 日

インスタンスを実行する際に多重実行を禁止する
方法についての情報を追加しました。詳細につい
ては、「べき等性の確保(p.728)」を参照してくだ
さい。

インスタンス起動時の多
重実行禁止

2010年9月
8日

AmazonEC2は、特定のタイプのアプリケーショ
ンに対して、t1.micro インスタンスタイプを提供
します。詳細については、「マイクロインスタン
ス (p. 110)」を参照してください。

マイクロインスタンス

2010年9月
2日

Amazon EC2 が AWS Identity and Access
Management（IAM）と統合されました。詳細に
ついては、「AmazonEC2のリソースに対するア
クセスの制御 (p. 485)」を参照してください。

Amazon EC2 の AWS
Identity and Access
Management

2010年7月
12日

Amazon EC2 は、高性能コンピューティング
（HPC）アプリケーション用にクラスターコン
ピュートインスタンスを提供します。各 Amazon
EC2インスタンスタイプのハードウェア仕様につ
いては、「Instance Type Details」を参照してく
ださい。

クラスターインスタンス
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ジョン
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2010 年 7
月 12 日

Amazon VPC ユーザーは、VPC 内で起動された
インスタンスに割り当てる IP アドレスを指定で
きるようになりました。

Amazon VPC IP アドレ
ス指定

2010年6月
14日

Amazon CloudWatch による Amazon EBS ボ
リュームのモニタリングが自動的に行われるよう
になりました。詳細については、「CloudWatch
によるボリュームのモニタリング(p.581)」を参照
してください。

Amazon CloudWatchに
よる Amazon EBS ボ
リュームのモニタリング

2010年2月
22日

Amazon EC2 は、ハイメモリエクストララージ
（m2.xlarge）インスタンスタイプをサポートする
ようになりました。各 Amazon EC2 インスタン
スタイプのハードウェア仕様については、
「Instance Type Details」を参照してください。

ハイメモリエクストラ
ラージインスタンス

2010 年 2
月 22 日

Amazon EC2 は Windows でリザーブドインスタ
ンスをサポートするようになりました。リザーブ
ドインスタンスの詳細については、リザーブドイ
ンスタンス (p. 218) を参照してください。

Windows でのリザーブ
ドインスタンス
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